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新しい夜間けIV 

一
九
七
五
年
の
第
一
回
世
界
女
性
会
議
(
メ
キ
シ
コ
会
議
)
と
、
そ
こ
で
採
択
さ
れ
た
「
世

界
行
動
計
画
」
「
メ
キ
シ
コ
宣
言
」
は
、
世
界
の
女
性
た
ち
を
奮
起
さ
せ
、
各
地
域
、
各
国
で
、

男
女
平
等
法
制
定
の
勤
き
が
顕
著
に
な
っ
た
。

日
本
で
も
、
政
府
が
史
上
初
め
て
「
婦
人
問
題
の
改
善
」
を
政
策
に
打
ち
出
し
た
。

官
僚
主
導
の
日
本
ゆ
え
に
そ
の
影
響
は
大
き
く
、
各
地
方
自
治
体
も
、
「
婦
人
問
題
」
に
目

を
向
け
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

こ
の
年
発
表
さ
れ
た
女
性
差
別
撤
廃
の
た
め
の
「
国
内
行
動
計
画
概
要
」
は
、
各
女
性
団
体

か
ら
の
突
き
上
げ
を
受
け
て
そ
の
内
容
を
充
実
、
後
に
各
自
治
体
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
行
動
計

画
」
策
定
へ
と
動
き
だ
す
。
自
治
体
主
催
に
よ
る
婦
人
問
題
学
習
会
も
随
所
で
聞
か
れ
、
ま
さ

に
"
新
し
い
夜
明
け
"
を
思
わ
せ
る
年
に
な
っ
た
。

七
六
年
は
、
婦
人
参
政
権
行
使
三

O
周
年
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
売
春
防
止
法
令
公
布
二

O

周
年
に
も
あ
た
っ
た
。
四
月
一

O
日
、
五
月
二
八
日
の
そ
れ
ぞ
れ
の
記
念
日
に
は
、
多
く
の
女

性
を
集
め
て
感
慨
深
い
記
念
集
会
が
聞
か
れ
た
が
、
戦
後
の
第
一
回
選
挙
で
誕
生
し
た
三
九
名

の
女
性
国
会
議
員
は
減
少
を
続
け
、
売
春
防
止
法
の
ザ
ル
の
目
を
く
ぐ
っ
た
ト
ル
コ
風
呂
は
公

然
の
売
春
の
場
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
問
題
視
し
た
野
党
衆
参
両
院
の
女
性
議
員
の
発
議
に

な
る
「
公
衆
浴
場
法
改
正
案
」
は
、
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。

そ
の
一
方
、
民
法
の
一
部
改
正
で
、
離
婚
後
も
、
夫
・
妻
と
も
に
婚
姻
中
の
氏
を
称
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
嫡
出
子
の
出
生
届
出
も
、
父
母
が
同
順
位
で
提
出
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。
戦
後
、
国
会
に
そ
の
場
を
占
め
た
女
性
議
員
た
ち
の
努
力
の
結
果
だ
っ
た
。

賛
否
両
論
大
も
め
の
末
、
国
会
を
通
過
し
た
育
児
休
業
法
は
、
こ
の
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ

た
が
、
多
く
の
女
性
た
ち
は
、
こ
れ
を
「
も
ろ
刃
の
や
い
ば
」
と
受
け
と
め
た
。



新
聞
切
り
抜
き
に
見
る
女
の
日
年
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新
し
い
夜
明
け
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年
表
・
1
9
7
6
年
の
主
な
出
来
事

法
・
制
度
・
裁
判
:
-

育
休
法
/
民
法
改
正
/
実
子
特
例
法
/
母
子
家
庭
の
母
の
雇
用
促
進
法
/
P
L
法
/
税
制
・
年
金

訪
問
看
護
/
中
絶
/
実
子
・
養
子
/
そ
の
他

政治・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・初

行
動
計
画
/
w
婦
人
の
十
年
"
を
受
け
て
/
婦
人
参
政
権
却
年

労働・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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女
子
労
働
の
実
態
/
差
別
・
不
平
等
/
就
職
・
転
職
/
職
業
病

教育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・羽

教
育
現
場
/
家
庭
科
共
修

保育・子育て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・日

保
育
現
場
/
保
父
/
障
害
児
/
子
育
て
/
母
乳

からだ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・日

健
康
/
避
妊
・
妊
娠
・
出
産
/
添
加
物
・
薬
害

活
動

ji---:・::・

グ
ル
ー
プ
活
動
/
抗
議
・
要
求
/
政
治
/
消
費
者
/
売
買
春
/
会
議
・
集
会
/
そ
の
他

風
潮
:
・
:it--・
:
:

元
気
!
/
主
婦
/
性
/
雑
誌
/
食
/
住
/
そ
の
他

調
査
・
報
告
・
:
:
:
:
・

労
働
/
女
性
の
意
識
/
妻
・
夫
/
主
婦
・
母
/
子
ど
も
た
ち
/
離
婚
/
く
ら
し
・
健
康
/
老
後
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意
見
政
治:
/ 
解 i
放:

平
等:
/ 
働:
く
/ 
平
和:
/ 
差
別
/ 
嫁
/ 
環
境
/ 
性
/ 
か
ら
だ
/ 
子:
育 1
て:

教
育:
/ 
折

ふ
れ
て

89 

人相
談

105 102 

ひ
と
/
賞
/
逝
去

本
:
・
:
・

116 

本
/
映
画

事
件
・母
子
心
中
/
子
育
て
・
子
殺
し
/
繁
栄
の
陰
で
/
事
故
/
だ
ま
す
・
だ
ま
さ
れ
る

125 

海
外
韓
国
/
中
国
/
フ
ィ
リ
ピ
ン
/
タ
イ
/
ベ
ト
ナ
ム
/
カ
ン
ボ
ジ
ア
/
ス
リ
ラ
ン
カ
/
イ
ン
ド

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
/
ト
ル
コ
/
パ
レ
ス
チ
ナ
/
イ
ス
ラ
エ
ル
/
シ
リ
ア
/
エ
ジ
プ
ト

ケ
ニ
ア
/
タ
ン
ザ
ニ
ア
/
マ
ラ
ウ
イ
/
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
/
ノ
ル
ウ
ェ
ー
/
ベ
ル
ギ
ー

オ
ラ
ン
ダ
/
西
ド
イ
ツ
/
ス
ペ
イ
ン
/
フ
ラ
ン
ス
/
イ
タ
リ
ア
/
イ
ギ
リ
ス
/
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

オ
ー
ス
ト
リ
ア
/
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
/
ル
ー
マ
ニ
ア
/
東
欧
諸
国
/
ソ
連

カ
ナ
ダ
/
ア
メ
リ
カ
/
メ
キ
シ
コ

135 

資
料
圏
内
行
動
計
画

育
児
休
業
法
(
付
・
野
党
提
出
法
案
)

婦
人
問
題
企
画
推
進
会
諸
諸
事
録
抄
・

E 

170 161 152 
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4 

雇
用
者
の
平
均
月
収
・
男
一
六
万
六
二

O
O
円
、
女
九
万
一
三
O
O
円
。
平

均
勤
続
年
数
・
男
一

0
・
三
年
、
女
五
・
六
年
。
「
国
連
婦
人
の
十
年
」
第
一

年
の
こ
の
年
も
、
日
本
は
ま
だ
深
い
差
別
の
中
に
あ
っ
た
。

し
か
し
「
婦
人
の
十
年
」
を
背
景
に
、
女
た
ち
は
生
き
生
き
と
発
言
し
、
行

動
し
た
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
に
象
徴
さ
れ
る
政
治
の
腐
敗
に
始
ま
り
、
公
害
、
食
品
添
加
物
、

物
価
:
:
:
。
女
た
ち
の
説
い
ま
な
ざ
し
を
、
政
治
家
も
無
視
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
く
な
っ
た
。

ま
た
、
「
女
子
保
護
」
の
見
直
し
を
め
ぐ
っ
て
は
、
保
護
を
縮
小
し
て
職
域

を
広
げ
る
か
、
母
性
保
障
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
か
、
育
休
法
同
様
、
賛
否
両
論

が
相
変
わ
ら
ず
続
い
た
。

女
の
問
題
に
つ
い
て
の
出
版
物
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
、
売
上
げ
も
急
増
し

た
。
女
性
の
手
に
よ
る
自
費
出
版
物
も
続
出
し
た
。

そ
の
一
方
、
母
子
心
中
、
子
捨
て
・
子
殺
し
は
年
間
五
百
件
を
超
え
、
母
の

人
権
も
子
の
人
権
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
っ
た
。

わ
が
国
初
の
女
性
公
使
(
緒
方
貞
子
さ
ん
て

I
L
O
事
務
局
長
補
(
高
橋

展
子
さ
ん
)
が
出
現
し
た
が
、
最
高
裁
判
事
に
は
久
米
愛
さ
ん
の
名
が
あ
が
り

な
が
ら
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
女
た
ち
は
遠
い
光
を
感
じ
な
が
迫
、
光
に
向
か

っ
て
、
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
つ
つ
、
は
げ
ま
し
合
っ
て
い
た
。



[この年] 戦後生まれ、総人口の半数を超える/婦人参政権行使30周年/売春

防止法公布20周年

[ブーム] ジョギングブーム/サーフイン人気/スナック、パブの急増

[ことば] 記憶にございません/灰色高官/ゆれるまなざし/ピーナッツ

[謡員] 野党女性議員、公衆浴湯法改正法案を国会に初提出

[貫] 川端康成文学賞=佐多稲子/婦人公論女流新人賞=山下智恵子(大槻三

奈子)、中山茅集/ニューヨークシティマラソン=ゴーマン・美智子

[本 rpOPEYEJ創刊/ジユリスト増刊「現代の女性一状況と展望J/あごら
『国際婦人年を考えるJ/あごら『職場の中の女性差別J/日本消費者連盟
「原子力発電は安全か一子孫を危険からまもるためにJ/国際婦人年をきっか
けとして行動を起こす女たちの会編「女の分断を連帯にー1年目の記録J/松

井やより『女性解放とは何かJ/丸岡秀子『婦人思想形成史ノート(上)J/ 

青木やよひ編『誰のために子どもを産むかJ/牧瀬菊枝『聞書ひたむきの女た
ち一無産運動のかげにJ/和田英『定本富岡日記J/高野悦子『二十歳の原点
ノートJ/高橋久子『婦人労働の法律問題J/高良留美子『高群逸枝とボーグ
オワーJレJ/森崎和江『からゆきさんJ/雫石とみ『荒野に叫ぶ声J/清水ゆ
り子『げんばつの絵本J/小曽戸昌子『地球は狭いわよ一女ひとり旅講座J/
現代子育て考編集委員会『現代子育て考その1J/渡辺恵理子『愛と闘いの序

章J/日本人研究会編『女が考えていることJ/山内みな『山内みな自伝J/
瀬川清子 f十六島紀行・海女記断片J/兵庫スモンの会『憤怒もてこの閣を切

り裂けJ/真尾悦子『土と女ー出稼ぎ未亡人とその周辺J/田中寿美子編 f女
性解放の思想と行動J/市川房枝他編『日本婦人問題資料集成J/佐多稲子
『時に行つJ/宮尾登美子『陽障楼J/安西篤子『女人紋様J/山崎豊子『不
毛地帯J/森村誠一『人聞の証明J/村上龍 f限りなく透明に近いブルーJ
[T V] となりの芝生/徹子の部屋/落日燃ゆ
[C M] オーソン・ウエルズのパーフェクション(ニツカウヰスキー)/どっ

ちがトクかよーく考えてみよう(サクラカラー)/まだお厚いのがお好き(チ

ャームナップ・ミニ)

[漫画] ガラスの仮面/博多つ子純情/まことちゃん

[うた] およげ!たいやきくん/北の宿から/横須賀ストーリー/あの日にか

えりたい/嫁にこないか

[映画] はだしのゲン/犬神家の一族/愛のコリーダ/タクシー・ドライパー/

カッコーの巣の上で

[物価] 国鉄料金値上げ(初乗り60円)/電話・電報料金値上げ(電話度数料

5 

7円から10円、一般電報2倍)/キャベツ市況暴落(中玉1個30円で史上最安

値)



[人口 113，086，000人(女子57，421，000人、男子55，665，000人)

[出生数] 1，832，617人

[死亡数] 703，270人

[日本人の平均寿命] 女子76.95歳、男子71.76歳

[一家族の平均人数] 3.35人

[雇用者中の女子の比率] 32% 

[雇用者の平均年齢] 女子33.5歳、男子36.3歳

[雇用者の平均勤続年数] 女子5.6年、男子10.3年

[雇用者の月間給与] 女子91.3千円、男子166.2千円

[女子パートタイマー数 16，912人(前年 14，700人)

[女子パートタイマー平均年齢] 39.6歳(前年 38.8歳)

[女子パートタイマー勤続年数] 2.8年(前年 2.5年)

[女子パートタイマー1日の所定労働時間] 6時間(前年 5時間)

[女子パートタイマー時給] 409円 (384円)

[女性の定年] 50歳 39.5%、 45歳 15.9%

[勤労者世帯の勤め先収入](平均1か月間) 世帯主の収入218253円、

妻15，951円、他の世帯員の収入 8，857円

[学歴別新卒就職者数] 947，847人

中学校/女39，418人、男41，566人

高等学校/女301231人、男258，001人

短大/女93，047人、男11，121人

大学/女42，689人、男187，774人

[認可保育所数 18，866所(前年 18，009所)

[入所児童数] 1，782，134人{前年1，676，690人)

[育児休業制度実施事業所] 6.3%(49年 5.7%)

[女子有権者数] 40，174，433人(男 37，718，195人)

[自動車保有] 1，713万台 [交通事故死] 9，630人

[物故] 1月2日 壇一雄/1月8日 周恩来/1月12日 アガサ・クリステ

ィー/1月12日 田島ひで/1月14日 坂西志保/2月9日パーシー・フェ

イス/2月17日 初井しづ枝/3月20日 細川ちか子/3月22日 藤原義江/

4月9日武者小路実篤/4月13日河上末子/5月23日 橋本憲三/5月26

日山田ウメ/7月14日久米愛/9月9日毛沢東/10月5日武田泰淳/

10月11日 中山マサ/11月15日 ジャン・ギヤパン

6 



年月日

l 1976. 1. 1 

1.5 

1976年の主な出来事

圏内の動き 海外の動き

7 

11 

11 

ベネズエラ，石油産業を国有化。

カンボジア，新憲法発布，国名
を民主カンボジアと改称。

北アイルランドの新旧両教徒の
テロ抗争が激化。

ベルファスト近郊で，プロテスタ
ントの労働者10人が射殺される。

1. 6 I京都平安神宮内拝殿付近から出|カンボジアでシアヌーク殿下，
火。束・西本殿，祝調殿など焼失J元首に就任。

1. 8 I 中国首相周恩来死去。

1.12 

1.151高橋展子が 1L 0 (国際労働機
関)事務局長補に就任。

1.17 I婦人参政権行使30周年記念大会
実行委員会発足。実行委員会委
員長・市川房枝。40団体出席。

1.18 I沖縄海洋博覧会閉幕。総入場者，
予想を100万人下回り， 348万人。

1.19 

121 

11 

122 

123 I政府， 51年度予算案国会提出
(7兆2750億円，国債比率29.9%。
35年以来，所得減税なし}

124 

アガサ・クリスティー死去。

カンボジア政府による大量住民
強制移住実施が報道される。

超音速ジェット旅害機コンコル
ド，パリーリオデジヤネイロ，
ロンドンーパハレーン聞に就航。

インドのマドラスでの第25回パ
グウオツシュ会議が，世界非核
地帯の創設を呼びかけて閉幕。

レバノン内戦で24回目の停戦協
定が発効。

米とスペインが新友好協力条約
に調印。スペインが米軍に海空
軍基地の使用を認める。



年月日 国内の動き 海外の動き

1271民社党春日一幸，衆院本会議で|米商務省が75年の貿易収支は史
共産党委員長宮本顕治のスパイ|上最高の110億5000万ドルの黒
リンチ事件(昭和8年)究明を|字と発表。
要求。共産党，決着済みと反論。

1.28 

1.29 

1.30 

o P E C，最貧発展途上国への
無利子融資を行う特別基金を設
立することで合意。

EC委，ギリシアの革命を支持。
1月のニューヨーク株式市場取
引高は6億3585万株。月間最高
を記録。

ソ連が75年の経済統計を発表。
農産物の生産は前年比6%減少
し，穀物は10年来の凶作。

1.31 1鹿児島市で国内初の五つ子誕生。 lアピニョンの大司教邸からピカ
排卵誘発剤議論盛んになる。 1ソの絵画119点が盗まれる。

11 I厚生省， 1975年[人口動態統計]
概況発表。離婚は戦後最高。

〔この月)1・主婦の投稿誌『わいふj再発足J・米・フォード大統領，駐英大使
|にアームストロング女史を登用。

・大屋政子，第 1回東京世界パ l
レエ・コンクールを聞く。

・厚生省，全国に f中絶は妊娠
6か月までJと中絶期間の短縮
を正式通知。

・一番ケ瀬康子， r養育院百年史
で，第一回今和次郎賞受賞。

・ヨットレースの小林則子らが，
50年度朝日体育賞を受賞。

・米の外車販売台数で過去20年
トップのフオlレクスワーゲンを
抜いてトヨタが1位に。
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9 

年月日

2. 1 

2.2 

2.3 

圏内の動き 海外の動き

ウエJレナー・ハイゼンベJレク
(物理学者)死去。

モイニハン米国連大使が政府の
中東・アフリカ非民主国家に対
する支援を批判して辞任。

ソ連の数学者プリウシクが，反
体制派が精神病院に強制収容さ
れていると暴露。

2.41米上院多国籍企業小委，ロッキ|ユネスコが世界の文盲は800万
ード社の日本政府高官への贈賄|人と発表。 65年には735万人。
を公表(ロッキード事件)。

11 

11 

2.51行政機関における婦人の登用を
婦人問題企画推進本部が決定。
事務次官等会議で申し合わせ。

2.7 

2.8 

2.9 

2.10 1本田技研工業，婦人用ミニ・バ
イク発売。

2.12 1中学2年の実娘に売春を強要し
ていた母親を，児童福祉法，売
春防止法違反の疑いで逮捕。

2.16 I衆院予算委，国際興業社主小佐
野賢治，全日空社長若狭得治，
副社長渡辺尚次を証人喚問。

インスブルック冬季オリンピッ
ク閉幕。

グアテマラでマグニチユード7.5
の大地震。 6日と8日にも強震
が襲い，死者2万人を越す。

華国鋒が中国の首相代行に。

アンゴラ内戦で解放人民運動
(MPLA)が親西欧派連合政
府の首都ウアンポの占領を発
表。 11日，アフリカ統一機構が
MPLA政権を承認。

オランダ王室のベルンハJレト王
子，ロッキード事件関連の疑い
を否定，調査委の設定を求める。

北京大構内に走資源批判の壁新
問。 22日には郵小平批判も。



年月日 圏内の勤き

11 I緒方貞子，日本初の女性公使
(国連代表部)に内定。

2.17 I丸紅会長檎山広らを証人喚問。

2.18 I離婚の際，旧姓に復すか夫の姓
を名のるか自由選択できる(婚
氏続称制度)などを含む戸籍法
改正案.国会に上程 (5.21成立)c

2.19 

2.20 

2.24 

2.25 

2.26 I東京地裁で最後の立川基地内土
地明け渡し，請求訴訟の和解成
立(砂川訴訟終る)。

2.27 

2.29 

海外の動き

アイスランドが，漁業権紛争で
英と断交。タラ戦争。

アンゴラ人民共和国 (MP L A) 
を日本政府が承認。

第25回ソ連共産党大会開幕。

西ドイツがアンゴラ内戦介入を
理由にキューパ経済援助中止。

アルジエリアの支援を受けるサ
ハラ独立運動組織ポリサリオが
サハラ・アラブ民主共和国の樹
立を宣言。 3月5日樹立。

サダト・エジプト大統領ペルシ
ア湾岸諸国訪問。対ソ負債償還
資金として7億5000万ドルの借
款約束を取りつける。

〔この月)I・労働省[昭和51年度婦人関係|・タンザニアで法務大臣，都市
行政セミナー]を実施(タイ， I開発大臣に初の女性大臣。同時
フィリピン等13か国13名が参|に女性州知事も誕生。
加)。 -米.FBI初の女性捜査官にシル
・石沢房子， r琵琶伝』で岸田戯|ピア・マシスさん。
曲賞。

10 



11 

圏内の動き

3. 21北海道庁ロビーで時限爆弾爆発。

3.3 

3.41東京地検，児玉誉士夫を臨床取
調べ(3.13脱税容疑で起訴)。

fI I人事院規則8-18 (採用試験)
改正。昭和51年度国家公務員初
級試験(高校卒)[行政事務B]
に女性の受験資格を認める。

海外の動き

韓国・盆大中ら，民主救国軍言
を発表。

モザンピークがローデシアとの
国境を閉鎖。戦争状態を宣言。

3.41 女への犯罪を告発する国際会話
"" 81 ベルギーで開催。日本代表はト

ルコ風呂売春について発言。

3.51 国連統計発表。世界の人口， 38 
億9000万人。

1英のポンド暴落，初めて2ドル
を割る。欧州通貨不安再燃。

iアルゼンチンが経済非常事態を
宣言。ペソを22%切り下げる。

3. 71 モロツコとモーリタニアがサハ
ラ問題でアJレジエリアと断交。

3. 81国際婦人デー。社共統一，約|中国・吉林省に100個を超す闇
1500人が参加(九段会館)0 石が落下。有史来最大規模。

3.10 I 金大中逮捕。

3.11 1 ニューヨーク株式市場のダウ初
めて1000ドルの大台に乗る。

3.14 I エジプト，対ソ友好条約破棄。

3.161 米がソ連のアンゴラ内戦介入を
理由に米ソ共同委員会開催中止。

3川 |伊の映画監督，ルキノ・ヴイス
コンテイ死去。

3.181 西独で大企業労働者の経営参加
をめざす新共同決定法案が成立。



年月日

3.20 

圏内の動き 海外の勤き

過激派に参加中の米新聞王ハー
ストの娘パトリシアに有罪判決。

3.22 1脳性マヒで車いすに乗ることの
できない女性 (20が都立高を
トップの成績と出席率で進級。

3.23 1映画俳優前野光保，小型飛行機
で児玉誉士夫邸に突入。

3.241日高六郎ら学者・文化人， r週|アルゼンチン軍部が無血クーデ

3.29 

3.30 

3.31 

〔この月〕

刊ピーナツJ創刊。 1ター。大統領イザベJレ・ペロン
夫人を軟禁。 26日，ビデラ将軍
を大統領に選出。

米上院が200カイリ漁業専管水
域法案を可決。

アラファト PLO議長とハパシ
ユPFLP議長が会談，協力関
係の回復・強化で合意。

尊厳死カレン裁判でニュージャ
ージー州遺高裁が生命維持装置
の取り外しを認める逆転判決。

-労働省「労働災害家族の生活|・イタリア，中絶合法化問題で
実態に関する調査j結果発表。 1男女が対立。

・労働省「昭和49年度女子保護|・カンボジアで人民代表議会議
の概況jを発表。 1員総選挙の結果，女性議員が全

-法務省 f妻の法的地位ー現行
民法の夫婦財産制をどう考える
かJをテーマに討論会。

・後楽園球場，人工芝となる

-津島佑子， rむぐらの母』で第
16回田村俊子賞。

・鈴木セイ，吉川英治文化賞。

体の18%の45人当選。
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年月 日 圏内の動き 海外の動き

4. 1 緒方貞子，女性初のニューヨー 米の証券取引委，ロッキード事
クの国連日本政府代表部公使に。 件日本関係資料を司法省に提出。

" 盲休法施行。〔義務教育諸学校 マックス・エJレンスト(画家)死等の女子教育職員及び医療施 去。
設，社会福祉施設等の看護婦，
保母等の育児休業に関する法律〕

" 愛知県総務部青少年婦人室設置。 伊で中絶禁止法を緩和。
4.2 ポルトガルで新憲法発布。社会

主義への移行をめざす。

" カンボジアのシアヌーク首相，
元首を辞任。

4.3 茨城県東海村の原研動力試験炉 伊で推定5万"-'10万人の女性が
地下タンクの放射能性循環水流 中絶禁止反対デモ。
出が判明。

4.5 中国・北京の天安門前広場で，
数万人の民衆デモ。天安門事件。

4.7 内政干渉を理由にイランがキュ
ーパと断交。

" 中国共産党中央政治局会議，天
安門事件を反革命と断定し，華
国鋒の，首相・党第一副首席就任，
部小平の全職務解任を決定。

4.9 武者小路実篤死去。

4.10 揖人参政権行使30周年記怠大会
(東京・神田・共立講堂)

4.10 第28田婦人週間:テーマ「男女
の平等と婦人の社会参加をすす

16 める“揖人の十年"のはじめに
あたってJ

4.13 行動を起こす会，パネルディス カンボジアでボルポ卜政権が成
カッション「夫の給料は誰のも 立。大虐殺始まる。
のかj。

4.14 最高裁， 47年総選挙の千葉l区 ソ連の反体制物理学者サハロフ
の定数不均衡は違憲と判決(選 博士，シベリア・オムスクで警
挙は有効)。 察当局に拘束される。
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年月日 圏内の勤き

" 

海外の動き

モロツコ，モーリタニア両国が
西サハラ(旧スペイン領サハラ)
分割協定に謂印。

4.15 t婦人問題企画推進会議，中間意|インドが中国と国交再開へ。 15
見発表。「男は仕事，女は家庭JI年ぶり。
の固定的役割分担観念を批判。

4.16 

4.18 

4.21 1憲法問題研究会解散(世話人，
大内兵衛)。

4.25 

" 
4.271東京地裁『四畳半襖の下張』を
わいせつ文書と判断。野坂昭知
らに有罪判決。

4281横田基地公害訴訟団，米軍機の
・夜間飛行禁止訴訟。

4.29 

4却|婦人問題企画推進本部圏内行動
計画栂案を決定。

インドが人口摺抑制のため新た
な産児制限強化策を発表。

フィリピンのミンダナオでモロ
民族解放戦線の攻撃が激化。

ベトナムで南北統一総選挙実施

ポルトガルで立法議会選挙。

中国。北京のソ連大使館前で爆
発事件。ソ連，中国に抗議。

〔この月)I・佐多稲子， r時に行つ』で第三l・米・国勢調査員発表の75年出
田川端康成文学賞受賞。 1産率， 1.5人の最低記録。

・村上富士子， r越後警女唄冬のl・ヨルダン西岸の女性有権者が
旅jで第十二回太宰治賞。 1初の参政権を行使。

・東邦大学眼科教室教授・大岡良
子，全国初の女性医学部長に。
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年同日 園内の動き 海外の勤き

15 

5. 1 1政府，果汁・フィルム製造業の
100%資本自由化実施。

5.3124年ぶりに政府主催憲法記念日
式典。

5.41アルピニスト 関田美智子死去。

5.5 

5. 71文部省が教育白書を発表。大
学・短大の在学生は213万人で
15年前の2.9倍。

5.81植村直巳，北極圏 1万2000キロ
を犬ゾリで単独走破に成功。

5.10 

レバノンで内戦激化。 19日まで
に死者数百人。

フィリピンがカンボジアと国交
を樹立。

タイに逃亡したカンボジア人
が，同国内で政権反対派が大量
虐殺されたと告発。

英自由党のジエレミー・ソープ
党首，同性愛を追及され退陣。

5.14 1警視庁，ソ連のノーボスチ通信|インドてパキスタン両国が「国
東京特派員マチェーヒンを刑事|交回復に合意jと発表。
特別法違反(在日米軍の機密を
犯す罪)で逮捕。

11 I婦人有権者同盟，主婦連等婦人
14団体「ロッキード疑獄の真相
究明を要求する輝人実行委員
会Jを結成。

5.17 1都民生局が独り暮らしの保護世
帯の実態調査を発表。平均年齢
65歳の将来の希望は fわからな
L リ37.6%，r施設入所J29.6%。

5.18 ECとアラブ連盟20か国聞の対
話をめざすEC.アラブ常設委
員会がルクセンブlレグで初会
h. 

5.19 1東京高裁，マツド・アマノのパ l口。
ロデイ作品を白川義員の原作か
ら独立した著作物と認める
0980.3.28最高裁，高裁に審理や
り直しを命令)。



年月日 国内の勤き

5.20 I部教委，公立中528校での進学
研究会などの業者テスト調査結
果を発表。 8割が月 1回以上の
授業組み入れ実施。

5.21 I昭和51年家内労働旬間(労働省
'" 31 I主唱)，目標『家内労働手帳の
普及と家内労働災害の防止j。

5.24 

海外の動き

英仏共同開発の超音速旅客機コ
ンコルド，ロンドンーパリーワ
シントン聞の定期便に就航。米
欧聞が4時間弱に縮まる。

" ぺバチカン司教会議，共産党不支
持を信者に訴える声明を発表。

5お Ir顔も声もおとろえてテレビ写り
が悪くなったjと配置転換を強
行された日本テレビの村上節子
アナウンサー，東京地裁に配転
取消を求める仮処分を申請。

5.261三木首相，記者会見で「ロツキ
ード事件解明が最優先jと言明。

" I内田光子，米のレベントリツト
国際音楽コンクールピアノ部門
で第2位。 S

5.281日本化学工業元従業員77人，ク
ロム禍で損害賠償請求訴訟。

" I売春防止法獲得20周年記念集会
(主催・売春問題ととりくむ会)

が，東京・文京区民センターで
催され，約300名が参加。

5.29 

5.29 Iはたらく婦人の中央集会。「働く
'" 30 I婦人の10年の行動計画Jを採択。

創立以来129年間入学目由・授
業料なしのニューヨーク市立大
が，岡市の財政難で教職員2万
7000人の5月分の結料が払え
ず，運営不能に陥って一時休校。
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年月 日 園内の勤き

17 

5.30 

11 I 

〔この月)I・婦人問題企画推進本部，圏内
行動計画案発表。

・労働省，家内労働者の平均工
賃を発表(1-時間・男子509円，
女子20o円)。

・新幹線，乗客10億人を突破。

・角川春樹事務所創立。「犬神家
の一族jのTV大量宣伝，映画
化を開始。

・東京都監察医務院のデータを
もとに f戦後30年間の都内での
親子心中の実態J発表。 30年間
の親子心中は600件，うち母子
心中は437件 (72.8%)。

・農林省「農村婦人の農業生産
活動との関連における生涯設計
計画に関する調査Jを実施。

海外の動き

パキスタンのプット首相，中国
を訪問，反覇権など共同声明。

国連人間居住会議開催。

ポーランドのピアニスト，アル
トウール・ルビンスタインが，
英で引退公演。

l東チモール臨時政府がインドネ
シアとの合併を宣言。



年月日

6. 1 

H 

6.2 

6.3 

6.4 

6.5 

圏内の動き

6.61初の全国公害被害者団体交流集
会(東京で)に68団体が参加。

6.7 

H 

引31河野洋平・田川誠一ら自民党の
6代議士が離党を表明。 25日，
新自由クラブ結成。

6.15 1民法.戸籍法改正(離揖後の姓
の自由，戸籍簿閲覧制廃止)。

6.16 1 r民法等の一部を改正する法律j
施行(一部12月1日施行)。離婚後
における婚氏続称制度の新設。

" 
6.18 1第三次雇用対策基本計画を策
定。婦人の就業をめぐる条件整
備を図る。

海外の動き

アイスランドと英のタラ戦争が
英の操業規制で協定成立，終結。

シリア軍，レバノンに侵攻。

フィリピンがソ連と国交樹立の
調印。

米のへイズ下院議員の国費秘書
「コールガールjとのセックス・
スキャンダ1レが暴露。

カナダ，漁業専管水域200カイ
リ移行を宣言。

エジプト，カイロのシリア大使
館の閉鎖と館員全員の国外退去
を命令。在ダマスカスのエジプ
ト大使館を撤収。

英のポンド救済のため，日・米
など9か聞がイングランド銀行
に52億ドル緊急融資を合意。

スペインで39年以来禁止されて
いた政党結成が合法化される。

南アフリカ・ヨハネスパーグ近
郊で，白人公用語アフリカーン
スを黒人小学校で使用する言語
政策に反発デモ，暴動化。

米のメロイ駐レバノン大使がベ
イルートで射殺される。

18 



年月日 圏内の勤き 海外の動き
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6201島田和江，伊のベルデイ声楽コ|伊で総選挙。共産党が下院で34
ンクールで第1位。 1議席を増やし.2271こ大躍進。

11 

6221ロッキード事件で丸紅専務の大
久保利春など初の逮捕者。

623 

6241中ピ連，女性だけの宗教団体
「女性復光{英語名=ウイメン
ズ・ライト)J設立。

625 

H 

カナダ・ケベツク州の空港での
仏語の使用拡大に抗議してパイ
ロット・管制官らがストに突入。

米がアンゴラの国連加盟申請に
対し，キューパ箪の同国駐留を
理由に拒否権を行使。

ベトナム社会主義共和国の成立
を宣言。

ポーランドで政府の食料品値上
げに憤激した労働者の，デモが
暴動化。政府は値上げ取り止め。

6271国際捕鯨委員会，ナガスクジラ|主要先進国首脳会議{サミット)
捕獲禁止を含む捕鯨枠大幅削減|プエルトリコで開催。
を決定。

628 セーシェルが162年にわたる英
の統治から独立。

6291東京外為市場で 1ドJレ296円の|欧州共産党・労働者党会議が束
円高を記録。日銀がドル買い介|ベルリンで聞かれ.30日ユーゴ
入。 1と伊の内政不干渉の主張採択。

〔この月)I・NHKカラー受信料月額710I・パリ大学初の女性学長にE.
円，白黒420円に値上げ。 Iアールベイエル博士。

・高峰秀子.rわたしの渡世日記
で，第24回日本エッセイストク
ラブ賞。



年月日 圏内の動き

7. 1 1東京の気温14度。東北各地も梅
雨寒で冷害の心配。

7.2 

H 

7.3 

7.4 

7.6 

海外の動き

ベトナム社会主義共和国成立

(南北ベトナム統一)。

米最高裁が7対2の多数意見で
「死刑は合憲jの判断を下す。

イスラエルの特攻部隊がウガン

ダのエンテベ空港を奇襲。パレス

チナゲリラによるエールフランス
機の乗客ら人質l白人を救出。

米で建国200年記念祭。

南アフリカ，黒人学校でのアフ
リカーンスの強制使用中止決定。

7.81日米安保協議委員会，日米防衛|ニクソンがニューヨーク地裁か
協力小委員会の設置を決定(日|ら「大統領時代の違法行為Jを
米制服組の提携強まる)0 理由に弁護士資格を剥奪される0

7.10 1社会党江田三郎・公明党矢野絢
也・民社党佐々木良作ら，新し
い日本を考える会を結成(会長

松前重義)。

7.12 I司法研修所教官の差別発言に全
国の女性弁護士が，公開質問状

を提出。

7.14 I日本の婦人弁護士第l号，初の最|民主党がジミー・カーターを大
高裁女性判事候補，久米愛死去。 I統領候補に指名。

7.15 1会社更正法の適用を受けた筑
豊・貝島炭醸の管財人が，通産

省に閉山を報告。

7.16 

7.17 

7.19 

7.2I I司法研修所教官の女性軽視発言
に女性の弁護士ら抗議デモ。

カナダで死刑廃止法発効。

第21回オリンピック開催(モン
トリオール， ，，-，8.1)。

南仏・ニースで史上最高(被害

総額約30億円)の銀行泥棒。
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年同日 国内の動き 海外の動き
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7221日・フィリピン賠償の最終文書
に調印。

725 

7.271東京地検，ロッキード事件で田
中前首相を逮捕 (8.16受託収賄
罪と外為法違反で起訴。 5億円
受領の疑い。 8.17保釈金2億円
で保釈。 8.20元運輸政務次官佐
藤孝行， 8.21元運輸省橋本登美
三郎を受託収賄容疑で逮捕)。

7.28 

H 

アムネスティ・インターナショ
ナJレ，インドネシアの政治犯虐
待を非難。

英がウガンダと国交断絶。

中国の河北省唐山・豊南地区に

マグニチュード7.5の大地震。死
者65万人。

7.30 1女子バレーボーJレ，オリンピッ|伊で共産党の支持によりアンド
ク金メダル。 1レオツテイ内閣が成立。

〔この月)I・日弁連に f女性の権利に関す
る特別委員会」発足。委員長は

鍛冶千鶴子弁護士。

・黒河内久美，外務省初の女性
課長(領事二課)に。

・総理府の老後世論調査による
と「老人Jは r70歳以上jが
37%， r65歳以上Jが33.4%。



年月日 圏内の動き 海外の動き

8. 1 1 ニキ・ラウダ， F 1レースで事故。

8.21及位野衣.女性パイロットとし|日本，カンボジアと復交。
て初の日本一周荒行達成。

" 
8.31ソ連船「パイカル号J内で行方
不明の女子学生の遺体，北海道
沖で発見。

" I群馬県本白根山で高崎女子高の
生徒約20人が集団ガス中毒。

8.41京都地裁鬼頭判事補，布施検事
総長の名で，三木首相にロッキ
ード事件指揮権発動を要請。

8.6 

8.7 

" 

キューパとアンゴラ，キューパ
兵のアンゴラ残留等で共同芦明。

タイとベトナムが国交樹立。

米がイランに1980年までに100
億ドルの武器輸出で合意。

ウガンダとケニアが国交正常化
協定に調印。

8. 81 (行動を起こす女たちの会〉が|ローデシア軍がモザンピークへ
f性を語ろうjをテーマに合宿。|越境。ゲリラ3000人以上殺す。

8.9 

8.13 

" 
8.16 

ローマ市に初の共産党系市長誕生。

タイの国会，女性の地位向上の
原案を可決。

南アのケープタウンとポート・
エリザベスで黒人暴動が発生。

第5回非同盟諸国首脳会議，コ
ロンポで開催 (86か国，新国際
経済秩序要求)。

8.18 1 板門庖で米・北朝鮮軍兵士が乱
問。米軍将校2人が死亡。朝鮮
半島に緊張が高まる。

8.191福田・大平・田中派ら反主流|共和党，フォード現大統領を大
派，挙党体制確立協議会結成， 1統領候補に指名。
ロッキード事件究明に積極的な
三木首相の退陣を要求。
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年月日 園内の勤き 海外の勤き

23 

820 1新幹線こだまに禁煙車登場。

11 I年齢を理由にアナウンス部門を
はずされた宮崎放送・垣回憲子
アナの配置転換無効確認請求訴
訟，宮崎地裁で敗訴。

821 

8241安楽死国際会議，安楽死に関す
る東京宣言を採択。

11 1 r50年度行政基礎調査(厚生省)J

826 

8.27 

発表。核家族化は鈍化，老人世
帯確実に増加。

8281第l回全国高校女子教育問題研
'" 30 1究会，女性解放の視点に立つ高
校教育をアピール。

ロンドンで，北アイルランドの
女性たちがテロ反対のデモ(参
加者2万人)。

オランダのべJレンハルト殿下，
ロッキード事件との関連で寧監
察総監を含む全公職を辞任。

米マサチューセツツ工科大学で
初の遺伝子合成に成功。

〔この月)1.東京都都民生活局発足(婦人1.イタリアで初の女性閣僚 チ
問題総合窓口の開設)0 ナ・アンセJレミ労働相誕生。

• r婦人に関する世論調査J(総|・シリアで文化・国民指導相に
理府)0r男は仕事，女は家庭JI初の女性閣僚，ナジヤ・アタJレ
に同感は49%.反対40%0 婦人が入閣。

-全国婦人税理士連盟， r婦人の
立場から見た税法上の問題点J
について第19回総会で報告。

・杉本伊津子 (NE T)，初の北
京駐在特派員に。

・東京・文京区のスイミングク
ラブのメンバー(太田ハツ .57
歳他)が，佐渡一新潟間45キロ
をリレー遠泳。

・統計局女子職員，頚肩腕症候
群の職業病認定を求めて総理府
統計局長室前に座り込み。



年月日

9. 1 

11 

9.4 

圏内の動き

9.61ソ連最新説戦闘機ミグ25.函館
空港に強行着陸。(乗員のベレ
ンコ中尉，米に亡命)

海外の動き

国費秘書がコールガーJレと暴
露，へイズ米下院議員辞任。

アイルランド共和国軍 (1R A) 
のテロ取締り強化のため，アイ
ルランド上下両院，国家非常事
態宣言の政府提案を承認。

パレスチナゲリラ，オランダ航
空機をハイジヤツク。岡本公三
らの釈放を要求. 5日投降。

9.91豊島区議会，二代続いて女性議|中国主席毛沢東死去。
長(粕呑みや子・自民)を選出。

H 

9.11 

9.13 I東京都地域婦人団体連盟主催の
第 l回医療問題討論集会{渋
谷・全国婦人会館)。

9.14 I総理府統計局，総人口の8.1%が
65歳以上と発表。高齢化社会へ
の加速を示唆。

9.15 

" 
9.19 

9.24 I女性だけの退職を強要された米
沢製作所2女性の地位保全訴
訟，山形地裁は「違憲jの判決。

南アフリカのヨハネスパーグと
ケープタウンで人種差別反対の
黒人がデモとスト。 33人の死者。

チリ軍事政権が「マルクス主義
を防ぐj新憲法を発布。

米がベトナムの国連加盟に拒否
権行使を決定。 14日，国連安保
理が加盟審議見送り。

インド政府が「人口増抑制策の
不妊手術が.75年に前年の3倍
に達したJと発表。

米・フォード社の17万人がスト
突入。米で史上最大のスト。

スウェーデン総選挙。核エネル
ギ一反対の中央党が支持を得，
44年続いた社民党政権に代わ
り，保守連立内閣成立。
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年月日 圏内の勤き 海外の勤き

925 「尺貫法を併用させよJと主張
している永六輔が，曲尺などを
売って現行犯逮捕を希望。警察
は fショーjとみて逮捕せず。

927 理想選挙(約65万円の費用)で
座間市に初の婦人市議(真浦美
代子，革新無所属)。

928 4.10発表の政府の国内行動計画
概案および婦人問題企画推進会
議の中間意見を検討。男女平等
を実現するため国内行動計画策
定に際しての要請をまとめる。

9.30 米・カリフオJレニア州で安楽死
法が成立。

9.30 ジュネーブで第26回国連婦人の
'" 10.30 地位委員会開催。女子差別撤廃

条約案の審議開始。

〔この月〕 • r家庭科はいつまで女だけ?J -アメリカで赤ちゃん売買団摘
のシンポジウム開催(東京・婦 発。
選会館)。主催・家庭科の男女
共修をすすめる会，日本婦人有
権者同盟など12団体。

-今年の就職戦線，大卒は苦
境・短大卒は良好。

-作{富岡多恵子)，演出(朝倉
撮)，主演(吉行和子，宮本信
子)すべて女性の芝居が登場。

25 



年月日 圏内の動き

10.21就業における男女平等問題研究
会議，職業上男女平等問題につ
いて調査研究結果をまとめ，労
働大臣に報告。

10. 3 

10. 5 1輝人少年問題審議会『雇用にお
ける男女の機会均等と待遇の平
等の促進に関する建議jを浦野
幸男労働大臣に提出。

71 I国際揖人年連結会，圏内行動計
画について要望書を提出。

海外の動き

西ドイツ総選挙。社民・自民党
のシュミット連立政権が勝利。

10.61 タイで軍部がクーデターを起こ
し，全土に戒厳令。

10. 8 I スウェーデンで初の女性外相に
カリン・ソーデル中央党副党首
が就任。20閣僚のうち5人が女
性。

10.10 1具志堅用高，ボクシングWBA
世界ジュニアフライ級チャンピ
オンに。

10.11 1日本初の女性大臣，中山マサさ
ん，死去。

10.121宇都宮徳馬，ロッキードと金大l中国江青ら「四人組J逮捕。
中事件に抗議，自民党を離党。

/f I労働省， 50年版婦人労働白書
『婦人労働の実情』を発表。

10.131最高裁，財田川事件(昭和25年)
死刑囚に初めて再書の道を聞く。

10.15 

10.16 

デンマーク政府，在コペンハー
ゲン北朝鮮大使館員全員に「麻
薬密売や免税品のヤミ取引Jを
理由に国外退去を要求。

フィリピン国民投票。戒厳令の
存続に90%，憲法改正に87%が
賛成票。
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年月 日 圏内の動き 海外の勤 き

1021 北京で華国鋒主席就任。

1025 ソ連共産党中央委員総会で，ブ
レジネフ書記長が対中和解・関
係正常化を呼びかける。

1029 酒田市で大火， 1774戸を焼失。

11 政府.防衛計画の大銅決定(平
和時の防衛力の限界を明示，防
衛力の質に重点)。

10.30 EC外相会議が漁業水域200カ
イリ拡大に合意。

〔この月〕 -教育課程審議会「まとめjを -ニューヨークシティマラソン
発表。高校家庭科，女子のみ必 でロサンゼルス在住のゴーマ
修を鑓続。 ン・美智子が優勝。

-今年度司法試験合格者465人。 -タイで史上初の交通相にルー
女性合格者は過去最高の39人。 サック・ソンパットシリ女史。

-労働省婦人少年局『婦人労働
の実情』発表。雇用者総数に占
める女性の比率は32%，うち既
婚者は602%。

-初のハードコア・ポルノ映画
『愛のコリーダ』封切り。

27 



年月 日 圏内の動き 海外の動き

11.2 法務省，衆院特別委で田中角 米大統領選挙，現職のフォード
栄・二階堂進ら灰色高官5名を を破ってジミー・カーターカ鵠利。
公表。

H 東京・世田谷区で f寿・誕生証 ローデシア問題討議のジュネー
書Jの発行スタート。 プ会議，独立日をめぐって紛糾。

11. 5 防衛費をGNPの1%以内とす
ることを決定。

11 労働省「男女平等と婦人の社会
参加ー30年の歩みをふまえてJ
を主題に第1回日本婦人問題会
議を開催。全国から400人余り
が参加{以後毎年開催)。

11. 6 賜人問題企画推進会語， 10年の
展望に立った婦人問題について
の「意見jを三木武夫内閣総理
大臣(婦人問題企画推進本部長)
に提出。

11.10 天皇在位50年式典，日本武道館
で開催。美捜部・畑・長州知事
欠席。

11.11 国連安保理，イスラエルのアラ
プ占領地域への入植とエルサレ
ム東部の併合を非難する決議を
全会一致で採択。

11.12 スペインの労働者，内戦以来40
年ぶりに全国的な24時間スト。

11.15 建築基準法改正{中高層ビJレに ブレジネフ・ソ連書記長がユー
よる日照権侵害規制など)。 ゴを訪問。

11.16 E C，日本との定期協議で自動
車・造船の輸出規制，農産加工

品の輸入拡大を強く要求。 25日，
日本が貿易不均衡是正で輸入拡
大を回答。

11.18 文部省の f高校家庭科は現行ど
おり女子だけjを受け，全国高

校長協会家庭部会が f男女共修
は家庭の本来的機能を危うくす
るjなどと決議。
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年目 日 圏内の勤き 海外の勤 き

11.19 過激派に加わって有罪判決を受
けた米新聞王の娘パトリシア・
ハーストが150万ドルで保釈。

1120 寺沢光子，司法研修所初の女性 レバノン内戦終結。
教官に。

1122 米が棄権，国連がアンゴラの加
盟を承認。

1129 日本医大の丸山千里教授，丸山
ワクチンの新薬認可を申請。

〔この月〕 • r回和51年版厚生白書ー婦人 • rMSミズjが，オツクスフオ
と社会保障jを発表。婦人をめ ード英語辞典(培補版)に登場。
ぐる社会情勢の変化と社会保障
の状況を取り上げた初の白書。

-国鉄料金値上げ(初乗り60円)。

-電話・電報料金値上げ(電話
度数料7円から10円，一般電報
2倍，慶弔電報3倍)。

-業界最大手の東洋パJレプ倒産。

-内閣広報室， r婦人に関する世
論調査j発表。「男は仕事・女
は家庭の考え方に同感49%.同
感しない40%J。

-子安美智子， rミュンへンの小
学生jで毎日出版文化賞。
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年月日 圏内の動き 海外の動き

12. 1 I 広島・長崎両市長が国連総会で
核兵器廃絶を訴える。

12. 4 I人権週間のテーマは「婦人の地
位向上Jr人権の共存Jr部落差
別の解消J。

12. 5 I第34回総選挙で自民党急落(自
民249，社会123，公明55，民社
29，共産17，新自ク17)。衆院
委員長の与党独占， 18年ぶりに
崩れる。

12.71 オーストリアのワルトハイムが
エチエベリア前メキシコ大統領
を破り，国連事務総長に再選。

12.10 

12.14 

12.16 

12.17 

東京・大手町で開催の脱サラ・
フェアにサラリーマンなど 1万
人がつめかける。

中央児童福祉審議会， r今後に
おける保育所のあり方j中間報
告をまとめ，厚生大臣に報告。

三木首相，総選挙敗北のため退
陣表明。

12.18 I教育課程審議会が基準改善の
「ゆとりある学校jを答申。

12.21 

12.24 I三木内閣総辞職，福田内閣成立

12.31 176年の倒産(1千万円以上) 1 
万5600件，負債2兆2600億円で
史上最高。

ソ連， 200カイリ漁業専菅水域
設定を布告。

ベトナム労働党， 16年ぶりに第
4回党大会を開催。 20日までに
党名をベトナム共産党に改称。

北大西洋でリベリアのタンカー
が座礁，真っ二つとなる。原油
750万ガロンが海中に流出。
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年目白 圏内の動き 海外の勤き
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〔この月)1・一等1000万円40本のジャンボ|・ f人が欠陥商品でケガ・死亡
宝くじ発売。各地で群衆殺到.1の場合，メーカーは損害賠償の
福岡・松本で死者が出る。 1責任を負うj条約をECが採択。

・『およげ!たいやきくんJ.レ|・ノルウエーで2女性に民間ノ
コード史上空前の442万枚。 Iーベル平和賞。 f平和のための

・東京・千代田区に初の女性議
女性行進jを讃えたもの。

長(天田マサ子・自民)0 ・アメリカで働く女性の為の Iワ
ーキング・ウーマン』創刊。

・川喜多かしこ，映画特別功労
賞。 1・スペインで姦通罪の廃止.産

児制限と人工中絶の自由化，離
・国立民族学博物館教授・君島|婚の自由を求めて女性たちがデ
久子.r西遊記jの邦訳で第131モ。
回日本翻訳文化賞。

・総連府，労働調査結果発表。
女子就業者の90.7%が家事も。

・全税関労組大阪支部，人事院
に[大阪税関が新採用の男女差
別をしている」と改善勧告の要
求書を提出。
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〔
育
休
法
〕

育
児
休
業
制
度
ス
タ
ー
ト

女
教
師
な
ど
を
対
象
と
し
た
こ
の

制
度
、
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
が
、

文
部
省
の
調
査
で
は
出
産
予
定
女
教

師
の
三
四
・
五
%
、
六
、
二

O
五
人

が
育
児
休
業
を
と
る
こ
と
を
希
望
し

て
い
る
と
い
う
。

一
方
、
育
児
休
業
中
代
替
す
る
臨

時
採
用
の
教
員
に
は
育
児
休
業
制
度

は
適
用
さ
れ
な
い
。
専
任
女
教
師
の • 

制
度
• 

権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
、
ま
た
一

つ
新
た
な
差
別
を
加
え
る
こ
と
に
な

る。
東
京
都
の
場
合
、
非
常
勤
講
師
の

数
は
小
・
中
・
高
合
わ
せ
て
ざ
っ
と

五
千
人
。
臨
時
教
師
の
権
利
保
障
は

大
き
く
立
ち
遅
れ
た
ま
ま
、
新
制
度

は
実
施
さ
れ
る
。

(
l
-
m毎
日
)

，
育
休
'
育
児
休
業
法
を
考
え
る

〔
豊
中
市
の
場
合
〕

大
阪
・
豊
中
市
は
一
一
一
の
保
育
所

で
約
二
、
四
n
k
u人
の
子
ど
も
を
保

育
し
て
い
る
が
、
待
機
児
は
二
千
数

百
人
。
保
育
所
に
子
ど
も
を
預
け
て

裁
判

い
る
人
が
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
出

産
後
一
年
の
休
限
を
と
っ
た
場
合
、

そ
の
子
ど
も
に
退
所
し
て
も
ら
う
の

が
市
の
方
針
。

復
帰
時
の
優
先
入
所
は
で
き
な
い

た
め
、
第
二
子
の
出
産
で
は
育
児
休

業
法
に
よ
る
休
暇
は
と
れ
な
い
こ
と

に
な
る
。

〔
非
常
勤
講
師
の
場
合
〕

非
常
勤
講
師
上
木
と
し
子
さ
ん

(
東
京
都
)
は
、
三
年
前
、
首
を
か

け
た
必
死
の
た
た
か
い
の
中
で
よ
う

や
く
病
休
と
、
産
休
を
認
め
さ
せ
、

交
通
費
支
給
を
勝
ち
取
っ
て
き
た

が
、
来
年
以
降
は
持
ち
時
間
の
少
な

32 

い
講
師
か
ら
、
そ
れ
ら
の
権
利
が
奪

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。

「
働
き
続
け
よ
う
と
す
る
女
の
権

利
の
拡
大
」
を
保
障
す
る
た
め
の
穴

埋
め
に
使
わ
れ
る
の
は
、
ま
た
し
て

も
臨
時
労
働
者
。
不
安
定
な
臨
時
労

働
者
が
増
大
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、

正
職
員
へ
も
影
響
を
与
え
ざ
る
を
得

な
い
。
差
別
を
拡
大
し
、
分
断
を
い

っ
そ
う
深
め
て
い
く
育
児
休
業
制
に

断
固
と
し
て
反
対
す
る
、
と
諮
る
。

〔
東
京
都
の
場
合
〕

「
不
況
」
を
口
実
に
「
効
率
の
惑

い
」
労
働
者
を
排
除
す
る
雰
囲
気
が

職
場
に
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、



七
六
年
二
月
都
側
が
提
案
し
た
「
都

条
例
化
」
は
職
場
討
議
が
全
く
な
い

ま
ま
妥
結
。

都
議
会
本
会
議
に
上
程
さ
れ
採
択

さ
れ
た
「
育
休
制
度
条
例
化
」
は
、

育
休
を
と
っ
た
者
の
代
替
に
正
規
職

員
を
あ
て
る
が
、
あ
く
ま
で
も
過
定

員
増
を
防
止
す
る
。
保
育
園
・
病

院
・
福
祉
施
設
等
は
さ
ら
に
す
さ
ま

じ
い
労
働
環
境
の
悪
化
が
予
測
さ
れ

'o
。

〔
保
育
労
働
者
の
場
合
〕

京
都
の
民
間
保
育
所
の
保
母
仲
村

京
子
さ
ん
は
、
三
年
前
に
第
一
子
を

産
ん
だ
あ
と
も
他
の
職
員
と
全
く
同

じ
勤
務
体
制
。
一
日
の
授
乳
時
聞
は

三
O
分
を
三
回
と
っ
て
も
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、
一
日
一
回
が
や

っ
と
。
実
家
の
母
親
が
子
ど
も
を
連

れ
て
固
ま
で
通
っ
て
く
れ
た
が
、
次

第
に
母
乳
の
出
が
悪
く
な
っ
た
。

婦
人
労
働
者
に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま

の
「
し
ん
ど
き
」
か
ら
救
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
思
え
る
こ
の
「
法
」
は
、

実
は
雇
用
者
側
が
望
ん
で
い
る
こ

と
。
婦
人
労
働
者
の
安
上
が
り
労
働

政
策
の
一
環
な
の
で
は
な
い
か
、
と

訴
え
る
。

〔
横
浜
市
の
場
合
〕

市
職
員
柳
田
公
子
さ
ん
は
、
横
浜

市
で
は
「
育
児
休
業
取
扱
い
要
綱
」

(
育
休
法
の
内
容
ど
お
り
)
に
よ
っ

て
す
で
に
四
人
の
保
母
さ
ん
が
育
休

を
と
り
は
じ
め
て
い
る
が
、
飛
鳥
岡

市
長
は
旧
来
か
ら
"
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

が
何
よ
り
も
重
要
"
と
い
う
信
念
で

乳
児
保
育
を
否
定
し
て
き
た
。
育
休

法
は
ま
さ
に
一
石
二
鳥
の
す
ば
ら
し

い
法
律
に
な
る
。

女
性
自
ら
子
育
て
は
女
の
仕
事
と

引
き
う
け
て
お
り
、
「
女
は
家
庭
を

守
る
も
の
」
と
女
を
家
族
制
度
の
人

柱
に
し
て
い
く
構
造
を
基
本
的
に
今

の
社
会
が
も
っ
て
い
る
か
ぎ
り
「
育

休
制
度
と
の
た
た
か
い
」
が
、
女
性

解
放
の
す
べ
て
の
質
を
問
う
も
の
と

し
て
運
動
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と

き
守
つ
。

〔
教
育
労
働
者
の
場
合
〕

文
部
省
が
昨
秋
行
な
っ
た
育
休
希

望
調
査
に
よ
れ
ば
、
対
象
者
の
約
三

O
%が
希
望
。
理
由
で
一
番
多
い
の

が
「
乳
児
の
問
は
母
親
が
育
て
る
の

が
よ
い
」
。
二
番
目
が
「
保
育
担
当

者
・
保
育
所
不
足
」
。

四
月
か
ら
の
実
施
で
東
京
で
一
七

O
人
、
川
崎
で
一
七
人
。
代
替
要
員

は
育
休
代
替
と
い
う
名
称
で
別
個
に

導
入
し
た
り
、
産
休
代
替
が
引
き
つ

づ
き
育
休
代
替
と
い
う
県
が
多
い
。

賃
金
面
で
は
ト
ー
タ
ル
で
み
る
と

育
休
導
入
に
よ
っ
て
国
、
地
方
自
治

体
は
人
件
費
上
は
黒
字
と
の
こ
と
。

育
休
に
入
る
人
は
、
果
た
し
て
復

帰
で
き
る
か
と
い
う
不
安
を
も
っ
て

い
る
。
教
育
の
反
動
合
理
化
と
女
性

差
別
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
、
育
休
さ

え
な
け
れ
ば
何
と
か
ふ
ん
ば
っ
て
い

げ
る
人
を
も
退
職
や
子
育
て
に
追
い

込
む
。
そ
れ
が
育
休
の
本
質
で
は
な

い
か
と
、
小
学
校
教
員
山
口
明
子
さ

ん
は
憂
い
で
い
る
。

〔
シ
リ
ー
ズ
を
終
え
て
〕

評
論
家
、
関
野
陽
子
さ
ん
の
意

見。
全
電
通
が
育
児
休
業
制
度
の
試
行

に
踏
み
切
っ
た
の
は
昭
和
四
O
年
三

月
だ
っ
た
。
同
じ
頃
か
ら
日
教
組
は

選
択
制
、
原
職
復
帰
、
有
給
の
三
原

則
を
満
た
す
た
た
か
い
を
続
け
て
お

り
、
昨
年
七
月
の
育
休
法
成
立
を
喜

ん
だ
人
が
い
た
の
も
ふ
し
ぎ
で
は
な

か
っ
た
が
育
児
休
業
に
は
落
と
し
穴

が
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
か
ら
現
在
話

題
に
な
っ
て
い
る
問
題
点
は
指
摘
さ

れ
て
い
た
。
三
原
則
は
ゆ
ず
ら
な

い
、
保
育
所
運
動
と
育
休
は
車
の
両

輪
、
育
休
は
両
刃
の
剣
、
と
組
合
は

認
識
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
十
年

の
閲
に
状
況
は
激
し
く
変
わ
っ
た
。

労
働
市
場
の
最
底
辺
に
中
高
年
女

性
を
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
駆
り

出
し
て
い
こ
う
と
す
る
政
策
の
一
方

で
、
育
休
も
ま
た
、
「
婦
人
の
社
会

進
出
の
た
め
に
」
「
職
業
と
家
庭
の

調
和
の
た
め
に
」
と
い
う
美
辞
に
よ

っ
て
語
ら
れ
は
じ
め
た
。
組
合
も
当

33 



初
か
ら
掲
げ
て
い
た
条
件
を
ゆ
ず
り

な
が
ら
不
本
意
な
結
末
に
な
だ
れ
こ

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た。
育
休
の
た
め
の
定
員
増
を
受
け
入

れ
、
六
O
'
八
O
%
の
賃
金
を
払
っ

て
育
児
中
の
女
を
休
業
さ
せ
る
ほ
ど

資
本
の
論
理
が
甘
い
は
ず
は
な
か
っ

た
。
こ
の
状
況
の
変
化
に
対
応
で
き

な
か
っ
た
組
合
や
働
く
婦
人
た
ち
は

完
全
に
敗
北
し
た
の
で
あ
る
。

「
育
児
は
私
的
な
も
の
」
と
さ
れ

て
い
る
日
本
で
育
児
休
業
制
度
が
横

行
す
れ
ば
、
女
性
の
労
働
経
の
侵
害

と
、
仕
事
の
中
断
に
よ
る
差
別
を
認

め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

組
合
は
現
実
的
な
弊
害
へ
の
対
策

に
追
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
性
別
役
割

分
業
意
識
を
ど
う
う
ち
こ
わ
し
て
い

く
か
、
と
い
う
視
点
で
、
抜
本
的
な

育
休
対
策
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は

な
る
ま
い
。
(
4
・
2
3
7
・

n婦
民
)

〔
民
法
改
正
〕

離
娼
後
の
復
氏
、
任
意
ヘ

法
務
省
は
、
「
民
法
等
改
正
案
」

の
要
綱
を
固
め
、
今
回
会
に
上
程
す

る
。
通
過
成
立
す
れ
ば
、
離
婚
後
の

任
意
復
氏
や
、
母
親
に
よ
る
出
生
届

出
を
認
め
る
な
ど
、
婦
人
の
法
的
地

位
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て

注
目
さ
れ
る
。

(
2
・
9
朝
日
)

畏
法
改
正
で
女
性
の
地
位
一
歩
前
進

離
婚
し
た
女
性
が
旧
姓
に
戻
ら
な

く
て
い
い
「
離
婚
後
の
姓
の
自
由
選

択
」
「
母
も
父
と
同
順
位
で
摘
出
子

の
出
生
届
が
可
能
」
な
ど
、
女
性
の

法
的
地
位
を
一
歩
前
進
さ
せ
た
民
法

等
改
正
が
通
常
国
会
で
成
立
し
た
。

こ
の
改
正
は
法
務
省
が
提
出
し
た

も
の
だ
が
、
国
際
婦
人
年
の
世
界
会

議
で
採
択
さ
れ
た
世
界
行
動
計
画
の

線
に
沿
っ
た
立
法
第
一
号
。

こ
の
改
正
を
聞
い
て
「
本
当
に
よ

か
っ
た
」
と
い
う
の
が
大
方
の
女
性

の
反
応
。

(
5
・
泊
朝
日
)

〔
実
子
特
例
法
〕

長
野
県
、
実
子
特
例
法
を
制
定

自
分
の
と
り
あ
げ
た
子
を
養
子
に

あ
っ
せ
ん
し
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護

法
違
反
の
罪
を
問
わ
れ
た
長
野
県
の

助
産
婦
か
ら
の
「
実
子
特
例
法
の
制

定
」
の
意
見
書
を
同
県
議
会
は
採
択

し
、
二
九
日
の
本
会
議
最
終
日
に
可

決
す
る
。

{
6
-
m毎
日
)

「
赤
ち
ゃ
ん
縁
組
」
に
反
響
大

愛
知
県
産
婦
人
科
医
会
の
「
赤
ち

ゃ
ん
縁
組
無
料
相
談
」
が
ス
タ
ー
ト

し
て
三
か
月
。
反
響
は
大
き
く
、

「
育
て
て
ほ
し
い
」
が
未
婚
・
既
婚

そ
れ
ぞ
れ
二
一
件
、
「
育
て
た
い
」

は
二
九
四
人
、
う
ち
九
九
%
は
不
妊

症
が
理
由
。
女
の
子
を
望
む
の
が
圧

倒

的

多

数

。

(

ロ

-m中
日
)

〔
母
子
家
庭
の
母
の

雇
用
促
進
法
〕
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母
子
家
庭
の
母
に
聡
場
を

財
団
法
人
「
交
通
遺
児
育
英
会
」

な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
、
各
界
に
立

法
化
を
呼
び
か
け
て
い
た
「
母
子
家

庭
の
母
親
の
雇
用
促
進
法
」
が
、
交

通
遺
児
ら
の
陳
情
で
や
っ
と
次
の
通

常
国
会
に
か
け
ら
れ
る
見
通
し
が
立

っ
た
。

(
7
・
6
毎
日
)

早
く
!
「
母
親
雇
用
促
進
法
制
定
」

交
通
遺
児
育
英
会
の
玉
井
義
信
専

務
理
事
と
、
交
通
遺
児
母
の
会
の
坂

本
み
ゆ
き
会
長
ら
は
十
二
日
、
都
庁

を
訪
れ
、
美
濃
部
知
事
に
「
母
子
家

庭
の
母
親
の
雇
用
促
進
法
」
(
仮
称
)

制
定
実
現
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
要

請
、
知
事
は
「
政
府
に
早
期
立
法
化

を
働
き
か
け
る
」
と
約
束
。
こ
の
日

午
後
の
庁
議
で
さ
っ
そ
く
都
民
生
活

局
、
労
働
局
、
総
務
局
な
ど
に
検
討



を
指
示
。

(
H
-
m毎
日

〔

P
L法〕

欠
陥
商
品
に
厳
し
い
条
約

人
が
欠
陥
商
品
で
け
が
を
し
た
り

死
ん
だ
場
合
、
メ
ー
カ
ー
に
手
落
ち

が
な
く
と
も
損
害
賠
償
の
責
任
を
負

わ
せ
る
と
い
う
条
約
が
E
C
(十
八

か
国
加
盟
}
で
採
択
さ
れ
た
。
日
本

で
も
国
民
生
活
審
議
会
の
消
費
者
保

護
部
会
が
、
欠
陥
商
品
の
被
害
は
企

業
に
無
過
失
責
任
を
負
わ
す
べ
き
だ

と
提
言
を
し
た
ば
か
り
。
内
外
か
ら

新
し
い
消
費
者
保
護
の
立
法
が
促
さ

れ
て
い
る
。
(
ロ
・

8
朝
日
)

〔
中
絶
期
間
短
縮
〕

中
絶
六
か
月
児
ま
で
に

従
来
七
か
月
ま
で
適
法
と
さ
れ
て

い
た
中
絶
が
一
か
月
短
縮
さ
れ
、
二

一
日
、
厚
生
省
が
全
国
に
「
妊
娠
六

か
月
ま
で
」
と
正
式
通
知
し
た
。

「
七
か
月
中
絶
は
殺
人
」
と
の
菊
田

医
師
ら
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
も

の。

(
1
・

n各
紙
)

*
 

生
命
尊
重
の
哲
学
、
福
祉
体
制
、

医
学
・
看
護
技
術
の
向
上
か
ら
G
N

P
ま
で
が
そ
の
背
景
。
(
1
・
別
報
日
)

本

妊
娠
七
か
月
(
一
一
八
週
)
で
の
自

然
流
産
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
二
、
五

の
6
グ
ラ
ム
ま
で
成
長
し
、
育
っ
て

い
る
と
い
う
例
か
ら
、
二
五
週
以
上

で
は
生
存
が
可
能
で
あ
る
場
合
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
そ
の
根
拠
。

人
工
中
絶
は
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
法

律
、
宗
教
、
人
口
問
題
等
が
か
ら
む

が
、
最
近
は
中
絶
規
制
を
次
第
に
ゆ

る
め
る
方
向
に
あ
る
。
東
大
産
婦
人

科
の
我
妻
亮
助
教
授
も
、
妊
婦
の
意

志
と
医
師
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き

と
い
う
説
。

(
2
・
4
毎
日
)

=-富冨II1II

-量置liII酒

制
度

税
金
に
妻
の
働
き
を
認
め
よ

税
制
の
上
で
も
妥
の
働
き
を
認
め

て
ほ
し
い
と
、
全
国
婦
人
税
理
士
連

盟
が
、
「
婦
人
の
立
場
か
ら
み
た
税

法
上
の
問
題
点
」
と
い
う
研
究
を
ま

と
め
、
こ
の
ほ
ど
第
十
九
回
総
会
で

報
告
。
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
控
除
の
引
き
上
げ
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
な
ど
の
所
得
制
浪
の
引
き
上

げ
の
ほ
か
に
、
勤
労
者
控
除
の
新
設

を
提
案
し
た
。

(
8
・
日
朝
日
}

ふ
え
る
国
民
年
金
加
入

公
的
年
金
制
度
中
の
「
妻
の
座
」

は
低
い
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妥
は
、

夫
が
死
ん
で
も
遺
族
年
金
の
半
額
し

か
受
け
ら
れ
ず
、
老
後
は
保
障
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
夫
の
加
入
期

聞
も
含
め
て
、
保
険
料
を
二
五
年
か

け
れ
ば
子
と
老
後
受
給
で
き
る
国
民

年
金
に
向
か
う
。
最
近
物
価
ス
ラ
イ

ド
の
年
金
額
ア
ッ
プ
も
手
伝
っ
て
か

任
意
加
入
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
が

ふ
え
て
い
る
。

(
1
・
ロ
朝
日
)

夫
の
年
金
で
は
妻
の
権
利
は
半
独
立

委
は
夫
の
死
後
、
約
八
年
間
一
人

暮
ら
し
を
す
る
。
国
民
年
金
は
個
人

加
入
な
の
で
、
年
金
権
は
独
立
。
し

か
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
は
、

夫
の
死
後
、
妻
に
は
半
額
の
遺
篠
年

金
の
み
。
離
婚
し
た
妥
に
は
年
金
は

な
い
。
夫
婦
健
在
で
も
、
国
民
年
金

を
除
け
ば
妥
独
自
の
年
金
権
は
な

い
。
多
少
の
改
善
は
き
れ
た
が
、
妻

の
権
利
は
、
ま
だ
半
独
立
の
ま
ま
。

(
2
・
泊
朝
日
}

未
亡
人
の
年
金
格
差

遺
族
年
金
は
、
女
性
に
最
も
関
係

が
深
い
。
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
の
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遺
族
年
金
は
現
在
五
割
。
七
割
引
上

げ
の
議
論
が
あ
る
が
、
共
働
き
の
場

合
、
現
行
八
つ
の
年
金
制
度
下
で
・

は
、
組
合
わ
せ
方
に
よ
っ
て
は
一

七
人
分
も
ら
え
る
人
も
出
て
き
て
、

行
き
す
ぎ
。
だ
が
、
五
割
の
遺
族
年

金
で
は
、
不
十
分
。
制
度
問
の
併
給

調
整
を
望
む
。

(
3
・
2
朝
日
)

妻
の
財
産
め
ぐ
り
討
論
会

七
六
年
は
国
連
「
婦
人
の
十
年
」

の
一
年
目
。
日
本
の
女
性
の
法
的
地

位
を
考
え
直
そ
う
と
、
法
務
省
が
初

の
婦
人
問
題
討
論
会
「
妻
の
法
的
地

位
|
現
行
民
法
の
夫
婦
財
産
制
を
ど

う
考
え
る
か
」
を
開
催
。
島
津
一
郎

氏
の
司
会
で
「
選
択
制
」
を
主
張
す

る
俵
繭
子
氏
、
「
別
産
制
」
の
東
浦

め
い
氏
、
「
拐
置
共
有
制
」
の
都
留

重
人
氏
が
パ
ネ
ル
討
論
、
渡
辺
道
子

氏
が
共
有
制
の
問
題
点
を
指
摘
。

{
3
・
日
朝
日
/
3
-
m毎
日
)

婦
人
独
自
の
年
金
制
を

三
木
首
相
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ

る
婦
人
問
題
企
画
推
進
会
議
{
藤
田

た
き
座
長
)
は
六
日
総
会
を
聞
き
、

討
議
結
果
の
意
見
書
を
提
出
し
た
。

男
女
の
役
割
分
担
観
念
の
解
消
が
婦

人
の
地
位
向
上
を
、
つ
な
が
す
と
、
①

男
女
別
定
年
制
、
結
婚
、
出
産
退

職
の
解
潰

ω同
一
労
働
同
一
賃
金
の

徹
底
⑤
公
務
員
の
全
職
種
に
女
性
を

進
出
さ
せ
る
べ
き
と
提
言
、
本
格
的

な
取
り
組
み
を
要
求
。
(
H
・
6
朝
日
)

訪
問
看
護
婦
制
度
確
立
を

日
本
看
護
協
会
(
一
五
万
人
)
は

看
護
婦
が
在
宅
の
患
者
、
寝
た
き
り

老
人
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
な
ど
の
家

庭
を
訪
れ
る
「
訪
問
看
護
」
の
普
及

と
制
度
の
確
立
の
た
め
、
九
月
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
と
北
米
に
視
察
団
を
派
遣

す
る
。
日
本
で
は
こ
の
制
度
が
確
立

し
て
い
な
い
た
め
、
入
院
か
医
療
か

ら
見
放
さ
れ
る
か
二
者
択
一
を
迫
ら

れ
る
人
も
多
い
。

(
8
-
m毎
日
)

*
 

宙
に
浮
く
「
訪
問
看
護
婦
」

日
本
看
護
協
会
(
大
森
文
子
会

長
)
は
「
病
院
の
患
者
ラ
ッ
シ
ュ
の

緩
和
に
も
貢
献
で
き
る
は
ず
」
と
意

欲
的
だ
が
、
日
本
医
師
会
(
武
見
太

郎
会
長
)
は
「
訪
問
看
護
は
医
師
の

領
域
を
侵
す
も
の
で
医
師
法
違
反
」

と
猛
反
発
。

こ
の
た
め
厚
生
省
も
当
事
者
同
士

の
話
し
合
い
が
つ
く
ま
で
待
た
ざ
る

を
得
ず
、
七
七
年
度
予
算
要
求
は
見

送
り
。

(
9
・
9
日
経
)

広
げ
よ
う
訪
問
看
護

「
訪
問
看
護
」
は
自
治
体
の
新
し

い
試
み
と
し
て
全
国
に
普
及
し
始
め

て
い
る
。
ま
だ
歴
史
が
浅
い
だ
け
に

国
や
医
師
の
理
解
は
不
十
分
だ
が
、

東
京
都
も
今
年
度
か
ら
補
助
金
を
出

し
始
め
た
。
新
宿
区
で
は
区
民
健
康

セ
ン
タ
ー
に
看
護
婦
を
配
置
、
独
自

の
方
式
で
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

(
H
-
U東
京
)
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裁
判

E重量盟童書-

赤
ち
ゃ
ん
殺
し
に
執
行
猶
予

同
せ
い
中
に
で
き
た
子
の
中
絶
賛

用
が
な
く
、
出
産
直
後
殺
し
た
若
い

二
人
(
剖

-n}
に
、
中
絶
と
殺
人

の
中
間
と
新
判
断
、
被
告
の
更
生
を

目
指
し
て
四
年
間
執
行
猶
予
に
。
千

葉
地
裁
で
。

(
2
・
6
信
毎
)

わ
が
子
を
返
し
て

子
を
夫
に
奪
わ
れ
た
と
、
際
婚
し

た
、
夫
を
相
手
ど
っ
て
の
人
身
保
護
請

求
事
件
の
第
一
回
答
問
が
札
幌
地
裁

で
。
親
権
者
は
母
A
子
さ
ん
(
高
校

教
諭
)
だ
が
、
そ
の
後
父
B
さ
ん



{
会
社
役
員
)
が
子
を
連
れ
去
っ
た

も
の
。

(
2
-
m朝
日
)

子
は
母
に
漉
せ

札
幌
地
裁
が
二
日
判
決
。

A
子
さ

ん
の
勝
訴
と
な
っ
た
。
(
3
・
3
朝
日
)

女
性
ア
ナ
、
配
転
取
消
し
訴
え

日
本
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
村

上
節
子
さ
ん
(
却
)
は
二
五
日
、

「
年
を
と
っ
て
画
面
映
り
が
悪
く
な

っ
た
と
い
う
理
由
で
の
配
転
は
人
事

権
の
乱
用
」
と
T

V
局
を
相
手
ど

り
、
東
京
地
裁
に
配
転
取
消
し
を
求

め
る
仮
処
分
を
申
請
し
た
。

会
社
側
は
「
こ
の
人
事
は
村
上
さ

ん
個
人
の
タ
レ
ン
ト
性
の
問
題
だ
。

労
働
協
約
に
も
違
反
し
て
い
な
い
」

と
反
論
し
て
い
る
。

{
5
・
お
毎
日
)

村
上
ア
ナ
の
主
張
に
軍
配

N
T
V
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
村
上

節
子
さ
ん
(
却
)
は
「
容
姿
が
落
ち

た
」
と
の
理
由
に
よ
る
配
転
命
令
を

不
満
と
し
、
そ
の
効
力
を
停
止
す
る

仮
処
分
を
申
請
し
た
裁
判
で
、
主
張

を
認
め
ら
れ
た
。

(
7
・
U
朝
日
)

「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
容
姿
」
と
社
長

「
容
姿
が
落
ち
た
」
と
の
理
由
で

ア
ナ
ウ
ン
ス
課
か
ら
配
転
さ
れ
た
の

を
不
満
と
す
る
訴
え
に
、
東
京
地
裁

は
「
命
令
に
従
わ
な
く
て
も
よ
い
」

と
裁
定
を
下
し
た
が
、
日
本
テ
レ
ビ

社
長
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
は
復
帰
さ

せ
な
い
と
語
っ
た
。

(
9
-
m朝
日
)

宮
崎
放
送
、
女
性
ア
ナ
敗
訴

年
齢
な
ど
を
理
由
に
ア
ナ
ウ
ン
ス

部
門
を
は
ず
さ
れ
た
垣
田
憲
子
さ
ん

(
訂
)
が
配
転
を
不
服
と
し
て
、
配

置
転
換
無
効
確
認
請
求
訴
訟
を
起
こ

し
て
い
た
が
、
宮
崎
地
裁
は
「
不
当

で
は
な
い
」
と
の
判
決
を
下
し
た
。

(
8
-
m朝
日
)

女
三
人
の
組
合
、
争
議
こ
じ
れ
る

日
本
橋
の
丸
金
証
券
(
従
業
員
七

O
人
)
。
紛
争
の
始
ま
り
は
去
年
三

月
。
配
転
拒
否
の
女
性
二
人
が
解
雇

さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
結
成
さ
れ
た

ば
か
り
の
同
労
組
(
女
性
一
一
一
人
)
が

反
対
運
動
を
起
こ
し
て
解
雇
は
撤
回

さ
れ
た
。
春
闘
を
境
に
従
業
員
組
合

(
約
三

O
人
)
が
つ
く
ら
れ
、
こ
ち

ら
は
五
月
末
に
妥
結
。
労
働
組
合
は

六
月
十
三
日
を
最
後
に
団
交
は
中

断
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
争
議
を
続

け
て
き
た
が
会
社
側
は
去
年
十
二
月

二
七
日
、
三
人
に
自
宅
待
機
を
命
じ

て
出
社
を
禁
止
し
た
。
三
人
の
女
性

た
ち
は
毎
朝
八
時
過
ぎ
に
出
社
、

「
就
労
闘
争
」
を
続
け
て
い
る
。
都

労
委
で
現
在
審
査
中
。
(
6
・
3
朝
日
)

タ
イ
ピ
ス
ト
の
労
災
訴
訟
和
解

長
年
N
H
K
で
タ
イ
ピ
ス
ト
と
し

て
働
い
て
い
た
伊
東
満
子
さ
ん
(
臼
)

が
「
タ
イ
ピ
ス
ト
の
職
業
が
ら
、
頚

腕
症
候
群
に
か
か
っ
た
」
と
し
て
慰

謝
料
の
支
払
い
を
求
め
て
い
た
訴
訟

は
三
日
、
東
京
高
裁
で
和
解
が
成

立。

N
H
K
が
伊
東
さ
ん
に
コ
丙

δ

万
円
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。

(
6
・
4
朝
日
)

夫
の
事
故
で
の
慰
謝
料
請
求
権

国
鉄
踏
切
警
手
の
ミ
ス
で
夫
が
重

傷
、
そ
の
後
離
婚
し
た
元
妻
の
慰
謝

料
請
求
訴
訟
で
名
古
屋
地
裁
は
十
四

日
、
事
故
と
離
婚
の
因
果
関
係
を
認

め
、
国
鉄
に
五

O
万
円
の
支
払
い
を

命
じ
た
。

{
6
・
日
毎
日
)

「
不
当
解
雇
や
め
よ
」

出
版
社
が
全
集
や
辞
典
な
ど
を
発

行
す
る
と
き
、
そ
の
期
間
だ
け
採
用

さ
れ
る
「
原
稿
料
雇
い
」
の
遠
藤
恭

子
さ
ん
、
大
滝
す
み
子
さ
ん
、
柿
平

ト
ネ
さ
ん
ら
は
、
一
雇
用
者
で
あ
る
小

学
館
を
相
手
ど
り
、
解
一
雇
一
不
当
の
訴
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え
を
起
こ
す
。
三
人
は
「
原
稿
料
雇

い
」
で
あ
り
、
「
出
社
時
間
、
休
暇

は
自
由
」
を
了
承
し
た
が
、
実
際
は

正
社
員
と
組
ん
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

あ
わ
せ
た
社
員
と
同
等
の
仕
事
を
せ

ざ
る
を
得
ず
、
約
束
は
守
ら
れ
な
か

っ
た
。
解
雇
は
実
情
に
反
し
、
不
当

で
あ
る
と
主
張
。

(
9
-
U毎
日
)

女
子
だ
け
の
解
雇
は
違
憲

不
況
を
理
由
に
女
性
だ
け
を
対
象

に
退
職
を
強
要
さ
れ
た
米
沢
製
作
所

(
米
沢
市
)
の
二
女
性
が
地
位
保
全

の
訴
え
を
起
こ
し
て
い
た
が
、
二
四

日
山
形
地
裁
か
ら
「
違
憲
」
の
判
決

が
な
さ
れ
た
。

(
9
-
m赤
旗
)

米
女
子
学
生
全
裸
取
調
べ
で
告
訴

都
内
の
大
学
に
留
学
中
の
ア
メ
リ

カ
人
女
子
学
生
A
さ
ん

{M}
は
万

引
き
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
不
当
な

取
認
べ
を
受
け
た
と
、
池
袋
署
員
を

告
訴
。
東
京
地
裁
は
こ
の
請
求
を
認

め
同
署
に
調
書
な
ど
の
提
出
命
令
を

出
し
た
が
、
同
署
は
命
令
を
拒
否
。

(
叩
・
却
毎
日
)

* 

「
取
調
室
で
全
裸
に
さ
れ
身
体
検

査
を
受
け
た
う
え
、
白
紙
の
"
調
書
"

に
指
印
を
押
す
こ
と
を
強
制
さ
れ

た
」
と
訴
え
た
の
は
束
京
・
中
野
区

内
の
A
子
さ
ん
(
お
)
。
十
五
日
丸

井
デ
パ
ー
ト
池
袋
応
で
カ
セ
ッ
ト
・

テ
l
プ
と
財
布
を
持
っ
て
売
り
場
を

隠
れ
た
と
こ
ろ
、
逮
捕
さ
れ
た
。

池
袋
署
は
「
呼
ぴ
と
め
た
あ
と
も

ト
イ
レ
の
使
器
に
財
布
を
隠
そ
う
と

し
た
り
犯
意
は
明
ら
か
。
"
調
書
"

は
勘
違
い
。
身
体
検
査
は
麻
薬
所
持

の
確
認
」
と
主
張
。

A
子
さ
ん
の
弁

護
士
は
近
く
取
調
べ
た
警
察
官
を
特

別
公
務
員
暴
行
凌
辱
罪
と
強
制
わ
い

せ
つ
で
告
訴
す
る
。

(m-初
読
売
)

司
法
研
教
官
差
別
発
言
に
抗
議

司
法
研
修
所
の
川
書
義
徳
事
務
局

長
と
三
教
官
が
「
男
が
生
命
を
か
け

る
司
法
界
に
女
性
の
進
出
は
許
せ
な

い
」
「
修
習
で
得
た
能
力
を
家
庭
に

入
っ
て
く
さ
ら
す
が
よ
い
」
「
勉
強

好
き
の
女
は
き
ら
い
だ
」
な
ど
繰
り

返
し
発
言
。

全
国
の
女
性
弁
護
士
が
こ
れ
に
抗

議
、
公
開
質
問
状
を
提
出
し
た
。

「
憲
法
違
反
。
人
権
感
覚
を
失
い
技

術
習
得
本
位
の
研
修
方
針
と
深
く
つ

な
が
る
」
と
。

(
7
-
m各
紙
)

法
曹
界
に
し
て
あ
の
差
別
発
言

司
法
研
修
所
の
教
職
員
が
女
性
差

別
の
発
言
や
行
動
を
し
て
い
る
と
い

う
。
こ
の
よ
う
な
、
人
聞
が
人
間
で

あ
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
考
え
が
権
力

の
不
正
を
生
む
。
庶
民
は
無
関
係
と

い
う
の
で
は
な
く
、
怒
る
べ
き
と
き

に
は
怒
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

(
宮
川
幸
江
講
師
臼
歳
)

(
7
-
m朝
日
)

地
裁
に
五

O
人
が
抗
議
デ
モ

w

差
別
発
言
"
を
怒
り
、
樋
口
恵

子
、
吉
武
輝
子
両
氏
が
〈
行
動
の

会
〉
や
〈
刑
法
改
悪
に
反
対
の
会
〉

に
呼
び
か
け
て
「
女
の
人
権
を
無
視

す
る
司
法
界
を
弾
劾
す
る
会
」
を
結

成
、
約
五

O
人
が
束
京
地
裁
、
高
裁

に
抗
議
デ
モ
を
か
け
た
。
「
絶
対
女

性
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
人
た
ち
の

発
言
な
の
で
罷
免
を
求
め
て
闘
う
」

と
樋
口
さ
ん
。

(
7
・

n毎
日
)
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戦
前
思
想
仰
の
裁
判
官
、

女
性
を
裁
く
資
格
な
し

「
女
性
が
職
業
を
持
つ
の
は
当
然

な
ど
と
考
え
る
女
性
は
い
じ
め
て
や

る
」
と
問
題
発
言
を
し
た
四
名
の
教

官
は
「
な
ぜ
騒
が
れ
る
の
か
わ
か
ら

な
い
」
感
覚
の
持
ち
主
の
よ
う
だ
。

女
性
だ
け
早
い
定
年
制
や
既
婚
女
性

が
最
初
に
首
切
り
の
対
象
に
な
る
の

は
不
当
だ
と
訴
え
た
と
き
、
裁
判
官

は
「
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
」

{
民
法
九

O
条
て
で
判
断
す
る
わ
け

だ
が
、
女
も
職
業
を
も
っ
て
自
立

し
、
夫
と
協
力
し
て
家
庭
を
築
き
た

い
と
す
る
女
性
の
主
張
を
認
め
る
か



否
か
に
、
裁
判
官
の

「女
性
観
」
が

あ
ら
わ
れ
る
。
女
性
は
家
庭
に
と
の

み
考
え
、
女
性
の
人
権
を
ふ
み
に
じ

る
裁
判
官
に
女
性
を
裁
く
資
栴
は
な

い
。
(
中
島
通
子

8
・
3
毎
日
)

差
別
裁
判
官
の
罷
免
を
要
求

女
性
弁
護
士
や
市
川
房
枝
さ
ん
ら

各
界
の
女
性
が

「女
性
の
基
本
的
人

権
を
無
視
す
る
も
の
」
と
発
言
者
四

名
の
罷
免
を
要
求
。

(9
・
6
朝
日
)

女
性
差
別
発
言
教
官
を
処
分

法
律
家
を
養
成
す
る
司
法
研
修
所

で
、
裁
判
官
の
身
分
を
持
つ
教
官
や

事
務
長
ら
が
、
「
女
性
は
家
庭
に
入

凶
年
前
よ
り

ベ
テ
ラ
ン
女
性
ア
ナ
を
配
転 る

べ
き
も
の
」
と
い
う
趣
旨
の
女
性

差
別
の
発
言
を
し
た
こ
と
に
対
し
、

大
深
研
修
所
長
は
、
関
係
凶
人
の
う

ち
二
人
に
は
書
面
で

「
厳
重
注
意
」

を
申
し
渡
し
た
。
残
る
二
人
は

「不

問
」。

(
9
・
日
朝
日
/
毎
日
)

四
裁
判
官
の
罷
免
を
国
会
に
請
求

石
垣
綾
子
、
俵
蔚
子
、
士
口
武
輝

子
さ
ん
ら
は

「差
別
裁
判
官
訴
追
実

行
委
員
会
」
を
結
成
、
て
六
ハ
H
U

余
名
の
署
名
を
添
え
て
、
裁
判
官
不

適
格
の
罷
免
の
訴
追
を
し
た
。
女
性

の
基
本
的
人
権
を
無
視
し
、
違
憲
で

あ
る
と
。

(川

9
朝
日
/
毎
日
)

「
ひ
ど
い
ヮ
」
と
訴
え
日本テレビ

ζ
.、F

己
主
'J
'安
出
己
似
白色
合
?

さ
れ
五

l
ピ
A
N
t

・44J丹
、

こ

は

町
、
f
I
J
E〉
-
T
X
割
、E
霊

園
合
間
刀
停

3
-
J
-S
石

川
、日
前

4
・量一
、自
己
主

体
罰
死
に
執
行
猶
予

子
ど
も
の
教
育
に
は
、
体
罰
も
や

む
を
得
な
い
が
十
分
な
注
怠
が
必

要
。
三
歳
に
な
っ
て
も
言
葉
を
し
ゃ

べ
れ
な
い
子
ど
も
に
教
え
て
い
る
う

ち
に
い
ら
立
ち
、
死
な
せ
て
し
ま
っ

た
母
親
に
、
大
阪
地
裁
は
こ
う
戒
め

て
禁
固
一
年
、
執
行
猶
予
二
年
の
寛

大
な
裁
判
。

(ロ・

l
朝
日
)

〔
法
曹
界
〕

日
弁
連
に
「
女
性
の
権
利
委
」
発
足

女
性
に
か
か
わ
る
重
大
な
人
権
侵

犯
、
差
別
の
具
体
的
ケ
l
ス
に
つ
い

て
調
査
し
、
適
切
な
措
置
を
と
る
の

が

「女
性
の
権
利
に
関
す
る
特
別
の

委
員
会
」
の
目
的
。
委
員
長
は
鍛
冶

千
鶴
子
弁
護
士
。

司
法
研
修
所
の
女
子
修
習
生
へ

の
"
差
別
"
問
題
に
つ
い
て
の
小
委

員
会
も
発
足
さ
せ
た
。(
7
・
日
毎
日
)

司
法
試
験
、
女
性
合
格
者
過
去
最
高

今
年
度
司
法
試
験
合
格
者
は
凶
六

五
人
。
う
ち
女
性
は
三
九
人
。
合
格

者
の
平
均
年
齢
は
二
六

・
八
歳
。

(叩

-m朝
日
)
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政
治

〔
行
動
計
画
〕

推
進
本
部
、
圏
内
行
動
計
画
案
発
表

こ
の
行
動
計
画
は
、
四
月
一

O
日

発
表
さ
れ
た
婦
人
問
題
企
画
推
進
会

議
(
首
相
の
私
的
諮
問
機
関
、
藤
田

た
き
座
長
、
三
二
人
)
の
中
間
意
見

に
沿
っ
た
も
の
。

概
要
は
①
基
本
的
考
え
方
的
施
策

の
基
本
的
方
向
③
計
画
の
推
苧
l
の

三
部
か
ら
な
り
、
基
本
的
考
え
方
で

は
w

男
女
平
等
社
会
の
実
現
"
を
直

一
言
。
施
策
の
基
本
方
針
と
し
て
は
、

法
制
上
の
婦
人
の
地
位
の
向
上
、
男

女
平
等
を
基
本
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
分

野
へ
の
婦
人
の
参
加
の
促
進
な
ど
五

項
目
の
目
標
を
示
し
て
い
る
。
計
画

の
推
進
で
は
、
政
府
の
婦
人
問
題
企

画
推
進
本
部
を
軸
に
行
政
機
関
の
連

携
と
民
間
の
婦
人
団
体
な
ど
を
含
め

た
国
民
的
活
動
を
進
め
る
、
と
し
て

い
る
。

(
5
・
3
毎
日
)

行
動
計
画
の
骨
組
み
ま
と
ま
る

政
府
の
婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部

は
国
内
行
動
計
画
「
平
等
と
参
加
の

た
め
の
婦
人
の
十
年
」
を
固
め
た
。

計
画
案
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、
目
標
を
「
世
界
行
動
計
画
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
憲
法
十
四
条
の
保
障

す
る
男
女
平
等
の
原
則
に
立
っ
て
、

い
っ
さ
い
の
国
民
的
諸
権
利
を
享
受

し
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
へ
の
男
女
両
性

の
参
茄
、
貢
献
を
可
能
に
す
る
社
会

環
境
の
形
成
を
目
標
と
す
る
」
と
し

て
い
る
。
今
秋
に
は
成
案
を
つ
く

る。

{
5
・
3
朝
日
)

「
婦
人
の
地
位
向
上
」
へ
十
年
計
画

労
働
省
東
京
婦
人
少
年
室
主
催
の

「
第
一
回
婦
人
の
地
位
向
上
会
議
」

が
こ
の
ほ
ど
東
京
・
九
段
の
私
学
会

館
で
聞
か
れ
た
。

出
席
者
は
行
政
側
が
東
京
都
、
労

働
省
、
八
王
子
市
婦
人
セ
ン
タ
ー
な

40 

ど
。
婦
人
団
体
側
は
主
婦
達
、
地
婦

連
、
日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
、
働

く
婦
人
の
会
、
国
際
婦
人
年
を
き
っ

か
け
と
し
て
行
動
を
起
こ
す
女
た
ち

の
会
な
ど
十
九
団
体
。

こ
の
日
は
国
内
行
動
計
画
概
案
に

つ
い
て
主
催
者
側
が
説
明
、
質
疑
応

答
の
あ
と
、
各
団
体
が
活
動
の
現
況

を
報
告
し
た
。

(
7
-
m毎
日
)

物
足
り
な
い
「
行
動
計
画
案
」

五
月
に
政
府
か
ら
「
国
内
行
動
計

画
概
案
」
が
出
さ
れ
た
が
、
〈
国
際

婦
人
年
日
本
大
会
の
決
議
を
実
現
す

る
た
め
の
連
絡
会
〉
(
世
話
人
市
川



房
枝
ら
)
は
、
婦
人
問
題
企
画
推
進

本
部
副
部
長
ら
を
招
い
て
、
質
疑
と

批
判
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
を
参
考
に

同
連
絡
会
は
意
見
書
を
提
出
す
る
予

定。

(
7
・
却
朝
日
)

企
画
推
進
会
議
が
意
見
書
提
出

婦
人
の
地
位
向
上
に
つ
い
て
、
国

際
的
な
決
定
を
圏
内
施
策
に
取
り
入

れ
る
た
め
の
首
相
の
私
的
諮
問
機
関

と
し
て
発
足
し
た
「
婦
人
問
題
企
画

推
進
会
議
」
は
、
討
議
結
果
の
意
見

書
を
提
出
し
た
。
「
法
律
・
制
度
、

慣
行
を
見
直
し
、
社
会
環
境
の
整

備
」
を
強
調
、
婦
人
自
身
も
持
つ
男

女
差
別
意
識
を
克
服
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
指
摘
。
具
体
的
な
提
言
に
基

づ
き
、
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
、
政

府
が
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
要
望

し

た

。

(

日

・

6
毎
日
)

も
っ
と
差
別
嫌
廃
策
を

l
l

〈
国
際
婦
人
年
日
本
大
会
の
決
議

を
実
現
す
る
た
め
の
連
絡
会
〉
(
代

表
・
市
川
房
枝
さ
ん
)
は
、
来
月

早
々
成
案
が
ま
と
ま
る
国
内
行
動
計

画
に
対
し
て
、
文
部
、
厚
生
、
労
働

の
各
省
、
総
理
府
婦
人
問
題
担
当
室

に
要
望
書
を
持
ち
込
み
、
「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
の
分
業
意
識
批
判
の

提
言
を
も
り
込
ん
だ
も
の
に
し
て
ほ

し
い
」
と
要
求
。

先
の
行
動
計
画
案
が
抽
象
的
な
作

文
に
終
わ
っ
て
い
る
と
批
判
の
声
を

あ
げ
た
婦
人
団
体
が
要
求
内
容
を
ま

と
め
、
「
成
案
」
に
具
体
的
な
政
策

を
入
れ
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
。

(
日
・
お
朝
日
}

〔
H

婦
人
の
十
チ
を
受
け
て
〕

母
性
保
障
法
を
提
言

民
社
党
は
男
女
平
等
の
促
進
、
女

性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
具
体
策
を

発
表
。
母
性
尊
重
、
母
性
保
護
、
妻

の
座
の
確
立
を
め
ざ
し
た
「
母
性
保

障
基
本
法
」
の
制
定
、
乳
幼
児
を
持

つ
共
働
き
家
庭
に
育
児
控
除
な
ど
の

税
制
改
革
、
「
男
女
同
一
原
則
」
の

実
現
化
の
た
め
の
労
働
基
準
法
の
改

正
な
ど
を
目
指
す
。

(
1
・
5
信
毎
)

自
衛
隊
に
女
性
部
隊
誕
生

北
海
道
恵
庭
市
に
誕
生
。
幹
部
候

補
生
の
一
曹
橋
本
隊
長
以
下
四
四

人
。
男
だ
け
で
や
っ
て
い
た
会
計
や

通
信
業
務
の
一
部
が
、
女
性
部
隊
に

明
け
渡
さ
れ
る
。

{
1
・
9
朝
日
)

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
政
策
化

政
府
の
「
生
涯
設
計
計
画
検
討
連

絡
会
議
」
は
、
一
億
円
の
調
査
費
を

か
け
、
四
月
か
ら
生
涯
設
計
計
画
の

具
体
的
な
政
策
化
に
取
り
組
む
。
計

画
の
対
象
は
、
中
間
層
の
み
で
な

く
、
農
民
、
身
障
者
、
婦
人
等
幅
広

い
が
、
内
容
は
、
行
政
面
か
ら
の
視

点
が
薄
く
、
高
年
者
福
祉
政
策
、
育

児
後
の
婦
人
の
再
就
職
等
々
、
ど
れ

も
難
問
ば
か
り
で
、
実
現
不
安
の
声

も
多
い
。

(
l
・
日
朝
日

北
海
道
各
地
で
地
域
道
民
会
議

北
海
道
で
は
昨
年
十
月
末
か
ら
十

一
月
ま
で
十
四
支
庁
所
在
地
で
道
民

会
議
を
開
催
、
「
婦
人
の
生
活
福
祉

を
高
め
る
た
め
道
政
に
何
を
望
む

か
」
の
テ
l
マ
一
本
に
し
ぼ
り
約
二

千
人
の
婦
人
か
ら
意
見
を
聴
取
し
た

が
、
ど
の
会
場
で
も
要
望
さ
れ
た
の

は
保
育
所
と
高
校
の
新
摺
設
、
医
師

確
保
な
ど
の
医
療
対
策
。
ほ
か
に
北

海
道
価
格
の
解
消
、
地
場
産
業
の
振

興
、
交
通
安
全
対
策
な
ど
、
婦
人
問

題
を
離
れ
た
日
常
生
活
の
悩
み
が
相

次
い
だ
。

(
-
-
U朝
日
)

女
性
に
公
務
員
の
門
戸
開
放

政
府
婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部

は
、
行
動
計
画
に
対
し
て
、
初
め
て

い
く
つ
か
の
具
体
策
を
提
示
、
公
務

員
・
審
議
会
な
ど
閉
ざ
さ
れ
た
政
府

機
関
に
女
性
を
登
用
し
て
い
こ
う
と
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申
し
合
わ
せ
た
。

(
2
・
8
朝
日
)

政
府
事
務
次
官
会
議
は
行
政
へ
の

女
性
参
加
促
進
の
た
め
、
審
議
会

と
、
航
空
管
制
官
、
刑
務
官
、
皇
宮

護
衛
官
な
ど
の
公
務
員
に
、
女
性
を

登
用
・
採
用
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ

せ
た
。

{
2
・
6
毎
日
)

人
事
院
で
は
国
家
公
務
員
初
級
試

験
の
「
行
政
職
B
」
の
受
験
資
格
の

男
女
差
別
を
廃
止
、
平
等
に
す
る
こ

と
に
し
た
が
、
深
夜
勤
務
を
伴
う
だ

け
に
応
募
者
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る

か
疑
問
。

(
3
・
4
信
毎
)

女
性
グ
ル
ー
プ
実
態
調
責

札
幌
市
は
女
性
だ
け
の
グ
ル
ー
プ

の
実
態
を
つ
か
も
う
と
各
種
婦
人
団

体
や
組
合
に
調
査
用
紙
を
配
っ
た

が
、
回
答
は
さ
っ
ぱ
り
。
「
婦
人
の

社
会
教
育
の
振
興
」
の
意
気
込
み
に

市
民
は
乗
っ
て
こ
な
い
。(2
・
ロ
朝
日
)

総
理
府
婦
人
問
題
担
当
室
廃
止
か

昨
年
国
際
婦
人
年
世
界
会
議
を
機

に
婦
人
議
員
の
働
き
か
け
で
設
置
さ

れ
、
「
行
動
十
年
計
画
」
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
る
担
当
室
に
対
し
、

政
府
は
「
行
動
計
画
が
ま
と
ま
れ
ば

あ
と
は
婦
人
少
年
局
に
」
と
、
婦
人

行
政
に
対
し
て
お
ざ
な
り
の
姿
勢
。

婦
人
議
員
た
ち
は
担
当
室
の
法
制
化

を
訴
え
た
が
確
約
は
得
ら
れ
な
か
っ

た。

{6-m毎
日
)

婦
人
交
流
の
揚
が
で
き
る

わ
が
国
も
園
祭
婦
人
年
を
き
っ
か

け
に
「
平
等
、
発
展
、
平
和
を
め
ざ

す
婦
人
の
十
年
」
の
活
動
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
労

働
省
が
音
頭
を
と
っ
て
「
日
本
婦
人

問
題
会
議
」
を
結
成
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
婦
人
に
関
す
る
調
査
、
研

究
、
実
践
を
活
発
に
し
、
討
議
、
交

流
の
場
と
す
る
た
め
の
も
の
。
来
月

五
日
、
第
一
回
目
の
会
議
が
サ
ン
ケ

イ
会
館
で
開
催
さ
れ
る
。{m-m日
経
)

「
社
会
参
加
」
を
考
え
る
|
|

婦
人
問
題
会
語

労
働
省
が
主
催
す
る
第
一
回
婦
人

問
題
会
議
が
五
日
、
東
京
・
サ
ン
ケ

イ
会
館
で
聞
か
れ
た
。
従
来
四
月
の

婦
人
週
間
中
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の

を
、
国
際
婦
人
年
を
機
会
に
秋
に
移

し
、
個
人
・
団
体
が
手
が
け
て
き
た

女
性
に
関
す
る
調
査
研
究
や
実
践
を

発
表
、
全
国
的
交
流
を
し
よ
う
と
い

う
も
の
。
報
告
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

あ
っ
た
が
、
立
場
の
違
い
で
論
議
が

平
行
線
の
も
の
も
。
出
席
者
は
年
配

者
が
多
く
、
不
満
の
声
も
あ
っ
た
。

(
H
・
7
朝
日
)

各
党
の
輝
人
政
策
を
き
く
会
で
異
論
も

日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
主
催
で
、

参
議
院
議
員
会
館
に
お
い
て
「
各
党

の
婦
人
政
策
を
き
く
会
」
が
聞
か
れ

た
。
自
民
は
欠
席
、
社
会
・
共
産
・

公
明
・
0

民
社
・
新
自
由
ク
ラ
ブ
の
各

党
が
労
働
・
家
庭
・
教
育
・
福
祉
な

ど
に
お
け
る
男
女
の
平
等
の
実
現
の

方
向
と
施
策
を
強
調
し
た
が
、
習
慣

や
考
え
方
が
反
映
さ
れ
る
女
性
問
題

で
は
微
妙
な
食
い
違
い
も
み
ら
れ

た
。
家
庭
科
の
男
女
共
修
に
つ
い
て

は
、
共
産
党
は
「
共
修
・
必
修
」
、

社
会
、
公
明
党
は
「
共
修
は
是
だ
が

選
択
で
」
、
新
自
由
ク
ラ
ブ
は
「
男

女
共
修
は
疑
問
」
と
発
言
。
(m-m朝
日
)
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「
婦
人
の
地
位
向
上
」
も
テ
l
マ
に

四
日
か
ら
の
人
権
週
間
の
テ
l
マ

は
「
人
権
の
共
存
」
「
部
落
差
別
の

解
消
」
「
婦
人
の
地
位
向
上
」
の
三

つ

。

(

ロ

・

5
読
売
)



来
春
東
京
に
「
寵
け
込
み
寺
」

夫
の
暴
力
や
蒸
発
な
ど
で
追
い
つ

め
ら
れ
た
母
子
の
緊
急
保
護
施

設
、
"
現
代
版
駆
込
み
寺
"
づ
く
り

を
女
性
団
体
に
迫
ら
れ
、
都
は
来
年

四
月
オ
ー
プ
ン
を
決
め
た
。

(
6
-
m毎
日
)

婦
人
会
館
作
り
ま
す

都
の
財
政
危
機
と
清
掃
工
場
問
題

が
か
ら
ん
で
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

た
婦
人
会
館
建
設
に
つ
い
て
市
川
房

枝
氏
ら
が
申
し
入
れ
、
都
知
事
は
来

年
着
手
を
約
束
。

(
7
・
7
毎
日
)

「
婦
人
の
十
年
の
一
年
目
」
に
会
議

長
野
婦
人
少
年
室
は
県
下
の
婦
人

団
体
や
関
係
行
政
機
関
を
集
め
て
初

の
婦
人
の
地
位
向
上
会
識
を
聞
い
た

が
、
独
自
の
計
画
を
も
っ
団
体
は
少

な
く
、
こ
の
会
議
を
機
に
少
し
で
も

関
心
を
寄
せ
て
も
ら
え
れ
ば
ー
ー
と

今
後
に
課
題
を
の
こ
し
た
。

(
7
-
m信
毎
)

〔
民
間
の
動
き
も
活
発
〕

主
婦
た
ち
が
自
主
的
学
習
会

国
際
婦
人
年
を
き
っ
か
け
に
「
婦

人
の
意
識
の
変
革
は
ま
ず
学
習
か

ら
」
と
長
野
市
の
主
婦
た
ち
が
集
ま

り
、
自
主
的
な
勉
強
会
「
女
性
セ
ミ

ナ
ー
」
を
つ
く
っ
た
。

市
の
中
央
公
民
館
で
月
一
回
、
会

員
は
ふ
え
て
十
七
人
。
習
慣
化
、
マ

ン
ネ
リ
化
し
た
生
活
を
見
直
そ
う
と

い
う
点
か
ら
話
し
合
い
、
「
何
も
言

わ
な
い
こ
と
が
美
徳
」
を
打
ち
破
ろ

う
と
熱
っ
ぽ
い
お
し
ゃ
べ
り
を
続
け

て
い
る
。

(
1
・
2
信
毎
)

保
護
と
平
等
の
接
点
を
求
め
て

日
本
有
職
婦
人
ク
ラ
ブ
全
国
連
合

会
の
研
究
会
が
八
日
、
名
古
屋
で
。

深
夜
業
種
や
時
間
外
ワ
ク
を
ふ
や
す

な
ど
労
基
法
改
定
の
運
動
の
必
要
に

つ
い
て
賛
否
両
論
。

(
2
・
H
読
売
/
2
・
ロ
朝
日
)

女
性
に
も
労
働
権
保
障
を

〈
行
動
を
起
こ
す
会
〉
で
は
「
女

性
の
労
働
権
を
、
夫
や
家
族
か
ら
独

立
し
た
、
す
べ
て
の
人
間
に
必
要
な

権
利
と
し
て
保
障
せ
よ
」
と
、
い
く

つ
か
の
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
要
望
書

を
、
総
理
府
婦
人
問
題
企
画
推
進
本

部
と
労
働
省
に
提
出
。
立
法
措
置
等

の
具
体
化
を
要
求
。

(
3
・
6
朝
日
/
毎
日
)

活
発
な
ア
メ
リ
カ
の
国
際
婦
人
年

市
川
房
枝
さ
ん
が
、
ロ
ッ
キ
ー
ド

問
題
で
ワ
シ
ン
ト
ン
に
滞
在
中
に
、

国
際
婦
人
年
に
対
し
て
の
ア
メ
リ
カ

政
府
、
議
会
、
民
間
の
動
き
を
調

査。
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
は
昨
年
一
月
九

日
に
大
統
領
令
で
、
年
末
ま
で
に
三

五
人
以
内
の
男
女
委
員
に
よ
る
「
国

際
婦
人
年
の
た
め
の
全
国
委
員
会
」

の
設
置
を
決
定
。
期
間
を
本
年
六
月

三
O
日
ま
で
延
期
し
、
報
告
書
の
提

出
を
発
令
。

委
員
会
は
委
員
を
中
心
に
約
二

O

の
小
委
員
会
を
設
け
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
男
女
平
等
に
つ
い
て
の
具
体
的

施
策
を
報
告
。
メ
キ
シ
コ
会
議
に
は

小
委
員
会
の
座
長
の
ほ
か
三
人
の
正

委
員
と
十
二
人
の
代
表
代
理
、
上
下

両
院
議
員
四
人
が
出
原
。
報
告
書
も

出
さ
れ
た
。

大
統
領
令
と
は
別
に
上
下
両
院

は
、
大
統
領
令
の
委
員
会
は
一
九
七

八
年
三
月
コ
二
日
ま
で
州
ご
と
の
、

あ
る
い
は
地
域
別
の
婦
人
会
議
を
聞

い
て
男
女
平
等
の
実
現
に
努
力
す
べ

し
と
し
て
細
か
い
規
定
を
し
て
い

，G
。小
委
員
会
の
一
つ
に
「
男
女
平
等

憲
法
改
正
」
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を

独
立
し
た
「

E
-
R
・
ア
メ
リ
カ
」

と
し
て
組
織
、
運
動
を
集
中
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
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米
国
の
憲
法
で
は
一
九
二

O
年
に

婦
人
に
参
政
権
を
あ
た
え
る
修
正
を

行
な
っ
た
が
、
各
州
に
残
る
不
平
等

を
や
め
る
た
め
の
憲
法
改
正
運
動
が

行
わ
れ
て
い
た
。
憲
法
改
正
に
必
要

な
三
八
州
に
は
ま
だ
四
州
足
り
な
い

が
、
二
二
二
団
体
が
、
「
E
・
R
-

ア
メ
リ
カ
」
に
参
加
し
て
い
る
の

で
、
一
九
七
九
年
三
月
一
一
一
一
日
の
期

限
ま
で
に
は
成
立
す
る
だ
ろ
う
。

一
九
七
四
年
の
選
挙
で
は
今
ま
で

で
最
高
の
一
九
人
の
婦
人
が
下
院
議

員
に
選
ば
れ
、
各
州
の
上
下
議
会
も

四
六
五
人
が
六

O
四
人
に
増
加
し
て

い
る
。

(
4
・
9
朝
日
)

男
女
平
等
|
|
理
想
の
姿
は
?

東
京
婦
人
少
年
室
は
「
男
女
平
等

の
好
事
例
」
を
一
般
募
集
、
入
選
作

を
東
京
婦
人
会
議
の
席
上
で
発
表
。

応
募
作
品
一

O
九
編
の
う
ち
三
割

強
が
共
働
き
の
女
性
、
二
割
が
男

性
、
専
業
主
婦
は
五
割
足
ら
ず
で
、

二
O
代
、
三

O
代
が
中
心
。

鈴
木
紘
美
さ
ん
(
お
歳
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
産
業
宣
伝
部
勤
務
)
。
「
い
ま

の
男
女
差
の
な
い
仕
事
を
得
る
ま
で

に
九
年
聞
か
か
っ
た
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

な
ど
の
専
門
職
は
平
等
に
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
女
性
は
将
来
へ
の
不
安

を
も
っ
て
い
る
」
な
ど
、
長
い
苦
労

が
に
じ
む
作
品
が
多
い
。

藤
原
栄
子
同
室
長
は
「
男
性
の
作

品
の
質
が
高
か
っ
た
の
は
婦
人
年
の

成
果
の
ひ
と
つ
、
と
う
れ
し
か
っ

た」。

(
5
・
2
朝
日
)

干
A 

無
所
属
議
員
全
国
研
究
集
会

婦
人
参
政
三
十
周
年
記
念
に
全
国

か
ら
七
一
人
が
参
会
、
市
民
と
手
を

結
ぶ
た
め
に
は
無
所
属
が
必
要
等
、

体
験
を
交
換
。

(
2
・
2
朝
日
)

婦
人
参
政
権
行
使
三
十
年
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三
十
年
前
の
凹
月
一

O
日
、
戦
後

初
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
初
め
て
女

性
が
選
挙
権
を
行
使
、
全
国
で
三
九

人
の
女
性
代
議
士
が
誕
生
し
た
日
を

記
念
し
た
大
会
(
市
川
房
枝
実
行
委

員
長
)
が
一

O
目
、
神
田
の
共
立
講

堂
で
開
か
れ
た
。
日
本
婦
人
有
権
者

同
盟
な
ど
四
六
団
体
共
催
。

大
会
は
、
昨
年
の
国
際
婦
人
年
メ

キ
シ
コ
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界

行
動
計
画
」
を
日
本
国
内
で
実
行
に

移
す
こ
と
を
改
め
て
確
認
、
女
性
の

参
政
権
へ
の
自
覚
を
高
め
る
こ
と
を

決
議
し
た
。

(
4
-
H毎
日
)

F

婦
人
の
地
位
向
上
へ

刊
誌
総
務

zf

八
項
目
の
重
点
施
策

〈
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話~
n 
働

〔
変
わ
る
女
子
労
働
〕

「
ス
タ
イ
リ
ス
ト
」
に
人
気

ポ
ス
タ
ー
・
雑
誌
な
ど
の
写
真
の

モ
デ
ル
選
び
か
ら
大
・
小
道
具
の
選

定
な
ど
を
す
る
「
ス
タ
イ
リ
ス
ト
」

が
女
性
の
新
職
業
と
し
て
ブ
l
ム。

(
3
・
2
朝
日
)

女
・
二
八
歳
・
代
表
取
締
役
も

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
メ
ー
カ
ー
の
大

手
で
あ
る
ミ
カ
レ
デ
ィ
が
各
商
品
課

を
分
離
し
て
、
十
二
の
子
会
社
を
設

立
、
多
く
の
代
表
取
締
役
が
生
ま
れ

た
が
、
弱
冠
二
八
歳
の
女
性
課
長
が

子
会
社
と
は
い
え
二
人
も
代
表
取
締

役
に
w
昇
進
"
。

(
4
・
l
毎
日
)

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
苦
境

全
国
で
推
定
二

-06万
人
。
不
況

で
雇
用
条
件
が
厳
し
い
な
か
、
労
働

時
間
は
一
般
社
員
と
変
わ
ら
な
い

「
フ
ル
タ
イ
マ
ー
」
が
増
加
。
「
労
働

者
」
よ
り
「
主
婦
」
と
し
て
の
意
識

が
強
い
だ
け
に
表
面
だ
っ
た
動
き
は

な
い
が
、
不
況
は
パ

l
ト
の
世
界
に

浸
透
し
続
け
て
い
る
。

総
評
主
婦
の
会
や
東
京
都
労
働
局

の
調
査
に
よ
る
と
、
収
入
の
使
い
道

は
「
子
ど
も
の
教
育
費
」
が
増
加
し

て
い
る
。

(
4
・
日
朝
日
)

看
護
揖
さ
ん
の
入
試
、
高
倍
率

厚
生
省
が
ま
と
め
た
五
一
年
度
の

看
護
婦
、
准
看
護
婦
学
校
の
妥
験
状

況
に
よ
る
と
、
高
卒
者
を
対
象
と
す

る
看
護
学
校
(
三
年
課
程
)
の
競
争

率
は
五
年
ぶ
り
に
三
・
五
倍
と
回

復。
厚
生
省
は
「
不
況
が
第
一
の
原
因

だ
が
、
待
遇
も
最
近
よ
く
な
っ
て
い

る
か
ら
」
と
説
明
。
一
方
、
日
本
看

護
協
会
は
「
待
遇
は
よ
く
な
っ
て
い

な
い
し
、
専
門
職
と
し
て
も
な
か
な

か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
不
況
の
一

時
的
現
象
」
と
対
立
す
る
見
方
。

(
7
-
U毎
日
)

主
婦
を
掘
り
起
こ
せ
日

家
庭
内
に
埋
も
れ
て
い
る
主
婦
た

ち
の
潜
在
能
力
を
現
場
の
管
理
者
と

し
て
活
用
し
て
い
る
会
社
が
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
女
子
だ
け
で
運
営
し
て
い

る
レ
リ
ア
ン
社
は
、
社
長
、
専
務
な

ど
を
除
き
女
性
の
み
。
採
用
は
「
熱

意
が
あ
る
」
が
条
件
。
人
生
経
験
が

仕
事
を
す
る
上
で
も
の
を
言
う
と
い

う
考
え
か
ら
で
あ
る
と
か
。
(
8
-
m朝
日
)
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働
く
婦
人
、
そ
の
実
態
は

=
二
日
ま
で
労
働
省
主
唱
で
行
わ

れ
て
い
る
婦
人
労
働
旬
間
の
目
標

は
、
「
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
を

す
す
め
る
」
。
そ
の
催
し
と
し
て
東

京
で
「
婦
人
職
場
指
導
者
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
が
聞
か
れ
、
同
じ
テ
l
マ
で
パ

ネ
ル
討
議
、
「
平
等
に
保
護
は
邪
魔
」

「
保
護
あ
っ
て
こ
そ
平
等
に
な
れ
る
」

な
ど
が
論
議
さ
れ
た
。
パ
ネ
ラ
l
は

石
原
一
子
高
島
屋
東
京
支
唐
次
長
、

田
辺
照
子
明
大
教
授
、
花
見
忠
上
智

大
教
授
、
和
田
勝
美
労
働
福
祉
事
業

団
理
事
長
。
な
お
、
働
く
婦
人
の
実

情
を
統
計
的
に
み
た
「
婦
人
労
働
の

実
情
』
(
婦
人
少
年
局
)
も
発
表
さ

れ
た
。

(m-
却
朝
日
)

女
性
の
進
出
で
も
つ
医
療
機
関

医
療
機
関
で
働
く
女
性
は
多
い
。

女
子
の
深
夜
労
働
は
労
基
法
に
よ
り

禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
に
看
護
婦
は
当

然
と
な
っ
て
い
る
。
(
ロ
・

8
毎
日
)

ふ
え
る
奥
様
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス

ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
は
未
婚
と
決
ま

っ
て
い
た
が
、
日
航
は
四
九
年
十

月
、
全
日
空
は
五

O
年
十
二
月
か
ら

既
婚
者
を
採
用
。
日
航
の
場
合
最
初

の
三
か
月
は
九
人
だ
っ
た
が
昨
年
末

は
六
六
人
、
今
年
は
一
三

O
人
に
急

上
昇
。
月
に
侵
低
五
泊
は
家
を
あ
け

る
の
で
「
理
解
を
示
す
亭
主
は
そ
う

い
ま
い
」
と
タ
カ
や
と
く
っ
て
い
た
担

当
者
も
び
っ
く
り
。
(
ロ
・
泊
朝
日
)

〔
差
別
・
不
平
等
〕

夫
婦
ど
ち
ら
か
や
め
な
さ
い

昨
年
十
二
月
山
梨
県
が
通
告
し
た

退
職
勧
奨
の
特
別
退
職
は
「
夫
婦
の

満
年
齢
の
合
算
が
百
歳
を
越
え
る
職

員
の
う
ち
、
主
と
し
て
家
計
を
維
持

す
る
以
外
の
者
」
等
の
内
容
。

県
験
、
教
職
労
組
は
対
県
共
闘
会
・

議
を
結
成
し
て
、
抗
議
交
渉
を
重
ね

て
い
る
が
、
こ
の
退
職
勧
奨
は
、
財

政
危
機
に
便
乗
し
た
あ
き
ら
か
な
女

性
差
別
の
た
め
、
全
国
の
注
目
を
あ

つ
め
て
い
る
。

(
1
・
初
婦
民
}

人
員
整
理
は
女
性
、
身
障
者
か
ら

総
評
が
入
手
し
た
日
経
連
名
の
文

書
の
タ
イ
ト
ル
は
「
雇
用
調
整
に
あ

た
っ
て
の
留
意
事
項
」
と
な
っ
て
お

り
、
中
身
は
い
わ
ば
"
ハ
ウ
・
ツ
l

首
切
り
"
の
指
導
文
書
。
日
経
連
側

は
「
全
く
知
ら
な
い
。
調
査
す
る
」

と
答
え
、
発
行
者
は
ナ
ゾ
。

高
齢
者
の
再
就
職
、
身
障
者
の
雇

用
促
進
な
ど
に
労
働
行
政
の
重
点
が

置
か
れ
て
い
る
と
き
だ
け
に
、
こ
の

文
書
は
今
後
も
問
題
と
な
り
そ
う

だ。

(
3
・
6
毎
日
)

乗
客
・
悩
殺
"
作
戦
に
反
対

ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
の
募
集
条
件
か

ら
"
容
姿
端
麗
"
の
文
字
が
消
え
て

久
し
い
。

東
亜
国
内
航
空
が
う
ち
出
し
た
夏

の
悩
殺
ス
タ
イ
ル
は
、
「
キ
ャ
バ
レ

ー
の
ホ
ス
テ
ス
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
」

と
の
反
対
で
、
会
社
側
も
ア
ロ
ハ
調

ブ
ラ
ウ
ス
に
折
れ
た
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
脱
ぐ
の
は
日
本
で
初
め
て
。

(
7
・
9
毎
日
)
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「
お
茶
混
み
や
l
め
た
」
か
ら
一
年

「
男
子
職
員
と
差
別
さ
れ
、
自
分

の
能
力
を
生
か
せ
ず
、
単
純
作
業
ば

か
り
さ
せ
ら
れ
る
」
と
東
京
都
水
道

局
の
女
子
職
員
が
青
年
層
の
支
援
を

得
て
「
女
子
職
員
へ
の
仕
事
配
分
の

是
正
」
を
求
め
、
手
始
め
に
「
お
茶

汲
み
廃
止
」
に
踏
み
切
っ
て
一
年
た

っ
た
。
お
茶
汲
み
に
は
女
子
職
員
の

自
発
的
協
力
を
期
待
す
る
と
か
、
潤

滑
油
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す

の
声
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
ま
だ
徹

底
し
て
い
な
い
の
が
現
状
。
取
り
組

み
は
住
宅
局
に
ち
広
が
っ
た
が
、
前

途
は
け
わ
し
そ
う
。

(
8
・
日
毎
日
)



根
強
い
聡
場
で
の
男
女
不
平
等

一
一
一
日
か
ら
の
婦
人
労
働
旬
開
で

は
「
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
」
を

目
標
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
す
す
め
て

い
る
。
わ
が
国
は
法
制
上
は
平
等
化

が
す
す
ん
で
い
る
が
、
職
場
の
制
度

慣
行
に
不
平
等
が
多
い
。
企
業
側
は

女
性
を
年
齢
や
資
質
に
関
係
な
く
、

一
人
の
労
働
者
、
職
業
人
と
見
て
い

な
い
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
賃
金
そ
の
他

で
差
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
労
組
も

無
理
解
な
面
も
あ
る
。

職
場
は
長
い
間
男
性
本
位
の
世
界

で
あ
り
、
女
性
を
職
場
の
花
と
し
か

考
え
な
い
閤
定
観
念
が
強
い
。
そ
の

観
念
を
断
ち
切
り
、
女
性
に
も
機
会

を
与
え
る
こ
と
が
先
決
。

女
性
進
出
を
は
ば
む
も
の
に
女
性

保
護
規
定
が
あ
る
。
平
等
を
徹
底
す

る
に
は
母
性
保
護
に
限
定
す
る
欧
米

を
見
習
い
、
同
じ
基
盤
に
あ
る
こ
と

が
前
提
で
あ
る
。(m-n毎
日
/
社
説
)

研
修
も
男
女
平
等
に

大
阪
税
関
が
新
採
用
の
職
員
研
修

に
男
子
は
九
か
月
間
、
女
子
は
約
一

0
日
間
と
大
幅
な
差
を
つ
け
て
い
る

の
は
男
女
差
別
だ
と
全
税
関
労
組
大

阪
支
部
(
組
合
員
約
一
円
む
人
、
総

評
系
)
は
人
事
院
に
改
善
勧
告
の
要

求
書
を
出
し
た
。
(
ロ
・

l
朝
日
)

〔
就
職
〕

女
子
短
大
生
は
就
職
戦
線
好
調

一
O
月
一
日
か
ら
大
卒
予
定
者

(
短
大
も
含
む
)
の
会
社
訪
問
が
は

じ
ま
り
、
こ
と
し
の
就
職
戦
線
が
ス

タ
ー
ト
す
る
が
、
女
子
大
生
軒
な
み

苦
戦
の
な
か
短
大
生
だ
け
余
裕
た
っ

ぷ
り
。
女
子
短
大
生
は
「
文
句
を
い

わ
ず
、
使
い
や
す
い
」
と
い
う
企
業

の
目
が
大
き
く
も
の
を
言
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
喜
ん
で
い
い
の
か
、
悲
し

む
べ
き
か
。
東
洋
英
和
学
院
で
は
一

一
O
名
に
二
五

O
社
が
、
青
山
学
院

で
は
特
別
の
条
件
を
つ
け
な
け
れ
ば

百
%
と
か
。

短
大
生
が
も
て
る
の
は
「
気
が
ね

な
く
使
え
る
、
高
卒
の
代
替
」
と
社

会
工
学
研
究
所
研
究
員
の
弁
。

(
9
-
m毎
日
)

大
卒
女
性
と
就
聡

情
報
通
信
工
学
を
専
攻
し
て
い
る

あ
る
女
子
学
生
が
来
春
の
就
職
に
不

安
を
抱
い
て
い
る
と
の
こ
と
。
さ
っ

そ
く
彼
女
の
専
門
を
生
か
せ
そ
う
な

企
業
数
社
の
友
人
に
来
年
度
の
女
性

採
用
計
画
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と

こ
ろ
、
そ
の
門
戸
が
実
に
狭
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

労
働
基
準
法
な
ど
外
的
規
制
に
よ

っ
て
、
女
性
労
働
力
の
使
用
に
つ
い

て
は
使
用
者
側
に
不
利
な
条
件
が
作

用
し
て
い
る
う
え
、
数
年
で
退
職
し

て
し
ま
う
。
実
力
不
足
等
も
採
用
に

二
の
足
を
ふ
む
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

女
子
学
生
の
側
に
も
言
い
分
が
あ

り
、
ニ
ワ
ト
リ
か
卵
か
だ
が
、
こ
の

悪
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
に
、
企

業
、
女
子
学
生
、
共
に
甘
え
ず
甘
や

か
さ
ず
の
努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

(
大
妻
女
子
大
助
教
授
長
野
務
)

(
9
・
却
朝
日
論
壇
)

ジ
ャ
ス
コ
女
子
大
生
を
大
量
探
用

大
卒
女
子
の
就
職
難
の
な
か
、
関

西
系
ス
ー
パ
ー
の
ジ
ャ
ス
コ
は
来
年

度
女
子
大
生
を
四
百
人
(
大
卒
百

人
、
短
大
卒
三
百
人
)
採
用
す
る
計

画
を
発
表
し
て
ア
ツ
と
い
わ
せ
た
。

同
社
の
人
事
担
当
常
務
、
小
嶋
千

鶴
子
常
務
(
印
)
は
「
私
は
社
長
の

姉
で
は
な
く
、
社
長
が
私
の
弟
な
の

で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
流
通
業
界
で

の
労
働
問
題
の
専
門
家
。

O
女
子
大
生
は
明
ら
か
に
能
力
が
あ

る
し
、
い
ま
の
需
給
関
係
か
ら
い
っ

て
、
質
の
い
い
学
生
が
と
れ
る
。

O
結
婚
で
す
ぐ
や
め
て
も
、
各
地
で

ジ
ャ
ス
コ
の
シ
ン
パ
に
な
る
。
経
営

上
か
ら
み
て
も
、
終
身
雇
用
の
男
子
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と
、
短
期
の
女
子
の
組
み
合
わ
せ
は

マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
。

O
育
児
後
に
「
奥
さ
ま
社
員
」
で
再

就
職
す
べ
き
。

が
、
小
嶋
常
務
の
意
見
。{叩・

l
朝
日
)

ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
採
用
再
開

三
日
に
試
験
を
行
な
っ
た
全
日
空

に
は
約
五

O
人
の
採
用
予
定
に
対

し
、
書
類
選
考
を
終
わ
っ
た
四
年
制

大
学
、
短
大
の
卒
業
見
込
者
七
七
四

人
が
十
四
倍
の
壁
に
挑
戦
し
た
。

七
日
に
採
用
試
験
を
行
う
日
航
で

も
既
卒
者
を
含
め
一
万
一
四
六
人
が

応
募
。
ざ
っ
と
五

O
倍
の
競
争
率
、

両
方
で
女
子
大
生
四
千
人
が
殺
到
す

る
人
気
ぶ
り
。

青
山
学
院
大
の
就
職
担
当
者
は

「
結
婚
し
て
も
勤
め
る
傾
向
が
強
ま

っ
て
き
た
。
給
料
は
い
い
し
、
ス
チ

ュ
ワ
ー
デ
ス
の
人
気
は
高
い
」
と
話

す

。

(

日

・

5
朝
日
)

ひ
弱
じ
ゃ
困
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス

二
年
ぶ
り
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
を

募
集
す
る
日
本
航
空
が
七
日
か
ら
入

社
試
験
を
行
う
。
今
回
の
試
験
で
業

界
初
の
「
体
力
測
定
」
を
正
式
な
テ

ス
ト
項
目
に
取
り
入
れ
た
。
受
験
希

望
者
は
一
万
人
を
超
え
、
倍
率
は
五

O
倍
近
い
。
容
姿
端
麗
の
代
名
詞
の

よ
う
な
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
に
も
体
力

が
要
求
さ
れ
る
時
代
に
な
り
そ
う

だ

。

(

日

・

6
読
売
)

女
子
大
生
の
就
聴
意
識
は
?

来
春
卒
業
の
四
年
制
、
短
大
の
女

子
学
生
一
万
二
千
人
に
リ
ク
ル
ー
ト

が
行
な
っ
た
郵
送
の
調
査
(
有
効
票

は
千
六
百
余
人
)
に
よ
る
と
、
人
気

の
高
い
職
業
は
①
企
画
調
査
①
秘
書

①
教
師
④
一
般
事
務
①
公
務
員
@
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

人
気
企
業
の
ベ
ス
ト
刊
は
四
年
制

が
①
東
京
銀
行
①
三
井
物
産
①
N
H

K
@
日
本
航
空
①
日
本
交
通
公
社
@

朝
日
新
聞
①
サ
ン
ト
リ
ー
@
講
談
社

@
住
友
商
事
⑩
三
菱
商
事
。

選
択
の
条
件
は
「
安
定
」
「
給
与
」

「
若
い
社
員
が
多
い
こ
と
」
の
順
。

就
職
の
目
的
は
「
結
婚
相
手
さ
が

し」。

(
U
-
m朝
日
)

〔
職
業
病
〕

腰
痛
な
ど
職
業
病
に
認
定
(
旭
川
)

身
障
施
設
に
准
看
護
婦
と
し
て
働

く
奈
良
千
代
子
さ
ん
(
犯
)
、
頚
肩

腕
症
候
群
の
職
業
病
認
定
申
請
を
し

て
い
た
が
、
旭
川
労
働
基
準
で
認
め

ら
れ
た
。
道
内
初
の
ケ
l
ス。

(
3
・
日
朝
日
)

職
業
病
認
定
を
求
め
座
り
込
み

統
計
局
女
子
職
員
は
キ
ー
パ
ン
チ

ャ
ー
病
と
言
わ
れ
る
頭
肩
腕
症
候
群

を
職
業
病
と
認
定
す
る
こ
と
を
求
め

て
、
総
理
府
統
計
局
長
室
前
に
座
り

込
ん
だ
。
統
計
局
は
キ
ー
パ
ン
チ
ャ

ー
に
つ
い
て
は
職
業
病
と
認
定
し
た

例
が
出
て
い
る
が
、
一
般
事
務
職
員

に
つ
い
て
の
認
定
作
業
は
初
め
て
で

他
官
庁
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

(
8
・
7
朝
日
)
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ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
の

七
l
八
割
に
腰
痛

日
航
、
全
日
空
、
東
亜
囲
内
航

空
の
労
組
が
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
七
、
八
割
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ

ス
が
腰
痛
を
訴
え
た
。
不
自
然
な
姿

勢
で
の
勤
務
の
た
め
と
見
ら
れ
る
。

労
組
で
は
腰
痛
を
職
業
病
と
す
る
よ

う
要
求
。
日
航
で
は
採
用
に
際
し
て

腰
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
る
な
ど
、

た
く
ま
し
さ
も
求
め
る
対
応
も
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
(
叩
・
ロ
朝
日
)



教
育

〔
教
育
現
場
〕

幼
年
期
教
育
の
重
要
性

公
害
、
塾
、
テ
レ
ビ
と
、
子
ど
も

の
環
境
は
悪
化
、
知
識
は
偏
り
、
健

全
な
発
達
は
損
わ
れ
て
い
る
。
が
、

零
歳
児
保
育
、
学
童
保
育
等
、
親
、

保
母
、
先
生
ら
の
熱
心
な
運
動
で
好

ま
し
く
育
ち
つ
つ
あ
る
こ
と
も
事

実
。
い
ま
こ
そ
、
親
と
教
師
の
話
し

合
い
、
協
力
が
必
要
だ
と
、
教
研
集

会
、
「
幼
年
期
教
育
と
保
育
問
題
」

分
科
会
で
結
論
。

(
1
-
m朝
日
)

革
新
都
政

主
任
制
度
四
月
実
施
を
見
送
り

都
教
育
庁
は
、
都
教
組
と
の
団
交

で
、
「
深
刻
な
財
政
難
か
ら
、
来
年

度
予
算
案
に
は
主
任
制
の
財
源
は
組

み
込
ま
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
、
四

月
実
施
見
送
り
を
示
唆
。
時
間
的
制

約
か
ら
の
三
月
実
施
見
送
り
を
さ
ら

に
延
長
し
た
。

そ
の
背
景
に
革
新
都
政
の
文
部
省

へ
の
対
立
姿
勢
が
あ
る
。
教
組
側

は
、
都
教
育
庁
の
意
向
を
評
価
し
、

予
定
し
て
い
た
ス
ト
を
延
期
。

{
2
・
目
、
同
朝
日
)

地
域
ぐ
る
み
幼
児
教
育

東
京
・
狛
江
市
は
、
幼
児
教
育
を

地
域
社
会
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

そ
の
地
域
総
合
計
画
答
申
を
ま
と
め

発
表
し
た
。
育
児
に
関
す
る
正
し
い

知
識
提
供
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
を
基

幹
と
し
た
講
座
、
家
庭
教
育
学
級
の

開
設
等
を
提
案
。

(
3
-
m朝
日
)

公
立
校
の
異
動
発
表
に
見
る
女
性
像

都
教
委
の
新
学
期
の
都
内
公
立
学

校
の
異
動
発
表
に
よ
る
と

l
l

小
学
校
の
女
性
校
長
は
七
人
減
っ

て
六
四
人
に
、
中
学
の
女
性
校
長
は

三
人
が
五
人
に
、
女
性
教
頭
は
小
・

中
学
校
併
せ
て
七
人
増
え
一

O
三
人

と
な
っ
た
。
お
し
ど
り
校
長
は
六
組

に。

(
3
・
剖
毎
日
/
読
売
)

ま
か
り
通
る
「
男
女
別
学
」

教
育
基
本
法
に
は
「
男
女
共
学
」

が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は

か
な
り
別
学
が
行
わ
れ
て
い
る
。

〈
行
動
を
起
こ
す
会
〉
の
中
間
報
告

に
よ
れ
ば
、
別
学
や
併
学
は
東
日
本

に
集
中
し
、
北
関
東
、
宮
城
、
福
島

な
ど
が
ひ
ど
い
。
別
学
の
本
当
の
理

由
は
進
学
率
の
低
下
、
男
女
関
係
に

よ
る
生
活
指
導
等
の
困
難
な
ど
で
あ
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る
。
教
師
集
団
内
部
に
も
基
本
理
念

が
浸
透
し
て
い
な
い
状
態
だ
。

(
4
・
7
毎
日
)

偏
差
値
テ
ス
ト
自
粛
せ
よ

度
を
越
し
た
業
者
テ
ス
ト
に
よ
る

偏
差
値
教
育
が
学
校
教
育
を
ゆ
が
め

て
い
る
、
と
、
東
京
都
教
育
庁
は
都

の
全
公
立
校
に
自
粛
通
達
を
出
し

た
。
大
阪
市
に
つ
い
で
二
番
目
。

都
教
委
の
調
査
は
中
学
を
対
象
と

し
た
も
の
だ
が
テ
ス
ト
偏
重
の
傾
向

は
小
学
校
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

(
6
-
m毎
日
)

線
変
わ
り
小
学
校
新
教
科
書

新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
で
き
て

六
年
目
、
小
学
校
の
教
科
書
が
全
面

改
訂
さ
れ
る
年
だ
が
、
全
般
に
戦

争
、
憲
法
、
公
害
の
記
述
が
増
え
、

高
度
成
長
謡
歌
か
ら
弊
害
指
摘
に
変

わ
っ
て
き
た
。
日
教
組
は
こ
の
新
し

い
教
科
書
を
診
断
し
て
、
「
部
分
的

に
は
よ
く
な
っ
た
が
、
検
定
の
カ
ベ

は
ま
だ
厚
い
」
。

(
7
・
7
毎
日
)

「
何
と
な
く
だ
る
い
」
子
ど
も
た
ち

学
校
で
、
た
び
た
び
保
健
室
に
来

る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
。
理
由

は
、
何
と
は
な
し
の
不
健
康
感
。

養
護
教
諭
の
経
験
二
O
年
あ
ま
り

の
中
神
さ
ん
(
杉
並
区
桜
井
第
五

小
)
は
「
体
の
こ
と
だ
け
考
え
て
い

た
の
で
は
処
理
の
で
き
な
い
心
身
症

の
子
ど
も
が
多
〈
な
っ
た
の
も
、
近

ご
ろ
の
特
徴
で
し
ょ
う
」
と
諮
る
。

養
護
教
諭
は
全
国
で
ざ
っ
と
二
万

人
、
例
外
な
く
女
の
先
生
だ
が
現
在

全
国
公
立
校
の
六
O
%
に
し
か
配
置

さ
れ
て
い
な
い
。
職
務
内
容
や
待
遇

の
面
で
も
問
題
は
山
積
み
し
て
い

る。

(
5
・
ロ
毎
日
)

P
T
A
連
が
リ
ベ
ー
ト
荷
法

東
京
都
小
学
校
P
T
A
連
絡
会
は

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

参
加
記
念
メ
ダ
ル
を
、
「
取
扱
い
手

数
料
」
と
い
う
名
の
リ
ベ
ー
ト
つ
き

で
購
入
を
各
小
学
校
P
T
A
に
推
せ

ん
さ
せ
て
い
た
。
財
政
難
か
ら
や
む

に
や
ま
れ
ぬ
措
置
と
弁
明
し
て
い
る

が
、
行
政
当
局
や
父
母
ら
は
そ
の
思

慮
を
欠
く
や
り
方
に
驚
き
体
質
改
善

を
求
め
て
い
る
。

(
8
・
ロ
朝
日
)

女
子
高
校
生
が
描
く
人
生
設
計

大
分
県
別
府
市
で
聞
か
れ
た
第
一

回
全
国
高
校
女
子
問
題
研
究
会
の
テ

ー
マ
は
「
労
働
と
愛
の
意
味
と
権
利

を
正
し
く
語
り
つ
ご
う
」
。

女
子
高
校
生
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
典

型
的
な
卒
業
後
の
進
路
は
、
二
年
か

ら
四
年
く
ら
い
働
き
、
一
、
二
年
は

家
に
い
て
、
二
三
、
四
歳
ま
で
に
結
婚

す
る
、
と
い
う
も
の
。
彼
女
た
ち
の

人
生
設
計
は
そ
こ
で
打
ち
切
り
。

集
ま
っ
た
五
百
人
の
女
性
教
師
は

「
女
性
教
師
を
み
な
が
ら
、
生
徒

が
"
お
嫁
さ
ん
に
な
り
た
い
"
を
結

論
に
し
た
の
が
悲
し
い
。
結
局
、
女

の
先
生
の
生
き
ざ
ま
が
問
わ
れ
て
い

る
」
と
。

(
9
・
3
朝
日
)
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ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
P
T
A

P
T
A
は
悩
ん
で
い
る
。
役
員
に

な
り
手
が
な
い
。
教
師
の
協
力
が
な

い
。
校
長
は
「
教
育
は
学
校
に
ま
か

せ
ろ
」
と
一
言
う
。
先
ご
ろ
二
日
間
に

わ
た
っ
て
聞
か
れ
た
全
P
研
(
全
国

P
T
A
問
題
研
究
会
)
全
国
大
会
に

全
国
か
ら
約
三
百
名
が
「
今
こ
そ
教

育
と
P
T
A
を
考
え
よ
う
」
を
テ
ー

マ
に
代
々
木
の
文
化
服
装
学
院
に
集

ま
り
、
代
表
、
東
大
教
授
宮
原
誠
一

氏
の
話
を
聞
い
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
・
子
ど
も
た
ち
に
何
を
し

て
や
れ
る
か
を
討
論
、
分
科
会
で
は

P
T
A
と
学
校
・
地
域
・
行
政
に
分

か
れ
意
見
交
換
を
し
た
が
、
「
教
育

は
学
校
に
」
と
言
わ
せ
な
い
た
め
に

も、

P
と
T
の
協
力
の
必
要
、
が
全

体
の
同
意
を
得
た
よ
う
だ
つ
た
。

(
9
・
8
毎
日
)



商
売
繁
盛
の
「
ゆ
と
り
」
塾

六
日
、
文
部
省
か
ら
発
表
さ
れ
た

「
教
育
課
程
の
ま
と
め
」
は
、
ゆ
と

り
の
教
育
を
う
た
い
文
句
に
し
て
い

る
が
、
子
ど
も
た
ち
は
授
業
に
つ
い

て
行
け
ず
に
補
習
塾
へ
。
一
方
、
一

流
校
目
ざ
し
て
進
学
塾
や
家
庭
教
師

に
追
い
た
て
ら
れ
、
受
験
戦
争
の
波

を
ま
と
も
に
か
ぶ
ら
さ
れ
、
心
身
と

も
に
病
ん
で
い
る
。
新
教
育
課
程
に

よ
っ
て
「
ゆ
と
り
の
塾
」
の
繁
盛
に

な
り
か
ね
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
よ
う

だ。

(
m
-
7朝
日
)

子
ど
も
に
読
書
の
楽
し
み
を

イ
ギ
リ
ス
の
児
童
図
書
館
開
設
の

草
分
け
ア
イ
リ
l
ン
・
コ
ル
ウ
エ
ル

さ
ん

(η}
が
財
団
法
人
「
東
京
子

ど
も
図
書
館
」
に
招
か
れ
来
日
し

た
。
四
O
年
に
わ
た
る
児
童
図
書
館

の
普
及
活
動
で
一
九
六
五
年
に
エ
リ

ザ
ベ
ス
女
王
か
ら
勲
章
を
受
け
て
い

る
コ
ル
ウ
エ
ル
さ
ん
は
、
東
京
の
議

演
で
、
「
量
よ
り
も
質
が
大
切
。
出

版
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
が
良

い
本
を
見
分
け
る
目
を
養
い
、
子
ど

も
を
読
書
の
世
界
へ
い
ざ
な
う
方
法

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
語
っ

た

。

(

叩

・

日

読

売

)

〔
家
庭
科
共
修
〕

別
学
派
が
優
位
?

静
岡
県
引
佐
郡
三
ケ
日
中
学
校
の

調
査
に
よ
る
と
一
、
二
年
生
は
「
別

学
が
よ
い
」
が
男
七
O
%
、
女
八

八
%
。
三
年
で
は
別
学
派
は
男
六

O
%
、
女
五
O
%
。
父
母
は
「
現
状

ど
お
り
で
よ
い
」
が
父
親
一
O
O
%
、

母
親
六
八
%
。

(
2
・
4
毎
日
)

ア
メ
リ
カ
の
家
庭
科
は
?

日
米
の
高
校
生
代
表
が
参
加
し
て

「
第
一
回
F
H
J
・
F
H
A
交
歓
会

が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ク
ラ
メ
ン

ト
で
聞
か
れ
た
。

日
本
か
ら
は
一
O
人
の
女
子
高
生

が
出
席
し
た
が
、
都
立
上
野
忍
岡
高

校
の
佐
藤
さ
ん
は
、
「
あ
る
学
校
で

お
も
し
ろ
い
な
と
思
っ
た
の
は
、
家

庭
経
営
で
、
男
女
が
即
席
の
夫
婦
に

な
っ
て
考
え
た
り
、
家
計
簿
を
つ
け

た
り
し
た
こ
と
」
。

府
立
旭
高
校
の
東
海
林
さ
ん
は
、

「
日
本
で
は
F
H
jが
女
子
だ
け
な

の
が
残
念
で
し
た
。
お
茶
会
の
実
演

の
と
き
、
ま
ず
男
の
子
が
手
を
あ
げ

て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
。

(
F
H
J
H全
国
高
等
学
校
家
庭

ク
ラ
ブ
連
盟
。
ー
は
J
A
P
A
N
)

(
2
・
引
朝
日
)

家
庭
科
は
な
ぜ
女
だ
け
?

教
育
課
程
審
議
会
が
「
家
庭
科
は

女
子
の
み
必
修
」
の
答
申
を
文
部
省

に
出
す
こ
と
が
確
実
と
い
う
情
勢
の

中
で
、
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す

め
る
会
、
行
動
を
起
こ
す
女
た
ち
の

会
、
日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
、
リ
ブ

新
宿
セ
ン
タ
ー
な
ど
十
二
団
体
が
主

催
、
「
家
庭
科
は
い
つ
ま
で
女
だ

け
?
」
の
テ
l
マ
で
、
東
京
の
婦
選

会
館
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
聞
か
れ

た
。
熱
心
な
討
論
の
す
え
、
中
学
・

高
校
の
男
女
共
修
実
施
を
関
係
者
に

要
望
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

家
庭
科
を
生
き
た
心
を
持
つ
人
間

の
し
あ
わ
せ
を
考
え
る
場
と
と
ら
え

た
い
、
と
の
テ
レ
ビ
タ
レ
ン
ト
の
前

回
武
彦
さ
ん
の
話
に
共
感
す
る
人
が

多
か
っ
た
。

{
9
・
U
毎
日
}

や
は
り
男
子
に
も
家
庭
科
を
l
・

調
布
市
の
私
立
・
桐
朋
女
子
高
校

二
年
生
の
十
一
人
が
秋
の
文
化
祭
に

「
女
と
は
、
人
間
と
は
:
:
:
」
と
い

う
大
テ
l
マ
を
掲
げ
た
。

動
機
は
何
か
や
ろ
う
と
す
る
た
び

に
「
女
の
く
せ
に
」
「
女
ら
し
く
」

と
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
ば
へ
の
疑

問
。
自
校
の
ほ
か
、
二
校
の
二
、
三

年
生
合
計
六
百
人
を
対
象
に
実
施
し

た
詳
細
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

「
掃
除
、
洗
た
く
は
女
の
仕
事
」
と
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筈
え
る
男
子
が
七
|
八
割
。
女
生
徒

も
家
庭
を
大
事
に
す
る
夫
よ
り
「
仕

事
を
大
事
に
し
て
家
事
は
し
な
い

夫
」
を
選
ぶ
ケ
l
ス
が
約
半
数
。

「
家
庭
科
の
内
容
を
、
女
が
結
婚

し
て
家
庭
に
入
る
た
め
の
学
科
で
な

〈
、
広
く
生
活
科
と
し
て
の
知
識
を

学
べ
る
よ
う
に
:
:
:
」
と
調
査
報
告

は
結
ん
で
い
る
。

(m-n毎
日
)

女
だ
け
の
家
庭
科
に
抗
議
集
会

教
育
課
程
審
議
会
が
ま
と
め
た

n
高
校
の
女
子
の
み
家
庭
科
必
修
"

の
現
状
維
持
方
針
に
対
し
て
、
〈
家

庭
科
の
女
子
の
み
必
修
に
反
対
す
る

会
〉
主
催
の
抗
議
集
会
が
婦
選
会
館

で
行
わ
れ
、
「
世
界
に
逆
行
す
る
後

ろ
向
き
の
答
申
は
許
せ
な
い
」
と
決

議
し
た
。
半
固
た
つ
子
さ
ん
の
報

告
、
中
山
千
夏
さ
ん
、
ヤ
ン
ソ
ン
・

由
美
子
さ
ん
、
小
沢
遼
子
さ
ん
ら
が

発
言
。
一
橋
大
生
や
女
子
高
生
か
ら

も
、
男
女
共
修
の
必
要
性
が
の
べ
ら

れ

た

。

(

日

・

日

毎

日

)

共
修
で
変
わ
っ
た
男
子
の
意
識

京
都
の
府
立
高
校
は
一
昨
年
春
以

来
、
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
実
施
中

だ
が
、
子
ど
も
の
生
活
状
態
の
時
代

的
変
化
な
ど
を
共
修
す
る
う
ち
、
父

親
の
家
庭
責
任
を
考
え
る
男
子
生
徒

も
出
て
き
た
。

(ロ・

1
読
売
・
シ
リ
ー
ズ
)

男
子
に
家
庭
科
い
ら
ぬ
?

高
校
長
協
会
部
会
が
決
語

「
家
庭
科
を
共
修
に
す
る
と
家
庭

の
健
全
性
は
衰
退
し
、
家
庭
の
本
来

的
機
能
を
危
く
す
る
」
と
"
男
の
論

理
"
で
決
議
。
(
ロ
・
日
毎
日
)

家
庭
科
共
修
「
不
要
請
」
さ
て
・

全
国
高
校
長
協
会
家
庭
部
会
の

「
家
庭
一
般
男
女
共
修
反
対
」
論
が

大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
な
か
、

同
部
会
副
会
長
の
佐
田
彊
氏
と
、
家

庭
科
教
育
研
究
者
連
盟
会
長
の
和
田

典
子
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
の
w
家
庭
科

の
教
育
理
論
"
を
聞
い
た
。

佐
回
目
母
性
教
育
の
重
要
性
を
強

調
し
た
い
。
女
子
高
生
は
心
身
の
発

達
状
況
と
、
結
婚
適
齢
期
を
控
え
、

母
性
と
し
て
の
自
覚
と
使
命
に
め
ざ

め
る
時
。
家
庭
は
老
人
の
や
す
ら
ぎ

の
場
、
子
ど
も
の
人
間
形
成
に
と
っ

て
、
施
設
や
学
校
で
は
代
用
で
き
な

い
情
操
教
育
の
場
だ
。
家
庭
と
は
女

性
を
縛
り
つ
け
る
男
子
専
制
社
会
の

遺
物
、
そ
う
い
う
考
え
は
独
断
と
偏

見
に
満
ち
た
皮
相
の
論
だ
。

和
回
目
家
庭
部
会
は
為
政
者
、
支

配
者
の
立
場
で
教
育
を
考
え
て
い

る
。
良
妻
賢
母
教
育
と
呼
び
か
え
た

ほ
う
が
い
い
よ
う
な
古
い
家
父
長
的

な
家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
育
児

や
家
事
を
女
に
や
ら
せ
る
式
の
発
想

は
、
教
育
を
狭
く
、
皮
相
的
に
と
ら

え
る
も
の
。
高
校
ま
で
の
教
育
の
段

階
で
教
育
の
内
容
に
男
女
差
を
つ
け

る
必
要
は
な
い
。
家
庭
部
会
は
「
男

子
は
各
家
庭
教
育
で
補
足
さ
れ
れ
ば

足
り
る
」
と
し
て
い
る
が
、
し
つ
け

みは
まで
でき
はて
教も

2原
ーれ理
五な霊
円去
18 -"f:f. 
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家
庭
科
論
語
、
慎
重
に

家
庭
科
問
題
は
男
も
台
所
に
立
つ

べ
き
か
否
か
と
い
う
次
元
で
は
な

く
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
な
が
る
複

雑
さ
を
も
っ
。
都
の
高
教
組
婦
人
部

の
試
案
に
よ
る
と
、
家
庭
科
で
「
低

賃
金
高
物
価
の
原
因
を
知
ら
せ
、
生

活
を
ま
も
る
組
織
や
運
動
の
す
す
め

方
」
を
教
え
る
と
い
う
項
目
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
軽
薄
に
論
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
各
方
面
に
お
願

い
し
た
い
。

国
際
婦
人
年
の
ポ
ス
タ
ー
の
一
行

「
男
女
の
ち
が
い
は
認
め
よ
う
。
た

だ
し
差
別
は
い
け
な
い
」
は
家
庭
科

問
題
の
原
点
を
つ
い
た
標
語
と
思
わ

れ
る
。
(
評
論
家
必
歳
上
坂
冬
子
)

(ロ

-n毎
日
)



保
育

〔
保
育
〕

保
育
料
値
上
げ
反
対

十
日
午
後
杉
並
区
立
産
業
館
で
、

約
三
百
人
が
参
加
し
、
反
対
決
起
、

行
政
批
判
の
集
会
(
杉
並
保
育
問
題

連
絡
協
議
会
主
催
}
を
開
い
た
。

港
(
十
四
日
)
練
馬
{
十
七
日
)

品
川
{
二
十
日
)
足
立
(
二
七
日
)

な
ど
、
各
区
で
も
反
対
集
会
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

(
1
・
日
朝
日
}

密
室
保
育
所
完
成

目
黒
区
中
根
に
完
成
し
た
老
人
い

• 
子
育
て

こ
い
の
家
と
学
童
保
育
所
を
兼
ね
た

建
物
は
、
付
近
の
住
民
が
「
子
ど
も

の
遊
び
声
は
う
る
さ
い
」
と
建
設
計

画
そ
の
も
の
に
反
対
だ
っ
た
た
め

に
、
屋
上
を
使
用
せ
ず
窓
も
聞
け
ず

と
い
う
条
件
で
落
成
式
を
迎
え
た
。

学
童
の
父
母
や
指
導
員
は
今
後
と
も

こ
の
条
件
撤
回
運
動
を
続
行
。

(
1
・
日
朝
日
)

だ
ぶ
つ
く
保
母
さ
ん

保
母
確
保
の
た
め
都
下
の
各
市
の

人
事
担
当
者
が
地
方
を
行
脚
し
て
歩

い
た
の
は
昨
年
ま
で
の
話
。
今
年
は

不
況
で
短
大
卒
有
資
格
者
が
本
来
の

職
場
の
保
育
所
へ
も
ど
っ
た
た
め
に

各
市
と
も
募
集
を
大
幅
に
上
回
る
応

募
が
あ
り
、
逆
に
学
校
側
の
依
頼
を

断
わ
る
の
が
担
当
者
の
苦
労
。

(
1
・
n朝
日
)

要
保
育
児
は
百
人
の
う
ち
九
人

札
幌
市
保
育
部
の
実
態
調
査
で
判

明
。
千
人
近
く
が
自
宅
待
機
。
市
は

全
員
収
容
を
め
ざ
し
四
か
所
新
設
す

る。

(
1
・
2
朝
日
)

E

保
育
所
浪
人
一
三
O
人

下
諏
訪
町
で
は
新
年
度
の
保
育
所

入
所
申
込
者
は
定
員
を
一
割
強
上
回

る
予
定
。
選
考
も
れ
に
な
る
保
育
所

浪
人
を
救
う
に
は
保
育
園
の
新
設
が

必
要
だ
が
、
五
三
年
長
野
団
体
の
会

場
の
一
つ
に
な
る
同
町
は
そ
の
準
備

に
追
わ
れ
あ
と
ま
わ
し
。(2
・

m信
毎
)

東
京
都
、
私
立
園
児
へ
の

補
助
金
格
差
是
正
ヘ

定
例
都
議
会
予
算
特
別
委
員
会
の

席
上
、
佐
藤
総
務
局
長
は
、
私
立
幼

稚
園
の
四
歳
児
と
五
歳
児
に
対
す
る

補
助
金
の
格
差
を
解
消
す
る
よ
う
努

力
す
る
と
答
弁
。

(
3
-
m朝
日
)
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幼
稚
園
助
成
ふ
や
す

文
部
省
は
学
校
法
人
認
可
の
基
準

を
大
幅
に
緩
和
す
る
方
針
で
、
現

在
、
学
校
法
人
立
が
四
O
%
に
す
ぎ

な
い
私
立
幼
稚
園
の
学
校
法
人
化
を

図
り
、
公
費
助
成
の
道
を
聞
く
考

え
。
幼
稚
園
問
題
は
、
自
民
党
が
団

地
票
に
食
い
込
む
格
好
の
材
料
と
い

う
思
惑
も
か
ら
み
、
緩
和
幅
に
つ
い

て
は
同
省
と
一
部
自
民
党
の
聞
で
対

立
し
て
い
る
。

(
3
・
U
朝
日
)

保
育
料
す
え
お
き
1

1
日
野
市

"
す
え
お
き
"
を
決
め
た
理
由
は

市
民
間
の
合
意
が
不
十
分
な
た
め
だ

が
岡
市
は
広
報
を
通
し
て
市
財
政
、

値
上
げ
案
の
ガ
ラ
ス
張
り
公
開
、
民

意
の
積
極
的
く
み
上
げ
な
ど
を
行
な

っ
て
き
た
。
そ
の
民
主
的
な
や
り
方

が
w
日
野
方
式
"
と
呼
ば
れ
て
、
他

の
自
治
体
か
ら
注
目
を
集
め
て
い

e令
。

こ
の
決
定
に
よ
っ
て
保
育
料
は
一

九
七
一
年
以
来
す
え
お
き
。
(
4
-
m婦
民
)

幼
児
の
集
団
生
活

札
幌
市
の
「
仲
よ
し
子
ど
も
館
」

は
、
数
年
来
三
千
人
の
"
あ
ぶ
れ
つ

子
"
を
出
し
て
い
る
盛
況
だ
が
、
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市
幼
児
問
題

審
議
会
で
は
、
保
育
所
的
性
椅
よ

り
、
集
団
生
活
に
慣
れ
さ
せ
る
等
、

家
庭
保
育
の
補
完
機
関
と
し
て
の
基

本
線
を
確
認
、
"
あ
ぶ
れ
"
対
策
は

持
ち
越
し
た
。
(
3
・
剖
朝
日
北
海
道
)

*
 

同
館
へ
の
母
親
の
期
待
は
、
市
青

少
年
婦
人
部
の
調
査
に
よ
る
と
「
集

団
生
活
に
慣
れ
さ
せ
る
た
め
」
が
八

二
%
。
入
れ
た
結
果
「
進
ん
で
遊
び

に
加
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
「
決

ま
り
ゃ
約
束
が
守
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
、
効
果
に
満
足
し
て
い
る
。

{
4
・

n朝
日
北
海
道
}

谷
間
の
保
育
園

民
間
保
育
の
草
分
け
と
し
て
六
O

年
の
歴
史
を
持
つ
徳
永
恕
さ
ん
創
設

の
二
葉
保
育
園
は
、
ス
ラ
ム
街
の
太

陽
と
し
て
大
正
五
年
新
宿
南
口
に
造

ら
れ
た
が
、
林
立
す
る
ピ
ル
に
太
陽

を
奪
わ
れ
、
保
育
環
境
の
悪
化
に
耐

え
ら
れ
な
く
な
り
、
調
布
市
に
移
転

が
決
ま
っ
た
。
現
在
保
育
中
の
六
六

人
の
乳
幼
児
の
転
園
先
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

(
6
-
m毎
日
)

北
海
道
の
保
育
白
書

第
一
回
全
道
保
育
団
体
合
同
研
究

集
会
で
、
九
団
体
が
ま
と
め
た
「
白

書
」
を
発
表
。
道
内
の
幼
児
教
育
施

設
は
全
国
最
下
位
、
不
足
を
「
法
外

保
育
所
」
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
が

実
情
と
。

{
6
-
m朝
日
北
海
道
)

保
母
さ
ん
統
一
行
動

」
と
し
は
財
政
難
か
ら
全
国
で
保

育
料
値
上
げ
や
地
方
自
治
体
の
超
過

負
担
な
ど
、
保
育
を
め
ぐ
る
環
境
は

き
び
し
く
、
全
国
の
保
母
さ
ん
が
二

一
日
東
京
九
段
会
館
で
「
全
国
保
育

要
求
統
一
行
動
決
起
集
会
」
を
聞
い

た
。
各
地
か
ら
「
福
祉
し
わ
寄
せ
」

の
実
情
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
東
京

駅
ま
で
デ
モ
行
進
。

(
6
・

n毎
日
}
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保
育
料
値
上
げ
機
構
の
改
革
を

全
国
各
地
で
保
育
料
の
大
幅
引
上

げ
が
進
行
。
二
児
を
預
け
て
い
る
家

庭
で
は
一
挙
に
五
万
円
の
支
出
績
の

人
も
。
保
育
単
価
が
あ
が
る
と
保
育

料
に
は
ね
返
る
仕
組
み
を
改
め
、
両

者
を
切
り
離
し
、
国
の
負
担
で
抜
本

的
解
決
を
は
か
る
べ
き
だ
と
山
中
郁

子
氏
。

(
7
・
9
朝
日
)

保
育
料
ニ

i
六
倍
の
値
上
げ

東
京
特
別
区
保
育
問
題
審
議
会
は

二
日
、
保
育
料
を
二
倍
か
ら
六
・
O

八
倍
に
す
る
案
を
区
長
会
に
答
申
し



た
。
区
長
会
側
は
こ
の
案
を
承
認
す

る
怠
向
だ
が
、
値
上
げ
に
反
対
す
る

父
母
な
ど
関
係
者
は
、
今
後
強
力
な

反
対
運
動
を
展
開
す
る
予
定
。

(
8
・
3
朝
日
)

震
災
用
に
粉
ミ
ル
ク
三
日
分
を
確
保

東
京
都
文
京
区
は
大
震
災
が
起
き

て
社
会
的
機
能
が
マ
ヒ
状
態
に
な
っ

た
と
き
の
た
め
、
各
薬
局
が
常
に
新

鮮
な
粉
ミ
ル
ク
を
一
定
量
「
予
約

口
問
」
と
し
て
確
保
し
て
お
き
、
買
い

占
め
や
価
格
の
高
股
な
ど
の
パ
ニ
ッ

ク
に
そ
な
え
る
と
い
う
「
粉
ミ
ル
ク

確
保
協
定
」
を
薬
局
組
合
と
結
ん

だ。

{
9
・
1
朝
日
)

東
京
都
保
育
料
一
月
か
ら
値
上
げ

二
三
区
内
の
区
、
私
立
保
育
園
の

保
育
料
が
来
年
一
月
か
ら
大
幅
値
上

げ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
値
上
げ

隔
は
答
申
通
り
で
、
無
料
の
生
活
保

護
世
搭
な
ど
を
除
き
、
二
倍
か
ら
最

高
六
・

O
八
倍
。
こ
れ
に
対
し
、
反

対
運
動
を
し
て
き
た
都
保
育
問
題
協

議
会
は
不
満
な
が
ら
も
実
施
を
返
ら

せ
た
こ
と
を
評
価
、
今
後
は
保
育
内

容
の
充
実
を
求
め
て
い
く
。

{
9
・
3
朝
日
)

保
育
所
費
用
国
へ
の
請
求
権
な
し

「
保
育
所
費
用
の
二
分
の
一
は
国

の
負
担
」
と
す
る
児
童
福
祉
法
五
二

条
を
タ
テ
に
超
過
負
担
問
題
で
国
を

訴
え
て
い
た
摂
津
市
に
、
東
京
地
裁

が
「
原
告
請
求
棄
却
」
を
申
し
渡
し

た。
母
親
や
保
母
は
保
育
行
政
の
逆
行

と

大

憤

慨

。

(

ロ

-
U読
売
)

『
子
ど
も
を
生
か
す
保
育
』

北
須
磨
保
育
セ
ン
タ
ー
所
長
守
屋

光
雄
著
。
「
教
え
る
教
育
」
に
替
え

て
「
遊
び
の
教
育
」
を
重
視
。

(
ロ
・
日
朝
日
)

中
央
児
童
福
祉
審
議
会
答
申

「
保
育
所
に
対
す
る
多
様
な
期
待

に
応
え
る
た
め
、
保
育
中
心
主
義
か

ら
幼
児
教
育
に
重
点
を
置
い
た
施
設

に
脱
皮
す
べ
き
」
と
中
間
報
告
を
ま

と
め
早
川
厚
相
に
答
申
。(ロ
-
U朝
日
)

待
機
の
ま
ま
小
学
生
に

小
樽
市
内
の
保
育
園
w
待
機
児
"

が
六
百
人
を
超
え
た
。
一
方
、
幼
稚

園
は
定
員
に
満
た
ず
幼
稚
園
の
n

保

育
化
"
を
望
む
声
が
大
。

(ロ

-m北
海
道
)

一
、
二
歳
児
に
し
わ
寄
せ

大
阪
市
は
新
築
の
保
育
所
の
総
定

数
を
ふ
や
す
一
方
、
て
二
歳
児
の
収

容
数
を
従
来
よ
り
減
ら
し
た
。
て
一
一

歳
児
に
し
わ
寄
せ
し
て
人
件
費
を
食

う
保
母
の
増
加
を
抑
え
た
と
批
判
の

声
は
大
き
い
。
{
ロ

-m朝
日
大
阪
)

『
保
育
所
の
役
割
を
考
え
る
』

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
保
母
の
会

発
行
(
四
百
五
十
円
三
同
会
の
二

十
周
年
記
念
論
文
入
選
十
編
、
佳
作

五
編
を
ま
と
め
た
も
の
。(ロ

-n朝
日
)

仲
よ
し
子
ど
も
館
が
・
変
身
ω

「
子
ど
も
の
健
康
、
体
力
づ
く
り

と
と
も
に
母
親
学
習
も
進
め
る
べ
き

だ
」
と
仲
よ
し
子
ど
も
館
の
将
来
の

あ
り
方
に
つ
い
て
札
幌
市
が
検
討

中
。
母
親
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
、
グ
ル
ー
プ
活
動
、
さ
ら
に

子
ど
も
た
ち
の
遊
戯
の
な
か
に
母
親

も
入
る
こ
と
な
ど
も
必
要
で
は
な
い

か

と

。

(

ロ

-
M北
海
道
)

職
場
保
育
所
の
あ
る
保
育
園

東
京
・
多
摩
市
こ
ぐ
ま
保
育
園
に

は
保
母
さ
ん
の
た
め
の
零
歳
児
保
育

所
が
あ
る
。
保
育
時
間
は
午
前
九
時
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か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
午
後
一
時
半

ま
で
パ

1
ト
が
保
育
し
、
一
時
半
か

ら
四
時
ま
で
は
育
児
時
聞
を
利
用
し

て
母
親
{
保
育
園
の
先
生
)
が
交
代

で
面
倒
を
み
る
。
そ
の
あ
と
は
ま

た
、
別
の
パ

l
ト
が
交
代
す
る
仕
組

み

。

(

ロ

-m読
売
}

「
男
性
保
母
」
も
認
め
て

全
国
で
た
だ
一
人
保
母
の
資
絡
を

も
っ
尼
崎
市
俣
木
泰
夫
さ
ん
{
却
)

に
対
し
、
厚
生
省
は
、
保
母
は
女
性

に
限
る
と
い
う
児
童
福
祉
法
施
行
令

第
一
三
条
に
基
づ
き
「
資
格
無
効
」

と
し
た
。
兵
庫
県
は
、
育
児
を
女
性

だ
け
の
仕
事
と
す
る
児
童
福
祉
法
施

行
令
は
お
か
し
い
と
、
法
改
正
を
国

に
働
き
か
け
る
。

(
7
・
6
斡
日
)

e

保
父
さ
ん
'
来
春
デ
ビ
ュ
ー

世
田
谷
区
は
来
年
春
か
ら
、
区
立

保
育
園
に
男
性
保
育
者
を
正
式
採
用

す
る
方
針
で
、
公
立
保
育
園
と
し
て

は
全
国
で
も
初
め
て
の
試
み
。
同
区

に
は
す
で
に
ア
ル
バ
イ
ト
の
形
で
四

人
の
「
保
父
さ
ん
」
が
い
る
が
、
父

母
の
問
で
は
好
評
、
園
児
た
ち
の
人

気
を
も
集
め
て
い
る
。
「
男
性
も
い

た
方
が
、
教
育
的
に
も
プ
ラ
ス
」
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

(
9
・
引
朝
日
)

保
父
さ
ん
に
，
市
民
権
'

千
葉
県
は
県
単
位
で
実
施
し
て
き

た
保
育
所
の
予
備
保
母
に
対
す
る
雇

用
費
補
助
金
制
度
の
事
業
対
象

に
、
"
保
父
さ
ん
"
を
加
え
る
こ
と

に
決
め
た
。
保
父
さ
ん
を
い
わ
ば
保

育
従
事
者
と
し
て
正
式
に
w
認
知
"

し
よ
う
と
い
う
全
国
で
も
例
の
な
い

試
み
。

(m-m日
経
)

，
保
父
さ
ん
"
天
下
晴
れ
て
公
認

日
陰
の
存
在
だ
っ
た
「
保
父
さ

ん
」
が
来
春
、
天
下
晴
れ
て
認
め
ら

れ
る
。
十
六
日
、
厚
生
省
で
聞
か
れ

た
中
央
児
童
福
祉
審
議
会
で
本
決
ま

り
に
。
全
国
で
百
八
十
人
、
さ
て
名

称
は
?
(
ロ

-
U毎
日
/
朝
日
)

〔
「
障
害
」

児
保
育
〕

障
害
児
保
育
の
灯
消
す
な

先
天
性
心
臓
疾
患
の
孫
娘
の
た
め

に
松
本
市
の
会
社
社
長
が
設
け
た
保

育
室
は
障
害
児
と
普
通
児
の
混
合
保

育
を
続
け
て
き
た
が
、
娘
も
卒
業
、

こ
の
三
月
で
運
営
を
閉
じ
る
。
新
年

度
か
ら
障
害
児
保
育
開
始
の
方
針
を

打
ち
出
し
て
い
た
市
も
財
政
難
で
絶

望
的
と
な
り
、
国
の
存
続
を
希
望
す

る
保
母
と
保
護
者
は
自
主
運
営
を
め

ざ
し
目
下
用
地
を
探
し
て
い
る
。

(--m信
毎
)

機
織
り
で
自
立
を

「
機
織
り
技
術
で
知
恵
遅
れ
の
子

ら
に
自
立
の
道
を
」
と
福
祉
手
工
芸

研
究
会
が
東
京
保
谷
市
に
誕
生
。

発
案
者
の
主
婦
増
田
法
子
さ
ん

(
必
)
は
現
在
創
造
美
術
会
会
友
で
、

小
・
中
・
高
校
家
庭
科
の
先
生
を
対

象
と
し
た
染
色
指
導
を
十
五
年
も
続

け
て
き
た
人
。
集
中
力
の
あ
る
知
恵

遅
れ
の
子
の
優
秀
な
作
品
を
み
る
う

ち
、
「
手
芸
の
技
術
を
子
ど
も
の
う

ち
か
ら
教
え
込
め
ば
自
立
の
道
が
聞

け
る
」
と
自
信
を
深
め
た
と
い
う
。

毛
織
り
機
メ
ー
カ
ー
の
協
力
も
あ
り

四
月
か
ら
「
機
織
り
指
導
者
養
成
教

室
」
を
開
設
す
る
。

(
3
・
3
朝
日
)
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小
学
校
へ
行
か
せ
て

障
害
の
た
め
学
齢
期
に
教
育
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
脳
性
マ
ヒ
者
(
一
一

四
歳
の
女
性
)
が
地
域
の
小
学
校
の

普
通
学
級
に
入
り
た
い
と
闘
争
を
続

け
て
い
る
が
、
市
教
委
ち
学
校
も
拒

否
、
父
母
も
こ
れ
に
向
調
の
動
き
。

現
在
の
教
育
・
教
師
の
あ
り
方
、
身

障
者
の
自
立
な
ど
を
鋭
く
問
い
か
け

る
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

(
6
・

n毎
日
)



五
百
人
以
上
無
学
籍
に

東
京
都
は
四
九
年
度
か
ら
小
・
中

学
校
に
対
す
る
心
身
障
害
児
の
希
望

者
全
員
入
学
に
踏
み
切
っ
た
た
め
、

就
学
猶
予
・
免
除
の
在
宅
の
児
童
・

生
徒
が
学
校
に
「
復
帰
」
し
は
じ
め

て
い
る
。

問
題
は
児
童
福
祉
施
設
に
い
る
子

ど
も
た
ち
で
昨
年
度
の
場
合
五
五
七

人
の
収
容
児
が
「
無
学
籍
」
に
放
置

さ
れ
て
い
る
。
都
は
施
設
に
教
師
を

派
遣
し
て
施
設
内
教
育
の
実
施
を
求

め
て
い
る
が
施
設
側
は
拒
否
。
教
科

指
導
の
内
容
や
職
員
の
待
遇
な
ど
に

問
題
点
が
あ
り
、
都
教
委
と
福
祉
施

設
は
対
立
。
そ
の
と
ば
っ
ち
り
を
受

け
て
い
る
の
は
「
無
学
籍
」
の
ま
ま

の
収
容
児
。

(
7
・
日
朝
日
)

原
因
不
明
1
1こ
の
苦
し
み

〈
先
天
性
四
肢
障
害
児
父
母
の
会
〉

が
生
ま
れ
て
一
年
。
発
足
当
時
の
会

員
は
六
O
人
だ
っ
た
の
が
、
い
ま
二

四
五
人
。
東
京
で
第
二
回
目
の
総
会

を
聞
く
。

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
両
手
は
親
指

以
外
全
部
の
指
が
く
っ
つ
い
た
合
指

症
、
生
ま
れ
つ
き
耳
に
穴
が
な
く
、

小
指
大
の
肉
の
か
た
ま
り
が
つ
い
た

だ
け
の
小
耳
症
な
ど
、
形
成
外
科
で

の
手
術
は
数
回
に
及
ぶ
人
も
少
な
く

な
い
が
、
因
果
関
係
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
サ
リ
ド
マ
イ
ド
児
と
違
い
、

こ
の
会
の
先
天
異
常
児
た
ち
は
「
因

果
関
係
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
理

由
で
、
い
ま
だ
に
救
済
制
度
は
な

い。

(
8
-
m毎
日
)

自
閉
症
児
を
普
通
ク
ラ
ス
で
教
育

北
原
キ
ヨ
さ
ん
{
日
)
は
自
閉
症

児
と
普
通
児
の
混
合
交
流
教
育
を
め

ざ
し
来
春
四
月
、
武
蔵
野
束
小
学
校

を
開
校
す
る
。
「
子
ど
も
サ
イ
ズ
の

社
会
の
中
で
、
集
団
の
刺
激
で
発
達

さ
せ
る
と
い
う
生
活
療
法
は
子
ど
も

か
ら
学
び
ま
し
た
」
と
、
情
熱
を
語

る

。

(

臼

・

l
朝
日
)

保
育
園
に
育
つ
障
害
児
の
記
録

全
国
に
先
が
け
て
障
害
児
の
幼
稚

園
・
保
育
園
の
全
人
制
度
を
と
っ
た

大
津
市
の
朝
日
ケ
丘
保
育
園
児
の
記

録
「
カ
ズ
エ
ち
ゃ
ん
の
二
年
目
』

(
綜
合
者
制
作
)
が
で
き
あ
が
っ
た
。

(
ロ
・
ロ
朝
日
)

〔
子
育
て
〕

意
外
に
孤
独
、
若
い
母
親

「
お
友
だ
ち
に
な
っ
て
下
さ
い
」

乳
幼
児
を
持
つ
母
親
を
対
象
に
し
た

雑
誌
の
文
通
希
望
欄
に
は
毎
月
、
た

く
さ
ん
の
応
募
は
が
き
が
く
る
と
い

う
。
核
家
族
で
、
気
軽
に
育
児
の
相

談
に
の
っ
て
く
れ
る
人
が
周
囲
に
少

な
く
、
雑
誌
の
読
者
の
中
に
友
だ
ち

を
見
ヨ
け
よ
う
、
と
い
う
わ
け
だ
。

子
ど
も
を
か
か
え
た
若
い
お
母
さ
ん

は
、
意
外
に
孤
独
だ
が
文
通
希
望
欄

で
グ
ル
ー
プ
が
で
き
た
例
も
あ
る
よ

う
だ
。

(
5
・
3
朝
日
)

虫
歯
、
二
歳
児
で
四
割
も

板
橋
区
は
日
大
歯
学
部
の
後
援
で

二
歳
児
の
歯
の
検
診
を
実
施
し
た
が

三
七
%
が
虫
歯
。
欧
米
の
五

l
一

O
%
に
比
べ
高
率
。
母
親
へ
の
虫
歯

予
防
教
育
が
必
要
だ
と
関
係
者
。

(
6
・

m毎
日
}

テ
レ
ビ
は
幼
児
の
言
葉
を
奪
う

日
本
精
神
技
術
研
究
所
勤
務
の
岩

佐
京
子
さ
ん
(
犯
)
は
「
テ
レ
ビ
に

子
守
り
さ
せ
な
い
で
』
と
い
う
本
の

中
で
、
「
幼
児
期
に
テ
レ
ビ
の
中
で

育
っ
た
子
ど
も
の
中
に
は
、
言
葉
は

覚
え
る
が
会
話
の
で
き
な
い
例
が
み

ら
れ
る
。
治
療
法
は
w
見
せ
ぬ
、
聞

か
せ
ぬ
"
」
と
警
告
。(
7
・
M
朝
日
)

乳
児
の
，
突
然
死
"
な
ぜ
?

高
橋
悦
二
郎
愛
育
病
院
保
健
指
導

部
長
ら
の
最
近
の
調
査
で
、
千
五
百
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人
に
一
人
の
割
合
で
"
突
然
死
"
が

発
生
、
特
に
四
か
月
児
に
多
発
す
る

こ
と
な
ど
が
わ
か
り
、
今
ま
で
元
気

だ
っ
た
子
の
突
然
死
に
つ
い
て
、
本

格
的
な
研
究
が
始
ま
っ
た
。
突
然
死

は
今
後
も
増
加
の
傾
向
が
あ
る
と
、

警
告
を
発
し
て
い
る
。
(
9
・
8
朝
日
}

絵
本
で
「
男
女
の
役
割
」
否
定

新
聞
を
読
む
お
母
さ
ん
、
料
理
を

す
る
お
父
さ
ん
が
、
絵
本
(
福
音
館
・

『
か
が
く
の
と
も
』
十
一
月
号
)
に

登
場
し
た
。
「
男
・
女
の
イ
メ
ー
ジ

を
破
る
よ
う
な
本
に
し
た
か
っ
た
」

と
編
集
者
。

子
ど
も
た
ち
に
、
役
割
交
代
の
シ

ー
ン
は
ど
う
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
、

今
後
の
調
査
が
ま
た
れ
る
。

(叩・

2
朝
日
)

好
評
・
誕
生
証
書

世
田
谷
区
は
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
を

祝
っ
て
「
寿
・
誕
生
証
書
」
を
発

行
、
一
日
か
ら
戸
籍
課
窓
口
で
、
出

生
届
に
訪
れ
る
区
民
に
手
渡
す
。
事

務
的
に
な
る
あ
ま
り
冷
た
く
感
じ
さ

せ
が
ち
な
役
所
の
印
象
を
よ
く
す
る

た
め
の
試
み
で
、
二
三
区
内
で
は
初

め
て
。
証
書
第
一
号
を
手
に
し
た
米

山
久
司
さ
ん
(
却
)
は
長
女
久
美
子

ち
ゃ
ん
の
出
生
届
で
戸
籍
課
を
訪
れ

「
初
め
は
画
く
ら
っ
た
が
楽
し
い
区

民
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
う
」
と
喜
ん
で

い

た

。

(

日

・

2
読
売
)

母
乳
育
児
の
周
辺

生
物
学
的
に
も
医
学
的
に
も
育
児

は
母
乳
が
望
ま
し
い
が
、
実
際
に

は
、
母
乳
の
化
学
物
質
に
よ
る
汚
染

や
病
院
出
産
の
増
加
で
母
親
と
赤
ち

ゃ
ん
が
切
り
離
さ
れ
る
。
ま
た
、
女

性
を
母
乳
育
児
に
縛
り
つ
け
、
社
会

的
進
出
を
妨
害
す
る
等
い
女
性
の
立

場
と
医
学
、
生
物
学
的
立
場
と
の
不

一
致
が
問
題
。

(
7
・
7
毎
日
)

母
乳
で
育
て
た
い

二
O
年
前
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ

で
七
人
の
主
婦
が
「
母
乳
育
児
を
す

る
入
が
少
な
い
」
こ
と
を
憂
え
て
励

ま
し
合
う
う
ち
、
い
つ
の
ま
に
か
市

民
運
動
に
発
展
し
「
ラ
レ

I
チ
エ
・

リ
l
グ
」
が
で
き
た
。
「
ラ
レ

1
チ

エ
」
と
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
母
乳
」
。

現
在
世
界
四
九
か
国
に
約
六
千
人

の
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
が
横
浜
市
に
住

む
堀
野
弘
子
さ
ん
(
お
)
は
日
本
人

た
だ
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
。
‘
月
一
回
自

宅
で
開
く
会
に
は
口
コ
ミ
で
聞
き
つ

け
た
母
親
た
ち
が
乳
児
を
連
れ
て
や

っ
て
く
る
。
一
回
に
つ
き
二
、
三
百

円
の
お
茶
菓
子
代
を
持
ち
寄
る
だ
け

の
気
楽
な
サ
ー
ク
ル
。
赤
ち
ゃ
ん
を

囲
ん
で
笑
い
が
絶
え
な
い
。
(
m
-
6毎
日
)
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「
母
乳
」
を
見
直
す

晴
乳
類
の
子
は
、
そ
の
親
の
乳
で

育
て
ら
れ
る
の
が
自
然
で
正
し
い
姿

で
あ
る
こ
と
が
、
最
近
見
直
さ
れ
て

き
て
い
る
。
免
疫
学
が
こ
の
こ
と
の

科
学
的
裏
付
け
を
し
よ
う
と
試
み
て

い
る
。
未
熟
児
を
母
乳
で
晴
育
し
た

場
合
の
化
膿
性
髄
膜
炎
の
死
亡
は
、

四
八
年
か
ら
四
九
年
の
未
熟
児
四
六

O
例
の
う
ち
、
一
例
も
な
い
。
産
婦

人
科
病
棟
で
、
自
分
の
乳
で
育
て
よ

う
と
必
死
に
な
る
美
し
い
母
親
の
姿

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

{
H
-
n朝
日
)



、
E
F

、，
AV--

カ
を
た

〔
健
康
〕

風
疹
の
予
防
接
種
と
盲
点

風
疹
の
全
国
的
流
行
で
、
出
産
可

能
年
齢
の
婦
人
は
パ
ニ
ッ
ク
に
近
い

状
況
。国
立
予
防
衛
生
研
究
所
、
宍
戸
麻

疹
ウ
イ
ル
ス
部
長
は
、
「
流
行
周
期

は
七
年
な
の
で
、
十
二
|
十
四
歳
の

女
子
を
中
心
に
接
種
す
る
と
と
も

に
、
結
婚
時
の
抗
体
測
定
を
義
務
づ

け
た
い
」
と
提
言
。

(
4
・
9
朝
日
)

問
題
多
い
豊
胸
整
形

東
京
で
聞
か
れ
た
第
十
九
回
日
本

形
成
外
科
学
会
で
、
日
本
医
大
の
文

入
助
教
授
は
、
妊
娠
前
に
豊
乳
術
を

受
け
た
女
性
が
妊
娠
に
よ
る
乳
腺
の

発
達
で
注
入
物
が
圧
迫
さ
れ
大
き
な

し
こ
り
に
変
化
、
異
常
を
起
こ
し
た

り
、
乳
ガ
ン
の
発
見
が
遅
れ
て
死
ん

だ
実
例
を
報
告
。

ま
た
束
海
大
で
研
究
中
の
タ
イ
国

医
師
が
「
タ
イ
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ

ア
で
豊
乳
術
を
行
な
っ
て
い
る
日
本

人
医
師
が
多
い
。
し
か
も
結
果
の
悪

い
例
が
目
立
つ
」
と
発
言
、
場
内
は

し
ゅ
ん
と
な
っ
た
。

(
4
・

n信
毎
)

お
や
つ
再
点
検
の
映
画
完
成

子
ど
も
の
お
や
つ
を
、
栄
養
と
安

全
性
の
面
か
ら
警
告
し
た
映
画
『
見

な
お
そ
う
わ
が
子
の
お
や
つ
』
が

で
き
た
。
栄
養
面
、
添
加
物
、
一
着
色

料
な
ど
に
つ
い
て
実
験
や
デ
l
タ
を

示
し
て
い
る
。
都
立
立
川
短
期
大
学

食
物
学
科
監
修
、
東
映
株
式
会
社
製

作。

(
6
・

m毎
日
)

卵
巣
ガ
ン
早
期
発
見
の
新
検
査
法

卵
巣
ガ
ン
の
早
期
発
見
に
役
立
つ

と
期
待
さ
れ
る
検
査
法
が
、
大
阪
市

立
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
・
植
田
勝

悶
助
教
授
ら
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
。

卵
巣
ガ
ン
の
疑
い
の
あ
る
患
者
か

ら
少
量
の
血
液
を
と
り
、
血
清
だ
け

を
分
離
陣
。
こ
の
血
清
に
健
康
な
人
の

血
液
と
P
H
A
と
い
う
糠
た
ん
自
の

入
っ
た
培
養
液
の
二
つ
を
混
ぜ
、
血

清
中
の
"
毒
素
"
を
調
べ
る
方
法
だ

が
、
検
査
方
法
が
簡
単
な
こ
と
か
ら

「
将
来
は
集
団
検
診
の
一
つ
の
手
段

と
し
て
役
立
つ
よ
う
に
な
れ
ば
」
と

同
助
教
授
。

(
m
-
4読
売
)

申
告
同
生
を
む
し
ば
む
た
ば
こ

未
成
年
者
の
喫
煙
が
年
々
増
え
、

し
か
も
お
そ
ろ
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
低
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年
齢
化
し
て
い
る
。

W
H
O
は
教
育

の
重
要
性
を
説
き
、
教
育
者
が
青
少

年
向
け
の
た
ば
こ
の
害
の
教
材
を
製

作
す
る
よ
う
勧
告
し
て
い
る
。

ト
ル
エ
ン
遊
び
ゃ
喫
煙
と
の
「
さ

よ
な
ら
運
動
」
を
提
唱
、
ス
ラ
イ
ド

を
製
作
し
て
い
る
北
沢
杏
子
さ
ん
は

「
喫
煙
し
て
い
る
生
徒
に
は
生
徒
な

り
の
内
面
的
な
問
自
が
あ
る
は
ず
。

そ
れ
を
引
き
出
し
て
自
己
認
知
さ
せ

る
の
が
大
切
」
と
い
う
現
場
指
導
教

師
の
話
に
共
鳴
。

(m-ロ
読
売
)

ご
注
意
!

類
人
猿
に
似
て
き
ま
す

財
団
法
人
・
姿
勢
研
究
所
の
姿
勢

と
腰
痛
と
の
関
連
調
査
に
よ
る
と
、

神
奈
川
県
大
井
町
の
十
七
歳
以
上
の

全
住
民
(
六
、
九
七
六
人
)
の
調
査

結
果
で
は
、
腰
痛
を
訴
え
る
人
は
男

女
と
も
二
二
%
前
後
で
、
年
代
別
に

は
七
O
代
以
上
の
四
六
%
が
高
い
。

男
女
で
腰
痛
の
出
方
が
遠
い
、
痛
み

の
原
因
が
ハ
ツ
キ
リ
し
て
い
る
の
は

男
性
、
「
特
に
理
由
が
な
い
」
人
が

多
い
の
は
女
性
。
京
大
の
佐
野
裕
司

さ
ん
ら
は
女
性
と
ハ
イ
ヒ
ー
ル
や
衣

服
の
影
響
を
、
早
大
の
伊
藤
秀
三
郎

教
授
は
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
に
よ
る

肩
の
変
形
を
あ
げ
「
股
関
節
や
膝
が

ま
が
る
と
類
人
猿
に
似
て
く
る
」
と

指

摘

。

(

日

・

3
読
売
)

子
宮
ガ
ン
・
市
ぐ
る
み
追
放
"

千
葉
県
我
孫
子
市
の
主
婦
の
受
診

率
は
七
O
%
(
全
国
平
均
八
%
)
と

抜
群
の
日
本
一
。
市
役
所
で
た
だ
一

人
の
女
性
課
長
、
別
府
孝
子
さ
ん
ら

が
市
長
を
く
ど
き
無
料
化
し
た
成

果

。

(

ロ

・

1
読
売
)

〔
避
妊
・
妊
娠
・
出
産
〕

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
使
用
制
限

米
食
品
医
薬
品
局
は
、
経
口
避
妊

と
更
年
期
障
害
治
療
に
使
わ
れ
て
い

る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
を
、
子
宮
ガ
ン
原

因
の
疑
い
が
強
い
と
し
、
厳
し
い
使

用
制
限
を
発
表
。
全
米
一
千
万
人
に

及
ぶ
、
岡
山
楽
含
有
の
ピ
ル
服
用
女
性

に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。

(
1
・
2
信
毎
)

五
つ
子
謹
生
と
排
卵
誘
発
剤

東
京
都
の
山
下
紀
子
さ
ん
、
極
小

未
熟
児
の
五
つ
子
を
出
産
、
母
子
と

も
経
過
は
良
好
。

(
2
・
2
各
紙
)

申

こ
の
わ
が
国
初
の
記
録
を
も
た
ら

し
た
の
は
、
「
排
卵
誘
発
剤
」
。
卵
胞

刺
激
ホ
ル
モ
ン
主
剤
で
、
効
能
は
よ

い
が
、
排
卵
を
も
た
ら
す
量
は
ま
ち

ま
ち
で
、
多
胎
児
発
生
が
多
い
。
昨

秋
か
ら
健
保
扱
い
と
な
り
、
今
ま
で

の
月
二

l
三
万
円
と
い
う
負
担
は
軽

減
さ
れ
た
が
、
卵
巣
膨
張
、
腹
水
な

ど
副
作
用
は
多
い
。

(
2
・
3
朝
日
)

母
乳
水
銀
調
査
の
結
果
を
公
表
せ
ず

厚
生
省
が
四
九
年
度
に
固
と
し
て

初
の
調
査
、
五
O
年
六
月
に
結
果
が

出
た
の
に
な
ぜ
か
未
公
表
。
調
査
を

ま
と
め
た
国
立
公
衆
衛
生
院
母
子
小

児
衛
生
学
部
林
部
長
は
、
総
論
と

し
て
は
「
そ
れ
ほ
ど
心
配
は
な
い
が

安
心
と
は
い
え
な
い
。
水
銀
は
P
C

B
と
は
逆
に
母
乳
に
は
あ
ま
り
出
な

い
が
胎
児
に
移
行
す
る
。

P
C
B
同

様
、
健
康
診
査
や
保
健
指
導
が
必

要
」
と
語
っ
て
い
る
が
。{3
・
日
朝
日
)
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ピ
ル
の
発
が
ん
性

酢
酸
メ
ゲ
ス
テ
ロ
i
ル
を
合
む
一

部
の
ピ
ル
に
疑
い
が
あ
り
、
英
国
で

は
昨
年
末
、
メ
ー
カ
ー
が
製
品
を
回

収
。
日
本
で
も
山
之
内
製
薬
「
ノ
パ

ー
ル
」
、
明
治
製
薬
「
サ
ピ
ロ
ン
」

が
回
収
さ
れ
た
。

酢
酸
メ
ゲ
ス
テ
ロ
l
ル
の
発
が
ん

性
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
が
発
が

ん
位
が
な
い
と
も
い
え
な
い
。
医
師

が
副
作
用
を
念
頭
に
お
い
て
使
う
限

り
問
題
は
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

(
3
・

m朝
日
)



妊
婦
に
禁
物
、
魚
の
食
べ
過
ぎ

都
立
荏
原
病
院
産
婦
人
科
の
研
究

グ
ル
ー
プ
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
新
生

児
の
血
液
中
の
水
銀
量
は
母
体
の
血

液
中
よ
り
約
二
倍
も
多
い
こ
と
、
母

親
が
魚
好
き
の
場
合
、
そ
の
血
液
や

頭
髪
中
の
水
銀
量
は
、
魚
好
き
で
な

い
母
親
の
二
倍
を
超
え
る
こ
と
が
二

九
日
ま
で
に
わ
か
っ
た
。

血
液
中
の
水
銀
濃
度
は
、
二
一
例

中
一
九
例
で
新
生
児
の
ほ
う
が
母
親

よ
り
高
く
、
最
高
は
八
・
三
倍
。

(
4
・
泊
朝
日
)

六
つ
子
、
残
る
は
三
人

神
戸
で
生
ま
れ
た
六
つ
子
の
う
ち

の
一
人
が
十
八
日
死
亡
。
体
重
は
出

生
時
五
五

0
グ
ラ
ム
、
七
六
時
間
三

九
分
の
生
涯
だ
っ
た
。
第
一
子
は
初

乳
を
飲
み
、
泣
き
声
も
あ
る
が
、
他

の
二
人
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
態
。

{
9
-
m朝
日
)

ビ
タ
ミ
ン
C
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
?

五
つ
子
の
誕
生
で
排
卵
誘
発
剤
が

注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
誘
発
剤
だ
け

で
は
効
果
の
な
か
っ
た
女
性
に
ビ
タ

ミ
ン

C
を
い
っ
し
ょ
に
飲
ま
せ
る

と
、
高
率
で
排
卵
、
妊
娠
す
る
こ
と

が
群
馬
大
産
婦
人
科
の
五
十
嵐
正
男

教
授
の
研
究
で
わ
か
っ
た
。
(
5
・
U
毎
日
)

ア
ル
コ
ー
ル
点
滴
陣
痛
の
抑
制
効
果

出
産
直
前
の
妊
産
婦
の
体
内
に
ア

ル
コ
ー
ル
を
点
滴
し
て
n

酒
酔
い
状

態
"
に
す
る
と
、
陣
痛
が
抑
え
ら
れ

る
|
|
三
日
、
前
橋
市
で
関
か
れ
た

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
関
東
地
方
部

学
会
の
「
日
中
分
娩
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
で
臨
床
実
験
結
果
が
報
告
さ
れ

た。

(
m
-
4東
京
)

排
卵
誘
発
剤
に
警
鐘

多
胎
児
の
誕
生
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ツ

プ
さ
れ
た
「
排
卵
誘
発
剤
」
の
乱
用

に
警
鐘
を
鳴
ら
す
調
査
結
果
が
こ
の

ほ
ど
神
戸
市
で
聞
か
れ
た
日
本
不
妊

学
会
総
会
で
報
告
さ
れ
た
。

東
北
大
医
学
部
産
婦
人
科
教
室
・

平
野
睦
男
講
師
が
全
国
の
大
学
病

院
、
市
中
の
主
な
病
院
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
り
、
回
窓
口
を
寄
せ
た
九
九
病

院
の
う
ち
誘
発
剤
使
用
の
大
学
病
院

五
五
、
市
中
病
院
三
八
の
結
果
を
分

析
し
た
。

副
作
用
を
認
め
て
い
る
の
は
大
学

病
院
の
八
八
%
、
市
中
病
院
の
六

六
%
。
副
作
用
は
主
に
卵
巣
が
は
れ

る
卵
巣
腫
大
(
し
ゆ
だ
い
)
な
ど
。

(日・

6
朝
日
)

排
卵
誘
発
剤
に
高
ま
る
関
心
と
不
安

五
つ
子
誕
生
を
き
っ
か
け
に
産
婦

人
科
に
「
ぜ
ひ
私
も
使
い
た
い
」
と

い
う
女
性
が
か
け
つ
け
、
各
病
院
は

排
卵
誘
発
剤
の
確
保
に
ひ
と
苦
労
。

不
妊
女
性
の
う
ち
排
卵
誘
発
剤
が

有
効
な
の
は
、
排
卵
・
月
経
が
定
期

的
に
な
い
人
だ
け
で
、
こ
う
し
た
ケ

ー
ス
は
二
、
三
O
%
。
排
卵
率
・
妊

娠
率
は
か
な
り
高
い
が
、
一
方
、
卵

巣
が
は
れ
る
、
腹
水
が
た
ま
る
、
腹

が
痛
む
な
ど
の
副
作
用
も
あ
る
。

慶
応
大
学
の
飯
塚
教
授
は
「
慎
重

な
う
え
に
も
慎
重
な
使
用
が
望
ま
れ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。(ロ・

2
毎
日
)

新
生
児
糞
だ
ん
の
光
療
法
に
警
告

遺
伝
子
を
こ
わ
す
恐
れ
が
あ
る

と
、
同
志
社
大
・
西
岡
助
教
授
(
生

物
化
学
}
が
警
告
。
(
ロ

-m朝
日
)

性
や
遺
伝
の
相
談
所
開
設

性
問
題
を
中
心
に
相
談
と
医
療
を

直
結
さ
せ
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
サ

ー
ビ
ス
が
東
京
・
渋
谷
の
日
赤
医
療

セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
。
予
約
は

電
話
(
四
O
O
t
一
三
一
一
内
二

八
四
四
)
で
。
(
ロ
・
日
朝
日
)
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〔
添
加
物
・
薬
害
〕

米
に
比
べ
て
遅
い
対
応

発
ガ
ン
性
の
疑
い
で
米
食
品
医
薬

局
は
赤
色
2
号
使
用
禁
止
を
発
表
。

日
本
の
厚
生
省
は
未
判
定
。
二
年
前

の
赤
1
0
4号
同
様
メ
ー
カ
ー
自
主

生
産
中
止
を
待
つ
気
か
。
現
在
食
品

に
許
可
さ
れ
て
い
る
タ
l
ル
系
合
成

着
色
料
は
赤
2
、
3
、
1
0
2、
1

0
4
、
1
0
5
、
1
0
6
号
、
黄

4
、
2
号
、
緑

3
号
、
青
l
、
2

号
。
天
然
色
素
に
も
サ
ボ
テ
ン
に
つ

く
エ
ン
ジ
虫
か
ら
取
る
も
の
も
あ
り

安
心
と
い
え
ぬ
。

(
2
・
問
中
日
)

ま
ぎ
ら
わ
し
い
食
品
表
示

安
全
な
食
品
を
望
む
消
費
者
の
願

い
に
つ
け
こ
ん
で
「
自
然
」
「
天
然
」

の
表
示
を
す
る
業
者
が
多
い
た
め
、

公
正
取
引
委
員
会
は
、
さ
き
ご
ろ
こ

の
種
の
表
現
の
運
用
規
準
を
作
成
。

「
ま
ぎ
ら
わ
し
い
表
示
を
す
る
よ
り
、

無
添
加
・
無
農
薬
で
い
い
で
は
な
い

か
」
と
の
声
も
出
て
い
る
。
(m
・
お
朝
日
)

ポ
リ
プ
口
食
器
か
ら
B
H
T
港
出

学
校
給
食
の
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製

食
器
に
遺
伝
性
毒
性
の
疑
い
が
あ
る

酸
化
防
止
剤
B
H
T
(プ
チ
ル
・
ヒ

ド
ロ
キ
シ
ン
・
ト
ル
エ
ン
)
が
含
ま

れ
て
い
て
問
題
に
な
っ
た
が
、
東
京

都
衛
生
研
究
所
は
二
五
日
ま
で
に
同

じ
ポ
リ
プ
ロ
製
の
一
般
家
庭
用
食

器
、
カ
レ
ー
な
ど
調
理
済
み
の
レ
ト

ル
ト
食
品
の
包
装
材
を
調
査
。

肝
臓
肥
大
や
突
然
変
異
誘
発
の
疑

い
も
あ
る
有
機
溶
剤
、

B
H
T
が
最

高
4
p
p
m溶
出
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
改
め
て
ポ
リ
プ
ロ
製
品

の
安
全
性
が
論
議
を
呼
び
そ
う
だ
。

(
H
-
m読
売
}

十
年
後
は
奇
形
児
二
O
%
?

ミ
カ
ン
が
大
豊
作
で
出
荷
し
き
れ

ず
陪
葉
。
こ
れ
を
食
べ
た
サ
ル
の
中

か
ら
奇
形
サ
ル
が
生
ま
れ
た
。
ア
メ

リ
カ
の
学
者
は
「
十
年
後
、
日
本
で

生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
う
ち
二
O
%

が
奇
形
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
警
告
。

(ロ・

1
毎
日
)

あ
ぶ
な
い
化
粧
品

皮
膚
が
か
ぶ
れ
た
り
、
黒
ず
ん
だ

り
し
た
た
め
皮
膚
科
に
く
る
患
者
一

六
O
人
に
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
(
塗
り
つ

け
る
試
験
)
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
化

粧
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
タ
l
ル
系

色
素
、
酸
化
防
止
剤
、
界
面
活
性

剤
な
ど
が
原
因
と
わ
か
っ
た
。
な
か

で
も
ほ
お
紅
な
ど
に
含
ま
れ
る
赤
色

2
1
9号
が
"
要
注
意
"
。
「
化
粧

品
は
皮
膚
を
健
康
に
保
つ
も
の
で
は

な
く
、
化
粧
品
の
中
の
酸
化
防
止
剤

や
色
素
に
よ
っ
て
、
か
ぶ
れ
、
黒
皮

病
を
起
こ
す
例
が
少
な
く
な
い
」
と
、

日
本
消
費
者
連
盟
の
公
開
講
座
で
大

阪
大
学
医
学
部
皮
膚
科
の
岡
代
実
助

手
が
指
摘
。

厚
生
省
で
も
二
か
月
前
か
ら
こ
の

色
素
を
含
む
化
粧
品
の
新
規
許
可
は

ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。

(ロ

-m朝
日
/
ロ
・
げ
中
日
)
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イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
等
に
安
全
基
準

食
品
衛
生
調
査
会
は
、
製
造
の
際

の
殺
菌
の
仕
方
、
食
品
中
の
油
の
変

質
具
合
、
容
器
の
規
格
、
流
通
段
階

で
の
保
存
方
法
ま
で
細
か
い
基
準
を

ま
と
め
早
川
厚
相
に
答
申
、
遅
ま
き

な
が
ら
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
に

初
の
安
全
基
準
が
ひ
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
実
施
は
八
月
か
ら
。

(
ロ
・
時
朝
日
)

ソ
ー
セ
ー
ジ
の
着
色
料
や
め
よ

安
全
食
品
連
絡
会
{
一
二
消
費
者

団
体
が
参
加
)
は
、
「
ソ
ー
セ
ー
ジ

の
J
A
S
(
日
本
農
林
規
格
)
は
着

色
料
を
認
め
な
い
で
ほ
し
い
」
と
農

林
大
臣
あ
て
の
要
望
書
を
提
出
。

(
ロ
・
泊
朝
日
)



活
動

〔
グ
ル
ー
プ
活
動
〕

松
本
市
島
内
地
区
で
は
昨
年
暮

れ
、
消
費
者
団
体
、

P
T
A
、
農
協

婦
人
部
な
ど
の
代
表
六
O
人
が
家

庭
、
生
活
、
労
働
、
健
康
の
四
分
科

会
に
わ
か
れ
て
話
し
合
っ
た
結
果
、

ま
ず
「
子
ど
も
の
時
か
ら
家
事
分
担

を
」
と
結
論
。

家
事
を
す
る
子
は
意
欲
も
集
中
力

も
あ
り
、
勉
強
が
で
き
る
子
に
な
る

こ
と
も
わ
か
っ
た
。

皆
で
家
事
を
分
担
し
よ
う(--m信

毎
)

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
女
性
チ
l
ム

十
九
人
の
チ
l
ム
が
苫
小
牧
で
誕

生
。
往
年
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選

手
権
者
な
ど
も
い
て
男
性
も
舌
を
巻

く
ほ
ど
。
平
均
年
齢
は
二
七
、
八

歳。

(
2
-
m朝
日
)

女
だ
け
の
放
送
局

三
月
三
日
、
文
化
放
送
が
二
四
時

間
の
特
集
を
。
ニ
ュ
ー
ス
も
D

Jも

オ
l
ル
女
性
で
突
っ
走
る
。
臨
時
編

集
局
長
は
佐
々
木
久
子
さ
ん
。

{
2
-
U朝
日
)

廃
物
で
オ
モ
チ
ヤ
展

松
本
市
の
育
児
休
暇
中
の
保
母
さ

ん
八
人
、
半
年
が
か
り
で
知
恵
と
創

意
工
夫
を
こ
ら
し
た
手
作
り
オ
モ
チ

ヤ
展
を
聞
く
。
材
料
は
徹
底
的
に
廃

物
利
用
。
王
冠
が
車
輸
の
自
動
車
な

ど
、
安
全
で
、
発
育
に
応
じ
て
機
能

発
達
を
促
す
愉
快
な
オ
モ
チ
ヤ
に
子

ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。(
3
・
3
信
毎
)

「
夫
」
な
ど
を
テ
l
マ
に
学
習

渋
谷
区
内
の
婦
人
学
級
な
ど
の
卒

業
生
が
自
主
的
に
つ
く
っ
て
い
る
自

主
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
が
学
習
発

表
会
を
。
テ
ー
マ
は
公
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ

が
「
夫
」
研
究
グ
ル
ー
プ
は
「
空
気

の
よ
う
に
当
然
と
思
っ
て
暮
ら
し
て

い
た
夫
婦
の
関
係
」
を
解
析
、
柔
軟

な
包
容
性
が
も
っ
と
必
要
と
結
論
。

(
3
・
5
朝
日
)

満
州
事
変
を
研
究

日
本
史
を
学
ぶ
札
幌
市
内
の
主
婦

グ
ル
ー
プ
約
二

O
人
が
満
州
事
変
当

時
の
新
聞
を
丹
念
に
調
べ
あ
げ
、
B

4
判
一
五
ペ
ー
ジ
の
レ
ポ
ー
ト
を
完

成。

{
3
・
刊
朝
日
)
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点
字
の
唱
致
集
を
完
成

墨
田
区
内
の
主
婦
を
中
心
と
す
る

点
字
奉
仕
員
グ
ル
ー
プ
〈
す
み
だ
点

訳
学
習
会
ひ
か
り
〉
十
四
人
の
労

作。
メ
ン
バ
ー
は
同
区
が
半
年
間
行
な

っ
た
「
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
」

の
修
了
生
で
「
せ
っ
か
く
苦
労
し
て

得
た
技
術
だ
か
ら
、
も
っ
と
勉
強
し

て
目
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
た
め
、

役
立
て
よ
う
」
と
学
習
会
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

二
百
曲
を
選
ん
で
、
一
人
二
0
ペ

ー
ジ
く
ら
い
ず
つ
分
担
、
「
春
の
小

川
」
「
花
火
」
「
冬
景
色
」
な
ど
、
タ

イ
ト
ル
と
作
調
者
、
歌
調
が
点
訳
さ

れ
て
い
る
。

(
4
-
m朝
日
)

ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ

わ
が
子
を
の
び
の
び
遊
ば
せ
る
母

親
の
グ
ル
ー
プ
〈
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ

プ
・
ジ
ャ
ン
プ
〉
が
町
岡
市
に
誕

生
。
メ
ン
バ
ー
十
六
人
。
各
地
で
誘

演
会
、
学
習
会
、
音
楽
会
な
ど
を
聞

い
て
一
人
で
も
多
く
の
母
親
の
参
加

を
よ
ぴ
か
け
る
。

(
6
-
m毎
日
)

目
黒
川
を
探
る

目
黒
区
の
「
主
婦
大
学
講
座
・
自

然
科
学
教
室
」
の
マ
マ
さ
ん
生
徒
が

目
黒
川
の
汚
染
状
況
を
調
査
。
全
調

査
地
点
の
溶
存
酸
素
量
が
低
く
、
死

の
川
の
実
態
に
驚
い
た
。(7
・
7
毎
日
)

女
性
パ
イ
ロ
ッ
ト
リ
レ
l
飛
行

日
本
婦
人
航
空
協
会
は
設
立
二
五

周
年
を
記
念
、
日
本
一
周
リ
レ
l
飛

行
を
計
画
。
昨
年
ア
メ
リ
カ
の
女
性

だ
け
の
五
千
キ
ロ
大
陸
横
断
レ
l
ス

に
参
加
、
思
い
き
り
飛
ん
だ
感
激
を

わ
か
ち
た
い
、
と
理
事
長
の
及
位

(
の
ぞ
き
)
さ
ん
。

(
7
・
U
信
毎
)

羽及
岡位
を野
飛衣
gさ*
ん
つは
て
か七
ら月
九二
日五
目日

の
二
日
、
無
事
調
布
飛
行
場
に
す
べ

り
込
み
、
女
性
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
よ
る

日
本
一
周
飛
行
を
達
成
。(8
・
3
朝
日
)

婦
人
の
人
権
を
守
り
ま
し
ょ
う
H

〈
婦
人
の
人
権
を
守
る
会
〉
は
今

年
二
月
「
婦
人
問
題
を
千
葉
県
単
位

で
考
え
、
解
決
し
て
い
く
」
目
的
で

結
成
。
会
員
は
主
婦
、
教
師
、
弁
護

士
、
看
護
婦
な
ど
約
三
O
名
。
代
表

は
弁
護
士
の
渥
美
雅
子
さ
ん
。

渥
美
さ

U
の
事
務
所
で
月
二
回
勉

強
会
を
聞
い
て
い
る
が
、
四
月
の
婦

人
週
間
に
は
「
男
性
と
共
に
婦
人
問

題
を
語
る
会
」
を
開
催
。
保
育
や
教

育
は
個
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

行
政
や
企
業
の
協
力
の
中
で
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
な

ど
二
致
し
た
意
見
"
も
出
る
楽
し

い
座
談
会
だ
っ
た
。
悩
み
の
あ
る
人

の
"
駆
け
込
み
寺
"
の
役
目
も
果
た

し
て
い
る
。

(
8
-
m毎
日
)

自
主
運
営
で
託
児
所
を
聞
く
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家
庭
に
入
っ
て
も
通
信
教
育
を
受

け
続
け
る
人
に
と
っ
て
、
ス
ク
ー
リ

ン
グ
期
間
の
託
児
は
悩
み
の
種
。
自

分
た
ち
で
ど
う
に
か
し
よ
う
と
慶
応

大
学
通
信
部
の
マ
マ
さ
ん
学
生
が
協

力
し
合
っ
て
託
児
所
を
聞
い
た
。
今

後
は
公
認
へ
働
き
か
け
て
い
く
と
い

う
。
通
信
制
の
あ
る
都
立
上
野
高
校

に
は
公
費
の
託
児
室
が
あ
り
、
好
評

で
あ
る
。

(
8
-
M朝
日
)

自
己
を
さ
ら
し
て

l
i

〈
国
際
婦
人
年
を
き
っ
か
け
と
し

て
行
動
を
起
こ
す
女
た
ち
の
会
〉
は

八
日
、
九
日
「
性
を
語
ろ
う
」
と
い

う
テ
l
マ
で
合
宿
。

参
加
者
は
五
O
人
。
男
性
二
人

(
一
人
は
ア
メ
リ
カ
人
}
。
一
六
歳
か

ら
五
三
歳
ま
で
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
の

女
た
ち
が
"
性
"
に
ま
つ
わ
る
体

験
、
疑
問
、
不
満
等
、
赤
裸
々
に
語

り
合
っ
た
。

(
8
・
U
婦
民
)



幼
児
の
事
故
を
へ
ら
す

〈
ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス
の
会
〉

東
京
都
大
田
区
の
池
上
署
で
組
織

し
た
〈
ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス
の
会
〉
が
幼

児
の
事
故
防
止
に
効
果
を
上
げ
て
い

る
。
母
親
が
こ
の
会
に
加
入
し
て
い

る
家
庭
の
子
ど
も
の
事
故
は
、
未
加

入
の
家
庭
の
子
の
十
分
の
一
以
下
、

こ
の
輸
を
も
っ
と
広
げ
た
い
と
同

署。

(
9
・

m朝
日
)

福
祉
施
設
で
休
日
奉
仕

「
婦
人
が
安
心
し
て
働
け
る
社
会

の
建
設
」
を
目
的
に
手
に
職
を
も
っ

女
性
た
ち
が
四
三
年
に
つ
く
っ
た
の

が
〈
働
く
婦
人
の
会
〉
。

職
種
別
に
、
さ
く
ら
(
美
容
師
)
、

な
で
し
こ
(
看
護
婦
・
助
産
婦
)
、

す
み
れ
(
事
務
員
・
応
員
)
、
あ
や

め
(
セ
ー
ル
ス
ク
l
マ
ン
)
、
つ
つ

じ
(
工
員
・
給
食
婦
な
ど
て
た
ん

ぽ
ぽ
{
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
て
な
ず

な
(
ホ
ス
テ
ス
)
、
ひ
ま
わ
り
{
デ

ザ
イ
ナ
ー
)
の
八
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
だ
が
、
行
政
に
対
し
、
婦
人
の
地

位
向
上
の
た
め
の
請
願
、
陳
情
活
動

も
行
な
っ
て
お
り
、
会
員
は
都
内
に

二
、
五
O
O
人。

(
9
・
2
毎
日
)

女
性
グ
ル
ー
プ
の
問
題
点
は

つ
女
の
集
ま
り
"
と
い
え
ば
と
か

〈
|
|
」
と
言
わ
れ
が
ち
な
女
性
グ

ル
ー
プ
。
そ
ん
な
中
で
「
十
七
年
続

い
て
い
ま
す
」
と
胸
を
張
る
〈
こ
だ

ま
の
会
〉
(
読
売
「
赤
で
ん
わ
」
投

稿
者
グ
ル
ー
プ
)
が
研
修
会
を
聞
い

た
。
社
会
心
理
学
の
立
場
か
ら
「
と

す
)
|
」
を
解
き
明
か
す
た
め
に

迎
え
た
自
治
医
大
教
授
滝
沢
清
人
さ

ん
は
、
「
空
中
分
解
の
大
き
な
原
因

と
し
て
、
他
人
を
認
め
な
い
自
己

愛
・
す
ぐ
に
や
め
て
し
ま
う
・
力
強

い
リ
ー
ダ
ー
の
不
在
、
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
語
り
、
「
欧
米
の

女
性
集
団
は
w

勉
強
"
の
段
階
を
経

て
w
社
会
奉
仕
"
を
目
ざ
し
て
い
る
。

日
本
で
も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と

結
ん
だ
。

(m
・
2
読
売
)

保
険
証
悪
用
の
医
師
を
告
発
、
逮
捕

〈
手
塚
市
医
療
を
考
え
る
会
〉
結

成
の
き
っ
か
け
は
、
端
山
慶
子
さ
ん

の
小
一
の
娘
の
イ
ボ
治
療
で
皮
膚
科

医
師
か
ら
「
保
険
は
き
か
な
い
」
と

二
万
四
千
円
請
求
さ
れ
た
こ
と
へ
の

疑
問
か
ら
。

医
療
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
知
ろ
う

と
仲
間
四
人
で
会
を
つ
く
り
、
医
師

会
、
企
業
の
健
保
組
合
、
行
政
な
ど

を
訪
ね
て
勉
強
。
先
の
医
師
が
端
山

さ
ん
の
夫
を
架
空
の
患
者
に
仕
立
て

て
い
た
事
実
を
発
見
、
横
浜
地
検
に

告
発
と
な
っ
た
も
の
。
同
医
師
は
一

八
八
人
分
、
計
一

O
四
万
七
千
円
の

診
療
報
酬
を
だ
ま
し
取
っ
て
い
た
。

(日・

3
毎
日
}

三
年
目
の
ミ
ニ
コ
ミ
セ
ン
タ
ー

女
の
問
題
を
考
え
る
情
報
セ
ン
タ

ー
を
つ
く
ろ
う
と
札
幌
の
リ
ブ
た
ち

が
〈
ひ
ら
ひ
ら
〉
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
の
が
四
九
年
十
二
月
。
現
在
、
喫

茶
庖
の
売
上
げ
で
カ
バ
ー
す
る
な
ど

し
て
六
人
の
女
性
が
運
営
、
約
三
O

O
種
の
ミ
ニ
コ
ミ
を
扱
っ
て
い
る
。

(ロ

-m北
海
道
)

〈
性
差
別
を
聞
い
直
す
会
〉
発
足

男
性
も
会
員
に
ま
じ
え
て
婦
人
問

題
を
考
え
る
会
が
、
京
阪
神
地
方
を

中
心
に
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い

る
。
主
唱
者
は
京
都
・
神
戸
・
高
知

の
女
性
弁
護
士
三
人
と
大
学
教
授
、

評
論
家
の
伊
地
知
優
子
さ
ん
ら
。

大
衆
運
動
に
理
論
的
な
問
題
提
起

を
し
て
い
く
の
が
担
い
。(ロ
-
U読
売
)

学
校
給
食

|
1画
一
化
が
不
安
で
す

長
野
県
上
岡
市
で
は
今
、
大
規
模

給
食
セ
ン
タ
ー
(
一
万
五
千
食
)
の
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建
設
計
画
が
進
行
中
。

〈
上
岡
市
学
校
給
食
を
考
え
る
会
〉

は
四
九
年
発
足
し
た
母
親
た
ち
三
O

人
の
グ
ル
ー
プ
。
給
食
問
題
に
こ
だ

わ
り
、
運
動
を
続
け
て
き
た
理
由
を

メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
武
重
さ
ん
(
犯
)

は
「
子
ど
も
の
食
生
活
は
そ
の
ま
ま

健
康
問
題
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
母
親

の
責
任
だ
」
と
説
明
す
る
。

今
年
十
一
月
に
は
各
方
面
と
話
し

合
い
〈
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
反
対
の

市
民
協
議
会
〉
を
結
成
。
反
対
運
動

を
展
開
中
。
(
ロ
・
日
毎
日
)

〈
婦
人
の
翼
〉
が
中
国
友
好
訪
問
団

松
岡
洋
子
さ
ん
を
団
長
と
す
る
一

三
七
人
の
〈
日
中
友
好
婦
人
の
翼
訪

中
団
〉
が
一

O
目
、
上
海
、
蘇
州
、

無
鎮
、
南
京
、
北
京
の
見
学
訪
問
に

飛
び
立
っ
た
。
設
楽
ヨ
シ
子
さ
ん

{
婦
民
ク
ラ
ブ
)
ら
は
、
「
毛
主
席
、

周
首
相
ら
亡
き
あ
と
の
揺
れ
動
い
て

い
る
中
国
の
現
状
を
よ
く
見
て
き
ま

す

」

。

{

ロ

-
M婦
民
)

〔
抗
議
・
要
求
〕

N
H
K
の
男
女
差
別
を
告
発

〈
行
動
を
起
こ
す
会
〉
は
大
み
そ

か
「
紅
白
歌
合
戦
」
の
行
わ
れ
る
N

H
K
ホ
ー
ル
前
で
、

N
H
K
の
男
女

差
別
告
発
の
ピ
ラ
を
配
布
、
番
組
内

容
、
ニ
ュ
ー
ス
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
配

置
問
題
を
批
判
、
歌
合
戦
中
の
差
別

的
歌
誌
曲
に
対
し
て
も
宣
戦
布
告
。

(
1
・
1
朝
日
)

中
絶
・
養
子
無
理
強
い
を
告
発

横
須
賀
母
子
寮
で
在
寮
者
の
内
部

告
発
が
き
っ
か
け
で
寮
長
(
河
)
が

更
迭
さ
れ
た
。

告
発
状
は
同
寮
内
の
A
子
さ
ん

(
泊
)
が
書
い
た
『
私
の
母
子
寮
日

記
」
。
妊
娠
中
絶
し
な
い
と
入
寮
さ

せ
な
い
と
宣
告
さ
れ
、
子
ど
も
を
お

ろ
し
た
母
親
、
妊
娠
中
絶
を
勧
奨
さ

れ
、
そ
れ
に
耐
え
て
出
産
し
た
母
親

な
ど
、
計
二

0
ペ
ー
ジ
に
最
近
十
年

問
の
寮
内
で
の
体
験
や
見
関
し
た
問

題
点
を
つ
づ
っ
て
い
る
。

横
須
賀
市
福
祉
部
は
「
寮
長
は
母

子
福
祉
事
業
に
適
任
な
性
格
で
な

い
、
と
い
う
の
が
更
迭
の
理
由
」
と

弁
解
。

(
2
・
4
朝
日
)

マ
ン
ガ
の
中
の
女
の
描
き
方

大
人
の
マ
ン
ガ
か
ら
、
最
近
は
子

ど
も
の
マ
ン
ガ
ま
で
、
女
が
男
の

「
性
の
興
味
の
対
象
」
と
し
て
の
み

描
か
れ
、
性
差
別
が
氾
濫
し
て
い

る
。
〈
行
動
を
起
こ
す
会
〉
は
、
一

月
は
少
年
マ
ン
ガ
、
二
月
は
青
年
向

け
コ
ミ
ッ
ク
を
と
り
上
げ
て
批
判
、

「
女
の
性
を
商
品
化
す
る
点
で
、
日

本
社
会
に
根
を
は
る
売
春
文
化
に
つ

な
が
る
」
と
告
発
。

(--n朝
日
、

2
-
m毎
日
)

叡
謡
曲
の
女
性
像
を
告
発

「
男
性
作
調
家
は
、
耐
え
て
、
泣

い
て
、
す
が
っ
て
、
す
て
ら
れ
る
女

が
好
き
な
よ
う
:
・
」
と
〈
行
動
を
起

こ
す
女
た
ち
の
会
〉
が
約
五
O
人
で

討
論
。

(
3
-
m毎
日
)
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教
科
書
の
中
の
男
女
分
業
像

教
科
書
の
女
性
像
を
め
ぐ
っ
て

〈
行
動
を
起
こ
す
会
〉
教
育
グ
ル
ー

プ
と
教
科
書
会
社
と
の
意
見
交
換
が

さ
き
ご
ろ
行
わ
れ
た
。
各
教
科
共
通

の
問
題
点
は
教
科
書
の
底
に
流
れ
る

性
別
に
よ
る
役
割
分
業
の
怠
識
、
男

女
の
行
動
の
違
い
の
固
定
化
な
ど
。

会
員
と
出
版
社
の
意
見
は
し
っ
く
り

い
か
な
か
っ
た
が
、
出
版
社
側
か
ら

「
男
女
差
別
な
ど
気
が
つ
か
な
か
っ

た
が
、
女
性
だ
け
に
負
担
の
か
か
る

社
会
の
仕
組
み
に
は
矛
盾
を
感
ず

る
」
と
の
感
想
も
で
た
。(6
・
9
毎
日
)

常
努
自
動
車
道
建
設
に
主
婦
ら
反
対

五
年
越
し
の
反
対
運
動
が
続
い
て

い
る
千
葉
県
流
山
市
で
、
道
路
公
団



• 
は
測
量
を
強
行
、
杭
数
千
本
を
打
ち

こ
ん
だ
が
、
主
婦
三
O
O
人
が
出

動
、
職
員
を
追
い
回
し
、
結
局
公
団

側
は
ク
イ
を
打
っ
た
だ
け
で
引
き
揚

げ
た
。

(
6
-
m毎
日
)

米
価
審
議
会
に
主
婦
ら
つ
め
か
け
る

会
場
の
農
林
省
分
庁
舎
に
練
馬
生

協
組
合
員
の
主
婦
た
ち
が
つ
め
か
け

た
。
石
津
勝
代
さ
ん
{
お
)
は
「
一

0
・
二
%
の
諮
問
案
に
、
い
て
も
立

つ
で
も
い
ら
れ
ず
駆
け
つ
け
た
。
標

準
米
は
年
々
ま
ず
く
な
る
一
方
で
、

消
費
者
は
踏
ん
だ
り
け
っ
た
り
」
と
、

こ
ぶ
し
を
振
り
上
げ
る
。(7
-
m朝
日
)

看
護
休
暇
が
ほ
し
い

仕
事
を
持
つ
女
性
や
共
働
き
の
夫

婦
に
と
っ
て
、
長
患
い
の
病
人
や
寝

た
き
り
老
人
の
介
護
は
悩
み
の
種
。

こ
の
た
び
全
司
法
労
組
愛
知
支
部
で

は
、
働
く
女
性
の
「
看
護
休
暇
が
ほ

し
い
」
と
い
う
要
求
を
受
け
、
こ
の

秋
か
ら
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l
、
長
・
短

期
の
看
護
休
限
、
勤
務
軽
減
の
制
度

化
の
運
動
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な

っ

た

。

(

日

・

日

朝

日

)

農
薬
汚
染
被
害
者悲
惨
さ
を
訴
え
る

全
国
に
蔓
延
し
、
次
第
に
体
を
む

し
ば
み
つ
つ
あ
る
農
薬
。
そ
の
汚
染

の
実
態
や
恐
ろ
し
き
を
多
く
の
人
に

訴
え
よ
う
と
農
薬
汚
染
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
三
回
目
「
家
庭
用

殺
虫
剤
散
布
に
よ
る
中
毒
事
件
」
が

東
京
、
南
部
労
政
会
館
で
、
一

O
月

二
四
日
聞
か
れ
た
。
被
害
に
あ
い
、

現
在
も
そ
の
後
遺
症
で
苦
し
ん
で
い

る
守
住
さ
ん
を
呼
ん
で
、
そ
の
苦
し

さ
を
参
加
者
に
訴
え
た
。
守
住
さ
ん

は
殺
虫
剤
の
製
造
元
で
あ
る
日
本
油

脂
お
よ
び
国
を
告
訴
し
、
裁
判
闘
争

中
。
そ
の
支
援
も
呼
び
か
け
た
。

(口

-m婦
民
)

〔
政
治
〕

「
選
挙
違
反
」
追
放
集
会

選
挙
法
改
正
運
動
協
議
会
(
主
婦

述
、
地
婦
連
、
日
本
婦
人
有
権
者

同
盟
な
ど
中
立
系
の
七
つ
の
市
民
団

体
)
は
一
六
日
、
新
宿
の
日
本
青
年

館
で
「
旗
揚
げ
会
議
」
。
全
国
に
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
出
し
て
「
青
空
演
説

会
」
や
集
会
を
開
く
、
な
ど
の
行
動

を
起
こ
す
こ
と
を
決
め
た
。

(
-
-
U朝
日
)

市
川
さ
ん
、

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

を
追
っ
て
渡
米

参
議
院
議
員
市
川
房
枝
さ
ん
は
ロ

ッ
キ
ー
ド
事
件
を
追
っ
て
三
月
五
日

渡
米
す
る
。
米
国
婦
人
国
会
議
員
、

婦
人
団
体
、
市
民
運
動
家
ら
と
会
い

事
件
解
明
に
役
立
て
よ
う
と
の
目

的
。
婦
人
活
動
家
と
し
て
日
本
国
民

の
ロ
ッ
キ
ー
ド
問
題
に
対
す
る
熱
意

を
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
世
論
に
訴
え

た
い
、
と
。

(
2
・
泊
朝
日
)

*
 

二
週
間
に
わ
た
る
調
査
を
終
え
二

O
日
帰
国
、
記
者
会
見
で
「
ロ
事
件

を
契
機
に
日
本
の
政
治
風
土
を
変
え

て
い
く
べ
き
だ
」
と
語
っ
た
。

(
3
・

n朝
日
}

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
市
民
青
空
集
会

日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
、
主
婦

連
、
地
婦
速
な
ど
で
つ
く
る
選
挙
法

改
正
運
動
協
議
会
が
二

O
目
、
東

京
・
渋
谷
ハ
チ
公
広
場
で
「
ロ
ッ
キ

ー
ド
事
件
に
怒
る
市
民
青
空
集
会
」
を

聞
き
、
ピ
ラ
や
マ
イ
ク
で
「
政
治
家

に
は
が
き
や
電
話
で
抗
議
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

(
3
・

n朝
日
)

主
婦
主
導
の
・
対
話
集
会
"

身
近
な
行
政
に
関
心
を
も
っ
練
馬

区
の
主
婦
二
四
人
が
都
や
区
の
幹
部

を
引
っ
張
り
出
し
て
「
困
っ
て
い
る

こ
と
、
願
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
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あ
な
た
の
提
案
を
」
集
会
を
二
五

日
、
石
神
井
庁
舎
で
開
い
た
。

二
か
月
前
か
ら
準
備
。
発
言
希
望

者
が
殺
到
し
た
た
め
、
テ
ー
マ
を
、

教
育
、
老
人
福
祉
、
消
費
、
環
境

問
題
の
四
点
に
絞
っ
た
が
、
対
話
は

四
時
間
に
お
よ
び
、
予
定
し
た
発
言

者
四
O
人
の
う
ち
十
人
以
上
が
発
言

で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
。

約
二
百
人
の
参
加
者
を
前
に
し
た

都
や
区
の
幹
部
の
中
か
ら
は
「
こ
う

し
た
住
民
参
加
の
行
政
の
ほ
う
が
、

机
上
で
プ
ラ
ン
し
て
進
め
る
も
の
よ

り
実
が
あ
る
の
で
は
」
と
い
う
戸
も

出
る
ほ
ど
。

(
5
-
m毎
日
)

「
政
治
と
金
」
を
テ
l
マ
に
初
会
合

市
川
房
枝
さ
ん
主
宰
の
〈
民
主
政

治
を
た
て
直
す
市
民
セ
ン
タ
ー
〉
の

初
会
合
が
二
九
日
、
婦
、
選
会
館
で
聞

か
れ
、
市
川
さ
ん
は
「
企
業
か
ら
の

献
金
を
禁
止
し
な
い
限
り
、
第
二
、

第
三
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
は
発
生
す

る
」
と
強
調
。
政
治
が
正
し
く
行
わ

れ
る
た
め
に
政
治
献
金
の
規
制
を
訴

え
た
。

(
7
・
初
朝
日
)

派
閥
抗
争
や
め
よ
と

市
民
団
体
が
要
望
書
提
出

二
三
日
朝
〈
理
想
選
挙
推
進
市
民

の
会
〉
(
市
川
房
枝
代
表
)
〈
日
本
婦

人
有
権
者
同
盟
〉
(
紀
平
悌
子
代
表
)

ら
は
、
自
民
党
各
派
に
対
し
「
派
閥

抗
争
を
や
め
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
の

完
全
解
明
と
金
権
政
治
を
一
掃
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
申
し
入
れ
を
行

い
、
同
日
午
後
渋
谷
、
新
宿
で
青
空

集
会
、
市
民
に
訴
え
る
。(8
・
お
朝
日
)

地
元
婦
人
団
体
が
抗
議

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
逮
捕
、
起
訴

さ
れ
た
元
運
輸
政
務
次
官
、
佐
藤
孝

行
が
次
期
衆
院
選
に
立
候
補
を
表
明

し
た
こ
と
に
対
し
、
一
日
、
地
元
婦

人
団
体
の
代
表
が
函
館
市
松
風
町
の

佐
藤
孝
行
後
援
会
事
務
所
を
訪
れ
、

婦
人
団
体
は
立
候
補
表
明
に
抗
議
す

る
と
と
も
に
立
候
補
の
辞
退
を
要

求
、
決
議
文
を
手
渡
し
た
。

(
叩
・

2
読
売
)

選
挙
違
反
を
監
視
・
摘
発

〈
理
想
選
挙
推
進
市
民
の
会
〉
が

中
心
と
な
っ
て
開
設
し
た
「
総
選
挙
一

情
報
有
権
者
セ
ン
タ
ー
」
は
公
示
後

一
七
日
間
に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

の
三
一
都
道
府
県
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

一
O
二
件
の
違
反
通
報
を
整
理
し
、

中
開
発
表
。
提
供
さ
れ
た
情
報
を
選

挙
管
理
委
や
警
察
、
候
補
者
事
務
所

な
ど
に
連
絡
、
確
認
を
求
め
る
な
ど

し
て
実
効
を
あ
げ
る
。

(ロ・

3
信
濃
毎
日
)

棄
権
や
め
政
治
を
変
え
る
一
票
を

〈
理
想
選
挙
推
進
市
民
の
会
〉
〈
日

本
婦
人
有
権
者
同
盟
〉
は
、
渋
谷
駅

前
で
青
空
演
説
会
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
事

件
の
影
響
で
一
般
有
権
者
の
中
に
広

が
っ
て
い
る
政
治
不
信
や
無
関
心
を

警
告
、
市
川
房
枝
さ
ん
ら
が
「
婦
人

の
一
一
宗
で
ロ
ッ
キ
ー
ド
汚
職
候
補
を

落
と
そ
う
」
と
訴
え
た
。(ロ・

4
朝
日
)
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〔
消
費
者
〕

〈
埼
玉
婦
人
コ
l
ペル〉

生
活
用
品
の
w

産
直
"
で
一
万
五

千
人
の
会
員
を
持
つ
女
の
生
協
。

P
T
A
の
仲
間
が
軸
に
な
っ
て
三

五
(
印
)
年
に
発
足
。
今
は
三
階
建

て
の
会
館
を
持
ち
、
ご
自
慢
の
検
査

セ
ン
タ
ー
を
通
っ
た
商
品
で
な
け
れ

ば
応
頭
に
並
べ
な
い
な
ど
、
着
実
な

活
動
を
重
ね
て
い
る
。
(
7
-
M毎
日
)

L
L牛
乳
、
日
本
生
協
連
は
ヒ
ジ
鉄

全
国
六
二
O
生
協
が
加
わ
っ
て
い

る
「
日
本
生
協
組
合
連
合
会
」
は
、

L
L
牛
乳
を
商
品
化
し
た
発
想
に
地



域
酪
農
を
守
っ
て
い
く
姿
勢
が
な
い

と
取
り
扱
い
を
し
な
い
こ
と
に
。
こ

れ
で
、
取
り
扱
う
の
は
灘
・
神
戸
生

協
だ
け
と
な
っ
た
。

(
9
・
泊
朝
日
}

ポ
リ
プ
ロ
食
器
で
盲
一
伝
戦

消
費
者
か
ら
安
全
性
を
追
求
さ
れ

て
い
た
業
界
団
体
が
安
全
性
の
P
R

を
始
め
た
。
消
費
者
連
盟
は
「
企
業

が
自
分
た
ち
の
主
張
を
す
る
の
は
自

由
だ
が
、
私
た
ち
の
運
動
を
非
合
理

的
だ
な
ど
と
い
う
の
は
妨
害
行
為

だ
」
と
強
く
反
発
。
(
ロ
・

l
朝
日
)

〔
売
買
春
〕

問
題
あ
り
男
性
の
集
団
観
光

〈
売
春
問
題
と
と
り
く
む
会
〉
(
代

表
委
員
市
川
房
枝
氏
ら
)
は
「
日
本

人
の
東
南
ア
ジ
ア
旅
行
は
集
団
観
光

買
春
だ
」
と
訴
え
る
。

そ
の
証
拠
は
、
旅
行
者
の
w
男
性

率
"
。
法
務
省
出
入
国
管
理
局
が
ま

と
め
た
四
九
{
刊
)
年
一
年
間
の
出

国
者
の
国
別
男
女
数
を
分
析
し
た
結

果
、
男
女
比
は
ア
メ
リ
カ

u
六
0
・

九
対
三
九
・
一
。
韓
国
H
九
三
・
八

対
六
・
二
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

1
八
四
・

七
対
一
五
・
三
と
な
る
。

同
会
は
旅
行
代
理
底
や
航
空
会
社

を
訪
ね
て
は
「
買
春
観
光
」
の
片
棒

を
か
つ
が
ぬ
よ
う
に
、
と
要
望
し
て

い
る
。

(
1
・

m朝
日
)

ト
ル
コ
風
呂
廃
止
運
動

今
年
は
売
春
防
止
法
施
行
二
O
周一

年
。
今
ま
で
も
各
種
団
体
が
と
り
上

げ
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
現
代
の
公

娼
制
度
、
ト
ル
コ
風
目
廃
止
へ
向
か

っ
て
〈
売
春
問
題
と
と
り
く
む
会
〉

が
活
動
開
始
。
月
例
会
で
の
実
態
聴

取
に
よ
る
と
サ
ー
ビ
ス
料
一
万
一
千

円
の
う
ち
七
千
円
は
庖
に
と
ら
れ
る

な
ど
、
経
営
は
極
め
て
怒
ら
つ
。
同

会
で
は
ま
ず
、
ト
ル
コ
風
呂
禁
止
の

法
改
正
を
広
く
訴
え
る
予
定
。
こ
れ

を
受
け
、
婦
人
議
員
も
「
公
衆
浴
場

法
の
一
部
改
正
案
」
を
国
会
提
出
を

め
ざ
し
て
検
討
中
。
日
弁
連
も
実
態

調
査
報
告
書
を
ま
と
め
る
。

(
2
-
m読
売
/
2
・
U
毎
日
)

売
春
追
放
の
現
爆
証
言
を
文
集
に

売
春
防
止
法
施
行
の
日
か
ら
全
国

各
地
で
女
性
た
ち
の
保
護
更
生
に
当

た
っ
て
き
た
婦
人
相
談
員
た
ち
が
そ

の
歴
史
と
苦
闘
を
物
語
る
手
記
を
一

冊
に
ま
と
め
、
「
ト
ル
コ
風
呂
を
規

制
す
る
法
律
を
」
と
婦
人
議
員
に
訴

え
た
。

(
5
・
泊
朝
日
)

*
 

売
春
防
止
法
施
行
の
日
か
ら
全
国

各
地
で
女
性
た
ち
の
保
護
更
生
に
当

た
っ
て
き
た
婦
人
相
談
員
(
約
四
七

O
人
)
の
現
場
か
ら
の
証
言
。
二
五

0
ペ
ー
ジ
余
り
、
約
六

O
編。

業
者
と
男
た
ち
が
と
り
囲
ん
で
切

り
出
し
ナ
イ
フ
を
ち
ら
つ
か
せ
る
中

で
、
荷
物
引
き
取
り
の
交
渉
。
当
の

女
性
た
ち
か
ら
も
「
収
入
の
道
を
た

つ
w
敵
"
」
と
つ
め
寄
ら
れ
る
等
々

の
修
羅
場
を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
記

録
。
売
防
法
が
ザ
ル
法
な
ら
、
そ
の

ザ
ル
の
目
を
こ
れ
か
ら
も
ひ
と
つ
ず

つ
ふ
さ
い
で
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

主
張
す
る
。

発
行
先
は
全
国
婦
人
相
談
員
連
絡

協
議
会
H
H
千
代
田
区
霞
が
関
一
'

一
了
二
厚
生
省
売
春
対
策
推
進
委
員

室。

(
5
-
m朝
日
)

ト
ル
コ
風
呂
問
題
を
話
し
合
う

〈
売
春
問
題
と
と
り
く
む
会
〉
が

主
催
す
る
「
売
春
防
止
法
獲
得
二
十

周
年
記
念
集
会
」
が
二
八
日
、
文
京

区
民
セ
ン
タ
ー
で
。

沖
縄
は
本
土
復
帰
後
に
一

O
軒
ほ

ど
だ
っ
た
の
が
五
O
軒
余
り
に
増
え

た
こ
と
、
富
山
で
は
ト
ル
コ
風
呂
二

O
棟
、
ト
ル
コ
媛
一
万
人
規
模
の
歓

楽
街
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
婦
人
会

が
立
ち
上
が
り
こ
れ
を
阻
止
し
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

田
中
寿
美
子
参
議
院
議
員
が
、
今

国
会
に
野
党
が
共
同
提
案
し
継
続
審
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議
と
な
っ
た
「
公
衆
浴
場
法
の
一
部

改
正
案
」
を
説
明
、
「
長
い
闘
い
を

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語

っ
た
。

(
5
・
泊
朝
日
)

全
国
唯
一
の
更
正
女
性
保
護
施
設

「
か
に
た
婦
人
の
村
」
施
設
長
・

深
津
文
雄
さ
ん

(
m
w
)

は
練
馬
区
の

社
会
福
祉
法
人
・
ベ
テ
ス
ダ
奉
仕
女

母
の
家
の
牧
師
さ
ん
。

赤
線
廃
止
後
、
心
や
体
に
深
い
傷

を
負
い
、
「
社
会
復
帰
の
望
み
は
薄

い
」
と
宣
言
さ
れ
た
女
性
た
ち
を
見

守
る
た
め
の
全
国
で
唯
一
の
長
期
保

護
施
設
を
千
葉
県
館
山
市
郊
外
に
つ

く
っ
た
の
が
回
年
の
春
。
八
二
人
の

女
性
た
ち
が
暮
ら
す
。

「
あ
る
政
党
き
つ
て
の
社
会
福
祉

適
と
い
う
人
を
訪
ね
て
、
施
設
に
カ

を
貸
し
て
く
れ
と
い
っ
た
ら
、
「
男

を
だ
ま
し
て
暮
ら
す
女
に
手
を
貸
す

こ
と
は
な
い
』
と
ど
な
り
返
さ
れ
た

こ
と
も
あ
る
」

目
下
の
悩
み
は
収
容
女
性
の
高
齢

化
と
老
人
ホ

I
ム
建
設
の
た
め
の
資

金
集
め
。
道
は
険
し
く
厳
し
い
。

(
6
・
2
朝
日
)

情
け
な
い
邦
人
の
・
売
春
ω

観
光

タ
イ
を
訪
ね
た
高
橋
喜
久
江
さ
ん

(
日
本
基
督
教
矯
風
会
幹
事
)
の
報

告
l
l
E
O

日
本
人
旅
行
者
の
"
男
性
率
"
は

韓
国
と
台
湾
は
九
四
%
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
八
五
%
、
タ
イ
は
八
三
%
。

ド
ン
・
ム
ア
ン
空
港
で
見
か
け
た

あ
る
グ
ル
ー
プ
は
男
性
ば
か
り
。
日

本
か
ら
"
輸
出
"
さ
れ
た
と
い
う
ト

ル
コ
風
呂
が
や
た
ら
に
あ
り
、
一
九

七
三
年
の
調
査
で
は
一
五
八
九
軒
、

ト
ル
コ
媛
は
三
万
二
一
六
二
人
。
タ

イ
で
初
め
て
の
女
医
・
ピ
エ
ン
女
史

(
万
)
は
「
国
は
観
光
収
入
を
考
え

て
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
」
と
核
心

を
つ
い
た
発
言
。

日
本
大
使
館
は
じ
め
日
本
人
社
会

は、

n

臭
い
も
の
に
ふ
た
"
の
態
度
。

こ
の
性
侵
略
が
国
際
友
好
を
損
な

ぃ
、
日
本
の
威
信
を
傷
つ
け
、
各
国

の
反
発
を
か
う
こ
と
は
自
明
の
理
で

あ
る
の
に
、
事
態
を
改
革
、
改
善
す

る
努
力
が
少
な
い
の
は
情
け
な
い
。

(
6
・
お
毎
日
)

創
立
九
O
周
年

l
l婦
人
矯
風
会

売
春
問
題
な
ど
に
息
長
く
取
り
組

ん
で
い
る
同
会
は
、
新
宿
百
人
町
の

本
部
で
記
念
祝
会
。
(
ロ
・

9
朝
日
)

〔
会
議
・
集
会
〕

福
祉
を
考
え
る
つ
ど
い

ミ
ニ
コ
ミ
誌
「
ろ
ば
の
み
み
』
が
、

主
宰
の
宮
城
ま
り
子
さ
ん
を
囲
ん

で
、
東
京
で
討
論
。

(
l
・
日
朝
日
)

全
国
農
協
婦
人
大
会

第
二
一
回
大
会
が
一
月
二
八
、
二

九
日
に
東
京
で
。
農
政
へ
の
不
信
、

相
続
税
の
苛
酷
さ
な
ど
、
か
け
声
と

現
実
の
差
に
不
満
が
集
中
。

(
1
・
泊
朝
日
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米
で
も
厳
し
い
婦
人
の
地
位

大
学
婦
人
協
会
(
大
島
清
子
会

長
)
は
来
日
中
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

立
大
助
教
授
・
マ
リ
l
・
ス
ク
エ
ア

チ
ア
テ
ィ
ー
さ
ん
を
囲
ん
で
、
こ
の

ほ
ど
東
京
で
「
日
米
の
婦
人
の
地
位

比
較
」
の
研
究
集
会
を
聞
い
た
。

ス
助
教
授
に
よ
る
と
米
の
際
婚
率

は
四
八
%
。
母
親
が
二
人
の
子
ど
も

を
育
て
る
に
は
一
万
五
千
ド
ル
程
度

の
年
収
が
必
要
だ
が
、
婦
人
で
そ
れ

以
上
の
収
入
が
あ
る
の
は
わ
ず
か

一
・
一
%
。
高
等
教
育
を
受
け
て
も

大
学
教
授
の
正
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
い

る
の
は
一

O
人
に
一
人
(
男
性
は
四

人
に
一
人
)
。
ス
助
教
授
は
「
現
在

の
w
体
制
"
と
い
う
女
性
の
"
共
通

の
敵
ト
と
ど
う
闘
っ
て
い
く
か
が
問

題
」
と
結
ん
だ
。

(
3
・
H
毎
日
}



夫
の
給
料
は
だ
れ
の
も
の

十
三
日
、
千
駄
谷
区
民
会
館
で
、

〈
行
動
を
起
こ
す
女
た
ち
の
会
〉
主

催
で
二
O
O
人
の
女
た
ち
が
「
夫
の

給
料
は
だ
れ
の
も
の
か
」
と
八
時
間

に
わ
た
り
大
討
論
。
夫
婦
財
産
制
を

め
ぐ
っ
て
、
夫
婦
の
別
産
制
と
共
有

制
の
ど
ち
ら
が
女
性
の
地
位
を
向
上

さ
せ
る
か
、
三
人
の
パ
ネ
ラ
l
、
青

木
淑
子
さ
ん
、
俵
繭
子
さ
ん
、
吉
武

輝
子
さ
ん
も
別
々
の
立
場
。
今
後
い

か
に
周
囲
を
目
覚
め
さ
せ
て
い
く
か

が
課
題
だ
と
参
加
者
の
声
。
(
4
・
U
毎
日
)

同
盟
の
全
国
婦
人
の
集
い

二
O
、
二
一
両
日
、
品
川
文
化

会
館
で
八
五
O
人
を
集
め
て
開
催
。

「
男
女
同
一
賃
金
を
進
め
賃
金
差
別

を
な
く
す
た
め
に
」
「
家
庭
と
私
」

な
ど
、
今
年
か
ら
分
科
会
の
帽
を
広

げ
、
賃
金
格
差
な
ど
を
鋭
く
迫
及
。

連
部
・
行
動
す
る
は
ず
の
男
性
組
合

員
へ
の
不
満
も
浮
彫
り
に
。

(
5
・

n朝
日
)

働
く
婦
人
の
中
央
集
会

五
月
二
九
、
三
O
の
両
日
二
千
人

が
参
加
し
て
東
京
で
開
催
。
雇
用
の

平
等
を
目
指
す
「
働
く
婦
人
一

O
年

の
行
動
計
画
」
を
採
択
、
積
極
的
に

行
動
に
移
す
こ
と
を
決
め
た
。

(
6
・
3
毎
日
)

地
域
に
ど
ん
と
根
を
す
え
て

婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
第
三
O
回
全
国

大
会
が
六
月
二
六
、
二
七
の
両
日
、

東
京
千
駄
谷
区
民
会
館
で
聞
か
れ

た
。
創
立
三
O
周
年
の
節
目
を
迎
え

た
今
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
、
韓
国
問

題
な
ど
と
り
わ
け
厳
し
い
政
治
状
況

を
ふ
ま
え
て
、
〈
婦
民
〉
の
姿
勢
を

ど
う
う
ち
出
し
て
い
く
か
、
ど
ん
な

日
常
活
動
が
可
能
か
、
な
ど
方
向
性

が
提
案
さ
れ
た
。

一
日
目
は
佐
多
稲
子
委
員
長
か
ら

「
私
た
ち
の
活
動
も
原
点
に
た
ち
か

え
っ
て
の
た
た
か
い
が
問
わ
れ
て
い

る
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
七

五
年
度
活
動
報
告
、
決
算
報
告
が
あ

り
、
活
発
な
質
疑
・
討
論
の
あ
と
多

数
で
承
認
。
新
年
度
の
活
動
方
針
で

は
支
部
の
役
割
、
新
聞
と
活
動
の
つ

な
が
り
な
ど
議
論
の
あ
と
一
括
可
決

し
た
。二
日
目
は
コ
二
年
目
に
ふ
み
出
す

花
年
度
新
役
員
を
選
出
、
委
員
長
に

佐
多
稲
子
さ
ん
が
承
認
さ
れ
た
。

(
7
・
9
婦
民
)

日
本
母
親
大
会
聞
か
る

「
生
命
を
育
て
守
る
願
い
を
ひ
と

つ
に
」
を
う
た
っ
た
、
第
二
二
回
母

親
大
会
が
、
七
、
八
の
二
日
間
、
立

教
大
学
な
ど
を
会
場
に
聞
か
れ
た
。

全
国
か
ら
女
教
師
、
保
母
、
会
社

員
、
家
庭
婦
人
ら
一
万
五
千
人
が
参

加
し
、
非
行
の
問
題
な
ど
今
日
的
な

テ
l
マ
の
も
と
、
熱
心
な
話
し
合
い

が
続
け
ら
れ
た
。

(
8
-
m朝
日
)

世
界
か
ら
女
医
さ
ん
集
ま
る

〈
国
際
女
医
会
〉
(
会
長
、
小
野

春
生
・
東
京
警
察
病
院
小
児
科
副
医

長
)
の
第
十
五
回
国
際
会
議
が
二
三

日
か
ら
五
日
間
、
東
京
で
聞
か
れ

'hv

。一
九
一
九
年
創
立
さ
れ
た
同
会
の

今
回
の
テ
l
マ
は
「
ウ
イ
ル
ス
性
疾

患
と
そ
の
後
遺
症
」
と
「
地
域
医
療

に
お
け
る
女
医
の
役
割
」
。
三
0
か

国
か
ら
約
一
一

O
O
人
(
日
本
人
六

七
O
人
)
が
参
加
す
る
予
定
。

(
8
・

n毎
日
)

主
揖
の
立
場
で
医
療
問
題
研
究

東
京
都
地
域
婦
人
団
体
連
盟
(
山

高
し
げ
り
会
長
)
主
催
の
第
一
回
医

療
問
題
討
論
集
会
が
十
三
日
、
渋
谷

の
全
国
婦
人
会
館
で
聞
か
れ
た
。

約
百
名
の
出
席
者
は
日
本
病
院
会

の
広
報
委
員
長
ら
と
差
額
ベ
ッ
ド
、

付
添
い
看
護
料
問
題
等
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。

(
9
・
U
毎
日
)
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不
平
等
打
破
・
ハ
ッ
ス
ル
・
退
婦
協

退
職
婦
人
教
職
員
連
絡
協
議
会
が

創
立
十
年
を
迎
え
、
新
潟
市
で
記
念

集
会
を
聞
く
と
同
時
に
「
美
し
き
生

涯
砂

T
退
婦
協
十
年
の
歩
み
』
を
出

版
し
た
。
会
長
の
高
固
な
ほ
子
さ
ん

は
「
自
称
ビ
ュ

l
テ
ィ

l
パ
ワ
ー

で
、
年
金
ス
ラ
イ
ド
制
の
法
制
化
な

ど
を
求
め
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

(
9
-
m朝
日
)

映
画
の
中
に
夫
の
顔
?

"
ま
ぼ
ろ
し
の
反
戦
映
画
"
「
戦

ふ
兵
隊
」
・
が
、
一
目
、
東
京
の
労
音

会
館
で
初
め
て
一
般
公
開
さ
れ
た
。

こ
の
映
画
は
昭
和
一
四
(
却
)
年
、

日
本
政
府
が
東
宝
教
育
映
画
部
に
作

ら
せ
た
作
品
で
、
本
来
は
「
戦
意
高

揚
」
が
目
的
。
し
か
し
亀
井
文
夫
監

督
が
戦
争
の
実
態
を
冷
静
に
記
録
し

た
た
め
、
完
成
後
に
軍
部
が
「
反
戦

的
」
と
し
て
上
映
禁
止
に
し
た
。

今
回
の
上
映
は
日
本
中
国
友
好
協

会
、
同
東
京
都
連
合
会
の
主
催
に
よ

る
も
の
で
、
会
場
に
は
約
六
O
O人

以
上
が
つ
め
か
け
超
満
員
。

こ
の
映
画
に
夫
が
映
っ
て
い
る
と

聞
い
て
栃
木
県
日
光
市
か
ら
か
け
つ

け
た
影
山
ふ
き
さ
ん
(
回
)
は
「
残

念
な
が
ら
確
認
で
き
な
か
っ
た
」
。

(m
・
2
読
売
)

女
こ
そ
運
動
の
，
綾
・
に

九
月
二
五
、
二
六
の
両
日
、
神
奈

川
県
湯
河
原
で
「
部
落
解
放
第
一
一
一

回
関
東
婦
人
集
会
」
が
聞
か
れ
た
。

「
無
実
の
石
川
一
雄
さ
ん
を
部
落
の

婦
人
の
手
に
と
り
も
ど
し
、
部
落
の

完
全
解
放
を
達
成
し
よ
う
」
を
集
会

テ
l
マ
に
、
一
日
目
は
、
婦
人
活
動

と
組
織
の
強
化
・
差
別
糾
弾
闘
争
・

解
放
教
育
・
狭
山
差
別
裁
判
・
部
落

解
放
運
動
の
五
分
科
会
に
分
か
れ
て

討
論
。
二
日
目
は
高
知
県
連
か
ら
中

央
委
員
の
森
田
益
子
さ
ん
を
招
い

て
、
現
時
点
で
の
部
落
解
放
運
動
の

中
で
婦
人
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て

話
を
聞
い
た
。

(
m
-
8婦
民
)

も
っ
と
活
躍
を
!

十
、
十
一
の
両
日
、
京
都
女
子
大

学
で
「
第
二
八
回
日
本
家
政
学
会
」

が
聞
か
れ
た
。

第
一
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
取

り
上
げ
た
テ
l
マ
は
「
ヒ
l
ブ

(
H

E
I
B
H
ホ
1
ム
・
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
・
イ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
)
問
題
の
現

状
と
課
題
」
。

共
立
女
子
大
教
授
・
松
島
千
代
野

さ
ん
は
五

O
年
の
歴
史
を
持
つ
米
国

の
現
状
を
「
ア
メ
リ
カ
で
は
現
在
、

約
三
千
人
の
ヒ
l
プ
が
衣
食
住
の
あ

ら
ゆ
る
部
門
で
消
費
者
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
活
躍
中
」
と
報
告
。

ヒ
l
ブ
を
直
訳
す
る
と
「
企
業
内

で
働
く
家
政
学
部
卒
業
生
」
と
な

る
。
日
本
の
家
政
学
部
の
卒
業
生
の

現
状
は
先
生
か
主
婦
。
参
加
者
は

「
家
政
学
」
の
生
か
し
方
を
話
し
合

っ
た
。

(m
・
日
読
売
)

天
皇
在
位
五
O
年
は
祝
え
な
い
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「
天
皇
在
位
五

O
年
記
念
祝
典
」

に
反
対
す
る
〈
天
皇
制
・
女
〉
集
会

が
、
六
日
飯
田
橋
の
全
逓
会
館
ホ
ー

ル
で
聞
か
れ
た
。
会
場
は
各
世
代
の

約
五
百
人
の
女
性
で
満
員
。
婦
人
民

主
ク
ラ
ブ
の
佐
多
稲
子
さ
ん
、
も
ろ

さ
わ
ょ
う
こ
さ
ん
ら
が
講
演
。

{日・

7
朝
日
)

全
園
地
域
福
祉
研
究
会
議

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
で
老

人
・
母
子
家
庭
・
障
害
児
の
三
分
科

会
を
開
催
。
老
人
分
科
会
だ
け
で
三

会
場
に
福
祉
関
係
者
約
三
O
O人
が

集
ま
り
、
活
発
な
討
議
。
保
健
・
医

療
と
福
祉
が
バ
ラ
バ
ラ
な
現
状
が
浮

き
彫
り
に
さ
れ
た
。
(
ロ
・

9
朝
日
)

来
夏
、
東
京
で
初
の
国
際
総
会

国
連
の
外
郭
団
体
の
一
つ
で
あ
る

婦
人
国
際
平
和
自
由
連
盟
が
来
年
七



月
三
O
日
か
ら
東
京
で
日
本
で
は
初

の
国
際
総
会
を
開
催
。
平
和
遥
動
や

平
等
に
つ
い
て
相
互
の
理
解
を
深
め

る

。

(

ロ

・
日
信
毎
)

〔
そ
の
他
〕

手
づ
く
り
「
主
婦
の
文
集
」

十
一
年
間
続
い
て
い
た
主
婦
の
交

流
の
場
を
め
ざ
し
た
手
づ
く
り
月
刊

誌
「
わ
い
ふ
」
が
赤
字
の
た
め
廃
刊

を
宣
言。

そ
れ
を
惜
し
む
主
婦
た
ち

が
新
ス
タ
ッ
フ
を
組
み
、
続
刊
=
二

八
号
を
印
刷
、
編
集
長
も
関
西
の
高

木
さ
ん
か
ら
東
京
の
田
中
さ
ん
に
交

代
。
内
容
は
天
皇
、
次
回
は

「日
本

の
夫
」
。

(
2
・
7
毎
日
)

中
年
女
性
に
も
大
学
の
講
座
開
放
を

〈
生
涯
教
育
研
究
会
〉
(
代
表

'

高
野
フ
ミ
津
田
塾
大
学
教
授
)
が
こ

の
ほ
ど
政
府
に
具
体
的
な
施
策
を
求

め
る
要
望
書
を
手
渡
し
た
。
内
容
の

主
な
点
は
、
①
中
年
女
性
へ
の
大
学

の
開
放
①
中
年
女
性
の
た
め
の
各
種

教
育
訓
練
の
機
会
の
拡
充
③
再
就
職

の
た
め
の
職
場
開
拓
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
場
づ
く
り
。

要
望
書
は
婦
人
問
題
企
画
推
進
本

部
、
文
部
省
、
労
働
省
な
ど
に
手
渡

し
た
が
、
手
ご
た
え
は
か
な
り
感
じ

ら
れ
た
と
い
う
。

(
5
日
朝
日
)

〈
生
涯
教
育
研
究
会
〉
の
代
表

〈
生
涯
教
育
研
究
会
〉
は
関
心
を

も
っ
女
性
六
人
が
去
年
秋
に
つ
く
っ

た
グ
ル
ー
プ
。
関
係
者
二
O
人
か
ら

話
を
聞
き
、
そ
の
結
果
が
今
回
の
要

望
書
に
な
っ
た
。
代
表
の
高
野
フ
ミ

さ
ん
(
引
)
は
母
校
の
津
間
塾
大
に

凶

O
年
在
職
、
ア
メ
リ
カ
文
学
専

攻
。「
い
ま
女
性
の
平
均
寿
命
は
七
六

歳
で
、
先
が
長
い
。
な
の
に
、

能
力

や
資
格
を
生
か
せ
る
道
が
開
か
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
は
国
家
社
会
の
損
失

で
す
よ
ね
」
と
、
お
っ
と
り
し
た
中

に
に
じ
む
情
熱
、
実
行
力
。

(
5
-
m朝
日
)
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風
潮

〔
元
気
f
〕

堂
々
「
ニ
セ
学
生
」
の
体
験
談

東
京
・
九
段
の
私
学
会
館
で
「
は

び
こ
れ
ニ
セ
学
生
」
と
い
う
風
変
わ

り
な
集
い
が
あ
っ
た
。
主
催
は
生
越

忠
・
和
光
大
学
教
授
が
世
話
役
を
し

て
い
る
〈
大
学
問
題
研
究
会
〉
。
主

婦
松
下
孝
子
さ
ん
(
法
大
卒
・
二
児

の
母
)
と
家
事
手
伝
い
大
畑
恵
子
さ

ん
が
ゲ
ス
ト
。

松
下
さ
ん
は
週
一
回
、
埼
玉
県
与

野
市
か
ら
往
復
五
時
聞
か
け
て
和
光

大
に
通
う
。
テ
l
マ
は
大
学
論
。

大
畑
さ
ん
は
短
大
卒
。
国
立
大
の

編
入
を
ね
ら
っ
た
が
ワ
ク
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
聴
講
に
も
規
程
や
制
限
が

多
い
。
い
ま
お
茶
の
水
女
子
大
や
和

光
大
に
通
っ
て
い
る
。
聴
講
料
不
払

い
の
ニ
セ
学
生
だ
が
、
教
授
の
諒
解

は
と
る
。
約
七
O
名
の
学
生
た
ち
は

二
人
の
話
に
目
を
輝
や
か
し
て
聞
き

入
っ
て
い
た
。

(
3
・
日
朝
日
)

女
“
天
下
教
'
作
る
ん
だ
っ
て
?

中
ピ
速
が
女
性
だ
け
の
宗
教
「
女

性
復
光
」
{
英
語
名
"
ウ
イ
メ
ン

ズ
・
ラ
イ
ト
)
を
設
立
す
る
。
"
教

祖
"
は
榎
美
沙
子
さ
ん
。
き
ょ
う
二

四
日
午
後
、
教
義
を
持
っ
て
東
京
都

庁
を
訪
れ
、
宗
教
法
人
に
な
る
手
続

き
を
取
る
と
い
う
。

"
教
祖
"
が
言
う
に
は
「
既
存
の

宗
教
は
、
男
性
社
会
の
勝
利
宣
言
で

あ
り
、
女
性
差
別
的
で
す
」
。

「
女
性
復
光
」
が
目
指
す
の
は
、

完
全
な
女
性
社
会
の
到
来
。

東
京
都
の
担
当
者
は
「
ま
だ
事
前

打
合
わ
せ
の
段
階
。
教
義
や
由
緒
、

沿
革
、
活
動
実
態
な
ど
を
こ
ま
か
く

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

、つ」。文
化
庁
宗
務
課
も
「
活
動
実
績
、

財
産
目
録
な
ど
を
よ
く
見
な
い
と
、

何
と
も
い
え
な
い
」
。
(
6
・
n毎
日
)
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婦
警
さ
ん
、
馬
に
乗
っ
て

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
女
性
の
進
出

は
め
ざ
ま
し
い
が
、
こ
の
た
び
、
警

視
庁
騎
馬
隊
に
二
人
の
女
性
隊
員
が

誕
生
、
さ
っ
そ
く
交
通
部
第
二
交
通

機
動
隊
員
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
馬
上
の
婦
警
さ
ん
の
勇
姿

が
楽
し
み
。

(
8
-
m朝
日
)

佐
渡
の
荒
海
、
マ
マ
さ
ん
リ
レ
l

東
京
文
京
区
の
ス
イ
ミ
ン
グ
・
ク

ラ
ブ
の
マ
マ
さ
ん
二

O
人
が
佐
渡
か

ら
新
潟
四
五
キ
ロ
を
リ
レ
i
遠
泳
し

た
。
所
要
時
聞
は
一
七
時
間
五
八



分
。
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
三
隻
の
伴
走

船
に
守
ら
れ
な
が
ら
速
い
潮
の
流
れ

の
中
で
の
力
泳
。
メ
ン
バ
ー
の
最
年

長
者
は
大
田
区
の
太
田
ハ
ツ
さ
ん

(
訂
)
、
平
均
年
齢
は
四
三
・
五
歳
。

(
8
・目、

U
毎
日
)

女
が
集
ま
っ
て
翠
わ
っ
た
芝
居

作
、
演
出
、
主
演
、
さ
ら
に
描
か

れ
る
の
も
女
性
と
い
う
芝
居
が
登
場

す
る
。
富
岡
多
恵
子
作
、
朝
倉
援
演

出
、
吉
行
和
子
・
宮
本
信
子
主
演
の

『
人
形
姉
妹
』
。
手
で
さ
わ
っ
て
み
た

く
な
る
ほ
ど
き
め
の
細
か
い
ビ
ジ
ュ

ア
ル
な
芝
居
に
し
た
い
と
の
こ
と
。

(
9
・
日
朝
日
)

富
士
霊
山
高
齢
者
番
付
決
定

富
士
登
山
愛
好
家
の
問
で
お
な
じ

み
の
恒
例
「
高
齢
者
登
山
番
付
」
が

「
富
士
喜
楽
会
」
の
手
で
ま
と
め
ら

れ
た
。
昨
年
は
三
四
人
し
か
女
性
が

い
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
四
九
三
人

中
五
七
人
。
女
性
w
横
綱
"
は
神
奈

川
県
座
岡
市
の
渡
辺
み
い
さ
ん
(
位
)
。

初
の
富
士
登
山
を
、
な
ん
と
単
独
で

成
し
と
げ
た
。

(m-却
読
売
)

〔
主
婦
〕

反
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
の
本
が
ヒ
ッ
ト

五
O
歳
、
八
人
の
子
の
母
と
い
う

平
凡
な
米
国
の
主
婦
が
書
い
た
『
魅

力
あ
る
女
性
」
が
本
国
で
五
O
万
部

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。
米
国
版
ヤ
マ
ト

ナ
デ
シ
コ
読
本
と
も
い
え
る
こ
の
本

を
教
材
に
、
日
本
で
も
講
座
が
開
か

れ
る
人
気
。
「
と
て
も
抵
抗
が
あ
り

ま
し
た
。
で
も
一
歩
譲
っ
て
み
て
、

男
の
立
場
を
浬
解
し
、
自
分
を
変
え

る
こ
と
か
ら
雪
解
け
が
始
ま
り
ま
し

た
」
と
は
、
受
講
の
一
主
婦
の
こ
と

ば。

(
2
-
m信
毎
)

「
日
本
語
教
師
」
主
婦
ら
志
願

外
国
人
の
日
本
語
学
習
熱
と
日
本

人
の
国
語
ブ
l
ム
が
か
ち
合
っ
て
、

養
成
セ
ミ
ナ
ー
は
ど
こ
も
希
望
者
が

殺
到
。
文
化
庁
も
今
秋
か
ら
国
立
国

語
研
究
所
に
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー

を
発
足
さ
せ
、
日
本
語
教
師
の
養
成

を
始
め
る
。

入
会
資
格
は
、
大
学
卒
以
上
の
学

歴
が
あ
り
、
一
か
国
以
上
の
外
国
語

を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
こ
と
を
条
件

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
書
類

選
考
や
面
接
な
ど
も
厳
し
い
が
応
募

者
は
多
く
、
八
割
以
上
が
女
性
。

{
7
・
剖
朝
日
)

ニ
ッ
ポ
ン
の
テ
レ
ビ
C
M評

外
国
人
主
婦
か
ら
み
た
テ
レ
ビ
C

M
の
"
フ
シ
ギ
M

の
い
ろ
い
ろ
を
、

フ
リ
l
ラ
イ
タ
ー
の
砂
田
登
志
子
さ

ん
が
ま
と
め
た
。

「
ど
う
し
て
日
本
の
人
は
テ
レ
ピ

C
M
で
も
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
料
理

雑
誌
で
も
外
人
タ
レ
ン
ト
を
こ
ん
な

に
使
う
の
?
」

「
大
ス
タ
l
、
大
歌
手
の
出
演
料

が
全
部
商
品
の
値
段
に
か
か
る
っ
て

い
う
の
に
、
主
婦
や
消
費
者
団
体
が

文
句
を
い
わ
な
い
の
は
な
ぜ
?
」

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
の
女
性
職

員
は
「
わ
が
国
だ
と
、
主
婦
は
大
か

た
外
に
仕
事
を
も
っ
て
い
る
か

ら
、
仰
女
性
は
家
の
中
"
風
の
C
M

で
は
商
品
は
売
れ
な
い
わ
」
と
。

{
8
・
3
朝
日
)

お
断
り
力
l
ド
、
質
成
?
反
対
?

二
人
の
乳
幼
児
を
抱
え
、
家
庭
菜

園
や
育
児
に
忙
し
い
群
馬
の
主
婦
、

飯
塚
洋
子
さ
ん
(
却
)
が
、
セ
ー
ル

ス
マ
ン
、
行
商
の
応
対
に
手
を
焼
い

て
、
つ
い
に
「
一
切
お
断
り
」
の

カ
l
ド
を
下
げ
る
と
い
う
"
防
衛
手

段
"
に
出
た
ー
ー
と
い
う
投
書
を
め

ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
あ
っ

た
私
も
や
っ
て
い
る
と
い
う
人
は
ほ

と
ん
ど
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
え
、
断
り
べ

た
な
若
い
母
親
。
「
カ

1
ド
で
拒
否

す
る
の
は
玄
関
払
い
よ
り
も
っ
と
冷
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た
い
。
理
由
を
書
い
た
り
し
て
や
わ

ら
か
ム
l
ド
に
し
た
」
「
相
手
の
立

場
も
考
え
て
メ
モ
入
れ
を
置
く
な
ど

の
方
法
も
」
と
い
う
条
件
派
。

「
み
ん
な
一
生
懸
命
な
ん
で
す
。

ご
苦
労
さ
ま
と
笑
顔
で
言
っ
て
あ
げ

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う

意
見
も
。

(
9
・
日
朝
日
)

堅
実
な
主
婦
の
「
手
づ
く
り
」
観

ク
ラ
レ
が
東
京
、
大
阪
周
辺
の
主

婦
八
O
O人
を
対
象
に
郵
送
で
回
答

を
求
め
た
も
の
{
回
収
率
は
七
五
・

六
%
)
。
年
齢
層
は
三
O
代
が
約
半

分。
「
手
づ
く
り
」
か
ら
ど
ん
な
感
じ

を
受
け
る
か
と
い
う
問
は
①
心
の
こ

も
っ
た
八
五
・
五
%
①
個
性
的
な
六

四
・
五
%
①
愛
着
の
あ
る
五
九
・

七
%
ー
な
ど
。

「
手
づ
く
り
風
」
「
ハ
ン
ド
メ
ー

ド
」
な
ど
、
ブ
ー
ム
に
乗
っ
た
商
品

の
宣
伝
が
盛
ん
だ
が
、
ど
う
思
っ
て

い
る
か
、
を
た
ず
ね
る
と
「
値
段
が

高
い
」
四
六
・
四
%
、
「
名
ば
か
り

の
」
二
六
・
四
%
な
ど
。
な
か
に
は

ず
ば
り
「
に
せ
も
の
」
と
い
う
回
答

も
あ
っ
た
。
好
意
的
な
イ
メ
ー
ジ
も

あ
る
反
面
、
疑
い
の
念
も
強
く
、
厳

し
い
目
で
プ
i
ム
を
み
て
い
る
よ
う

だ。

(m-
げ
朝
日
)

寒
さ
に
負
け
な
い
主
婦
の
熱
気

新
鮮
な
野
菜
を
消
費
者
に
と
銘
う

っ
た
朝
市
が
十
三
日
、
東
京
・
江
東

区
で
開
か
れ
主
婦
千
人
が
押
し
か
け

た
。
こ
の
朝
市
は
農
林
省
、
日
本
農

林
漁
業
振
興
会
の
主
催
に
よ
る
も
の

で
、
約
四
0
ト
ン
の
野
菜
箱
は
約
二

時
間
で
完
売
と
い
う
に
ぎ
わ
い
だ
っ

た
。
人
気
を
呼
ん
だ
の
は
一

O
個一

八
O
円
の
タ
マ
ゴ
、
三
個
一
五
0
1

二
O
O
円
の
ハ
ク
サ
イ
な
ど
。

(
H
-
U読
売
)

ふ
え
る
ア
ル
中
の
主
婦

主
婦
の
ア
ル
中
患
者
が
急
措
し
て

い
る
。
街
角
の
飲
み
屋
で
子
ど
も
の

手
を
ひ
い
て
一
杯
と
い
う
の
か
ら
入

院
し
て
断
酒
生
活
を
送
っ
て
い
る
人

た
ち
ま
で
。
彼
女
ら
は
一
様
に
"
さ

び
し
い
ら
し
い
"
と
多
摩
断
酒
新
生

会
長
さ
ん
の
言
。
夫
は
仕
事
に
追
わ

れ
、
夕
食
に
も
婦
ら
な
い
、
子
ど
も

も
自
分
の
生
活
が
あ
り
、
家
の
中
で

孤
独
感
が
つ
の
り
、
ふ
と
口
に
し
た

の
が
病
み
つ
き
に
な
り
、
量
も
ふ
え

る
が
夫
は
気
づ
か
な
い
。
中
毒
に
な

っ
て
入
院
治
療
す
る
際
も
窓
は
カ
ー

テ
ン
で
閉
め
き
っ
て
い
る
。
孤
独
な

閉
ざ
さ
れ
た
「
心
」
が
そ
こ
に
あ

る。

(
H
-
m朝
日
)

〔性〕
性
へ
の
態
度
を
改
め
よ

「
性
は
生
殖
の
た
め
ば
か
り
で
な

く
快
楽
の
た
め
に
も
存
在
す
る
。
男

性
支
配
思
想
と
性
は
罪
深
い
も
の
と

す
る
考
え
が
健
康
な
性
関
係
の
成
立

を
妨
害
し
、
避
妊
法
の
普
及
を
む
ず

か
し
く
し
て
い
る
」
と
、

W
H
O

(
世
界
保
健
機
構
)
が
報
告
。

(
3
・
日
朝
日
)
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避
妊
に
み
る
日
米
お
国
ぶ
り

東
大
大
学
院
に
留
学
中
の
ア
メ
リ

カ
の
文
化
人
類
学
者
、
サ
ミ
ユ
エ
ー

ル
・
コ

l
ル
マ
ン
氏
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
と
、
日
本
の
避
妊
法
は

コ
ン
ド
l
ム
使
用
が
大
半
で
医
者
の

利
用
は
少
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は

性
と
生
殖
を
分
離
す
る
考
え
で
、
早

く
子
ど
も
を
産
み
あ
げ
て
不
妊
手
術

を
受
け
る
ケ
l
ス
が
多
い
。
こ
れ
は

女
性
の
社
会
的
地
位
に
も
関
係
が
あ

り
、
日
本
は
「
女
は
子
を
産
む
も

の
」
と
い
う
固
定
説
念
が
強
い
こ
と

も
理
由
の
一
つ
と
い
え
る
。

(
7
・
日
朝
日
)

女
高
生
売
春
ふ
え
る

何
の
抵
抗
も
な
く
売
春
に
走
る
少

女
が
ふ
え
た
。
"
遊
ぴ
型
"
の
非
行



は
培
加
の
傾
向
。
そ
れ
も
旬
女
性
進

出
"
が
め
だ
っ
。
(
ロ

-
U毎
日
)
司

〔
雑
誌
〕

世
に
つ
れ
w

変
身
"
女
性
週
刊
誌

こ
の
と
こ
ろ
売
れ
行
き
伸
び
悩
み

の
女
性
週
刊
四
誌
。
読
む
よ
り
見
る

が
主
体
の
大
型
グ
ラ
ビ
ア
誌
の
好
調

に
つ
づ
け
と
ば
か
り
、
芸
能
人
の

結
婚
・
離
婚
な
ど
の
"
の
ぞ
き
見
主

義
w

か
ら
、
"
美
し
さ
と
豊
か
さ
の

追
求
"
に
方
向
転
換
。
経
済
成
長
期

で
世
の
中
が
活
発
に
動
い
て
い
る
と

き
に
は
ザ
ワ
ザ
ワ
し
た
記
事
が
う
け

た
が
、
不
況
の
い
ま
は
、
立
ち
ど
ま

っ
て
静
か
に
考
え
る
時
期
だ
か
ら
・
.. 

と
か
。

(
2
・
6
朝
日
)

な
ぜ
売
れ
る
?
「
婦
人
雑
誌
」

マ
ン
ネ
リ
、
似
た
り
よ
っ
た
り
、

な
ど
と
悪
口
を
い
わ
れ
な
が
ら
、
年

間
七
千
万
部
以
上
も
発
行
さ
れ
て
い

る
婦
人
雑
誌
。
一
世
帯
当
た
り
二
・

三
冊
の
見
当
。
だ
が
、
パ
タ
ー
ン
化

し
て
あ
き
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
。

(
3
・
日
、
加
毎
日
)

頭
打
ち
は
読
者
の
記
事
批
判
?

婦
人
雑
誌
の
編
集
者
一

O
二
人

(
う
ち
女
性
六
九
人
)
の
調
査
で
、

九
一
人
が
企
画
・
取
材
で
自
分
の
考

え
と
の
ジ
レ
ン
マ
を
訴
え
た
。

出
版
研
究
集
会
で
は
、
男
性
を
含

む
若
い
編
集
者
の
婦
人
像
と
編
集
長

の
そ
れ
に
か
な
り
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

る
、
女
性
が
自
分
の
生
き
方
と
、
雑

誌
が
方
針
と
す
る
婦
人
像
の
食
い
違

い
に
悩
む
な
ど
の
発
言
が
目
立
っ

た。

(
6
-
m朝
日
)

婦
人
雑
誌
あ
れ
こ
れ

「
主
婦
の
友
」
『
主
婦
と
生
活
」
な

ど
の
四
大
婦
人
誌
は
、
定
期
購
読
者

が
四
分
の
一
も
な
く
、
セ
ー
ル
ス
・

ポ
イ
ン
ト
は
も
っ
ぱ
ら
「
別
冊
付

録
」
に
な
る
。
特
に
年
末
の
家
計
簿

に
は
各
社
と
も
し
の
ぎ
を
け
ず
る

が
、
六
世
帯
に
一
冊
の
割
で
買
わ
れ

て
い
る
と
か
。

生
活
意
識
の
変
化
、
価
値
観
の
多

様
化
か
ら
婦
人
雑
誌
に
細
分
化
、
専

門
化
の
傾
向
が
七

O
年
初
め
に
見
ら

れ
た
。
な
ん
で
も
載
っ
て
い
る
総
合

誌
的
婦
人
四
大
誌
は
変
革
を
し
、
ヤ

ン
グ
向
け
や
育
児
専
門
誌
も
発
行
す

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
『
ミ
セ
ス
』

な
ど
に
部
数
を
抜
か
れ
た
こ
と
は
挽

歌
と
も
と
れ
る
。

(
8
・
却
毎
日
)

〔食〕
奥
さ
ん
、
ハ
ィ
、
院
の
お
か
ず

夕
食
の
材
料
を
献
立
表
と
説
明
書

を
つ
け
て
家
庭
ま
で
届
け
る
新
職
業

が
大
当
た
り
。
六
年
前
束
京
で
始
め

て
大
成
功
、
札
幌
に
も
進
出
。
共
働

き
ゃ
、
病
人
の
い
る
家
庭
を
ね
ら
っ

た
が
、
お
得
意
さ
ん
の
大
部
分
は
専

業
主
婦
。

(
3
・
日
朝
日
}

売
れ
行
き
上
々
、
回
席
ご
は
ん

日
清
食
品
の
カ
ッ
プ
ご
は
ん
の
半

年
の
売
上
げ
四
O
億
円
。
「
近
ご
ろ

の
主
婦
は
時
聞
を
大
切
に
す
る
。
米

を
炊
く
の
は
時
間
と
手
間
が
か
か
る

の
で
価
値
を
認
め
て
も
ら
え
そ
う
。

来
客
に
も
出
前
を
と
る
よ
り
い
い
で

し
ょ
う
」
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
十
数

社
が
手
が
け
る
レ
ト
ル
ト
の
ご
は
ん

も
去
年
か
ら
よ
く
出
て
生
産
が
迫
い

っ
か
な
い
と
い
う
。

(
6
・
3
朝
日
)

素
人
貰
い
出
し
害
、
市
場
を
占
拠

東
京
築
地
の
市
場
に
正
月
用
品
の

魚
な
ど
を
買
い
求
め
る
数
人
連
れ
の

主
婦
が
ウ
ロ
ウ
ロ
。
毎
日
一
万
人
も

の
鮮
魚
商
、
青
果
商
な
ど
が
仕
入
れ

に
や
っ
て
く
る
だ
け
に
戦
場
な
み
の

混
雑
。危
険
で
邪
魔
だ
と
迷
惑
顔
の
小
売

商
、
断
る
理
由
が
な
い
と
の
仲
卸
業

者
、
原
則
と
し
て
一
定
単
位
以
上
ま

と
ま
れ
ば
誰
で
も
買
え
る
、
と
市
場
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開
設
者
。
生
活
防
衛
の
た
め
に
押
し

か
け
る
消
費
者
パ
ワ
l
に
打
つ
手
が

な
い
状
態
だ
。

(
H
-
E朝
日
)

〔住〕
〈
住
宅
を
安
く
さ
せ
る
会
〉
発
足

「
一
生
に
一
度
の
買
い
物
な
の
に

売
り
手
の
都
合
で
一
方
的
に
値
段
が

き
め
ら
れ
る
の
は
お
か
し
い
」
と
女

性
七
人
が
集
ま
っ
て
〈
住
宅
を
安
く

さ
せ
る
会
〉
を
発
足
さ
せ
る
。
会
長

は
影
山
裕
子
さ
ん
、
他
に
高
田
ユ
リ

さ
ん
、
高
原
須
美
子
さ
ん
ら
の
"
七

人
の
サ
ム
ラ
イ
"
た
ち
。
建
設
・
通

産
省
と
の
話
し
合
い
で
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
ハ
ウ
ス
が
失
敗
し
た
理
由
な
ど
を

求
め
、
役
人
を
た
じ
た
じ
と
さ
せ

た。

(m
・
却
朝
日
)

業
界
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
い

〈
よ
い
住
宅
を
安
く
さ
せ
る
会
〉

を
つ
く
っ
た
影
山
裕
子
さ
ん
(
斜
)

は
北
海
道
生
ま
れ
の
長
野
県
育
ち
。

束
大
経
済
学
部
卒
。

「
土
地
と
切
り
離
し
て
ウ
ワ
モ
ノ

だ
け
を
、
高
い
高
い
、
安
く
し
ろ
と

叫
び
続
け
る
。
政
治
家
個
人
個
人
は

ア
テ
に
せ
ず
、
政
党
レ
ベ
ル
で
自
民

か
ら
共
産
ま
で
全
力
投
球
し
て
も
ら

い
ま
す
」
。
土
地
の
狭
さ
に
よ
る
地

価
に
は
納
得
で
き
て
も
ー
ー
と
の
こ

と
だ
。

(
H
・
9
読
売
)

人
と
住
ま
い
を
考
え
る
主
婦
会
議

家
と
は
何
か
、
環
境
と
は
何
か
、

主
婦
の
立
場
か
ら
:
:
:
と
い
う
一
民

間
開
発
業
者
の
呼
び
か
け
で
発
足
、

三
七
人
に
二
千
人
が
応
募
。
(ロ

-m朝
日
)

〔
そ
の
他
〕

ミ
ス
さ
っ
ぽ
ろ
応
募
史
上
最
低

応
募
期
聞
を
前
回
よ
り
二
O
日
も

延
長
し
た
の
に
応
募
は
二
七
人
で
前

回
の
三
分
の
一
に
。

(
1
・
M
朝
日
)

農
業
委
員
会
苦
心
の
花
嫁
銀
行

農
業
以
外
こ
れ
と
い
っ
た
産
業
の

な
い
大
分
県
の
安
岐
町
。
ご
多
分
に

も
れ
ぬ
花
嫁
不
足
解
消
の
た
め
、
町

内
の
一
八
歳
以
上
三
O
歳
未
満
の
未

婚
の
男
女
の
う
ち
、
結
婚
を
希
望
す

る
人
た
ち
を
登
録
す
る
「
花
嫁
銀
行

台
帳
を
作
成
」
、
身
長
・
体
重
・
趣

味
・
希
望
す
る
相
手
の
条
件
な
ど
が

記
入
さ
れ
て
お
り
、
委
員
会
は
一
日

も
早
い
カ
ッ
プ
ル
の
誕
生
を
待
っ
て

い
る
。

(
2
・
2
朝
日
)

五
O
代
独
身
婦
人
の
老
後

女
性
の
老
後
問
題
は
、
す
な
わ
ち

婦
人
問
題
。
日
本
で
は
、
子
ど
も
の

独
立
後
、
外
に
出
て
第
三
の
人
生
に

挑
戦
す
る
人
は
少
な
い
。
ま
た
、
日

本
に
は
戦
争
に
よ
る
五
O
代
の
独
身

婦
人
が
四
O
万
人
も
い
る
。
こ
の
人

た
ち
の
老
後
問
題
は
、
既
婚
婦
人
よ

り
深
刻
で
、
よ
り
一
層
の
福
祉
優
先

が
望
ま
れ
る
。

{
2
・
ロ
朝
日
)

78 

税
金
相
談
、
女
性
が
溜
え
る

札
幌
国
税
庁
が
昨
年
道
内
五
市
の

税
務
相
談
室
に
寄
せ
ら
れ
た
声
を
ま

と
め
た
と
こ
ろ
、
女
性
の
相
談
が
四

分
の
つ
財
産
分
与
、
内
職
収
入
、

不
動
産
が
関
心
の
ま
と
。(3
・
4
朝
日
)

出
稼
ぎ
外
国
人
に
偽
装
結
婚

も
ぐ
り
で
働
く
外
国
人
の
入
国
手
，

口
が
巧
妙
に
な
っ
て
、
日
本
人
や
在

日
外
国
人
と
偽
装
結
婚
し
た
り
、
短

期
商
用
ピ
ザ
で
入
国
す
る
。
日
本
で

働
く
外
国
人
に
、
金
で
戸
籍
を
貸
す

ケ
l
ス
も
出
て
い
る
。
横
浜
入
国
管

理
事
務
所
で
は
、
こ
れ
ら
の
手
口
に

目
を
光
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
9
・
7
朝
日
)



女
刑
事
"
に
求
め
る
魅
力
は
?

女
刑
事
が
大
活
躍
ー
ー
と
い
っ
て

も
テ
レ
ビ
の
話
。
日
本
テ
レ
ビ
系

「
女
刑
事
ク
リ
ス
テ
ィ

l
」、

T
B
S

系
『
G
メ
ン
汚
』
な
ど
の
女
刑
事
が

子
ど
も
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
ま
で

幅
広
い
人
気
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
に

共
通
す
る
の
は
派
手
な
ア
ク
シ
ョ
ン

と
華
麗
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
加
え
て

「
力
は
強
い
が
、
心
は
や
さ
し
い
」

と
い
う
、
世
の
頼
り
な
い
男
が
あ
こ

が
れ
そ
う
な
女
性
像
。
N
E
T
系

「
非
情
の
ラ
イ
セ
ン
ス
」
の
篠
ヒ

ロ

コ
は
で
ク
リ
ス
テ
ィ
!
"
み
た
い

な
女
が
主
役
の
番
組
を
日
本
で
も
作

っ
て
。
女
で
も
立
派
な
刑
事
を
や
る

の
に
」
と
語
る
。

(
m
u読
売
)

日
本
語
の
現
燭

今
、
男
の
小
学
生
の
問
で

「ぼ

く
・
き
み
」
の
か
わ
り
に

「
お
れ

・

お
ま
え
」
が
は
や
っ
て
い
る
。
女
子

も
対
抗
し
て
「
お
れ
・
お
ま
え
」
を

使
う
こ
と
が
あ
る
。

お
茶
の
水
女
子
大
附
属
小
学
校
の

大
橋
富
貴
子
教
諭
(
印
)
は
、
生
徒

同
士
に

「
O
Oさ
ん
」
「
あ
な
た
」

と
呼
ぴ
合
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

が
、
女
生
徒
が
男
生
徒
を
呼
ぶ
時

「
あ
な
た
」
と
言
う
の
は

「お
母
さ

ん
が
お
父
さ
ん
を
呼
ぶ
よ
う
で
」
い

や
が
る
と
い
う
。
「
大
人
に
対
し
て

の
呼
び
か
け
言
葉
に
つ
い
て
も
、
子

ど
も
た
ち
は
困
っ
て
い
る
」
が
、

「
そ
れ
で
も

"
あ
な
た
"
が
適
切
と

思
う
」
と
大
橋
教
諭
は
主
張
。

(m-m読
売
)

女
は
夜
旅
に
出
る
?

「
男
は
夜
旅
に
出
る
|
|
」
。
粋
な

ポ
ス
タ
ー
で
話
題
の
国
鉄
・
東
名
高

速
パ
ス

「
ド
リ
ー
ム
号
」
が
国
鉄
値

上
げ
後
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

新
幹
線
に
押
さ
れ
っ
ぱ
な
し
だ
っ

た
同
パ
ス
、
時
間
は
三
倍
か
か
る
が

運
賃
が
半
分
で
す
む
た
め
大
モ
テ
。

毎
週
金
、
土
曜
の
夜
、
東
京
駅
か
ら

神
戸
、
大
阪
、
京
都
、
名
古
屋
へ
向

か
う
五
便
と
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
反

し
て
女
性
に
人
気
が
高
く
、
週
末
の

京
都
行
き
な
ど
は
車
内
の
八
割
近
く

が
O
L
や
女
子
学
生
。(
H
m読
売
)
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調
査

〔
労
働
〕

内
臓
、

一
時
間
十
五
円

東
北
各
県
の
農
村
で
は
、
一
時
間

百
円
以
下
の
内
職
で
働
く
主
婦
が
多

く
、
秋
田
県
内
の
内
職
者
は
約
五
千

人
。
県
内
職
セ
ン
タ
ー
で
は
最
低
時

給
百
三
O
円
に
と
業
界
に
交
渉
中
だ

が
、
効
果
な
し
。
最
低
工
賃
の
制
定

が
望
ま
れ
る
。

(
3
・
日
朝
日
)

定
年
・
退
職
の
「
差
別
」
状
況

四
八
年
度
労
働
省
調
査
で
は
、
定

年
制
の
あ
る
企
業
の
二
九
・
五
%
が

• 
報
告

女
性
差
別
。
最
も
多
い
女
性
の
定
年

は
五
O
歳
で
三
九
・
五
%
、
次
が
四

五
歳
一
五
・
九
%
。
差
別
不
当
と
訴

え
た
二
件
と
も
雇
用
側
が
敗
訴
。

(
3
・

n読
売
}

女
性
建
築
技
術
者
調
査

「
何
年
た
っ
て
も
補
助
的
な
仕
事
」

「
設
計
段
階
に
は
参
加
で
き
な
い
」

l
l関
西
の
〈
女
性
建
築
技
術
者
の

会
〉
が
、
建
築
関
係
の
女
性
一
O
七

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
結
果
、
悩
み

多
い
状
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

(
4
・
U
朝
日
)

不
況
の
影
響
大
き
い
内
職

四
八
年
、
一
八
四
万
人
に
達
し
た

家
内
労
働
者
は
不
況
で
漸
減
、
四
九

年
一
O
%
減
、
五
O
年
も
五
・
五
%

減
で
一
五
六
万
人
。
う
ち
九
二
%
が

女
子
。一
時
間
の
平
均
工
賃
は
男
子
五
O

九
円
、
女
子
二
O
六
円
。
求
職
者

は
ふ
え
て
い
る
の
に
仕
事
は
減
つ
℃

い
る
|
|
一
一
一
日
か
ら
の
家
内
労
働

旬
聞
を
前
に
労
働
省
が
昨
年
一
O
月

の
調
査
結
果
を
発
表
。
(
5
-
m朝
日
)

80 

聡
業
病
'
食
い
違
う
労
使

長
野
電
話
局
(
長
野
市
)
に
勤
務

す
る
交
換
手
一
二
O
人
を
対
象
に
、

全
電
通
同
局
分
会
は
、
こ
の
ほ

ど
、
"
職
業
病
"
に
関
す
る
職
場
ア

ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
交
換
手
の
一
O
人
に
一
人
が

「
頚
肩
腕
症
候
群
」
の
診
断
を
く
だ

さ
れ
て
お
り
、
九
O
%
近
く
の
人
が

体
の
異
常
や
将
来
へ
の
不
安
を
訴
え

る
な
ど
、
む
し
ば
ま
れ
た
労
働
実
態

が
く
っ
き
り
。
と
こ
ろ
が
、
公
社
側

が
最
近
行
な
っ
た
健
康
診
断
で
は
、

同
じ
人
た
ち
の
八
O
%
が
「
と
く
に

異
常
な
し
」
。
医
師
の
診
断
と
ア
ン



ケ
l
ト
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
現

場
の
声
が
届
か
な
い
検
診
シ
ス
テ
ム

だ
と
し
て
職
員
の
問
か
ら
は
不
満
や

不
安
の
戸
も
で
て
い
る
。(7-m信
毎
)

女
性
は
最
初
に
失
業
、
就
聡
は
最
後

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
発
U
P
I
電
に
よ
る

と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
米
国
、
カ
ナ

ダ
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
実
施

し
た
調
査
で
、
不
況
で
解
雇
一
さ
れ
た

婦
人
労
働
者
は
約
七
O
O
万
人
。
女

性
労
働
者
比
率
三
五
%
の
中
で
失
業

総
数
の
四
O
%
を
占
め
る
。

I
L
O

は
、
女
性
が
「
女
の
仕
事
」
に
し
か

っ
け
な
い
、
職
業
教
育
の
不
足
の
た

め
と
説
明
。

(
9
・
U
朝
日
)

交
通
遺
児
の
母
の
聡
業
調
査

交
通
遺
児
育
英
会
が
ま
と
め
た
遺

児
の
母
の
職
業
調
査
で
は
、
不
安
定

な
職
場
で
身
を
す
り
へ
ら
し
な
が
ら

一
家
を
支
え
て
い
る
姿
が
浮
き
彫
り

に
。
一
般
勤
労
者
の
半
分
以
下
の
収

入
し
か
な
い
の
が
一
五
%
も
あ
り
、

母
親
た
ち
は
切
実
に
安
定
し
た
職
場

を
求
め
て
い
る
。

(
9
-
m朝
日
)

な
く
な
ら
な
い
男
女
差
別

「
女
性
の
若
年
定
年
制
、
結
婚
退

職
な
ど
不
合
理
な
制
度
、
慣
行
は
是

正
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
時
間
外
労

働
、
夜
勤
の
制
限
や
禁
止
な
ど
の
女

性
保
護
法
制
が
か
え
っ
て
職
場
で
の

差
別
を
生
ん
で
い
る
函
も
あ
り
見
直

し
の
時
期
に
来
て
い
る
」
と
、
職
場

の
男
女
差
別
実
情
と
背
景
を
調
査
、

研
究
し
て
き
た
「
就
業
に
お
け
る
男

女
平
等
問
題
研
究
会
」
(
座
長
・
大

内
一
男
)
が
二
日
研
究
結
果
を
ま
と

め
、
労
相
に
提
出
し
た
。

同
報
告
書
は
採
用
職
場
配
置
、
昇

進
、
賃
金
、
定
年
な
ど
す
べ
て
に
男

女
差
別
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
こ
の

背
景
は
従
来
か
ら
の
固
定
的
な
役
割

分
担
意
識
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

{m・
3
毎
日
)

五
O
年
版
・
婦
人
労
働
白
書

労
働
省
婦
人
少
年
局
は
十
二
日
、

五
O
年
版
の
婦
人
労
働
白
書
「
婦
人

労
働
の
実
情
』
を
発
表
。

就
業
者
数
は
減
少
し
、
不
況
に
よ

る
企
業
の
w

ぜ
い
肉
減
ら
し
"
が
、

内
職
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
切
捨
て

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
統
計
上

も
裏
付
け
ら
れ
た
。

(
m
-
U日
経
)

全
雇
用
者
の
三
二
%
が
女
性

こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
「
婦
人
労

働
の
実
情
』
に
よ
る
と
、
昭
和
五
O

年
の
女
子
就
業
者
は
一
、
九
五
三
万

人
。
う
ち
て
一
六
七
万
人
は
雇
用

者。
雇
用
者
総
数
に
占
め
る
女
性
の
比

率
は
三
一
一
%
(
前
年
三
二
・
二
%
)

で
産
業
別
に
み
る
と
製
造
業
三
六
一

万
人
職
業
別
に
は
事
務
従
事
者
が

四
O
O
万
人
で
そ
れ
ぞ
れ
ト
ッ
プ
。

女
子
の
管
理
的
職
業
の
従
事
者
は

十
一
万
五
千
人
で
全
体
の
管
理
職
の

五
・
二
%
。

既
婚
者
の
割
合
は
上
昇
し
て
六

0
・
~
二
%
(
前
年
六
0
・
0
%
}
。

一
人
平
均
の
月
間
給
与
総
額
は
十

一
万
四
O
六
七
円
(
前
年
九
万
七
三

九
二
円
三
男
性
の
給
与
額
を
百
と

す
る
と
女
性
は
五
五
・
八
。
{m-m読
売
)

デ
ー
ト
よ
り
残
業
の

O
L

「デ
l
ト
の
日
に
課
長
か
ら
残
業

し
て
く
れ
と
い
わ
れ
た
ら
、
ど
う
す

る
か
」
に
「
残
り
ま
す
」
八
四
%
、

「デ
1
ト
優
先
ヨ
」
一
五
%
。
「
お
茶

く
み
」
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が

「
仕
事
の
一
部
と
割
切
っ
て
い
る
」

(
神
戸
製
鋼
が
同
社
の
入
社
四
年
目

の
O
L
一
O
O
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
)
。

(ロ・
6
毎
日
)

女
子
就
業
者
の
九
割
が
家
事
も

総
理
府
の
労
働
調
査
こ
五
歳
以

上
の
男
女
三
万
八
千
人
)
に
よ
る

と
、
女
子
就
業
者
の
九
0
・
七
%
ま
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で
が
仕
事
以
外
に
家
事
に
も
た
ず
さ

わ
り
、
し
か
も
そ
の
六
二
・
五
怖
が

家
事
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
女
子

就
業
者
は
就
業
時
間
と
家
事
時
聞
を

合
わ
せ
て
週
六
0
・
八
時
間
も
働
い

て
い
る
。
(
ロ
・
日
各
紙
)

〔
女
性
の
意
識
〕

変
化
し
た
女
性
意
識
・
総
理
府
調
査

内
閣
広
報
室
は
「
婦
人
に
関
す
る

世
論
調
査
」
の
結
果
を
発
表
。
調
査

は
八
月
、
全
国
の
二
O
歳
以
上
の
女

性
五
千
名
に
行
い
、
回
収
率
八
二
・

七
%
。「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
の
考
え

方
」
に
同
感
は
四
九
%
、
同
感
し
な

い
が
四
O
%
。
六
O
歳
以
上
で
前
者

が
六
四
%
、
後
者
が
一
九
%
に
対

し
、
二
O
歳
台
で
は
前
者
が
三
五
%
、

後
者
が
五
五
%
。

「
女
性
が
仕
事
を
持
つ
こ
と
は
社

会
に
役
立
つ
か
」
に
は
、
役
立
つ
が

五
九
%
、
役
立
た
な
い
が
一
一
%
だ

っ
た
。夫
婦
別
姓
肯
定
は
二
O
%
、
と
く

に
未
婚
者
の
三
四
%
が
別
姓
を
認
め

る
べ
き
だ
と
肯
定
的
で
あ
っ
た
。

{口・

6
朝
日
)

O
L
の
お
金
の
使
い
道

さ
る
九
月
下
旬
か
ら
十
一
月
上
旬

に
か
け
て
三
和
銀
行
が
独
身
O
Lを

対
象
に
「
お
金
の
使
い
方
に
つ
い

て
」
調
査
し
た
。
首
都
圏
、
京
阪
神

地
区
に
あ
る
中
堅
企
業
四
三
社
の
十

八
歳
か
ら
二
九
歳
ま
で
の
独
身
O
L

一
O
二
四
人
の
生
活
ぶ
り
は
l
|

月
給
は
最
高
十
三

l
十
四
万
円
。

七
l
八
万
円
が
全
体
の
約
六
割
で
平

均
二
万
五
八
O
O
円
(
月
給
の
三

五
%
)
を
貯
金
に
回
し
て
い
た
。

貯
蓄
の
目
的
(
複
数
回
答
)
は
結

婚
(
七
七
%
)
が
ト
ッ
プ
。
「
結
婚

ま
で
に
二
一
五
万
円
(
平
均
}
た
め

た
い
」
と
意
欲
十
分
。

使
い
道
は
服
飾
費
(
月
給
の
一

六
%
)
が
目
立
つ
。

財
布
の
中
身
は
ふ
だ
ん
持
ち
歩
く

額
平
均
一
万
六
O
O
円
。
デ
ー
ト
の

費
用
は
男
性
が
払
う
こ
と
が
多
く
八

七
%
。

(
H
-
U読
売
/
日
経
)

O
L
二
人
旅

倉
敷
市
を
訪
れ
た
三
五
O
人
を
ク

ラ
レ
が
調
査
し
た
結
果
は
|
|
一
泊

ま
た
は
二
泊
で
二
|
三
万
円
、
目
的

は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
デ
イ
ス
カ
バ
ー

が
各
三
O
%
、
服
装
に
八
O
%
が
関

心
を
持
ち
、
一
泊
で
も
着
替
え
を
持

つ
が
六
七
%
。
{
ロ
・

1
読
売
)

〔
妻
・
夫
〕

最
近
の
w

若
い
夫
婦
興

朝
日
新
聞
家
庭
面
が
若
い
夫
婦
の

意
識
と
行
動
を
さ
ぐ
る
た
め
、
一
月

中
旬
に
調
査
。

対
象
は
都
内
の
あ
る
団
地
約
千
世

得
。
半
分
は
夫
用
、
半
分
は
妻
用
の

用
紙
を
配
布
。
回
答
数
は
夫
二
O
六

人
、
妻
二
七
四
人
。
夫
の
八
三
%
、

妻
の
九
O
怖
が
二
、
三
一
O
代
。
夫
の

六
割
が
会
社
員
、
妻
の
八
割
は
専
業

主
婦
だ
っ
た
。

「
結
婚
の
出
会
い
」
で
全
体
に
多

い
の
は
「
閉
じ
職
場
」
三
O
%
、

「
親
・
親
せ
き
の
紹
介
」
二
三
%
、

「
先
生
、
先
輩
、
知
人
の
紹
介
」
一

二
%
、
「
友
人
の
紹
介
」
一
一
%
。

「
結
婚
を
決
め
る
の
に
重
視
し
た
」

項
目
の
上
位
は
、
夫
は
「
価
値
観
が

似
て
い
る
こ
と
」
「
趣
味
の
一
致
」

「
両
親
の
賛
成
」
「
顔
立
ち
・
ス
タ
イ

ル
・
身
長
」
「
年
齢
の
バ
ラ
ン
ス
」

「
家
事
が
上
手
」
:
:
:
。
妥
は
「
将

来
性
」
「
価
値
観
が
似
て
い
る
こ
と
」

「
両
親
の
賛
成
」
「
職
業
」
「
趣
味
の

一
致
」
・
:
・
:
。
委
が
将
来
性
に
重
点

を
置
い
た
の
は
現
在
の
女
性
を
と

り
ま
く
環
境
で
は
、
女
性
の
将
来
は

夫
の
将
来
い
か
ん
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

姓
は
九
九
%
は
夫
の
姓
。
夫
婦
別

姓
を
「
い
や
だ
」
は
、
夫
の
四
四
w
w
、

妻
の
二
三
刑
判
。
「
姓
が
変
わ
っ
て
こ
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そ
結
婚
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

互
い
に
ど
ん
な
委
や
夫
に
な
っ
て

ほ
し
い
、
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
る

の
か
。
夫
、
妻
と
も
「
頼
り
が
い
の

あ
る
夫
」
に
人
気
が
あ
る
。
委
は
四

割
近
く
が
「
か
わ
い
い
妻
、

相
手
の
性
絡
に
対
し
て
は
、
夫
は

お
し
ゃ
べ
り
な
委
を
「
ほ
が
ら
か
で

世
話
ず
き
」
と
思
い
つ
つ
、
と
き
ど

き
「
わ
が
ま
ま
だ
よ
」
と
つ
ぶ
や

き
、
妻
は
夫
を
「
・
ね
ば
り
強
く
、
凡

帳
面
、
ほ
が
ら
か
」
と
い
う
一
方
で

「
お
と
な
し
く
て
、
神
経
質
で
わ
が

ま
ま
」
と
つ
ぶ
や
く
。

家
庭
内
の
仕
事
や
行
動
に
ど
れ
く

ら
い
話
し
合
い
、
ど
ち
ら
が
リ
ー
ド

し
て
決
め
て
い
る
か
。
ほ
ぽ
平
等
に

話
し
合
う
の
は
「
子
ど
も
を
何
人
生

む
か
」
「
五
万
円
程
度
の
家
具
を
買

う
と
き
」
「
香
典
や
お
祝
い
の
額
」
。

夫
の
家
事
参
加
に
つ
い
て
は
、
夫

の
七
五
%
が
「
今
の
ま
ま
で
十
分
」

と
答
え
て
い
る
が
、
妻
は
五
七
%
。

昨
年
「
私
作
る
人
、
僕
食
べ
る

人
」
と
い
う
C
M
に
、
あ
る
婦
人
団

体
が
男
女
差
別
と
抗
議
し
て
話
題
に

な
っ
た
。
夫
の
六
割
は
、
「
男
女
そ

れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ
る
の
だ
か
ら
抗

議
す
る
の
は
お
か
し
い
」
と
答
え
た

が
、
妻
は
四
割
。
逆
に
「
婦
人
団
体

の
言
い
分
も
わ
か
る
」
と
し
た
実
は

半
数
、
夫
は
三
割
あ
っ
た
。
四
O
代

以
上
の
夫
に
は
抗
議
を
も
っ
と
も
だ

と
し
た
人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。

家
庭
で
、
男
女
平
等
か
ど
う
か

は
、
夫
、
妻
と
も
七
割
ま
で
が
「
平

等
」
と
答
え
た
が
、
あ
る
委
は
、

「
意
見
と
か
の
商
で
は
平
等
だ
が
、

夫
に
比
べ
れ
ば
妻
は
自
由
で
な
い
」

と
注
釈
を
つ
け
て
い
た
。

《
総
論
》
湯
沢
嘉
彦
お
茶
の
水
女

子
大
教
授
は
「
価
値
観
や
趣
味
を
重

視
し
た
結
婚
や
別
姓
の
考
え
方
、
一

人
だ
け
の
子
ど
も
の
性
別
の
選
ぴ
方

な
ど
み
る
と
、
基
本
的
な
部
分
は
伝

統
に
従
い
つ
つ
も
、
変
え
よ
う
と
す

る
意
欲
は
感
じ
る
。
だ
が
夫
婦
共
通

の
世
界
よ
り
、
ま
だ
ま
だ
夫
独
自
の

世
界
の
方
が
広
い
」
。

評
論
家
の
樋
口
恵
子
さ
ん
は
「
日

本
的
役
割
平
等
観
が
出
て
い
る
。
戦

後
の
教
育
が
個
人
と
し
て
の
生
き
方

の
平
等
は
教
え
な
か
っ
た
結
果
だ
」
。

(
2
・
3
、
4
朝
日
)

か
わ
い
い
妻

若
夫
婦
の
意
識
調
査
の
結
果
、
妻

の
理
想
像
が
「
か
わ
い
い
」
が
夫
側

か
ら
三
九
%
弱
、
妻
は
四
O
%
弱
。

し
か
し
か
わ
い
き
の
内
容
は
、
昔
と

は
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

「
頼
り
が
い
の
あ
る
妻
」
が
第
二
位

で
二
五
・
四
%
だ
。

(
2
-
m朝
日
「
今
日
の
問
題
」
)

ふ
え
て
き
た
，
ボ
ク
作
る
人
"

あ
る
台
所
用
品
メ
ー
カ
ー
が
夫
の

料
理
や
台
所
仕
事
へ
の
参
加
度
を
調

査
し
た
ら

l
l頼
め
ば
手
伝
う
二

八
%
、
暇
が
あ
れ
ば
や
る
一
九
%
、

自
主
的
に
六
%
、
緩
ま
れ
で
も
や
ら

な
い
四
二
%
で
、
参
加
す
る
ほ
う
が

多
い
。
小
ぎ
れ
い
で
狭
い
賃
貸
マ
ン

シ
ヨ
ン
で
は
八
三
%
が
参
加
。
夫
の

手
伝
い
を
の
ぞ
む
女
性
は
料
理
学
校

生
徒
に
も
多
い
。

(
3
-
m毎
日
)

理
想
の
夫
は
無
干
渉
タ
イ
プ

東
京
、
近
郊
の
団
地
夫
人
の
意
識

調
査
の
結
果
、
毎
日
が
単
調
四
六
・

六
%
、
テ
レ
ビ
で
ま
ぎ
れ
る
四
二
・

九
%
。
テ
レ
ビ
に
最
も
期
待
す
る
も

の
は
情
報
。

主
婦
が
職
業
を
も
つ
こ
と
に
賛
成

八
四
・
三
%
。
「
夫
に
求
め
る
タ
イ

プ
」
は
お
互
い
の
生
活
を
尊
重
し
合

っ
た
上
で
の
無
干
渉
型
五
五
・

七
%
。
家
庭
中
心
型
二
五
・
八
%
、

猛
烈
型
九
・
八
%
。
「
人
生
の
目
的

は
生
活
を
楽
し
む
」
が
七
二
・
一
%
。

(
4
・
7
朝
日
)

夫
の
協
力
度

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
「
国
民
生

活
動
向
調
査
」
(
全
国
人
口
一
O
万

人
以
上
の
都
市
に
住
む
主
婦
三
千
人
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対
象
}
の
中
の
一
項
目
・
夫
の
協
力

度
を
み
る
と
、
「
い
つ
も
」
「
と
き
ど

き
」
を
合
わ
せ
、
過
半
数
を
越
え
た

の
は
大
工
仕
事
と
子
ど
も
の
面
倒
を

み
る
こ
と
の
二
つ
だ
け
。
掃
除
二

八
%
、
日
常
の
買
物
二
五
%
、
料
理

一
五
%
。
一
般
に
生
活
レ
ベ
ル
、
年

齢
の
高
い
層
ほ
ど
協
力
度
が
低
い
。

(
4
・

m朝
日
)

あ
な
た
の
ぐ
う
た
ら
度
は
?

毎
日
新
聞
の
日
曜
漫
画
「
ぐ
う
た

ら
マ
マ
」
は
主
婦
の
共
感
を
よ
び
、

自
分
の
分
身
の
よ
う
、
理
想
の
夫
、

な
ど
投
書
が
た
え
な
い
。

昨
年
一
月
、
財
団
法
人
・
余
暇
開

発
セ
ン
タ
ー
が
首
都
圏
の
主
婦
千
人

対
象
で
実
施
し
た
調
査
に
ぐ
う
た
ら

願
望
を
さ
ぐ
る
と
、
献
立
苦
手
四

九
・
七
%
、
脂
屋
物
を
と
る
五
六
・

六
%
(
月
平
均
一
・
七
回
)
既
製

そ
う
ざ
い
使
用
六
七
・
三
%
(
週

一
・
七
回
)
。

四
八

(η)
年
の
N
H
K
全
国
一

万
二
千
人
対
象
の
国
民
生
活
時
間
調

査
で
は
、
男
性
五
0
・
五
%
が
日
曜

家
事
二
時
間
で
、
四
O
(
町
)
年
の

四
三
分
に
く
ら
べ
エ
プ
ロ
ン
・
パ
パ

は
増
え
た
。

(
5
・
悶
毎
日
)

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
四
人
に
三
人
は

妻
に
満
足

第
一
勧
銀
が
都
内
に
勤
め
る
会
社

員
五
O
O
人
を
対
象
に
"
妻
に
対
す

る
意
識
調
査
"
。
主
な
結
果
は
|
|

「
今
の
妥
と
結
婚
し
て
よ
か
っ
た
」

は
二
六
・
四
%
。
ま
あ
満
足
の
四

九
・
O
%
を
合
わ
せ
る
と
四
分
の
三

に
達
す
る
。
し
か
し
妥
を
尊
敬
す
る

人
は
「
全
面
的
」
に
九
・
四
%
、

「
ま
あ
」
が
三
五
・
二
%
と
半
数
以

下
。
「
今
さ
ら
感
謝
の
言
葉
は
必
要

な
い
」
と
い
う
意
見
に
賛
成
一
四
-

O
%
、
反
対
七

0
・
0
物
。
や
は
り

一
言
葉
の
必
要
性
は
認
め
て
い
る
よ
う

だ

。

(

日

・

ロ

読

売

)

〔
主
婦
・
母
〕

女
の
生
き
が
い
|
|
子
ど
も
の
成
長

八
王
子
市
婦
人
セ
ン
タ
ー
が
同
セ

ン
タ
ー
の
各
種
受
講
生
{
勤
労
婦
人

二
二
三
人
、
主
婦
な
ど
働
い
て
い
な

い
女
性
五
八
七
人
の
計
八
一
O
人
)

を
対
象
に
行
な
っ
た
w
婦
人
の
意
識

調
査
"
に
よ
る
と
|
|

家
族
構
成
は
主
婦
の
場
合
七
六
怖

が
核
家
族
だ
が
、
勤
労
婦
人
で
核
家

族
は
二
五
%
。

w

女
で
あ
る
ゆ
え
の

差
別
感
"
を
味
わ
っ
て
い
る
の
は
主

婦
四
七
%
、
勤
労
婦
人
五
八
%
。

か
つ
て
働
い
て
い
な
が
ら
や
め
た

三
二
六
人
の
ほ
と
ん
ど
は
「
も
し
条

件
の
よ
い
職
場
が
あ
れ
ば
再
就
職
し

た
い
」
と
考
え
て
い
る
。(4
-
m毎
日
)

都
内
の
親
子
心
中
、
七
割
は
母
子

東
京
都
監
察
医
務
院
の
デ
1
タ
を

も
と
に
「
戦
後
三
0
年
間
の
都
内
で

の
親
子
心
中
の
実
態
」
が
ま
と
ま
っ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
三
0
年
間

に
起
き
た
親
子
心
中
は
六
O
O
件
。

一
二
七
五
人
が
死
ん
で
い
る
。
こ
の

う
ち
母
子
心
中
が
四
三
七
件
(
七

二
・
八
%
)
で
最
も
多
い
。

母
子
心
中
の
動
機
は
「
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
」
が
ト
ッ
プ
。
そ
の
六
九
例
の
う

ち
三
七
例
は
育
児
に
「
疲
れ
た
」

「
自
信
を
失
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。

親
子
心
中
は
高
度
経
済
成
長
の
カ

ー
ブ
に
比
例
し
て
増
加
。
核
家
族
化

を
背
景
に
昭
和
四
0
年
代
後
半
か
ら

母
子
心
中
が
目
立
っ
て
増
え
た
。
後

手
に
回
っ
て
い
る
予
防
行
政
の
見
直

し
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
(
5
・
U
朝
日
)

84 

母
親
の
意
識

子
ど
も
の
産
み
捨
て
は
許
せ
な

い
。
子
の
非
行
に
は
親
が
反
省
。
離

婚
は
子
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
か
ら

避
け
る
べ
き
。
-
|
東
京
・
神
奈
川

な
ど
一
都
一

O
県
の
高
校
生
以
下
の



子
を
持
つ
母
親
二

O
八
六
人
を
関
東

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
婦
人
部
会
が

調
査
し
た
平
均
的
回
答
。
し
か
し

「
子
捨
て
・
子
殺
し
は
場
合
に
よ
っ

て
は
仕
方
が
な
い
」
も
、
百
人
に
一

人
の
割
。

(
6
-
m毎
日
)

亭
主
よ
り
も
テ
レ
ビ

国
民
の
テ
レ
ビ
好
き
は
変
わ
ら

ず
、
特
に
主
婦
は
平
日
で
も
一
日
平

均
四
時
間
五

O
分
も
テ
レ
ビ
の
前
に

座
っ
て
い
る
、
と
二
五
日
N
H
K
が

発
表
。
今
回
の
調
査
で
は
「
欧
米
よ

り
一
時
間
以
上
多
い
」
と
い
わ
れ
る

一
日
の
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
が
さ
ら
に

の
び
た
。

(
6
・
U
朝
日
)

テ
レ
ビ
と
主
婦
の
関
わ
り

放
送
番
組
を
考
え
る
主
婦
グ
ル
ー

プ
〈
東
京
こ
だ
ま
の
会
〉
が
束
京
中

心
に
横
浜
、
川
崎
、
浦
和
、
な
ど
近

県
の
二
O
代
か
ら
六
O
代
の
主
婦
五

七
八
人
対
象
に
調
査
、
テ
レ
ビ
と
主

婦
の
か
か
わ
り
を
本
に
ま
と
め
た
。

都
会
の
主
婦
は
平
均
一
日
視
聴
時

間
は
五
時
間
一
八
分
。
二
O
代
四
時

間
三
O
分
、
六
O
代
七
時
間
。
好

き
な
番
組
は
奥
さ
ま
シ
ョ

l
三

五
%
、
ド
ラ
マ
二
八
%
。
も
し
テ
レ

ビ
が
な
か
っ
た
ら
、
読
書
を
す
る
が

一
位
、
次
は
裁
縫
や
編
物
を
す
る
だ

っ
た
。

{
8
・
お
朝
日
)

主
婦
の
「
日
記
と
切
り
銭
き
」

第
一
勧
業
銀
行
に
よ
る
「
く
ら
し

の
中
の
つ
み
重
ね
」
調
査
に
よ
る
と

家
計
簿
を
つ
け
て
い
る
主
婦
は
四

一
%
、
日
記
は
一
七
%
、
新
聞
記
事

な
ど
を
切
り
抜
い
て
い
る
の
は
二

九
%
。
三
四
歳
ま
で
の
若
年
主
婦
に

日
記
や
家
計
簿
を
つ
け
て
い
る
人
が

多
く
、
四
O
代
は
他
の
年
齢
層
よ
り

切
り
抜
き
が
四
・
五
%
高
い
。
「
役

立
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
の
は
、
第

一
位
が
切
り
抜
き
で
九
O
%
、
日
記

は
八
三
%
、
家
計
簿
は
八
一
%
、
そ

れ
ぞ
れ
役
立
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
が
、
家
計
簿
を
つ
け
る
主
婦
の
六

三
%
が
夫
に
み
せ
な
い
。
記
録
性
を

重
視
し
後
々
の
参
考
に
と
い
う
筈
が

多
い
。

(
9
・
4
毎
日
)

子
ど
も
に
望
む
当
世
親
心

二
五
歳
以
上
の
既
婚
者
が
青
少
年

を
ど
う
見
て
い
る
か
を
探
っ
た
、
内

閣
広
報
室
の
「
青
少
年
に
対
す
る
成

人
の
意
識
調
査
」
が
十
四
日
発
表
さ

れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
金
や
名
誉

よ
り
も
将
来
に
不
安
の
な
い
職
場
で

働
き
、
社
会
の
不
正
と
闘
う
よ
り
、

趣
味
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
自
己

中
心
の
意
識
が
世
代
を
越
え
て
定
着

し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

(
今
年
七
月
、
二
五
歳
以
上
の
既
婚

者
三
、
五
一
九
人
対
象
)
。
(
日
・
日
朝
日
)

わ
が
子
の
結
鯖
費
用
=
=
九
万

東
京
・
大
坂
・
名
古
屋
の
母
六
一

O
人
を
東
海
銀
行
が
調
査
し
た
結

果

。

(

ロ

・

l
読
売
)

創
造
性
欠
け
る
余
暇
利
用

北
海
道
が
道
内
の
主
婦
一
二
O
O

人
を
面
接
し
た
婦
人
意
識
調
査
や
道

婦
人
団
体
連
絡
協
の
調
査
デ
l
タ
に

よ
る
と
、
一
日
平
均
家
事
時
間
七
時

間
一
四
分
、
余
暇
三
時
間
三
五
分
、

テ
レ
ビ
視
聴
時
間
(
仕
事
し
な
が
ら

も
含
む
)
三
時
間
一
三
分
。

(ロ

-m北
海
道
)

〔
子
ど
も
た
ち
〕

今
の
子
は
何
に
な
り
た
い
か

男
子
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
科
学

者
、
技
師
、
商
人
、
社
長
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
、
医
師
:
:
:
。
女
子
は
保
母
、

芸
術
家
、
技
師
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ

ス
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
順
、
女
子
の

政
治
家
は
ゼ
ロ
。
都
内
小
学
校
高
学

年
五
O
O
人
対
象
の
第
一
勧
銀
調
査
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で。

(
1
・
6
毎
日
)

高
校
生
に
み
る
社
会
福
祉
観

沖
縄
・
北
九
州
市
・
東
京
の
三
地

区
四
千
余
人
対
象
の
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
調
査
で
、
約
七
割
が
老
人
と

同
居
す
べ
き
だ
と
回
答
。
だ
が
「
そ

の
面
倒
を
み
る
の
は
子
の
義
務
」
と

沖
縄
の
七
四
%
が
回
答
し
た
の
に
対

し
、
東
京
で
は
凹
0
・
一
%
が
「
国

や
自
治
体
が
責
任
を
持
つ
べ
き
」
で
、

大
き
な
地
域
差
が
。

(
1
・
ロ
朝
日
)

お
と
な
ま
る
写
し
中
学
生

友
だ
ち
が
一
人
も
い
な
い
高
校
生

が
男
子
で
一
二
・
七
%
。
中
学
で

一
一
一
・
七
%
。
政
治
へ
の
満
足
度
は
男

一
O
%
、
女
三
%
。
孤
独
、
フ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
お
と
な
そ
っ
く

り
。
都
内
の
中
学
二
年
生
六
O
O
人

と
高
校
二
年
生
て
二
O
O
人
対
象

の
東
京
都
青
少
年
対
策
部
の
調
査

で。

(
1
・

n毎
日
)

消
え
ぬ
男
女
差
別
l
l高
校
生

東
京
都
高
教
組
婦
人
部
が
昨
夏
行

な
っ
た
都
内
高
校
三
年
生
一
、
六
六

O
人
の
調
査
で
、
「
男
女
差
別
あ
り
」

は
女
五
七
%
、
男
三
四
%
。
女
子
の

賃
金
が
男
の
五
O
%
で
あ
る
こ
と
を

女
子
五
九
%
、
男
の
三
二
%
が
、

「
お
か
し
い
」
と
し
て
い
る
が
、
男

の
二
一
%
は
「
女
子
は
男
子
よ
り
能

力
が
低
い
か
ら
当
然
」
と
回
答
。

(
-
-
M毎
日
)

中
学
三
年
の
男
女
差
別
観

逗
子
市
久
木
中
学
の
新
倉
昌
子
先

生
が
中
学
三
年
の
男
女
三
O
O
人
を

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。
結
婚
し
た
ら
妥

が
職
を
や
め
る
の
が
当
然
と
考
え
た

の
は
男
女
と
も
約
半
数
、
家
事
の
平

等
な
分
担
も
半
数
、
女
教
師
が
ふ
え

る
こ
と
や
男
子
も
家
庭
科
を
学
ぶ
こ

と
に
不
賛
成
な
者
は
約
三
分
の
二
。

今
度
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら
男
に
、
が

四
分
の
三
。

(
3
-
m毎
日
)

「
私
が
母
に
な
っ
た
ら
:
・
」

女
子
中
学
生
の
意
識
調
査

「
中
学
生
の
家
庭
観
と
将
来
像
調

査
」
(
都
内
中
学
二
年
生
男
女
各
二

五
O
人
対
象
、
子
ど
も
調
査
研
究
所

七
四
年
十
二
月
実
施
)
に
よ
る
と
女

子
の
六
O
%
は
「
愛
す
る
人
と
幸
せ

な
生
活
を
営
む
家
庭
的
な
人
」
を
望

み
、
「
個
性
的
生
き
方
」
を
望
む
の

は
六
・
七
%
。
男
子
も
同
じ
傾
向
。

と
こ
ろ
が
女
子
は
、
そ
れ
ま
で
の

親
の
価
値
観
を
再
構
成
す
る
高
校
生

の
時
期
、
伝
統
的
な
女
性
観
や
母
親

観
を
こ
わ
し
た
い
街
動
に
か
ら
れ

る
。
「
母
性
意
識
の
発
達
過
程
に
関

す
る
研
究
」
(
中
高
大
学
女
子
三
、

O
七
九
人
対
象
、
資
生
堂
社
会
福
祉

事
業
財
団
七
四
年
十
月
実
施
)
の

「
母
親
に
な
る
の
を
当
然
と
思
う
か
」

に
対
し
肯
定
は
中
学
生
四
八
%
、
大

学
生
六
一
%
、
一
方
高
校
生
は
わ
ず

か
三
四
%
で
そ
の
暮
藤
が
よ
く
表
わ

れ
て
い
る
。

(
7
・
凶
日
経
)

子
ど
も
の
遊
び
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子
ど
も
の
描
い
た
絵
か
ら
、
遊
び

の
傾
向
を
さ
ぐ
る
調
査
を
、
三
菱
グ

ル
ー
プ
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
男
子
一
位
は
野
球
、
二

0
・
九
%
、
見
虫
採
集
、
鉄
棒
、
自

転
車
が
続
く
。
女
子
は
な
わ
飛
ぴ
一

六
・
二
%
、
ポ
ー
ル
遊
び
、
ブ
ラ
ン

コ
の
順
。
遊
び
の
種
類
は
一
二
五

種
、
遊
ぶ
場
所
、
空
地
一
三
・
二
%
、

道
路
で
の
遊
ぴ
も
九
・
一
%
。
仲
間

は
グ
ル
ー
プ
で
向
性
同
士
が
多
い
。

男
女
仲
良
く
と
い
う
の
は
一
七
・

三
%
だ
っ
た
(
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
応

募
作
よ
り
抽
出
し
た
小
学
生
の
作
品

二
千
点
対
象
)
。

(
9
-
m読
売
)

子
ど
も
の
胃
か
い
よ
う

旭
川
医
大
の
調
査
で
は
、
昭
和
三

七
年
か
ら
四
八
年
ま
で
に
精
密
検
査

し
た
子
ど
む
(
十
四
歳
ま
で
)
の
う

ち
胃
か
い
よ
う
忠
者
は
、
二
ハ
・

四
%
だ
っ
た
の
に
、
四
九
年
か
ら
五



一
年
は
三
0
・
七
%
と
、
二
年
間
で

二
倍
に
摺
加
。
主
因
は
受
験
戦
争
の

ス
ト
レ
ス
。
本
人
よ
り
母
を
"
治
療
"

す
る
こ
と
が
大
事
。
(
ロ
・

2
毎
日
)

〔
離
婚
〕

離
婚
は
戦
後
最
高

厚
生
省
は
三
一
日
、
九
月
ま
で
の

実
績
に
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
推

計
を
上
積
み
し
た
昭
和
五
O
年
の
人

口
動
態
統
計
の
概
況
を
ま
と
め
た
。

件
数
は
十
一
万
九
千
件
。
人
口
千

人
に
対
す
る
割
合
は
一
・
O
八
件
。

昭
和
三
八
年
を
最
低
に
一
再
び
上
昇
気

流
に
乗
っ
て
増
え
る
一
方
。

(
l
・
l
毎
日
)

離
燭
率
は
北
海
道
が
日
本

北
海
道
庁
が
昨
年
一
年
間
の
人
口

動
態
を
ま
と
め
た
結
果
で
は
、
出
産

率
は
史
上
第
二
位
の
低
率
、
結
婚
も

前
年
よ
り
七
%
程
度
減
少
し
た
が
離

婚
は
実
数
・
率
と
も
史
上
最
高
、
千

人
当
た
り
一
・
六
六
組
で
前
年
同
様

日
本
一
。
内
縁
関
係
が
少
な
く
離
婚

も
律
義
に
手
続
き
す
る
ほ
か
、
出
稼

ぎ
が
多
い
こ
と
、
相
次
ぐ
閉
山
に
よ

る
一
家
離
散
な
ど
が
理
由
。
北
海
道

の
女
性
の
独
立
心
の
強
さ
を
指
摘
す

る
向
き
も
あ
る
。

(
2
-
m朝
日
)

離
酒
は
財
産
折
半

東
京
都
人
権
擁
護
委
員
会
婦
人
部

が
都
内
女
性
四
五
三
人
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
「
婚
前
の
各
自
の
財
産
は

そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
財
産
」
に
七
五
%

が
賛
成
。
結
婚
後
の
財
産
は
「
共

有
」
が
六
O
%
。
「
夫
の
借
金
の
穴

埋
め
を
す
る
の
は
当
然
」
は
三
七
%

し
か
な
か
っ
た
。
(
ロ
・

9
読
売
)

法
律
担
談
「
離
婚
」
が
今
年
も
一
位

裁
判
を
起
こ
し
た
い
が
お
金
の
な

い
人
の
た
め
費
用
を
立
て
替
え
る
法

律
扶
助
協
会
の
愛
知
県
支
部
が
一
年

聞
に
立
て
替
え
た
件
数
は
二
九
三
件

で
、
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
今
年
も

「
離
婚
」
。
(
ロ
・
刻
中
日
)

〔
く
ら
し
・
健
康
〕

食
生
活
五
年
間
の
変
化

ア
イ
デ
ィ
ア
・
パ
ン
ク
の
都
内
と

近
郊
調
査
に
よ
る
と
、
夫
中
心
の
夕

食
献
立
は
昭
和
四
五
年
の
五
五
%
が

五
O
年
は
三
O
%
に
減
少
。
二
O
代

だ
け
四
八
%
で
、
あ
と
は
二
O
%
。

夫
が
家
で
と
る
一
週
間
の
夕
食
回

数
の
順
位
は
四
五
年
①
三
回
二
九
%

①
五
回
二
一
%
、
以
下
四
、
二
、
一

回
。
五
O
年
①
七
回
二
六
%
①
五
回

一
三
%
、
以
下
三
、
二
、
一
因
。

主
婦
の
食
べ
歩
き
は
前
回
の
三
・

五
%
(
よ
く
す
る
四
・
五
位
四
)
が

七
・
六
%
(
同
一
三
・
七
%
)
に
急

増。
五
年
間
の
家
庭
の
食
生
活
変
化
を

五
七
怖
が
自
覚
。
二
O
代
は
手
間
と

時
間
の
増
減
両
極
が
変
化
の
特
徴
。

(
6
・
5
朝
日
)

計
量
器
・
規
格
品
調
査

主
婦
速
は
経
済
企
画
庁
の
委
託
で

計
量
販
売
、
ユ
ニ
ッ
ト
・
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
、
規
格
口
問
、
指
示
濃
度
に
つ
い

て
束
京
都
の
主
婦
を
対
象
に
実
態
と

怠
識
調
査
を
行
な
っ
た
(
昨
年
十
一

月
個
別
面
接
に
よ
り
東
京
都
の
主
婦

対
象
に
)
。

そ
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
が
、
計

量
販
売
、
ユ
ニ
ッ
ト
・
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
に
つ
い
て
は
、
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
が
、
指
示
に
従
う
人
が
少
な

い
。
規
絡
口
聞
に
つ
い
て
は
寸
法
が
合

わ
な
い
と
い
う
苦
情
が
四
一
%
も
あ

っ
た
と
発
表
。

(
6
-
M毎
日
)

生
活
苦
し
く
な
っ
た

日
本
婦
人
会
議
が
婦
人
会
議
の
組

織
を
通
じ
全
国
一
万
世
帯
対
象
に
行

な
っ
た
「
生
活
実
態
調
査
」
で
は
、

公
共
料
金
の
値
上
げ
、
不
況
、
イ
ン
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フ
レ
で
、
八
割
が
昨
年
よ
り
生
活
が

苦
し
く
な
っ
た
と
訴
え
て
い
る
。

七
三
%
の
人
が
「
老
後
」
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
が
、
自
衛
策
は
、
衣

料
の
買
い
控
え
一
一
一
四
%
、
外
食
を
や

め
る
一
一
一
%
、
副
食
の
節
約
が
一

一
%
で
、
医
者
に
か
か
ら
な
い
が

四
・
一
%
も
。

生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
責
任
は
、

政
府
が
六
七
%
、
企
業
が
二
O
%
。

赤
字
国
債
が
悪
影
響
を
与
え
た
と
考

え
て
い
る
。

(
H
-
m毎
日
)

「
く
ら
し
の
裾
談
」
こ
の
一
年

商
品
に
よ
る
危
害
や
危
険
の
事
例

が
ふ
え
、
「
吐
き
気
が
す
る
か
ま
ぼ

こ
」
「
指
を
切
っ
た
中
華
ナ
ベ
」
「
子

ど
も
が
死
ん
だ
折
り
畳
み
式
防
護
さ

く
」
「
燃
え
だ
し
た
電
子
ジ
ャ

l
」

な
ど
、
消
費
者
が
身
体
・
生
命
の
被

害
や
不
安
を
訴
え
た
も
の
が
四
九
件

中
二

O
件
と
、
い
ま
ま
で
の
倍
に

(
朝
日
家
庭
面
掲
載
「
く
ら
し
の
相

談

」

)

。

(

ロ

-m朝
日
)

〔
老
後
〕

一
人
暮
ら
し
の
老
人
謂
宣

都
民
生
局
は
十
七
日
、
一
人
暮
ら

し
の
保
護
世
帯
の
実
態
調
査
を
ま
と

め
た
。
昨
年
七
月
、
二
三
区
内
か
ら

九
O
O
世
帯
を
無
作
為
抽
出
し
た
も

の
。
平
均
年
齢
六
五
。
七
O
代
が
三

七
・
五
%
で
最
高
。
六
O
代
で
二

一
二
・
七
%
で
、
全
体
の
四
分
の
三
が

女
性
。
四
割
強
に
子
ど
も
が
あ
り
、

男
六
割
女
三
割
が
子
ど
も
や
親
類
と

没
交
渉
。
男
二
人
に
一
人
、
女
三
人

に
一
人
が
「
隣
近
所
と
つ
き
合
わ

ず
」
六
割
が
「
寂
し
さ
を
感
じ
る
」

が
、
一
人
暮
ら
し
に
つ
い
て
は
、

「
い
ま
の
ま
ま
で
よ
い
」
八
六
・

一
%
。
将
来
の
希
望
は
「
わ
か
ら
な

い
」
三
七
・
六
%
で
最
高
。
施
設
入

所
が
二
九
・
六
%
。

(
5
-
m朝
日
)

総
理
府
の
老
後
世
論
調
査
よ
り

昨
年
末
三
O

|
五
五
歳
未
満
の
男

女
約
八
八
O
O
人
の
生
活
調
査
で
、

「
老
人
と
は
い
く
つ
ぐ
ら
い
か
ら
」

と
の
問
い
に
は
「
七
O
歳
以
上
」
が

三
七
%
で
最
高
、
「
六
五
歳
以
上
」

が
三
三
・
四
%
。

ま
た
「
心
配
の
順
位
」
は
ガ
ン
、

寝
た
き
り
、
脳
卒
中
だ
が
、
女
は
平

均
し
て
寝
た
き
り
の
心
配
率
が
高

く
、
特
に
子
ど
も
の
い
な
い
人
に
高

い
。
逆
に
子
ど
も
の
い
る
人
は
い
な

い
人
よ
り
ガ
ン
を
心
配
。{7
・
5
毎
日
)

老
人
世
帯
確
実
に
溜
加

二
四
日
発
表
さ
れ
た
「
昭
和
五
0

年
度
行
政
基
礎
調
査
」
(
厚
生
省
)

に
よ
る
と
、
こ
の
と
こ
ろ
続
い
て
い

た
核
家
族
化
の
傾
向
が
鈍
化
し
た
。

一
家
族
の
平
均
人
数
は
三
・
三
五

人
。
世
帯
の
形
態
別
に
み
る
と
夫
婦

と
未
婚
の
子
ど
も
、
片
親
と
未
婚
の

子
ど
も
で
構
成
さ
れ
る
家
族
は
全
体

の
五
八
・
五
%
。
一
方
で
男
性
六
五

歳
、
女
性
六
O
歳
以
上
の
高
齢
世
帯

は
、
前
年
比
0
・
三
%
増
で
あ
る
。

(
8
・
お
読
売
)
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老
後
プ
ラ
ン

l
l退
職
金
に
期
待

先
ご
ろ
三
和
銀
行
が
京
浜
・
阪
神

地
区
の
四
、
五
O
代
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
家
庭
の
主
婦
五
八
O
人
に
聞
い
た

と
こ
ろ
、
現
在
の
最
も
大
き
な
経
済

的
関
心
事
は
①
老
後
資
金
(
三
九
・

五
%
)
①
教
育
資
金
会
二
・
九
%
)

①
住
宅
資
金
(
一
五
・
五
%
)
の
順
。

老
後
の
生
活
費
の
"
収
入
源
"
は
、

「
退
職
金
」
(
七
一
・
九
%
)
、
「
厚
生

年
金
」
(
六
八
・
三
%
)
、
「
国
民
年

金
」
(
四
四
・
七
%
)
と
続
く
。

そ
し
て
、
定
年
後
も
「
夫
の
勤
労

収
入
」
を
、
四
一
・
九
%
の
妥
が
予

定
し
て
い
る
。

(
9
-
m毎
日
)



意
見

〔
政
治
〕

少
年
法
、
隠
密
裡
に
審
議

わ
た
し
が
世
話
人
を
や
っ
て
い
る

〈
刑
法
改
悪
に
反
対
す
る
婦
人
会
議
〉

は
、
現
在
少
年
法
改
悪
限
止
に
全
力

を
傾
け
て
い
る
。

今
ま
で
は
少
年
の
犯
罪
に
は
一
切

警
察
官
・
検
察
官
を
介
入
さ
せ
ず

に
、
家
裁
の
少
年
部
の
裁
判
官
と
調

査
官
が
協
力
し
合
っ
て
少
年
の
保
護

と
教
育
に
あ
た
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
今
回
採
択
さ
れ
た
改
悪
案
で
は
教

導
主
義
か
ら
刑
罰
主
義
に
移
行
さ
せ

よ
う
と
す
る
法
務
省
の
意
図
が
ハ
ツ

キ
リ
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

未
来
あ
る
少
年
の
人
生
を
閉
ざ
す

改
悪
案
阻
止
の
決
意
は
、
学
び
合
う

各
人
の
胸
の
中
に
強
く
固
ま
っ
て
い

る
。
(
吉
武
輝
子

1
-
m婦
民
)

子
ど
も
の
意
見
|
|
選
挙
に
つ
い
て

寂
し
さ
の
中
で
亡
く
な
っ
て
ゆ
く

老
人
や
、
一
日
の
食
事
代
に
も
こ
と

欠
く
人
々
が
増
え
、
環
境
は
破
崎
概
さ

れ
る
一
方
な
の
に
、
政
権
が
ど
う
の

こ
う
の
と
騒
ぎ
続
け
、
ゃ
れ
交
際
費

や
車
代
に
税
金
を
使
う
国
会
議
員
た

ち
。
そ
の
行
動
の
一
つ
ひ
と
つ
が
子

ど
も
た
ち
を
ど
れ
ほ
ど
不
安
な
気
持

ち
に
し
て
い
る
か
、
気
づ
か
な
い
の

か
。
私
た
ち
に
は
ま
だ
選
挙
権
が
な

い
。
だ
か
ら
大
人
に
確
か
な
人
を
選

ん
で
も
ら
う
し
か
な
い
の
だ
。
「
大

人
な
ん
て
!
」
と
子
ど
も
た
ち
が
叫

ぶ
前
に
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
、
福
祉
、
公

害
の
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
た
良
識
あ

る
選
挙
、
国
民
の
た
め
の
政
治
を
望

む
。
(
藤
村
真
理
高
校
生
凶
歳
)

(
H
-
n読
売
)

有
権
者
の
責
任
は

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
が
明
る
み
に
出

て
政
治
家
の
イ
メ
ー
ジ
は
急
速
に
低

下
し
た
よ
う
だ
が
、
戦
後
の
日
本
で

は
政
治
家
に
対
す
る
評
価
が
一
般
に

芳
し
い
も
の
で
な
い
こ
と
は
種
々
の

結
果
に
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
の
政
治
の
体
質
が

で
き
あ
が
っ
た
理
由
の
一
つ
に
「
選

挙
を
中
心
と
し
て
政
治
家
と
有
権
者

の
間
に
行
わ
れ
る
種
々
の
相
互
作

用
」
が
あ
る
。
政
治
家
を
非
難
す
る

こ
と
は
、
有
権
者
で
あ
る
自
分
自
身

を
間
接
的
に
非
難
す
る
こ
と
に
も
な

る。
多
く
の
有
権
者
は
今
で
も
自
分
た

ち
の
責
任
を
回
避
し
て
い
る
と
思
わ

い
れ
る
が
、
政
治
の
金
権
体
質
改
善
を

進
め
る
う
え
で
有
権
者
も
一
層
の
自

覚
を
も
っ
必
要
が
あ
る
。
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(
慶
応
大
学
新
聞
研
究
所
教
授

岩
男
寿
美
子
)
(
日
・
初
毎
日
)

低
す
ぎ
る
農
村
女
性
の
政
治
感
覚

近
隣
の
三
O
人
に
選
挙
に
つ
い
て

た
ず
ね
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
「
主
人

の
支
持
す
る
人
に
投
票
」
と
答
え

た
。
政
治
教
育
が
必
要
。

(
竹
西
辰
雄
石
川
県
僧
職
印
歳
)

(ロ・

3
読
売
)

政
治
づ
い
た
主
婦
た
ち

今
年
ほ
ど
政
治
に
引
き
つ
け
ら
れ

た
年
は
な
い
。
物
価
や
教
育
、
公
害

な
ど
の
問
題
で
暮
ら
し
に
く
さ
が
加

速
さ
れ
た
が
、
ロ
事
件
で
ス
ト
レ
ー

ト
に
政
治
に
近
づ
い
た
。
選
挙
も
決

し
て
シ
ラ
ケ
選
挙
で
は
な
か
っ
た
。

女
性
の
投
票
率
が
高
か
っ
た
の
は
い

か
に
主
婦
た
ち
が
本
当
の
政
治
を
待

ち
望
ん
で
い
る
か
を
示
し
た
と
思
う
。

(
重
藤
都
東
京
都
主
婦
必
歳
)

(
ロ
・
初
毎
日
)

〔
解
放
・
平
等
〕

，
自
然
に
帰
れ
"
今
年
の
暮
ら
し

自
宅
の
近
く
で
短
時
間
、
な
に
か

仕
事
な
い
か
し
ら
。
で
も
パ

l
ト
は

い
や
、
と
あ
る
奥
さ
ん
。
自
分
の
状

況
は
変
え
ず
に
|
|
と
重
い
気
分
に

な
っ
た
。
主
婦
は
家
事
は
忙
し
い
と

は
い
う
も
の
の
、
気
持
ち
の
上
で
は

退
屈
。
し
か
し
外
へ
出
ょ
う
と
す
れ

ば
、
夫
が
、
社
会
が
、
ゆ
る
さ
な
い
。

何
が
で
き
る
か
、
自
分
の
目
で
周
囲

の
現
実
を
ま
ず
見
直
す
べ
き
だ
。

(
高
見
沢
た
か
子

1
・
4
信
毎
}

日
本
の
主
踊
の
地
位
は

こ
ま
か
い
買
物
も
夫
が
決
め
る
米

国
よ
り
、
日
本
の
主
婦
の
日
常
の
決

定
権
は
強
い
。
が
、
地
位
の
高
さ
と

な
る
と
疑
問
だ
。
権
利
と
い
う
よ
り

雑
事
決
定
の
義
務
で
は
な
い
か
。
比

較
的
下
の
地
位
に
押
し
つ
け
ら
れ
る

宴
会
幹
事
的
立
場
だ
。
場
所
、
予
算

な
ど
会
が
終
わ
る
ま
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
な
い
。

エ
ラ
イ
人
び
と
は
幹
事
の
決
定
に

従
う
が
、
文
句
も
い
う
し
勝
手
に
楽

し
む
。
日
本
の
夫
婦
は
大
学
教
授
と

事
務
職
員
の
関
係
だ
。
お
金
の
決
定

権
は
事
務
、
こ
ま
か
い
こ
と
に
か
か

わ
ら
ず
「
先
生
」
と
呼
ば
れ
て
い
ば

る
の
が
教
授
だ
。
決
定
権
で
上
下
の

結
論
は
誤
り
。
行
動
の
自
由
の
度
合

い
を
判
断
に
入
れ
た
い
。

(
祖
父
江
孝
男

1
・
5
読
売
)

取
り
除
け
、
性
別
分
業
の
ワ
ク

三
木
首
相
が
学
識
有
職
者
を
集
め

て
刊
行
し
た
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

論
』
(
七
五
年
刊
)
は
、
性
別
分
業

打
破
の
世
界
的
傾
向
に
ひ
ど
い
逆

行
。
日
本
人
の
た
め
で
な
く
企
業
の

た
め
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
論
だ
。
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
国
が
決
め
る
も
の

で
な
く
、
個
々
の
人
聞
が
能
力
・
適

性
に
応
じ
て
-
自
ら
つ
く
り
出
す
も
の
。

未
来
の
子
で
も
は
こ
の
基
本
的
条
件

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。

(
吉
武
輝
子

1
-
n信
毎
)
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米
国
の
主
婦
は
既
成
概
念
を
克
服

子
持
ち
の
主
婦
で
大
学
に
通
い
、

卒
業
後
も
弁
護
士
学
校
な
ど
に
行
く

人
が
多
い
。
「
年
だ
か
ら
」
と
は
決

し
て
言
わ
な
い
。
日
本
の
O
L
は
腰

か
け
的
。
主
婦
は
働
く
女
性
に
理
解

が
な
さ
す
ぎ
る
の
で
は
。

(
江
守
節

1
・
お
信
毎
)

ハ
ー
ド
な
生
き
方
の
す
す
め

も
の
ご
と
を
一
言
う
ん
だ
っ
た
ら
あ

い
ま
い
な
言
い
方
は
よ
く
な
い
。
モ

デ
ル
を
選
ぶ
に
し
て
も
自
分
の
好
む

女
性
を
選
ぶ
。
人
形
の
よ
う
な
美
人

は
よ
そ
う
。
作
品
で
一
貫
し
て
女
の

人
へ
の
願
い
を
表
現
す
る
。

も
の
心
つ
い
た
と
き
か
ら
女
性
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
考
え

て
き
た
。
毎
年
毎
年
が
私
に
と
っ
て

の
国
際
婦
人
年
だ
っ
た
。
だ
か
ら
去



年
の
こ
と
に
は
関
心
が
な
い
。

「
女
性
よ
テ
レ
ビ
を
消
し
な
さ
い
」

の
型
破
り
書
籍
広
告
の
制
作
者
・
石

岡
瑛
子
さ
ん
の
弁
。

(
1
・
U
朝
日
)

主
婦
よ
外
に
出
ょ
う

在
宅
時
間
の
多
い
主
婦
は
連
帯
感

の
な
い
都
市
化
の
中
で
ス
ト
レ
ス
が

蓄
積
し
が
ち
。
日
本
社
会
で
は
「
主

婦
は
家
に
い
る
べ
き
も
の
」
と
い
う

固
定
観
念
が
あ
る
が
、
遠
慮
せ
ず
に

外
に
出
る
こ
と
を
す
す
め
た
い
。

(
1
・
初
毎
日
社
説
)

女
性
学
者
の
東
西
格
差

国
立
民
族
学
博
物
館
で
は
二
六
人

の
ス
タ
ッ
フ
中
女
性
教
授
一
名
、
助

教
授
二
名
、
助
手
一
人
で
あ
る
。
文

化
人
類
学
に
女
性
進
出
が
著
し
い
の

は
、
①
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
l
ク
で
女

性
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
①
新
し

い
学
問
で
あ
る
@
中
板
千
枝
さ
ん
が

突
破
口
を
聞
い
た
、
な
ど
だ
が
、
関

西
の
大
学
出
身
の
女
性
進
出
は
非
常

に
少
な
い
。
原
因
は
関
西
の
文
化
・

社
会
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
津

田
・
お
茶
大
な
ど
東
京
の
代
表
的
女

子
大
と
関
西
の
女
子
大
は
パ
タ
ー
ン

が
違
う
。
女
子
大
批
判
論
は
こ
う
し

た
点
を
考
慮
し
て
な
い
よ
う
だ
が
。

(
祖
父
江
孝
男

2
-
m朝
日
)

男
性
と
料
理

数
年
前
、
家
政
学
と
文
化
人
類

学
・
建
築
学
・
経
済
学
な
ど
が
接
近

し
て
生
活
学
と
い
う
新
分
野
が
生
ま

れ
た
。
衣
食
な
ど
従
来
家
政
学
だ
け

が
扱
っ
て
き
た
領
域
の
研
究
を
ぬ
き

に
し
て
文
化
や
社
会
の
問
題
に
接
近

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

日
本
で
は
男
子
が
炊
事
で
き
な
い

の
を
誇
り
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た

が
、
最
近
で
は
「
趣
味
は
料
理
」
と

い
う
男
性
も
ふ
え
て
い
る
。
個
人

差
・
世
代
差
は
あ
る
が
。

{
祖
父
江
孝
男

2
-
m朝
日
)

真
の
男
女
平
等
の
た
め
に

男
女
平
等
が
主
張
さ
れ
、
男
性
化

し
た
と
い
わ
れ
る
女
子
だ
が
進
学
に

際
し
て
は
特
定
の
学
部
に
集
中
し
、

理
工
系
へ
進
む
者
が
少
な
い
。
日
本

で
は
、
危
険
な
汚
れ
る
仕
事
は
男

に
、
女
は
腰
掛
け
的
に
ス
マ
ー
ト
な

仕
事
を
選
ぶ
こ
と
に
疑
問
を
も
た

ぬ
。
も
っ
と
広
い
分
野
に
進
出
し
な

く
て
は
真
の
平
等
は
得
ら
れ
な
い
。

(
横
山
長
幸
学
生
幻
歳
)

(
4
・
4
毎
日
)

男
女
平
等
の
達
成
に
は

真
の
男
女
平
等
・
:
を
読
ん
で
。
女

子
の
理
工
系
進
出
が
少
な
い
の
は
女

性
の
自
覚
の
ほ
か
に
社
会
や
文
化
の

あ
り
方
が
問
題
だ
。
女
ら
し
さ
を
要

求
し
、
中
学
以
上
の
家
庭
科
別
学
、

女
性
不
利
の
雇
用
等
、
女
性
の
課
題

ば
か
り
で
な
く
、
す
べ
て
の
男
性
の

課
題
で
あ
る
と
思
う
。

(
原
真
智
子

主
婦
必
歳
)

{
4
・

m毎
日
)

消
す
な
、
昨
年
の
高
揚
意
識

「
平
等
と
婦
人
の
社
会
参
加
を
す

す
め
る
」
と
い
う
婦
人
週
間
の
テ
ー

マ
は
昨
年
と
共
通
だ
が
重
要
な
理

念
。
社
会
参
加
は
遅
々
た
る
歩
み
な

が
ら
着
実
。
要
職
の
婦
人
登
用
は
そ

の
象
徴
と
も
い
え
る
が
、
職
場
や
地

域
社
会
で
の
不
平
等
の
実
態
は
あ
ま

り
に
も
多
い
。
目
標
と
現
実
の
距
離

を
狭
め
る
日
常
的
努
力
が
最
も
大

切
。
昨
年
の
諸
活
動
は
政
府
主
導
型

に
傾
き
、
そ
の
弊
害
も
多
い
。
民
間

同
士
で
働
き
か
け
、
持
て
る
力
を
結

集
す
べ
き
だ
ろ
う
。(4
-
m毎
日
社
説
}

平
等
と
婦
人
週
間

テ
レ
ビ
の
C
M
が
、
女
性
は
料
理

し
男
性
は
食
べ
る
と
い
う
役
割
を
固

定
化
す
る
の
で
昨
年
抗
議
を
受
け

た
。
男
性
優
位
社
会
の
意
表
を
つ
い
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た
た
め
、
そ
の
性
急
さ
が
ひ
や
か
し

半
分
の
評
も
受
け
た
が
役
割
固
定
化

が
差
別
に
つ
な
が
る
と
い
う
主
張
は

正
し
い
。

職
場
に
も
基
本
的
人
権
に
か
か
わ

る
差
別
は
根
強
く
、
職
場
と
女
性
勤

労
者
側
双
方
の
歩
み
寄
り
の
解
決
し

か
な
い
。
不
況
に
影
響
さ
れ
や
す
い

婦
人
に
政
府
・
企
業
の
血
の
遇
っ
た

就
労
対
策
を
望
む
。(4
・
日
朝
日
社
説
)

-
解
放
途
上
'
の
女

生
き
が
い
が
な
い
、
と
、
あ
る
主

婦
か
ら
手
紙
が
来
た
。
主
婦
の
仕
事

の
評
価
が
あ
ま
り
に
も
低
く
、
夫
へ

の
卑
屈
感
に
つ
な
が
る
。
経
済
力
を

も
ち
解
放
さ
れ
た
く
て
も
姑
の
同
居

で
無
理
。
夫
の
欲
す
る
ま
ま
の
性
に

嫌
悪
感
、
な
ど
挙
げ
て
あ
る
。
結
婚

し
て
解
放
さ
れ
な
い
女
が
働
き
た
く

な
っ
た
時
、
必
ず
差
別
の
な
い
仕
事

の
場
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
最
小
の

市
民
的
要
求
で
あ
る
。
真
の
革
新
政

党
な
ら
解
放
途
上
の
女
に
も
っ
と
呼

び
か
け
る
も
の
を
も
つ
べ
き
で
あ

る
。
ど
の
政
党
も
、
男
だ
け
で
動
か

す
政
党
で
あ
る
こ
と
が
問
題
だ
。

(
松
田
道
雄

4
-
m毎
日
)

育
児
期
と
老
後
の
谷
間
で

子
E
も
の
手
が
離
れ
、
人
生
で
も

っ
と
も
充
実
す
る
時
を
迎
え
る
は
ず

の
三
O
代
後
半
か
ら
四
O
代
に
か
け

て
、
主
婦
た
ち
か
ら
、
不
安
感
ゃ
あ

せ
り
、
あ
る
い
は
体
の
不
調
を
訴
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
時
期
に
張
り
と
役
割
を
見
失

う
こ
と
が
多
く
、
「
人
生
設
計
」
を

考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
(
伊
藤
雅
子

5
・
ロ
朝
日
)

女
は
，
使
い
す
て
"

ど
こ
の
国
で
も
第
一
次
世
界
大
戦

前
ま
で
は
、
女
子
の
雇
用
労
働
は
嫁

入
り
前
の
小
娘
の
小
遣
い
稼
ぎ
ぐ
ら

い
に
し
か
思
わ
な
か
っ
た
。
が
、
二

回
の
大
戦
を
経
て
、
世
界
中
あ
ら
ゆ

る
産
業
、
文
化
活
動
に
も
婦
人
の
参

加
し
な
い
と
こ
ろ
は
な
く
な
っ
た
。

一
O
O年
以
上
の
婦
人
運
動
の
歴

史
を
持
つ
英
国
で
も
男
女
平
等
の
法

律
を
七
五
年
十
二
月
か
ら
実
施
し
始

め
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
職
場
で
安
く
て

従
順
だ
か
ら
重
宝
が
ら
れ
て
い
た
か

と
思
う
と
、
不
況
風
が
吹
き
だ
す

や
、
真
っ
先
に
首
が
と
ん
だ
。
婦
人

は
法
律
に
う
と
く
、
失
業
登
録
も
せ

ず
、
公
的
機
関
を
経
ず
に
職
に
つ
く

者
が
多
い
と
い
う
。

日
本
で
も
一
五
O
万
か
ら
い
る
家

内
労
働
者
の
う
ち
昭
和
四
五
年
か
ら

あ
る
家
内
労
働
法
を
知
ら
ず
、
賃
金

を
ゴ
マ
カ
さ
れ
ぬ
た
め
必
要
な
労
働

手
帖
も
持
た
ぬ
者
が
多
い
と
は
。
ど

こ
の
国
で
も
、
女
は
使
い
す
で
け
つ

こ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

(
山
川
菊
栄

6
・
M
朝
日
)

転
任転

任
の
命
に
応
じ
な
い
組
合
活
動

家
が
裁
判
で
勝
利
、
の
ニ
ュ
ー
ス
は

気
持
ち
い
い
。
男
で
も
転
任
は
他
の

目
的
に
利
用
さ
れ
、
女
は
な
お
さ

ら
。
ク
ピ
に
も
で
き
ず
通
勤
困
難
な

地
区
に
転
任
さ
せ
る
。
本
人
や
組
合

の
が
ん
ば
り
が
ほ
し
い
。

長
い
教
員
生
活
の
問
、
男
児
三
人

を
女
手
で
育
て
、
戦
後
日
教
組
婦
人

部
長
で
も
の
す
ご
く
働
い
た
人
に
聞

い
た
戦
前
女
教
師
の
あ
ら
ゆ
る
格
差

は
話
に
な
ら
ず
、
上
司
の
戯
れ
に
応

じ
な
い
で
辺
地
に
転
任
、
退
職
か
家

族
の
犠
牲
か
、
の
例
も
ま
ま
あ
っ

た
。
彼
女
の
永
眠
後
一

O
年
た
つ
。

(
山
川
菊
栄

'6
・
げ
朝
日
)
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看
護
婦
と
看
護
士

看
護
婦
と
同
資
格
の
男
性
の
職
場

は
主
に
精
神
科
だ
っ
た
が
、
最
近
一

般
病
院
で
も
看
護
士
の
需
要
が
ふ

え
、
看
護
夫
・
看
護
人
な
ど
、
せ
い

ぜ
い
在
操
病
棟
の
用
心
棒
と
し
て
し

か
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
の
が
、
看
護

婦
と
同
格
の
役
割
を
果
た
し
う
る
時



代
を
迎
え
た
。
看
護
と
い
う
と
看
護

婦
一
辺
倒
の
認
識
を
こ
の
へ
ん
で
改

め
、
弁
護
士
同
様
、
有
資
格
者
を
性

別
ぬ
き
で
看
護
士
と
呼
ん
で
は
ど
う

か
。
(
秋
元
波
留
夫

7
・
8
朝
日
)

法
制
上
の
婦
人
の
地
位

国
際
婦
人
年
を
う
け
て
「
国
内
行

動
計
画
」
の
成
案
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
関
心
は
低
い
。
夫
婦
の

財
産
共
有
制
の
是
非
、
労
働
の
保
護

規
定
に
も
賛
否

F諭
が
あ
る
。

戦
後
男
女
平
等
も
定
着
し
て
き
た

か
に
見
え
る
が
問
題
も
多
い
。
真
の

平
等
を
女
性
自
身
の
も
の
と
す
る
の

は
女
性
自
ら
の
努
力
に
か
か
っ
て
い

る。

(
8
・
4
朝
日
社
説
)

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
見
閏

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
女
性
の
地
位
は

高
い
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
社
会

的
努
力
の
成
果
で
あ
る
。
五
O
年
前

は
貧
し
い
国
で
、
特
に
一
九
三

O
年

代
の
大
恐
慌
の
時
は
女
性
が
一
番
に

失
業
し
た
。
そ
の
後
の
組
合
運
動
で

多
く
の
保
障
を
獲
得
し
た
。
多
く
の

女
性
た
ち
が
支
持
し
た
社
会
民
主
党

が
政
権
を
と
り
続
け
て
い
る
こ
と
は

大
き
い
。
国
際
婦
人
年
で
改
め
て
確

認
さ
れ
た
こ
と
は
「
す
べ
て
の
人
々

に
労
働
の
権
利
」
「
労
働
時
間
の
短

縮
」
「
保
育
の
た
め
の
公
的
機
関
の

保
障
」
「
家
事
、
育
児
へ
の
男
性
の

参
加
の
拡
大
」
「
政
治
、
市
民
活
動

に
お
け
る
平
等
」
で
あ
る
と
い
う
。

(
一
番
ケ
瀬
康
子

8
・
泊
朝
日
)

女
性
外
交
官
の
見
た
国
連

第
三
一
回
国
連
総
会
は
、
日
本
が

二
O
年
前
に
国
連
に
加
盟
し
て
以

来
、
初
め
て
政
府
代
表
団
に
女
性
が

参
加
し
て
い
る
。
国
連
代
表
部
公
使

の
緒
方
貞
子
さ
ん
と
法
務
総
合
研
究

所
研
究
官
の
佐
藤
欣
子
さ
ん
。
緒
方

さ
ん
は
国
連
児
童
基
金
の
財
務
、
佐

藤
さ
ん
は
第
三
委
員
会
を
舞
台
に
活

躍
し
て
い
る
。
二
人
が
見
た
「
女
性

と
国
連
」
は
。

緒
方
|
|
仕
事
上
は
直
接
婦
人
問

題
と
関
係
な
い
が
、
絶
え
ず
関
心
を

持
っ
て
い
る
。
側
面
か
ら
協
力
し
た

佐
藤
l
lす
べ
て
の
職
域
に
女
性

の
進
出
が
望
ま
し
い
。
国
連
も
例
外

で
は
な
い
と
思
う
。
女
性
に
は
男
性

と
違
っ
た
女
性
独
自
の
見
方
が
あ
る

の
だ
か
ら
。
女
性
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
才
能
を
見
捨
て
る
の
は
惜
し

い。

(m・
4
読
売
)

平
等
と
保
護

妊
娠
・
出
産
に
直
接
関
係
の
あ
る

母
性
保
護
以
外
の
婦
人
の
就
業
制
限

が
、
平
等
と
引
き
か
え
に
否
定
さ
れ

る
の
は
欧
米
産
業
国
の
大
勢
の
よ
う

で
あ
る
が
、
日
本
の
労
働
時
間
短
縮

の
お
く
れ
を
考
え
る
と
、
中
小
企
業

な
ど
で
は
女
子
の
残
業
を
無
制
限
に

認
め
る
こ
と
は
今
日
で
も
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

男
女
差
別
を
含
む
す
べ
て
の
差
別

は
社
会
的
偏
見
に
根
ざ
し
て
い
る
。

こ
れ
と
闘
う
べ
き
労
働
組
合
は
大
体

に
お
い
て
差
別
す
る
側
に
ま
わ
っ
て

き
た
。
女
性
労
働
者
が
種
々
の
差
別

を
法
廷
闘
争
に
も
ち
こ
ん
で
も
、
ほ

と
ん
ど
支
援
を
得
ら
れ
ず
、
時
間
と

費
用
が
か
か
る
中
で
闘
っ
て
き
た
。

ア
メ
リ
カ
で
も
イ
ギ
リ
ス
で
も
一
雇

用
平
等
委
員
会
と
称
す
る
、
政
府
か

ら
独
立
の
行
政
機
関
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
手
続
き
の
迅
速
化
と
個
人
の

負
担
軽
減
の
た
め
の
十
分
な
配
慮
が

さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
こ
れ
ま

で
の
労
働
委
員
会
の
運
用
の
欠
陥
を

検
討
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く

新
し
い
立
法
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

(
花
見
忠
上
智
大
学
教
授
)

(
日
・
ロ
朝
日
)

主
婦
職
業
論
の
も
ろ
さ

一
O
月
二
九
日
「
主
婦
は
職
業

か
」
の
テ
l
マ
で
テ
ィ
l
チ
イ
ン
を

試
み
た
。

三
O
人
ほ
ど
の
女
た
ち
の
話
か
ら
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は
っ
き
り
し
て
き
た
こ
と
の
ひ
と
つ

に
、
自
分
が
妥
と
し
て
性
的
に
結
び

つ
い
て
い
る
男
性
の
存
在
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
識
さ
れ

て
い
な
い
奇
怪
さ
が
あ
っ
た
。

一
般
に
、
主
婦
職
業
論
を
肯
定
す

る
人
た
ち
は
、
性
的
分
業
に
も
肯
定

的
で
あ
る
。
一
見
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
「
主
婦
業
」
も

社
会
と
直
接
結
び
つ
い
て
い
な
い
労

働
ゆ
え
、
実
は
職
業
と
し
て
は
成
立

し
得
な
い
。
(
田
中
喜
美
子
)

(
日
・
ロ
婦
民
)

〔
働
く
〕

女
が
社
会
で
働
く
に
は

勤
め
か
ら
帰
っ
た
女
に
と
っ
て
待

っ
て
い
る
仕
事
は
き
び
し
い
。
専
業

主
婦
に
さ
え
余
り
あ
る
仕
事
、
そ
の

代
行
者
が
い
る
場
合
も
、
代
わ
り
に

低
姿
勢
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
れ

で
辞
め
て
い
く
女
性
も
多
い
。
男
も

家
事
育
児
を
分
担
す
る
こ
と
で
ず
っ

と
豊
か
な
人
間
に
な
れ
る
と
思
う
の

だ
が
。
(
井
上
貞
子
教
員
お
歳
)

(
1
・
8
朝
日
)

告
発
さ
れ
た
働
く
母

生
活
の
た
め
勤
め
続
け
て
き
た

母
、
小
学
校
か
ら
帰
つ
で
も
母
の
い

な
い
生
活
。
が
、
明
る
く
育
っ
た

子
。
中
学
生
に
な
っ
て
「
子
ど
も
が

帰
っ
た
と
き
家
に
い
て
は
じ
め
て
母

親
の
資
格
が
あ
る
の
だ
」
と
。
今
ま

で
の
子
ど
も
の
深
い
寂
し
さ
を
告
発

さ
れ
た
思
い
。
母
の
心
は
痛
む
。
が
、

明
る
く
進
ん
で
ほ
し
い
と
願
う
。

{
岩
本
文
子
主
婦

2
・
8
朝
日
)

内
職
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス

趣
味
の
費
用
は
自
分
の
手
で
と
思

い
、
医
療
保
険
事
務
の
内
職
を
始
め

た
が
や
っ
と
慣
れ
て
プ
ロ
意
識
が
で

き
た
頃
、
健
康
を
害
し
、
や
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
不
況
の
た
め
内
職
も

労
働
条
件
は
悪
く
、
病
気
や
ケ
ガ
も

多
い
。
健
康
が
す
べ
て
に
優
先
す
る

の
だ
か
ら
お
金
を
得
る
た
め
の
得
失

を
考
え
て
か
ら
内
職
を
始
め
た
い
。

(
島
み
よ
子
主
婦
州
四
歳
)

{
6
-
m毎
日
)

看
護
制
度
の
改
善
を
望
む

看
護
婦
を
看
護
衛
生
士
に
し
て

は
、
と
の
意
見
が
あ
る
が
、
看
護
制

度
の
問
題
点
は
も
っ
と
根
深
い
。

①
発
達
し
た
現
代
医
学
の
中
で
准
看

護
婦
資
格
で
は
人
命
を
扱
う
の
は
無

理
で
廃
止
の
動
き
が
あ
る
。

①
欧
米
と
遠
い
看
護
の
仕
事
が
細
分

化
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
の
で
、
一
本
化

を
め
ざ
し
て
い
る
。

国
民
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
た

い
よ
渡
辺
み
つ
子
看
護
学
生
却
歳
)

(
6
-
m毎
日
)

職
場
に
お
け
る
男
女
平
等

婦
人
の
地
位
向
上
を
目
ざ
す
運
動

が
昨
今
盛
ん
だ
。
労
働
省
主
催
の

「
婦
人
労
働
旬
間
」
で
働
く
婦
人
の

標
語
は
「
職
場
に
お
け
る
男
女
平

等
」
だ
が
、
保
護
も
平
等
も
と
い
う

従
来
か
ら
の
考
え
で
な
く
、
女
性
の

側
が
自
発
的
に
こ
れ
ま
で
の
保
護
規

定
を
洗
い
直
し
、
母
性
保
護
以
外
の

保
護
を
返
上
し
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
が
真
の
平
等
に
つ
な
が

る。

{m-n朝
日
社
説
)
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働
く
女
性
へ
の
不
平
等
、
い
つ
ま
で

昭
和
三
O
年
に
五
O
O
万
人
だ
っ

た
働
く
女
性
が
、
五
O
年
に
は
一
一

六
七
万
人
に
培
え
た
。
二
0
年
間
で

二
倍
以
上
の
培
加
で
あ
る
。
結
婚
後

に
働
く
女
性
も
増
え
、
当
然
平
均
年

齢
も
高
く
な
っ
た
。

「
女
の
子
は
強
い
王
子
様
と
結
婚
。

い
つ
ま
で
も
幸
福
に
暮
ら
し
ま
し
た

と
さ
」
と
い
う
の
は
お
と
ぎ
話
だ

が
、
大
半
の
企
業
は
ま
だ
"
お
と
ぎ

話
"
を
前
提
と
し
た
女
性
の
労
務
管

理
を
し
て
い
る
。
採
用
・
昇
進
に
は

大
き
な
カ
ベ
が
あ
り
、
平
均
賃
金
も



男
性
を
一

O
O
と
す
る
と
五
五
・

八
。
フ
ラ
ン
ス
八
三
と
比
べ
る
と
ぐ

っ
と
低
い
。
ま
ず
は
女
性
が
甘
え
ゃ

あ
き
ら
め
を
捨
て
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

苦
し
み
・
嘆
き
を
繰
り
返
し
主
張
し

て
い
く
以
外
、
多
く
の
問
題
を
解
決

す
る
道
は
な
い
よ
う
だ
。

(
深
尾
凱
子

mw
・
2
読
売
)

〔
平
和
〕

原
爆
の
悲
惨
さ
を
知
っ
た
修
学
旅
行

修
学
旅
行
先
の
長
崎
の
原
爆
資
料

館
で
、
一
言
葉
で
言
い
表
わ
せ
な
い
ほ

ど
の
衝
撃
を
受
け
た
。
あ
ま
り
の
シ

ョ
ッ
ク
に
声
も
出
な
い
男
子
生
徒
、

泣
き
出
す
女
子
生
徒
も
い
た
。

こ
の
悲
惨
さ
を
世
界
の
人
々
に
伝

え
、
世
界
が
一
つ
に
な
っ
て
こ
の
怪

物
を
こ
の
世
か
ら
消
し
去
る
こ
と
を

実
現
す
る
こ
と
に
努
力
す
る
こ
と
を

心
に
誓
っ
た
。

(
池
田
篤
子

高
校
生
げ
歳
)

(
8
-
M朝
日
)

戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
り
つ
ご
う

終
雪
山
念
日
。
戦
後
は
終
わ
っ
た

と
の
意
見
も
あ
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の

戦
火
の
あ
と
の
混
血
児
、
原
爆
症
の

認
定
が
厚
生
省
に
よ
っ
て
三
度
も
却

下
さ
れ
た
人
が
い
る
事
実
。
ど
う
し

て
戦
後
は
終
わ
つ
た
と
舌

か
。
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
戦

争
の
悲
惨
さ
平
和
の
尊
さ
を
語
り
伝

え
る
こ
と
だ
、
八
月
一
五
日
に
は
自

分
の
体
験
を
し
み
じ
み
語
り
か
け
た

い

。

{

徳

光

利

子

町

歳

)

(
8
・
日
毎
日
)

平
和
国
家
の
あ
り
方
に
再
考
を

ソ
連
軍
機
ミ
グ
お
が
日
本
に
舞
い

降
り
た
こ
と
で
「
防
衛
力
強
化
」
が
叫

ば
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が
心
配
。
日

本
の
国
家
予
算
を
全
部
防
衛
費
に
ま

わ
し
た
と
し
て
も
米
ソ
に
は
追
い
つ

か
な
い
。
平
和
主
義
を
唱
え
る
日
本

は
こ
れ
以
上
お
も
ち
ゃ
に
金
を
か
け

る
こ
と
は
や
め
た
方
が
い
い
。

{
桑
山
陸
子
学
生
別
歳
)

(
9
・
H
朝
日
)

全
国
民
が
喜
べ
る
式
典
を

来
月
一

O
日
の
天
皇
在
位
五
O
年

式
典
を
控
え
、
皇
居
、
御
用
邸
な
ど

に
二
四
時
間
の
警
戒
体
制
が
し
か
れ

た
と
い
う
。
過
激
派
な
ら
ず
と
も
心

か
ら
喜
べ
な
い
者
も
い
る
。
全
国
民

か
ら
喜
ば
れ
な
い
式
典
を
、
税
金
を

使
っ
て
盛
大
に
や
る
必
要
が
あ
る
の

-n
。何
事
も
な
く
在
位
さ
れ
た
天
皇
で

あ
れ
ば
、
こ
の
式
典
も
喜
ば
れ
る
と

思
う
が
、
現
天
皇
は
即
位
し
た
時
か

ら
戦
争
の
連
続
で
あ
る
。
天
皇
在
位

と
ほ
ぼ
同
年
数
生
き
て
き
た
私
は
、

戦
争
の
記
憶
で
五
O
年
が
埋
ま
っ
て

し
ま
う
。
こ
の
間
に
失
わ
れ
た
人
命

を
思
う
と
、
式
典
を
手
放
し
で
喜
べ

な
い
。(
大
山
よ
し
子

看
護
婦
別
議
)

(
叩
・
お
読
売
)

若
い
世
代
の
十
二
月
八
日

都
立
池
袋
商
業
高
校
生
徒
会
新
聞

委
員
会
が
一
九
六
七
年
に
行
な
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
「
十
二
月
八

日
」
が
開
戦
の
日
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た

と
い
う
。
戦
争
に
つ
い
て
積
極
的
な

学
習
の
機
会
を
提
供
し
な
い
か
ぎ

り
、
全
く
戦
争
を
知
ら
な
い
人
々
の

数
は
ふ
え
る
ば
か
り
と
な
ろ
う
。

(
家
永
三
郎
ロ
・

8
朝
日
)

〔
差
別
〕

男
女
差
別
の
根
の
深
さ

友
人
が
会
社
を
お
こ
し
社
長
に
就

任
。
ま
ず
"
女
性
差
別
"
を
経
験
。

若
く
美
し
い
彼
女
は
五
O
過
ぎ
に
見

え
な
い
の
で
、
年
齢
を
問
題
に
さ
れ

た
の
だ
。
年
齢
が
上
で
な
い
と
女
は

男
の
風
上
に
立
て
な
い
の
か
。
最
近

女
の
社
長
、
会
長
は
珍
し
く
な
い
が

同
じ
思
い
だ
ろ
う
か
。
女
の
管
理
者
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が
少
な
い
の
は
全
体
的
に
社
会
的
弱

者
で
あ
る
こ
と
の
反
映
な
の
だ
。

(
1
・
2
信
毎
「
女
の
机
」
)

夫
婦
の
姓
に
中
国
方
式
を

既
婚
時
の
姓
に
つ
い
て
の
法
改
正

は
喜
ば
し
い
。
結
婚
時
の
改
姓
も
考

慮
を
望
む
。
民
法
の
規
定
に
関
わ
ら

ず
、
九
九
怖
が
夫
の
姓
に
改
め
て
い

る
と
い
う
事
実
に
合
ま
れ
る
不
合
理

性
と
性
差
別
に
反
対
し
、
別
姓
の
支

持
者
が
増
加
し
て
い
る
。
互
い
の
姓

を
か
ぶ
せ
合
う
中
国
の
冠
姓
方
式

(
例
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ノ
・
レ
ノ
ン
)
は
ど

う
か
。
(
吉
野
さ
ち
よ
学
生
お
歳
)

(
2
-
m朝
日
)

離
婚
女
性
に
冷
た
い
鼠

酒
癖
の
怒
さ
と
暴
力
に
勝
て
ず
、

醗
婚
、
さ
あ
こ
れ
か
ら
生
き
よ
う
と

し
た
と
た
ん
就
職
差
別
の
厚
い
壁
。

別
れ
た
原
因
を
根
掘
り
葉
掘
り
聞
か

れ
、
際
婚
し
た
女
は
不
幸
せ
で
な
い

と
面
白
く
な
い
か
の
よ
う
だ
。
だ
が

私
の
人
生
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
。

(
森
田
桂
子
会
社
員
却
才
)

(
2
・
お
朝
日
)

主
婦
の
収
入
と
税
金

主
婦
の
収
入
で
、
パ

l
ト
の
場
合

は
、
七
六
万
円
ま
で
配
偶
者
控
除
が

認
め
ら
れ
る
が
、
稿
料
な
ど
の
「
雑
」

所
得
は
一

O
万
円
ま
で
だ
。
年
間
一

O
万
円
の
所
得
で
女
ひ
と
り
独
立
し

得
る
は
ず
は
な
く
、
配
偶
者
控
除
が

な
さ
れ
て
当
然
と
考
え
ら
れ
る
。

(
入
江
よ
し
子
主
婦

M
歳
)

(
3
-
m朝
日
)

離
短
後
の
姓
の
選
択

「
戸
籍
の
公
開
制
限
」
や
「
離
婚

後
の
姓
の
自
由
選
択
」
が
国
会
で
可

決
さ
れ
た
が
、
七
月
一
日
以
前
に
離

婚
し
た
人
に
は
適
用
さ
れ
な
い
の
が

疑
問
だ
。

家
中
心
の
現
在
の
戸
籍
法
に
も
反

対
。
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
重
ん
じ

た
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

(
藤
田
愛
理
リ
ポ
ー
タ
ー
羽
歳
)

(
6
-
m毎
日
)

従
軍
看
護
婦
思
給
一
日
も
早
く

戦
時
中
軍
人
と
同
じ
扱
い
を
う

け
、
赤
紙
一
枚
で
召
集
さ
れ
命
を
賭

し
て
働
い
た
、
が
、
軍
人
に
は
恩
給

が
支
給
さ
れ
る
の
に
、
わ
れ
わ
れ
は

放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
婦
長
に
は
一

時
金
、
内
地
勤
務
者
は
戦
後
公
務
員

と
し
て
処
遇
さ
れ
た
と
き
く
。
一
日

も
早
く
公
平
な
処
遇
の
改
善
を
望
む
。

(
福
井
孝
子
養
護
教
諭
臼
歳
)

(
6
・
げ
毎
日
)

日
赤
に
奉
仕
、
む
く
わ
れ
ぬ
蹄

姉
は
日
赤
看
護
学
校
を
卒
業
後
召

集
さ
れ
六
年
間
戦
時
勤
務
を
し
再
百

集
、
そ
れ
が
原
因
で
後
年
脳
卒
中
で

倒
れ
た
が
、
奉
仕
と
い
う
美
名
を
か

ぶ
せ
、
何
の
補
償
も
な
い
。
軍
看
護

婦
に
は
軍
人
に
準
じ
た
傷
病
恩
給
が

あ
る
が
割
切
れ
な
い
気
持
ち
だ
。

(
宮
沢
寿
子
主
婦
問
歳
}

(
7
・
泊
朝
日
)
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〔嫁〕
田
舎
の
嫁
も
実
家
に
帰
し
て

都
会
の
珍
し
い
お
菓
子
な
ど
を
手

土
産
に
都
会
へ
出
た
子
ど
も
が
家
族

と
一
緒
に
田
舎
に
帰
っ
て
来
る
。
親

は
下
に
も
お
か
ぬ
も
て
な
し
を
す

る
。
し
か
し
、
実
際
に
世
話
を
す
る

の
は
嫁
で
あ
る
。
夏
休
み
の
終
わ
る

頃
は
く
た
び
れ
は
て
る
。
自
然
に
親

し
む
の
も
結
構
。
で
も
嫁
さ
ん
も
実

家
に
帰
し
て
ほ
し
い
。

(
渡
辺
幸
主
婦
日
歳
)

(
9
・
7
朝
日
)

気
に
な
る
「
お
嫁
さ
ん
」
願
望

全
国
女
子
教
育
研
究
会
で
、
女
子

高
校
生
の
人
生
設
計
が
諮
ら
れ
て
い



た
が
「
か
わ
い
い
お
嫁
さ
ん
に
な
り

た
い
」
が
多
か
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
な

ど
の
せ
い
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

た
く
さ
ん
の
可
能
性
を
も
っ
た
高
校

生
が
広
い
視
野
を
持
た
な
い
の
は
悲

し
い
。
(
野
田
淳
子
主
婦

U
歳
)

(
9
・
9
朝
日
)

農
家
の
嫁
の
人
権
は
?

日
頃
、
自
分
が
農
作
業
の
一
切
を

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

農
地
の
境
界
で
も
め
た
と
き
、
話
を

し
に
き
た
相
手
は
私
に
「
ご
主
人
と

話
に
来
た
の
だ
か
ら
女
は
黙
っ
て
い

ろ
」
と
言
っ
た
。
現
実
に
私
が
か
か

わ
っ
て
い
る
の
だ
し
、
私
に
発
言
権

は
あ
る
は
ず
だ
。
こ
ん
な
女
性
観
で

は
農
家
に
嫁
が
来
な
い
の
は
当
然

だ
。
(
椎
名
知
恵
主
婦
日
歳
)

{
9
-
m朝
日
)

農
家
の
主
婦
の
「
リ
レ
l
読
書
」

栃
木
県
の
ペ
ン
フ
レ
ン
ド
が
一
冊

の
本
と
ノ
l
ト
を
送
っ
て
き
た
。
農

作
業
の
合
間
に
読
み
、
読
後
感
を
書

い
て
次
の
友
人
へ
送
っ
た
。
そ
の
本

と
ノ
l
ト
は
、
今
、
埼
玉
県
内
に
回

っ
て
い
る
。
農
家
の
主
婦
だ
け
の
楽

し
い
「
リ
レ
l
読
書
」
の
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。
(
川
村
久
子
主
婦
幼
歳
)

牢

七
月
中
旬
、
川
村
久
子
さ
ん
(
千

葉
県
我
孫
子
市
)
は
「
村
づ
く
り
二

O
年
」
(
丸
岡
秀
子
編
)
と
い
う
本

と
一
冊
の
ノ
l
ト
を
受
け
取
っ
た
。

送
り
主
は
栃
木
県
那
須
郡
に
住
む
井

上
ト
シ
子
さ
ん
(
必
)
。
主
婦
か
ら

主
婦
へ
の
こ
の
ノ
l
ト
に
は
何
を
書

い
て
も
よ
く
、
つ
ら
い
体
験
や
楽
し

い
思
い
出
も
。
本
も
何
附
か
増
え
、

新
た
な
仲
間
も
加
わ
っ
て
リ
レ
l
は

北
海
道
ま
で
回
る
。

(m
・
日
読
売
)

〔
環
境
〕

公
害
に
無
力

身
の
回
り
か
ら
合
成
洗
剤
を
追
放

し
た
の
に
、
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
と
政
府
を
信
頼
し
き
っ
て
い
る
姑

に
よ
っ
て
、
ま
た
使
わ
れ
は
じ
め

た
自
然
や
環
境
汚
染
の
加
害
者
た
る

こ
と
に
気
づ
か
な
い
の
だ
。
が
、
そ

れ
を
説
得
で
き
な
い
無
力
な
私
だ
。

(
波
場
浩
美
主
婦
却
歳
)

(
1
・
泊
朝
日
)

ゴ
ミ
処
理
の
有
料
化
に
反
論

た
だ
で
さ
え
出
し
忘
れ
や
、
面
倒

の
た
め
か
、
生
ゴ
ミ
が
駅
の
ゴ
ミ
箱

に
捨
て
ら
れ
、
い
つ
も
通
る
川
に
は

ゴ
ミ
袋
。
有
料
化
し
た
ら
そ
こ
ら
に

不
法
投
棄
が
ふ
え
る
だ
ろ
う
。

放
っ
て
お
け
ず
、
見
張
り
も
不
可

能
。
集
積
所
を
あ
と
で
掃
除
し
て
出

た
ゴ
ミ
も
有
料
に
な
る
の
か
。
焼
却

も
大
気
汚
染
や
近
所
迷
惑
だ
か
ら
禁

止
し
、
こ
う
し
た
事
業
こ
そ
税
金
で

ま
か
な
う
の
が
原
則
。

(
2
・
8
朝
日
論
母
)

配
布
の
ポ
リ
袋
を
返
上

ゴ
ミ
す
て
用
と
し
て
大
量
の
ポ
リ

袋
が
市
か
ら
配
布
さ
れ
た
が
、
ゴ
ミ

の
中
の
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
は
燃
や
せ
ば

大
気
汚
染
を
ひ
き
起
こ
す
。
メ
ー
カ

ー
の
都
合
で
増
産
し
た
も
の
を
使
わ

さ
れ
、
ゴ
ミ
と
な
れ
ば
処
理
す
る
の

に
税
金
が
使
わ
れ
る
。

大
量
の
極
化
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
は
返

上
す
る
。
こ
ん
な
お
ろ
か
な
こ
と
は

や
め
て
も
ら
い
た
い
。

(
川
井
明
子
主
婦
お
歳
)

(
8
・
5
朝
日
)

〔性〕
波
紋
ひ
ろ
が
る
純
潔
の
す
す
め

共
産
党
は
青
少
年
の
退
廃
現
象
と

し
て
①
暴
力
、
恐
か
っ
、
せ
っ
盗
①

性
の
退
廃
①
麻
薬
、
シ
ン
ナ
ー
@
ギ

ャ
ン
ブ
ル
を
指
摘
。
特
に
ポ
ル
ノ
や

性
の
商
品
化
は
女
性
の
人
間
的
尊
厳

を
傷
つ
け
る
、
性
の
望
ま
し
い
姿
は

97 



愛
情
に
よ
る
相
手
の
自
由
な
選
択
と

恒
久
的
結
合
で
、
姦
遇
、
同
性
愛
、

変
態
性
欲
は
容
認
し
が
た
い
と
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
文
化
論
の
立
場

か
ら
具
体
策
を
示
せ
と
村
松
博
雄

氏
。
あ
く
ま
で
当
人
同
士
の
問
題

と
、
井
上
ひ
さ
し
氏
。
{
1
・
日
朝
日
)

主
録
売
春

主
婦
売
春
を
扱
っ
た
テ
レ
ビ
番
組

で
売
春
の
理
由
を
経
済
事
情
や
夫
へ

の
不
満
か
ら
と
言
い
、
そ
れ
を
肯
定

ま
た
は
弁
護
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。

し
か
し
必
死
で
家
庭
を
守
り
働
け
ば

売
春
に
走
る
理
由
は
な
い
。
ま
ず
自

己
に
強
く
な
ろ
う
で
は
な
い
か
。

{
末
松
一
恵
主
婦
別
歳
)

(
6
・

n毎
日
)

「
子
ど
も
を
守
る
」
こ
と
を
考
え
て

先
日
の
「
女
子
中
学
生
の
売
春
」

は
シ
ョ
ッ
ク
。
売
春
す
る
中
学
生
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
を
性

の
相
手
と
し
て
金
を
出
す
者
が
い
る

こ
と
を
情
け
な
く
思
う
。
大
人
た
ち

が
未
成
年
者
を
性
の
相
手
と
し
な
い

良
識
を
備
え
て
い
れ
ば
中
学
生
売
春

は
起
き
な
い
だ
ろ
う
。

な
ぜ
、
売
春
問
題
に
熱
心
な
女
性

国
会
議
員
た
ち
は
、
こ
う
し
た
中
学

生
・
高
校
生
の
売
春
対
策
を
打
ち
出

さ
な
い
の
か
。
未
成
年
者
を
性
の
相

手
と
す
る
大
人
を
処
罰
の
対
象
と
す

る
厳
し
い
法
案
の
成
立
を
考
え
て
は

い
カ
が
?(
阿
部
節
主
婦
必
歳
)

(m・
5
読
売
)

〔
か
ら
だ
〕

妊
錦
検
診
に
も
健
保
の
適
用
を

妊
娠
は
病
気
で
は
な
い
が
検
診
に

よ
り
異
常
を
発
見
さ
れ
る
場
合
も
多

い
。
検
診
は
不
可
欠
だ
が
、
健
保
が

適
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
受
診
を
怠

っ
て
悲
劇
を
招
く
こ
と
も
あ
る
。
妊

娠
は
女
性
だ
け
な
の
で
健
保
の
落
と

し
穴
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
ぜ
ひ
適
用
を
お
願
い
し
た
い
。

(
立
木
絹
子
公
務
員
お
歳
)

(
6
・
却
毎
日
)

過
期
産
児
、
過
熟
児
も
こ
わ
い

過
期
産
児
や
過
熟
児
は
母
体
に
与

え
る
影
響
が
大
で
、
問
題
が
あ
る
こ

と
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
胎

盤
は
胎
児
が
四
O
週
で
生
ま
れ
る
よ

う
に
一
定
期
間
は
活
発
に
機
能
を
発

揮
す
る
が
、
予
定
日
を
二
週
間
ち
過

ぎ
る
と
機
能
を
低
下
さ
せ
る
。
こ
の

状
態
で
、
酸
素
や
栄
養
の
補
給
が
十

分
で
な
く
な
る
と
胎
児
は
胎
便
を
排

せ
っ
し
、
使
の
ま
じ
っ
た
羊
水
を
飲

む
こ
と
を
繰
り
返
す
。
こ
れ
は
多
方

面
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
。
過
熟
児

も
母
体
の
健
康
に
原
因
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

(
子
ど
も
の
医
学
協
会
代
表
荒
井
良
)

(
8
・
2
読
売
)

女
性
の
腰
痛

98 

女
性
に
腰
痛
は
っ
き
も
の
で
、
産

婦
人
科
の
二
O
%は
こ
の
忠
者
。
女

性
は
も
と
も
と
重
力
の
負
担
に
弱
い

う
え
に
出
産
、
家
事
な
ど
が
重
な
り

宿
命
的
と
い
え
る
。
放
置
す
る
と
悪

化
す
る
。
貧
血
を
改
善
し
、
蛋
白
質

と
ビ
タ
ミ
ン
を
欠
か
し
て
は
い
け
な

い
。
要
は
諦
め
な
い
で
、
腰
痛
に
な

ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
。

(
浜
松
医
大
教
授
川
島
吉
良
)

(
9
・
2
朝
日
}

健
康
自
然
食
品
業
界
の
組
織
化
急
げ

健
康
自
然
食
品
は
着
実
に
の
び
て

い
る
が
、
悪
徳
商
品
も
横
行
し
て
い

る
。
い
ま
早
急
に
現
状
を
改
善
し
、

教
育
を
行
う
べ
き
。
国
民
の
健
康
保

持
の
た
め
良
心
的
な
食
品
の
供
給
に

寄
与
す
べ
き
で
あ
る
。

(
栄
養
改
善
研
究
所
所
員

村
上
満
智
子
)

(
叩
・
日
朝
日
論
壇
)



〔
子
育
て
・
教
育
〕

保
育
運
動
に
新
時
代

母
親
の
労
働
権
の
保
障
と
い
う
発

想
に
立
っ
て
い
た
共
同
保
育
は
、
最

近
母
親
だ
け
で
な
く
男
も
子
ど
も
も

合
め
た
人
間
性
の
解
放
と
い
う
視
点

か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
。
「
子
育
て

を
私
的
な
領
域
に
押
し
こ
め
な
い
」

保
育
、
つ
ま
り
家
庭
の
枠
組
み
を
こ

え
る
方
向
を
も
っ
こ
の
新
し
い
保
育

運
動
は
育
児
に
対
す
る
私
的
な
感
情

克
服
を
も
た
ら
す
。

(
毛
利
子
来

-
-
m毎
日
)

ク
ラ
ス
は
女
性
主
導
型

中
学
一
年
の
息
子
の
ク
ラ
ス
で
は

女
子
の
ほ
う
が
強
く
、
男
子
を
リ
ー

ド
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
女
が
強

い
と
世
の
中
平
和
」
の
た
と
え
通

り
、
息
子
の
学
校
生
活
は
楽
し
そ
う

で
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
も
な
ご
や
か

で
明
る
い
。
(
石
尾
敏
子
主
婦
)

(
2
-
U朝
日
)

観
の
姿
か
ら
学
ぶ

各
界
で
ご
活
躍
の
方
二
四
人
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
共
通
項
が
あ
る
よ

う
に
思
っ
た
。
①
若
い
日
の
逆
境
が

人
聞
を
育
て
、
強
く
生
き
る
局
面
を

自
分
で
き
り
ひ
ら
い
た
①
例
外
を
の

ぞ
き
小
・
中
学
時
代
数
学
が
得
意
で

操
行
点
が
わ
る
い
①
個
性
的
な
生
き

方
が
許
さ
れ
た
。
親
か
ら
の
教
え

「
人
に
迷
惑
を
か
け
る
な
」
④
親
の

生
き
ざ
ま
が
最
大
の
教
訓
。

人
間
は
変
わ
る
。
変
化
を
前
向
き

に
と
ら
え
る
決
断
の
強
さ
が
大
切
な

の
で
は
。(
影
山
啓
子

2
・
お
信
毎
)

子
ど
も
へ
の
「
し
つ
け
」
差
別

無
意
識
の
う
ち
に
、
母
親
が
子
ど

ち
た
ち
に
男
女
の
差
別
を
し
て
い
た

の
か
、
妹
は
手
が
か
か
ら
な
い
が
、

兄
は
勉
強
は
し
て
も
、
ひ
も
は
ほ
ど

け
ず
、
ツ
メ
も
切
れ
な
い
あ
り
さ

ま
。
さ
あ
こ
れ
か
ら
戦
闘
開
始
、
こ

の
子
に
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る

習
慣
を
つ
け
る
ま
で
。

(
大
峡
広
慧
主
婦
お
歳
}

(
2
・

m朝
日
)

障
害
児
の
観
の
心

体
の
不
自
由
さ
だ
け
で
な
く
、
就

学
、
就
職
、
恋
愛
等
す
べ
て
閉
ざ
さ

れ
た
子
の
苦
悩
の
重
さ
を
、
わ
が
身

も
不
具
に
な
り
た
い
思
い
で
担
い
続

け
た
母
親
に
は
、
心
中
な
ど
考
え
る

余
裕
も
な
か
っ
た
。
逆
に
こ
の
子
か

ら
、
多
く
の
も
の
を
教
え
ら
れ
、
人

生
が
豊
か
に
な
り
、
人
か
ら
「
明
る

い
親
娘
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
生
き
る
た
め
の
精
い
っ
ぱ
い
の

仮
面
だ
。
(
宮
下
正
子
主
婦
臼
歳
)

(
3
・
1
朝
日
)

都
立
高
・
募
集
人
員
の
男
女
差

東
京
都
立
普
通
高
、
既
設
校
で
、

し
か
も
優
秀
校
と
い
わ
れ
る
群
で
、

募
集
人
員
に
平
均
二

O
O
人
以
上
の

男
女
差
が
あ
る
。
公
立
校
の
普
通
科

で
、
有
名
校
ほ
ど
顕
著
に
女
生
徒
を

締
め
出
し
て
い
る
と
は
。
関
係
者
の

善
処
を
望
む
。

(
主
婦
必
歳

3
・
5
毎
日
)

全
力
投
球
す
る
教
師
を

教
師
が
本
業
に
全
力
投
球
す
れ
ば

副
業
の
余
力
は
な
い
は
ず
。
入
試
制

度
の
改
善
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
教

師
が
生
徒
に
知
的
展
望
を
持
た
せ
、

新
鮮
な
驚
き
を
与
え
て
い
る
か
ど
う

か
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
天
満
美
智
子
大
学
教
授
)

(
9
-
m朝
日
・
論
壇
)

高
校
生
活
は
充
実
し
て
い
る

進
学
校
の
被
服
科
に
進
学
し
た
。

こ
の
科
か
ら
の
進
学
は
容
易
で
は
な

い
が
、
私
は
後
悔
な
ど
せ
ず
、
打
ち

込
ん
で
い
る
。
先
日
開
催
し
た
「
ジ
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ヨ
イ
フ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
叩
」

成
功
で
自
信
を
深
め
た
。

{
石
原
し
の
ぶ
高
校
生
げ
歳
)

(
叩
・

1
朝
日
)

堂
々
と
ク
り
を
盗
る
子
ら

帰
宅
す
る
と
小
学
生
が
庭
の
栗
の

木
の
そ
ば
に
い
た
。
一
人
が
登
り
、

一
人
は
下
で
イ
ガ
を
割
っ
て
、
手
順

よ
く
袋
に
入
れ
て
い
る
。
そ
ば
へ
行

っ
て
も
逃
げ
ず
、
謝
り
も
し
な
い
。

取
っ
た
分
だ
け
持
た
せ
て
帰
し
た

が
、
罪
の
意
識
な
ど
全
く
な
い
こ
と

に
驚
く
。
親
た
ち
も
教
科
書
の
こ
と

し
か
教
え
な
い
ら
し
い
。

(
岡
村
愛
子
公
社
員
初
歳
)

(
m
-
7朝
日
)

，
ゆ
と
り
あ
る
学
校
e

作
り
と
は

小
・
中
・
高
の
教
育
課
程
改
善
の

た
め
の
教
育
課
程
審
議
会
に
よ
る

「
最
終
ま
と
め
」
が
公
表
さ
れ
た
。

"
ゆ
と
り
あ
る
学
校
"
づ
く
り
が
基

は
大

本
理
念
の
よ
う
だ
が
、
私
立
高
校
と

の
格
差
の
広
が
り
、
私
立
高
校
へ
の

依
存
の
高
ま
り
ゃ
抽
唱
え
る
で
あ
ろ
う

塾
通
い
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

折
し
も
、
大
学
生
の
就
職
に
際
し

て
企
業
側
の
学
校
選
別
の
強
さ
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
有
名
会
社
に
入

る
た
め
に
有
名
大
学
へ
。
そ
の
た
め

に
有
名
中
学
へ
。
ま
た
塾
へ
|
|
。

こ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
に
は
就
職

の
機
会
均
等
が
先
決
で
あ
ろ
う
。

(
篠
田
照
子
主
婦
出
歳
)

(
m
-
9読
売
)

〔
折
に
ふ
れ
て
〕

女
性
雑
誌
の
鈍
い
反
応

新
年
号
の
婦
人
雑
誌
に
国
際
婦
人

年
な
ど
の
反
応
を
期
待
し
た
が
、
付

録
と
キ
ン
キ
ラ
表
紙
が
目
玉
商
品
で

変
わ
り
ば
え
せ
ず
w

ワ
タ
シ
家
庭
の

ヒ
ト
"
ム
ー
ド
濃
厚
。
リ
ブ
の
話
題

も
、
こ
う
と
キ
メ
つ
け
た
り
面
白
半

分
に
扱
わ
ず
"
女
性
束
縛
"
の
規
制

に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
解
決
の
糸
口

は
な
い
。
流
れ
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず

現
象
の
奥
底
を
つ
い
て
は
し
い
。

(
1
・
7
読
売
「
婦
人
と
生
活
」
)

私
の
見
た
米
国
一
世
の
老
人
た
ち

教
育
寄
付
を
し
た
り
、
皆
に
慕
わ

れ
る
高
齢
の
M
氏
、
仕
事
に
奉
仕
に

活
躍
の
M
夫
人
は
じ
め
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
だ
れ
も
が
明
る
い
。
人
聞
は

ひ
と
り
生
き
る
も
の
、
と
M
夫
人
。

異
民
族
社
会
で
の
苦
労
が
独
立
と
助

け
合
い
の
心
を
培
っ
た
か
ら
だ
。

(
山
崎
朋
子

1
・
U
朝
日
)

助
言
不
要
と
「
現
代
の
ノ
ラ
」

人
聞
は
変
わ
る
も
の
と
考
え
る
わ

た
し
は
、
一
刀
両
断
の
解
消
に
は
反

対
だ
が
、
知
人
は
財
力
あ
る
夫
と
の

三
O
年
の
結
婚
生
活
を
女
の
側
か
ら

解
消
し
た
「
自
分
に
残
さ
れ
た
時
聞

を
納
得
い
く
よ
う
に
生
き
た
い
」
と
。

(--m信
毎
「
女
の
机
」
)

話
し
上
手
に
な
っ
た
女
性

100 

ス
ピ
ー
チ
の
う
ま
い
女
性
が
ふ
え

た
。
テ
ー
ブ
ル
・
ス
ピ
ー
チ
の
名
人

だ
っ
た
古
屋
信
子
さ
ん
級
の
を
耳
に

す
る
の
も
珍
し
く
な
い
。
女
の
生
活

の
場
が
広
が
り
、
意
思
の
伝
達
上
黙

っ
て
い
ら
れ
な
い
の
だ
。
発
言
に
責

任
を
も
て
ば
社
会
の
中
の
自
分
を
意

識
す
る
。
発
言
に
み
が
き
を
か
け
よ

う。・

(
2
・
2
信
毎
「
女
の
机
」
)

女
性
は
テ
レ
ビ
番
組
の
花
?

昨
年
は
、
女
性
問
題
に
つ
い
て
多

く
の
討
論
が
な
さ
れ
た
が
、
テ
レ
ビ

に
出
演
し
た
多
く
の
女
性
た
ち
が
、

提
起
し
た
問
題
に
一
言
も
発
言
せ

ず
、
座
っ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
が
よ

く
あ
っ
た
。

女
性
自
ら
が
添
え
物
と
し
て
の
存

在
で
満
足
し
て
い
る
の
で
は
。

{
稲
葉
敏
夫
郵
便
局
員
必
才
)

(
2
・
6
毎
日
)



『
と
な
り
の
芝
生
』
終
わ
る

最
終
回
の
視
聴
率
二
二
・
三
怖
と

い
う
記
録
を
出
し
た
こ
の
N
H
K
テ

レ
ビ
の
銀
河
ド
ラ
マ
。
そ
の
反
響
を
。

あ
れ
で
は
百
年
も
後
戻
り
。
姑
は

一
言
い
た
い
放
題
な
雑
言
を
吐
き
、
亭

主
は
乳
隠
れ
も
し
な
い
パ
カ
オ
ヤ

ジ
。
嫁
が
泣
き
寝
入
り
を
す
る
だ
け

と

は

。

(

一

老

婆

}

和
解
し
て
平
和
な
家
庭
に
、
思
わ

ず
「
万
歳
!
」
と
叫
び
ま
し
た
。
嫁

と
し
て
、
主
婦
と
し
て
、
家
族
に
と

っ
て
太
陽
の
よ
う
に
生
き
た
い
と
思

い

ま

し

た

。

(

一

主

婦

)

(
2
-
m朝
日
)

今
も
根
強
い
母
も
の

『
子
守
歌
は
な
ぜ
哀
し
い
か
』
(
講

談
社
)
の
著
者
、
右
子
順
三
氏
は
語

る
。
欧
米
の
母
も
の
は
子
と
母
と
の

関
係
で
成
長
す
る
独
立
し
た
人
格
。

日
本
で
は
母
は
大
き
な
愛
で
罪
を
許

す
絶
対
者
で
、
子
は
常
に
"
抱
か
れ

る
子
供
"
だ
。
戦
前
は
"
皇
国
の
母
"

式
の
公
的
な
商
(
き
び
し
く
導
く
)

が
強
く
、
教
科
書
に
も
多
く
扱
わ
れ

た
が
戦
後
は
私
的
な
"
許
す
時
"
が

前
面
化
し
た
。

(
6
・
5
毎
日
)

理
想
の
夫
像
は

条
件
H
共
同
生
活
者
と
し
て
合
理

精
神
に
富
む
こ
と
。

わ
が
夫
H
結
婚
指
輪
の
代
わ
り
に

仕
事
を
し
や
す
い
よ
う
パ
ン
タ
ロ
ン

を
く
れ
感
激
。
仕
事
で
遅
い
と
き
買

い
物
も
し
、
子
ど
も
も
よ
く
み
る
。

(
冨
野
七
子
主
婦
連
専
門
委
員
)

条
件
H

妥
の
勉
強
、
仕
事
、
趣
味

な
ど
の
生
き
が
い
に
援
助
を
惜
し
ま

ず
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
る
。

わ
が
夫
H

本
音
は
保
守
的
で
女
の

悩
み
を
浬
解
し
協
力
す
る
こ
と
は
あ

り
え
な
い
。
合
意
で
な
く
譲
歩
で

す
。
{
榎
美
沙
子
中
ピ
連
会
長
)

(
7
-
m毎
日
)

国
民
の
た
ぬ
の
体
育
に
お
金
を

文
部
省
は
五
輪
選
手
強
化
に
、
二

億
二
千
万
円
も
補
助
金
を
出
す
と
い

う
が
、
メ
ダ
ル
を
と
る
重
荷
を
強
制

さ
れ
る
。
そ
ん
な
お
金
が
あ
る
な
ら

国
民
の
た
め
の
体
育
施
設
を
作
っ
て
。

(
鈴
木
菜
子
中
学
生
は
歳
)

(
9
・
9
朝
日
)

や
め
て
ほ
し
い
運
動
会
の
寄
付
集
め

運
動
会
の
入
り
口
に
寄
付
受
付
所

が
作
ら
れ
た
。
前
を
通
ら
な
け
れ
ば

入
れ
な
い
の
は
強
制
と
同
じ
で
は
。

(
森
田
礼
子
主
婦
引
歳
)

(
9
・
日
朝
日
)

外
国
人
に
も
選
挙
権
を

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
総
選
挙
と
同

時
に
行
わ
れ
る
地
方
自
治
体
選
挙
に

「
外
国
人
が
外
国
籍
を
も
っ
た
ま
ま

選
挙
権
を
行
使
」
す
る
。
移
民
局
長

は
「
移
民
を
認
め
て
お
き
な
が
ら
ア

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
し
て
お
け
な
い
」

と
言
う
。
日
本
に
生
ま
れ
で
も
国
籍

が
違
う
た
め
に
投
票
で
き
な
い
多
く

の
人
が
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
英

断
に
学
ん
で
ほ
し
い
。

(
柳
沢
由
実
子
翻
・
通
訳
者
)

(
9
-
m朝
日
論
壇
)

オ
マ
ケ

ワ
イ
ン
を
買
っ
た
ら
小
皿
を
く
れ

た
。
余
裕
が
あ
る
な
ら
値
を
下
げ
て

ほ
し
い
。
む
や
み
に
オ
マ
ケ
を
つ

け
、
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
買
う
と
、
本

当
に
ほ
し
い
も
の
が
わ
か
ら
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。

(
沢
村
貞
子

m
-
6朝
日

宰
相
に
な
っ
て
ほ
し
い
人
は

小
田
実
。
日
本
人
離
れ
し
て
ス
ケ

ー
ル
が
大
き
い
。
そ
れ
に
い
ま
仕
事

な
い
ら
し
い
の
よ
。
遊
ば
せ
て
お
く

の
は
も
っ
た
い
な
い
。

{
小
沢
遼
子
ロ
・

9
朝
日
)
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相
吾火
白沢

長
男
が
保
育
園
で
ヤ
ケ
ド

五
年
前
、
四
歳
だ
っ
た
長
男
が
入

国
し
て
い
た
認
可
団
体
の
保
育
園
の

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
を
倒
し
て
ヤ
ケ
ド
。

一
応
治
っ
た
が
跡
が
残
っ
た
。
国
側

は
子
ど
も
が
原
因
と
、
責
任
を
と
ら

な
い
よ
大
阪
市
南
区
母
親
必
歳
)

保
育
中
に
起
こ
っ
た
事
故
で
あ
る

以
上
、
園
児
の
受
け
た
損
害
は
園
が

賠
償
す
べ
き
。
子
の
治
療
費
、
通
院

本
人
通
貨
、
休
業
保
障
、
後
遺
症
に
よ

る
慰
謝
料
な
ど
を
園
に
請
求
で
き

る
。
ま
ず
書
面
請
求
を
し
、
裁
判
は

国
側
の
態
度
を
み
て
か
ら
。

(
佐
々
木
秀
典
)

{
1
・
2
毎
日
)

妻
子
あ
る
男
と
交
際
す
る
娘

二
二
歳
の
一
人
娘
が
二
年
前
か
ら

妻
子
あ
る
男
と
交
際
。
現
在
は
離
婚

の
調
停
中
だ
そ
う
で
す
が
、
私
た
ち

両
親
は
結
婚
に
は
反
対
で
す
。

(
新
潟
県
母
親
必
歳
)

娘
さ
ん
は
す
で
に
二
年
間
交
際
し

男
性
と
の
紐
帯
は
次
第
に
強
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
相
手
へ
の
批
判
に

は
母
親
エ
ゴ
も
濃
厚
で
、
そ
れ
は
娘

さ
ん
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
二
人
の
関
係
を
否
定
す
る
な

ら
も
っ
と
本
質
的
な
否
定
l

|
親
の

立
場
を
超
え
た
人
間
的
態
度
が
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
(
鴨
居
羊
子
)

(
2
-
m毎
日
)

寝
て
ば
か
り
、
中
三
の
長
男

小
さ
い
時
か
ら
勉
強
が
で
き
、
生

徒
会
長
や
部
活
動
の
キ
ャ
プ
テ
ン
も

す
る
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
急
に
何
を
し

て
も
面
白
く
な
い
と
い
う
。
家
族
と

は
よ
く
話
し
合
い
、
朗
ら
か
で
、
弟

と
バ
レ
ー
を
し
た
り
し
て
い
る
。

{
滋
賀
県
母
親
必
歳
)

「
家
族
と
は
話
し
合
い
・
:
」
と
い

う
こ
と
な
の
で
精
神
分
裂
病
の
心
配

は
な
さ
そ
う
で
す
。
す
る
と
若
者
特
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有
の
「
ス
ラ
ン
プ
」
と
い
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。
対
話
は
必
要
で
す
が
、

干
渉
は
避
け
る
こ
と
。
必
ず
抜
け
出

し

ま

す

。

(

斎

藤

茂

太

)

(
3
・
ロ
毎
日
)

マ
ル
チ
宵
法
に
「
や
ら
れ
た
」

長
男
が
一
昨
年
夏
、
マ
ル
チ
商
法

の
ホ
リ
デ
ー
マ
ジ
ッ
ク
に
勧
誘
さ

れ
、
友
人
に
八
O
万
円
ほ
ど
出
資
し

ま
し
た
が
ダ
メ
で
、
解
約
後
一
七
万

円
ほ
ど
返
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
す

れ
ば
返
済
さ
せ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

(
大
阪
南
区
タ
バ
コ
商
臼
歳
)

マ
ル
チ
商
法
は
、
会
員
一
人
が
二



人
を
勧
誘
す
る
と
し
て
も
二
七
段
階

で
日
本
の
人
口
を
超
え
る
わ
け
で
無

理
が
あ
り
、
商
品
に
も
問
題
が
あ
り

ま
す
。
同
社
は
昨
年
不
正
取
引
の
疑

い
で
摘
発
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
全

額
返
還
は
無
理
で
し
ょ
う
。
現
在
法

的
規
制
も
国
会
で
検
討
中
で
す
。

(
吉
本
晴
彦
)

(
4
-
m毎
日
)

-
老
人
E
助
会
'

つ
く
り
た
い

子
ど
も
の
な
い
中
老
の
婦
人
で

す
。
老
人
の
孤
独
死
が
何
日
も
気
づ

か
れ
な
か
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電
話
連

絡
、
食
事
の
差
し
入
れ
、
医
者
の
手

配
、
な
ど
会
費
制
の
互
助
会
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
。

(
大
阪
府
吹
田
市
主
婦
日
歳
)

す
ば
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い

ま
す
。
考
え
を
整
理
し
書
面
に
し
て

コ
ピ
ー
し
、
あ
な
た
の
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
に
配
っ
た
り
、
市
の
広

報
に
計
画
を
発
表
し
た
り
し
て
少
数

の
賛
成
者
を
中
核
に
話
し
合
い
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
は
ど
う
で
し

ょ

う

。

(

藤

田

信

勝

}

(
5
・
5
毎
日
)

再
燈
し
た
男
に
妻
子
が
い
た

三
二
歳
の
娘
が
五
年
前
に
一
児
を

連
れ
て
離
婚
、
そ
の
後
再
婚
し
た
相

手
に
"
妻
子
"
が
あ
り
、
入
籍
せ
ず

一
児
を
産
み
ま
し
た
。
娘
は
精
神
的

に
疲
労
し
て
お
り
ま
す
が
、
二
人
の

子
と
暮
ら
し
た
い
と
の
こ
と
。

(
大
阪
府
東
大
阪
市
母
親
臼
歳
)

い
つ
も
女
性
だ
け
が
罪
の
つ
ぐ
な

い
を
さ
せ
ら
れ
る
問
題
は
さ
て
お

き
、
内
縁
の
夫
の
都
合
が
理
解
で

き
、
二
人
の
聞
に
w
愛
"
と
w
信仰

が
あ
る
な
ら
腰
を
す
え
て
待
つ
こ

と
。
な
け
れ
ば
お
母
さ
ん
と
二
人
の

子
と
と
も
に
生
活
の
方
策
を
立
て
る

こ
と
。
夫
や
姑
に
期
待
せ
ず
、
自
分

た
ち
四
人
に
期
待
し
て
下
さ
い
。

(
鴨
居
羊
子
)

(
6
・
お
毎
日
}

手
術
を
前
に
宗
教
の
勧
誘

夫
と
子
の
三
人
家
族
。
五
年
ほ
ど

前
か
ら
二
回
も
心
不
全
で
入
院
、
今

月
中
に
手
術
を
決
め
ま
し
た
。
し
か

し
、
知
人
に
し
つ
こ
く
宗
教
を
勧
誘

さ
れ
、
不
安
な
状
態
で
す
。

(
大
阪
市
生
野
区
主
婦
お
歳
}

最
近
、
新
興
宗
教
の
信
者
が
朝
夕

訪
問
し
、
し
つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
る
と

い
う
悩
み
を
訴
え
る
人
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
入
信
し
な
い
と
よ
く
な
い

こ
と
が
お
こ
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
安
心
し
て
手
術
を
受
け

て
下
さ
い
。
(
吉
本
晴
彦
)

{
7
-
n毎
日
)

悦
惚
の
祖
母
、
受
駿
生
の
邪
魔

祖
母
が
悦
惚
に
な
り
、
粗
相
を
し

て
家
中
に
汚
物
を
散
ら
し
ま
す
。
母

は
疲
労
で
入
院
し
た
ほ
ど
で
す
。

3

D
K
の
県
営
住
宅
で
気
に
な
り
受
験

に
失
敗
、
浪
人
中
で
す
が
い
っ
そ
下

宿
し
た
い
で
す
。

(
川
崎
市
女
子
予
備
校
生
悶
歳
)

寿
命
が
の
び
老
年
期
の
人
々
が
ふ

え
、
い
か
に
老
い
る
か
が
大
問
題
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
半
年
問
、
勉
強

に
専
念
す
る
道
を
家
族
の
人
と
相
談

し
て
下
さ
い
。
親
類
、
知
人
で
一
時

預
か
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
が
。
(
藤
田
信
勝
)

(
8
・
ロ
毎
日
)

奪
わ
れ
た
娘
、
誠
意
な
い
相
手

高
三
の
娘
が
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
知

り
合
っ
た
大
学
生
に
体
を
奪
わ
れ
、

妊
娠
、
内
密
に
中
絶
し
て
い
ま
し

た
。
相
手
も
相
手
の
親
も
開
き
直
っ

た
態
度
で
、
私
は
訴
訟
も
考
え
て
い

ま
す
。(
三
重
県
松
阪
市
悩
む
父
町
歳
)

体
を
奪
わ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
結

婚
成
立
を
と
い
う
考
え
に
は
賛
成
し

か
ね
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
婚
約
履

行
を
求
め
る
調
停
を
家
裁
に
申
し
立

て
解
消
に
向
か
う
な
ら
慰
謝
料
を
請

求
し
て
下
さ
い
。
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娘
さ
ん
と
結
婚
の
怠
味
を
よ
く
話

し
合
え
ば
、
問
題
の
所
在
も
は
っ
き

り
し
て
く
る
で
し
ょ
う
。(
松
浦
基
之
)

(
9
・
3
毎
日
)

私
の
夢
は
「
小
さ
な
洋
裁
庖
」

私
は
耳
と
言
葉
が
不
自
由
で
す

が
、
将
来
洋
裁
庖
を
聞
き
た
い
と
い

う
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。
女
子
高
で

和
洋
裁
を
学
ん
で
い
ま
す
が
、
他
に

ど
ん
な
こ
と
を
勉
強
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
。(
横
浜
市
女
高
生
時
歳
)

で
き
れ
ば
造
形
、
絵
、
彫
刻
、
文

学
な
ど
、
何
で
も
大
い
に
好
奇
心
を

も
っ
て
や
っ
て
下
さ
い
。

一
つ
の
技
術
に
し
か
目
が
い
か
な

い
と
、
世
界
が
抜
く
な
っ
て
そ
の
技

術
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

雑
学
を
大
い
に
勧
め
ま
す
。(鴨
居
羊
子
)

(叩・

l
毎
日
)

耐
え
ら
れ
ぬ
年
老
い
た
寂
し
さ

年
老
い
て
働
け
ず
、
病
気
に
な
っ

た
時
、
死
ん
だ
時
、
誰
の
世
話
に
な

っ
た
ら
い
い
か
心
配
。
親
、
兄
弟
、

委
も
病
死
。
再
婚
も
し
た
く
あ
り
ま

せ
ん
。
心
身
疲
れ
、
経
済
的
に
も
自

信
が
あ
り
ま
せ
ん
。

(
東
京
大
田
区
会
社
員
団
歳
)

五
五
歳
と
い
え
ば
働
き
盛
り
で

す
。
こ
の
際
環
境
の
転
換
を
お
考
え

に
な
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
再

婚
、
趣
味
、
社
会
奉
仕
な
ど
、
再
度

考
え
て
み
て
下
さ
い
。
(
藤
田
信
勝
)

(
日
・
ロ
毎
日
)

夫
の
浮
気
に
妙
手
は
?

結
婚
十
二
年
目
。
家
族
の
入
院
で

走
り
回
っ
て
い
る
う
ち
、
夫
が
浮
気

を
始
め
た
が
、
じ
っ
と
が
ま
ん
の
良

い
妥
に
な
る
べ
き
か
?
(
神
奈
川
S
子
)

妻
の
浮
気
は
大
悪
、
夫
は
甲
斐
性

と
い
う
の
は
ま
ち
が
い
。
じ
っ
と
が

ま
ん
は
美
徳
で
は
な
い
。
ハ
デ
に
さ

わ
ぐ
と
キ
キ
メ
が
あ
る
。(小
山
い
と
子
)

(ロ・
2
読
売
)

妻
に
知
れ
た
と
別
れ
話

職
場
の
上
司
に
浮
気
の
発
見
を
理

由
に
捨
て
ら
れ
た
が
、
慰
謝
料
は
?

(
千
葉
出
歳
公
務
員
)

法
律
的
に
は
被
害
者
は
彼
の
妻
。

慰
謝
料
は
ム
リ
。
男
に
も
上
等
と
下

等
が
あ
る
。
自
分
が
上
等
に
な
る
と

人
を
見
る
目
が
で
き
る
は
ず
。

(
平
岩
弓
枝
)

(ロ・
4
読
売
)

妻
を
働
き
に
出
さ
ぬ
夫

借
金
を
抱
え
息
が
つ
ま
る
の
に
、

私
の
浮
気
が
心
配
と
働
か
せ
ぬ
夫
。

(
レ
ニ
ー
さ
ん
)

妻
も
人
間
だ
、
と
頭
の
固
い
男
に

わ
か
ら
せ
る
の
は
野
蛮
人
か
ら
作
法

を
学
ぼ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
。
さ

っ
さ
と
就
職
し
て
ア
ラ
シ
を
巻
き
起

こ
し
な
さ
い
。
結
婚
生
活
と
い
う
船

は
難
破
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
・
.. 
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(
へ
レ
ン
・
ボ
ツ
テ
ル
)

(ロ・

5
読
売
)

夫
を
独
占
し
た
い
姑

二
二
歳
、
結
婚
一
年
だ
が
六
O
歳

の
義
母
の
や
き
も
ち
に
悩
む
。

(
福
島

S
子
)

一
種
の
三
角
関
係
で
す
。
「
話
し

合
い
」
や
「
別
居
」
を
思
わ
ず
堂
々

と
渡
り
合
い
な
さ
い
。
妻
と
し
て
の

「
執
念
」
が
大
事
。
(
平
井
富
男
)

(ロ・
6
読
売
)



人

〔
ひ
と
〕

禅
の
国
際
道
揚

武
蔵
野
の
面
影
残
る
秋
川
市
の
臨

済
宗
慈
眼
寺
、
一
年
前
か
ら
有
髪
女

性
工
藤
智
光
さ
ん
(
必
)
が
庵
主
。

英
国
航
空
東
京
本
底
に
勤
務
中
身
に

つ
け
た
英
語
を
生
か
し
禅
を
国
外
に

も
広
め
る
べ
く
、
国
際
道
場
を
聞
い

て
い
る
。
米
国
人
を
中
心
と
す
る
外

国
人
の
ほ
か
日
本
人
、
し
か
も
多
く

の
女
性
が
求
道
に
き
て
お
り
、
駆
け

込
み
寺
的
役
割
も
。

(--m朝
日
)

車
イ
ス
で
成
人
式

渡
辺
美
喜
子
さ
ん
{
却
)
。
一
歳

で
小
児
マ
ヒ
発
病
、
以
来
下
半
身
マ

ヒ
で
率
イ
ス
生
活
。
小
学
校
か
ら
両

親
の
も
と
を
離
れ
、
施
設
卒
業
後
も

適
職
を
求
め
て
悪
戦
苦
闘
、
今
は
念

願
の
編
み
物
科
の
あ
る
国
立
伊
東
重

度
障
害
者
セ
ン
タ
ー
で
訓
練
中
。
編

み
物
教
師
で
自
活
し
、
家
族
と
暮
ら

す
の
が
夢
だ
。

(
1
・
日
朝
日
)

国
が
や
る
べ
き
こ
と
よ

第
一
回
東
京
世
界
バ
レ
エ
・
コ
ン

ク
ー
ル
を
聞
く
大
屋
政
子
さ
ん
(
日
)

は
情
人
の
大
屋
晋
三
社
長
の
夫
人
。

女
丈
夫
と
い
う
か
、
女
傑
と
い
う

か
。
男
性
で
い
え
ば
、
熱
血
漢
か
。

「
日
本
は
芸
術
や
文
化
へ
の
政
府

援
助
が
ほ
ん
と
に
少
な
い
。
:
:
:
エ

コ
ノ
ミ
ツ
ク
・
ア
ニ
マ
ル
と
い
わ
れ

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
私
、
捨
て
石
に

な
っ
て
」
と
熱
弁
を
ふ
る
う
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
八
か
国
二
二

組
、
日
本
一
三
組
の
ペ
ア
が
参
加
。

日
本
よ
り
外
国
で
有
名
な
"
民
間
女

性
外
交
官
"
。

(
1
・
U
朝
日
)

東
京
消
防
学
校
の
女
性
教
官

橘
由
美
子
さ
ん
(
却
)
。
東
京
消

防
庁
の
婦
人
消
防
官
一
期
生
。
昨
年

四
月
、
女
性
と
し
て
開
校
以
来
初
の

消
防
学
校
助
教
授
に
。
男
子
も
教
え

る。

(
l
・
お
毎
日
)

初
の
最
高
裁
判
事
婦
人
候
補

最
高
裁
坂
本
判
事
の
定
年
退
官
後

任
に
、
「
チ
ヤ
タ
レ

l
事
件
」
弁
護

の
環
昌
一
弁
護
士
と
並
ん
で
、
日
本

の
婦
人
弁
護
士
第
一
号
、
久
米
愛
弁

護
士
が
推
薦
さ
れ
た
。

任
命
権
は
内
閣
に
あ
る
が
、
三
木

内
閣
が
女
性
起
用
に
積
極
的
姿
勢
を

み
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
初
の
女

性
最
高
裁
判
事
出
現
が
期
待
さ
れ
て
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い
る
。

(
2
・
6
朝
日
)

主
婦
圏
外
ヘ
技
術
指
導
に

井
戸
英
代
さ
ん
、
平
均
的
家
庭
の

主
婦
、
五
年
前
か
ら
タ
イ
ル
張
り
内

職
に
精
を
出
す
。
勤
勉
さ
が
会
社
側

に
認
め
ら
れ
、
慰
労
を
兼
ね
て
ス
リ

ラ
ン
カ
へ
六
日
間
の
技
術
指
導
に
。

「
い
つ
も
の
通
り
や
る
だ
け
」
と
。

(
2
・
8
中
日
)

熱
傷
医
療
に
役
立
て
て

三
年
前
、
天
ぷ
ら
油
の
や
け
ど
で

長
女

(3)
を
な
く
し
た
主
婦
松
下

ハ
ル
子
さ
ん
と
、
二
年
前
、
大
や
け

ど
し
て
命
拾
い
し
た
主
婦
赤
塚
照
子

さ
ん
は
、
家
計
費
を
節
約
し
て
た
め

た
浄
財
そ
れ
ぞ
れ
五
千
円
、
一
万
円

を
熱
傷
医
療
に
役
立
て
て
と
、
や
け

ど
の
予
防
、
医
療
研
究
を
し
て
い
る

中
部
熱
傷
協
会
に
送
金
し
た
。

(
2
・
問
中
日
)

全
盲
女
性
大
学
院
パ
ス

岡
山
市
の
柴
田
昭
子
さ
ん
(
却
)
。

全
盲
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
い
な

が
ら
、
英
語
に
情
熱
を
燃
や
し
続

け
、
岡
山
大
学
大
学
院
英
米
文
学
研

究
科
に
合
格
。
全
盲
女
性
の
大
学
院

入
学
は
日
本
で
初
め
て
。(2
・

n信
毎
)

日
本
舞
踊
の
基
本
指
導
に
渡
米

花
柳
千
代
さ
ん
(
日
)
。
日
本
舞

踊
は
い
き
な
り
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
入
る
が
:
・
と
、
こ
の
数
年
、
基
本

練
習
の
指
導
に
打
ち
込
ん
で
き
た
の

が
海
外
で
も
評
価
さ
れ
て
。
(
2
-
n朝
日
)

国
連
多
国
籍
企
業
委
日
本
代
表

有
賀
美
智
子
さ
ん
(
問
)
。
四
年

前
公
取
委
員
を
辞
任
す
る
ま
で
四
半

世
紀
を
独
禁
政
策
研
究
に
さ
さ
げ
、

世
界
の
研
究
者
間
で
有
名
。
「
独
禁

法
は
平
和
を
愛
す
る
法
律
」
が
持

論
。
政
府
を
代
表
し
て
国
際
協
定
の

取
り
ま
と
め
に
動
く
。
「
国
際
婦
人

年
に
触
発
さ
れ
て
女
性
代
表
を
・
・
・
で

は
な
い
。
最
適
の
人
が
た
ま
た
ま
女

性
だ
っ
た
」
と
は
外
務
省
の
弁
。

{
3
・
1
朝
日
)

高
橋
展
子
さ
ん
l
L
O会
議
に
出
席

日
本
人
女
性
初
の
、
国
際
機
関
の

最
高
級
ポ
ス
ト
に
つ
い
た
I
L
O
の

高
橋
事
務
局
長
捕
、
理
事
会
本
会
議

に
デ
ビ
ュ
ー
。

(
3
・
3
朝
日
)

通
信
制
高
校
を
夫
婦
で
卒
業

札
幌
市
成
悶
富
士
男
さ
ん
(
初
)

と
ハ
ツ
エ
さ
ん
(
訂
)
。
通
信
制
独

立
校
、
北
海
道
有
明
高
校
を
卒
業
。

二
O
年
以
上
の
ブ
ラ
ン
ク
に
、
教
科

書
に
つ
い
て
ゆ
く
の
も
大
変
、
子
ど

も
の
相
手
も
で
き
ず
、
四
年
聞
は
苦

心
の
連
続
だ
っ
た
が
。
(
3
-
U朝
日
)

も
う
す
ぐ
女
性
整
備
士
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苫
小
牧
の
本
多
律
子
さ
ん
と
日
高

の
菊
池
明
美
さ
ん
、
共
に
一
六
歳
、

苫
小
牧
専
修
職
業
訓
練
校
か
ら
、
同

校
初
め
て
女
性
自
動
車
整
備
士
と
し

て
卒
業
。

引
く
手
あ
ま
た
の
求
人
に
苦
労
し

た
が
、
市
内
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に

就
職
内
定
、
技
術
は
男
性
に
劣
ら
な

い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。(3
-
U朝
日
)

「
地
上
の
女
機
長
」
誕
生

航
空
史
上
初
の
女
性
デ
ィ
ス
パ
ッ

チ
ャ

l
(巡
航
管
理
者
)
が
三
月
一

七
日
千
歳
空
港
で
誕
生
。
日
航
札
幌

空
港
支
応
航
務
課
員
、
邸
中
裕
子
さ

ん
(
お
)
。
フ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ン
の
作

成
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
出
発
承
認
な
ど

の
、
重
責
を
負
う
資
格
を
得
た
。
北

大
理
学
部
四
八
年
卒
。

(
3
-
m朝
日
/
毎
日
)



国
連
公
使
に
緒
方
貞
子
さ
ん

昨
秋
の
、
市
川
議
員
ら
の
「
女
性

の
地
位
向
上
の
た
め
に
女
性
大
使

を
」
の
要
求
に
対
し
、
国
際
基
督
教

大
教
授
、
緒
方
さ
ん
が
初
の
女
性
公

使
に
本
決
ま
り
。
国
連
社
会
人
権
委

で
の
実
績
を
も
っ
冷
静
な
人
。

(
2
・
げ
各
紙

2
-
n毎
日
)

事

緒
方
貞
子
さ
ん
(
必
)
。
昭
和
二

六
年
聖
心
女
子
大
卒
業
後
、
米
国
へ

留
学
、
加
州
大
学
博
士
課
程
を
卒

業
、
四
O
(
白
)
年
か
ら
I
C
U
で

教
え
て
現
在
準
教
授
。
夫
君
と
二
人

の
お
子
さ
ん
は
す
で
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
暮
ら
し
。
「
日
本
は
実
力
の
あ
る

固
と
し
て
地
道
に
対
立
和
解
の
場
を

つ
〈
り
た
い
。
双
方
か
ら
信
頼
さ
れ

る
国
に
」
と
語
る
。

(
4
・
2
朝
日
)

全
国
初
の
女
性
医
学
部
長

大
岡
良
子
さ
ん
(
印
)
。
東
邦
大

学
眼
科
教
室
の
教
授
だ
が
、
四
月
か

ら
医
学
部
長
と
な
る
。
女
性
医
学
部

長
の
生
ま
れ
た
理
由
は
、
こ
の
大
学

の
ユ
ニ
ー
ク
な
選
挙
制
度
と
、
同
窓

生
の
活
躍
に
よ
る
。
同
大
の
教
授
陣

は
東
大
、
慶
大
、
慈
恵
医
大
な
ど
で

占
め
ら
れ
、
卒
業
生
で
教
授
は
二
人

だ
け
。
「
母
校
の
発
展
に
尽
く
し
て

き
た
努
力
が
認
め
ら
れ
て
嬉
し
い
」

と
語
る
。

(
4
・
2
朝
日
)

砂
川
、
私
の
戦
後
史
を
書
く

砂
川
ち
よ
さ
ん
(
布
)
。
旧
砂
川

町
時
代
、
同
町
の
教
育
長
を
務
め
、

砂
川
闘
争
の
生
き
証
人
。
砂
川
の
、

憲
法
を
良
心
と
し
た
住
民
運
動
を
何

と
か
若
い
人
々
に
伝
え
た
い
と
、

『
砂
川
私
の
戦
後
史
、
ご
ま
め
の
は

ぎ
し
り
』
を
ま
と
め
た
。
た
い
ま
つ

社
、
一
五
O
O
円。

(
4
・
3
朝
日
)

七
O
歳
の
月
見
草
博
士

斎
藤
美
知
さ
ん
(
河
)
。
「
月
見
草

は
な
ぜ
夜
間
く
か
」
と
い
う
ナ
ゾ
に

挑
ん
で
二
O
年
、
そ
の
論
文
が
東
大

の
論
文
審
査
会
を
満
場
一
致
で
パ

ス。
二
O
年
前
、
小
学
生
の
月
見
草
に

つ
い
て
の
観
察
レ
ポ
ー
ト
の
批
評
を

求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
応
ず
る
知
識
を

も
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
自
分

で
研
究
を
始
め
た
の
が
動
機
。
次
の

目
標
は
朝
咲
く
花
だ
。
東
京
女
高
師

卒
業
。

(
4
・
4
朝
日
)

常
に
新
し
く
、
若
々
し
く

山
本
安
英
さ
ん
が
東
京
で
は
七
年

ぶ
り
に
「
夕
鶴
」
を
上
演
す
る
。
こ

ん
ど
の
公
演
を
終
わ
る
と
、
昭
和
二

四
年
初
演
以
来
、
上
演
は
七
八
O

回
、
観
客
は
八
O
万
人
に
達
す
る
。

「
夕
鶴
」
以
外
で
は
「
女
人
哀
調
」

の
お
吉
、
「
土
」
の
お
つ
ぎ
な
ど
、

け
ん
め
い
に
生
き
る
女
の
役
が
好

き
。
日
常
の
す
べ
て
の
こ
と
が
芝
居

に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。

(
4
・
7
朝
日
)

「
小
さ
な
緩
切
」
運
動
事
務
局
長

和
田
照
子
さ
ん
(
叩
)
。
こ
の
運

動
発
足
以
来
、
本
部
事
務
局
長
と
し

て
裏
方
を
務
め
て
き
た
。

十
人
ほ
ど
の
主
婦
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
会
員
も
百
万
を
突
破
、
赤
字

な
が
ら
年
二
億
の
予
算
を
組
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
一
千
万
会
員
の
可
能

性
も
あ
る
と
情
熱
的
。
(
4
-
m朝
日
)

お
茶
く
み
拒
否
の
リ
ー
ダ
ー

設
楽
ヨ
シ
子
さ
ん
(
M
A
}

。
都
織

労
住
宅
支
部
婦
人
部
長
。
「
お
茶
く

み
は
社
会
の
男
と
女
の
あ
り
方
の
集

約
。
男
と
同
じ
仕
事
を
と
い
う
の
で

な
く
、
女
が
結
婚
し
子
ど
も
を
産
ん

で
も
仕
事
が
で
き
る
社
会
に
し
な
け

れ
ば
。
職
務
で
の
差
別
を
変
え
る
こ

と
が
女
の
総
体
的
な
あ
り
方
を
変
え

て
い
く
」
と
、
職
場
外
で
も
婦
人
民

主
ク
ラ
ブ
の
役
員
と
し
て
活
躍
。
夏

に
訪
中
の
予
定
。

(
5
・
l
毎
日
)
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〈
女
性
建
築
技
術
者
の
会
〉
代
表

谷
山
紀
子
さ
ん
(
話
)
。
一
級
建

築
士
。
最
近
建
築
業
界
へ
の
女
性
進

出
が
目
立
つ
が
、
そ
の
数
は
少
な

く
、
一
人
前
に
仕
事
を
し
て
も
、
当

然
の
よ
う
に
男
性
と
差
を
つ
け
ら
れ

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
女
性
建
築
家
は

育
た
な
い
と
、
四
九
年
秋
、
会
を
結

成
。
当
時
三
人
だ
っ
た
会
員
は
い
ま

三
O
人
。
男
性
と
徹
底
的
に
話
し
合

い
な
が
ら
職
湯
の
男
女
平
等
運
動
に

取
り
組
む
。
朝
、
夫
婦
で
保
育
所
に

子
ど
も
を
預
け
て
出
勤
。
二
児
の

母。

{
5
・
日
朝
日
)

女
性
騎
手
デ
ビ
ュ
ー

吉
田
弥
生
さ
ん
(
却
)
。
競
馬
界

で
全
国
二
人
目
、
現
存
者
で
は
た
だ

一
人
の
女
性
騎
手
と
し
て
盛
岡
競
馬

に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

兵
庫
県
尼
崎
市
出
身
で
近
く
に
園

田
競
馬
場
が
あ
り
、
小
さ
い
時
か
ら

こ
の
世
界
の
雰
囲
気
に
親
し
ん
だ
。

高
校
を
一
年
で
中
退
し
こ
の
世
界

へ
。
四
八
年
以
来
四
回
目
の
挑
戦
で

こ
の
三
月
、
地
方
競
馬
全
国
協
会
の

騎
手
に
合
格
。

(
5
-
m朝
日
)

自
閉
症
児
の
教
育
に
情
熱

北
原
キ
ヨ
さ
ん
(
引
)
。
武
蔵
野

東
幼
稚
園
閏
長
。
在
園
児
の
一
六
%

が
自
閉
症
。
普
通
児
の
集
団
の
中
で

刺
激
を
受
け
発
達
さ
せ
て
い
く
方
法

を
と
っ
て
い
る
a

そ
の
親
た
ち
の
願

い
で
、
夫
妻
で
私
財
を
投
げ
う
っ
て

来
春
は
全
国
初
の
自
閉
症
児
と
普
通

児
の
混
合
小
学
校
開
設
を
、
と
情
熱

を
注
い
で
い
る
。

(
6
・

n毎
日
)

外
務
省
初
の
女
性
課
長

黒
河
内
久
美
さ
ん
(
幻
)
。
東
大

卒
外
交
官
試
験
パ
ス
の
エ
リ
ー
ト
。

海
洋
法
室
長
か
ら
、
海
外
へ
出
て
い

る
日
本
人
の
保
護
が
仕
事
の
領
事
二

課
長
へ
。
つ
れ
あ
い
は
一
期
先
輩
。

お
し
ど
り
大
使
が
実
現
す
る
か
も
。

{
7
・
2
朝
日
)

先
進
七
か
国
会
議
で
同
時
通
訳

森
田
直
子
さ
ん
(
お
)
。
国
際
基

督
教
大
学
卒
業
。
サ
イ
マ
ル
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
専
属
契
約
し
て

五
年
近
い
。
小
学
校
四
年
か
ら
英
語

を
習
い
、
高
校
生
交
換
留
学
生
と
し

て
ア
メ
リ
カ
に
一
年
留
学
の
経
験
を

生
か
し
て
の
道
だ
。
「
見
か
け
ほ
ど

派
手
で
な
い
し
、
前
の
晩
目
を
通
す

資
料
も
膨
大
で
、
な
ま
や
さ
し
い
も

の
で
は
な
い
け
れ
ど
」
。(
7
・
7
朝
日
)

マ
ラ
ソ
ン
お
ば
あ
さ
ん

波
多
野
斐
さ
ん
(
印
)
。
東
京
新

宿
区
に
住
み
、
昼
は
化
粧
品
底
の
パ

ー
ト
、
夜
は
サ
ラ
洗
い
な
ど
で
旅
費

を
た
め
、
日
本
一
周
マ
ラ
ソ
ン
を
目

指
し
て
い
る
。
四
、
五
日
走
つ
て
は

帰
る
方
法
で
、
す
で
に
福
島
か
ら
長

崎
ま
で
の
表
日
本
、
島
根
か
ら
山
形

ま
で
の
裏
日
本
を
走
破
し
た
。

(
7
・
7
毎
日
)
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六
三
歳
で
大
学
卒
業

田
中
喜
代
子
さ
ん
(
邸
)
。
パ
ン

ク
l
パ
l
生
ま
れ
の
二
世
、
戦
時
中

の
日
系
人
と
し
て
の
苦
労
も
終
え
、

子
ど
も
た
ち
も
独
立
し
た
の
で
五
八

歳
の
手
習
い
で
コ
ン
コ
ル
デ
イ
ア
大

学
に
入
学
。
卒
論
の
「
差
別
と
偏

見
」
は
教
授
に
賞
賛
さ
れ
満
点
。

(
7
・
日
朝
日
)

女
性
山
岳
巡
視
員

荒
山
文
子
さ
ん
(
却
)
。
山
梨
県

が
募
集
し
た
山
岳
自
然
巡
視
員
に
十

五
倍
の
難
聞
を
突
破
し
て
合
格
。
山

と
の
縁
は
宇
都
宮
大
に
入
学
し
て
か

ら
。
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功
し
た

日
本
女
子
隊
員
の
一
人
。
婚
約
者
を

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
で
失
っ
た

が
そ
れ
で
も
山
を
愛
す
る
。
母
校
教

育
学
部
聴
講
生
と
な
り
理
科
の
先
生



の
免
許
を
と
る
た
め
勉
強
中
。

(
7
-
m毎
日
)

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
で
総
理
大
臣
杯

尾
田
恵
美
子
さ
ん
(
臼
)
は
平
均

年
齢
三
八
歳
の
宇
品
ク
ラ
ブ
の
主

将
、
全
国
大
会
で
優
勝
し
総
理
大
臣

杯
に
蹄
い
た
。
原
爆
投
下
の
際
山
陽

線
横
川
駅
で
被
爆
、
今
も
被
爆
者
手

帳
を
持
つ
。
原
爆
の
日
の
今
日
、
宿

で
黙
祷
し
、
平
和
と
優
勝
を
祈
っ

た。

(
8
・
7
朝
日
)

母
は
待
っ
た
三
O
年

岡
山
県
の
藤
岡
美
代
子
さ
ん
(
臼
)

は
、
敗
戦
で
中
国
か
ら
引
き
揚
げ
る

直
前
に
別
れ
た
子
ど
も
の
連
絡
を
待

ち
続
け
た
が
、
三
O
年
ぶ
り
に
消
息

が
わ
か
っ
た
。
・
当
時
二
歳
に
も
な

っ
て
い
な
か
っ
た
男
の
子
は
、
今
中

国
人
を
委
と
し
、
三
人
の
子
ど
も
を

持
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
夢
の
よ
う

だ
と
喜
ん
で
い
る
。

(
8
・
日
朝
日
)

子
ど
も
の
発
達
の
た
め
に

テ
レ
ピ
を
消
そ
う

岩
佐
京
子
さ
ん
は
、
自
閉
症
や
言

葉
の
遅
れ
て
い
る
子
ど
も
と
テ
レ
ビ

の
関
係
を
調
査
、
追
跡
。
「
言
葉
と

心
の
動
き
は
同
時
に
発
達
し
て
い
く

か
ら
、
テ
レ
ビ
に
子
守
を
さ
せ
な
い

で
」
と
訴
え
る
。

病
院
に
勤
め
て
あ
ま
り
の
給
料
の

安
さ
に
、
組
合
運
動
に
熱
中
し
て
い

る
う
ち
に
干
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の

間
心
理
学
を
勉
強
し
直
し
た
。
時
に

応
じ
て
知
識
欲
と
行
動
力
を
発
揮
す

る
タ
イ
プ
。

(
8
・
U
朝
日
)

北
大
、
金
助
手
の
母
親

「
辞
聡
勧
告
」
不
当
訴
え

韓
国
C
I
C
に
三
年
前
ス
パ
イ
の

疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た
北
海
道
大
学
助

手
の
金
詰
佑
博
士
(
必
)
の
母
親
李

性
伊
さ
ん
は
、
一
八
日
社
会
党
の
安

宅
代
議
士
と
文
相
に
会
い
、
獄
中
の

金
助
手
に
対
し
北
大
が
辞
職
を
勧
告

し
た
こ
と
の
不
法
を
訴
え
、
国
家
公

務
員
を
逮
捕
し
た
韓
国
に
抗
議
し
て

ほ
し
い
と
要
望
。

(
8
・
悶
朝
日
)

捕
鯨
反
対
運
動
に
奔
走

三
輪
好
子
さ
ん
(
お
)
は
日
本
人

と
し
て
捕
鯨
反
対
運
動
に
か
か
わ

り
、
鯨
に
関
す
る
こ
つ
の
立
場
の
谷

間
に
あ
っ
て
双
方
の
意
思
疎
通
に
奔

走
す
る
。
日
本
の
全
水
産
物
中
鯨
は

一
・
八
%
を
占
め
る
だ
け
だ
か
ら
鯨

保
護
に
立
ち
上
が
る
べ
き
と
強
く
主

張
し
て
い
る
。

(
8
-
m朝
日
)

民
法
初
の
北
京
駐
在
特
派
員
に

か
ね
て
か
ら
民
放
各
社
か
ら
要
望

が
出
さ
れ
て
い
た
北
京
駐
在
の
特
派

員
派
遣
が
こ
の
ほ
ど
認
め
ら
れ
、
杉

本
伊
津
子
さ
ん

(
N
E
T
)
が
初
の

駐
在
特
派
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
四
0
日
間
中
国
の
招

待
で
中
国
の
各
地
を
旅
行
、
「
こ
こ

に
七
億
の
民
が
い
る
」
と
感
動
。
こ

れ
ま
で
の
数
回
の
随
行
記
者
と
し
て

の
経
験
を
十
分
に
生
か
す
こ
と
だ
ろ

う。

U
歳。

(
8
・
泊
朝
日
)

二
代
続
い
て
女
性
区
議
会
議
長

豊
島
区
議
会
は
九
日
、
臨
時
区
議

会
で
、
新
議
長
に
粕
谷
み
や
子
氏

(
U
H自
民
)
を
選
出
。
正
副
議
長

の
辞
任
に
伴
う
改
選
。
(
9
-
m朝
日
)

澄
ん
だ
深
み
の
あ
る
声
ウ
ィ
ー
ン
に

白
石
敬
子
さ
ん
(
剖
)
は
ウ
ィ
ー

ン
国
立
オ
ペ
ラ
専
属
歌
手
と
し
て
採

用
さ
れ
た
七
人
の
う
ち
の
一
人
。
天

分
に
加
え
て
長
い
練
習
の
努
力
が
む

く
わ
れ
た
か
た
ち
。
日
本
人
と
し
て

は
初
め
て
。
九
月
か
ら
一
年
間
、
同

劇
場
の
公
演
に
出
演
す
る
。
武
蔵
野

音
大
卒
。
藤
沢
市
出
身
。(9
・
日
朝
日
)
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主
婦
と
テ
レ
ビ
の
意
識
調
査

渡
辺
光
代
さ
ん
(
出
)
が
テ
レ
ビ

に
引
き
ず
り
回
さ
れ
ず
に
番
組
を
通

し
て
学
習
し
て
い
こ
う
と
〈
東
京
こ

だ
ま
の
会
〉
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
十

年
。
今
は
会
員
九
一
人
。
番
組
の
意

見
や
感
想
を
テ
レ
ビ
局
に
持
ち
込
ん

だ
り
、
会
報
を
出
し
た
り
。
番
組
の

御
意
見
番
的
存
在
と
し
て
活
動
を
続

け
て
い
る
。

(
9
・
U
朝
日
)

揺
れ
動
く
言
葉
か
ら
女
の
生
活
史

寿
岳
章
子
さ
ん
(
臼
)
。
京
都
府

立
大
学
教
授
、
専
門
は
国
語
学
。

中
世
の
"
抄
物
"
研
究
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
言
語
に
よ
る
生
活
史
へ
の

切
り
込
み
を
続
け
る
う
ち
「
女
が
置

か
れ
て
い
る
位
置
と
言
葉
の
か
か
わ

り
」
が
気
に
な
り
出
し
た
。

「
言
葉
は
強
制
し
て
変
え
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
が
、
夫
を
"
主
人
"

と
呼
ぶ
言
い
方
に
抵
抗
を
感
じ
始
め

て
い
る
女
性
が
い
る
こ
と
を
ち
ゃ
か

さ
ず
に
認
め
て
ほ
し
い
」(m
-
5読
売
)

総
評
婦
人
対
策
担
当
幹
事
に
就
任

前
任
者
の
山
本
ま
き
子
さ
ん
に
次

ぐ
二
代
目
山
野
和
子
さ
ん
(
組
)

は
、
一
五
人
の
常
任
幹
事
の
紅
一

点
。
一
一

O
万
人
の
婦
人
組
合
員
か

ら
も
注
目
さ
れ
る
ポ
ス
ト
だ
。

「
目
下
の
急
務
は
"
婦
人
保
護
か

平
等
か
"
の
問
題
。
保
護
よ
り
平
等

を
と
体
制
側
は
い
う
が
、
採
用
の
不

平
等
や
結
婚
退
職
制
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
、
時
間
外
や
夜
勤
だ
け
は
女
も

平
等
に
や
れ
と
い
う
の
は
ど
う
も
ね

え

」

(

日

・

日

朝

日

)

実
感
で
す

選
挙
浄
化
標
語
入
選
作

「
お
茶
の
間
に
明
日
か
ら
響
く
あ

な
た
の
票
」

1

|
一
読
売
新
聞
社
は
今

回
の
総
選
挙
に
際
し
、
全
国
か
ら
選

挙
協
げ
化
標
語
を
募
集
、
入
選
作
一
一
一

編
を
発
表
。
ひ
と
き
わ
光
っ
た
の
が

大
阪
市
の
短
大
生
・
深
来
一
恵
さ
ん

(
却
)
の
"
お
茶
の
聞
に
"
だ
っ
た
。

深
来
さ
ん
は
こ
の
四
月
、
選
挙
権

を
得
た
新
有
権
者
。
標
語
や
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
考
え
る
の
が
大
好
き
で
「
政

治
と
選
挙
に
つ
い
て
詳
し
く
は
わ
か

ら
な
い
が
、
一
つ
だ
け
お
願
い
し
た

い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
生
活
の
安

定
。
自
分
の
一
票
は
慎
重
に
考
え

て
w

あ
か
ん
た
れ
"
の
政
治
家
は
避

け
た
い
」
(
日
・
日
読
売
)

歌
人
山
川
登
美
子
の
書
簡
発
見

与
謝
野
晶
子
と
並
び
称
さ
れ
な
が

ら
鉄
幹
と
の
恋
に
破
れ
、
二
九
歳
の

若
さ
で
没
し
た
薄
幸
の
歌
人
山
川
登

美
子
。
戦
後
も
ま
す
ま
す
評
価
が
高

い
彼
女
の
若
い
時
期
の
書
簡
が
発
見

さ
れ
た
。
登
美
子
が
学
ん
だ
日
本
女

子
大
学
の
創
立
者
成
瀬
仁
蔵
氏
の
旧

宅
か
ら
見
つ
か
っ
た
書
簡
は
成
瀬
氏

に
あ
て
た
も
の
で
、
登
美
子
が
一
八

歳
の
時
書
い
た
大
変
な
達
筆
。
美
術

志
望
の
思
い
を
め
ん
め
ん
と
訴
え
て

い
る
。
日
本
女
子
大
学
教
授
の
青
木

生
子
氏
は
「
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
登
美
子
の
一
面
が
あ
ら
わ
れ

て
い
る
」
と
注
目
。

(
H
-
n読
売
}
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司
法
研
修
所
初
の
女
性
教
官

寺
沢
光
子
さ
ん
(
叩
)
。
東
京
生

ま
れ
。
前
職
は
東
京
地
裁
判
事
。

「
司
法
研
修
生
、
毎
年
五
O
O
人

の
う
ち
今
年
は
四

O
人
。
ま
だ
一
割

に
な
ら
な
い
。
受
け
る
女
が
少
な
い

ん
だ
か
ら
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
が
」
。

夫
の
栄
さ
ん
は
研
修
所
の
二
期
先

輩
。
家
事
分
担
は
「
炊
事
、
洗
た
く

は
私
。
掃
除
は
主
人
」
。
ま
だ
い
く

ら
か
不
平
等
?

(
日
・
引
朝
日
/
お
読
売
)

人
の
心
を
打
つ
音
楽
家
に

ピ
ア
ノ
の
宮
沢
明
子
さ
ん
。
欧
州

で
の
新
し
い
演
奏
活
動
に
意
欲
を
燃

や
し
て
い
る
。
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
な
ど
で
十
四
回
の
演
奏
を
行



ぃ
、
「
達
者
に
ひ
く
日
本
人
は
多
い

が
:
:
:
」
と
邦
人
演
奏
家
の
相
互
研

修
と
連
帯
を
よ
び
か
け
て
い
る
。

(ロ・

l
朝
日
)

女
一
人
デ
ン
マ
ー
ク
で
働
く

多
尾
和
子
さ
ん
{
お
)
。
デ
ン
マ

ー
ク
の
外
人
専
門
の
カ
レ
ッ
ジ
に
留

学
、
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
メ
イ

ド
に
な
り
、
病
院
付
設
の
準
看
護
養

成
所
で
修
業
。
看
護
婦
一
年
半
で
月

給
三
五
万
円
。
{
ロ
・

2
読
売
}

「
ゲ
イ
シ
ヤ
学
」
で
樽
士
論
文

リ
ザ
・
ク
リ
l
フ
ィ
ー
ル
ド
さ
ん

(
部
)
。
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
卒

後
京
都
で
実
地
修
業
。
「
花
柳
界
内

の
女
性
の
連
帯
は
極
め
て
堅
固
だ

が
、
昔
と
違
っ
て
今
は
職
業
と
割
切

る
人
が
多
く
、
日
一
那
よ
り
も
恋
人
を

望
む
」
な
ど
研
究
結
果
を
執
筆
中
。

(ロ・

2
読
売
)

男
よ
り
強
く
、
優
し
く

日
航
国
際
業
務
室
の
重
鎮
、
滝
田

あ
ゆ
ち
さ
ん
(
必
)
。
毎
朝
、
生
ま
れ

た
ま
ま
の
姿
プ
ラ
ス
一
枚
で
体
操
。

体
を
鍛
え
る
。
(
ロ
・

3
読
売
)

千
代
田
区
に
初
の
女
性
議
長

副
議
長
天
田
マ
サ
子
氏
(
幻
)

{
自
民
)
が
議
長
に
当
選
。
議
員
は

四

期

目

。

(

ロ

-
U読
売
)

〔賞〕
第
一
回
今
和
次
郎
賞
受
賞

一
番
ケ
瀬
康
子
さ
ん
(
紛
)
。
『
養

育
院
百
年
史
』
の
編
さ
ん
執
筆
で
受

賞
。
約
一
年
間
、
同
院
の
寮
母
室
と

門
前
の
小
屋
で
寝
起
き
。
「
地
を
は

う
よ
う
な
調
査
の
発
想
は
今
氏
に
学

ん
だ
も
の
だ
け
に
う
れ
し
い
が
、
日

本
の
社
会
福
祉
は
基
礎
工
事
の
な
い

対
症
療
法
。
老
人
ホ

l
ム
に
来
た
人

が
"
こ
こ
へ
来
た
ら
最
後
だ
"
と
言

っ
て
る
の
は
な
ぜ
か
」
と
、
き
び
し

い。

(
1
・
ロ
朝
日
)

女
性
多
数
朝
日
体
育
賞
受
賞

五
0
年
度
朝
日
体
育
賞
は
婦
人
年

に
ふ
さ
わ
し
く
女
性
が
多
数
受
賞
し

た
。
世
界
初
の
女
性
エ
ベ
レ
ス
ト
登

頂
成
功
の
久
野
英
子
隊
長
ら
日
本
女

子
隊
一
五
人
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ー
沖
縄
太
平
洋
横
断
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

で
活
躍
し
た
小
林
則
子
さ
ん
、
世
界

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
選
手
権
で
最
優
秀

選
手
と
な
っ
た
生
井
け
い
子
さ
ん

ら。

(
1
・
却
朝
日
)

部
落
解
放
文
学
賞
受
賞

池
田
イ
ト
さ
ん
(
町
三
受
賞
作

「
わ
た
し
の
子
ど
も
の
こ
ろ
」
は
識

字
学
校
の
夏
休
み
の
宿
題
。
鉛
筆
を

棒
の
よ
う
に
に
ぎ
っ
て
書
い
た
処
女

作。
小
学
校
は
二
日
行
っ
た
だ
け
。

「
お
前
み
た
い
な
も
ん
来
る
な
」
と

先
生
に
い
わ
れ
、
赤
い
あ
め
を
投
げ

つ
け
る
。
差
別
を
運
命
と
あ
き
ら
め

て
来
た
が
「
わ
た
し
と
お
な
じ
よ
う

な
子
ど
も
を
こ
れ
か
ら
つ
く
っ
て
ほ

し
く
な
い
」
と
。

(
2
・
1
朝
日
)

第
三
田
川
端
康
成
文
学
賞

佐
多
稲
子
さ
ん
(
刀
)
の
「
時
に

行
つ
』
が
受
賞
。

{
4
・
U
朝
日
)

第
十
二
回
太
宰
治
賞

村
上
富
士
子
さ
ん
(
却
)
が
「
越

後
嘗
女
唄
冬
の
旅
』
で
受
賞
。
村
上

さ
ん
は
新
潟
市
生
ま
れ
の
看
護
婦
さ

ん。

(
4
・
泊
朝
日
)

日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
賞

第
二
回
目
。
高
蜂
秀
子
さ
ん
が

『
わ
た
し
の
渡
世
日
記
』
で
受
賞
。

(
6
・
2
毎
日
)
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岸
田
戯
曲
賞

石
沢
房
子
さ
ん

(
H
H
)

。
受
賞
作

は
「
琵
琶
伝
」
。
戦
争
を
か
い
く
ぐ

っ
て
き
た
名
も
な
い
女
性
が
中
心
テ

ー
マ
。
戯
曲
を
書
き
始
め
て
ま
だ
六

年。

(
2
・
4
朝
日
)

読
書
体
験
文
で
知
事
賞

工
藤
恕
子
さ
ん
(
担
)
。
白
閉
症

児
へ
の
愛
を
傾
け
て
本
を
読
み
聞
か

せ
続
け
た
。

(
2
・
9
朝
日
)

第
十
六
回
田
村
俊
子
賞

津
島
佑
子
(
お
)
、
「
む
ぐ
ら
の

母
』
で
受
賞
。

離
婚
し
て
一
年
、
「
ど
こ
へ
も
逃

げ
込
め
ず
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
生

き
て
い
く
こ
と
」
と
知
っ
て
、
「
女

の
強
さ
」
を
書
い
て
い
く
。

w
父
・

太
宰
"
は
「
い
ま
で
は
全
然
気
に
な

ら
な
い
」
。

(
3
・
日
毎
日
)

言
川
英
治
文
化
賞

鈴
木
セ
イ
さ
ん
(
白
)
。
群
馬
県

の
「
は
ん
な
、
さ
わ
ら
ぴ
学
園
」
の

創
始
者
で
常
務
理
事
。
四
O
年
に
わ

た
る
社
会
事
業
へ
の
尽
力
が
受
賞
理

由。

(
3
・

m朝
日
)

婦
人
公
論
女
流
新
人
賞
二
人

中
山
茅
集
(
ち
ず
)
さ
ん
の
「
蛇

の
卵
」
。
中
山
さ
ん
は
本
名
茅
集
子
、

五
O
歳
。
広
島
県
福
山
市
在
住
。

大
槻
三
奈
子
さ
ん
の
「
埋
め
る
』
0

大
槻
さ
ん
は
本
名
山
下
智
恵
子
、
三

七
歳
で
名
古
屋
市
在
住
。(7
・
U
毎
日
)

女
流
陶
芸
公
募
展

十
周
年
の
今
回
、
文
部
大
臣
賞
は

東
京
の
加
藤
か
つ
子
さ
ん
(
臼
)
。

受
賞
作
は
「
青
い
つ
な
が
り
」
。

(
9
-
m毎
日
)

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
美
容
最
優
秀
賞

月
乃
桂
子
さ
ん
が
「
人
体
の
中
の

特
殊
な
循
環
系
統
に
よ
る
全
身
美
容

法
」
で
受
賞
。
去
年
ア
テ
ネ
で
聞
か

れ
た
国
際
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
美
誇
大

会
で
発
表
し
、
こ
の
八
月
ウ
ィ
ー
ン

の
大
会
で
最
優
秀
の
評
価
を
得
た
。

内
面
か
ら
の
美
容
で
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ

ン
作
り
に
も
つ
な
が
る
と
か
。

健
康
な
女
性
美
を
作
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
と
意
欲
を
み
せ

る
。
必
歳
。

(
9
・
E
朝
日
)

第
六
回
福
山
賞
(
ピ
ア
ノ
部
門
)

岩
崎
淑
さ
ー
ん
。
長
い
問
、
弟
の
岩

崎
洗
さ
ん
の
伴
奏
を
つ
と
め
、
六
八

年
の
プ
ダ
ベ
ス
ト
で
は
伴
奏
者
特
別

賞
も
受
け
た
が
、
今
回
は
伴
奏
、
合

奏
と
い
う
緑
の
下
の
力
持
ち
的
な
業

績
を
買
わ
れ
て
。
(
叩
・

l
読
売
)

全
国
短
叡
大
会
朝
日
新
聞
社
賞
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第
五
回
大
会
の
受
賞
者
、
若
峡
マ

サ
さ
ん
(
必
)
は
主
婦
業
の
か
た
わ

ら
家
業
の
印
刷
と
製
本
の
商
庖
の
従

業
員
も
勤
め
る
。

女
学
生
の
こ
ろ
教
師
の
指
導
に
よ

り
興
味
を
持
つ
。
育
児
に
追
わ
れ
て

い
た
時
を
除
き
作
り
続
け
る
。

(叩・

3
朝
日
)

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

ア
メ
リ
カ
建
国
二
百
年
を
記
念
す

る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
在
住
の
ゴ

l
マ
ン
・
美
智
子
さ
ん

(
幻
)
が
二
時
間
三
九
分
一
一
秒
で

優
勝
。

(m-
泊
朝
日
)

泉
鏡
花
賞

高
橋
た
か
子
さ
ん
(
必
)
。
最
近

カ
ト
リ
ッ
ク
に
入
っ
た
。
受
賞
の
知

ら
せ
も
う
れ
し
い
け
ど
遠
い
感
じ

と
。
人
間
の
魔
性
の
追
求
を
一
生
の



テ
ー
マ
と
す
る
。

今
は
亡
き
夫
は
、
高
橋
和
巳
氏
。

(
叩
・
泊
朝
日
)

二
女
性
に
イ
ン
ド
か
ら
表
彰
状

元
参
議
院
議
員
の
高
良
と
み
さ
ん

(
印
)
、
東
大
文
化
人
類
学
教
授
の
中

根
千
枝
さ
ん
(
川
崎
)
に
、
二
六
日
イ

ン
ド
国
際
婦
人
年
委
員
会
委
員
長
イ

ン
デ
イ
ラ
・
ガ
ン
ジ
ー
首
相
か
ら
表

彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

高
良
さ
ん
は
イ
ン
ド
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
詩
人
タ
ゴ

l
ル
が
来
日
し
た
際
通

訳
を
つ
と
め
同
氏
の
著
書
の
翻
訳
も

し
た
。
中
根
さ
ん
は
イ
ン
ド
と
日
本

の
社
会
構
造
を
比
較
、
文
化
人
類
学

者
と
し
て
名
声
を
高
め
た
。
(m-m読
売
)

毎
日
出
版
文
化
賞

子
安
美
智
子
著
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の

小
学
生
」
(
中
央
公
論
社
)
に
。

(日・

3
毎
日
}

映
画
特
別
功
労
賞

川
喜
多
か
し
こ
さ
ん
(
伺
)
。
二

O
歳
で
当
時
ミ
ニ
会
社
だ
っ
た
東
和

商
事
の
秘
書
と
な
り
、
以
来
こ
の
道

五
O
年

。

{

ロ

・

2
読
売
)

第
十
三
回
日
本
翻
訳
文
化
賞

『
西
遊
記
」
の
邦
訳
で
君
島
久
子

さ
ん
(
日
)
が
受
賞
。
国
立
民
族
学

博
物
館
教
授
。
(
ロ

-
U読
売
)

俳
人
協
会
賞

鈴
木
真
砂
女
(
刊
)
。
句
集
「
タ

鐙
」
で
。
銀
座
で
小
料
理
屋
の
女
庖

主
を
二

O
年
、
俳
句
燈
は
四
O
年
以

上

。

(

ロ

-
U朝
日
)

〔
逝
去
〕

福
田
昌
子
さ
ん

十
二
月
三
十
日
、
肺
が
ん
の
た

め
、
六
三
歳
で
。
元
社
会
党
代
議

士
、
学
校
法
人
福
岡
学
園
理
事
長
。

優
生
保
護
法
の
草
案
を
つ
く
り
、
議

員
立
法
と
し
て
成
立
さ
せ
た
。

(
I
・
1
朝
日
)

池
田
蘭
子
さ
ん

老
衰
の
た
め
。
八
二
歳
で
。
作

家
、
立
川
文
庫
執
筆
者
。
代
表
作

は
「
女
紋
』
。

(
l
・
5
朝

日
)

田
島
ひ
で
さ
ん

心
不
全
の
た
め
七
四
歳
で
。
元
衆

議
院
議
員
。
ら
い
て
う
、
市
川
さ
ん

ら
の
新
婦
人
協
会
、
山
川
均
ら
の
水

曜
会
に
参
加
、
二
一
年
以
来
日
本
共

産
党
員
。

(
1
・
ロ
毎
日
)

坂
西
志
保
さ
ん

心
臓
発
作
の
た
め
、
七
九
歳
で
。

評
論
家
。
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員

会
委
員
等
、
国
内
外
の
各
径
の
審
議

会
、
委
員
会
で
活
躍
、

N
H
K
放
送

文
化
賞
受
賞
。
驚
く
ほ
ど
の
読
書
家

だ
っ
た
と
河
盛
好
蔵
氏
。(l
・
日
朝
日
)

歯
に
衣
き
せ
ぬ
批
評
で
名
が
通
っ

て
い
た
が
、
心
の
温
か
い
人
だ
っ

た
。
昭
和
四
二
年
、
無
給
の
警
察
官

英
会
理
事
長
に
就
任
、
以
来
殉
職
警

官
の
遺
児
に
三
千
万
円
く
ら
い
寄
付

し
た
こ
と
は
亡
く
な
る
ま
で
だ
れ
も

知
ら
な
か
っ
た
。

同
じ
く
ア
メ
リ
カ
ン
・
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
信
奉
者
で
、
女
性
解
放
を
め

ざ
し
て
い
た
石
垣
綾
子
さ
ん
は
二
人

の
主
婦
論
争
を
懐
古
、
「
男
は
外
で
、

女
は
家
庭
で
」
を
石
垣
さ
ん
は
疑
問

視
、
坂
西
さ
ん
は
こ
の
疑
問
を
時
代

遅
れ
と
批
判
し
た
と
い
う
。

(
1
・
悶
毎
日
}

荒
井
愛
子
さ
ん

心
筋
こ
う
そ
く
の
た
め
。
六
七

歳
。
大
東
文
化
大
教
授
。
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(
2
-
m朝
日
)

初
井
し
づ
枝
さ
ん

胃
が
ん
の
た
め
、
七
五
歳
で
。
昭

和
三
O
年
に
歌
集
「
藍
の
紋
』
で
日

本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
、
四
六
年
同
『
冬

至
梅
』
で
読
売
文
学
賞
、
受
賞
。
現

代
歌
人
協
会
会
員
。

(
2
・
U
朝
日
)

細
川
ち
か
子
さ
ん

女
優
。
閉
そ
ぐ
性
黄
だ
ん
の
た

め
。
一
九
歳
の
時
築
地
小
劇
場
に
入

り
、
昭
和
二
六
年
民
芸
に
参
加
。
出

演
し
た
舞
台
百
二
十
本
。
七
O
歳。

(
3
-
m毎
日
}

善
道
キ
ク
ヨ
さ
ん

帰
国
の
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
。
療

養
先
の
広
島
の
病
院
で
肺
の
う
症
の

た
め
。
七
七
歳
。

大
正
は
じ
め
一
六
歳
の
時
、
女
街

に
だ
ま
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
娼

館
に
売
ら
れ
た
。
四
八
年
、
映
画
監

督
の
今
村
昌
平
氏
と
マ
レ
ー
シ
ア
で

出
会
い
、
同
年
帰
国
後
は
生
活
保
護

を
受
け
、
一
人
で
暮
ら
し
て
い
た
。

(
5
・
4
朝
日
/
毎
日
)

関
由
美
智
子
さ
ん

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
。
五
月
三
日
、
穂

高
速
峰
聞
の
岳
で
滑
落
。
三
六
歳
。

(
5
・
4
朝
日
)

山
田
ウ
メ
さ
ん

老
衰
の
た
め
、
ホ
ノ
ル
ル
で
。
九

二
歳
。山
口
県
出
身
の
山
田
さ
ん
は
明
治

一
八
年
、
二
歳
の
時
両
親
と
と
も
に

第
一
回
ハ
ワ
イ
移
民
者
九
四
四
人
の

一
人
と
し
て
ハ
ワ
イ
へ
。
同
じ
移
民

者
と
一
六
歳
の
時
結
婚
。
大
正
一
五

年
夫
と
死
別
後
、
英
語
で
帰
化
試
験

に
パ
ス
、
米
市
民
に
。
(
5
-
m毎
日
)

橋
本
憲
三
さ
ん

高
群
逸
枝
雑
誌
編
集
長
。
五
月
二

三
日
、
水
俣
の
自
宅
で
高
血
圧
性
心

不
全
の
た
め
。
七
九
歳
。
逸
枝
の
眠

る
塚
に
入
る
。

(
6
・
7
朝
日
)

西
村
ノ
ブ
さ
ん

調
布
学
園
理
事
長
。
一
八
日
、
老

衰
の
た
め
。
九
二
歳
。
(
6
-
m毎
日
)

久
米

愛
さ
ん

弁
護
士
、
日
本
婦
人
法
律
家
協
会

長
。
一
四
日
、
す
い
臓
が
ん
の
た

め
。
六
五
歳
。

{
7
・
日
朝
日
)

岡
村
文
子
さ
ん

女
優
。
一
五
日
、
直
腸
が
ん
の
た

め
神
奈
川
県
小
田
原
市
の
箱
根
山
荘

で
。
七
七
歳
。

(
8
-
m朝
日
)

富
士
月
子
さ
ん
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浪
曲
家
。
一
九
日
、
急
性
心
衰

弱
の
た
め
、
大
阪
市
東
成
区
の
自
宅

で
。
か
つ
て
東
西
を
二
分
し
た
ト
ッ

プ
ス
タ
l
。
七
八
歳
。
(
8
・

m読
売
)

鷹
司
緩
子
さ
ん

天
皇
第
三
皇
女
和
子
さ
ん
の
義

母
。
一
一
日
く
も
膜
下
出
血
の
た
め

慶
応
病
院
に
て
死
去
。
七
八
歳
。

(
9
・
ロ
朝
日
)

升
川
貴
志
栄
さ
ん

母
親
の
立
場
か
ら
原
水
禁
運
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
二
O
日
、
心
不

全
の
た
め
広
島
市
河
村
病
院
で
死
去

し
た
。「
ひ
ろ
し
ま
の
河
』
を
創
刊
、
発

行
を
続
け
て
い
た
。
七
八
歳
。

(
9
-
m朝
日
)



限
れ
る
青
春
六
年
半
に
幕

植
物
状
態
で
六
年
五
か
月
余
も
療

養
生
活
を
し
て
い
た
福
島
県
の
仲
川

紀
子
さ
ん
(
幻
)
が
三
O
目
、
急
性

気
管
支
肺
炎
で
死
去
。
両
親
が
尊
厳

死
を
認
め
ず
看
病
を
続
け
て
い
た
。

(
m
-
l
朝
日
)

中
山
マ
サ
さ
ん

一
一
日
、
大
阪
厚
生
病
院
で
、
食

道
が
ん
の
た
め
。
わ
が
国
初
の
女
性

大
臣
を
つ
と
め
、
衆
議
院
当
選
八

回
。
八
五
歳
。

(
m
-
U
朝
日
)

寄
付
の
人
生
"
お
ば
あ
さ
ん
逝
く

台
東
区
上
野
の
ピ
ル
経
営
秋
葉
喜

代
子
さ
ん

(η)。
戦
災
に
あ
っ
た

上
野
を
戦
後
復
興
さ
せ
た
初
代
上
野

観
光
連
盟
会
長
の
潤
壮
さ
ん
の
未
亡

人
。
上
野
を
愛
し
、
恵
ま
れ
な
い
人

た
ち
に
多
額
の
寄
付
を
続
け
た
江
戸

つ
子
お
ば
あ
さ
ん
と
し
て
有
名
だ
っ

た
が
、
一
八
日
腎
不
全
の
た
め
。

「
都
と
区
に
一
千
万
円
ず
つ
寄
付
を
」

が
遺
言。

(
叩
・
却
読
売
)

大
往
生
w

長
寿
日
本
一
"

河
本
に
わ
さ
ん
(
川
)
。

老
衰
の
た
め
。

滋
賀
県
の
自
宅
で
子
供
と
孫
に
か

こ
ま
れ
て

"
限
る
よ
う
に
"
亡
く
な

っ

た

。

(

日

・
日
読
売
)

一
六
日、

「
涙
の
渡
り
鳥
」
死
去

小
林
千
代
子
さ
ん
(
倒
)
。
東
京

港
区
で
ス
イ
臓
壊
死
(
え
し
)
の
た

め
。昭
和
六
年
東
洋
音
楽
学
校
を
卒

業
、
昭
和
七
年

「
涙
の
渡
り
鳥
」

「
旅
の
つ
ば
く
ろ
」
を
歌
っ

て
一
世

を
風
廃
し
た
。
戦
後
は
コ
ン
ク
ー
ル

創
設
や
世
界
的
オ
ペ
ラ
歌
手
マ
リ

ア
カ
ラ
ス
を
招
い
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。

(
日
お
読
売
)

言、.，翠 I
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本

〔本〕
『
女
性
解
放
と
は
何
か
」

松
井
や
よ
り
者
。
朝
日
新
聞
の
第

一
線
で
、
社
会
部
、
国
際
記
者
と
し

て
、
目
ざ
ま
し
い
活
動
を
つ
づ
け
る

著
者
が
一
年
間
の
休
筆
期
間
の
前
に

女
性
解
放
に
関
す
る
文
章
を
ま
と
め

た
も
の
。
一
万
人
の
組
合
員
の
う
ち
女
性
組

合
員
は
三
%
と
い
う
男
の
世
界
で
働

，色、。
w

マ
ス
コ
ミ
職
場
の
賃
金
差
別
と

闘
う
"
は
「
女
た
ち
自
身
が
直
接
た

た
か
つ
て
、
は
じ
め
て
女
性
差
別
は

除
か
れ
て
ゆ
く
」
と
力
強
く
結
ん
で

い
る
。
働
く
女
に
勇
気
を
与
え
る

書
。
未
来
社
、
一
二
O
O
円。

(
1
・
1
婦
民
)

『
現
代
子
育
て
考
そ
の
1
』

「
現
代
子
育
て
考
」
編
集
委
員
会

編
。
七
四
年
十
一
月
の
「
子
育
て
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
集
ま
っ

た
人
々
の
有
志
が
編
集
委
員
会
を
つ

く
り
、
無
名
の
女
た
ち
の
報
告
を
ま

と
め
た
も
の
。

い
ま
ま
で
の
運
動
の
中
で
い
わ
れ

て
き
た
「
子
」
の
成
長
と
「
大
人
」

の
生
き
方
、
保
育
園
、
施
設
、
そ
し

て
家
庭
「
子
育
て
」
と
婦
人
労
働
者

の
実
態
、
模
索
す
る
共
同
保
育
・
:
の

項
目
に
分
け
て
現
場
か
ら
の
生
々
し

い
報
告
。
現
代
書
館
、
九
八
O
円。

{
1
・
1
婦
民
)

『
霊
と
闘
い
の
序
章
』

渡
辺
恵
理
子
さ
ん
(
お
)
は
大
学

入
学
の
年
、
医
師
の
投
薬
が
原
因
で

ス
モ
ン
に
な
っ
た
が
、
七
年
自
の
こ

の
春
、
卒
業
す
る
。

不
自
由
な
視
力
と
動
か
ぬ
下
肢
で

大
学
に
か
け
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
生

活
を
ま
と
め
た
本
書
は
、
同
時
に
ス

モ
ン
「
患
者
」
か
ら
「
薬
害
被
害
者
」
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へ
の
自
己
変
革
と
、
利
益
追
求
だ
け

に
奔
走
す
る
製
薬
会
社
、
国
民
の
健

康
を
軽
視
す
る
厚
生
行
政
、
w

薬
づ

け
"
に
手
を
貸
す
医
師
へ
の
重
い
批

判
の
書
と
な
っ
て
い
る
。
立
風
書

房
、
六
八

O
円。

A
1
・
8
毎
日
)

『
特
集
女
が
考
え
て
い
る
こ
と

|
|
日
本
人
研
究
3
』

日
本
人
研
究
会
編
。
女
の
も
の
の

考
え
方
・
満
足
感
、
結
婚
、
政
治
意

識
な
ど
八
つ
の
テ

l
マ
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
の
統
計
資
料
を
分
析
し
、

男
の
そ
れ
と
対
比
し
な
が
ら
特
質
を

突
き
と
め
よ
う
と
し
た
も
の
。
執
筆



者
は
杉
山
明
子
、
岩
男
寿
美
子
ほ

か
。
至
誠
堂
、
八
八

O
円。

(
1
・
ロ
朝
日
)

『
山
内
み
な
自
伝
』

著
者
が
十
二
歳
で
「
東
京
モ
ス
リ

ン
」
の
紡
績
女
工
と
な
っ
た
の
は
大

正
二
年
ご
九
二
ニ
)
。
こ
の
六
十

余
年
の
聞
の
一
人
の
婦
人
労
働
者
、

あ
る
い
は
市
民
と
し
て
の
生
活
と
運

動
の
歩
み
の
記
録
。

単
な
る
回
想
記
で
な
く
、
関
係
者

か
ら
の
聞
き
取
り
ゃ
念
を
入
れ
た
調

査
を
ふ
ま
え
て
い
る
だ
け
に
、
近
代

日
本
の
婦
人
解
放
の
歴
史
的
記
録
と

し
て
の
重
み
が
あ
る
。
新
宿
書
房
、

一二
O
O
円。

(--m毎
日
)

『
暮
し
の
論
理
l
生
活
創
造
へ
の
道
』

著
者
の
山
本
松
代
さ
ん
は
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
家
政
学
科
卒
業
後
、
農
林

省
の
初
代
生
活
改
善
課
長
を
経
て
、

国
連
の
F
A
O
(世
界
食
糧
農
業
機

構
)
に
出
向
、
教
育
・
訓
練
課
長
を

歴
任
、
先
ご
ろ
ま
で
国
際
家
政
学
会

副
会
長
と
し
て
活
躍
し
て
こ
ら
れ
た

方。
山
本
さ
ん
に
よ
れ
ば
暮
ら
し
に
は

「
い
か
に
生
き
る
か
、
い
か
に
暮
ら

す
か
」
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
文
化
の
土

壌
は
毎
日
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
に
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
、
暮
ら
し
こ
そ
が

各
個
人
の
人
間
性
、
人
格
の
総
表
現

で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
る
。
ド
メ
ス

出
版
、
一
三
O
O
円。
(--n毎
日
)

『
憤
怒
も
て
こ
の
閣
を
切
り
裂
け
』

〈
兵
庫
ス
モ
ン
の
会
〉
(
春
本
幸
子

会
長
)
が
発
行
し
た
パ
ン
フ
。
キ
ノ

ホ
ル
ム
薬
禍
被
害
者
の
法
廷
証
言
、

闘
病
記
、
追
悼
記
な
ど
、
被
害
者
自

身
の
叫
ぴ
声
か
ら
始
ま
り
、
闘
争
報

告
、
共
闘
団
体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
資
料
編
で
終
わ
っ
て
い
る
。

同
会
は
被
害
者
本
人
が
闘
い
の
前

面
に
出
る
と
い
う
行
為
こ
そ
、
他
の

「
障
害
」
者
と
も
連
帯
で
き
る
端
緒

と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
五

O
O

円
。
{
連
絡
先
は
神
戸
市
長
田
区
天

神
町
三
の
六
の
六
、
春
本
幸
子
方
)

(
2
・
4
毎
日
)

月
刊
誌
『
ラ
ン
ナ
ー
ズ
』
創
刊

編
集
長
の
下
条
由
紀
子
さ
ん
{
お
)

自
身
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
自
宅
近
く

の
代
々
木
公
園
を
走
る
。
走
る
人
、

マ
ラ
ソ
ン
を
す
る
人
た
ち
の
た
め
に

情
報
提
供
を
、
と
自
己
資
金
で
。
一

O
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
美
智
子
・

ゴ
l
マ
ン
さ
ん
(
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
在

住
)
も
い
る
。

{
2
-
m朝
日
)

『
原
子
力
発
電
は
安
全
か
l
l

子
育
械
を
危
院
か
ら
ま
も
る
た
め
に
』

〈
ひ
と
り
ひ
と
り
が
原
子
力
の
恐

ろ
し
き
を
考
え
る
会
〉
編
。
首
都
圏

の
主
婦
た
ち
が
で
き
る
だ
付
多
く
の

人
に
原
発
問
題
に
関
心
を
も
っ
て
も

ら
い
た
い
、
と
作
っ
た
五
0
ペ
ー
ジ

余
り
の
小
冊
子
。
日
本
消
費
者
連

盟
、
三
O
O
円。

(
2
・
U
朝
日
)

『
母
権
制
の
謎
|
l未
聞
社
会
の
女
』

大
林
太
郎
編
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア

メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
を
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
辿
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
女
性
の
あ
り
方

を
考
え
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
の

意
図
で
構
成
さ
れ
た
の
が
「
世
界
の

女
性
史
』
全
一
九
巻
、
「
神
話
の
女
』

に
次
ぐ
本
書
は
そ
の
二
巻
目
。
一
つ

の
座
談
会
と
五
人
の
著
者
に
よ
る

が
、
女
性
陣
も
多
く
参
加
し
て
ほ
し

い
。
評
論
社
、
二
一

O
O
円。

(
2
・
日
婦
民
)

『
女
性
解
放
の
思
想
と
行
動

|
|
戦
前
編
・
戦
後
編
』

国
中
寿
美
子
編
。
「
明
治
以
降
の

女
性
の
思
想
を
系
統
的
に
綿
密
に
女

性
自
身
の
手
で
た
ど
っ
た
」
「
女
性
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自
身
の
痛
み
と
願
望
の
土
壌
に
立

ち
、
女
性
自
身
の
共
感
と
自
己
反
省

を
投
影
し
た
分
析
、
研
究
」
で
あ
る

と
、
編
者
は
い
う
。

「
女
性
に
と
っ
て
は
、
解
放
は
あ

く
ま
で
自
分
自
身
が
主
体
な
の
で
あ

っ
て
、
第
三
者
的
評
価
で
す
ま
さ
れ

な
い
」
と
も
。

戦
前
派
、
戦
中
派
、
戦
後
派
と
世

代
の
ち
が
う
六
人
が
分
担
執
筆
。
時

事
通
信
社
、
各
一
五
O
O
円。

{
2
・
U
婦
民
)

『
揖
人
思
想
形
成
史
ノ
l
ト
(
上
)
』

丸
岡
秀
子
著
。
明
治
変
革
期
か
ら

現
在
に
い
た
る
ま
で
の
百
余
年
間
に

お
け
る
婦
人
の
意
識
と
、
行
動
の
展

開
を
追
っ
た
思
想
形
成
の
軌
跡
、
そ

の
戦
前
編
。

各
時
代
の
男
女
が
お
り
な
し
た
言

論
を
て
い
ね
い
に
た
ど
り
な
が
ら
、

著
者
独
自
の
史
観
の
中
で
思
想
形
成

を
跡
づ
け
て
い
る
。
ド
メ
ス
出
版
、

一三
O
O
円。

(
2
・
U
婦
民
)

『
日
本
婦
人
問
題
資
料
集
成
』

全一

O
巻
の
刊
行
開
始
。
市
川
房

枝
、
赤
松
良
子
、
三
井
為
友
、
湯

沢
薙
彦
、
一
番
ケ
瀬
康
子
、
丸
岡
秀

子
、
山
口
美
代
子
の
編
集
・
解
説
。

従
来
あ
ま
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
女

性
抑
圧
の
陰
の
部
分
に
あ
た
る
資
料

ま
で
掘
り
お
こ
そ
う
と
す
る
の
が
特

色
。
ド
メ
ス
出
版
、
九
O
O
O
円。

(
3
・
8
朝
日
)

『
誰
の
た
め
に
子
ど
も
を
産
む
か
』

青
木
や
よ
ひ
編
。
人
間
の
未
来
を

考
え
る
時
、
避
け
て
通
る
こ
と
の
で

き
な
い
「
子
ど
も
を
産
む
」
こ
と

l

人
口
の
問
題
を
、
編
者
の
青
木
や
よ

ひ
さ
ん
を
中
心
に
各
分
野
の
専
門
家

と
の
座
談
会
お
よ
び
対
談
形
式
に
よ

り
、
経
済
学
、
環
境
学
、
人
類
学
、

婦
人
問
題
、
性
の
問
題
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
論
じ
て
い
る
。

風
湊
社
、
九
五
O
円。(
3
・
ロ
婦
民
)

『
土
方
梅
子
自
伝
』

土
方
梅
子
著
。
新
劇
に
巨
額
の
財

産
を
入
れ
あ
げ
た
華
族
界
の
「
道
楽

息
子
」
を
夫
に
も
つ
梅
子
が
二
ハ
歳

で
嫁
い
で
か
ら
の
波
乱
万
丈
の
人
生

を
、
五
年
の
努
力
の
末
、
和
田
静
子

さ
ん
が
口
述
を
引
き
出
し
た
も
の
。

満
州
事
変
後
の
夫
妻
の
検
挙
、
亡

命
的
ロ
シ
ア
行
、
爵
位
剥
奪
、
国
外

追
放
。
第
二
次
大
戦
下
帰
国
後
、
夫

を
待
ち
受
け
て
い
た
牢
獄
生
活
。

新
劇
裏
面
史
と
し
て
も
興
味
深
い

が
、
近
代
的
烈
女
の
成
長
史
と
し
て

感
動
を
さ
そ
う
も
の
が
あ
る
。
早
川

書
房
、
一
三
O
O
円。

(
3
・
日
朝

日
}

『
閏
書
ひ
た
む
き
の
女
た
ち

|
|
無
産
運
動
の
か
げ
に
』

牧
瀬
菊
枝
著
。
戦
前
の
治
安
維
持

法
の
も
と
、
権
力
の
弾
圧
と
女
性
差

別
の
二
重
苦
の
中
に
苦
闘
し
、
辛
う

じ
て
生
き
の
こ
っ
た
一

O
人
の
女
性

の
、
生
命
を
か
け
た
運
動
体
験
の
記

録
、
証
言
集
。

本
書
で
も
実
名
で
登
場
す
る
こ
と

を
拒
否
し
た
「
松
井
菊
子
」
の
証
言

は
壊
滅
寸
前
の
共
産
党
の
断
末
魔
の

様
相
を
く
っ
き
り
と
描
き
出
し
、

「
上
部
」
の
組
織
悪
が
え
ぐ
り
出
さ

れ
て
い
る
。
朝
日
新
聞
社
、
六
二
O

円。

(
4
・
5
朝
日
)
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『
婦
人
労
働
第
二
号
』

大
羽
綾
子
さ
ん
ら
の
婦
人
労
働
研

究
会
(
東
京
・
港
区
・
日
本

I
L
O

協
会
内
)
が
昨
年
の
国
際
婦
人
年
で

浮
か
び
上
が
っ
た
問
題
を
特
集
。
国

際
婦
人
年
を
「
男
女
平
等
の
労
働
参

加
と
い
う
視
点
か
ら
新
し
い
時
代
に

向
か
っ
て
ふ
み
出
し
た
転
機
の
年
」

と
評
価
し
て
、
婦
人
の
労
働
時
恨
の
背

景
と
特
徴
の
分
析
を
試
み
て
い
る
。

五
G
O
円。

(
6
・
7
朝
日
)



『
時
に
停
つ
』

佐
多
稲
子
著
。
第
三
田
川
端
康
成

文
学
賞
受
賞
。

ご
ま
か
さ
な
い
。
自
分
を
い
た
め

つ
け
る
。
時
の
流
れ
は
足
を
す
く
う

よ
う
に
強
く
こ
の
人
に
ぶ
つ
か
る
。

そ
れ
で
も
よ
ろ
め
か
な
い
で
、
素
足

を
踏
み
し
め
て
、
流
れ
に
抗
し
て
歩

く
。
一
晩
に
一
章
ず
つ
、
と
い
う
読

み
方
が
い
い
。
十
二
章
構
成
。
河
出

書
房
新
社
、
一
二

O
O
円。

(
7
・
9
婦
民
)

『
私
た
ち
の
イ
ン
ド
』

辛
島
貴
子
著
。
生
後
九
か
月
の
長

男
を
抱
い
て
、
夫
の
待
つ
南
イ
ン
ド

を
訪
れ
た
若
い
主
婦
が
、
二
年
八
か

月
の
滞
在
中
に
次
男
を
生
み
、
家
族

ぐ
る
み
現
地
に
と
け
こ
ん
で
暮
ら
し

た
記
録
。

宗
教
の
お
き
て
と
多
様
性
の
お
り

な
す
イ
ン
ド
社
会
の
実
情
が
よ
く
も

こ
こ
ま
で
調
べ
た
と
思
う
ほ
ど
に
の

び
や
か
な
文
章
で
語
ら
れ
て
い
る
。

北
洋
社
、
九
八
O
円。
(
7
・
悶
朝
日
)

『
定
本
富
岡
日
記
』

和
田
英
著
。
上
条
宏
之
校
訂
・
解

題
。
明
治
政
府
が
器
械
製
糸
の
技
術

を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸
入
し
て
、
日
本

の
生
糸
を
輸
出
品
と
し
て
も
り
立
て

る
た
め
に
こ
し
ら
え
た
官
営
の
富
岡

工
場
(
現
群
馬
県
富
岡
市
)
に
、
当

時
わ
ず
か
一
五
歳
の
英
が
徴
兵
に
近

い
か
た
ち
で
「
伝
習
工
女
」
と
し
て

送
り
こ
ま
れ
、
そ
こ
で
見
聞
し
た
こ

と
を
中
心
に
、
の
ち
に
な
っ
て
揺
っ

た
も
の
。
「
女
工
哀
史
」
が
展
開
さ

れ
る
前
の
短
期
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、

淡
々
と
し
た
語
り
口
の
中
に
、
明
治

の
転
換
期
、
一
人
の
先
駆
者
が
い
た

と
い
う
強
い
印
象
を
の
こ
す
。

彼
女
の
弟
は
、
第
十
四
代
大
審
院

長
横
悶
秀
雄
で
あ
り
、
そ
の
ま
た
長

男
は
戦
後
の
最
高
裁
長
官
。
創
樹

社
、
一
三
O
O
円。

(
7
-
m朝
日
)

『
十
六
島
紀
行
・
海
女
記
断
片
』

瀬
川
清
子
著
。
一
九
三
四
年
か
ら

終
戦
直
後
ま
で
つ
づ
い
た
山
村
・
海

村
調
査
に
参
加
し
た
著
者
の
探
訪

記
。
十
六
島
(
う
っ
ぷ
る
い
)
紀
行

は
一
九
三
九
年
の
探
訪
記
。

働
か
ぬ
こ
と
は
お
天
道
様
に
す
ま

な
い
、
田
畑
に
す
ま
な
い
、
村
人
に

も
恥
ず
か
し
い
と
苦
労
を
い
と
わ
な

い
人
々
。
素
朴
な
信
仰
。
四
季
の
行

事
、
村
の
お
き
て
、
ワ
ケ
モ
ン
(
若

者
)
宿
、
ム
ス
メ
宿
に
み
る
大
ら
か

な
性
の
認
識
。
生
き
生
き
と
し
た
村

の
暮
ら
し
を
た
く
み
な
描
写
で
伝
え

て
く
れ
る
。
現
代
評
論
社
、
八
五
O

円。

(
7
・

n婦
民
)

『
婦
人
労
働
の
法
律
問
題
』

高
橋
久
子
著
。
著
者
は
労
働
省
婦

人
少
年
局
婦
人
労
働
課
長
で
、
行
政

畑
で
の
ベ
テ
ラ
ン
。

婦
人
労
働
の
問
題
点
を
つ
っ
こ
む

と
い
う
従
来
の
婦
人
問
題
書
で
は
な

く
、
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
て
客
観

的
な
法
解
釈
を
試
み
た
も
の
で
、
婦

人
労
働
法
の
"
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
"
と

で
も
い
う
べ
き
も
の
。

女
性
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
経
営

者
も
一
読
し
て
よ
い
書
。
日
本
労
務

研
究
会
、
一
五
O
O
円。(8
・
6
婦
民
)

『
リ
プ
号
の
航
海
』

小
林
則
子
著
。
昨
秋
「
太
平
洋

横
断
単
独
レ
l
ス
」
に
た
だ
一
人
の

女
性
と
し
て
参
加
。
長
さ
九
メ
ー
ト

ル
弱
の
ヨ
ッ
ト
を
操
っ
た
航
海
記
で

あ
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

l
北
太

平
洋
を
南
下

l
ハ
ワ
イ
諸
島

l
沖
縄

五
八
日
間
。
文
護
春
秋
社
、
八
九

O
円。

{
8
・

m朝
日
)

『
高
群
逸
枝
と
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
』

高
良
留
美
子
著
。
箸
者
は
学
生
の

頃
「
人
は
女
に
生
ま
れ
な
い
。
女
に

な
る
の
だ
」
と
い
っ
た
ボ
l
グ
オ
ワ
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ー
ル
と
の
衝
撃
的
な
遜
遁
に
よ
っ
て

大
き
な
示
唆
と
勇
気
を
得
た
が
、
日

本
の
場
合
は
少
し
違
う
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
印
象
も
受
け
て
い
る
。

そ
の
後
十
年
以
上
た
っ
て
出
会
っ

た
の
が
高
群
逸
枝
の
業
績
だ
っ
た
。

両
者
の
女
性
解
放
理
論
の
源
流
を
た

ど
り
な
が
ら
、
両
論
客
へ
の
深
い
理

解
と
同
時
に
、
そ
の
問
題
点
と
限
界

を
指
摘
し
、
解
放
に
む
け
て
の
止
揚

を
試
み
て
い
る
。
亜
紀
書
房
、
一
三

0
0
円。

(
8
・
日
婦
民
)

写
真
集
『
石
碑
の
誓
い
』

終
戦
記
念
日
を
前
に
、
東
京
大
空

襲
で
肉
親
を
奪
わ
れ
た
東
京
都
江
東

区
に
住
む
主
婦
ら
が
、
映
画
カ
メ
ラ

マ
ン
の
協
力
を
得
て
、
町
の
片
す
み

の
戦
災
犠
牲
者
の
慰
霊
碑
や
地
蔵
尊

な
ど
の
写
真
を
ま
と
め
て
自
費
出
版

し
た
。
主
婦
た
ち
の
詩
や
文
章
も
添

え
ら
れ
、
戦
争
を
二
度
と
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
決
意
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
写
真
集
の
タ
イ
ト
ル
の
『
石

碑
の
誓
い
』
は
、
そ
の
ま
ま
、
彼
女

ら
の
誓
い
で
あ
る
。
一

O
O
O
円。

(
8
・
日
朝
日
)

『
凍
土
か
ら
の
声
』

戦
争
の
悲
惨
さ
を
若
い
世
代
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
戦
後
の
混
乱

期
に
満
州
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
た
主

婦
ら
が
全
国
か
ら
体
験
者
の
手
記
を

集
め
、
自
費
出
版
し
た
も
の
。
引
き

揚
げ
前
後
の
極
限
情
況
を
生
々
し
く

諮
り
、
そ
の
悲
惨
さ
を
訴
え
て
い

る
。
読
者
の
投
稿
欄
で
浅
見
淑
子
さ

ん
が
「
手
記
」
の
寄
稿
を
呼
び
か

け
、
す
ぐ
杉
並
の
田
沢
志
な
子
さ

ん
、
川
崎
市
の
山
村
文
子
さ
ん
が
協

力
を
申
し
出
、
一
年
が
か
り
で
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
百
数
十
編
の
手
記
を

ま
と
め
た
。
非
売
品
。
(
連
絡
先

東
京
都
武
蔵
野
市
関
前
一
二
了
二

九
浅
見
淑
子
)
(
8
・
M
朝
日
)

『
か
ら
ゆ
き
さ
ん
』

森
崎
和
江
著
。
「
:
:
:
身
を
売
る

っ
て
こ
と
は
、
い
ち
ば
ん
ふ
か
い
罪

な
の
。
罪
悪
な
の
よ
。
い
の
ち
に
か

え
て
も
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
・
・
・
」

天
草
の
中
深
に
生
ま
れ
た
お
キ
ミ

が
「
か
ら
ゆ
き
」
に
な
っ
た
の
は
、

二
ハ
歳
の
と
き
。
貧
し
い
男
女
が
海

外
へ
出
稼
ぎ
に
行
く
意
味
で
使
わ
れ

た
こ
の
こ
と
ば
は
、
や
が
て
海
外
の

娼
楼
で
性
を
ひ
さ
ぐ
女
た
ち
を
意
味

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

性
を
陵
辱
さ
れ
た
女
た
ち
の
や
り

き
れ
な
さ
を
背
負
っ
た
か
ら
ゆ
き
さ

ん
に
、
筆
者
の
切
な
い
ま
な
ざ
し
を

感
じ
る
記
録
書
。
朝
日
新
聞
社
、
七

八
O
円。

(
8
・
U
婦
民
)

『
現
代
を
生
き
る
一
一
一
一
人

ー
女
の
な
か
の
女
l
・
H
』

藤
原
房
子
著
。
一
九
七
三
年
か
ら

二
年
間
、
日
本
経
済
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
集
め
た
も

の
。
一
一
二
人
の
女
性
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
個
性
が
見
事
に
浮
き
ぼ
り
に

さ
れ
て
い
て
、
筆
者
の
感
性
の
た
し

か
さ
と
、
筆
の
冴
え
を
感
じ
る
。
人

文
書
院
、

I
E
各
八
八
O
円。

(
9
-
m婦
民
}

『
ト
ラ
ン
ク
い
っ
ぱ
い
の
沖
縄
』

120 

仲
吉
史
子
著
。
沖
縄
に
生
ま
れ
て

沖
縄
に
育
ち
、
混
乱
の
戦
後
を
沖
縄

人
(
う
ち
な
ん
ち
ゅ
)
と
い
う
差
別

の
中
で
生
き
抜
い
て
き
た
沖
縄
女
性

半
生
の
手
記
。

本
土
返
還
四
年
を
迎
え
た
沖
縄
。

苦
し
い
道
を
歩
み
続
け
た
沖
縄
女
性

た
ち
の
実
態
を
本
土
の
人
た
ち
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
。
み
き
書
房
、
九
五

O
円。

(
9
-
m婦
民
)

『
日
本
の
音
楽
を
考
え
る
』

東
京
芸
術
大
学
教
授
。
小
島
美
子

著。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
歌
は
楽
譜
が
な
い

と
歌
え
な
い
な
ど
、
現
実
と
遊
離
し

て
い
る
。
洋
楽
本
位
の
教
育
に
疑
問

を
持
ち
、
音
楽
教
育
に
民
謡
、
わ
ら



べ
う
た
な
ど
を
と
り
入
れ
、
生
活
と

つ
な
が
り
を
持
た
せ
る
こ
と
を
重
視

す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。
音
楽
之

友
社
、
千
二
百
円
。

(
9
・
日
朝
日
)

『
は
ば
た
け
子
ど
も
た
ち
|
障
害
児

の
保
育
と
教
育
の
揚
を
も
と
め
て
』

〈
障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
グ
ル
ー

プ
連
絡
会
〉
編
。

「
発
達
と
い
う
も
の
は
、
他
の
人

た
ち
と
触
れ
あ
い
、
交
じ
り
合
い
な

が
ら
本
人
が
生
き
た
集
団
の
中
で
獲

得
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
、
こ
の
あ

た
り
前
の
w
発
達
す
る
場
"
が
閉
ざ

さ
れ
て
い
る
障
害
を
持
つ
子
の
親
た

ち
が
、
自
主
保
育
と
い
う
個
人
の
場

か
ら
公
立
の
施
設
や
保
育
園
へ
、
全

員
就
学
と
い
う
教
育
の
場
へ
と
、
発

達
の
場
を
一
つ
ず
つ
獲
得
し
て
い
く

記
録
で
あ
り
、
ま
だ
残
る
問
題
の
指

摘
の
書
で
も
あ
る
。
ぶ
ど
う
社
、
一

二
O
O
円。

(
9
-
m朝
日
}

『
問
問
障
楼
』

宮
尾
登
美
子
著
。
前
作
『
擢
」
と

同
じ
く
高
知
の
花
街
が
舞
台
。
昭
和

十
年
前
後
に
、
「
土
佐
一
の
舞
奴
」

と
い
わ
れ
た
女
性
の
、
は
か
な
く
悲

惨
な
一
代
記
。
い
さ
さ
か
新
派
ふ
う

の
あ
ざ
と
き
が
あ
る
が
、
あ
え
て
物

語
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

作
者
の
切
実
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
筑
摩
書
房
、
二
ハ
O
O
円。

(
9
-
m朝
日
)

『
園
か
な
か
っ
た
手
紙

1
|父
小
泉
信
三
と
の
日
々
』

小
泉
信
三
の
二
女
、
小
泉
タ
エ

著
。
父
と
住
ん
だ
、
住
み
な
れ
た
麻

布
の
家
を
払
っ
て
、
青
山
の
マ
ン
シ

ョ
ン
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
っ
た
の

を
機
に
、
「
俳
句
と
エ
ッ
セ
イ
』
に

連
載
し
た
「
引
越
記
」
や
新
た
に
書

き
加
え
た
思
い
出
を
ま
と
め
た
も

の
。
講
談
社
、
九
六
O
円。

(
9
・
加
読
売
)

『
働
く
婦
人
の
権
利
と
た
た
か
い
』

「
職
場
で
の
た
た
か
い
」
「
裁
判
所

に
お
け
る
た
た
か
い
」
に
力
点
を
お

い
て
い
る
と
こ
ろ
が
こ
の
本
の
特

色
。
樋
口
幸
子
・
坂
本
福
子
監
修
。

筆
者
全
員
が
弁
護
士
。
自
ら
関
与
し

闘
っ
て
き
た
事
件
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
必
然
的
に
そ
う
な
っ
た
の
だ
ろ

う
。
民
衆
社
、
九
八
O
円。

(
9
・
引
毎
日
)

『
山
霊
の
記
』

村
井
米
子
著
。
か
つ
て
女
が
登
る

と
「
山
が
荒
れ
る
」
と
言
わ
れ
た
頃

か
ら
登
り
始
め
、
六
O
年
の
登
山
歴

を
持
つ
女
流
登
山
家
一
号
で
あ
る
著

者
の
思
い
出
の
記
。
山
へ
の
愛
が
深

い
。
読
売
新
聞
社
、
九
O
O
円。

(
9
・
U
朝
日
)

『
女
人
紋
様
』

安
西
篤
子
著
。
額
田
王
か
ら
唐
人

お
士
口
ま
で
、
歴
史
上
の
五
O
人
を
選

ん
で
そ
の
生
涯
を
た
ど
る
。
当
人
の

心
情
ま
で
立
ち
入
っ
て
、
通
説
を
訂

正
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
読
売
新

聞
社
、
九
八
O
円。

(m
・
日
朝
日
)

『
事
麻
の
家
』

荻
原
葉
子
著
。
詩
人
荻
原
朔
太
郎

を
父
と
す
る
著
者
の
自
伝
的
作
品
。

母
親
の
若
い
学
生
と
の
逃
亡
に
よ
っ

て
始
ま
る
家
庭
の
混
乱
と
崩
壊
と
歪

み
を
一
身
に
受
け
て
生
き
続
付
る
少

女
か
ら
女
へ
の
痛
ま
し
い
成
長
の
物

語
。
新
潮
社
、
七
六
O
円。
{m-げ
朝
日
}

『
静
か
な
京
』

そ
こ
で
暮
ら
す
「
私
の
京
都
」
。

大
村
し
げ
著
。
東
福
寺
か
ら
始
ま
っ

て
鴨
の
河
原
な
ど
一
八
か
所
を
自
分

の
心
と
深
く
結
び
つ
け
て
歩
く
。
し

み
じ
み
す
る
京
都
弁
。
講
談
社
、
八

六
O
円

。

(

叩

・

悶

朝

日

)
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『
て
る
日
く
も
る
日
l
女
が
ひ
と
り
』

小
沢
遼
子
著
。
女
が
ひ
と
り
で
い

る
と
い
う
こ
と
は
自
由
で
身
軽
で
、

そ
し
て
責
任
が
お
も
く
力
が
い
る
。

小
沢
さ
ん
は
そ
の
道
を
選
ん
で
、
し

か
も
明
る
く
に
ぎ
や
か
に
た
た
か
い

つ
づ
け
る
。

「
く
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
、

自
分
が
主
役
で
あ
り
た
い
か
ら
、
ま

た
も
や
デ
モ
を
す
す
め
る
の
だ
。
ピ

ラ
を
ま
く
の
だ
」
と
い
う
。
エ
ッ
セ

イ
集
。
住
宅
新
報
社
、
五
八
O
円。

(m-m婦
民
)

『
荒
野
に
叫
ぶ
声
』

雫
石
と
み
著
。
東
北
の
農
村
で
朝

鮮
人
労
務
者
を
父
と
し
て
生
ま
れ
た

著
者
は
婦
人
保
護
施
設
に
収
容
さ
れ

た
が
「
福
祉
」
を
か
か
げ
た
管
理
者

の
暴
力
支
配
と
収
奪
を
暴
露
し
、
非

人
間
的
差
別
の
実
態
に
メ
ス
を
つ
き

つ
け
て
い
る
。
学
校
へ
も
行
け
な
か

っ
た
の
に
身
に
つ
け
た
教
養
、
文
才

に
は
驚
か
さ
れ
る
。
社
会
評
論
社
、

一二

O
O
円
。
(
日
・

1
朝
日
)

『
道
路
公
害
に
抗
し
て
』

太
田
正
子
著
。
都
心
と
長
野
を
結

ぶ
首
都
高
速
凹
号
線
を
め
ぐ
る
反
対

運
動
を
展
開
し
た
周
辺
小
中
学
校
P

T
A
、
住
民
ら
の
、
子
ど
も
の
健
康

を
守
る
た
め
の
素
朴
な
抵
抗
の
経
過

を
ま
と
め
た
も
の
。
著
者
は
か
つ
て

こ
の
近
隣
の
小
学
校
(
富
士
見
丘

小
)
の
P
T
A
会
長
。
亜
記
書
房
、

九
O
O
円

。

{

日

・

3
毎
日
)

『
女
の
分
断
を
連
帯
に

Il--年
目
の
記
録
』

〈
国
際
婦
人
年
を
き
っ
か
け
と
し

て
行
動
を
起
こ
す
女
た
ち
の
会
〉
編
。

戦
後
三
O
年
の
運
動
の
変
遷
、
過

去
一
年
間
の
活
動
の
回
顧
、
調
査
報

告
、
諸
外
国
の
現
状
な
ど
。

n

作
る

人
、
食
べ
る
人
"
の
C
M
抗
議
で
話

題
を
ま
く
な
ど
、
自
ら
試
行
錯
誤
と

い
う
一
年
の
記
録
。
六
五
O
円。

(
日
・
日
朝
日

『
職
爆
の
中
の
女
性
差
別
』

あ
ご
ら
編
集
部
編
。
著
名
企
業
百

社
の
実
態
調
査
が
中
心
。
「
男
の
職

場
と
さ
れ
て
い
る
所
に
い
か
に
女
性

が
少
な
い
か
、
い
か
に
腰
か
け
的
仕

事
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
か
と
い

う
の
が
最
大
の
実
感
」
と
。
七
五
O

円

。

(

日

・

日

朝

日

)

『
げ
ん
ば
っ
の
絵
本
』

清
水
ゆ
り
子
著
。
「
原
子
力
発
電

所
は
べ
ん
り
な
で
ん
き
と
い
っ
し
ょ

に
た
く
さ
ん
の
放
射
性
毒
物
を
つ
く

る
と
こ
ろ
で
す
」
と
い
う
副
題
が
つ

い
て
い
る
。
六
月
に
出
産
。
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
"
家
庭
と
い
う
名
の

離
れ
島
"
で
や
れ
る
こ
と
を
や
っ
て

い
こ
う
と
い
う
絵
本
。
「
P
C
B
の

え
ほ
ん
』
『
農
薬
の
え
ほ
ん
』
「
ガ
ム

で
お
く
ち
が
は
れ
ち
ゃ
っ
た
」
に
つ

づ
く
シ
リ
ー
ズ
。
宇
宙
は
て
な
い

社
、
三
O
O
円。

(
H
-
U朝
日
)
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『
土
と
女
|
|

出
稼
ぎ
未
亡
人
と
そ
の
周
辺
』

真
尾
悦
子
著
。
出
稼
ぎ
で
夫
を
失

っ
た
人
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
通
し

て
、
村
が
崩
壊
し
て
い
く
さ
ま
を
つ

ぶ
さ
に
描
き
出
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
。
土
に
生
き
る
女
の
悲
し
み
と
た

く
ま
し
さ
を
作
者
自
身
の
生
活
史
を

織
り
こ
み
な
が
ら
描
く
。
筑
摩
書

房
、
一
二
O
O円。

(
U
-
n読
売
)

*
 

自
分
の
足
、
し
か
も
不
自
由
な
足

で
た
し
か
め
た
古
山
稼
ぎ
未
亡
人
」

の
悲
劇
の
数
々
を
女
の
内
側
か
ら
み

つ
め
、
追
求
し
た
本
。
{ロ・
6
朝
日
)

『
白
い
杖
の
希
い
』

福
沢
美
和
著
。
著
者
{
必
)
は
福

沢
諭
士
口
の
孫
。
網
膜
色
素
変
性
症
で



一
五
、
六
歳
ご
ろ
に
視
力
を
失
っ

た
。
そ
の
後
盲
人
と
晴
限
者
が
理
解

し
あ
う
た
め
の
〈
ひ
と
み
会
〉
を
つ

く
り
、
「
も
っ
と
多
く
の
人
が
盲
人

へ
の
理
解
を
」
と
主
婦
ら
の
手
助
け

で
七
年
が
か
り
で
書
き
上
げ
た
。

(ロ・

2
朝
日
}

『
恩
川
日
記
』

上
村
花
子
さ
ん
(
缶
)
は
昭
和
十

六
年
、
二
O
歳
の
時
、
鎌
倉
市
か
ら

新
潟
県
南
魚
沼
郡
塩
沢
町
に
嫁
ぎ
、

w

雪
国
の
嫁
"
と
し
て
二

0
年
間
こ

の
町
で
過
ご
し
た
、
そ
の
回
想
記
。

冬
支
度
の
あ
れ
こ
れ
、
春
に
な
る

と
姿
を
見
せ
る
越
後
替
女
の
こ
と
な

ど
、
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
希
望
者
は
練

馬
区
関
町
二
の
一
七
七
、
上
村
さ
ん

宅
へ
。
二
ハ
ハ
む
円
。
(
ロ
・

4
毎
日
)

『
女
性
は
天
の
半
分
を
支
え
る

「
宋
慶
齢
選
集
」
に
学
ぶ
』

仁
木
ふ
み
子
著
。
孫
文
の
妻
で
あ

っ
た
宋
慶
齢
は
、
孫
文
亡
き
あ
と
も

〈
ま
だ
終
わ
ら
ぬ
革
命
〉
の
良
心
と

し
て
、
中
国
革
命
の
道
一
筋
に
生
き

て
き
た
。
現
在
八
五
歳
。

「
宗
慶
齢
選
集
」
は
孫
文
の
生
誕

百
年
を
記
念
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の

で
一
九
二
二
年
か
ら
六
六
年
ま
で
の

文
章
一
四
五
編
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
中
の
婦
人
解
放
に
関
す
る

章
だ
け
を
抽
出
し
た
日
本
の
女
性
た

ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
集
。
ド
メ
ス
出

版
、
一
二
O
O
円
。
(
ロ

-m婦
民
)

『
地
球
は
狭
い
わ
よ

ー
ー
女
ひ
と
り
旅
講
座
』

「
旅
の
プ
ロ
が
私
の
一
生
の
仕
事
」

と
い
う
小
曽
戸
昌
子
さ
ん
(
訂
)
が

自
費
出
版
。
九
八
O
円。(ロ
・
ロ
毎
日
)

『
風
の
音
亦
聞
こ
え
る
』

林
郁
著
。
小
説
の
主
人
公
美
射

(
み
さ
}
は
、
六
つ
に
な
っ
て
も
歩

け
な
い
、
口
の
き
け
な
い
娘
を
抱
い

て
離
婚
す
る
。

施
設
に
あ
ず
け
た
娘
の
大
け
が
、

そ
し
て
妊
娠
。
東
京
を
あ
と
に
、
諏

訪
湖
の
家
に
帰
り
、
野
沢
菜
漬
け
を

つ
く
り
、
娘
を
育
て
、
赤
ん
坊
を
産

む
。
講
談
社
、
九
八
O
円。

(
ロ
・
げ
婦
民
)

『
化
石
の
街
』

カ
ネ
ミ
油
症
被
害
者
の
実
態
を
戯

曲
「
黒
の
レ
ポ
ー
ト
」
で
訴
え
た
北

九
州
の
主
婦
佐
々
木
博
子
さ
ん
(
訂
)

が
第
二
作
の
小
説
を
。
自
費
出
版
、

一二
O
O
円
。
(
ロ
・
剖
朝
日
)

『
過
密
の
中
の
育
児
』

光
山
恭
子
著
。
束
京
都
北
区
滝
野

川
で
小
児
科
医
と
し
て
二

0
年
問
、

診
察
室
で
母
と
子
に
接
し
て
き
た
著

者
が
、
激
し
く
変
わ
る
時
代
の
流
れ

の
中
で
、
育
児
が
ど
ん
な
ふ
う
に
変

わ
っ
て
き
た
の
か
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
育
児
相
談
室
の
実
践
な
ど
を

含
め
、
ま
と
め
た
も
の
。

来
院
す
る
子
ど
も
で
、
ひ
ど
く
心

配
な
病
気
は
そ
う
多
く
な
く
、
九
割

が
下
痢
や
風
邪
の
程
度
。
「
私
の
本

来
の
仕
事
は
不
安
を
も
っ
て
や
っ
て

き
た
母
親
が
少
し
で
も
ホ
ツ
と
し
て

帰
っ
て
い
け
る
場
を
も
つ
こ
と
:
・

:
・
」
と
。
東
銀
座
印
刷
出
版
、
一

O

O
O
円

。

(

ロ

-m朝
日
)

〔
映
画
}

『
大
都
会
』

サ
タ
ジ
ツ
ト
・
レ
イ
監
督
。
一
九

五
三
年
制
作
の
イ
ン
ド
映
画
。

舞
台
は
カ
ル
カ
ツ
タ
。
貧
し
い
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
、
妻
の
就
職
が

周
囲
に
投
げ
か
け
た
波
紋
を
丹
念
に

描
い
て
い
る
。
女
は
家
庭
に
と
い
う

慣
習
と
、
夫
の
失
業
と
い
う
厳
し
い

現
実
の
中
で
、
妥
の
成
長
し
て
ゆ
く

姿
、
そ
ん
な
妥
に
と
ま
ど
っ
て
い
た

夫
が
、
や
が
て
対
等
の
人
間
と
し
て
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認
識
す
る
過
程
は
、
共
感
を
お
ぼ
え

さ
せ
ら
れ
る
。

レ
イ
監
督
は
一
本
の
口
紅
で
、
主

人
公
ア
ラ
チ
の
働
く
自
覚
と
勇
気
を

象
徴
し
て
い
る
。
二
時
間
一
五
分
。

(
1
・
日
朝
日
)

『
遠
い
一
本
の
進
』

女
優
の
左
幸
子
初
の
監
督
作
品
が

近
く
完
成
す
る
。
国
労
の
結
成
三
O

周
年
記
念
に
国
労
の
全
面
協
力
を
得

て
作
ら
れ
る
映
画
。

ド
ラ
マ
は
北
海
道
追
分
に
住
む
国

鉄
マ
ン
一
家
を
中
心
に
展
開
す
る
。

昨
年
十
二
月
を
最
後
に
姿
を
消
し
た

室
蘭
本
線
の
S
し
の
実
景
な
ど
も
取

り
入
れ
る
ほ
か
、
左
が
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
主
婦
た
ち
の
姿
も
入
れ
、

「勤
労
者
の
妻
の
夢
や
悩
み
を
集
約

し
て
み
た
い
」
と
、
来
月
中
旬
の
国

労
三
O
周
年
記
念
大
会
で
の
上
映
を

め
ざ
し
、
最
後
の
仕
上
げ
を
急
い
で

い
る
。

(
6
n毎
日
)

『
ね
む
の
木
の
詩
が
き
こ
え
る
』

福
祉
施
設

「ね
む
の
木
学
園
」
の

園
長
で
女
優
の
宮
城
ま
り
子
さ
ん

(
必
)
の
第
二
作
の
自
主
製
作
映
画

が
完
成
し
た
。
自
閉
症
で
失
語
症
の

子
ど
も
を
、
彼
女
が
子
供
の
口
の
中

に
舌
を
差
し
込
ん
で
言
語
指
導
を
し

て
成
功
し
た
珍
し
い
例
な
ど
、
同
園

の
実
践
活
動
を
記
録
し
て
い
る
。

製
作
費
は
前
回
は
一
七
O
O
万
円

だ
っ
た
が
今
回
は
三

0
0
0
万
円
。

世
田
谷
の
自
宅
を
担
保
に
入
れ
て
借

金。
こ
の
映
画
の
完
成
を
記
念
し
て
、

同
園
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展
が
一

二
月
二
ハ
日
か
ら
二一一
日
ま
で
、
東

急
百
貨
庖
渋
谷
底
で
関
か
れ
る
。

(
H
H毎
日
)
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事
件

〔
母
子
心
中
〕

病
弱
の
母
(
却
)
が
長
女
{
日
)

を
道
連
れ
に
。
埼
玉
で
夫
の
年
始
回

り
の
留
守
中
。

(
1
・
4
朝
日
)

千
葉
で
体
の
調
子
が
悪
く
、
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
気
味
の
母
(
却
)
が
長
女

(2)
を
背
負
い
入
水
。(
1
・
4
朝
日
)

浜
松
で
銀
行
員
の
妥

(M)
が
部

屋
に
都
市
ガ
ス
を
充
満
さ
せ
，
長
女

{2)
、
長
男
(
三
か
月
)
と
。
母
親

は
重
体
。

(
1
・
6
朝
日
)

病
苦
の
母
(
羽
)
が
五
歳
と
四
歳

の
子
と
焼
身
心
中
。
二
児
は
大
や
け

ど
、
母
は
死
ぬ
。
三
重
県
桑
名
市
。

(
1
・
7
朝
臼
)

鹿
児
島
の
実
家
に
出
産
で
帰
省
中

の
専
売
公
社
の
職
員
の
妻
(
神
奈
川

県
秦
野
市

-
U
}
が
長
女

(l)
の

首
を
絞
め
、
自
分
も
首
を
つ
っ
て
。

次
女
を
出
産
後
、
体
調
悪
く
。

(
1
・
7
朝
日
)

大
阪
で
母
子
三
人
ガ
ス
心
中
。
母

(
剖
)
は
夫
の
交
通
事
故
死
後
、
保

母
と
し
て
働
い
て
い
た
が
生
活
に
疲

れ
て
。

(
1
・
U
毎
日
)

新
築
後
、
商
売
不
振
の
た
め
ロ
ー

ン
の
返
済
に
行
き
づ
ま
り
、
不
眠

症
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
だ
っ
た
母

(
話
)
が
、
長
男

{H)
長
女

{8)

を
連
れ
、
ガ
ス
で
。

(
l
-
m朝
日
)

川
崎
市
で
「
希
望
の
高
校
の
進
学

は
ム
リ
」
と
思
っ
た
母
親
(
必
)
が

ガ
ス
で
。
中
三
の
息
子
は
死
亡
。
母

親
は
重
体
。

(--m毎
日
)

東
京
・
練
馬
区
で
娘
の
発
育
の
お

く
れ
を
気
に
し
た
母
(
訂
)
が
娘
を

切
り
つ
け
た
あ
と
自
分
も
。

(
1
・

m朝
日
)

二
児

(
8
・
5
)
を
連
れ
病
弱
の

母
(
泊
)
が
江
の
島
で
入
水
。

(
1
・
2
朝
日
)

四
日
市
の
母
子
三
人
{
却
・

3
・

2
)
が
フ
ェ
リ
ー
か
ら
飛
込
み
。

(
1
・
n信
毎
)

弘
前
市
で
生
後
二
か
月
の
女
児
の

口
の
障
害
を
苦
に
し
た
母
親
(
お
)

が
焼
身
心
中
。

(--m朝
日
)

横
浜
市
港
区
で
労
災
事
故
の
父
の

後
追
い
、
母
子
四
人
(
訂

-
U
-

u
-
U
)
が
煉
炭
火
鉢
で
。

(
-
-
U信
毎
・
朝
日
)
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夫
の
病
気
を
苦
に
ガ
ス
心
中
。
三

児

(
m
-
8
・
2
)
は
死
亡
、
母

(
訂
)
は
重
体
。

(
2
・
1
信
毎
)

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
の
母
{
お
)
が

三
か
月
の
男
児
を
お
ぶ
っ
て
多
摩
川

へ
。
赤
ち
ゃ
ん
は
水
死
。{2
・
4
朝
日
)

子
の
ぜ
ん
そ
く
と
自
分
の
胃
病
で

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
の
母
(
話
)
が
ガ

一
ス
管
を
引
き
込
み
二
児

(
m
-
8
}

と
。
母
は
重
体
。
葛
飾
で
。

(
2
・
ロ
朝
日
)

長
野
市
で
母
子
(
羽
・

l
)
が。

(
2
-
m信
毎
)

横
浜
市
内
の
ホ
テ
ル
で
女
児

{3)

を
殺
し
た
あ
と
、
母
(
部
)
は
近
く

の
海
で
水
死
体
で
発
見
さ
れ
る
。
二
、

三
年
前
に
際
婚
、
仙
台
か
ら
。

{
2
-
m朝
日
)

兄
嫁
一
家
(
訂

-u・
8
}
と
離

婚
に
同
情
し
た
義
弟
。
{
2
・
羽
信
毎
)

福
岡
で
母
子
三
人
。
(
お
・

3
・

2

)

(

2

-

m

信
毎
)

十
年
前
に
離
婚
、
病
気
が
ち
で
先

行
き
を
案
じ
た
母
(
お
)
が
長
男

(m)と
ガ
ス
管
を
引
い
て
。
東
京
・

新
宿
で
。

(
3
・
4
朝
日
)

東
京
都
国
分
寺
の
ア
パ
ー
ト
で
大

工
の
妻
(
お
)
が
放
火
心
中
を
図
っ

た
が
長
女

(4)
と
長
男

(3)
の

み
が
焼
死
体
で
。
夫
と
の
不
仲
と
、

三
人
目
の
妊
娠
で
情
緒
不
安
定
で
ノ

イ
ロ
ー
ゼ
気
味
だ
っ
た
。(3
・
4
朝
日
)

東
京
・
豊
島
区
駒
込
で
、
夫
と
別

居
中
の
二
世
女
性
(
却
)
が
ガ
ス
管

を
引
き
二
女
児

(
9
・
6
)
と
。
六

歳
の
次
女
は
助
か
る
。
(
3
-
n朝
日
)

会
社
員
の
妥
(
訂
)
が
子

(
6
・

4
)
を
連
れ
て
常
磐
線
に
飛
込
み
。

娘
の
ピ
ア
ノ
の
上
達
が
遅
い
の
を
苦

に。

(
3
・
U
朝
日
)

群
馬
県
利
根
川
河
原
で
、
母
(
訂
)

は
死
亡
、
子

(I)
は
重
体
。

(
3
-
m朝
日
)

子
ど
も
の
保
育
園
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
た
母
(
お
)
が
長
女

(l}
の

首
を
し
め
て
。
母
親
は
重
体
。
世
田

谷
区
で
。

(
3
・

n朝
日
}

神
戸
市
で
病
気
を
苦
に
し
た
母

(
H
U
)

が
ガ
ス
管
を
ふ
と
ん
に
引
き

入
れ
、
長
女

(6)
、
三
男

(3)
と。

(
4
・
3
毎
日
)

長
男

(7)
の
首
を
締
め
た
あ
と

出
刃
包
丁
で
母
親
(
H
U
}

自
身
も
。

母
親
は
重
体
。
夫
の
病
気
入
院
と
、

自
分
の
病
気
を
苦
に
し
て
。
東
京
・

目
黒
区
で
。

{
5
-
m毎
日
)

交
通
事
故
で
死
ん
だ
夫
の
後
を
追

い
福
島
県
郡
山
市
の
母
子
{
お
・

6
・
4
)
が
山
林
で
焼
身
心
中
。

(
5
・
泊
朝
日
)
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夫
に
先
立
た
れ
、
張
り
の
な
い
毎

日
に
悩
ん
だ
母
(
訂
}
が
二
児

(ロ

-m)
を
連
れ
ガ
ス
心
中
。
千

葉
県
市
川
市
で
。

(
4
・
剖
朝
日
)

数
年
前
に
離
婚
、
別
の
交
際
に
も

悲
観
し
た
母
(
認
)
が
室
内
に
ガ
ス

ホ
l
ス
を
引
き
込
み
、
長
女
(
叩
)

と
。
東
京
・
杉
並
区
で
。(5
-
m朝
日
)

東
京
・
板
橋
区
高
島
平
で
小
学
校

教
員
{
鈍
)
が
便
所
に
ガ
ス
ホ
l
ス

を
引
き
長
男

(
3
か
月
)
と
。
母
は

重
体
。

(
5
・
ロ
朝
日
)

静
岡
県
焼
津
市
で
、
夫
の
転
勤
で

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
銀
行
員
の
妥
(
詑
}

が
二
児

(
7
・
4
)
を
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
で
絞
殺
。

(
5
・
泊
朝
日
)



福
島
県
西
白
河
郡
の
用
水
池
で
、

横
浜
市
南
区
の
母
(
剖
)
と
長
男

(
生
後
七
O
日
)
が
水
死
。
産
後
の

体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
実
家
で
静
養
中

だ
っ
た
。

(
5
・
U
朝
日
)

育
児
で
疲
れ
た
母
(
お
)
が
生
後

一
か
月
の
女
児
の
首
を
絞
め
、
自
分

も
カ
ミ
ソ
リ
で
。
母
親
は
助
か
る
。

(
5
・
泊
朝
日
)

埼
玉
県
行
岡
市
の
母
(
お
)
が
長

女

{1)
を
殺
し
、
自
分
は
ラ
イ
ト

バ
ン
に
飛
び
込
み
即
死
。
夫
と
の
不

和
を
苦
に
。

(
6
・
日
朝
日
)

長
女

(3)
の
ぜ
ん
そ
く
を
苦
に

江
別
市
の
石
狩
川
で
入
水
。
次
女

{
3か
月
)
も
水
死
。
母
(
剖
)
は

捜
査
中
。

(
6
-
m朝
日
)

千
葉
市
で
長
女

(2}
の
難
聴
を

苦
に
し
た
母
(
お
)
が
次
女

(
7か

月
)
共
に
絞
め
殺
し
、
浴
室
で
首
つ

り。

(
6
・

n朝
日
)

長
野
県
更
埴
市
の
雑
木
林
で
、
愛

知
県
西
春
日
井
郡
の
会
社
員
の
妻

(
剖
)
が
二
男
児

(
9
・
6
)
と
焼

身
。
夫
婦
げ
ん
か
が
原
因
か
。

(
7
・
5
朝
日
}

乳
が
ん
を
苦
に
し
た
千
葉
県
我
孫

子
市
の
母
(
鈍
)
が
長
女

(4)
の

首
を
絞
め
た
あ
と
、
首
つ
り
。

昨
年
九
月
夫
(
お
}
が
病
死
、
生

活
保
護
を
受
け
て
い
た
。{7
-
m朝
日
)

大
阪
府
吹
田
市
で
タ
ク
シ
ー
運
転

手
の
妻
(
お
)
が
長
女

{6)
、
長

男

(
4
)
と
部
屋
に
ガ
ス
を
引
い

て。
病
気
が
ち
の
夫
の
た
め
生
活
苦
の

上
に
六
か
月
の
身
重
で
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

気
味
だ
っ
た
。

(
7
・
お
毎
日
)

多
摩
川
で
母
娘
ら
し
い
水
死
体
。

横
浜
市
港
区
の
会
社
員
の
妥
(
お
)

と
長
女

(1)
と
判
明
。(7
・
引
朝
日
)

高
崎
線
鴻
巣
近
く
で
二
児
を
連
れ

た
母
親
が
飛
び
込
み
即
死
。
埼
玉
県

吉
見
町
の
新
聞
配
達
員
の
妻
(
却
)

と
長
男

(4)
長
女

(2)
。

(
8
・
6
朝
日
)

横
浜
市
戸
塚
区
で
長
男

(
8
か

月
)
を
抱
い
た
母
(
部
)
が
高
層
ア

パ
ー
ト
の
十
一
階
か
ら
飛
び
降
り
。

夫
の
出
張
が
多
く
、
さ
び
し
い
と
。

(
8
・

m朝
日
)

横
浜
市
旭
区
の
会
社
員
の
妻
(
必
}

が
高
二
の
長
男
の
首
を
絞
め
て
殺
し

た
あ
と
ガ
ス
で
。
母
親
は
重
体
。
息

子
の
顔
の
ニ
キ
ビ
が
ひ
ど
い
の
を
本

人
よ
り
も
母
親
の
ほ
う
が
気
に
し

て。

(
9
・
1
朝
日
)

我
孫
子
市
布
佐
の
利
根
川
で
、
消

防
署
員
の
妻
(
お
)
が
長
男

(5)

の
言
語
障
害
が
原
因
の
家
庭
不
利
を

苦
に
、
次
男

(3)
も
道
連
れ
に
入

水。

{
9
・
6
朝
日
)

福
島
県
獄
苗
代
町
の
旅
館
で
、
大

宮
市
の
母
子
(
お
・
ロ
・

7
)
が
首

つ
り
。

(
9
・
日
朝
日
}

神
奈
川
県
大
和
市
で
人
づ
き
あ
い

に
悩
む
母
親
(
お
)
が
、
ガ
ス
管
を

ふ
と
ん
に
引
き
込
ん
で
、
長
女

(3)

は
死
亡
。
母
は
重
体
。
(
m
-
3朝
日
)

小
児
マ
ヒ
の
娘
(
日
)
の
病
状
を

悲
観
し
た
母
親
(
刀
)
が
東
京
・
葛

飾
区
の
踏
切
り
の
し
ゃ
断
機
を
く
ぐ

っ
て
線
路
内
に
入
り
、
二
人
と
も
は

ね
ら
れ
死
亡
。

{
m
-
H読
売
)

横
浜
市
保
土
ケ
谷
駅
で
警
察
官
の

妥
{
お
}
が
「
子
ど
も
の
目
が
お
か

し
い
」
と
長
男

(
6か
月
)
を
連
れ

飛
び
込
み
、
即
死
。

(m
・
げ
朝
日
)

夫
婦
げ
ん
か
か
ら
二
男
児
(
小

四
・

4
)
を
連
れ
て
家
出
し
た
母
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(
M
A
}

が
揖
斐
川
堤
防
に
行
き
、
長

男
の
「
マ
マ
死
な
な
い
で
」
の
叫
ぴ

を
背
に
次
男
を
抱
い
て
入
水
。
授
査

中

。

(

日

・

9
毎
日
)

婿
玉
県
春
日
部
市
の
会
社
員
の
妥

(
幻
)
が
病
気
が
ち
な
の
を
苦
に
。

二
児

(
4
・
1
)
は
死
亡
。
母
親
は

手
首
を
文
化
包
丁
で
切
り
重
体
。

(
H
-
m朝
日
)

愛
知
県
西
春
日
井
郡
の
会
社
員
の

妥
(
担
)
が
病
気
が
ち
な
の
を
苦
に

三
女
児
(
叩
・

8
・
5
)
と
堤
防
に

停
め
た
軽
乗
用
車
内
で
。{H
-
n朝
日
)

三
か
月
前
に
病
死
し
た
夫
を
追
っ

て
、
妥
(
却
)
が
、
妻
の
母
(
印
)
、

三
女
児

(
6
・
4
・
2
)
と
。
問
山

で

。

(

ロ

・

2
読
売
)

五
歳
と
三
歳
の
二
児
に
友
達
が
い

な
い
と
悲
観
し
た
母
(
鈎
)
が
け
い

動
脈
を
切
り
、
自
分
も
。
東
京
で
。

幼
稚
園
で
は
活
発
な
子
だ
っ
た
の

に

。

(

ロ

・

日

読

売

)

東
京
・
口
問
川
で
会
社
員
の
妻
(
部
)

が
五
階
建
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
い
て
飛
び
降
り
。
「
専
門
書

で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
の
脳
に

障
害
が
あ
り
ま
す
」
と
の
遺
書
。
専

門
医
は
「
首
の
す
わ
り
が
惑
い
か
ら

と
い
っ
て
脳
に
障
害
が
あ
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い
」
と
w
育
児
書
マ
ア

に

警

告

。

(

ロ

-m毎
日
)

横
浜
市
鶴
見
区
で
育
児
に
悩
む
母

(
却
)
が
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
引
き
込

み
二
男
児

(
2歳
8
か
月
)
と
。
次

男
は
助
か
る
。
(
ロ

-
M朝
日
)

青
森
県
む
つ
市
で
育
児
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
の
母
(
訂
)
が
二
男
児

(
4
・
3

か
月
)
の
首
を
絞
め
る
。(ロ
-
U読
売
)

国
鉄
成
田
駅
で
体
が
弱
く
、
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
気
味
の
母
(
鈎
)
が
二
女
児

(
3
・
2
)
を
連
れ
、
大
勢
の
目
前

で
飛
び
込
む
。
(
ロ

-
U読
売
)

〔
子
捨
て
・
子
殺
し
〕

新
宿
中
央
公
園
の
婦
人
用
ト
イ
レ

に
へ
そ
の
緒
を
つ
け
た
ま
ま
死
後
約

二
0
時
間
経
過
の
男
児
が
。

(
1
・
6
朝
日
)

府
中
市
の
ト
ル
コ
風
呂
従
業
員

{U)
が
愛
人
の
車
で
女
児
を
産
み

窒
息
死
さ
せ
た
あ
と
近
く
の
ゴ
ミ
箱

に。

(
1
・
8
毎
日
)

大
阪
・
吹
田
市
の
事
務
員
(
必
)

が
息
子
(
げ
)
の
乱
暴
、
浪
費
に
悩

み
、
酔
い
つ
ぶ
れ
た
と
こ
ろ
を
縄
と

ぴ
用
の
ひ
も
で
絞
め
る
。(1
・
日
毎
日
)

大
宮
市
の
喫
茶
盾
従
業
員
{
問
)

は
自
宅
の
フ
ロ
場
で
女
児
を
出
産
後

首
を
絞
め
て
。

(
1
-
W毎
日
)

池
袋
の
公
衆
使
所
か
ら
、
紙
袋
に

入
れ
ら
れ
て
い
た
生
後
五
日
目
の
女

の
赤
ち
ゃ
ん
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の

日
の
東
京
は
氷
点
下
一
・
三
度
。
泣

き
声
で
助
か
っ
た
。

(--m毎
日
)
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東
京
・
小
平
市
で
、
継
子
の
お
も

ら
し
が
な
お
ら
な
い
と
内
妻
(
却
)

が
四
歳
の
男
児
を
せ
っ
か
ん
で
。

(
1
・
泊
朝
日
)

食
堂
の
軒
先
に
「
悪
い
親
で
す

が
」
の
メ
モ
と
い
っ
し
ょ
に
男
の
赤

ち
ゃ
ん
が
。
メ
モ
に
は
「
昭
和
日
年

1
月
初
日
生
・
政
信
」
と
。
東
京
赤

羽
で
。

(
2
・
2
朝
日
)

二
歳
八
か
月
の
養
女
が
ご
は
ん
を

食
べ
な
い
こ
と
に
腹
を
立
て
た
母
親

(
幻
)
が
、
な
ぐ
る
、
け
る
の
せ
っ

か
ん
。
茨
城
県
桜
村
で
。(2
・
6
朝
日
)

東
京
・
池
袋
駅
東
口
地
下
の
コ
イ

ン
ロ
ッ
カ
ー
に
生
後
一
週
間
ほ
ど
の



男
の
赤
ち
ゃ
ん
の
死
体
。(2
・
8
朝
日
)

福
井
の
母
(
幻
)
、
夫
と
折
合
い

が
惑
く
二
歳
の
子
を
。
(
2
・

n朝
日
)

神
奈
川
県
座
間
市
の
新
築
中
の
家

の
中
に
生
後
十
時
間
ぐ
ら
い
の
男
の

赤
ち
ゃ
ん
が
。
一
命
は
と
り
と
め

る。

(
3
・
日
朝
日
)

妻
に
家
出
さ
れ
た
父
(
お
)
が
三

児

(
4
・
2
・
I
)
を
置
き
去
り

に
。
静
岡
で
。

(
3
-
m朝
日
)

世
田
谷
区
の
巡
査
の
妻
(
却
)
が

長
男

(
7か
月
)
の
口
と
鼻
を
ふ
さ

い
で
。
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
か
ら
発
作
的
に

殺
し
た
ら
し
い
。

(
4
・
2
毎
日
)

埼
玉
県
幸
手
町
で
孫
娘

(7)
、の

顔
の
皮
膚
病
が
ふ
ぴ
ん
と
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
{
位
)
が
絞
め
殺
し
た
。

(
4
-
M毎
日
)

練
馬
区
石
神
井
の
会
社
員
の
妥

(
担
)
が
長
女

(4)
の
首
を
絞
め

る
。
「
近
所
の
人
か
ら
冷
た
い
目
で

見
ら
れ
て
い
る
」
と
口
走
っ
て
い

た。

(
4
・
2
毎
日
)

横
浜
市
鶴
見
区
で
、
運
転
手
助
手

の
妻
(
剖
)
が
育
児
に
悩
み
、
長
女

(
1
か
月
)
を
包
丁
で
。(
5
・
U
毎
日
)

茨
城
県
鹿
島
町
の
会
社
員
の
妻

(
泊
)
が
、
そ
そ
う
を
し
た
二
歳
の

男
児
の
顔
を
浴
そ
う
に
つ
け
死
な

す。

(
5
・
n朝
日
)

静
岡
県
焼
津
市
で
日
銀
マ
ン
の
妻

(
東
京
大
田
区
・
詑
)
が
夫
の
転
勤

に
悩
み
長
女

(7)
と
長
男

(4)

を
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
で
。
(
5
・
E
毎
日
)

東
京
中
野
区
の
公
園
の
ト
イ
レ
で

へ
そ
の
緒
が
つ
い
た
ま
ま
の
女
の
赤

ち
ゃ
ん
を
救
出
。

(
5
・
泊
朝
日
}

東
京
江
戸
川
区
の
建
築
業
者
の
妻

(
お
)
が
長
女

(
1か
月
)
の
首
券
r

絞
め
て
。
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
ら
し

い。

(
5
-
m毎
日
)

川
崎
市
で
板
金
加
工
業
の
妻
(
担
)

が
自
宅
で
産
ん
だ
ば
か
り
の
四
男
の

口
に
ガ
l
ゼ
を
押
し
あ
て
て
。

生
活
苦
か
ら
。

(
6
・
4
毎
日
)

鹿
児
島
県
阿
久
根
市
で
左
官
業
の

妻
(
担
)
が
二
男

(7)
を
せ
っ
か

ん
で
。
「
学
校
で
素
行
に
問
題
が
あ

る
」
と
注
意
さ
れ
て
。
(
6
-
U毎
日
)

横
浜
市
南
区
の
母
(
悶
)
が
、
テ

レ
ビ
で
み
た
赤
ち
ゃ
ん
体
操
を
生
後

二
八
日
の
長
女
に
行
い
死
な
す
。
死

因
は
、
く
も
膜
下
出
血
。(6
-
m毎
日
)

宮
城
県
角
岡
市
出
身
の
独
身
女
性

お
)
が
東
京
の
自
宅
で
産
ん
だ
女

児
を
殺
し
た
あ
と
、
実
家
に
持
ち
帰

り
γ
竹
や
ぶ
に
埋
め
た
。(7
・
3
毎
日
)

東
京
・
荒
川
区
の
会
社
員
の
妻

(
却
)
が
長
男
(
日
か
月
)
の
鼻
と

口
を
押
さ
え
て
。
育
児
に
よ
る
精
神

的
不
安
の
状
態
が
続
い
て
い
た
。

(
7
-
m毎
日
)

東
京
駅
地
下
街
の
北
口
女
子
ト
イ

レ
の
中
に
、
生
後
一
か
月
以
内
の
男

児
が
置
き
去
り
に
さ
れ
、
泣
い
て
い

る
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
る
。
(
7
・
U
朝
日
)

東
京
・
世
田
谷
区
に
住
ん
で
い
た

女
性
(
泊
)
を
死
体
遺
棄
の
疑
い
で

指
名
手
配
。
ア
パ
ー
ト
に
え
い
児
の

死
体
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
残
さ

れ
て
い
た
。

(
8
・
2
毎
日
)

東
京
・
杉
並
区
の
会
社
員
(
泣
)

の
家
の
冷
蔵
庫
に
男
の
え
い
児
の
死

体
が
あ
る
の
を
男
友
達
が
発
見
。
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陣
痛
後
失
神
、
気
づ
い
た
ら
死
産

し
て
い
た
の
で
男
友
達
に
相
談
し
た

と
の
こ
と
。

(8-m読
売
)

横
浜
市
内
の
ゴ
ミ
焼
却
炉
に
一
四

日
、
身
障
の
女
子
が
捨
て
ら
れ
て
い

た
が
、
二
八
日
午
前
、
こ
の
子
の
母

親
が
戸
部
署
に
出
頭
。
同
署
で
は
殺

人
未
遂
で
調
べ
て
い
る
。
再
婚
の
足

手
ま
と
い
と
考
え
て
の
犯
行
ら
し
い
。

(
9
・
日
朝
日
)

渋
谷
駅
の
ロ
ッ
カ
ー
に
、
生
後

二
、
三
日
の
へ
そ
の
緒
が
つ
い
た
ま

ま
の
男
児
。
泣
き
声
で
発
見
。

(
叩
・
間
朝
日
)

茨
城
県
目
立
市
で
継
母
(
担
)
に

せ
っ
か
ん
さ
れ
た
女
児

(
7
)
死

亡
。
医
師
が
「
死
因
が
お
か
し
い
」

と
警
察
に
電
話
。
火
葬
直
前
発
覚
。

(m-お
毎
日
)

二
八
日
、
千
葉
県
船
橋
市
で
、
ア

パ
ー
ト
経
営
者
が
、
夫
婦
げ
ん
か
の

末
、
委
が
家
出
を
し
た
の
で
、
残
さ

れ
た
二
ハ
歳
の
娘
を
発
作
的
に
殺

し
、
自
分
も
自
殺
を
は
か
っ
た
が
、

死
に
き
れ
ず
、
兄
に
連
絡
し
た
。
兄

は
船
橋
署
に
通
報
し
、
署
員
に
よ
っ

て
殺
人
容
疑
で
、
緊
急
逮
捕
さ
れ

た。

(m-m朝
日
)

十
一
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
を
福
岡
で

殺
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
l
ト
に
詰

め
て
名
古
屋
ま
で
き
た
女
性
(
剖
)

が
た
ま
た
ま
目
に
つ
い
た
中
村
署
に

自
首
。
行
方
不
明
の
男
性
を
捜
し
た

が
み
つ
か
ら
ず
、
将
来
の
生
活
不
安

か
ら
。

(m-m毎
日
)

名
神
高
速
道
路
吹
田
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
わ
き
に
段
ボ

ー
ル
に
入
れ
ら
れ
た
男
の
赤
ち
ゃ
ん

が
。
生
後
二
週
間
か
ら
二
十
日
。
一

命
は
と
り
と
め
る
。

(
H
・
4
毎
日
)

横
浜
で
幼
児
三
人
を
残
し
て
父
親

が
家
出
し
た
あ
と
、
生
活
に
困
っ
た

母
親
も
書
置
き
を
し
、
晴
乳
ピ
ン
、

お
に
ぎ
り
な
ど
を
用
意
し
た
上
で
家

出
。
ア
パ
ー
ト
に
は
四
歳
の
男
子
を

頭
に
三
人
の
子
が
置
き
去
り
に
さ
れ

て

い

た

。

{

日

・

5
朝
日
)

東
京
・
杉
並
区
善
福
寺
川
の
川
底

か
ら
ビ
ニ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
死
後
一

週
間
以
内
の
男
の
赤
ち
ゃ
ん
が
。

(
H
-
U毎
日
)

群
馬
県
前
橋
市
で
継
母
(
お
)
が

そ
そ
う
を
し
た
幼
女

{2)
を
投
げ

落
と
し
、
死
の
せ
っ
か
ん
。

(
日
・
日
朝
日
)

上
野
駅
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
か
ら

死
後
一
週
間
ほ
ど
の
男
の
赤
ち
ゃ
ん

が
。
同
駅
構
内
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー

で
え
い
児
の
死
体
が
見
か
っ
た
の
は

今
年
に
入
っ
て
七
件
目
。(H
-
m毎
日
)

上
野
駅
ゴ
ミ
集
積
場
に
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
ら
れ
た
未
熟
児
の
男
児
の

死
体
。
生
後
一
週
間
ぐ
ら
い
。

(
H
-
m毎
日
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孤
独
に
悩
む
駐
在
員
の
委
(
却
)

が
長
女
(
日
)
を
ロ

1
プ
で
締
め
殺

す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
。(ロ・

4
朝
日
)

伊
東
市
の
ホ
ス
テ
ス
(
剖
}
が
、
情

事
の
じ
ゃ
ま
と
、
元
愛
人
と
の
間
の

実
子

(5)
を
。
(
ロ
・

4
読
売
)

妻
の
死
後
、
居
間
の
天
袋
に
隠
し

で
あ
っ
た
え
い
児
の
六
遺
体
を
夫

(
引
)
が
発
見
。
大
阪
で
。
(ロ・

8
各
紙
)

横
浜
市
鶴
見
区
の
主
婦
(
必
)
が

夫
を
投
票
に
行
か
せ
、
焼
身
自
殺
。

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
で
入
院
、
「
死
に
た
い
」

と
も
ら
し
て
い
た
。
(
ロ
・

6
朝
日
)

病
気
(
精
神
科
に
通
院
中
)
を
苦

に
し
た
主
婦
(
訂
}
が
放
火
自
殺
。

娘
二
人

(
8
・
5
)
は
無
事
。
茨
城



県
北
茨
城
市
で
。

(ロ・

9
朝
日
)

委
の
別
居
で
八
か
月
の
子
の
世
話

に
図
っ
た
夫
{
却
}
が
犯
行
。
逃
走

一
年
余
で
大
阪
で
っ
か
ま
っ
た
。

{
ロ
・
日
読
売
)

東
京
北
区
の
女
性
(
却
)
は
、
殺

し
た
赤
ん
坊
を
二
か
月
か
く
し
た
ま

ま
、
大
宮
の
近
く
に
あ
る
身
内
の
墓

に
埋
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
住
職

に
見
と
が
め
ら
れ
、
説
得
で
自
首
。

夫

(U)
が
家
に
寄
り
つ
か
な
い
こ

と
を
苦
に
。
(
ロ
・
お
朝
日
)

〔
一
家
心
中
〕

脳
性
小
児
マ
ヒ
の
二
児
道
連
れ
に

大
阪
府
の
一
家
四
人
が
、
乗
用
車
の

中
で
排
ガ
ス
心
中
。
子
ど
も
の
将
来

を
苦
に
し
て
。
{
ロ
・
問
中
日
)

横
浜
市
戸
塚
区
で
自
営
業
者
の
妻

{
お
)
が
夫
と
幼
女

(4)
を
刺
し

殺
し
、
自
殺
。
長
男
{
叩
)
は
大
け

が
。
夫
の
母
(
刀
)
も
け
が
。
夫
婦

仲
が
悪
い
と
こ
ろ
に
姑
同
居
で
。

(
ロ
・
泊
朝
日
)

横
浜
で
主
婦
が
、
寝
込
ん
だ
家
族

全
員
に
次
々
と
切
り
つ
け
、
自
殺
。

「
女
中
扱
い
に
さ
れ
る
の
に
耐
え
ら

れ
な
い
」
と
夫
へ
不
満
を
も
ら
し
て

い
た
と
い
う
。
(
ロ

-n毎
日
)

[
ふ
え
た
心
中
]

不
況
の
年
の
瀬
、
全
国
各
地
で
親

子
心
中
の
悲
劇
が
相
次
ぎ
、
今
年
一

年
で
五
O
O
件
を
超
え
か
ね
な
い
。

不
況
時
に
つ
き
も
の
だ
っ
た
生
活
苦

心
中
は
、
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、
身
障

児
問
題
、
家
庭
内
不
和
に
地
位
を
譲

っ
た
。
核
家
族
化
で
女
親
に
心
労
、

高
度
経
済
成
長
の
波
の
中
で
心
や
人

の
触
れ
合
い
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
の

か

。

(

ロ

-
U朝
日
)

〔
罪
な
き
子
の
死
〕

夫
に
灯
油
を
か
け
火
を
放
ち
、
夫

(
却
)
は
重
体
。

夫
婦
げ
ん
か
の
巻
き
ぞ
え
で
二
児

は
焼
死
。
秋
田
県
横
手
市
で
。

(
I
・
3
朝
日
)

離
婚
後
二
児

(
3
・
1
)
を
引
き

取
り
ホ
ス
テ
ス
に
出
て
い
た
母
(
刀
)

の
留
守
中
、
ス
ト
ー
ブ
で
焼
死
。
旭

川
で
。

(
2
・
2
朝
日
)

北
海
道
で
母
子
家
庭
{
お

-m-

7
・
6
・
3
)
の
四
児
が
母
が
ホ
ス

テ
ス
に
出
た
留
守
中
焼
死
。

(
2
・
剖
信
毎
)

〔
惜
し
み
で
殺
傷
〕

六
日
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
帰
っ
た
夫

を
、
委
(
n
M
)

、
長
男
(
凶
)
、
次

男
(
日
)
が
乱
暴
し
て
死
な
す
。
江

東
区
で
。

(
l
・
ロ
朝
日
)

練
馬
区
の
都
営
住
宅
で
ア
ル
バ
イ

ト
先
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
の
主
婦

(
却
)
が
隣
家
に
住
む
主
婦
M
(
U
)

に
包
丁
で
め
っ
た
切
り
に
さ
れ
殺
さ

れ
た
。
殺
し
た
主
婦
は
大
学
出
で
教

員
経
験
も
あ
る
イ
ン
テ
リ
。
「
摺
築

に
文
句
を
い
わ
れ
い
つ
も
小
パ
カ
に

さ
れ
て
い
た
の
で
カ
ツ
と
な
っ
て
」

と
発
作
的
犯
行
を
自
供
。{1
・
泊
朝
日
)

東
京
地
裁
は
主
婦
M
に
懲
役
一

O

年
(
求
刑
同
一
五
年
)
を
言
い
渡
し

た

。

(

ロ

・

辺

朝

日

)

名
古
屋
の
私
立
女
子
校
の
女
副
校

長
が
出
入
り
業
者
を
リ
ン
チ
。
批
判

を
恨
ん
で
。

(
2
・
日
信
毎
)

〔
哀
れ
な
死
〕

精
神
病
の
女
性
(
剖
)
が
庭
先
の

小
屋
に
軟
禁
さ
れ
凍
死
。
栃
木
で
。

{
1
・

n信
毎
)

病
死
の
夫
(
花
}
と
一
週
間
、
添

い
寝
の
老
妻
(
白
)
衰
弱
死
。
都
営

住
宅
で
。

{
1
・

n信
毎
}
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除
雪
作
業
で
生
き
埋
め
の
娘

(7)

を
か
ば
っ
て
母
(
訂
)
圧
死
。
十
日

町
で
。

{
1
・
自
信
毎
)

横
須
賀
の
母
子
寮
で
、
中
絶
や
養

子
を
強
制
さ
れ
て
い
た
と
内
部
告
発

が。

(
2
・
4
朝
日
)

バ
イ
ト
主
婦
{
臼
)
、
郵
便
物
配

達
が
面
倒
だ
と
一
三

O
O
適
を
隠

す。

(
2
・
8
中
日
)

ミ
イ
ラ
化
し
た
実
兄
(
苅
)
と
一

年
七
か
月
暮
ら
し
て
い
た
老
女

(η)

が
孤
独
な
死
。
旧
制
大
学
出
と
称

し
、
十
冊
の
ノ
l
ト
に
は
英
語
な
ど

で
ピ
ツ
シ
リ
書
き
込
み
。
浜
松
で
。

(
2
-
m朝
日
)

広
島
市
役
所
の
職
員
佐
々
木
喜
美

子
さ
ん
(
必
)
は
被
爆
者
手
帳
偽
造

事
件
で
警
察
の
事
情
聴
取
を
苦
に

「
無
実
」
と
ガ
ス
自
殺
。
自
身
も
被

爆
者
だ
っ
た
。

(
3
・
ロ
毎
日
)

老
人
性
痴
呆
症
の
姉
(
邸
)
の
首

を
絞
め
た
あ
と
、
妹
(
印
)
は
首
つ

り
。
共
に
独
身
。
品
川
区
五
反
田

で。

(
7
・
1
朝
日
)

〔
売
春
〕

一
人
娘
を
売
り
飛
ば
す

一
六
歳
の
娘
を
長
崎
県
下
の
ス
ト

リ
ッ
プ
劇
場
に
五
O
万
円
で
売
り
飛

ば
し
た
母
親
を
熊
本
県
警
が
逮
捕
し

た
。
娘
は
施
設
か
ら
引
き
取
ら
れ
、

芸
者
の
見
習
い
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た

と
こ
ろ
を
連
れ
出
さ
れ
て
売
ら
れ
た

も
の
。

(
8
-
n朝
日
)

〔
錯
乱
〕

π学
長
夫
婦
が

一
五
日
午
後
、
東
京
か
ら
伊
豆
大

島
ま
で
セ
ス
ナ
機
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し

た
元
高
崎
経
済
大
学
学
長
夫
妻
が
遊

覧
飛
行
中
、
ジ
ャ
ッ
ク
ナ
イ
フ
で
操

縦
士
と
カ
メ
ラ
マ
ン
を
刺
し
、
自
分

た
ち
は
上
空
か
ら
相
模
湾
に
飛
び
降

り
自
殺
し
た
。
空
中
の
格
闘
で
血
ま

み
れ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
途
中
カ
メ
ラ

マ
ン
が
操
縦
を
交
代
、
三
十
分
後
に

よ
う
や
く
羽
田
に
緊
急
着
陸
し
た
。

こ
の
田
中
精
て
き
み
元
学
長
夫
妻

は
、
二
人
と
も
病
気
が
ち
で
死
を
覚

悟
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
ま
で
ま
き
込
ん
だ

無
理
心
中
を
図
っ
た
ら
し
い
。
才
気

間
違
の
異
色
の
学
長
だ
っ
た
と
い
う

が
、
夫
婦
問
に
子
ど
も
は
な
く
、
ド

ラ
イ
ブ
や
旅
行
を
趣
味
に
し
て
い

た
。
多
額
の
保
険
金
の
受
取
り
人
は

い
と
こ
や
姉
が
指
定
さ
れ
て
い
た
。

(9-m読
売
)

遇
り
魔
に
切
ら
れ
O
L重
体

一
七
日
午
後
八
時
五
O
分
頃
、
東

京
都
武
蔵
村
で
帰
宅
途
中
の
若
い
O

L
が
、
乗
用
車
に
乗
っ
た
通
り
魔
に

刃
物
で
切
ら
れ
重
体
。
多
摩
地
区
で

こ
の
種
の
事
件
が
相
次
い
で
お
り
、

同
一
犯
人
の
疑
い
が
強
い
と
の
こ

と

(9-m朝
日
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大
阪
都
島
区
の
市
営
住
宅
に
住
む

大
阪
市
交
通
局
職
員
Y
さ
ん
の
三
男

(
一
一
歳
七
か
月
)
が
行
方
不
明
に
な

り
、
警
察
も
出
て
団
地
中
を
捜
し
た

が
翌
日
見
つ
か
る
。
坊
や
は
無
事
。

Y
さ
ん
の
上
階
に
住
む
家
の
主
婦

が
日
頃
の
不
仲
の
い
や
が
ら
せ
で
。

(m-m毎
日
)

ト
ル
コ
で
家
出
少
女
を
働
か
せ
る

東
京
、
石
神
井
署
は
一
五
歳
の
家

出
少
女
に
乱
暴
、
ト
ル
コ
ぶ
ろ
で
働

か
せ
て
い
た
右
翼
団
体
員
二
人
と
ト

ル
コ
ぶ
ろ
庖
長
一
人
を
児
童
福
祉
法

違
反
で
逮
捕
。
(
ロ
・
日
毎
日
)

元
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
、
大
麻
取
引

エ一
O
歳
の
元
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
、

昭
和
五
O
年
八
月
か
ら
十
一
月
の
問

に
四
O
本
入
手
の
容
疑
。
大
麻
取
引

法
違
反
で
逮
捕
。
ア
メ
リ
カ
の
留
学



生
か
ら
入
手
し
た
と
自
供
。

(
ロ
・
日
朝
日
}

〔
事
故
〕

登
山
の
女
子
高
生
、
集
団
ガ
ス
申
毒

三
日
朝
、
群
馬
県
本
白
根
山
の
山

頂
近
く
の
ガ
レ
場
で
、
高
崎
女
子
高

の
生
徒
約
二
O
人
が
苦
し
ん
で
い
る

の
を
通
り
が
か
り
の
登
山
者
が
見
つ

け
岡
県
警
に
返
報
、
直
ち
に
救
助
を

開
始
し
た
。
二

O
人
の
う
ち
二
人
が

死
亡
し
、
二
人
が
呼
吸
閤
難
な
ど
の

重
体
。
こ
の
あ
た
り
は
登
山
コ

I
ス

と
し
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
で
、
硫
化
水
素
が
噴
気
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
こ
の
ガ
ス
を

吸
引
し
た
た
め
と
見
ら
れ
て
い
る
。

登
山
は
学
校
行
事
の
一
つ
と
し
て

行
わ
れ
、
各
ク
ラ
ス
が
夏
休
み
を
利

用
し
て
実
施
し
て
い
た
。(8
・
3
朝
日
)

炎
天
下
、
東
京
江
戸
川
区
の
路
上

で
、
墨
田
区
錦
糸
町
の
若
い
母
親
が

う
っ
か
り
キ
ー
を
差
し
込
ん
だ
ま
ま

ロ
ッ
ク
し
て
し
ま
い
、
助
手
席
の
生

後
二
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
が
閉
じ
込
め

ら
れ
た
。
か
け
つ
け
た
小
岩
署
員
が

三
角
窓
を
こ
じ
開
け
救
出
。

(
8
-
m読
売
)

登
校
の
列
に
爆
風

横
浜
市
鶴
見
区
で
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

の
爆
発
が
起
き
た
が
、
そ
の
あ
お
り

で
た
ま
た
ま
登
校
中
だ
っ
た
小
学
生

数
人
が
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど
が
さ

さ
り
血
ま
み
れ
に
な
っ
た
。
交
通
事

故
対
策
と
し
て
行
な
っ
て
い
る
集
団

登
校
が
裏
目
に
出
た
か
つ
こ
う
。
学

校
も
登
下
校
の
対
策
を
考
え
る
と
の

こ
と
。

(
9
・
7
朝
日
}

〔
だ
ま
す
だ
ま
さ
れ
る
〕

甘
言
で
主
婦
し
ぼ
る

簡
単
な
手
仕
事
で
高
額
の
収
入
を

う
た
っ
て
会
員
を
つ
の
り
、
高
い
講

習
料
を
と
り
な
が
ら
作
品
は
買
上
げ

な
い
会
社
が
北
海
道
議
会
で
問
題
に

な
り
、
社
会
党
議
員
ら
が
被
害
者
の

救
済
策
な
ど
を
道
に
追
っ
た
。
こ
の

会
社
は
名
古
屋
市
に
本
社
を
も
っ
N

社
。
ガ
ラ
ス
板
に
絵
を
描
く
ハ
ク
飾

画
の
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

(
1
・
日
朝
日
)

女
子
社
員
が
横
領

事
業
不
振
の
父
を
救
お
う
と
女
子

経
理
員
(
鈍
)
が
一
三
O
O
万
円
横

領
。
東
京
で
。

(
3
・
4
信
毎
)

勝
手
に
婚
姻
届

新
宿
の
女
占
い
師
(
却
)
は
東
大

医
学
部
の
学
生
S
さ
ん
と
交
際
し
て

い
た
が
、

S
さ
ん
が
大
学
卒
業
後
二

人
の
仲
が
疎
遠
に
な
っ
た
の
を
思
い

つ
め
、
勝
手
に
婚
姻
屈
を
提
出
、
会

津
若
松
の
病
院
に
勤
務
す
る
S
さ
ん

に
戸
籍
謄
本
を
送
り
つ
け
結
婚
を
迫

っ
た
。

S
さ
ん
は
東
京
に
婚
姻
無
効

の
訴
え
を
起
こ
し
、
さ
ら
に
新
宿
署

に
告
訴
。

(
3
・
日
朝
日
)

女
性
主
事
、
福
祉
を
食
う

東
京
都
品
川
区
福
祉
事
務
所
主
事

女
性
は
、
架
空
の
生
活
保
護
家
庭
を

作
り
上
げ
、
一
八
五
O
万
円
余
に
の

ぼ
る
生
活
保
護
貨
を
着
服
。
横
領
費

用
は
パ

l
や
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
な
ど
で

の
遊
び
に
使
っ
て
い
た
。
品
川
区
役

所
は
同
主
事
を
懲
戒
免
職
に
。

(
8
・
U
朝
日
)

催
眠
商
法
に
苦
情
殺
到

「一

O
円
で
七

O
円
の
う
ど
ん
、

パ
ン
粉
な
ど
の
日
用
食
品
を
売
り
ま

す
」
|
|
こ
ん
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
主
婦
を
集
め
、
一
本
三
万
円
近

い
値
で
韓
国
産
の
ニ
ン
ジ
ン
茶
を
売

る
w
催
眠
商
法
"
が
お
き
て
い
る
。

主
婦
A
子
さ
ん
(
却
)
は
大
田
区

の
銭
湯
で
三
人
の
男
か
ら
う
ど
ん
な
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ど
を
一

O
円
で
買
い
、
高
麗
ニ
ン
ジ

を
す
す
め
ら
れ
、
「
三
万
円
で
家
族

の
健
康
が
買
え
る
な
ら
」
と
。

主
婦
B
子
さ
ん
(
叩
)
も
「
ガ
ン

に
効
き
そ
う
だ
つ
た
の
で
つ
い
」
。

東
京
都
消
費
者
セ
ン
タ
ー
は
九
日
ま

で
に
一
六
件
の
苦
情
を
受
け
て
お

り
、
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

(m
-m読
売
)

暴
利
w

催
眠
商
法
'

で
二
人
逮
捕

集
団
心
理
に
つ
け
込
ん
で
高
麗
ニ
ン

ジ
ン
茶
を
売
る
"
催
眠
商
法
"
が
各

地
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
二
四

日
大
阪
府
警
公
害
課
は
グ
ル
ー
プ
の

本
拠
と
み
ら
れ
る
東
東
都
品
川
区
西

中
延
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
捜
索
、
客
の

名
簿
押
収
と
と
も
に
二
人
を
逮
捕
一

人
を
指
名
手
配
し
た
。
三
人
は
大
阪

だ
け
で
約
三
O
O
人
、
七
O
O
万
円

以
上
を
売
り
つ
け
て
い
た
。

(
H
M読
売
)
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卵
な
ど
を
オ
ト
リ
に
主
婦
を
集
め



海
外

〔
韓
国
〕

パ
ス
車
掌
さ
ん
抗
戦
の
ω

割
腹
'

料
金
の
着
服
を
疑
わ
れ
、
身
体
検

査
ま
で
さ
れ
た
と
、
割
腹
自
殺
を
は

か
っ
た
李
嬢
(
凶
)
、
病
院
に
淫
ば

れ
、
命
は
と
り
と
め
た
。

乗
客
数
を
示
ナ
計
数
器
と
売
り
上

げ
が
違
っ
て
い
た
の
が
発
端
だ
が
、

一
般
と
学
生
は
料
金
が
違
う
な
ど
、

シ
ス
テ
ム
が
問
題
。

(
1
・
9
朝
日
)

暗
い
，
外
貨
の
支
え
'
の
女

キ
l
セ
ン
観
光
の
日
本
人
、
年
間

約
六
O
万
。
お
と
す
ヵ
、
不
約
二
億
ド

レ。
ベ
ト
ナ
ム
に
兵
士
を
送
っ
て
い
た

頃
得
て
い
た
年
額
は
、
ピ
ー
ク
で
一

億
五
千
万
ド
ル
。
現
在
そ
の
穴
を
埋

め
る
女
の
収
入
は
一
流
会
社
の
給
料

の
十
倍
だ
が
、
料
亭
で
ピ
ン
は
ね
さ

れ
、
家
族
に
ぶ
ら
下
が
ら
れ
る
。

(
-
-
M朝
日
)

ソ
ウ
ル
教
育
委
員
会
の
通
達

女
性
教
員
は
マ
ニ
キ
ュ
ア
、
つ
け

ま
つ
げ
、
す
そ
の
広
い
パ
ン
タ
ロ
ン

等
は
ダ
メ
と
の
お
達
し
。
男
性
教
師

も
高
級
タ
バ
コ
、
長
髪
禁
止
。

(
2
・
日
朝
日
/
毎
日
)

金
大
中
夫
人
を
囲
ん
で
祈
と
う
会

金
大
中
氏
は
東
京
か
ら
ら
致
さ
れ

て
三
年
、
緊
急
措
置
法
違
反
に
問
わ

れ
今
判
決
を
待
つ
身
だ
が
、
留
守
宅

で
は
、
同
事
件
関
係
の
夫
人
た
ち
二

十
数
人
が
集
ま
り
、
祈
り
を
捧
げ

た。

(
8
・
8
朝
日
)

〔
中
国
〕

革
命
に
さ
さ
げ
た
毛
一
家

九
日
死
亡
し
た
毛
主
席
の
一
家
は

広
く
大
衆
に
革
命
精
神
を
植
え
つ
け

た
毛
主
席
に
共
鳴
し
、
協
力
し
た

が
、
最
初
の
夫
人
開
慧
女
史
、
二
人

の
弟
、
義
妹
、
長
男
、
甥
が
命
を
さ

さ
げ
、
「
毛
家
の
六
烈
士
」
と
言
わ

れ
て
い
る
。
江
青
現
夫
人
、
甥
の
遠

新
ら
は
、
遺
志
を
受
け
て
今
後
も
活

動
す
る
だ
ろ
う
。

(
9
-
m朝
日
)

副
委
員
長
に
郵
頴
超
女
史

中
国
の
部
頴
超
・
故
周
思
来
首
相

未
亡
人
{
党
中
央
委
員
)
は
、
第
四

回
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会

第
三
回
会
議
の
席
上
、
翠
主
席
の
提

案
で
、
副
委
員
長
へ
の
昇
格
を
認
め
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ら
れ
た
。

(ロ・
l
朝
日
)

〔
フ
ィ
リ
ピ
ン
〕

日
本
の
司
法
界
は
古
い
の
で
は
・

一
目
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
段
高
裁
判

所
の
女
性
判
事
セ
シ
リ
ア
・

M
-
パ

ル
マ
さ
ん
が
来
日
し
、
記
者
会
見
。

「
日
本
の
最
高
裁
に
女
性
判
事
が
一

人
も
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
」
と
司
法

界
へ
の
女
性
進
出
の
必
要
を
強
調

し
、
女
性
も
も
っ
と
社
会
に
出
て
責

任
を
果
た
す
べ
き
と
述
べ
た
。

(
9
・
2
朝
日
)

〔タイ〕

女
工
哀
史
許
せ
な
い
わ

バ
ン
コ
ク
の
ジ
ー
ン
ズ
工
場
の
女

子
従
業
員
が
、
首
切
り
、
退
職
で
三

か
月
の
問
に
二
O
O
人
が
五
O
人
に

減
っ
た
が
、
株
券
を
つ
く
っ
て
資
金

を
集
め
十
二
月
一
一
一
日
か
ら
自
主
生

産
を
始
め
た
。

市
価
の
半
分
以
下
の
ジ
ー
ン
ズ
は

日
曜
日
ご
と
に
国
立
タ
マ
サ
l
ト
大

学
構
内
で
販
売
、
毎
回
完
売
で
以
前

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
収
入
に
な
っ
た
。

中
国
系
タ
イ
人
の
経
営
者
は
一
人
一

人
に
解
雇
通
知
を
送
っ
て
い
る
が
、

目
下
は
お
手
上
げ
の
状
態
。
{
2
・
9
朝
日
)

村
に
家
族
計
画
浸
透

村
落
を
基
盤
に
し
た
全
国
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
高
い
増
加
率
を
清
実
に
下

げ
て
い
る
。
こ
の
半
年
で
ピ
ル
使
用

者
は
四
万
二
千
人
か
ら
六
万
人
に
。

こ
の
連
動
を
衛
生
知
識
普
及
や
マ
ラ

リ
ア
な
ど
の
予
防
治
療
に
拡
大
す
る

と
い
う
。

(
2
・

m朝
日
)

女
性
の
地
位
向
上
に
一
歩

タ
イ
の
国
会
は
十
三
日
、
民
法
の

一
部
改
正
に
関
す
る
第
一
議
会
を
聞

き
、
圧
倒
的
多
数
で
女
性
の
地
位
を

向
上
さ
せ
る
原
案
を
可
決
し
た
。
タ

イ
で
は
一
夫
多
妻
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
一
方
、
女
性
が
夫
以
外
の
男
性

を
愛
人
に
す
る
と
即
刻
際
婚
さ
れ

る
。
そ
れ
が
こ
ん
ど
の
改
正
案
で

「
夫
が
妥
以
外
の
女
性
と
関
係
し
た

場
合
、
妻
が
夫
以
外
の
男
性
を
持
っ

た
場
合
、
離
婚
の
理
由
と
な
る
」
と

さ
れ
た
。
欧
米
で
教
育
を
う
け
た
現

国
王
の
も
と
で
お
か
し
い
と
さ
れ
だ

し
た
た
め
。

(
8
・
日
朝
日
)

タ
イ
史
上
初
の
女
性
大
臣

ル
l
サ
ッ
ク
・
ソ
ン
パ
ッ
ト
シ
リ

女
史
が
交
通
相
に
就
任
。

政
治
家
、
実
業
家
、
学
者
、
軍

人
な
ど
を
結
ぶ
「
ズ
シ
ツ
ト
叩
」
の

一
員
、
以
前
は
私
営
パ
ス
の
社
長
。

汚
職
が
お
こ
り
や
す
い
交
通
畑
で

大
臣
と
し
て
の
腕
前
が
た
め
さ
れ

る
。
二
女
を
持
つ
五
四
歳
。
(m-
泊
朝
日
)

〔
ベ
ト
ナ
ム
〕
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変
身
め
ざ
し
特
訓
中

サ
イ
ゴ
ン
市
は
元
売
春
婦
を
一
舟
教

育
す
る
た
め
の
学
校
を
設
立
。
文

化
・
政
治
の
聴
講
と
裁
縫
な
ど
の
作

業
、
夜
は
芸
術
活
動
。
生
徒
三
六
O

人
。
陥
落
当
時
三
五
万
人
以
上
い
た

売
春
婦
の
残
り
は
そ
の
後
不
明
。

(
1
・
却
朝
日
)

*
 

サ
イ
ゴ
ン
の
街
の
売
春
婦
の
う
ち

三
O
O
人
以
上
が
い
ま
「
女
性
の
尊

厳
を
回
復
す
る
学
校
」
に
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
全
寮
制
で
厳
し
い
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
も
と
に
「
健
康
で
、
文
化

的
、
か
つ
社
会
主
義
国
家
建
設
に
役

立
つ
女
性
に
再
教
育
す
る
」
目
的
に

沿
っ
た
毎
日
。

(
6
・
7
朝
日
)

女
の
目
で
見
た
w

新
生
ベ
ト
ナ
ム
'

三
0
年
間
の
戦
乱
に
ピ
リ
オ
ド
を

打
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和



因
。
束
京
・
世
間
谷
の
主
婦
・
菅
野

成
子
さ
ん
が
パ
ス
の
旅
で
感
じ
た
ベ

ト
ナ
ム
の
あ
れ
こ
れ
|
|

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
月
給
は
八
0
1

九
O
ド
ン
。
日
本
円
で
約
六
千
円
。

物
価
が
安
い
の
で
、
こ
ん
な
金
額
で

暮
ら
し
て
い
け
る
。
結
婚
し
て
い
る

男
女
の
場
合
、
家
事
は
す
べ
て
五
分

五
分
。
男
性
が
女
性
に
求
め
る
理
想

は
「
や
さ
し
さ
と
健
康
」
。
女
性
の

服
装
は
黒
の
レ
ー
ヨ
ン
風
ズ
ボ
ン
が

主
流
。
と
い
う
の
も
、
交
通
機
関
は

も
っ
ぱ
ら
自
転
車
だ
か
ら
。
そ
の
自

転
車
は
一
台
が
月
給
の
四
、
五
倍
と

い
う
高
さ
。
有
名
な
ア
オ
ザ
イ
は

"
祝
い
着
"
ら
し
い
。

(m-n読
売
)

〔
カ
ン
ボ
ジ
ア
〕

女
性
議
員
一
八
%
占
め
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
民
代
表
議
会
を
選

出
す
る
総
選
挙
の
結
果
誕
生
し
た
新

議
員
二
五
O
人
の
内
訳
は
農
民
代
表

一
五
O
人
、
労
働
者
代
表
五
O
人、

軍
代
表
五
O
人
。
う
ち
女
性
議
員
は

四
五
人
。

(
3
・
泊
朝
日
)

〔
ス
リ
ラ
ン
力
〕

パ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ
首
相
来
日

ス
リ
ラ
ン
カ
の
パ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ

首
相
が
十
二
日
、
首
脳
会
議
で
来
日
。

一
九
五
二
年
の
外
交
関
係
設
立
以

来
、
日
本
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
聞
に
は

政
治
的
懸
案
も
な
く
、
関
係
は
良

好
。
首
脳
会
議
で
は
二
国
聞
の
経
済

協
力
問
題
、
お
よ
び
非
同
盟
諸
国
の

経
済
要
請
に
先
進
民
主
主
義
工
業
国

と
し
て
の
日
本
が
ど
う
応
え
て
い
く

か
が
議
題
に
な
る
。

(
H
-
U読
売
)

〔
イ
ン
ド
〕

人
口
過
剰
に
強
制
措
置

イ
ン
ド
政
府
は
子
ど
も
を
二
人
に

制
限
し
な
い
政
府
職
員
と
首
都
住
民

に
罰
則
案
を
公
表
。
不
妊
手
術
夫
婦

に
は
無
料
診
療
や
政
府
職
員
採
用
の

便
宜
を
与
え
、
三
人
以
上
の
子
持
ち

に
水
道
、
教
育
や
住
宅
融
資
を
停

止。

(
2
・
U
信
毎
)

ま
だ
残
る
「
持
参
金
」

法
的
に
は
六
一
年
に
禁
止
さ
れ
て

い
る
が
、
一
流
の
行
政
官
庁
に
勤
め

て
い
る
花
婿
な
ら
一
万
ド
ル
以
上
、

低
所
得
者
層
の
場
合
は
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
・
ラ
ジ
オ
、
ス
ク
ー
タ
ー
、
ミ
シ

ン
な
ど
が
必
要
。
こ
の
父
親
泣
か

せ
、
花
嫁
泣
か
せ
の
習
慣
、
青
年
会

議
が
廃
止
の
運
動
を
す
す
め
て
は
い

る
が
:
:
:
。

(
4
・
日
朝
日
)

女
性
専
用
車
に
パ
ス
・
ホ
ス
テ
ス

ダ
ー
ク
グ
リ
ー
ン
の
サ
リ
ー
を
着

て
、
銀
行
の
出
納
窓
口
の
よ
う
な
コ

ー
ナ
ー
に
座
っ
て
、
小
さ
な
窓
か
ら

硬
貨
と
引
き
換
え
に
切
符
を
渡
す
。

デ
リ
l
運
輸
公
社
が
サ
ー
ビ
ス
改

善
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
つ
て
の

こ
と
だ
が
、
一
般
パ
ス
に
は
乗
務
し

な
い
と
あ
っ
て
、
男
性
乗
客
か
ら
は

ち
ょ
っ
ぴ
り
期
待
は
ず
れ
と
い
う
戸

も。

(
7
-
m朝
日
}

〔
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
〕

や
さ
し
く
な
っ
た
離
鱈
手
続
き

新
し
い
離
婚
法
が
実
施
さ
れ
る
や

い
な
や
、
問
い
合
わ
せ
、
申
請
が
殺

到
し
、
家
裁
前
に
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
。
従
来
は
裁
判
で
四
、
五
年
か
か

っ
て
い
た
の
が
、
今
度
は
養
育
す
る

子
ど
も
が
な
い
場
合
は
一
目
、
子
ど

も
が
あ
る
場
合
で
も
十
日
以
内
に
縮

ま
っ
た
。
離
婚
理
由
も
、
一
年
間
別

居
し
て
い
る
事
実
の
証
明
だ
け
で
よ

い。

(
l
・
ロ
朝
日
)

〔
ト
ル
コ
〕

少
な
く
産
み
健
康
に

ト
ル
コ
人
の
平
均
寿
命
は
男
五
六
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歳
、
女
五
八
歳
で
三
O
年
前
よ
り
二

歳
ず
つ
延
長
。
乳
児
死
亡
率
が
減

り
、
産
児
制
限
の
関
心
が
高
ま
り
出

産
率
も
下
が
っ
た
。
希
望
の
子
ど
も

数
は
五
年
前
は
平
均
三
・
二
四
だ
っ

た
が
今
回
の
調
査
で
は
二
・
六
一

に。

{
2
・
5
朝
日
)

〔
パ
レ
ス
チ
ナ
〕

総
選
挙
を
機
に
女
権
描
張
を

ヨ
ル
ダ
ン
西
岸
の
女
性
有
権
者
が

初
の
参
政
権
を
行
使
。
女
性
候
補
も

四
人
、
投
票
所
で
「
パ
レ
ス
チ
ナ
女

性
も
立
ち
上
が
ろ
う
」
と
女
権
拡
張

を
訴
え
た
が
、
た
い
て
い
の
女
性
は

夫
の
指
示
で
投
票
。

(
4
-
M朝
日
)

キ
ブ
ツ
に
あ
き
ら
め
と
幻
滅
の
母

衣
食
住
の
ほ
か
教
育
、
育
児
、
厚

生
面
も
共
同
特
理
す
る
キ
ブ
ツ
社
会

の
男
女
平
等
思
想
が
昔
話
に
な
り
つ

つ
あ
る
。

二
年
前
設
立
さ
れ
た
キ
プ
ツ
・
ハ

レ
ル
で
も
、
男
女
共
に
外
で
農
耕
、

牧
畜
、
収
穫
を
し
た
が
、
台
所
や
洗

た
く
な
ど
仕
事
を
手
伝
う
男
は
め
っ

た
に
な
く
、
農
業
、
工
業
生
産
は
社

会
的
評
価
の
高
い
w
男
の
仕
事
"
と

み
な
さ
れ
、
性
別
役
割
分
業
は
む
し

ろ
促
進
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

(
5
・
2
朝
日
)

〔
シ
リ
ア
〕

シ
リ
ア
に
女
性
閣
僚
誕
生

ア
ブ
デ
ル
・
ラ
l
マ
ン
・
フ
レ
イ

フ
ア
ウ
イ
将
軍
を
首
班
と
す
る
新
内

閣
の
文
化
・
国
民
指
導
相
に
、
ナ
ジ

ャ
・
ア
タ
ル
夫
人
が
初
の
女
性
閣
僚

と
し
て
入
問
。

(
8
・
8
朝
日
)

〔
エ
ジ
プ
ト
〕

フ
ァ
ー
ス
ト
・
レ
デ
ィ
は
大
学
生

サ
ダ
ト
大
統
領
夫
人
、
ジ
ハ
ン
さ

ん
(
必
)
が
二
五
日
か
ら
一
週
間
訪

日
す
る
。
元
首
夫
人
と
し
て
は
、
彼

女
ほ
ど
ひ
ん
ぱ
ん
に
公
式
の
席
に
姿

を
見
せ
る
女
性
は
珍
し
い
。
特
に
ア

ラ
ブ
世
界
に
お
い
て
は
。
七
三
年
の

十
月
戦
争
の
際
は
「
エ
ジ
プ
ト
軍
の

全
負
傷
兵
を
見
舞
っ
た
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。
夫
人
は
カ
イ
ロ
大
学
で
ア

ラ
ビ
ア
文
学
を
学
ぶ
学
生
と
し
て
も

知
ら
れ
る
。
四
O
歳
で
通
学
を
始
め

た
彼
女
の
口
ぐ
せ
は
「
国
の
最
も
貴

重
な
資
産
は
読
み
書
き
の
で
き
る
国

民
」
だ
と
い
う
。

(
m
-
M読
売
)

〔
ケ
ニ
ア
〕

女
性
の
敵
シ
ュ
ガ
ー
-
ダ
デ
イ

ケ
ニ
ア
で
は
洋
服
や
お
金
を
与
え

結
婚
の
口
約
束
で
だ
ま
す
男
性
が
増

え
、
女
高
生
の
妊
娠
退
学
な
ど
が
増

加
。
「
親
や
教
師
は
生
徒
が
物
質
的

誘
惑
に
負
け
ず
、
在
学
中
セ
ッ
ク
ス

を
せ
ぬ
よ
う
注
意
せ
よ
」
と
の
警
告

が
発
せ
ら
れ
た
。

(
2
・
2
朝
日
)

上
役
と
の
デ
l
ト
応
じ
る
必
要
な
し
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ア
フ
リ
カ
諸
国
の
労
働
担
当
職
員

を
対
象
に
し
た
I
L
O
主
催
セ
ミ
ナ

ー
で
、
ケ
ニ
ア
婦
人
代
表
の
キ
ア
ノ

さ
ん
は
「
男
女
不
平
等
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
は
す
ぐ
廃
止
す
べ
き
だ
。
上
役

と
つ
き
あ
う
事
は
労
働
条
件
に
入
っ

て
い
な
い
。
:
:
:
女
性
が
引
っ
込
ん

で
い
る
国
は
決
し
て
進
歩
し
な
い
」

と
演
説
。

(
3
・
日
朝
日
)

強
く
な
っ
た
女
性
に
困
惑

ル
オ
族
同
盟
会
事
務
長
補
の
マ
ガ

ク
氏
は
「
頭
で
っ
か
ち
に
な
っ
た
主

婦
た
ち
を
た
た
く
権
利
を
夫
た
ち
に

与
え
よ
!
」
と
、
ケ
ニ
ア
の
婦
人
会

に
訴
え
た
。

さ
さ
い
な
家
庭
内
の
も
め
ご
と
も

次
々
に
法
廷
の
問
題
に
す
る
女
性
た

ち
を
、
マ
ガ
ク
氏
、
嘆
く
こ
と
し
き

り。

(
4
-
m朝
日
}



〔
タ
ン
ザ
ニ
ア
〕

女
性
よ
、
助
け
合
え

タ
ン
ガ
ニ

l
カ
連
合
婦
人
会
長
は

婦
人
週
間
大
会
で
、
長
年
続
い
た
女

同
士
の
闘
争
を
す
ぐ
捨
で
な
け
れ
ば

地
位
向
上
と
国
家
の
発
展
は
望
め
な

い
と
弁
じ
た
。

(
-
-
U朝
日
)

初
の
女
性
大
臣
が
二
人

タ
ン
ザ
ニ
ア
大
統
領
は
、
法
務
大

臣
、
都
市
開
発
大
臣
に
女
性
を
任

命
。
ま
た
女
性
州
知
事
も
初
め
て
誕

生
。
こ
の
国
で
は
ミ
ズ
ど
こ
ろ
か
ン

ド
ウ
グ
(
兄
弟
と
か
同
志
の
意
の

語
}
を
使
用
。

(
2
・
2
朝
日
}

女
性
篠
謹
の
法
案
を

女
性
の
七
割
が
農
業
に
従
事
す
る

こ
の
国
で
は
、

I
L
O基
準
の
思
恵

に
浴
す
る
の
は
少
数
、
別
の
法
案
が

必
要
と
政
府
や
婦
人
会
が
努
力
中
。

現
在
女
性
は
農
業
組
合
の
登
録
権
・

農
産
物
の
収
入
の
所
有
権
・
土
地
所

有
権
が
な
い
。
参
政
権
・
産
休
は
あ

る
が
、
未
婚
の
母
に
は
有
給
の
産
休

な
し
。

(
2
・
9
朝
日
)

売
春
は
男
性
に
責
任

政
府
は
売
春
を
な
く
す
努
力
を
重

ね
て
い
る
が
女
性
の
職
場
が
少
な

く
、
大
都
市
に
集
ま
る
女
性
は
こ
の

方
向
に
走
り
が
ち
。
新
聞
の
投
書
欄

に
は
「
悪
い
の
は
男
性
。
快
楽
の
た

め
大
金
を
払
い
、
病
気
を
う
つ
さ
れ

て
も
自
業
自
得
。
最
良
の
方
法
は
彼

女
ら
の
商
売
に
の
ら
ぬ
こ
と
。
失
業

す
れ
ば
故
郷
に
帰
る
」
と
男
性
の
前

向
き
な
意
見
も
。

(
4
-
m朝
日
)

〔
マ
ラ
ウ
イ
〕

妊
婦
用
粉
ミ
ル
ク
ま
で
夫
が
!

中
央
ア
フ
リ
カ
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国

の
寒
村
の
女
性
は
十
四
、
五
歳
で
結

婚
、
ほ
と
ん
ど
が
極
度
の
貧
血
状
態

で
出
産
、
死
亡
も
多
い
。
食
事
は
男

が
先
で
、
栄
養
源
を
独
占
す
る
の
で

貧
血
が
少
な
い
が
、
出
産
用
の
献
血

も
「
女
の
役
目
に
協
力
は
不
要
」
と

拒
否
。
一
夫
多
妻
で
労
働
は
女
性
。

男
は
そ
ば
で
プ
ラ
プ
ラ
す
る
か
、
か

け
ご
と
に
熱
中
。

{
I
-
U読
売
)

〔
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
〕

母
親
は
働
い
た
ほ
う
が
よ
い

長
時
間
保
育
所
に
預
け
ら
れ
る
子

が
多
く
、
愛
情
不
足
病
に
か
か
っ
て

い
る
が
、
母
親
不
在
が
原
因
で
は
な

い
。
働
く
親
は
仕
事
の
な
い
時
は
一

緒
に
い
る
努
力
を
し
、
博
物
館
、
展

覧
会
等
に
も
よ
く
連
れ
て
い
き
視
野

も
広
く
積
極
的
。
現
代
社
会
構
造
で

は
家
に
い
る
親
の
マ
ン
ネ
リ
型
よ
り

複
数
の
し
つ
け
が
の
ぞ
ま
し
い
ー
ー

と
新
聞
の
子
ど
も
特
集
。(--m朝
日
)

十
三
歳
の
少
女
に
ピ
ル

一
校
医
が
、
生
活
と
性
教
育
の
討

論
会
で
、
法
的
に
性
交
禁
止
年
齢
で

も
、
妊
娠
の
危
険
が
あ
れ
ば
法
に
反

し
て
も
ピ
ル
を
与
え
る
と
発
言
、
論

議
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
。
(
2
・
9
朝
日
)

十
四
歳
で
も
認
め
ま
す

政
府
は
セ
ッ
ク
ス
の
年
齢
制
限
を

十
五
歳
か
ら
十
四
歳
に
下
げ
る
勧
告

を
ま
と
め
た
。
近
親
相
姦
の
罰
則
、

同
性
愛
の
差
別
待
遇
な
ど
の
廃
止
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
思
春
期
が
早

ま
っ
た
こ
と
、
最
近
セ
ッ
ク
ス
観
が

ま
す
ま
す
自
由
で
寛
容
に
な
っ
た
こ

と
を
背
景
と
す
る
提
案
。(2
・
日
朝
日
)

安
息
年
の
利
用
急
措

仕
事
や
勉
学
に
疲
れ
一
時
期
の
ん

び
り
気
ま
ま
に
暮
ら
し
た
い
時
や
外
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国
旅
行
の
た
め
に
ふ
つ
う
最
高
二
年

ま
で
無
給
休
限
が
認
め
ら
れ
る
が
利

用
者
は
少
数
だ
っ
た
。

時
代
は
変
わ
り
最
近
急
増
。
あ
る
モ

l
レ
ツ
社
長
も
半
年
休
暇
を
と
り
、

社
会
か
ら
の
孤
立
に
悩
ん
で
い
た
委

は
夫
が
家
事
育
児
を
や
る
半
年
問
、

将
来
に
そ
な
え
て
成
人
学
校
に
通
い

「
子
ど
も
に
男
女
の
役
割
分
担
が
固

定
し
た
も
の
で
な
い
と
証
明
で
き
て

う
れ
し
い
」
と
語
る
。
(
4
・
日
朝
日
)

新
内
閣
に
女
性
が
五
人

九
月
の
総
選
挙
で
社
民
党
が
敗
北

し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
、
八
日
、
中

央
・
白
白
・
穏
健
の
反
社
会
主
義
三

党
連
立
の
フ
エ
ル
デ
イ
ン
内
閣
が
成

立。
外
相
に
カ
リ
ン
・
ソ
l
デ
ル
中
央

党
副
党
首
が
、
こ
の
国
で
初
め
て
の

女
性
外
相
と
し
て
就
任
し
た
。

二
O
閣
僚
の
う
ち
女
性
は
五
人
と

い
う
の
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
初

め
て
の
こ
と
。

(
m
-
9
読

売

/

u
-
-朝
日
)

結
鏑
と
女
の
自
立

婦
人
の
自
立
に
よ
っ
て
女
が
家
に

い
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
社
会
の
理
念
に
合
わ
な
く
な
っ

た
。
結
婚
を
離
れ
た
男
女
の
共
同
生

活
を
可
能
に
し
た
の
は
、
女
性
の
経

済
的
自
立
と
労
働
参
加
を
制
度
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
国
策
で
あ
ろ

う

。

(

ロ

-
U毎
日
)

〔
ノ
ル
ウ
ェ
ー
〕

二
女
性
に
民
間
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
民
は
流
血
の
北
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
で
暴
力
の
脅
迫
に
も
屈

せ
ず
「
平
和
の
た
め
の
女
性
行
進
」

を
組
織
さ
せ
た
二
女
性
に
一
億
円
を

贈
っ
て
讃
え
た
。
(
ロ
・

2
読
売
)

*
 

こ
れ
は
、
こ
の
二
婦
人
が
ノ
l
べ

ル
平
和
賞
候
補
に
入
っ
て
い
な
い
こ

と
を
知
っ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
一
新
聞

が
よ
び
か
け
、
約
三
O
の
新
聞
の
共

鳴
の
も
と
に
十
万
人
の
民
間
人
が
拠

金
し
た
も
の
。
(
ロ
・

2
朝
日
)

〔
ベ
ル
ギ
ー
〕

女
だ
け
で
男
を
裁
く
国
際
法
廷

主
婦
の
無
報
酬
労
働
か
ら
婦
女
暴

行
ま
で
女
性
に
対
す
る
犯
罪
を
告
発

す
る
法
廷
が
三
月
か
ら
ブ
リ
ユ
ツ
セ

ル
で
聞
か
れ
る
。
二
七
か
国
、
八
O

O
人
が
五
日
間
参
加
の
予
定
。

{
3
・
l
信
毎
)

*
 

同
法
廷
の
主
催
は
ア
メ
リ
カ
の
社

会
学
者
ダ
イ
ア
ナ
・
ラ
ッ
セ
ル
さ
ん

の
呼
び
か
け
で
で
き
た

I
・
T
-

C・

A
-
w。
抽
象
的
論
議
よ
り
も

女
た
ち
の
証
言
を
重
視
す
る
。

(
3
・
4
毎
日
)

*
 

0
か
国
の
代
表
が
プ
リ
ユ
ツ
セ

ル
に
集
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
「
女
性
に

対
す
る
罪
」
を
告
発
、
五
日
間
討
議

し
た
。
日
本
代
表
は
売
春
を
暴
露
。

デ
ン
マ
ー
ク
代
表
は
ポ
ル
ノ
産
業
に

支
援
を
与
え
る
政
府
を
告
発
す
る
と

語
っ
て
拍
手
を
浴
び
た
。(3
・

m朝
日
)
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*
 

「
国
際
婦
人
法
廷
」
に
参
加
し
た
神

戸
市
の
女
性
問
題
研
究
者
、
伊
地
知

俊
子
さ
ん
の
感
想
は
|
|

ア
ラ
ブ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
女
性
が

同
席
し
「
男
性
が
ふ
り
か
ざ
す
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
女
性
は
同
調
し
て
は

い
け
な
い
」
と
女
の
連
帯
を
強
調
。

レ
ズ
、
未
婚
の
母
な
ど
、
個
人
の

内
面
的
な
問
題
な
の
に
、
社
会
が
抑

圧
す
る
の
は
許
せ
な
い
、
と
い
う
雰

閤
気
。
経
済
力
が
な
い
た
め
に
暴
力

を
ふ
る
う
夫
と
離
婚
で
き
な
い
、
と

い
う
ス
イ
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
の
女
性
の

話
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
女
性
で
あ
る

が
ゆ
え
に
受
け
る
差
別
等
々
。

「
自
己
主
張
の
激
し
い
欧
米
の
女

性
に
比
べ
る
と
、
日
本
女
性
は
お
と



な
し
い
も
の
で
す
ね
」
。(
3
・
U
朝
日

〔
オ
ラ
ン
ダ
〕

女
王
退
位
の
可
能
性
も

オ
ラ
ン
ダ
の
ユ
リ
ア
ナ
女
王
の
夫

ベ
ル
ハ
ン
ト
殿
下
の
、
ロ
ッ
キ
ー
ド

を
め
ぐ
る
疑
惑
に
関
す
る
調
査
報
告

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
て
い
る
が
、
殿

下
の
名
誉
が
傷
つ
く
場
合
は
女
王
の

退
位
も
あ
り
得
る
と
み
ら
れ
て
い

る。

(
8
-
M朝
日
)

〔
西
ド
イ
ツ
〕

根
強
い
亭
主
関
白
?

西
ド
イ
ツ
の
家
庭
で
は
夫
が
テ
レ

ビ
番
組
を
独
占
、
妻
は
台
所
と
い
う

ケ
l
ス
が
多
い
が
、
こ
の
と
こ
ろ
変

わ
り
つ
つ
あ
り
w
教
養
高
い
"
夫
は

家
事
を
す
る
度
合
い
も
高
く
、
妻
の

就
職
を
認
め
る
男
性
は
六
四
年
二

五
%
、
今
回
の
調
査
で
は
五
八
%

に。

(
2
・
却
毎
日
)

ピ
ル
と
リ
ブ
で
人
口
減

昨
年
五
O
万
人
の
人
口
減
。
原
因

は
①
勤
労
女
性
増
加
①
就
学
期
間
増

大
①
将
来
へ
の
政
治
、
経
済
的
配
慮

④
女
性
解
放
①
ピ
ル
の
一
般
化
な

ど
。
一
家
庭
平
均
子
供
一
・
五
人
。

(
2
・

n毎
日
)

働
く
女
性
に
，
苦
情
算
制
度

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
議
長
レ
ン
ガ
l

女
史
は
「
賃
金
差
別
を
受
け
た
ら
私

あ
て
に
手
紙
を
」
と
呼
び
か
け
た
。

実
態
を
具
体
的
に
と
ら
え
、
討
議
の

生
の
資
料
に
使
う
が
名
は
公
表
し
な

い。

(
3
・
日
朝
日
)

「
女
性
の
地
位
」
に
意
欲

ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟

(
O
B
G
H

組
合
員
数
七
五
O
万
)
は
、
労
働
人

口
の
三
五
%
は
女
性
だ
が
保
育
所
は

必
要
数
の
六
五
%
だ
と
強
力
な
培
設

要
求
を
政
府
に
運
動
中
。
幼
児
を
抱

え
仕
事
を
離
れ
て
い
る
母
親
に
は
職

場
復
帰
用
勉
強
プ
ロ
グ
ラ
ム
計
画

中
。
子
ど
も
を
性
で
区
別
し
て
教
育

す
る
母
親
意
識
に
対
し
猛
烈
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
ね
ば
り
強
く
実
施
す
る
の

が
こ
れ
か
ら
の
計
画
。(
6
・
4
読
売
)

繁
盛
す
る
西
独
の
駆
け
込
み
寺

西
独
で
は
夫
に
虐
待
さ
れ
て
い
る

妥
が
意
外
に
多
い
。
離
婚
の
場
合
莫

大
な
慰
謝
料
や
子
ど
も
の
養
育
費
を

支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
、
離
婚

に
同
意
し
な
い
夫
が
多
い
こ
と
な
ど

が
原
因
。
こ
う
し
た
妥
の
た
め
女
性
運
動
グ

ル
ー
プ
が
郊
外
の
屋
敷
を
改
造
「
ベ

ル
リ
ン
女
性
の
家
」
を
つ
く
っ
た
。

(ロ

-m朝
日
)

〔
ス
ペ
イ
ン
〕

自
由
を
求
め
て
女
の
デ
モ

カ
ト
リ
ッ
ク
の
古
い
伝
統
と
ブ
ラ

ン
コ
の
独
裁
が
相
乗
し
て
い
ま
だ
に

女
性
に
不
利
な
n

姦
通
罪
"
の
あ
る

ス
ペ
イ
ン
で
は
、
女
性
が
発
言
し
路

上
に
出
て
デ
モ
を
や
る
こ
と
自
体

が
n

革
命
"
も
の
。
姦
通
罪
の
廃

止
、
産
児
制
限
と
人
工
中
絶
の
自
由

化
、
離
婚
の
自
由
を
求
め
て
、
女
た

ち
は
立
ち
上
が
っ
た
。(
ロ
・
お
毎
日
)

〔
フ
ラ
ン
ス
〕

夫
婦
永
続
き
の
条
件

二
千
組
の
若
夫
婦
を
対
象
に
し
た

結
婚
生
活
が
永
続
き
す
る
条
件
の
調

査
で
第
一
位
は
セ
ッ
ク
ス
商
の
一

致
。
男
女
そ
れ
ぞ
れ
七
二
%
、
七

一
%
で
、
二
位
の
子
ど
も
、
三
位
の

精
神
面
を
大
き
く
引
き
離
し
た
。
結
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婚
は
現
在
で
は
二
人
の
男
女
の
個
人

の
愛
情
を
公
に
認
め
さ
せ
る
た
め
の

も
の
と
な
っ
て
い
て
婚
前
交
渉
は
当

然
の
こ
と
。
結
婚
前
同
援
の
経
験
者

は
一
五
%
(
パ
リ
で
は
三
O
M
W
)
。

(
3
・
日
朝
日
)

グ
ル
ー
プ
活
動
は
音
手
?

ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
大
統
領
は

一
年
半
前
婦
人
問
題
担
当
省
を
新
設

し
た
が
、
い
ま
だ
に
目
立
っ
た
活
躍

や
具
体
的
な
問
題
処
理
に
成
功
し
て

い
な
い
。
パ
リ
に
は
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー

ル
女
史
が
率
い
る
〈
婦
権
同
盟
〉
な

ど
活
発
な
組
織
は
あ
る
が
、
全
国
的

に
草
の
根
運
動
を
展
開
で
き
る
よ
う

な
も
の
は
存
在
し
な
い
。(4
・
5
朝
日
)

さ
め
た
中
学
生
の
目

「
三
五
歳
に
な
っ
た
時
」
と
い
う

作
文
に
み
る
パ
リ
の
十
三
歳
の
中
学

生
た
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
|
|
女
子
の

最
大
関
心
事
は
結
婚
と
子
ど
も
。
独

身
で
自
由
に
暮
ら
す
の
は
例
外
で
リ

プ
の
浸
透
な
し
。
男
子
は
結
婚
し
子

ど
も
が
い
て
、
銀
行
か
一
流
会
社
に

勤
め
、
家
を
も
ち
、
株
の
売
買
や
時

に
は
競
馬
に
、
と
。

(
4
-
U朝
日
)

パ
リ
大
学
初
の
女
性
学
長

E
・
ア
ー
ル
ベ
イ
エ
ル
博
士
が
七

百
年
の
伝
統
と
歴
史
を
も
っ
パ
リ
大

学
初
の
女
性
学
長
に
。
現
在
こ
の
大

学
の
女
性
正
教
授
は
六
人
だ
が
、
そ

の
第
一
号
で
、
六
七
年
に
学
部
長
、

七
O
年
副
学
長
。
「
と
て
も
幸
せ
だ

か
ら
こ
そ
仕
事
に
集
中
で
き
る
」
と

語
る
。
ピ
ザ
ン
チ
ン
文
明
の
権
威
で

六
O
の
論
文
が
あ
る
。
(
6
・
日
朝
日
)

幼
稚
園
に
男
の
先
生

女
性
の
先
生
は
五
万
五
千
人
、
男

性
は
一
五
O
人
。
そ
の
一
人
ポ
l
ド

ン
氏
(
却
)
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら

小
学
校
の
先
生
に
な
り
、
そ
の
後
幼

稚
園
に
移
っ
た
人
。
子
ど
も
や
父
母

か
ら
は
好
評
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
社
会

的
抵
抗
は
強
い
。
{
ロ
・

6
朝
日
}

〔
イ
タ
リ
ア
〕

中
絶
合
法
化
で
男
女
が
対
立

中
絶
問
題
が
政
府
を
ゆ
る
が
す
大

問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
中
絶
合
法

化
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
国
民
の

五
二
一
%
が
賛
成
、
三
六
%
が
反
対
。

男
女
別
で
は
、
女
性
五
四
%
が
合
法

化
反
対
、
男
性
六
O
%
が
賛
成
と
大

き
な
違
い
。
最
終
的
に
は
国
民
投
票

で
決
定
す
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主

党
政
権
の
死
活
に
ま
で
発
展
し
そ

う。

(
3
・
6
朝
日
)

中
絶
緩
和
法
に
後
退
修
正
案

昨
年
末
の
委
員
会
審
議
で
は
「
経

済
・
社
会
・
家
庭
的
事
情
の
あ
る
場

合
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
医
師
が
中

絶
を
認
め
る
」
こ
と
で
フ
ァ
シ
ス
ト

政
党
「
イ
タ
リ
ア
社
会
運
動
」
以
外

の
各
党
は
原
則
的
に
一
致
し
た
。
し

か
し
、
一
日
可
決
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト

教
民
主
党
の
修
正
案
は
「
母
体
に
生

命
の
危
険
が
あ
る
と
医
師
が
認
め
た

場
合
か
、
乱
暴
さ
れ
て
妊
娠
し
た
場

合
に
限
る
」
で
、
他
党
が
基
本
的
条

件
と
し
て
い
た
「
本
人
の
意
志
」
を

無
視
す
る
も
の
。
こ
の
抜
き
打
ち
可

決
で
、
イ
タ
リ
ア
政
局
は
に
わ
か
に

緊
迫
し
て
き
た
。

(
4
・
3
朝
日
)
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中
絶
に
禁
固
二
年

七
日
、
シ
チ
リ
ア
の
地
裁
は
妊
娠

中
絶
を
受
け
た
女
性
(
中
絶
当
時
一

八
歳
・
三
児
の
母
}
と
手
術
し
た
助

産
婦
に
有
罪
判
決
を
下
し
た
。

ヤ
ミ
中
絶
は
年
間
約
一
二
O
万

件
。
こ
の
手
術
で
毎
年
一
万
二
千
人

が
死
ぬ
と
か
。
一
九
三
O
年
ム
ソ
リ

l
ニ
が
制
定
し
た
刑
法
が
今
も
有
効

の
た
め
だ
が
、
法
改
正
や
国
民
投
票

が
政
党
の
思
惑
で
進
ま
ず
、
多
く
の



女
性
が
ム
ソ
リ
l
ニ
刑
法
に
お
び
え

な
が
ら
、
ひ
そ
か
に
医
師
の
門
を
た

た
く
:
:
:
。

(
4
・
2
朝
日
)

イ
タ
リ
ア
初
の
女
性
閣
僚
登
燭

イ
タ
リ
ア
で
は
第
三
次
ア
ン
ド
レ

オ
ツ
チ
内
閣
に
史
上
初
め
て
の
女
性

閣
僚
が
労
働
相
と
し
て
登
湯
し
た
。

新
労
相
の
善
意
を
期
待
し
て
ス
ト
中

止
を
決
め
る
な
ど
、
人
気
は
高
い
。

チ
ナ
・
ア
ン
セ
ル
ミ
さ
ん
(
必
)

は
二
ハ
歳
の
時
、
修
道
院
の
女
子
高

を
飛
び
出
し
て
反
ナ
チ
の
パ
ル
チ
ザ

ン
組
織
に
身
を
投
じ
た
人
。

(
8
・
8
朝
日
)

〔
イ
ギ
リ
ス
〕

リ
ブ
が
作
っ
た
新
し
い
幼
稚
園

ロ
ン
ド
ン
の
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
で
は
n
育

児
は
女
"
の
概
念
を
保
父
が
実
践
で

打
破
。
全
体
が
一
つ
の
家
で
、
食
事

や
お
や
つ
作
り
に
子
ど
も
も
参
加
、

料
理
の
と
り
わ
け
、
後
片
づ
け
も
各

自
。
両
親
も
当
番
で
炊
事
洗
た
く
、

運
営
に
も
参
加
。
区
役
所
の
補
助
金

で
開
園
来
三
年
、
異
端
な
も
の
に
余

裕
の
あ
る
ロ
ン
ド
ン
だ
が
今
後
の
問

題
点
も
多
い
。
{
作
間
由
美
子
)

(
1
・ロ
l
m毎
日
)

ク
リ
ス
テ
ィ
l
女
史
死
去

推
理
作
家
、
劇
作
家
の
ア
ガ
サ
・

ク
リ
ス
テ
ィ

l
女
史
が
十
二
日
死

去
。
八
五
歳
。
デ
l
ム
の
称
号
を
贈

ら
れ
て
い
た
。

(
1
・
U
信
毎
)

紙
の
ピ
ル
は
い
か
が

紙
に
薬
を
浸
し
た
ピ
ル
が
近
く
英

国
で
発
売
、
一
部
輸
出
さ
れ
る
o
w
紙

ピ
ル
"
は
も
と
は
中
国
で
開
発
さ

れ
、
従
来
の
ピ
ル
よ
り
安
価
。
切
手

大
で
、
口
に
合
め
ば
よ
い
。
主
に
発

展
途
上
国
に
輸
出
の
予
定
。
(
1
-
m信
毎
)

ア
ル
中
は
リ
ブ
の
せ
い
?

過
去
三
年
間
に
女
性
ア
ル
中
患
者

が
倍
近
く
増
え
、
十
五
万
人
に
達
し

た
。
リ
ブ
の
影
響
で
、
主
婦
が
パ
プ

(
居
酒
屋
)
に
入
り
や
す
く
、
ス
ー

パ
ー
で
酒
ビ
ン
を
買
い
や
す
く
な
っ

た
、
家
庭
内
の
緊
張
、
な
ど
が
原

因
、
と
援
護
団
体
が
分
析
。

(
1
・
却
朝
日
)

性
差
別
禁
止
法
発
効
一
か
月

美
術
取
引
所
に
二
三
O
年
前
に
始

ま
っ
て
以
来
初
の
女
性
競
売
人
が
誕

生
す
る
一
方
、
「
求
む
女
助
手
」
的

な
、
男
あ
る
い
は
女
に
限
定
し
た
広

告
は
違
法
で
バ
ッ
タ
リ
。
職
員
四
O

O
名
の
機
会
均
等
委
員
会
に
は
す
で

に
一
万
件
を
越
す
訴
え
。(l
・
引
毎
日
)

本

性
差
別
禁
止
法
に
よ
る
と
既
婚
未

婚
の
区
別
か
ら
、
教
科
書
の
父
母
の

役
割
分
担
も
違
法
。

雇
用
差
別
の
罰
金
は
最
高
三
二

O

万
ポ
ン
ド
余
。
同
一
賃
金
法
は
賃
金

差
別
は
も
と
よ
り
、
昇
進
差
別
も
厳

禁
。
「
機
会
均
等
に
関
す
る
使
用
者

へ
の
ガ
イ
ド
」
も
大
量
配
布
さ
れ

た

l
・
引
毎
日
}

C
M
の
性
差
別
、
や
り
玉
に

機
会
均
等
評
議
会
は
「
許
さ
れ
な

い
C
M」
と
し
て
女
性
が
家
事
に
い

そ
し
む
姿
を
あ
げ
た
。
洗
剤
広
告
四

回
の
う
ち
、
女
性
の
台
所
姿
を
二
度

出
し
た
ら
男
性
も
同
じ
姿
で
二
度
出

す
こ
と
。
男
性
が
パ
ト
ロ
ン
的
ま
な

ざ
し
で
女
性
を
見
る
場
面
も
だ
め
。

(
2
・

m朝
日
)

英
で
も
五
つ
子

一
一
一
一
一
日
ロ
ン
ド
ン
で
男
三
人
、
女

二
人
の
五
つ
子
が
誕
生
。
体
重
は
約

八
八
O

|
一
三
六
0
グ
ラ
ム
で
滑
王

切
聞
に
よ
る
出
産
。
母
子
と
も
に
経
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過
良
好
。

2
-
M信
毎

暴
力
亭
主
の
妻
よ
、
柔
道
を
!

夫
の
暴
力
に
泣
く
あ
る
妻
に
柔
道

ク
ラ
ブ
の
参
加
を
説
得
。
レ
ッ
ス
ン

を
始
め
て
半
年
後
「
酔
つ
て
な
ぐ
り

か
け
た
夫
を
校
げ
と
ば
し
て
以
来
暴

力
を
ふ
る
わ
な
い
」
と
あ
る
医
師
が

医
学
誌
に
報
告
、
こ
う
し
た
妥
へ
柔

道
の
修
学
を
提
案
し
て
い
る
。

(
4
・
日
朝
日
)

男
性
も
母
の
会
へ

英
国
国
教
聖
公
会
の
マ
ザ
l
ス・

ユ
ニ
オ
ン
と
い
え
ば
淑
徳
女
性
の
代

名
調
だ
っ
た
が
、
性
業
別
禁
止
法
発

効
の
影
響
で
離
婚
者
、
別
居
者
、
未

婚
の
母
、
さ
ら
に
母
に
は
な
り
え
な

い
男
性
を
も
正
会
員
と
し
て
認
め
る

と
発
表
。

(
4
-
m朝
日
)

〔
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
〕

女
性
が
テ
ロ
反
対
運
動

警
備
中
の
英
国
軍
に
撃
た
れ
た
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
軍
の
指
導
者
が
暴

走
、
歩
道
に
い
た
三
人
の
子
ど
も
を

死
な
せ
た
事
件
に
触
発
さ
れ
、
女
た

ち
で
流
血
を
止
め
さ
せ
よ
う
と
立
ち

上
が
り
、
テ
ロ
反
対
の
デ
モ
へ
と
発

展
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
二
一
日
の
デ
モ
に
は

女
性
た
ち
二
万
人
が
集
ま
り
、
殺
し

合
い
を
や
め
よ
と
口
々
に
訴
え
た
。

(
8
-
n朝
日
)

〔
オ
ー
ス
ト
リ
ア
〕

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
女
性
の
地
位

オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の
歴
史
学
者

ミ
リ
ア
ム
・
デ
イ
ク
ソ
ン
は
『
真
の

マ
チ
ル
ダ
』
で
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

男
性
は
女
性
を
真
に
愛
さ
ず
相
互
理

解
に
も
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
」
と
告
発

し
た
。著
者
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
常
に

女
性
は
劣
っ
た
存
在
と
し
て
扱
わ

れ
、
基
本
的
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
、
女

性
議
員
が
二
人
し
か
い
な
い
、
女
性

の
最
低
賃
金
が
保
障
さ
れ
た
の
は
つ

い
二
年
前
の
こ
と
だ
と
の
べ
て
い

る。

(
8
・
泊
朝
日
)

〔
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
〕

奥
さ
ま
は
料
理
好
き

チ
エ
コ
で
は
手
の
こ
ん
だ
伝
統
料

理
を
毎
夕
作
る
家
庭
六
O
%
。
料
理

に
積
極
的
と
答
え
る
女
性
が
ほ
と
ん

ど。
缶
詰
、
冷
凍
食
品
等
の
利
用
者
は

一
O
切
だ
が
、
都
市
や
就
業
女
性
、

若
い
女
性
は
比
較
的
肯
定
的
で
、
料

理
を
〈
必
要
悪
〉
と
す
る
女
性
に
は

人
気
が
あ
る
。

(
2
・
5
朝
日
)

離
婚
防
止
に
法
改
正
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社
会
主
義
圏
随
一
の
高
い
生
活
水

準
を
誇
る
こ
の
国
で
も
離
婚
率
が
高

い
の
が
悩
み
の
種
。
六
三
年
か
ら
離

婚
の
原
因
を
問
わ
な
く
な
っ
た
の
を
、

法
改
正
し
て
元
に
も
ど
し
、
職
場
が

離
婚
防
止
に
協
力
す
る
、
子
ど
も
の

生
活
費
を
上
げ
、
バ
ラ
ツ
キ
の
あ
っ

h

争
責
育
費
を
法
律
で
定
め
る
、
な
ど
、

離
婚
防
止
策
を
盛
り
込
ん
だ
。

中
高
年
の
男
性
が
若
い
妻
と
と
り

か
え
る
こ
と
の
防
止
の
意
味
で
、
万

一
離
婚
さ
れ
た
老
い
た
妻
は
遺
産
の

配
分
に
も
あ
ず
か
れ
る
よ
う
に
し
よ

う
、
と
い
う
も
の
。

(
4
・
日
朝
日
)

サ
ー
ビ
ス
業
の
充
実
を
期
待

婦
人
誌
『
プ
ラ
ス
タ
」
に
載
っ
た

「
家
事
と
時
間
」
を
テ
l
マ
に
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
「
社
会
は

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
一
番
先
に

解
決
す
べ
き
か
」
に
は
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
の
期
間
短
縮
、
質
の
向



上
、
洗
た
く
物
の
家
か
ら
の
集
配
サ

ー
ビ
ス
、
半
調
理
食
品
、
冷
凍
食
品

の
移
動
販
売
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
期

待。

(
5
・
日
朝
日
)

容
姿
、
料
理
、
二
の
次
に

独
身
男
千
人
の
意
識
調
査
で
。
恋

人
に
は
圧
倒
的
に
「
カ
ツ
コ
よ
さ
」

を
求
め
、
安
へ
の
要
求
で
は
符
姿
が

大
き
く
後
退
、
「
妥
協
の
意
味
を
知

る
」
が
九
O
%。

妻
へ
の
評
価
は
料
理
の
腕
と
は
無

関
係
。
実
の
浮
気
を
三
分
の
一
が
事

情
に
よ
り
認
め
て
い
る
が
、
自
分
よ

り
低
学
歴
を
望
む
の
が
大
部
分
。

(
7
・
5
朝
日
)

〔
ル
ー
マ
ニ
ア
〕

コ
マ
ネ
チ
に
英
雄
賞

ナ
デ
イ
ア
・
コ
マ
ネ
チ
さ
ん
は
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
体
操
の
演
技
に
よ

り
、
チ
ヤ
ウ
シ
エ
ス
ク
大
統
領
よ
り

「
社
会
主
義
労
働
英
雄
」
の
タ
イ
ト

ル
と
「
ハ
ン
マ
ー
と
カ
マ
勲
章
」
を

贈
ら
れ
た
。

(
8
・
引
朝
日
)

〔
東
欧
諸
国
〕

目
立
つ
灘
婿
率
の
摺
加

相
次
い
で
建
国
三
O
年
を
迎
え
た

束
欧
の
社
会
主
義
諸
国
で
離
婚
率
が

増
加
。
人
口
千
人
当
た
り
の
離
婚
者

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
七
O
年
一
・

O
五

人
、
七
三
年
一
・
一
九
人
、
東
独

一
六
人
l
二
・
三
人
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
二
・
二
人

l
二
・
四
人
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
、
各
国
で
は

社
会
主
義
国
の
家
族
関
係
の
あ
り
方

を
め
ぐ
り
大
論
争
が
お
こ
り
つ
つ
あ

る。

(
3
・
日
朝
日
)

〔
ソ
連
〕

家
庭
の
構
成
、
安
定
に
関
心
が

モ
ス
ク
ワ
の
男
女
学
生
千
人
の
意

識
調
査
に
よ
る
と
、
平
均
的
男
子
の

理
想
の
花
嫁
像
①
愛
情
①
誠
実
①
勉

強
。
女
子
の
理
想
の
夫
像
は
①
愛
情

①
子
ど
も
好
夫
③
穏
健
で
、
勤
勉
は

皆
無
。
み
か
け
よ
り
ハ

1
ト
と
知
能

を
重
視
、
半
数
以
上
が
幸
福
な
結
婚

の
基
礎
と
し
て
物
的
条
件
と
相
E
理

解
を
挙
げ
た
。

(
6
-
m毎
日
)

〔
カ
ナ
ダ
〕

移
住
生
活
五
年
カ
ナ
ダ
生
活
便
り

ま
ず
住
宅
の
安
さ
。
個
人
住
宅
は

東
京
周
辺
の
三
分
の
一
か
五
分
の
一

の
価
格
で
入
手
で
き
る
。

物
価
は
ほ
ど
ほ
ど
に
高
い
が
、
出

産
に
は
入
院
賞
、
分
べ
ん
費
な
ど
一

切
を
含
め
一
セ
ン
ト
も
支
払
わ
な
く

て
よ
い
。
人
口
が
少
な
く
て
開
発
が

遅
れ
て
い
る
面
の
あ
る
カ
ナ
ダ
で

は
w
生
ま
れ
て
く
る
人
口
"
を
大
切

に
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

牛
肉
は
一
一
段
ま
る
ご
と
買
う
。
肉

屋
に
ス
テ
ー
キ
用
、
ス
キ
ヤ
キ
用
、

ヒ
キ
肉
用
と
分
け
て
も
ら
っ
て
食
べ

る
。
(
黒
沢
津
ヒ
サ
子
主
婦
却
歳
)

{日

-m読
売
}

〔
ア
メ
リ
カ
〕

女
性
解
放
運
動
と
は

生
き
方
の
選
択
の
自
由
を
要
求
す

る
こ
と
だ
。
何
を
し
た
い
か
を
見
つ

め
、
一
人
一
人
が
楽
な
気
持
ち
で
自

信
を
も
っ
て
声
を
発
し
た
ら
、
女
性

も
男
同
様
各
自
異
な
る
個
性
を
持
つ

人
類
と
皆
わ
か
る
だ
ろ
う
。

米
国
の
女
同
士
は
意
思
疎
通
が
下

手
。
社
会
は
男
性
の
愛
情
獲
得
競
争

を
教
え
た
。
初
期
は
向
性
無
視
も
目

立
っ
た
が
、
運
動
が
手
を
つ
な
ぐ
よ

う
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
も
の
は
大
さ

く
、
歴
史
は
い
ま
第
二
章
の
幕
開

け
。
侮
辱
的
批
判
は
数
々
だ
が
運
動

家
の
多
様
性
も
理
解
さ
れ
て
き
た
。

(
マ
リ
l
・
ス
ク
エ
ア
チ
ャ

l
テ
ィ

l
)
(
1
・
3
1
2
・

n読
売
)
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フ
ォ
ー
ド
大
統
領
の
女
性
笠
用

共
和
党
全
国
委
員
長
か
ら
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
婦
人
問
題
顧
問
を
務
め
た

ア
1
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
女
史
が
駐
英
大

使
に
。
米
国
の
女
性
大
使
は
戦
後
十

四
人
、
現
在
六
人
だ
が
、
格
式
高
い

大
使
は
初
め
て
。

(
1
・
8
毎
日
)

米
上
院
議
員
の
夫
人
が
譲
歩

夫
(
ジ
ア
ピ
ッ
ク
共
和
党
上
院
議

員
}
は
議
会
で
イ
ス
ラ
エ
ル
援
助
を

主
張
、
妥
が
イ
ラ
ン
の
国
益
の
た
め

働
く
の
は
好
ま
し
く
な
い

l
lと
の

世
論
を
妥
は
「
夫
は
夫
、
私
は
私
」

と
は
ね
つ
け
て
い
た
が
、
結
局
、
夫

人
が
辞
職
。
リ
ブ
の
国
で
夫
の
利
益

先
行
の
一
幕
。

(--m朝
日
)

F
B
l
に
初
の
女
性
捜
査
官

大
学
新
卒
の
黒
人
シ
ル
ピ
ア
・
マ

シ
ス
さ
ん
を
採
用
。

(
2
・
9
朝
日
)

女
性
の
地
位
向
上
へ
法
案

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
を
明
る
み
に
出

し
た
パ

l
シ
l
議
員
が
「
参
政
権
五

六
年
と
い
う
の
に
米
国
女
性
は
今
も

二
流
市
民
」
と
地
位
向
上
案
を
発
表

し
た
。提
案
に
よ
る
「
連
邦
女
性
セ
ン
タ

ー
」
は
女
性
に
関
す
る
す
べ
て
の
連

邦
計
画
、
事
業
、
法
律
、
政
令
な
ど

を
総
点
検
し
、
真
の
男
女
平
等
を
実

現
し
よ
う
と
す
る
も
の
。(2
-
m朝
日
)

下
半
身
マ
ヒ
に
十
四
億
円
払
え

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
最
高
裁
は
、
作
業

中
鉄
塊
の
下
敷
き
で
下
半
身
マ
ヒ
に

な
っ
た
夫
と
妥
に
約
十
四
億
円
払
う

よ
う
工
場
の
機
械
設
備
担
当
会
社
に

命
じ
た
。
公
傷
補
償
金
と
し
て
史
上

最
高
。
夫
婦
生
活
の
逸
失
補
償
金
が

妻
に
払
わ
れ
る
の
も
初
め
て
。

(
2
・
ロ
読
売
)

女
性
に
負
け
た
米
海
兵
隊

海
兵
隊
に
志
願
し
た
女
性
が
二
年

後
妊
娠
を
理
由
に
除
隊
通
告
さ
れ
た

が
、
連
邦
高
裁
は
違
憲
と
判
決
し

た
。
「
妊
娠
に
ま
つ
わ
る
タ
ブ
ー
は

時
代
遅
れ
」
と
裁
判
長
。{2
-
m朝
日
)

男
性
を
し
の
ぐ
伸
び
率

凶
悪
犯
罪
の
女
性
逮
捕
者
は
六
O

l
七
三
年
間
で
二
七
八
%
摺
加
。
男

性
は
八
八
%
。
総
件
数
で
は
ま
だ
男

に
及
ば
な
い
が
、
万
引
、
売
春
等
以

外
の
新
傾
向
が
。

(
2
-
m信
毎
)

生
涯
プ
ロ
め
ざ
す
女
性

全
国
三
六
六
校
の
新
入
学
生
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
女
性
は
経
営
、
工

学
技
術
、
法
律
、
医
学
な
ど
の
専
攻

が
急
培
。
職
業
人
と
し
て
社
会
で
身

を
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
者
は
一

六
・
九
%
で
、
十
年
前
の
五
・
九
%

と
比
較
す
る
と
三
倍
の
伸
ぴ
。

(
3
・
2
朝
日
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五
つ
子
よ
い
が
大
赤
字

米
テ
キ
サ
ス
州
ル
イ
ス
ピ
ル
に
住

む
若
夫
婦
、
昨
年
七
月
に
生
ま
れ
た

女
四
人
、
男
一
人
の
五
つ
子
を
、
広

告
な
ど
子
ど
も
を
"
だ
し
"
に
す
る

こ
と
を
拒
否
し
て
育
て
て
き
た
。
し

か
し
、
出
産
後
妻
が
退
職
し
た
た
め

生
活
は
苦
し
く
、
世
間
知
ら
ず
を
悟

っ
た
と
か
。

(
3
・
9
朝
日
)

女
性
司
祭
登
場
に
非
難
と
擁
護

オ
ハ
イ
オ
州
で
女
性
司
祭
が
聖
さ

ん
式
を
行
い
非
難
が
出
た
。
七
三
年

の
聖
公
会
総
会
で
女
性
司
祭
は
否
決

さ
れ
た
が
、
翌
年
十
一
名
任
命
さ
れ

た
結
果
。
「
イ
エ
ス
に
は
女
性
の
使

徒
は
い
な
い
」
と
の
声
に
対
し
改
革

派
は
「
神
学
的
に
反
対
の
理
由
は
な

い
」
と
反
論
。

(
3
・
日
朝
日
)



育
児
に
父
も
参
加
を

三
O
年
前
の
発
売
以
来
世
界
三
0

か
国
で
二
一

O
O
万
部
を
売
っ
た

『
ス
ポ
ツ
ク
博
士
の
育
児
書
』
が
全

面
改
訂
さ
れ
、
近
く
発
売
さ
れ
る
。

新
版
の
大
き
な
特
徴
は
働
く
母
親
に

関
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
、
育
児

に
男
性
が
参
加
す
る
こ
と
に
、
よ
り

注
意
を
払
っ
た
こ
と
、
性
別
に
よ
る

区
別
を
避
け
た
こ
と
だ
と
い
う
。

ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
三
六
の

産
婦
人
科
病
院
が
「
ハ
父
親
時
間
」
を

設
け
て
い
る
。
わ
が
子
に
さ
わ
る
の

を
こ
わ
が
る
父
親
が
多
い
の
で
「
新

生
児
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
」
と
ミ

ル
ク
授
乳
、
お
む
つ
交
換
、
だ
っ
こ

な
ど
を
す
す
め
て
い
る
。(4
・
H
朝
日
)

子
ど
も
数
は
一
・
五
人
に

国
勢
調
査
局
の
発
表
に
よ
る
と
、

七
五
年
の
出
産
率
は
こ
れ
ま
で
の
最

低
記
録
で
、
若
い
女
性
が
望
む
子
ど

も
数
は
一
・
五
人
。
過
去
一

0
0年

間
の
ど
の
世
界
よ
り
も
少
な
い
。
ま

た
「
三
O
歳
以
後
産
む
計
画
な
し
」

が
ふ
え
て
い
る
。

結
婚
数
は
六
九
年
以
来
最
低
の
二

一
万
組
。
降
婚
は
一

O
O
万
突
破
。

(
4
-
m朝
日
)

け
わ
し
い
女
性
管
理
職
へ
の
道

ど
う
す
れ
ば
希
望
の
地
位
に
つ
け

る
か

l
i。
n

婦
人
と
経
営
"
会
議

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
開
催
、
す

で
に
管
理
職
に
あ
る
女
性
も
含
む
二

五
O
人
が
参
加
。
二
歩
後
退
せ
ず
一

歩
進
む
法
、
攻
撃
的
で
な
い
自
己
主

張
法
、
女
は
感
情
的
、
直
観
的
な
ど

の
固
定
観
念
を
破
る
法
な
ど
が
人
気

テ
1
マ。

(
4
-
U朝
日
)

マ
ツ
コ
l
ル
誌
読
者
の
調
査

夫
が
浮
気
し
た
ら
|
|
話
し
合
う

六
五
%
、
や
め
て
と
頼
む
一
九
%
、

以
下
、
別
れ
る
、
私
も
す
る
、
何
も

言
え
な
い
、
人
に
相
談
な
ど
。

リ
ブ
の
影
響
は
|
|
受
け
た
七

五
%
、
自
己
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ

た
三
六
%
、
憤
る
(
主
婦
・
母
親
の

役
割
価
値
を
下
げ
た
)
二
一
三
%
、
性

を
よ
り
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
七
%

な
ど
。

(
5
・
日
朝
日
)

初
の
女
性
儀
典
長

フ
ォ
ー
ド
大
統
領
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
儀
典
長
に
、
現
在
駐
ガ
l
ナ
大

使
の
テ
ン
プ
ル
さ
ん
(
必
)
を
任
命

し
た
。

(
6
・
H
朝
日
)

暴
力
番
組
、
パ
パ
に
も
強
い
影
響

「
テ
レ
ビ
の
暴
力
番
組
が
子
ど
も

に
限
ら
ず
お
と
な
に
も
悪
影
響
」
と

さ
き
ご
ろ
精
神
医
学
学
会
で
発
表
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
男
性
一
八
三
人

に
一
週
間
テ
レ
ビ
を
連
続
的
に
見
せ

た
の
ち
妻
た
ち
に
行
な
っ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
が
も
と
。
夫
が
「
黙
れ
」
と
い

っ
た
り
乱
暴
で
怠
地
悪
に
な
っ
た
ら

テ
レ
ビ
の
見
過
ぎ
か
も
。
米
最
大
の

代
理
底
も
ス
ポ
ン
サ
ー
に
暴
力
番
組

で
の
C
M
を
や
め
る
よ
う
勧
め
て
い

る。

(
6
・
羽
朝
日
)

二
O
O
年
目
の
パ
イ
オ
ニ
ア

建
国
記
念
日
を
前
に
「
女
性
解

放
」
の
う
ね
り
の
な
か
、
強
い
女
も

弱
い
女
も
ま
き
込
ん
で
ゆ
く
"
新
し

い
生
き
方
"
の
模
索
が
進
む
。
そ
の

気
配
の
中
で
、
『
性
の
政
治
学
」
の

ケ
l
ト
・
ミ
レ
ツ
ト
は
「
女
性
解
放

運
動
が
わ
れ
わ
れ
の
唯
一
の
社
会
的

に
有
効
な
輸
出
品
だ
」
と
い
う
。
彼

女
た
ち
は
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を

次
々
に
出
し
、
輸
出
口
聞
に
は
こ
と
欠

か
な
い
。
「
自
分
た
ち
の
か
ら
だ
を
よ
く
知

ろ
う
」
と
い
う
戦
術
が
活
発
だ
が
、

「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
、
責

任
も
も
っ
」
と
い
う
自
主
性
を
と
り

も
ど
す
こ
と
に
も
な
る
と
い
う
。
平

等
雇
用
法
、
公
正
住
宅
、
信
用
貸

し
に
関
す
る
機
会
均
等
法
な
ど
は
消
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費
者
と
し
て
、
性
差
別
反
対
者
と
し

て
の
運
動
で
戦
い
と
っ
た
も
の
だ
。

企
業
側
も
w
女
性
対
策
"
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
加
え
始
め
て
い
る
。

昨
年
十
月
に
生
ま
れ
た
「
フ
ァ
ー

ス
ト
・
ウ
イ
メ
ン
ズ
銀
行
」
は
女
性

に
お
金
を
貸
し
た
が
ら
な
い
銀
行
に

不
満
を
も
っ
た
一
主
婦
が
創
設
し
た

も
の
。
目
下
、
経
営
は
順
調
だ
。

一
方
で
、
法
の
も
と
に
お
け
る
男

女
平
等
を
明
記
す
る
憲
法
修
正
案
が

四
年
前
議
会
を
通
っ
た
が
、
女
性
か

ら
の
反
対
も
強
く
、
批
准
し
た
州
が

規
定
数
に
達
し
な
い
た
め
宙
に
浮
い

て
い
る
。
離
婚
数
が
昨
年
は
百
万
件

を
突
破
。
頼
る
夫
に
死
な
れ
た
り
離

婚
し
た
場
合
の
女
性
保
護
の
制
度
が

「
男
女
の
完
全
平
等
の
名
の
も
と
に
、

外
さ
れ
て
は
困
る
」
と
い
う
心
配
が

あ
る
。多
く
の
人
類
が
多
様
な
価
値
観
の

共
存
に
苦
心
し
て
き
た
因
。
模
索
は

続
く
。

(
7
・
3
1
4朝
日
)

建
国
二
O
O
年
の
w

機
会
均
等
"

海
軍
士
官
学
校
に
、
同
校
二
三

年
の
歴
史
上
初
め
て
女
性
士
官
候
補

生
八
一
人
が
入
校
。
陸
軍
士
官
学
校

も
女
性
一
一
八
人
の
入
学
を
認
め

た。

(
7
・
8
朝
日
)

ペ
ッ
サ
リ
ー
、
失
敗
率
激
減

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
家
族
計
画
協
会

が
ペ
ッ
サ
リ
ー
使
用
者
二
ヱ
ハ
八
人

を
対
象
に
最
近
行
な
っ
た
調
査
で

は
、
失
敗
率
は
た
っ
た
の
二
%
。
ピ

ル、

I
U
D
に
劣
ら
ぬ
高
い
効
果
率

を
示
し
た
。

{
7
・
泊
朝
日
)

ア
メ
リ
カ
女
性
士
宮
の
卵
た
ち

米
国
の
陸
海
空
の
士
官
学
校
は
、

今
年
い
っ
せ
い
に
女
子
に
門
戸
を
開

放
し
た
。
新
し
く
入
っ
て
き
た
淑
女

た
ち
の
存
在
が
紳
士
の
規
律
と
名
誉

回
復
に
効
き
目
が
あ
る
か
ど
う
か
。

(
8
・
3
朝
日
)

w

女
の
銀
行
"
で
解
雇

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
女
性
の
た

め
の
女
性
の
銀
行
「
第
一
婦
人
銀

行
」
に
勤
め
る
ス
i
ザ
ン
・
サ
ル
ビ

ア
さ
ん
(
泊
)
が
妊
娠
を
告
げ
る

と
、
帳
簿
係
か
ら
も
と
の
窓
口
係
に

戻
さ
れ
た
。
「
一
日
中
立
ち
通
し
は

つ
ら
い
か
ら
帳
簿
係
に
し
て
ほ
し

い
」
と
上
司
に
言
っ
た
と
こ
ろ
「
明

日
か
ら
来
な
く
て
い
い
」
と
い
わ
れ

た
と
、
連
邦
公
民
権
法
違
反
で
訴
え

る
構
え
。

(
8
-
m朝
日
)

米
陸
士
の
女
性
、
退
校
相
次
ぐ

創
立
一
七
四
年
の
伝
統
を
破
っ
て

女
性
に
門
戸
を
聞
い
た
米
陸
軍
士
官

学
校
で
は
入
学
者
一
一
九
人
の
う
ち

十
七
人
が
退
校
。
男
子
の
退
校
率

九
・
五
%
に
対
し
て
一
四
・
三
%
。

退
校
理
由
は
「
厳
し
い
訓
練
に
つ
い

て
い
け
な
い
か
ら
」
と
い
う
の
が
ほ

と
ん
ど
。

(
8
-
U朝
日
)

息
子
は
マ
リ
フ
ァ
ナ
経
験
者
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カ
l
タ
l
米
民
主
党
大
統
領
候
補

夫
人
の
ロ
ザ
リ
ン
さ
ん
は
、
「
私
の

息
子
は
マ
リ
フ
ァ
ナ
経
験
者
だ
け
れ

ど
き
ち
ん
と
私
に
告
げ
て
い
る
の

で
、
全
く
心
配
な
い
」
と
誇
っ
た
。

(
9
・
4
朝
日
)

国
の
費
用
で
中
絶
さ
せ
ぬ

米
議
会
は
十
七
日
、
貧
困
家
庭
の

女
性
の
妊
娠
中
絶
手
術
の
た
め
に
国

資
を
使
う
こ
と
を
禁
止
す
る
修
正
案

を
可
決
し
た
。
道
徳
的
立
場
か
ら
中

絶
に
反
対
す
る
動
き
の
強
ま
っ
て
い

る
米
国
内
の
ム

1
ド
を
反
映
す
る
も

の
で
、
大
統
領
選
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
だ
ろ
う
。

(
9
-
m東
京
)

求
む
女
性
宇
宙
飛
行
士

米
航
空
宇
宙
局
で
は
一
九
七
七
年

の
新
規
募
集
に
「
女
性
お
よ
び
少
数

民
族
も
大
歓
迎
」
。
新
シ
ス
テ
ム
は



男
女
と
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
考

案
さ
れ
て
お
り
、
女
性
で
も
問
題
な

-L-応
募
資
格
は
工
学
、
物
理
、
数
学

を
専
攻
し
た
学
士
で
、
最
低
千
時
間

の
操
縦
記
録
保
持
者
。
た
だ
し
特
殊

専
門
技
術
者
と
し
て
の
参
加
は
こ
の

資
格
が
な
く
て
も
よ
い
。(9
・
U
朝
日
)

選
手
の
性
転
換
に
抗
議
の
声

性
転
換
手
術
で
n

女
性
"
に
転

向
、
米
プ
ロ
テ
ニ
ス
界
に
大
き
な
波

紋
を
投
げ
か
け
て
い
る
選
手
が
い

る
。
レ
ニ

l
・
ラ
ス
キ
ン
さ
ん
(
必
)

が
そ
の
人
で
、
も
と
は
ト
ニ

l
・リ

チ
ャ
l
ド
氏
。

ラ
ス
キ
ン
さ
ん
は
"
リ
チ
ャ
l
ド

氏
"
だ
っ
た
頃
、
壮
年
の
部
で
ラ
ン

キ
ン
グ
入
り
し
た
実
力
の
持
ち
主
。

と
う
と
う
女
性
側
か
ら
染
色
体
は
変

わ
ら
な
い
?
と
抗
議
の
声
が
あ
が

り
、
全
米
テ
ニ
ス
協
会
は
全
米
オ
ー

プ
ン
大
会
に
隠
し
て
、
セ
ッ
ク
ス
・

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
と
決
め
た
。

も
ち
ろ
ん
、
庭
球
界
で
は
前
代
未

聞

。

(

叩

・

3
読
売
)

妊
娠
中
絶
の
是
非

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
に
人
工
中
絶

の
是
非
が
争
点
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
る
。
民
主
党
の
カ
l
タ
I
候
補
は

中
絶
を
厳
し
く
取
り
締
ま
る
こ
と
に

反
対
。
共
和
党
の
フ
ォ
ー
ド
候
補
は

州
の
判
断
で
中
絶
禁
止
し
て
も
よ
い

と
す
る
。
性
の
自
由
化
の
進
ん
だ
国

だ
が
、
宗
教
的
背
景
も
あ
っ
て
複
雑

で
あ
る
。

(m-8朝
日
)

赤
ち
ゃ
ん
売
買
団
摘
発

「
未
婚
の
母
」
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を

安
値
で
買
い
取
り
、
一
人
二
六
二
万

円
か
ら
三
七
O
万
円
で
売
り
つ
け
る

「
ヤ
ミ
市
」
が
摘
発
さ
れ
、
弁
護
士

ら
七
人
が
起
訴
さ
れ
た
。

正
規
の
養
子
あ
っ
せ
ん
所
は
赤
ち

ゃ
ん
不
足
で
二
、
三
年
は
待
た
さ
れ

る
。
「
ヤ
ミ
市
」
で
売
り
渡
さ
れ
る

赤
ち
ゃ
ん
は
年
間
五
千
人
は
く
だ
ら

な
い
と
い
う
。

(
9
・
9
朝
日
)

*
 

子
ど
も
に
恵
ま
れ
な
い
夫
婦
を
相

手
に
赤
ち
ゃ
ん
売
買
が
首
都
ワ
シ
ン

ト
ン
や
そ
の
近
隣
諸
州
で
ひ
そ
か
に

行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
七
日
、
明

ら
か
に
な
っ
た
。

赤
ち
ゃ
ん
一
人
の
"
値
段
"
は
不

明
だ
が
、
二
千
ド
ル
前
後
が
相
場
と

い
わ
れ
、
白
人
の
赤
ち
ゃ
ん
に
対
す

る
希
望
が
強
い
と
い
う
。
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
一

部
の
医
者
や
弁
護
士
が
組
織
を
作

り
、
出
産
し
た
く
な
い
未
婚
の
母
に

産
ま
せ
た
子
ど
も
を
売
り
渡
し
て
い

た
。
売
買
は
、
他
の
病
院
で
も
行
わ

れ
て
お
り
、
事
態
を
重
視
し
た
ワ
シ

ン
ト
ン
警
察
と
検
察
庁
が
捜
査
に
乗

り
出
し
た
。

(
m
-
9読
売
)

ナ
ゾ
の
奇
病
で
工
場
閉
鎖

電
気
製
品
組
立
工
場
の
女
性
従
業

員
ば
か
り
約
一

O
O
人
が
原
因
不
明

の
病
気
に
感
染
、
工
場
が
閉
鎖
さ
れ

た。
奇
病
が
発
生
し
た
の
は
、
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
州
に
あ
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
製
造
会
社
「
エ
セ
ッ
ク
ス
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
工
場
。
十

二
日
、
同
社
が
明
ら
か
に
し
た
と
こ

ろ
よ
る
と
、
二
週
間
前
か
ら
女
性
従

業
員
一

O
O
人
が
発
病
。
患
者
は
全

員
が
頭
痛
・
吐
き
気
・
腹
痛
を
訴

え
、
中
毒
症
状
を
起
こ
し
て
い
る
人

も
。
同
様
の
騒
ぎ
は
オ
ハ
イ
オ
州
な

ど
各
地
で
起
き
、
工
場
閉
鎖
と
な
っ

て
い
る
。

(m-m読
売
)

十
年
先
の
女
性
雇
用
は
?

米
国
経
営
者
評
議
会
の
予
測
分
析

に
よ
る
と
、
婦
人
パ
ス
運
転
手
、
銀

行
重
役
、
医
療
技
師
な
ど
は
培
え
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
大
多
数
は
低
所

得
の
伝
統
的
"
女
の
仕
事
"
に
従
事

し
て
い
る
だ
ろ
う
、
婦
人
労
働
者
の

増
加
分
の
三
分
の
二
以
上
は
事
務
お
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よ
ぴ
サ
ー
ビ
ス
業
だ
ろ
う
、
と
報
告

書

。

(

日

・

7
朝
日
)

大
学
で
も
男
女
給
料
差

去
年
男
性
の
平
均
給
料
は
六
・

七
%
上
昇
し
た
の
に
、
女
性
は
六
・

一
%
に
と
ど
ま
っ
た
、
と
米
国
教
育

局
の
年
次
報
告
書
が
伝
え
て
い
る
。

「
婦
人
雇
用
が
増
大
し
て
い
る
け
れ

ど
、
低
い
地
位
か
ら
出
発
す
る
者
が

多
い
の
で
、
女
性
会
体
の
平
均
収
入

を
低
く
し
て
い
る
」
と
説
明
。

(日・

7
朝
日
)

初
の
女
司
法
長
官
誕
生
?

C
B
S
放
送
は
二
六
日
、
カ
l
タ

l
次
期
大
統
領
が
司
法
長
官
に
史
上

初
め
て
女
性
を
指
名
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
報
じ
た
。
同
放
送
で
は
、
少

な
く
と
も
二
人
の
女
性
が
司
法
長
官

候
補
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。

一
人
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
連
邦

高
裁
の
シ
ヤ
l
リ
1
・
ホ
フ
ス
テ
ツ

ド
ラ
l
判
事
。
女
性
の
連
邦
判
事
で

は
全
米
で
最
高
の
ポ
ス
ト
に
い
る

人
。
も
う
一
人
の
テ
キ
サ
ス
州
選
出

パ
l
パ
ラ
・
ジ
ヨ

l
ダ
ン
下
院
議
員

は
下
院
司
法
委
員
会
の
委
員
を
つ
と

め
て
い
る
。
同
議
員
が
任
命
さ
れ
る

と
、
初
の
黒
人
司
法
長
官
と
い
う
こ

と
に
も
な
る
。

(
H
-
m読
売
}

新
語
「
M
S」
辞
書
に
登
場

女
性
は
結
婚
す
れ
ば
ミ
セ
ス
、
離

婚
す
れ
ば
ま
た
ミ
ス
に
戻
っ
た
り
で

不
公
平
き
わ
ま
る
と
、
ウ
ー
マ
ン
リ

プ
運
動
家
が
唱
え
出
し
た
「
M
S

(
ミ
ズ
こ
は
徐
々
に
浸
透
、
十
一
月

に
は
、
晴
れ
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

英
語
辞
典
の
増
補
版
に
仲
間
入
り
。

(ロ・

3
日
経
)

産
休
中
は
給
与
不
要

米
最
高
裁
は
、
出
産
休
暇
中
の
女

性
労
働
者
に
そ
の
聞
の
給
与
を
支
払

わ
な
く
て
も
、
雇
用
主
は
n

男
女
の

性
差
別
を
し
た
"
と
い
う
責
任
は
問

わ
れ
な
い
、
と
の
判
決
。
ゼ
ネ
ラ

ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
の
工
場
で

働
く
七
人
の
女
性
が
起
こ
し
て
い
た

訴
え
に
対
す
る
も
の
。(ロ・

9
朝
日
)

売
春
婦
の
組
合
続
々

一
九
七
二
年
の
母
の
目
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
誕
生
し
た
組
合
〈
コ

ヨ
l
テ
〉
の
会
員
数
は
八
千
。
そ
の

後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ
ア
ト
ル
、

ハ
ワ
イ
各
地
で
も
組
織
さ
れ
、
最
近

ボ
ス
ト
ン
に
〈
ピ
ュ
ー
マ
〉
と
い
う

組
合
が
組
織
さ
れ
た
。
リ
ー
ダ
ー
が

二
八
歳
の
、
も
と
ソ
シ
ア
ル
・
ワ
l

カ
1
の
男
性
と
い
う
こ
と
で
話
題
を

よ
ん
で
い
る
。
(
ロ
・

9
朝
日
)

米
国
に
「
働
く
女
性
の
専
門
誌
」

「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ウ
ー
マ
ン
」
創

刊
。
職
業
を
も
っ
女
性
が
三
八
O
O

万
人
を
越
え
た
の
に
目
を
つ
け
た
の

が
「
ミ
ズ
』
の
女
性
経
営
者
エ
リ
ザ

ベ
ス
・
ハ
リ
ス
さ
ん
。
働
く
女
性
の

現
実
的
な
問
題
解
決
に
役
立
つ
も
の

を
め
ざ
す
と
い
う
。
(
ロ

-
M朝
日
)
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父
の
仕
事
を
継
ぐ
娘

自
動
車
販
売
、
鋳
物
、
ガ
ラ
ス
工

場
、
葬
儀
屋
な
ど
の
専
門
知
識
や
特

殊
技
術
を
必
要
と
す
る
分
野
へ
も
女

性
の
進
出
が
広
が
っ
て
い
る
。
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
市
に
住
む
ベ
ラ
・
ゴ
l
ラ

ー
さ
ん
は
三
年
前
大
学
卒
業
以
来
、

父
親
か
ら
厳
し
い
実
務
の
特
訓
を
受

け

て

い

る

。

(

ロ

-m朝
日
)

商
務
長
官
に
女
性
を
起
用

カ
l
タ
l
次
期
大
統
領
は
、
ノ
ー

ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
名
門
デ
ユ

l
ク

大
副
学
長
の
フ
ア
ニ
タ
・
ク
レ
ツ
プ

ス
さ
ん
を
起
用
。
(
ロ

-n朝
日
)



ア
メ
リ
カ
の
判
決
を
日
本
も
支
持

沖
縄
在
住
の
米
人
女
性
が
、
別
れ

た
夫
の
米
人
を
相
手
に
争
っ
て
い
た

養
育
権
リ
レ

l
裁
判
で
、
子
ど
も

(9)
の
引
き
渡
し
議
求
訴
訟
の
勝

訴
が
日
本
の
最
高
裁
で
確
定
。

夫
が
子
ど
も
の
親
権
を
め
ぐ
っ
て

ア
l
カ
ン
ソ

l
州
の
地
区
裁
判
所
に

提
訴
、
委
も
反
訴
の
結
果
、
同
裁
判

所
は
離
婚
を
認
め
る
と
と
も
に

「子

ど
も
は
女
性
に
引
き
渡
せ
」
と
の
判

決
を
下
し
た
が
夫
が
従
わ
ず
、
委
が

那
覇
地
裁
に
提
訴
。
夫
が
上
告
し
て

い
た
も
の
。

(ロ

-n朝
日
)

テ
レ
ビ
の
女
性
像
に
抗
議

一
五
O
万
の
婦
人
会
員
を
も
っ
連

合
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
全
国
政
策
部
会

は
、
十
二
週
に
わ
た
っ
て
ゴ
ー
ル
デ

ン
タ
イ
ム
の
テ
レ
ビ
番
組
内
容
を
モ

ニ
タ
ー
し
た
。
分
析
し
た
結
果
、

「固
定
化
し
た
性
別
分
業
が
目
立
ち
、

女
性
を
現
実
的
に
表
現
し
て
い
な

い
」
と
抗
議。

(
ロ
泊
朝
日
)

〔
メ
キ
シ
コ
〕

平
均
七
、
八
人
の
子
ど
も

「
暮
ら
し
を
よ
く
す
る
た
め
に
は

少
人
数
家
族
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下

に
家
族
計
画
の
す
す
め
を
実
施
し
て

い
る
が
普
及
は
困
難
。
原
因
は
高
い

文
盲
率
と
低
い
婦
人
就
業
率。

避
妊

を
し
て
い
る
女
性
は
一
割
ち
ょ
っ

と
。

(
4

凶
朝
日
)
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資
料
集

資
料

1

圏
内
行
動
計
画

基
本
的
考
え
方

1

我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
後
、
日
本
国
憲
法
の
制
定
と
そ
れ
に
伴

う
諸
制
度
の
改
革
や
産
業
、
経
済
の
発
展
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
っ

て
、
国
民
の
生
活
や
意
識
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

特
に
、
個
人
の
尊
重
と
法
の
下
の
男
女
平
等
が
憲
法
の
定
め
る
基
本
的
原

理
と
し
て
保
障
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
諸
法
令
が
制
定
、
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
婦
人
の
法
的
地
位
は
、
抜
本
的
に
改
め
ら
れ
、
向
上
し
た
。

ま
た
、
近
年
の
経
済
社
会
の
発
展
と
変
容
は
、
婦
人
の
生
活
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
、
平
均
寿
命
の
伸
長
、
出
生
率
の

低
下
と
婦
人
の
出
産
期
の
短
縮
、
教
育
水
準
の
向
上
、
家
庭
生
活
の
変

化
、
余
暇
時
間
の
増
加
等
に
よ
っ
て
、
婦
人
の
生
涯
の
展
望
は
全
く
新

し
い
も
の
と
な
り
、
職
業
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
の
社
会
的
活
動
に
従
事

す
る
婦
人
や
そ
れ
を
求
め
る
婦
人
が
増
加
し
て
い
る
。

2

今
日
、
婦
人
は
、
国
民
生
活
の
諸
分
野
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
が
、
婦
人
の
生
活
に
生
じ
た
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
ま
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だ
、
社
会
的
に
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
新
し
い
変
化
に

応
じ
て
婦
人
の
能
力
や
活
動
力
を
全
面
的
に
い
か
す
よ
う
な
個
人
や
社

会
の
対
応
も
決
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
。

す
な
わ
ち
、
婦
人
の
能
力
、
適
性
に
対
す
る
偏
見
や
固
定
的
な
男
女

の
役
割
分
担
意
識
が
ま
だ
根
強
く
、
こ
の
こ
と
が
幼
児
期
か
ら
の
し
つ

け
を
は
じ
め
、
教
育
、
職
業
の
選
択
等
、
生
涯
の
生
き
方
に
つ
い
て
の

重
要
な
決
定
に
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
婦
人
自
身
の
意
識
や
行
動

を
消
極
的
な
も
の
に
し
、
権
利
や
機
会
の
活
用
を
不
十
分
な
も
の
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
職
業
を
は
じ
め
、
婦
人
の
社
会
的
活
動
は
非
常
に
拡

大
し
た
が
、
職
場
に
は
男
女
の
不
平
等
が
依
然
と
し
て
残
存
し
、
政
策

や
方
針
の
決
定
へ
の
婦
人
の
参
画
も
、
園
、
地
方
公
共
団
体
、
企
業
、

民
間
団
体
、
国
際
分
野
を
通
じ
て
低
調
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
就
業
す

る
婦
人
の
大
半
を
占
め
る
既
婚
婦
人
は
、
職
業
、
生
産
活
動
と
家
庭
生

活
と
の
責
任
の
調
和
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
に
当
面
し
て
い
る
が
、

そ
れ
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
家
庭
や
社
会
の
条
件
整
備
は
必
ず
し
も
十

分
で
は
な
く
、
ま
た
、
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
家
事
活
動
や
家

業
へ
の
寄
与
が
正
し
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
さ
ら
に
、



我
が
国
の
諸
法
制
は
、
男
女
平
等
を
原
則
と
す
る
が
、
実
際
に
平
等
を

確
保
す
る
上
で
不
備
な
点
が
あ
る
こ
と
は
否
め
ず
、
一
方
、
現
行
の
婦

人
に
持
殊
な
保
護
的
措
置
に
つ
い
て
も
、
時
代
の
変
化
に
照
ら
し
て
改

め
る
べ
き
点
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。

3

婦
人
が
生
涯
の
生
き
方
を
主
体
性
を
も
っ
て
選
択
、
設
計
し
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
自
己
の
実
現
と
社
会
の
進
歩
の
た
め
に
生
か
す
こ
と

は
、
婦
人
自
身
の
人
格
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
国
民
全
体
の
福
祉
の
向

上
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
、

主
体
性
を
確
立
し
、
機
会
と
責
任
の
平
等
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め

の
婦
人
自
身
の
不
断
の
努
力
が
要
請
さ
れ
る
。

同
時
に
、
今
後
の
我
が
国
に
お
い
て
は
、
国
民
一
人
一
人
の
生
活
の

安
定
と
向
上
、
能
力
の
開
発
と
発
揮
、
生
き
が
い
の
充
足
、
完
全
雇
用

の
達
成
、
維
持
、
分
配
の
公
正
等
人
間
の
尊
重
と
生
活
の
質
の
向
上
の

見
地
に
立
っ
た
政
策
目
標
が
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

目
標
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
す
べ
て
の
政
策
は
、
男
女
両
性
に
等
し
く

配
慮
し
、
そ
の
必
要
に
こ
た
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

人
口
の
急
速
な
高
齢
化
等
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応
し
て
、
生
活
の
充

実
と
こ
れ
を
支
え
る
経
済
的
社
会
的
基
盤
の
形
成
を
図
る
こ
と
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
遂
行
に
当
た
っ
て
、

男
性
と
同
様
、
婦
人
の
十
分
な
参
加
と
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

国 4
際
的国

語壁
骨量
買章

計婦
直人
寺に
は対
す

面皇
り別
全撤
臣廃
H'、I <土~

な呈
発~
展は
及じ
y:め町、

器量
福の

祉
、
平
和
の
た
め
に
、
女
性
が
男
性
と
同
様
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
最
大
限
に

参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
は
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
社

会
的
、
経
済
的
進
歩
の
成
果
を
享
受
す
る
権
利
を
有
し
、
同
時
に
こ
の
よ
う

な
進
歩
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
と
の
趣
旨
を
宣
明
し
て
い
る
。

一
九
七
五
年
、
国
際
婦
人
年
世
界
会
議
が
採
択
し
た
世
界
行
動
計
画

は
、
こ
の
こ
と
を
一
層
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
今
後
、
十
年
間
に
わ
た
る
各
国
の
政
策
に
指
針
を
与
え
て
い

る
。
ま
た
、
国
際
連
合
は
、
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
八
五
年
ま
で
を
「
国

連
婦
人
の
十
年
」
と
宣
言
し
、
平
等
、
発
展
、
平
和
と
い
う
国
際
婦
人
年

の
目
標
達
成
の
た
め
に
世
界
全
体
と
し
て
努
力
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

5

国
内
行
動
計
画
は
、
憲
法
の
定
め
る
男
女
平
等
の
原
則
及
び
世
界

行
動
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
文
書
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
政
治
、
教

育
、
労
働
、
健
康
、
家
族
生
活
等
に
関
し
て
憲
法
が
保
障
す
る
一
切
の

国
民
的
権
利
を
婦
人
が
実
際
に
男
性
と
等
し
く
享
受
し
、
か
っ
、
国
民

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
男
女
両
性
が
と
も
に
参
加
、
貢
献
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
考
え
方
に
立
っ
て
、
そ
れ
を
可
能
と
す

る
社
会
環
境
を
形
成
す
る
こ
と
を
全
体
的
な
目
標
と
す
る
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
計
画
の
課
題
と
し
、
今

後
十
年
間
に
わ
た
っ
て
総
合
的
な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
す
る
。

(1)
法
制
上
の
婦
人
の
地
位
の
向
上

(2}
男
女
平
等
を
基
本
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
婦
人
の
参
加
の
促
進

{3)
母
性
の
尊
重
及
び
健
康
の
擁
護

(4)
老
後
等
に
お
け
る
生
活
の
安
定
の
確
保

(5)
国
際
協
力
の
推
進
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6

な
お
、
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
我
が
国
の
歴
史
的
、
社
会

的
事
由
に
よ
り
生
活
環
境
等
の
安
定
向
上
が
臨
書
さ
れ
て
い
る
地
域
の

婦
人
、
そ
の
他
低
位
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
婦
人
が
、
す
べ
て
の
基

本
的
人
権
の
享
有
を
実
質
的
に
保
障
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
地
位
の
改
善

に
十
分
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

7

婦
人
の
問
題
は
、
国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
内
在
し
、
し
か

も
、
人
間
の
日
常
生
活
に
根
ざ
し
た
多
く
の
課
題
を
含
ん
で
い
る
。
そ

の
解
決
の
た
め
に
は
、
政
府
施
策
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
加
え
て
、
国

民
各
層
に
期
待
さ
れ
る
べ
き
役
割
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
た
め
、
こ
の

計
画
の
目
標
達
成
に
向
か
っ
て
す
べ
て
の
公
的
機
関
、
民
問
機
関
・
団

体
及
び
国
民
全
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
自
主
的
な
目
標
を

定
め
、
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
、

婦
人
一
人
一
人
が
自
ら
の
生
涯
の
展
望
の
下
に
、
そ
の
可
能
性
を
最
大

限
に
い
か
す
た
め
、
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

施
策
の
基
本
的
方
向
と
そ
の
展
開

1

法
制
上
の
婦
人
の
地
位
の
向
上

憲
法
に
定
め
る
男
女
平
等
の
原
則
を
一
層
徹
底
さ
せ
、
か
つ
婦
人
の

地
位
の
実
質
的
向
上
を
図
る
た
め
、
時
代
の
変
化
に
即
し
て
、
常
に
諸

法
制
を
見
直
し
、
そ
の
再
検
討
を
行
う
。

家
庭
生
活
の
健
全
な
維
持
に
対
す
る
婦
人
の
寄
与
と
家
業
に
お
け
る

婦
人
の
労
働
の
経
済
的
価
値
を
法
律
上
も
正
し
く
評
価
す
る
た
め
、
引

き
続
き
、
民
法
等
関
係
法
令
の
再
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
法
的
に
認

め
ら
れ
た
諸
権
利
が
確
実
か
つ
容
易
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
な
制
度
な
い

し
手
続
き
の
整
備
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
雇
用
、

職
業
に
お
け
る
男
女
平
等
の
確
保
の
た
め
の
婦
人
労
働
関
係
法
令
、
そ

の
他
広
く
各
種
法
令
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
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男
女
平
等
を
基
本
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
婦
人
の
参
加
の
促
進

婦
人
が
、
そ
の
主
体
的
選
択
に
よ
っ
て
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文

化
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
加
す
る
機
会
を
持
ち
得
る
よ
う
、
固
定
的
な
男

女
の
役
割
分
担
意
識
を
見
直
す
と
と
も
に
、
婦
人
に
対
す
る
不
平
等
な
慣

行
を
是
正
し
、
婦
人
が
多
面
的
な
責
任
を
調
和
さ
せ
つ
つ
、
そ
の
能
力
を

十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
環
境
を
整
備
す
る
。

(1)
政
策
決
定
へ
の
参
加

国
、
地
方
公
共
団
体
、
企
業
、
民
間
団
体
等
に
お
け
る
政
策
、
方

針
の
決
定
へ
の
婦
人
の
参
加
を
促
進
す
る
。

そ
の
た
め
、
審
議
会
等
へ
の
婦
人
の
登
用
を
積
極
的
に
行
う
と
と

も
に
、
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
婦
人
の
登
用
等
に
つ
い
て
十
分
配
慮

す
る
。
ま
た
、
公
的
機
関
、
企
業
、
民
間
団
体
等
の
政
策
、
方
針
の

決
定
に
つ
い
て
、
婦
人
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
気
運
の
醸
成
を
図
る
。

(2)
教
育
訓
練
の
充
実

従
来
の
男
女
の
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
教
育
、
訓
練
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
婦
人
の
生
涯
の
展
望
を
踏
ま
え
た
教
育
・
訓

練
の
機
会
の
拡
充
、
施
設
の
整
備
等
の
施
策
を
推
進
す
る
。
そ
の
際
、

社
会
参
加
を
希
望
す
る
婦
人
の
再
教
育
、
再
訓
練
に
つ
い
て
配
慮
す
る
。

ア
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
男
女
の
平
等
及
び
相
互
の
協
力
、
理
解



に
つ
い
て
の
学
習
を
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
充
実
す
る
よ
う
、
教
育

課
程
の
編
成
及
び
学
校
運
営
の
面
で
一
一
層
配
慮
す
る
。
特
に
、
各
学
校

に
お
け
る
社
会
科
、
家
庭
科
等
関
連
教
科
及
び
、
道
徳
等
に
お
い
て
新

し
い
時
代
に
即
応
し
た
学
習
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
。

家
庭
教
育
に
お
い
て
は
、
男
女
の
平
等
及
び
相
互
の
協
力
、
理
解
、

子
ど
も
の
進
路
、
家
庭
生
活
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
一
層
配
慮
す

る
た
め
、
両
親
等
の
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
の
拡
充
を
図
る
。

ま
た
、
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
青
少
年
及
び
成
年
男
女
が
、
婦

人
問
題
、
家
庭
生
活
等
に
関
す
る
学
習
を
活
発
に
行
う
よ
う
学
習
機

会
の
拡
充
を
図
る
。

イ
生
涯
の
各
時
期
に
お
け
る
婦
人
の
多
様
な
学
習
意
欲
に
こ
た
え

得
る
学
習
の
場
の
整
備
、
情
報
提
供
、
指
導
者
の
育
成
確
保
を
図
る
。

地
域
に
お
い
て
は
、
婦
人
学
級
、
家
庭
教
育
学
級
、
高
齢
者
教
室
、

消
費
生
活
に
関
す
る
講
座
等
の
婦
人
が
当
面
す
る
生
活
課
題
に
関
す

る
学
習
機
会
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
婦
人
団
体
の
自
主
的
学
習
活

動
を
奨
励
す
る
た
め
必
要
な
援
助
を
行
う
。
ま
た
、
婦
人
教
育
活
動

の
充
実
を
図
る
た
め
、
国
立
婦
人
教
育
会
館
(
仮
称
)
を
拠
点
と
し

て
、
全
国
的
規
模
で
指
導
者
研
修
、
国
内
・
国
際
交
流
、
情
報
提
供

の
事
業
等
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
に
お
い
て
は
、
婦
人
会
館
、
公

民
館
等
の
整
備
を
促
す
。

さ
ら
に
、
婦
人
が
職
場
や
家
庭
で
働
き
な
が
ら
、
高
等
教
育
、
専

門
教
育
の
機
会
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
放
送
大
学
の
計

画
を
進
め
る
と
と
も
に
、
大
学
開
放
講
座
の
拡
充
、
専
修
学
校
の
一

層
の
振
興
等
に
努
め
る
。
ま
た
、
高
等
教
育
機
関
の
聞
の
単
位
の
相

互
認
定
、
累
積
加
算
制
度
を
検
討
す
る
な
ど
、
大
学
教
育
を
弾
力
化

す
る
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ウ
婦
人
が
若
年
時
か
ら
正
し
い
職
業
観
を
養
い
、
生
涯
展
望
に
立
っ

た
職
業
選
択
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
種
の
教
育
、
訓
練
に
お

い
て
配
慮
す
る
。
ま
た
、
個
人
の
適
性
に
応
じ
て
多
様
な
分
野
で
能
力

を
発
揮
し
う
る
よ
う
幅
広
い
教
育
、
訓
練
を
受
け
る
こ
と
を
奨
励
す

る
と
と
も
に
、
職
業
情
報
の
積
極
的
提
供
、
職
業
指
導
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
出
産
・
育
児
期
を
経
て
中
年
期
の
再
就
職
を
求
め
る
婦
人

の
た
め
、
職
業
歴
や
家
庭
生
活
と
の
調
和
を
考
慮
し
た
職
業
選
択
、

職
業
訓
練
に
つ
い
て
の
相
談
体
制
の
整
備
、
訓
練
職
種
の
開
発
・
設

定
、
訓
練
技
法
の
改
善
等
を
進
め
る
。
な
お
、
看
護
職
員
の
一
層
の

資
質
向
上
と
専
門
職
と
し
て
の
確
立
に
資
す
る
た
め
、
看
護
研
修
研

究
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
設
置
、
卒
後
研
修
の
一
層
の
充
実
を
図
る

ほ
か
、
潜
在
看
護
力
活
用
の
た
め
、
ナ

l
ス
パ
ン
ク
の
充
実
等
の
施

策
を
推
進
す
る
。

(3)
雇
用
に
お
け
る
条
件
整
備

雇
用
に
お
け
る
機
会
と
待
遇
の
男
女
平
等
を
確
保
す
る
た
め
、
そ

の
匝
害
要
因
の
除
去
等
必
要
な
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
婦
人

の
職
域
の
拡
大
と
就
労
条
件
の
整
備
を
図
る
。

ア
職
業
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
男
女
が
平
等
の
機
会
と
待
遇
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
雇
用
制
度
、
慣
行
の
改
善
に
努
め
る
。
特
に
、
労

働
基
準
法
に
定
め
る
男
女
の
同
一
労
働
に
お
け
る
同
一
賃
金
の
原
則

を
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
る
と
と
も
に
、
若
年
定
年
制
、
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
退
職
制
等
の
差
別
的
制
度
に
つ
い
て
は
、
指
導
計
画
を
樹
立
す

る
な
ど
、
早
急
な
是
正
を
図
る
。

ま
た
、
使
用
者
に
対
し
て
、
採
用
、
職
場
配
置
、

研
修
訓
練
、
昇
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進
昇
格
等
に
お
い
て
、
婦
人
に
男
性
と
同
等
の
機
会
と
待
遇
を
与
え

る
よ
う
、
雇
用
管
理
の
積
極
的
改
善
を
促
す
と
と
も
に
、
労
使
に
対

す
る
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
。

イ
雇
用
に
お
け
る
男
女
平
等
を
徹
底
す
る
た
め
に
は
、
男
女
が
同

じ
基
盤
で
就
労
で
さ
る
こ
と
が
前
提
要
件
と
な
る
の
で
、
現
在
婦
人

に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
法
制
上
の
特
別
措
置
に
つ
い
て
、
そ
の
合

理
的
範
囲
を
検
討
し
、
科
学
的
根
拠
が
認
め
ら
れ
ず
男
女
平
等
の
支

障
と
な
る
よ
う
な
も
の
の
解
消
を
図
る
。

ウ
婦
人
が
従
来
の
い
わ
ゆ
る
女
子
向
き
職
種
と
い
う
固
定
観
念
に

と
ら
わ
れ
ず
能
力
・
個
性
に
応
じ
て
専
門
的
技
術
的
職
業
そ
の
他
幅

広
い
職
業
分
野
へ
進
出
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
能
力
の
開
発
に
努
め
、

職
場
に
お
け
る
婦
人
の
地
位
の
向
上
を
図
る
よ
う
啓
発
す
る
。
ま
た
、

使
用
者
が
職
場
の
条
件
を
整
備
し
、
婦
人
の
能
力
を
広
く
活
用
す
る

よ
う
奨
励
す
る
。
公
務
に
つ
い
て
は
、
女
子
の
受
験
制
限
職
種
の
見

直
し
を
行
う
な
ど
、
そ
の
職
域
全
般
に
進
出
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
た
め
の
条
件
整
備
に
努
め
る
。

エ
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
労
働
条
件
の
整
備
、
雇
用
管
理
の
改
善
等

に
つ
い
て
必
要
な
指
導
を
行
う
ほ
か
、
低
賃
金
労
働
者
の
改
善
を
図

る
た
め
、
最
低
賃
金
制
の
推
進
を
図
る
。

(4)
農
山
漁
村
に
お
け
る
条
件
整
備

農
山
漁
村
婦
人
の
生
産
活
動
へ
の
参
加
の
著
し
い
伸
展
に
即
応
し

て
、
生
産
と
生
活
の
向
上
及
び
そ
の
調
和
を
図
る
た
め
の
施
策
を
拡

充
す
る
。

ア
婦
人
の
生
活
活
動
の
質
的
向
上
を
図
る
た
め
、
農
業
経
営
、
農

業
技
術
等
に
つ
い
て
の
普
及
教
育
訓
練
を
、
婦
人
の
身
体
的
条
件
に

配
慮
し
つ
つ
そ
の
能
力
を
生
か
す
よ
う
推
進
す
る
。

イ
農
山
漁
家
生
活
の
質
的
向
上
を
図
る
た
め
、
家
庭
経
営
、
生
活

技
術
、
生
活
環
境
改
善
等
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
普
及
教
育
訓
練
を

地
域
の
実
情
に
即
し
て
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
婦

人
の
状
況
の
改
善
に
関
す
る
情
報
の
提
供
・
交
換
、
自
主
的
グ
ル
ー
プ

・
の
育
成
、
国
際
交
流
活
動
の
促
進
を
図
る
。
ま
た
、
農
村
計
画
等
地

域
社
会
活
動
へ
の
婦
人
の
参
加
を
促
す
た
め
、
意
識
の
啓
発
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
設
、
高
齢
者
の
文
化
活
動
施
設
等
の
整
備
・
活
用
等
に

よ
っ
て
そ
の
活
発
化
を
図
る
。
さ
ら
に
、
農
山
漁
村
に
お
け
る
健
康
生

活
指
導
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
特
に
婦
人
の
過
重
労
働
を
解
消
す
る

た
め
、
家
事
労
働
の
合
理
化
、
農
作
業
条
件
等
の
改
善
を
進
め
る
。

ウ
こ
れ
ら
の
施
策
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
、
十
分
な
指
導
を
行
う

所
要
の
生
活
改
善
普
及
職
員
を
配
置
す
る
。
ま
た
、
そ
の
資
質
の
向

上
、
機
動
力
等
の
強
化
、
市
町
村
等
と
の
連
携
の
強
化
に
よ
る
活
動

の
効
率
化
を
図
る
ほ
か
、
生
活
技
術
の
開
発
を
行
う
。

(5)
家
内
労
働
、
自
営
業
に
お
け
る
条
件
整
備

家
内
労
働
や
自
営
業
に
従
事
す
る
婦
人
の
就
労
条
件
の
整
備
を
図
る
。

ア
家
内
労
働
者
の
就
労
条
件
の
向
上
を
図
る
た
め
、
最
低
工
賃
の
決

定
を
は
じ
め
家
内
労
働
手
帳
の
普
及
、
安
全
衛
生
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
内
職
就
業
に
必
要
な
相
談
、
斡
旋
等
の
対
策
を
推
進
す
る
。

イ
自
営
業
に
従
事
す
る
婦
人
に
関
し
て
、
職
業
、
健
康
そ
の
他
生

活
に
必
要
な
知
識
・
技
能
の
向
上
、
家
事
負
担
の
軽
減
等
に
必
要
な

施
策
の
拡
充
を
図
る
。

(6)
市
民
活
動
へ
の
参
加

社
会
的
連
帯
と
相
互
援
助
の
精
神
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
各
種
の
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市
民
的
活
動
は
、
国
民
の
自
由
と
自
主
性
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
領
域
で

あ
る
が
、
行
政
の
面
か
ら
も
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
に
お
け
る
婦
人

の
活
動
領
域
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
は
じ
め
、
広
範
な
公
的
活
動
、

団
体
活
動
等
へ
の
婦
人
の
参
加
の
促
進
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
。

ア
社
会
福
祉
、
社
会
教
育
等
、
地
域
社
会
生
活
の
向
上
の
た
め
に

行
わ
れ
る
自
主
的
活
動
へ
の
婦
人
の
参
加
を
奨
励
し
、
社
会
奉
仕
活

動
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
に
対
す
る
助
成
等
を
通
じ

て
そ
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
法
律
等
に
基
づ
い
て
任
命
・
委
嘱

さ
れ
る
委
員
、
相
談
員
等
公
的
活
動
の
遂
行
に
当
た
る
各
種
の
公
職

へ
の
婦
人
の
参
加
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
消
費
者
運
動
の
中
核
と
な

る
各
種
消
費
者
団
体
の
諸
活
動
に
対
し
、
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と

も
に
、
消
費
者
問
題
解
決
の
た
め
の
活
動
へ
の
婦
人
の
一
層
の
寄
与

と
男
性
の
参
加
、
協
力
を
促
す
。

イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
、
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
が

婦
人
の
ニ

l
ド
に
対
応
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
留
意
す
る
と
と
も
に
、

婦
人
が
、
健
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
参
画
、
寄
与
し
う
る
よ

う
な
方
策
を
検
討
す
る
。

(7)
育
児
等
に
関
す
る
環
境
の
整
備

婦
人
の
社
会
参
加
の
増
大
に
伴
い
、
婦
人
が
多
面
的
な
役
割
を
調

和
的
に
果
た
し
う
る
よ
う
な
環
境
、
条
件
の
整
備
に
努
め
る
。

ア
保
育
施
設
は
、
逐
年
増
加
を
続
け
て
い
る
が
、
な
お
整
備
を
要

す
る
状
況
に
あ
る
の
で
、
今
後
、
保
育
施
設
に
対
す
る
需
要
の
多
様

化
に
伴
い
、
そ
の
基
本
的
あ
り
方
を
検
討
し
、
そ
の
整
備
に
あ
た
る

と
と
も
に
、
保
母
の
計
画
的
養
成
、
確
保
を
図
る
た
め
、
養
成
施
設

を
拡
充
し
、
修
学
資
金
貸
付
制
度
、
産
休
・
病
休
代
替
職
員
制
度
を

充
実
す
る
。
な
お
、
子
ど
も
を
持
つ
看
護
婦
が
職
業
を
継
続
し
や
す

く
す
る
た
め
、
病
院
内
保
育
事
業
に
対
す
る
助
成
を
推
進
す
る
。

イ
勤
労
婦
人
が
雇
用
関
係
を
継
続
し
つ
つ
一
定
期
間
育
児
に
専
念

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
、
育
児
休
業
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

の
企
業
に
対
す
る
奨
励
措
置
を
拡
充
す
る
な
ど
そ
の
普
及
促
進
に
努

め
る
。
ま
た
、
「
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
の
教
育
職
員
及
び
医
療

施
設
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
看
護
婦
、
保
母
等
の
育
児
休
業
に
関
す

る
法
律
」
の
円
滑
な
実
施
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

ウ
家
庭
の
育
児
機
能
を
強
化
・
補
完
す
る
た
め
、
児
童
館
等
児
童

厚
生
施
設
の
整
備
、
母
親
ク
ラ
ブ
等
地
域
活
動
の
推
進
、
校
庭
の
開

放
の
推
進
等
生
活
環
境
の
整
備
を
図
る
。
ま
た
、
勤
労
婦
人
の
総
合

福
祉
施
設
で
あ
る
働
く
婦
人
の
家
の
機
能
の
充
実
を
図
る
。

(8)
啓
発
広
報

男
女
平
等
と
婦
人
の
社
会
参
加
に
関
す
る
気
運
の
醸
成
に
努
め
る
。

そ
の
た
め
、
婦
人
週
間
、
婦
人
労
働
旬
問
、
人
権
週
間
そ
の
他
広
範

な
機
会
と
広
報
媒
体
を
活
用
し
て
、
啓
発
広
報
を
展
開
す
る
。

3

母
性
の
尊
重
及
び
健
康
の
擁
護

母
性
は
次
代
社
会
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
社
会

全
体
と
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
十
分
な
援
護
態
勢
が
確
立
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

(1)
母
性
保
健

母
性
の
健
康
の
増
進
、
次
の
世
代
の
資
質
の
向
上
と
い
う
観
点
か

ら
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
母
性
保
健
対
策
を
推
進
す
る
。

ア
結
婚
、
家
族
計
画
、
母
性
保
健
等
に
つ
い
て
の
知
識
を
普
及
し
、
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婦
人
が
母
性
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
自
ら
の
健
康
の
維
持
増
進
に
努

め
る
よ
う
必
要
な
指
導
を
行
う
。

イ
妊
産
婦
期
の
健
康
管
理
の
た
め
、
母
子
健
康
手
帳
の
活
用
、
健

康
診
査
、
保
健
指
導
、
妊
娠
中
毒
症
対
策
、
歯
科
衛
生
等
の
充
実
を

図
る
ほ
か
、
救
急
医
療
体
制
全
体
の
整
備
の
中
で
妊
産
婦
の
救
急
医

療
に
配
慮
す
る
。

ウ
母
性
の
保
健
指
導
を
行
う
市
町
村
レ
ベ
ル
の
拠
点
と
し
て
、
母

子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
一
一
層
の
整
備
を
図
り
、
保
健
所
、
母
子
保
健
推

進
員
等
と
の
連
携
を
取
り
つ
つ
、
一
体
と
な
っ
て
、
母
子
保
健
活
動

を
推
進
す
る
。

(2)
母
性
保
護

勤
労
婦
人
が
、
妊
娠
・
出
産
を
理
由
と
し
て
不
利
益
を
受
け
る
こ

と
な
く
、
そ
の
期
闘
を
通
じ
て
健
康
を
維
持
増
進
し
、
福
祉
を
十
分

享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
施
策
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
母
性
保
護
の
あ
り
方
を
検
討
し
改
善
に
努
め
る
。

当
面
、
労
働
基
準
法
に
定
め
る
産
前
産
後
休
業
等
の
規
定
の
遵
守

を
徹
底
さ
せ
る
と
と
も
に
、
勤
労
婦
人
福
祉
法
に
基
づ
き
、
妊
娠
中

及
び
出
産
後
の
勤
労
婦
人
が
母
子
健
康
法
の
規
定
に
よ
る
保
健
指
導

を
受
け
、
そ
の
指
導
事
項
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
事
業
主
に
対

す
る
指
導
の
徹
底
を
図
る
。
ま
た
、
事
業
場
に
お
け
る
母
性
健
康
菅

理
推
進
者
の
設
置
勧
奨
及
び
そ
の
資
質
向
上
の
た
め
の
対
策
を
実
施

す
る
と
と
も
に
母
性
健
康
管
理
指
導
医
の
増
員
を
図
り
、
行
政
指
導

体
制
を
強
化
す
る
。

(3)
母
性
給
付

母
性
給
付
の
水
準
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
国

際
的
に
見
て
整
備
を
要
す
べ
き
点
を
含
め
そ
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

改
善
に
努
め
る
。
特
に
、
分
娩
給
付
に
つ
い
て
は
、
出
産
に
要
す
る

標
準
的
費
用
を
考
慮
し
て
そ
の
改
善
に
努
め
る
。

(4)
地
域
保
健

農
業
等
家
業
に
従
事
す
る
婦
人
、
家
庭
婦
人
等
組
織
的
な
健
康
管
理

の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
者
の
健
康
の
維
持
、
増
進
に
特
に
配
慮
す
る
。

そ
の
た
め
、
一
般
成
人
病
及
び
婦
人
特
有
の
疾
患
に
対
す
る
各
種
の

検
診
事
業
、
保
健
指
導
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
健
康
、
栄
養
問
題
の

視
点
の
変
化
に
伴
う
健
康
対
策
に
留
意
し
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

等
の
活
動
、
栄
養
改
善
活
動
の
活
発
化
を
図
り
、
婦
人
の
積
極
的
な
参

加
を
促
す
と
と
も
に
、
調
和
の
と
れ
た
栄
養
、
運
動
、
休
養
の
指
導
を

推
進
す
る
た
め
、
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
促
進
す
る
。
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4

老
後
等
に
お
け
る
生
活
の
安
定
の
確
保

家
庭
の
主
婦
等
固
有
の
所
得
を
有
し
な
い
婦
人
を
含
め
て
、
老
後
の

生
活
の
安
定
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
社
会
的
に
困
難
な
立
場
に
あ
る

母
子
家
庭
等
に
対
す
る
援
助
を
強
化
す
る
。

(1)
年
金
制
度

被
用
者
の
妻
は
、
勤
労
婦
人
及
び
自
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

る
者
を
除
け
ば
独
自
の
年
金
等
を
有
し
な
い
た
め
、
離
婚
等
の
場
合
、

年
金
の
保
障
が
な
い
等
の
問
題
を
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
被
用
者
の

妻
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
年
金
制
度
全
般
に
つ
い
て
長
期
的
検
討

を
行
う
中
で
、
老
後
の
経
済
的
安
定
を
確
保
す
る
方
向
で
対
処
す
る

こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
遺
族
年
金
の
水
準
に
つ
い
て
も
、
所
要
の
検

討
を
行
う
。
な
お
、
保
険
料
率
、
支
給
開
始
年
齢
等
に
つ
い
て
は
、



婦
人
の
就
業
実
態
等
を
勘
案
し
て
、
男
女
聞
に
差
異
が
設
け
ら
れ
て

い
る
場
合
が
あ
る
が
、
男
女
聞
の
均
衡
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

検
討
を
進
め
る
。

(2)
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実

老
後
生
活
の
安
定
と
充
実
を
図
る
た
め
、
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

を
中
心
と
す
る
老
人
福
祉
施
設
の
整
備
等
に
よ
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
、

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
等
に
よ
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
等
、
各
種
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
生
き
が
い
対
策

の
強
化
を
図
る
。

(3)
母
子
家
庭
等
の
自
立
と
安
定

母
子
家
庭
等
の
生
活
の
自
立
と
安
定
の
た
め
に
必
要
な
、
就
業
、

福
祉
等
に
関
す
る
施
策
の
充
実
を
図
る
。

ア
母
子
家
庭
に
対
し
て
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
雇
用
環
境
の
整
備

等
を
総
合
的
見
地
に
立
っ
て
進
め
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
職
業
安

定
機
関
に
よ
る
積
極
的
な
職
場
の
開
拓
、
家
庭
環
境
を
配
慮
し
た
き

め
細
か
い
相
談
、
職
業
紹
介
、
職
業
訓
練
の
実
施
及
び
そ
の
受
講
を

容
易
に
す
る
た
め
の
配
慮
を
行
う
ほ
か
、
寡
婦
等
雇
用
奨
励
金
を
活

用
し
つ
つ
、
雇
用
の
促
進
を
図
る
。

イ
母
子
・
寡
婦
資
金
の
貸
付
け
、
母
子
相
談
員
に
よ
る
生
活
相
談

等
母
子
家
庭
の
自
立
促
進
の
た
め
の
施
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。

さ
ら
に
、
母
子
福
祉
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
係
る
子
の
年

齢
等
に
つ
い
て
段
階
的
に
改
善
を
進
め
る
。

ウ
母
子
家
庭
の
住
宅
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
母
子
寮
の
設

備
、
配
置
の
改
善
及
び
関
連
施
策
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
明
確
化
を

図
り
、
ま
た
、
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
母
子
休
養
ホ

l
ム
の
一
層
の

改
善
に
努
め
る
。

工
中
高
年
独
身
婦
人
に
対
し
て
は
、
全
体
的
な
福
祉
の
充
実
の
中

で
そ
の
生
活
の
安
定
を
図
る
ほ
か
、
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
の
貸
与
、

分
譲
及
び
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
中
高
年
独
身
婦
人
も
利
用
し

得
る
よ
う
検
討
を
行
う
。

5

国
際
協
力
の
推
進

「
国
連
婦
人
の
十
年
」
に
当
た
り
、
我
が
国
も
国
際
社
会
の
一
員
と

し
て
、
男
女
平
等
と
婦
人
の
社
会
参
加
及
び
平
和
へ
の
婦
人
の
寄
与
を

増
進
す
る
た
め
の
国
際
協
力
を
推
進
す
る
。

(1)
国
連
の
諸
活
動
へ
の
協
力

国
際
連
合
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
る
世
界
の
婦
人
の
状
況
改
善

の
た
め
の
諸
活
動
に
対
し
て
協
力
を
進
め
る
。
そ
の
た
め
、
国
連
婦

人
の
地
位
委
員
会
へ
の
協
力
、
婦
人
に
関
係
す
る
諸
基
金
へ
の
拠
出
、

そ
の
他
「
国
連
婦
人
の
十
年
」
の
た
め
の
諸
事
業
へ
の
協
力
を
さ
ら

に
推
進
し
、
特
に
、
イ
ラ
ン
に
設
置
を
予
定
さ
れ
る
婦
人
の
た
め
の

研
修
、
研
究
施
設
に
対
し
て
協
力
を
進
め
る
。

(2)
技
術
協
力
の
推
進

政
府
べ

1
ス
の
技
術
協
力
の
実
施
に
当
た
り
、
研
修
員
の
受
入
れ

に
つ
い
て
は
、
婦
人
関
係
行
政
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
、
開
発
計
画
、
農

林
水
産
、
軽
工
業
、
医
療
、
通
商
貿
易
、
教
育
・
訓
練
等
広
範
な
分

野
に
わ
た
っ
て
、
開
発
途
上
国
か
ら
広
く
婦
人
の
参
加
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
我
が
国
か
ら
の
専
門
家
、
青
年
海
外
協
力
隊
等
の
派
遣

に
当
た
り
、
婦
人
の
幅
広
い
参
加
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
方
式
に
よ
る
技
術
協
力
の
実
施
に
当
た
っ
て
も
、
相
手
国
政
府
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の
意
向
を
尊
重
し
つ
つ
、
相
手
国
の
婦
人
の
参
加
に
十
分
配
慮
す
る
。

(3)
国
際
分
野
の
政
策
決
定
へ
の
参
加

国
際
分
野
の
政
策
決
定
へ
の
婦
人
の
参
加
を
促
進
す
る
。

ア
国
際
連
合
、
専
門
機
関
等
関
係
諸
機
構
の
職
員
へ
の
婦
人
の
進

出
を
促
進
す
る
た
め
、
機
会
あ
る
ご
と
に
適
格
者
が
登
用
さ
れ
る
よ

う
努
め
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
機
関
の
活
動
や
募
集
に
関
す
る
情
報
の

提
供
を
活
発
に
行
う
。

イ
各
種
の
国
際
会
議
へ
の
婦
人
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
機
会

あ
る
ご
と
に
適
格
者
の
登
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
際
的
活
動
を

な
し
う
る
婦
人
の
育
成
を
図
る
。

(4)
国
際
交
流
の
推
進

婦
人
問
題
に
関
す
る
情
報
等
の
交
換
を
活
発
に
行
う
と
と
も
に
、

広
く
国
際
交
流
へ
の
婦
人
の
参
加
を
促
進
す
る
。

ア
我
が
国
の
婦
人
に
関
す
る
情
報
・
資
料
を
国
連
諸
機
関
、
諸
外

国
へ
提
供
す
る
と
と
も
に
、
諸
外
国
の
婦
人
に
関
す
る
情
報
・
資
料

を
広
く
国
民
に
提
供
す
る
。
ま
た
、
婦
人
の
国
際
理
解
教
育
の
普
及

に
努
め
る
。

イ
国
際
友
好
を
増
進
す
る
た
め
の
諸
活
動
に
婦
人
の
参
加
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
海
外
勤
務
者
の
子
女
の
教
育
に
特
に
配
慮
す
る
な

ど
、
婦
人
の
海
外
進
出
と
国
際
友
好
活
動
の
活
発
化
を
促
す
。
な
お
、

婦
人
団
体
の
行
う
婦
人
教
育
指
導
者
の
海
外
派
遣
に
対
す
る
助
成
及

び
海
外
の
農
山
漁
村
婦
人
と
の
交
流
へ
の
援
助
を
行
う
。

(5)
国
際
条
約

婦
人
に
関
す
る
国
際
条
約
に
つ
い
て
は
、
そ
の
再
検
討
の
動
向
を

勘
案
し
つ
つ
、
批
准
の
た
め
の
国
内
の
条
件
整
備
に
努
め
る
。

計
画
の
推
進
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1

こ
の
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部

を
軸
と
し
て
、
行
政
機
関
相
互
の
密
接
な
連
携
を
図
り
つ
つ
総
合
的
な

対
策
を
推
進
す
る
。

ア
社
会
や
婦
人
の
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
婦
人
に
関
す
る
施
策

の
企
画
、
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
の
計
画
自
体
に
つ
い
て
も
必

要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
う
。
ま
た
、
本
計
画
の
実
効
を
期
す
る
た

め
、
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
、
報
告
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
施
策
の
推
進
に
反
映
さ
せ
る
。

イ
今
後
、
政
府
の
策
定
す
る
諸
計
画
に
お
い
て
、
婦
人
の
地
位
の

向
上
及
び
婦
人
の
ニ

1
ド
の
取
入
れ
に
十
分
配
慮
す
る
。
ま
た
、
婦

人
問
題
の
所
在
や
改
善
の
状
況
を
常
に
把
握
す
る
た
め
、
調
査
研
究

を
充
実
し
、
適
切
な
対
策
の
推
進
に
資
す
る
と
と
も
に
、
婦
人
に
関

す
る
情
報
、
資
料
の
作
成
・
提
供
及
び
本
計
画
の
趣
旨
に
沿
っ
た
広

報
活
動
を
活
発
に
行
う
。

あ
わ
せ
て
本
計
画
の
目
標
達
成
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
行
政
体

制
、
調
査
研
究
体
制
の
整
備
を
図
る
。

2

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
公
的
機
関
、
婦
人
団
体
、
青
年
団
体
、

使
用
者
、
労
働
組
合
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
そ
の
他
の
民
間
の
諸
機
関
、
団

体
及
び
個
人
が
、
国
際
婦
人
年
の
目
標
達
成
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
い
て
、
こ
の
行
動
計
画
の
趣
旨
に
沿
っ
た
自
主
的
な
行
動
を
展

開
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
(
一
九
七
七
年
二
月
一
日
発
表
)



資
料
2

育
児
休
業
法
(
付
・
参
考
資
料
・
野
党
提
出
法
案
)

義
務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
教
育
職
員
及

び
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
看
護

婦
、
保
母
等
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律

七
五
年
七
月
三
日
成
立

(
目
的
)

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
義
務
教
育
諸
学
校

等
の
女
子
の
教
育
職
員
及
び
医
療
施
設
、

社
会
福
祉
施
設
等
の
看
護
婦
、
保
母
等
の

職
務
の
特
殊
性
等
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ら

の
者
に
つ
い
て
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度

を
設
け
、
女
子
の
教
育
職
員
及
び
看
護
婦
、

保
母
等
の
継
続
的
な
勤
務
を
促
進
し
、
も

っ
て
義
務
教
育
諸
学
校
等
に
お
け
る
教
育

及
び
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
等
に
お

け
る
業
務
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

(
定
義
)

第
二
条
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
義
務
教
育

諸
学
校
等
」
と
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
盲
学
校
、
聾
学
校
、
養
護
学

校
及
び
幼
稚
園
を
い
う
。

2

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
医
療
施
設
、
社

会
福
祉
施
設
等
」
と
は
、
病
院
、
診
療
所
、

助
産
所
、
保
健
所
、
保
健
施
設
(
国
民
健

康
保
険
法
(
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九

十
二
号
)
第
八
十
二
条
第
一
項
の
健
康
の

保
持
増
進
の
た
め
の
施
設
を
い
う
。
以
下

第
四
項
に
お
い
て
同
じ
て
児
童
福
祉
法

(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
)
に

規
定
す
る
児
童
福
祉
施
設
(
同
法
第
十
七

条
に
規
定
す
る
施
設
を
含
む
)
、
身
体
障
害

者
福
祉
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百

八
十
三
号
)
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更

生
援
護
施
設
、
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
(
昭

和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
)
に
規
定

す
る
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
(
心
身
障
害

者
福
祉
協
会
の
設
置
す
る
福
祉
施
設
を
含

む
)
、
生
活
保
護
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
百
四
十
四
号
)
に
規
定
す
る
保
護
施
設
、

老
人
福
祉
法
(
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百

十
八
号
)
に
規
定
す
る
老
人
福
祉
施
設
及

ぴ
売
春
防
止
法
(
昭
和
三
十
一
年
法
律
第

百
十
八
号
)
に
規
定
す
る
婦
人
保
護
施
設

を
い
う
。

3

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
教
育
職
員
」
と

は
、
校
長
(
園
長
を
含
む
。
以
下
第
十
五

条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
て
教
頭
、
教
諭
、

葺
護
教
諭
、
助
教
諭
、
養
護
助
教
諭
、
講

師
、
実
習
助
手
及
び
寮
母
を
い
う
。

4

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
看
護
婦
、
保

母
等
」
と
は
、
看
護
婦
、
准
看
護
婦
、
助

産
婦
及
び
保
健
婦
(
保
健
所
又
は
保
健
施

設
(
病
院
又
は
診
療
所
で
あ
る
保
健
施
設

を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
)
の

業
務
に
従
事
す
る
保
健
婦
に
あ
っ
て
は
、
過

疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
(
昭
和
四
十
五

年
法
律
第
三
十
一
号
)
の
過
疎
地
域
そ
の

他
政
令
で
定
め
る
地
域
に
お
い
て
保
健
所

又
は
保
健
施
設
の
業
務
に
従
事
す
る
者
に
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限
る
)
で
あ
っ
て
そ
の
業
務
に
従
事
す
る

者
並
び
に
保
母
、
寮
母
及
び
女
子
の
児
童

指
導
員
並
び
に
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施

設
等
の
入
所
者
に
つ
い
て
保
護
、
指
導
、
訓

練
文
は
授
産
の
業
務
に
直
接
従
事
す
る
そ

の
他
の
者
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
者
を
い

、つ。
(
育
児
休
業
の
許
可
)

第
三
条
国
立
及
び
公
立
の
義
務
教
育
諸
学

校
の
女
子
の
教
育
職
員
並
び
に
国
及
び
地

方
公
共
団
体
の
運
営
す
る
医
療
施
設
、
社

会
福
祉
施
設
等
の
看
護
婦
、
保
母
等
(
常

時
勤
務
を
要
し
な
い
職
に
あ
る
者
、
臨
時

的
に
任
用
さ
れ
た
者
及
び
条
件
付
採
用
期

間
中
の
者
を
除
く
。
以
下
「
女
子
教
育
公

務
員
等
」
と
総
称
す
る
)
で
、
そ
の
一
歳

に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
も
の
は
、
当

該
子
の
養
育
の
た
め
、
任
命
権
者
に
対
し
、

育
児
休
業
の
許
可
を
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
育
児
休
業
の

許
可
の
申
請
は
、
休
業
し
よ
う
と
す
る
期

間
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

任
命
権
者
は
、
前
項
の
許
可
の
申
請

2 

が
あ
っ
た
と
き
は
、
第
十
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
臨
時
的
任
用
が
著
し
く
困
難
な

事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
育
児
休
業
の

許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

任
命
権
者
は
、
第
一
項
の
許
可
の
申

請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請

に
係
る
子
に
つ
い
て
当
該
申
請
を
し
た
女

子
教
育
公
務
員
等
に
対
し
て
既
に
育
児
休

業
の
許
可
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
前

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
育
児
休
業
の

許
可
を
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
特

別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
L

(
育
児
休
業
の
期
間
)

第
四
条
育
児
休
業
の
期
間
は
、
任
命
権
者

が
定
め
る
日
に
始
ま
り
、
そ
の
始
ま
る
日

か
ら
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
が
一
歳
に

達
す
る
日
ま
で
の
問
に
お
い
て
任
命
権
者

が
定
め
る
日
に
終
わ
る
。

2

任
命
権
者
が
育
児
休
業
の
期
間
を
定

め
る
と
き
は
、
当
該
女
子
教
育
公
務
員
等

の
申
請
を
尊
重
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

3

任
命
権
者
は
、
女
子
教
育
公
務
員
等

か
ら
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
育
児
休
業

に
係
る
子
が
一
歳
に
達
す
る
日
ま
で
の
期

間
を
限
度
と
し
て
、
当
該
育
児
休
業
の
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
お
け
る
期
間
の
延
長
は
、
特
別
の
事

情
が
な
い
と
き
は
、
一
回
に
限
る
も
の
と

す
る
。

(
育
児
休
業
の
許
可
の
失
効
等
)

第
五
条
育
児
休
業
の
許
可
は
、
当
該
許
可

を
受
け
た
女
子
教
育
公
務
員
等
が
産
前
の

休
業
を
始
め
た
と
き
、
若
し
く
は
出
産
し

た
と
き
、
又
は
当
該
許
可
に
係
る
子
が
死

亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

2

育
児
休
業
は
、
当
該
許
可
に
係
る
子

を
養
育
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
終
了
す

る。
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3

育
児
休
業
の
許
可
を
受
け
た
女
子
教

育
公
務
員
等
は
、
当
該
許
可
に
係
る
子
が

死
亡
し
た
と
き
、
又
は
当
該
許
可
に
係
る

子
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
遅
滞

な
く
、
そ
の
旨
を
任
命
権
者
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。



4

育
児
休
業
の
許
可
は
、
当
該
許
可
を

受
け
た
女
子
教
育
公
務
員
等
が
休
職
文
は

停
職
の
処
分
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
休

職
又
は
停
職
の
期
間
中
は
、
そ
の
効
力
を

停
止
す
る
。

(
育
児
休
業
の
効
果
)

第
六
条
育
児
休
業
の
許
可
を
受
け
た
女
子

教
育
公
務
員
等
は
、
育
児
休
業
の
期
間

(
育
児
休
業
の
許
可
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て

い
る
期
聞
を
除
く
。
以
下
同
じ
)
中
は
、
そ

の
身
分
を
保
有
す
る
が
、
職
務
に
従
事
し

な
L
2

育
児
休
業
の
許
可
を
受
け
た
女
子
教

育
公
務
員
等
に
対
し
て
は
、
育
児
休
業
の

期
間
に
つ
い
て
は
、
給
与
を
支
給
し
な
い
。

(
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
)

第
七
条
女
子
教
育
公
務
員
等
は
、
育
児
休

業
を
理
由
と
し
て
不
利
益
な
取
扱
い
を
受

け
る
こ
と
は
な
い
。

(
国
家
公
務
員
で
あ
る
女
子
教
育
公
務
員
等
に

係
る
育
児
休
業
の
期
間
に
つ
い
て
の
取
扱
い

等
)
第
八
条

女
子
教
育
公
務
員
等
の
う
ち
国
家

公
務
員
で
あ
る
者
(
以
下
「
国
家
公
務
員

で
あ
る
女
子
教
育
公
務
員
等
」
と
い
う
)
に

係
る
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法

律
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
)

第
十
九
条
の
三
、
第
二
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
育
児
休
業
の
期
間
は
、
在

職
期
間
で
な
い
も
の
と
す
る
。

第
九
条
育
児
休
業
の
許
可
を
受
け
た
国
家

公
務
員
で
あ
る
女
子
教
育
公
務
員
等
が
職

務
に
復
帰
し
た
と
き
は
、
当
該
育
児
休
業

の
期
間
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
期
間
(
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
調
整
期
間
」
と
い

う
)
を
引
き
続
き
勤
務
し
た
も
の
と
み
な

し
て
、
そ
の
職
務
に
復
帰
し
た
日
文
は
そ

の
日
か
ら
一
年
以
内
の
昇
給
の
時
期
に
、
昇

給
の
場
合
に
準
じ
て
そ
の
者
の
俸
給
月
額

を
調
整
し
、
又
は
調
整
期
間
の
範
囲
内
で

そ
の
職
務
に
復
帰
す
る
に
至
っ
た
日
の
翌

日
以
後
の
最
初
の
昇
給
に
係
る
昇
給
期
聞

を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
月
額
を
調

整
さ
れ
た
者
の
う
ち
そ
の
調
整
に
際
し
て

余
剰
の
期
間
を
生
ず
る
者
に
つ
い
て
は
、
当

該
余
剰
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
の
範
囲

内
で
、
そ
の
者
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
調

整
後
の
最
初
の
昇
給
に
係
る
昇
給
期
間
を

短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
国
家
公
務
員
で
あ
る
女
子
教
育
公

務
員
等
に
係
る
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当

法
(
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
)

第
七
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
育
児
休
業
の
期
間
は
、
同
頃
に
規
定

す
る
現
実
に
職
務
を
執
る
こ
と
を
要
し
な

い
期
間
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条
国
家
公
務
員
で
あ
る
女
子
教
育

公
務
員
等
に
係
る
国
家
公
務
員
災
害
補
償

法
{
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
)

第
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
第
三
項
中
「
四
職
員
団
体
の
業
務
に

も
つ
ば
ら
従
事
す
る
た
め
の
許
可
を
受
け

て
勤
務
し
な
か
っ
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
四

職
員
団
体
の
業
務
に
も
つ
ば
ら
従
事
す
る

た
め
の
許
可
を
受
け
て
勤
務
し
な
か
っ
た

日
。
五
育
児
休
業
の
許
可
を
受
け
て
勤

務
し
な
か
っ
た
日
」
と
す
る
。

(
地
方
公
務
員
で
あ
る
女
子
教
育
公
務
員
等
に
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係
る
育
児
休
業
期
間
に
つ
い
て
の
取
扱
い
)

第
十
二
条
女
子
教
育
公
務
員
等
の
う
ち
地

方
公
務
員
で
あ
る
者
(
以
下
「
地
方
公
務

員
で
あ
る
女
子
教
育
公
務
員
等
」
と
い
う
)

で
育
児
休
業
の
許
可
を
受
け
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
育
児
休
業
の
許
可
を
受
け
た
国

家
公
務
員
で
あ
る
女
子
教
育
公
務
員
等
に

係
る
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
規
定
す

る
事
項
を
基
準
と
し
て
、
期
末
手
当
、
昇

給
及
び
退
職
手
当
の
取
扱
い
に
関
す
る
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
地
方
公
務
員
で
あ
る
女
子
教
育

公
務
員
等
に
係
る
地
方
公
務
員
災
害
補
償

法
(
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
)

第
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
第
六
項
中
「
四
職
員
団
体
の
業
務
に

も
つ
ば
ら
従
事
す
る
た
め
の
許
可
を
受
け

て
勤
務
し
な
か
っ
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
四

職
員
団
体
の
業
務
に
も
つ
ば
ら
従
事
す
る

た
め
の
許
可
を
受
け
て
勤
務
し
な
か
っ
た

日
。
五
育
児
休
業
の
許
可
を
受
け
て
勤

務
し
な
か
っ
た
日
」
と
す
る
。

第
十
四
条
地
方
公
務
員
で
あ
る
女
子
教
育

公
務
員
等
に
係
る
労
働
基
準
法
(
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
)
第
十
二
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
項

中
「
四
試
の
使
用
期
間
」
と
あ
る
の
は
、

「
四
試
の
使
用
期
問
。
五
育
児
休
業
の

期
間
」
と
す
る
。

(
育
児
休
業
の
許
可
に
伴
う
臨
時
的
任
用
)

第
十
五
条
任
命
権
者
は
、
育
児
休
業
の
許

可
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
義
務

教
育
諸
学
校
等
に
お
け
る
教
育
又
は
当
該

医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
業
務
の

円
滑
な
実
施
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と

き
を
除
き
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
当
該
育
児
休
業
の
期
間
を

任
用
の
期
間
と
し
て
、
校
長
以
外
の
教
育

職
員
又
は
看
護
婦
、
保
母
等
を
臨
時
的
に

任
用
す
る
も
の
と
す
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
臨
時
的
任
用
に

つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
(
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
百
二
十
号
)
第
六
十
条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
及
び
地
方
公

務
員
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六

十
一
号
)
第
二
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五

項
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

(
政
令
へ
の
委
任
)

第
十
六
条
国
家
公
務
員
に
係
る
第
三
条
か

ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
の
施
行
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
政
令
二
般
職
に
属
す

る
国
家
公
務
員
に
係
る
第
三
条
か
ら
第
八

条
ま
で
及
び
第
十
一
条
の
規
定
並
び
に
一

般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
適

用
を
受
け
る
国
家
公
務
員
に
係
る
第
九
条

の
規
定
に
閲
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
規
則
)
で
定
め
る
。

(
私
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
に
お
い
て
講
ず

べ
き
措
置
)

第
十
七
条
私
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の

設
置
者
並
び
に
国
家
及
び
地
方
公
共
団
体

の
運
営
す
る
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設

等
以
外
の
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
等

を
運
営
す
る
者
は
、
こ
の
法
律
に
規
定
す

る
育
児
休
業
の
制
度
に
準
じ
て
、
女
子
の

教
育
職
員
又
は
肴
護
婦
、
保
母
等
に
つ
い

て
、
そ
の
子
の
養
育
の
た
め
の
休
業
に
関

し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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(
施
行
期
日
)

l

こ
の
法
律
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
間
則
第
三

項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
処
遇
に
関
す
る
当
分
の
閣
の
措
置
)

2

当
分
の
問
、
こ
の
法
律
の
目
的
の
達
成

に
資
す
る
た
め
、
育
児
休
業
の
許
可
を
受

け
た
女
子
教
育
公
務
員
等
に
対
し
、
法
律

又
は
こ
れ
を
基
準
と
し
て
定
め
る
条
例
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要
な
給
付
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

3

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
法
律
の
適
用
を
受
け
る
国
家
公
務

員
に
係
る
前
項
の
給
付
に
つ
い
て
、
国
会

及
び
内
閣
に
対
し
、
必
要
な
事
項
を
勧
告

す
る
も
の
と
す
る
。

(
他
の
法
律
の
一
部
改
正
)

4

裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
(
昭
和
二
十

六
年
法
律
第
二
百
九
十
九
号
)
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、

本
則
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
教
育

職
員
及
び
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施

設
等
の
看
護
婦
、
保
母
等
の
育
児
休

業
に
関
す
る
法
律
第
八
条
、
第
十
一

条
、
第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
十
六

条
の
規
定

5

防
衛
庁
職
員
給
与
法
(
昭
和
二
十
七
年

法
律
第
二
百
六
十
六
号
)
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
の
見
出
し
中
「
国
家
公
務

員
災
害
補
償
法
」
を
「
国
家
公
務
員
災
害

補
償
法
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

(
規
定
を
除
く
)
の
下
に
「
並
び
に
義
務
教

育
諸
学
校
等
の
女
子
教
育
職
員
及
び
医
療

施
設
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
看
護
婦
、
保

母
等
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
第
十
一

条
」
を
加
え
、
「
こ
れ
ら
の
規
定
」
を
「
国

家
公
務
員
災
害
補
償
法
の
規
定
」
に
改
め

る。
6

国
の
経
営
す
る
企
業
に
勤
務
す
る
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
特
例
法
(
昭
和
二
十

九
年
法
律
第
百
四
十
一
号
)
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
教
育

職
員
及
び
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施

設
等
の
看
護
婦
、
保
母
等
の
育
児
休

業
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
二
項
及

び
第
九
条
の
規
定
並
び
に
、
附
則
第

二
項
の
規
定

7

地
方
公
営
企
業
法
(
昭
和
二
十
七
年
法

律
第
二
百
九
十
二
号
)
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
九
条
第
一
項
中
(
第
九
十
六
条

ま
で
に
係
る
部
分
を
除
く
)
の
下
に
「
義

務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
教
育
職
員
及
び

医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
看
護
婦
、

保
母
等
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
第
六

条
第
二
項
、
第
十
二
条
及
び
附
則
第
二
項
」

を
加
え
る
。

8

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及

び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
{
昭

和
三
十
三
年
法
律
第
百
十
六
号
)
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
十
七
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
教
育

職
員
及
び
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施

設
等
の
看
護
婦
、
保
母
等
の
育
児
休

業
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
臨
時
的
に
任
用
さ
れ

る
者

9

公
立
高
等
学
校
の
設
置
、
適
正
配
置
及

び
教
職
員
定
数
の
標
準
等
に
関
す
る
法
律

(
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
八
十
八
号
)
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
教
育

職
員
及
び
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施

設
等
の
看
護
婦
、
保
母
等
の
育
児
休

業
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
臨
時
的
に
任
用
さ
れ

る
者

叩
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
法
(
昭
和

二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
)
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

三
学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
者
で
、

義
務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
の
教
育

職
員
及
び
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施

設
等
の
看
護
婦
、
保
母
等
の
育
児
休

業
に
関
す
る
法
律
第
二
条
に
規
定
す

る
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
の
教

育
職
員
又
は
医
療
施
設
、
社
会
福
祉

施
設
等
の
看
護
婦
、
保
母
等
に
該
当

す
る
も
の
の
う
ち
、
同
法
に
規
定
す

る
公
務
員
の
場
合
に
お
け
る
育
児
休

業
の
事
由
に
相
当
す
る
事
由
に
よ
り
、

同
法
に
規
定
す
る
公
務
員
の
場
合
に

お
け
る
育
児
休
業
の
許
可
に
相
当
す

る
取
扱
い
を
受
け
、
か
っ
、
そ
の
取

扱
い
の
期
間
に
つ
い
て
学
校
法
人
等

か
ら
給
与
を
受
け
な
い
も
の
は
、
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

常
時
勤
務
に
服
し
、
か
っ
、
学
校
法

人
等
か
ら
給
与
を
受
け
る
者
と
み
な

す。

日
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
(
昭

和
三
十
三
年
法
律
第
九
十
九
号
)
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

義
務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
の
教

育
職
員
及
び
医
療
施
設
、
社
会
福
祉

施
設
等
の
看
護
婦
、
保
母
等
の
育
児

休
業
に
関
す
る
法
律
第
二
条
に
規
定

す
る
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
の

教
育
職
員
又
は
医
療
施
設
、
社
会
福

祉
施
設
等
の
看
護
婦
、
保
母
等
に
該

当
す
る
者
で
、
同
法
に
規
定
す
る
育

児
休
業
の
許
可
に
相
当
す
る
取
扱
い

を
受
け
、
か
っ
、
そ
の
取
扱
い
の
期

間
に
つ
い
て
農
林
漁
業
団
体
等
か
ら

給
与
を
受
け
な
い
も
の
は
、
第
一
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
常
時

勤
務
に
服
し
、
か
っ
、
農
林
漁
業
団

体
等
か
ら
給
与
を
受
け
る
者
と
み
な

す。

ロ
社
会
福
祉
施
設
職
員
退
職
手
当
共
済
法

(
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五
号
)
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、

第
五
項
中
「
前
四
項
」
を
「
前
五
項
」
に

改
め
、
同
条
中
同
項
を
第
六
項
と
し
、
第

四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
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の
一
一
墳
を
加
え
る
。

4

被
共
済
職
員
が
義
務
教
育
諸
学
校

等
の
女
子
教
育
職
員
及
び
医
療
施
設
、

社
会
福
祉
施
設
等
の
看
護
婦
、
保
母

等
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
育
児
休
業
に
相
当
す
る
休
業

に
よ
り
当
該
社
会
福
祉
施
設
の
業
務

に
従
事
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
前

二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

業
務
に
従
事
し
な
く
な
っ
た
日
の
属

す
る
月
か
ら
当
該
業
務
に
従
事
す
る

こ
と
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
月
ま
で

の
聞
の
月
数
の
二
分
の
一
に
相
当
す

る
月
数
は
、
被
共
済
職
員
期
間
に
算

入
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
業
務
に
従

事
し
な
く
な
っ
た
日
又
は
当
該
業
務

に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
の
属

す
る
月
が
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
被

共
済
職
員
期
間
に
導
入
さ
れ
る
と
き

は
、
そ
の
月
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

理

由

義
務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
の
教
育
職

員
及
び
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
等
の

看
護
婦
、
保
母
等
の
職
務
の
特
殊
性
等
に

か
ん
が
み
、
こ
れ
ら
の
者
の
継
続
的
勤
務

を
促
進
し
、
義
務
教
育
諸
学
校
等
に
お
け

る
教
育
及
び
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設

等
に
お
け
る
業
務
の
円
滑
な
実
施
を
確
保

す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
者
に
つ
い
て
育
児

休
業
に
閲
す
る
制
度
を
設
け
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る

理
由
で
あ
る
。

附
帯
決
議

政
府
及
び
人
事
院
は
、
本
法
の
施
行
に

際
し
、
次
の
点
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
で

あ
る
。
一
、
育
児
休
業
の
許
可
を
受
け
た
女
子
教

育
公
務
員
等
に
係
る
給
付
に
関
す
る
人

事
院
勧
告
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
法

に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
十
分
な
額
で
あ
る

こ
と
を
期
待
し
、
政
府
は
、
こ
の
勧
告

に
係
る
財
政
措
置
に
つ
い
て
配
慮
す
る

こ
と
。

二
、
任
命
権
者
は
、
本
法
の
適
用
に
当
た

つ
て
は
、
各
職
種
の
持
殊
性
に
つ
い
て

十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。

三
、
育
児
休
業
制
度
適
用
対
象
者
中
、
保

健
婦
等
の
範
囲
に
つ
い
て
将
来
拡
大
の

方
向
で
検
討
を
加
え
る
こ
と
。

四
、
政
府
は
、
民
間
に
お
け
る
育
児
休
業

制
度
の
設
置
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、

財
政
措
置
等
に
つ
い
て
努
力
す
る
こ
と
。

五
、
育
児
休
業
制
度
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
地
方
財
政
に
過
大
な
負
担
を
か
け

な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。
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(
過
去
に
出
さ
れ
廃
案
に
な
っ
た
も
の
)

女
子
教
育
職
員
育
児
休
暇
法
案

第
一
条
目
的

女
子
教
育
職
員
が
育
児
の
た
め
に
退
職

す
る
こ
と
を
防
止
し
、
も
っ
て
学
校
教
育

に
経
験
の
あ
る
女
子
教
育
職
員
の
確
保
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
定
義

「
学
校
」
と
は
、
小
・
中
・
高
・
盲
・

聾
・
養
護
学
校
及
び
幼
稚
園
を
い
う
。

2

「
女
子
教
育
職
員
」
と
は
、
国
立
ま

た
は
公
立
の
女
子
の
校
長
(
園
長
)
、
教

諭
、
養
護
教
諭
、
助
教
諭
、
養
護
助
教

諭
、
講
師
(
常
勤
)
、
実
習
助
手
及
び
寮

母
を
い
う
。

第
三
条
育
児
休
暇
の
承
認

任
命
権
者
は
、
一
才
に
満
た
な
い
子
を

育
て
る
女
子
教
育
職
員
の
請
求
が
あ
っ
た

と
き
は
、
当
該
女
子
教
育
職
員
に
対
し
育

児
休
暇
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
育
児
休
眠
の
期
間

(
社
会
党
案
)

任
命
権
者
が
定
め
る
日
に
始
ま
り
、
育

児
休
暇
に
係
る
子
が
一
才
に
達
す
る
日
に

終
わ
る
。

第
五
条
育
児
休
暇
の
終
了

第
六
条
育
児
休
暇
の
効
果

育
児
休
暇
の
期
間
中
は
、
そ
の
身
分
を

保
有
す
る
が
、
職
務
に
従
事
し
な
い
。

第
七
条
育
児
休
暇
の
期
間
中
の
給
与

育
児
休
暇
の
期
間
中
の
女
子
教
育
職
員

(
国
立
学
校
に
勤
務
す
る
者
)
に
は
、
俸
給
、

扶
養
、
調
整
、
住
居
、
期
末
手
当
及
び
寒

冷
地
手
当
を
除
く
ほ
か
、
他
の
い
か
な
る

給
与
も
支
給
し
な
い
。

2

給
与
の
額
は
、
そ
の
受
け
る
べ
き
給
与

の
額
の
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
八
十
と
す
る
。

3

公
立
学
校
に
勤
務
す
る
者
に
支
給
す

る
給
与
の
種
類
及
び
額
は
、
第
一
項
の

教
育
職
員
に
支
給
す
る
給
与
の
種
類
及

び
額
を
基
準
と
し
て
定
め
る
。

168 

昭
和
四
十
六
年
二
月
二
十
二
日

第
八
条
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止

女
子
教
育
職
員
は
、
育
児
休
暇
に
よ
っ

て
勤
務
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

不
当
に
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と

は
な
い
。

第
九
条
教
育
職
員
の
配
置
等

育
児
休
暇
を
承
認
す
る
場
合
に
お
い
て
、

勤
務
す
る
学
校
の
教
育
職
員
を
補
助
さ
せ
る

た
め
、
当
該
学
校
に
教
育
職
員
(
正
式
採
用

さ
れ
た
者
又
は
条
件
付
採
用
の
期
間
中
の
者

に
限
る
)
を
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
者
を
配
置
す
る
こ
と
が
困
難

な
と
き
は
、
任
命
権
者
は
、
教
育
職
員

を
臨
時
的
に
任
用
し
、
そ
の
者
を
配
置

で
き
る
。

!
以
下
略
|

附
則
、
提
案
理
由
略

*
こ
の
法
律
施
行
に
要
す
る
経
費

約
十
一
億
五
千
万
円
の
見
込
み
で
あ
る
。



義
務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
の
教
育
職
員
の
育
児
休
暇
に
関
す
る
法
律
案
(
四
野
党
)

昭
和
四
十
七
年
六
月
七
日

第
一
条
目
的

女
子
の
教
育
職
員
の
継
続
的
勤
務
を
容

易
に
す
る
と
と
も
に
教
育
の
一
貫
性
を
確

保
し
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
水
準
の

維
持
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
定
義

「
義
務
教
育
諸
学
校
」
と
は
、
小
・
中
・

高
・
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
及
び
幼
稚
園

を
い
う
。

2

「
教
育
職
員
」
と
は
校
長
(
園
長
)
、

教
諭
、
養
護
教
諭
、
助
教
諭
、
養
護
助

教
諭
、
講
師
(
常
勤
)
、
実
習
助
手
及
び

寮
母
を
い
う
。

第
三
条
育
児
休
暇
の
承
認

国
立
及
び
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
の

女
子
教
育
職
員
(
臨
時
的
任
用
、
条
件
付

採
用
期
間
中
の
者
を
除
く
)
で
一
才
に
満

た
な
い
子
を
育
て
る
旨
の
申
請
が
あ
っ
た

と
き
は
任
命
権
者
は
特
別
の
事
情
が
あ
る

場
合
を
除
き
育
児
休
暇
の
承
認
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
(
棒
線
箇
所
は
選
択
性
を

意
味
す
る
)

第
四
条
育
児
休
暇
の
期
間

産
後
の
休
業
の
満
了
す
る
日
の
翌
日
に

始
ま
り
、
子
ど
も
が
一
才
に
達
す
る
日
の

属
す
る
学
期
の
末
日
ま
で
の
聞
に
お
い
て

任
命
権
者
が
定
め
る
日
に
終
わ
る
。

第
五
条
育
児
休
暇
の
終
了

第
六
条
育
児
休
暇
の
効
果

育
児
休
暇
の
期
間
中
は
、
そ
の
身
分
を

保
有
す
る
が
、
職
務
に
従
事
し
な
い
。

2

育
児
休
暇
の
期
間
中
は
給
与
を
支
給

し
な
い
。

第
七
条
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止

女
子
教
育
職
員
は
育
児
休
眠
の
承
認
を

受
け
て
勤
務
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
不
当
に
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け

る
こ
と
は
な
い
。

第
八
条
育
児
休
暇
の
期
間
中
の
勤
務

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

育
児
休
暇
の
期
間
中
毎
月
三
日
の
範
囲
内

に
お
い
て
育
児
に
支
障
の
な
い
限
度
で
、
勤

務
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
部
通
達
で
行
政
指
導
を
行
う
点

(
勤
務
は
一
日
で
よ
い
。
あ
と
二
日
は

自
宅
研
修
)

第
九
条
国
立
学
校
女
子
職
員
の
給
与
等

前
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
と
き
は

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
俸

給
及
び
教
職
調
整
額
を
支
給
す
る
。

支
給
す
る
俸
給
の
額
は
、
そ
の
受
け
る

べ
き
俸
給
月
額
の
二
十
五
分
の
一
に
そ
の

勤
務
し
た
日
を
釆
じ
た
額
と
す
る
。

ー
以
下
略
|
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資
料
3
婦
人
問
題
企
画
推
進
会
議
議
事
録
抄

170 

第
一
回
総
会

田
和
五
十
年
十
一
月
十
日
(
月
)

内
閣
総
理
大
臣
官
邸
ホ

l
ル
で

出
席
委
員
市
川
、
江
上
、
大
友
、
大
森
、

上
坂
、
久
保
田
、
ケ

1
リ
、
小
官
、
小
林
、

佐
藤
、
塩
、
千
、
相
馬
、
多
田
、
田
斗

高
田
、
高
橋
、
滝
沢
、
都
留
、
中
込
、

中
根
、
西
、
縫
田
、
波
多
野
、
福
武
、

三
木
総
理
こ
の
た
び
婦
人
問
題
企
画
推
進

会
議
開
催
に
当
た
り
、
広
く
各
界
有
識
者
に

委
員
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
お
忙
し
い
方
々

ば
か
り
に
か
か
わ
ら
ず
ご
承
諾
を
得
た
こ
と
を

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
。

国
際
婦
人
年
世
界
会
議
で
採
択
さ
れ
た
世

界
行
動
計
画
は
今
後
十
年
に
わ
た
る
婦
人
の

地
位
向
上
に
つ
い
て
各
国
の
指
針
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
わ
が
国
も
内
閣
に
「
婦
人
問
題

企
画
推
進
本
部
」
を
設
け
、
総
理
自
身
が
本

部
長
と
な
っ
て
説
意
努
力
す
る
決
意
と
体
制

を
固
め
た
。
こ
れ
は
単
に
今
年
が
国
際
婦
人

年
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
男
女
の
平
等

は
憲
法
に
明
記
さ
れ
た
普
遍
的
な
原
理
で
あ

り
、
婦
人
の
地
位
向
上
は
す
な
わ
ち
国
民
全

体
の
福
祉
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。
活
発
な
ご
討
議
を
通
じ
実
り
あ
る
成
果

が
出
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

植
木
総
理
府
総
務
長
宮
本
年
は
国
際
婦
人

年
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
婦
人
参
政
三
十
周
年

に
当
た
る
。
三
十
年
間
の
発
展
は
あ
ま
り
に

急
速
で
社
会
通
念
や
慣
行
の
改
革
は
十
分
に

行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
婦
人
問
題
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
解
決
の
方
向
も
方
法

も
多
様
な
提
言
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
会

議
で
も
単
一
絶
対
の
回
答
は
得
ら
れ
な
い
と

思
う
が
、
広
い
視
野
か
ら
率
直
な
ご
意
見
を

頂
き
た
い
。
で
は
座
長
お
よ
び
座
長
代
理
の

選
出
に
入
り
た
い
。
波
多
野
先
生
に
仮
座
長

を
お
願
い
す
る
。

渡
多
野
選
出
方
法
に
つ
い
て
ご
意
見
を
。

西
最
長
老
で
メ
キ
シ
コ
会
議
に
も
出
席
さ

れ
た
藤
田
た
き
先
生
を
推
し
た
い
。
(
拍
手
)

醸
田
座
長
不
慣
れ
な
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
。
代
理
の
先
生
を
お
選
び
頂
き
た

江
上
こ
の
際
男
性
を
推
し
た
い
。
福
武
先

生
を
推
せ
ん
す
る
。
(
拍
手
)

藤
田
重
大
な
時
な
の
で
民
間
の
声
を
十
分

政
府
の
施
策
に
あ
ら
わ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
。
各
委
員
一
言
ず
つ
取
上
げ
る
べ
き
こ

と
を
発
言
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
前
に
、
こ
れ
を

公
開
に
す
る
か
非
公
開
に
す
る
か
、
重
大
な

問
題
な
の
で
ご
意
見
を
聞
き
た
い
。

高
橋
そ
の
討
議
の
前
に
、
こ
の
会
誌
の
性

格
、
任
務
、
権
限
を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。

久
保
参
事
官
総
理
が
途
中
退
席
さ
れ
る
の

で
、
説
明
は
あ
と
に
し
た
い
。

麗
田
で
は
各
委
員
ま
ず
二
分
ず
つ
ご
発
言



しな小を
いの菅
。で
、高

総橋
理委
員
長の
官提
の案
前は
で基
説本
明的
しな
てこ
ほと

会
議
の
性
格
・
任
務
・
権
限

久
保
田
参
事
官
婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部

(
以
下
本
部
と
略
称
)
は
五
十
年
九
月
二
十
三

日
の
閣
議
決
定
で
設
置
さ
れ
た
、
総
理
を
本

部
長
、
総
務
次
官
を
副
本
部
長
と
す
る
事
務

次
官
レ
ベ
ル
の
会
議
で
あ
り
、
世
界
行
動
計

画
等
の
園
内
施
策
へ
の
取
入
れ
そ
の
他
婦
人

に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
関
係
行
政
機
関
相

互
聞
の
事
務
の
密
接
な
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、

総
合
的
か
つ
効
果
的
な
対
策
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
「
婦
人
問
題
企
画

推
進
会
議
」
(
以
下
会
議
と
略
称
)
は
、
五
十

年
九
月
二
十
三
日
閣
議
口
頭
諒
解
で
設
置
さ

れ
た
も
の
で
、
目
的
は
前
者
と
同
じ
で
あ
り
、

総
理
が
約
三
十
人
の
有
識
者
を
委
員
と
し
て

依
頼
し
、
そ
の
意
見
を
う
か
が
う
、
い
わ
ば

総
理
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ
る
。
推
進
本
部

は
、
婦
人
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
を
企
画

し
、
策
定
し
、
推
進
す
る
こ
と
が
当
面
の
課

題
な
の
で
、
本
部
お
よ
び
そ
の
下
の
局
長
レ

ベ
ル
の
幹
事
会
を
事
務
を
取
進
め
る
機
関
と

し
て
進
め
て
行
く
。

企
画
推
進
会
議
は
こ
の
よ
う
な
目
的
の
た

め
、
民
間
の
意
見
を
十
分
取
入
れ
な
が
ら
、
婦

人
に
関
す
る
施
策
を
進
行
・
調
整
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
四
人
の
参
与
は
、

本
部
に
対
し
い
ろ
い
ろ
な
企
画
に
参
画
し
、
本

部
の
運
営
の
中
に
民
間
の
意
向
を
反
映
さ
せ

る
建
前
で
お
願
い
し
た
。
な
お
本
部
な
ら
び

に
会
議
の
事
務
を
担
当
す
る
た
め
、
内
閣
総

理
大
臣
官
房
に
通
称
婦
人
問
題
担
当
室
を
設

置
、
七
人
の
職
員
(
女
六
、
男
二
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

麗
田
で
は
、
各
委
員
、
ぜ
ひ
と
も
と
お
思

い
の
こ
と
を
手
短
か
に
ご
発
言
下
さ
い
。

民
法
七
六
二
条
の
改
訂
を

都
留
非
常
に
具
体
的
な
こ
と
だ
が
、
ま
ず

民
法
七
六
二
条
を
早
く
改
正
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。
別
産
制
だ
と
家
事
労
働
が
評
価
さ
れ

な
い
。
七
才
で
事
故
死
し
た
女
児
の
賠
償
金

が
、
二
十
五
才
ま
で
し
か
稼
げ
な
い
と
認
定

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
最
高
裁
で
覆
え
さ
れ
た

が
、
下
の
ほ
う
で
の
判
決
の
根
拠
は
七
六
二

条
に
あ
っ
た
。
家
事
の
社
会
化
を
主
張
す
る

の
は
打
算
社
会
の
論
理
で
あ
る
。
母
性
と
職

業
を
自
由
に
選
択
し
、
そ
の
両
者
を
成
立
さ

せ
た
い
婦
人
の
場
合
、
そ
の
経
済
的
自
立
性

を
確
立
す
る
た
め
に
は
家
事
労
働
の
も
つ
福

祉
的
価
値
を
は
っ
き
り
認
め
る
こ
と
か
ら
始

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
民
法
改
正
の

具
体
的
な
ス
テ
ッ
プ
な
の
で
関
係
官
庁
で
ど

の
程
度
用
意
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

中
根
先
ほ
ど
総
合
的
か
つ
効
果
的
対
策
を

:
・
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
、
総
合
的
だ
と

あ
ま
り
効
果
的
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

む
し
ろ
重
点
的
対
策
を
望
む
。
例
え
ば
今
の

都
留
発
言
の
よ
う
に
重
要
で
し
か
も
各
官
庁

に
関
係
し
て
い
る
も
の
を
選
ん
で
ほ
し
い
。

江
上
急
を
要
す
る
具
体
的
問
題
と
、
基
本

的
な
考
え
方
に
二
分
し
て
考
え
た
ほ
う
が
よ
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本
部
員
に
女
性
を
加
え
よ

三
木
首
脳
会
談
に
出
か
け
る
の
で
中
座
す

る
こ
と
を
許
し
て
ほ
し
い
。

山
本
(
ま
)
総
理
が
帰
る
前
に
一
一
言
す
る
。
本

部
員
が
全
員
男
性
な
の
は
お
か
し
い
。
本
部

の
規
約
の
た
だ
し
書
き
に
本
部
長
は
必
要
な

と
き
は
構
成
員
を
追
加
で
き
る
と
あ
る
。
ぜ

ひ
婦
人
一
名
追
加
を
。

三
木
そ
の
た
め
に
本
部
に
参
与
を
置
い
て

あ
る
。

山
本
(
ま
)
各
省
次
官
を
中
心
と
す
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
が
、
次
官
を
中
心
に
し
な
が

ら
も
有
能
な
婦
人
を
起
用
し
て
ほ
し
い
。

植
木
本
部
に
は
青
少
年
対
策
本
部
、
交
通

対
策
本
部
等
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

行
政
機
関
で
あ
り
推
進
本
部
も
同
じ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
行
政
官
が
構
成
員
で
あ
る
。
民

間
か
ら
本
部
に
入
る
場
合
は
役
人
に
な
っ
て

も
ら
う
か
、
法
改
正
を
し
て
特
別
職
を
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
補
う
も
の
と
し

て
参
与
を
設
け
た
。
非
常
勤
だ
が
参
与
会
議

を
聞
い
た
り
、
婦
人
担
当
室
に
来
室
、
指
導

を
仰
い
だ
り
し
て
い
る
。
構
成
員
の
追
加
と

は
、
こ
の
省
庁
以
外
の
ほ
か
の
官
庁
の
次
官

の
参
加
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
場
合
追
加
す

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
(
三
木
総
理
退
席
)

植
木
都
留
発
言
に
回
答
。
七
六
二
条
は
法

務
省
の
法
制
審
議
会
の
民
法
部
会
で
具
体
的

に
取
上
げ
て
お
り
、
民
法
改
正
の
作
業
が
進

ん
で
い
る
。
ご
趣
旨
を
生
か
す
よ
う
努
力
し

た
い社

会
参
加
を
進
め
よ
う

高
田
私
は
婦
人
の
社
会
参
加
を
積
極
的
に

進
め
た
い
。
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
三
千
人

の
主
婦
を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
、
約
二
割

の
主
婦
が
経
済
的
被
害
を
受
け
、
そ
の
対
策

を
講
じ
た
の
は
約
半
数
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
セ

ン
タ
ー
に
持
込
ん
だ
の
は
三
・
八
%
、
消
費

者
団
体
へ
は
0
・
六
%
、
残
り
は
販
売
庖
、
メ

ー
カ
ー
に
持
込
ん
で
い
る
が
、
大
量
消
費
時

代
に
は
、
一
人
被
害
が
出
た
と
い
う
こ
と
は

非
常
に
多
く
の
人
が
被
害
を
受
け
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
行
政
や
消
費
者
団
体
に
持
込
む

べ
き
で
、
家
庭
婦
人
の
社
会
参
加
、
連
帯
意

識
づ
く
り
の
背
景
を
よ
り
よ
く
す
る
こ
と
が
必

要
。
い
ま
政
府
に
審
議
会
が
二
百
近
く
あ
る

が
消
費
者
問
題
に
関
係
が
あ
る
の
は
五
十
前

後
、
そ
の
う
ち
消
費
者
の
立
場
で
入
っ
て
い

る
の
は
二
十
前
後
に
す
ぎ
な
い
。
公
取
委
も

婦
人
は
過
去
に
一
人
だ
け
だ
。

千
世
界
会
議
で
決
定
さ
れ
た
の
は
国
際
レ

ベ
ル
の
諸
問
題
で
あ
り
、
や
や
も
す
れ
ば
理
論

倒
れ
に
な
る
。
日
本
は
日
本
と
い
う
一
つ
の

環
境
で
あ
り
、
そ
れ
に
資
す
る
か
ど
う
か
を
ま

ず
検
討
す
べ
き
だ
。

相
馬
司
国
際
婦
人
年
を
特
に
男
性
が
と
ら
え

る
場
合
、
婦
人
の
地
位
向
上
が
目
的
と
さ
れ

が
ち
だ
が
、
男
性
だ
け
で
な
く
婦
人
が
社
会

に
貢
献
し
な
け
れ
ば
も
う
だ
め
に
な
っ
て
い
る

現
実
を
も
う
少
し
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
。
婦

人
の
側
も
自
分
た
ち
の
地
位
向
上
そ
の
も
の

が
目
的
で
は
な
く
、
社
会
全
体
に
奉
仕
す
る

気
持
を
つ
ち
か
う
ほ
う
が
大
事
で
あ
る
。
ま
た

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は
い
つ
か
。

波
多
野
全
体
と
し
て
男
女
平
等
と
い
う
こ

と
を
も
う
少
し
根
本
的
に
考
え
る
べ
き
だ
。
男

と
比
べ
て
で
な
く
人
間
と
し
て
平
等
か
考
え
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る
こ
と
が
必
要
。
例
え
ば
看
護
婦
は
女
と
き

ま
っ
て
い
る
が
、
肢
体
不
自
由
児
な
ど
を
み

る
の
は
女
で
は
大
変
。
看
護
学
校
や
公
私
立

女
子
大
も
男
に
門
戸
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

多
国
平
等
問
題
を
考
え
る
と
き
一
番
具
体

的
現
実
に
突
当
た
っ
て
い
る
の
は
労
働
婦
人

だ
。
そ
の
一
つ
に
母
性
保
護
が
あ
り
、
日
本

は
最
も
遅
れ
て
い
る
。
保
護
と
い
う
よ
り
保

障
を
望
む
。
勤
労
婦
人
に
は
労
基
法
、
勤
労

婦
人
福
祉
法
が
あ
り
、
婦
人
全
体
に
は
母
子

保
健
法
、
健
康
保
険
法
が
あ
る
が
バ
ラ
バ
ラ

だ
。
現
行
母
性
保
護
制
度
の
見
直
し
を
行
な

い
、
バ
ラ
バ
ラ
な
も
の
を
ど
う
調
整
す
る
か
が

重
要
。

大
友
私
ど
も
に
は
六
百
万
人
会
員
が
い
る

が
、
六
十
五
才
に
な
る
と
送
別
会
を
し
て
老

人
会
に
送
る
県
が
あ
り
、
お
ば
捨
て
山
の
感

が
あ
る
。
老
婦
人
の
自
殺
は
世
界
一
。
老
後

の
問
題
を
ぜ
ひ
取
上
げ
て
ほ
し
い
。

女
の
被
害
者
意
識
は
困
る

田
村
自
分
は
一
番
若
僧
だ
と
思
う
が
、
も

の
心
つ
い
て
か
ら
男
と
か
女
と
か
意
識
し
た
こ

と
が
な
い
。
自
分
の
母
親
の
時
代
に
は
女
は

し
い
た
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
今
の
若
い
人
は
違

う
。
例
え
ば
婦
人
服
は
こ
の
不
況
下
で
も
三

O
%
、
四
O
%
と
伸
び
て
い
る
。
何
で
も
女

が
被
害
者
だ
と
い
う
こ
と
で
は
成
立
た
な
い
。

ウ
ー
マ
ン
リ
プ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
り
、

不
況
に
な
っ
て
会
社
が
女
を
雇
わ
な
い
の
は

け
し
か
ら
ん
な
ど
と
い
う
考
え
方
が
出
て
く
る

の
を
恐
れ
る
。
二
十
代
の
奥
さ
ん
と
た
く
さ

ん
接
触
し
て
い
る
が
、
も
う
一
度
生
ま
れ
る

な
ら
女
に
と
い
う
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
男

は
か
わ
い
そ
う
だ
と
い
う
。
私
つ
く
る
人
・
:
と

い
う
よ
う
な
形
式
的
な
こ
と
で
騒
ぐ
こ
と
は
な

い
と
思
う
。

大
森
看
護
学
校
を
男
に
も
開
放
せ
よ
と
の

発
言
が
あ
っ
た
が
、
実
は
男
も
入
れ
る
の
だ

が
入
ら
な
い
。
現
在
看
護
婦
は
月
に
十
日
以

上
も
夜
勤
が
あ
り
勤
続
年
数
が
短
か
く
看
護

婦
数
が
不
足
の
た
め
病
院
の
ベ
ッ
ド
が
あ
い

て
い
る
。
夜
勤
は
男
に
も
っ
と
や
っ
て
も
ら
わ

な
い
と
日
本
の
医
療
は
崩
渓
す
る
。
保
育
所

の
不
足
も
問
題
だ
。
ま
た
へ
き
地
の
場
合
、
医

師
は
高
額
の
手
当
て
が
つ
く
が
保
健
婦
、
看

護
婦
に
は
つ
か
な
い
な
ど
、

き
い
。

千
私
は
伝
統
文
化
を
代
表
し
て
委
員
に
な

っ
た
。
茶
道
は
維
新
ま
で
は
男
の
も
の
だ
っ

た
が
、
明
治
以
後
女
性
に
開
放
さ
れ
、
女
性

の
地
位
向
上
、
教
養
に
役
立
っ
て
い
る
。
女

子
大
に
行
く
よ
り
お
茶
を
や
る
ほ
う
が
総
合

的
な
文
化
内
容
が
身
に
つ
く
。
老
い
て
も
先

生
先
生
と
い
わ
れ
、
決
し
て
お
ば
捨
て
山
に

行
く
こ
と
は
な
い
。
茶
道
な
ど
に
は
偏
見
が

あ
る
が
、
こ
う
い
う
点
を
ぜ
ひ
婦
人
向
上
の

問
題
点
に
し
て
頂
き
た
い
。

待
遇
問
題
も
大

ま
ず
家
庭
か
ら
差
別
撤
廃
を

山
本
(
松
)
最
大
の
問
題
は
差
別
待
遇
で
、
そ

の
根
本
は
家
庭
生
活
に
あ
る
と
思
う
。
男
は

四
年
制
大
学
、
女
は
短
大
と
い
う
よ
う
に
差

別
さ
れ
る
。
毎
日
の
生
活
で
も
自
分
が
持
て

ば
い
い
カ
バ
ン
や
ハ
ン
カ
チ
を
奥
さ
ん
に
手
渡

し
て
も
ら
っ
た
り
、
着
替
え
さ
せ
て
も
ら
っ
た

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
待
遇
が
あ
り
、
そ
れ

を
幼
時
か
ら
仕
込
ま
れ
る
。
こ
の
是
正
が
な

い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
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山
本
(
ま
)
具
体
的
に
た
く
さ
ん
差
別
が
あ
る

の
は
職
場
だ
。
行
動
計
画
中
の
婦
人
労
働
者

に
対
す
る
機
会
均
等
と
待
遇
の
平
等
、
同
一

賃
金
等
の
問
題
と
母
性
保
護
の
問
題
を
取
上

げ
て
ほ
し
い
。

塩
人
生
の
幹
に
な
る
家
庭
生
活
を
重
視
し

た
い
。
人
間
を
大
切
に
す
る
と
い
う
基
本
を

各
省
は
ど
の
よ
う
に
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
。
伝
統
と
人
間
の
意
識
の
上
で
は
教
育
が

重
要
な
場
。
そ
の
普
及
や
施
設
の
拡
大
、
婦

人
の
参
加
の
姿
勢
を
重
視
し
て
考
え
た
い
。

ケ
l
リ
発
展
途
上
国
の
援
助
に
つ
い
て
は

そ
の
国
の
ほ
ん
と
う
に
要
る
も
の
を
よ
く
調

べ
、
そ
の
際
、
女
の
希
望
を
決
し
て
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

小
林
農
業
に
従
事
す
る
三
百
万
会
員
を
代

表
し
て
発
言
す
る
。
農
村
婦
人
は
し
い
ら
れ

る
と
い
う
よ
り
進
ん
で
労
働
し
て
い
る
が
、
労

働
の
分
担
な
ど
の
内
面
的
な
問
題
に
な
る
と
、

ま
だ
皆
様
の
カ
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

鹿
田
で
は
参
与
の
方
、
幹
事
の
方
の
ご
意

見
を
。

影
山
今
後
十
年
と
い
う
展
望
を
も
っ
て
国

内
行
動
計
画
に
何
を
取
入
れ
る
か
、
ど
う
い

う
形
で
民
間
の
声
を
聞
き
、
各
省
が
協
力
し

あ
う
か
に
ま
ず
重
点
を
し
ぼ
っ
て
進
め
て
頂
き

た
い
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
論
じ
て
い
る
と
進

ま
な
い
の
で
、
何
を
取
入
れ
る
か
を
ま
ず
重
点

的
に
。

藤
田
幹
事
さ
ん
の
ご
発
言
は
?
(
発
言
者

な
し
)
。
で
は
運
営
に
つ
い
て
叩
き
台
を
用
意

し
た
の
で
ご
検
討
頂
き
た
い
。
久
保
田
氏
が

説
明
す
る
。

運
動
方
針
・
検
討
課
題

久
保
田
参
事
官
〔
目
的
〕
国
際
婦
人
年
世
界

会
議
に
お
け
る
決
定
事
項
の
国
内
施
策
へ
の

取
入
れ
そ
の
他
婦
人
に
関
す
る
施
策
の
企
画

及
び
推
進
に
資
す
る
た
め
、
有
識
者
に
よ
り

広
く
婦
人
問
題
に
つ
い
て
討
議
を
行
な
う
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

〔
日
程
〕
第
一
段
階
(
昭
和
五
十
一
年
四
月
ま

で
)
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
婦
人
問
題
の
重

要
課
題
に
つ
い
て
課
題
別
に
検
討
し
、
第
二

段
階
(
同
年
五
月
|
九
月
)
に
お
い
て
は
、
世

界
会
議
に
お
け
る
決
定
事
項
の
囲
内
施
策
へ

の
具
体
的
取
入
れ
等
に
つ
い
て
分
野
別
に
検

討
す
る
。
第
一
・
第
二
段
階
に
分
け
た
の
は
、
本
部

お
よ
び
会
議
に
お
い
て
、
今
年
度
い
っ
ぱ
い

く
ら
い
、
各
省
庁
は
そ
の
所
管
事
項
の
範
囲

で
問
題
を
検
討
し
、
今
後
婦
人
に
関
す
る
施

策
の
総
合
的
計
画
を
つ
く
る
場
合
の
材
料
に

つ
い
て
考
え
る
の
に
合
わ
せ
、
会
議
に
お
い
て

は
、
第
一
段
階
で
、
各
種
の
計
画
を
つ
く
る

基
礎
に
な
る
考
え
方
で
現
在
い
ろ
い
ろ
な
論

争
点
を
持
つ
問
題
を
取
上
げ
、
問
題
点
整
理

を
行
な
い
、
第
二
段
階
(
本
部
側
で
は
各
省

庁
が
新
政
策
に
取
組
む
時
期
)
に
取
上
げ
る

素
案
を
得
た
上
で
方
法
論
を
展
開
さ
せ
よ
う

と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

〔
検
討
課
題
〕

ω社
会
・
生
活
の
変
容
と
そ
れ
に
伴
う
男

女
の
役
割
の
変
化

ω婦
人
の
生
涯
設
計
と
教
育
(
学
校
・
家

庭
・
社
会
)

ω労
働
に
お
け
る
保
護
と
平
等

ωあ
ら
ゆ
る
分
野
の
政
策
決
定
へ
の
婦
人
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の
参
画

臼
家
庭
生
活
へ
の
婦
人
の
寄
与
と
評
価

。
社
会
福
祉
に
お
け
る
婦
人
の
立
場

m日
本
の
婦
人
問
題
に
特
有
の
課
題

以
上
の
よ
う
な
課
題
別
に
四
月
く
ら
い
ま

で
ご
検
討
頂
き
、
運
営
は
委
員
が
多
数
の
た

め
、
二
つ
く
ら
い
ず
つ
課
題
を
選
ん
で
頂
い

て
十
名
以
内
く
ら
い
で
グ
ル
ー
プ
討
論
し
、
そ

の
結
巣
を
総
会
で
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

藤
田
以
上
に
つ
い
て
ご
意
見
を
。

久
保
田
運
営
方
法
は
諒
承
。
論
点
の
整
理

に
つ
い
て
は
一
回
フ
リ
l
ト
l
キ
ン
グ
し
た

い
。
例
え
ば
男
女
平
等
と
い
う
本
質
的
な
問

題
に
つ
い
て
、
哲
学
的
な
問
題
、
基
本
的
な

問
題
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
都
留
提
案
等

も
フ
リ
l
ト
l
キ
ン
グ
で
具
体
的
に
な
る
の
で

+品。田
村
中
高
年
独
身
婦
人
の
問
題
を
取
上
げ

て
も
ら
い
た
い
が

mに
入
る
の
か

ωに
入
る

の
か
。

久
保
田
参
事
宮
教
育
訓
練
、
就
業
、
政
策
決

定
へ
の
参
加
。
家
庭
生
活
、
福
祉
等
、
全
部

関
連
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
の
と

こ
ろ
で
討
議
し
て
ほ
し
い
。

市
川

ωに
関
し
て
、
労
働
に
お
け
る
保
護

と
平
等
と
い
う
の
は
何
か
引
換
え
の
よ
う
な
感

じ
が
す
る
の
で
婦
人
労
働
は
婦
人
労
働
と
い

う
ふ
う
に
き
ち
っ
と
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
基
本
的
な
問
題
、
人
間
的
な
問
題
は
そ
れ

だ
け
を
大
き
な
問
題
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
考

え
方
を
総
体
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

高
因
。
の
内
容
は
?

久
保
田
参
事
官
都
留
発
言
の
よ
う
な
法
制

上
の
問
題
等
も
含
め
て
家
庭
生
活
に
果
し
て

い
る
婦
人
の
寄
与
を
社
会
の
評
価
に
位
置
づ

け
、
経
済
的
評
価
に
も
議
論
を
及
ぼ
し
て
ほ

し
い
。公

聞
か
非
公
開
か

江

上

フ

リ
l
ト
l
キ
ン
グ
は
も
っ
と
ひ
ざ
を

ま
じ
え
て
や
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。
私
は
非
公
開

を
望
む
。
私
自
身
は
自
由
な
立
場
だ
が
、
団

体
に
属
し
て
い
る
人
は
不
自
由
で
は
な
い
か
。

相
馬
江
上
説
に
賛
成
。
非
公
聞
を
望
む
。

高
田
公
聞
を
原
則
に
す
べ
き
だ
。
中
央
公

害
対
策
審
議
会
で
は
原
則
と
し
て
非
公
開
だ

が
、
結
論
に
至
る
経
緯
が
わ
か
ら
な
い
と
民

主
的
な
理
解
が
で
き
な
い
。
せ
っ
か
く
新
し

く
婦
人
の
た
め
と
い
う
こ
と
で
で
き
た
こ
の
会

が
民
主
的
に
運
用
さ
れ
る
た
め
に
も
非
公
開

の
必
要
は
全
く
な
い
。
私
は
団
体
に
属
し
て

い
る
が
、
中
と
外
で
話
す
こ
と
に
違
い
は
な

西
公
開
問
題
と
は
別
に
、

ω
l
mは
結
構

だ
が
、
こ
れ
が
出
る
一
つ
前
の
調
査
の
段
階

で
、
婦
人
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
立
て
ら
れ
る

と
思
う
。
生
ま
れ
て
か
ら
老
後
に
至
る
ま
で

の
。
婦
人
の
生
涯
教
育
が
テ

l
マ
に
出
て
い

る
が
、
婦
人
の
生
涯
と
い
う
の
は
今
ど
ん
な

形
で
、
ど
ん
な
問
題
が
あ
る
の
か
全
貌
が
わ

か
る
と
参
考
に
な
る
。
こ
う
い
う
柱
を
選
ぶ
以

斗別に。

藤
田
叩
き
台
な
の
で
、
フ
リ
l
ト
l
キ
ン
グ

に
か
け
た
ほ
う
が
よ
い
か
?

久
保
田
参
事
官
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は

ωー

ωあ
た
り
で
扱
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

小
林
公
開
に
つ
い
て
は
高
田
説
に
同
感
。
公

開
の
原
則
が
必
要
。
悪
い
こ
と
は
あ
と
で
ど

ん
ど
ん
突
上
げ
ら
れ
る
と
思
う
し
。
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藤
田
公
開
論
の
前
に
、
つ
け
加
え
る
テ
ー

マ
は
あ
る
か
案
を
発
言
し
て
ほ
し
い
。

山
本
(
ま
)
婦
人
労
働
の
問
題
は
保
護
と
平
等

だ
け
で
は
な
い
。
機
会
均
等
、
均
等
待
遇
を

重
視
す
べ
き
。
こ
れ
ら
を
含
め
た
婦
人
労
働

と
い
う
形
で
市
川
発
言
の
よ
う
な
点
を
取
上

げ
て
ほ
し
い
。

藤
田
で
は
公
開
問
題
を
。

滝
沢
次
回
も
う
一
度
フ
リ
l
ト
l
キ
ン
グ
す

る
の
は
結
構
だ
が
、
.
な
る
べ
く
早
く
具
体
的
な

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
れ
た
い
。

そ
れ
は
非
公
開
と
し
、
グ
ル
ー
プ
の
報
告
は
場

合
に
よ
っ
て
は
公
聞
を
原
則
と
し
た
い
。

山
本
(
ま
)
原
則
は
公
開
に
し
な
い
と
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
出
る
。

申
込
専
門
別
討
論
は
非
公
開
の
ほ
う
が
い

い
。
全
体
会
は
公
開
希
望
者
が
多
け
れ
ば
公

開
に
す
る
の
が
よ
い
と
思
う
。

醸
田
山
本
・
高
田
氏
は
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
公
開
に
す
る
と
い
う
の
か
。

高
田
そ
の
通
り
。

藤
田
公
開
の
方
法
は
?

高
田
傍
聴
希
望
者
に
は
ど
う
ぞ
と
。

小
林
グ
ル
ー
プ
討
論
ま
で
公
開
す
る
と
審

議
が
深
め
ら
れ
な
い
。

藤
田
要
約
す
る
。
目
的
、
日
程
に
つ
い
て

は
異
議
な
し
。
検
討
課
題
は
補
う
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
「
婦
人
労
働
」
に
し
て
「
保
護

と
平
等
」
だ
け
を
強
調
し
な
い
。
こ
れ
は
私

も
同
感
。
公
開
に
つ
い
て
は
グ
ル
ー
プ
討
論

ま
で
公
開
す
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
公
開
の

意
味
は
、
議
員
や
新
聞
記
者
に
来
て
頂
く
の

で
、
こ
ち
ら
か
ら
公
開
、
公
問
、
と
い
う
必

要
は
な
い
ー
ー
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
よ
い

か
。
議
事
録
の
公
開
は
ど
う
す
る
か
。

高
田
当
然
公
開
す
べ
き
だ
。

江
上
総
会
は
結
論
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら

公
開
し
て
も
よ
い
と
思
う
が
グ
ル
ー
プ
討
論
ま

で
公
開
す
る
必
要
は
な
い
。
赤
裸
々
に
本
音

を
語
ら
な
い
と
実
施
に
移
せ
な
い
。

佐
藤
江
上
説
に
全
面
的
に
賛
成
。

植
木
グ
ル
ー
プ
別
の
と
き
は
も
っ
と
小
会
場

に
な
る
。
空
間
の
制
約
も
あ
る
し
警
備
の
関

係
も
あ
る
。

上
板
公
開
の
原
則
は
結
構
だ
が
、
テ

l
マ

を
よ
ほ
ど
上
手
に
し
ぼ
ら
な
い
と
、
「
も
た
つ

く
婦
人
問
題
推
進
会
議
」
な
ん
て
や
ら
れ
る

と
困
る
。

藤
田
ぜ
ひ
自
分
が
や
り
た
い
と
思
う
こ
と
を

ご
発
言
下
さ
い
。

影
山
こ
の
案
だ
と
国
内
行
動
計
画
が
来
年

九
月
で
な
い
と
で
き
な
い
。
そ
ん
な
の
ん
び
り

し
た
こ
と
で
い
い
の
か
。
四
月
に
中
間
意
見

を
発
表
し
て
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
み
ん
な
に
出

し
て
も
ら
う
の
か
、
三
月
く
ら
い
ま
で
に
発
表

が
な
い
と
何
を
し
て
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な

る。
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高
田
目
標
と
し
て
は
早
く
出
す
の
が
当
然

だ
が
、
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
中
間

報
告
を
出
し
て
一
般
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が

大
事
。

上
坂
全
部
で
な
く
目
玉
一
つ
だ
け
で
も
パ

ツ
と
食
い
つ
き
そ
う
な
の
を
出
し
て
、
推
進
会

議
が
で
き
た
P
R
も
兼
ね
て
何
か
で
き
な
い

か
。
影
山
説
に
大
賛
成
。

江
上
四
月
ま
で
に
部
会
が
活
発
に
行
な
わ

れ
、
部
会
長
が
レ
ク
チ
ャ
ー
な
さ
る
と
思
う
。

P
R
す
れ
ば
必
ず
世
間
の
反
響
を
呼
ぶ
。
な

る
べ
く
本
部
で
双
方
に
力
を
入
れ
て
も
ら
い



た
い
。
影
山
氏
の
発
言
ど
お
り
、
一
か
ら
十

ま
で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
も
の
は
四
月
に
は
無
理

な
の
で
、
四
月
案
は
三
年
計
画
あ
る
い
は
五

年
計
画
と
い
う
こ
と
で
結
構
と
思
う
。
次
固

ま
で
の
宿
題
に
し
た
い
。

藤
田
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

相
馬
会
議
が
検
討
し
て
る
問
、
本
部
は
何

を
す
る
の
か
。

植
木
一
つ
一
つ
の
具
体
的
な
問
題
に
つ
い

て
の
企
阿
と
推
進
に
当
た
る
。
こ
の
会
議
の

世
話
を
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
出
た
意
見
を
ど

う
い
う
行
政
の
中
に
生
か
す
か
併
行
的
に
や
る
。

醸
田
で
は
フ
リ
l
ト
l
キ
ン
グ
は
聞
く
こ
と

に
す
る
。

久
保
田
公
開
・
非
公
聞
は
?

藤
田
大
き
い
の
は
公
開
・
:
・
。

久
保
田
予
備
討
論
的
な
も
の
ま
で
公
開
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
。

小
林
公
開
と
言
っ
た
の
は
、
公
聴
会
式
に

記
者
を
呼
ぶ
と
か
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
非
公

開
だ
と
友
人
に
も
会
議
の
内
容
を
伝
え
ら
れ

な
い
が
、
公
開
な
ら
組
織
の
中
で
も
討
議
で

き
る
。
久
保
田
説
の
よ
う
に
、
軌
道
に
の
ら

な
い
う
ち
か
ら
公
開
し
て
ほ
ん
と
う
の
内
容
が

出
な
く
な
っ
た
ら
使
命
は
果
せ
な
い
。

申
込
フ
リ
l
ト
l
キ
ン
グ
は
あ
く
ま
で
非
公

聞
に
す
べ
き
。

大
友
高
田
説
も
わ
か
る
が
、
原
則
的
に
は

江
上
説
に
同
調
。

山
本
(
ま
)
、
高
田
公
開
。

多
国
私
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。
マ
ス
コ
ミ
が

正
し
い
報
道
を
せ
ず
、
多
少
の
意
見
の
ズ
レ

を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
書
く
よ
う
な
ら
非
公
開

に
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
団
体
の
規
制
は
な
い
。

藤
田
で
は
次
の
会
議
を
公
開
に
す
る
か
、
決

を
と
り
た
い
。
(
非
公
開
希
望
者
多
数
)
。
非

公
開
に
決
定
し
た
の
で
よ
ろ
し
く
。

植
木
も
う
具
体
案
を
出
さ
れ
た
方
も
あ
り
、

実
り
あ
る
会
議
だ
っ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。
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沼

田
第
二
回
総
会

臨
回
和
五
十
年
十
一
月
二
十
五
日
(
火
)

臨
全
共
連
ビ
ル
四
十
五
会
議
室

出
席
委
員
市
川
、
江
上
、
大
友
、
大
森
、

上
坂
、
佐
藤
、
田
中
、
田
村
、
高
田
、

滝
沢
、
中
鉢
、
西
、
縫
回
、
波
多
野
、

福
武
、
{
松
代
)

藤
田
総
務
長
官
未
着
だ
が
、
定
刻
な
の
で

予
定
ど
お
り
フ
リ

l
ト
l
キ
ン
グ
に
入
る
。

久
保
田
参
事
官
そ
の
前
に
配
布
資
料
の
説

明
を
。
①
前
回
の
議
事
録
①
婦
人
に
関
す

る
諸
問
題
総
合
調
査
報
告
書

l
i広
範
な
デ

ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
の
で
、
討
議
の
参
考

資
料
と
さ
れ
た
い
。
①
国
際
婦
人
年
に
際
し

て
募
集
し
た
草
の
根
の
意
見
(
百
点
収
録
)

④
今
後
一
の
運
営
に
つ
い
て
の
叩
き
台
J

四
月

ご
ろ
骨
子
を
発
表
、
九
月
ご
ろ
追
加
案
を
作

成
発
表
の
予
定
で
あ
る
。

植
木
長
官
逐
次
出
て
き
た
所
見
を
五
十
一

年
度
予
算
編
成
に
も
反
映
し
た
い
の
で
よ
ろ

し
く
。グ

ル
ー
ピ
ン
グ
に
つ
い
て

藤
田
希
望
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
過
半
数
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
が
、
今
日
は
課
題
そ
の
も

の
か
ら
再
検
討
す
る
。
課
題
が
決
ま
る
と
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
自

由
に
発
言
し
て
ほ
し
い
。

縫
田
基
本
的
な
任
務
は
世
界
行
動
計
画
を

ど
う
具
体
化
す
る
か
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
行

動
計
画
の
基
本
精
神
が
出
発
点
だ
と
い
う
コ

ン
セ
ン
サ
ス
が
必
要
で
は
な
い
か
。
計
画
に

は
、
従
来
の
婦
人
像
で
は
な
く
新
し
い
婦
人

像
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
共
通

認
識
が
な
い
と
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
で
も
ま
と

ま
ら
な
い
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
討
論
に
入
る
前
に

本
質
的
に
ど
う
い
う
方
向
に
い
く
の
か
わ
か
っ

て
い
な
い
と
む
り
。
計
画
の
中
に
は
文
書
を

な
く
せ
と
か
、
日
本
に
関
係
の
な
い
も
の
も
あ

る
。
何
を
削
る
か
、
優
先
順
位
は
何
か
決
め

る
こ
と
が
先
決
。

藤
田
方
向
づ
け
は
た
し
か
に
大
事
。
世
界

行
動
計
画
は
二
百
十
九
項
も
あ
り
、
日
本
に

関
係
な
い
も
の
、
関
係
が
な
く
て
も
国
際
的

に
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ

る
。
ま
ず
三
十
分
ほ
ど
討
論
し
た
い
。

山
本
(
ま
)
事
務
局
提
案
の
八
項
目
に
つ
い

て
、
一
つ
ず
つ
世
界
計
画
の
中
身
を
考
え
な

が
ら
意
見
を
出
し
合
う
と
、
よ
り
具
体
的
に

な
る
と
思
う
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
る
前

に
、
そ
れ
に
入
ら
な
い
人
も
考
え
を
出
し
あ
っ

て
い
く
と
よ
い
と
思
う
。
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題

(1)社会・生活の変容とそれに伴う男女の役割jの変化

(2)婦人の生涯設計と教育(学校・家庭・社会)

(3)婦人労働

(4)あらゆる分野への政策決定への婦人の参画

(5)家庭生活への婦人の寄与と評価

(6)社会初祉における婦人の立場

の日本の婦人問題に特有の謀題は何か

(8)国際協力と婦人について

課討検



藤
田
グ
ル
ー
プ
討
論
の
と
き
は
、
そ
れ
に
属

さ
な
い
委
員
も
傍
聴
し
た
り
発
表
し
た
り
し

て
よ
い
の
か
。

福
武

ω
「
国
際
協
力
と
婦
人
」
は
新
た
に

加
わ
っ
た
こ
と
、

ω
「
婦
人
労
働
」
は
「
労

働
に
お
け
る
保
護
と
平
等
」
が
変
わ
っ
た
わ

け
だ
が
、
こ
う
い
う
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
い
い
か

ど
う
か
を
討
論
す
る
の
が
主
目
的
の
一
つ
と

思
う
。
た
だ
私
見
と
し
て
は

ωと
伽
は
共
通

の
認
識
と
い
う
こ
と
で
、
す
べ
て
の
テ
l
マ
の

前
提
と
な
る
と
思
う
。
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
で
き

て
か
ら
世
界
計
画
の
ど
の
項
が
参
照
さ
れ
る

か
結
び
つ
き
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

西
意
思
統
一
を
ど
う
い
う
形
で
し
た
ら
い

い
か
、
と
て
も
む
ず
か
し
い
こ
と
に
な
っ
た
と

思
う
。
委
員
だ
け
で
な
く
一
般
の
婦
人
大
衆

の
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
先
走
っ

て
、
婦
人
の
役
割
は
な
い
、
家
事
で
も
何
で

も
一
緒
に
や
れ
と
い
っ
て
も
、
み
ん
な
が
賛
成

し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

藤
田
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
は
、
家
庭
な
ら

家
庭
グ
ル
ー
プ
で
討
論
し
、
み
ん
な
傍
聴
し

た
り
フ
リ
l
ト
l
キ
ン
グ
し
て
全
体
会
議
に
も

っ
て
い
け
ば
い
い
。

植
木
世
界
計
画
で
は
五
年
目
に
実
績
を
報

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
:
:
:
。

蕗
田
五
年
と
い
う
の
は
先
す
ぎ
る
。
二
年

間
で
ど
れ
だ
け
女
子
の
公
務
員
や
政
策
決
定

者
が
ふ
え
た
と
か
報
告
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

酉
例
え
ば
男
女
の
役
割
の
と
こ
ろ
で
、
高

校
の
家
庭
科
共
修
問
題
な
ど
が
あ
る
。
男
女

の
役
割
は
新
し
い
世
の
中
の
あ
り
方
に
沿
っ

て
平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
共
修
を
当

然
う
た
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
皆
の

意
見
が
一
致
す
れ
ば
い
い
が
、
一
致
し
な
い

場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
ま
た
ま
一
致

し
た
と
し
て
も
政
府
は
そ
の
ま
ま
取
上
げ
る
か
。

申
鉢
途
中
で
中
座
す
る
の
で
先
に
意
見
を

言
う
。
幾
つ
か
の
時
点
を
区
切
り
、
ど
の
時

点
に
ど
の
辺
ま
で
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
か
、

時
間
的
な
展
望
と
目
標
の
優
先
順
位
を
組
合

わ
せ
た
基
本
的
な
考
え
方
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
今
後
に
有
益
だ
と
思
う
。

今
後
十
年
間
ぐ
ら
い
に
日
本
は
準
老
齢
化

時
代
に
入
り
、
そ
の
次
の
十
年
間
は
劇
的
な

変
化
が
起
こ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
婦
人
の
問

題
は
生
産
の
問
題
と
い
う
よ
り
福
祉
の
問
題

で
あ
る
。
人
聞
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く

基
本
的
な
条
件
に
よ
り
直
接
的
に
か
か
わ
っ

て
く
る
問
題
だ
と
思
う
。
こ
の
十
年
く
ら
い

の
と
こ
ろ
に
大
き
な
目
標
を
置
き
、
逆
算
し

て
五
年
、
三
年
、
一
年
と
い
う
よ
う
に
三
つ

く
ら
い
の
段
階
で
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

婦
人
と
男
性
の
聞
の
平
等
と
い
う
こ
と
は
、

生
産
と
福
祉
の
聞
の
価
値
の
転
換
に
か
か
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
家
事

労
働
の
中
の
非
常
に
大
き
な
も
の
が
育
児
や

老
人
の
世
話
な
ど
福
祉
に
か
か
わ
る
労
働
で

あ
る
。
こ
れ
が
社
会
化
さ
れ
れ
ば
男
女
と
も

に
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
男
女
の

問
題
は
人
間
の
あ
り
方
全
体
に
か
か
わ
る
。
そ

う
い
う
意
味
で
総
括
的
立
場
か
ら
具
体
的
な

個
々
の
問
題
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

影
山
参
与
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
の
で

恐
縮
だ
が
、
八
項
目
に
分
け
た
の
は
逆
立
ち

し
て
い
る
。
二
百
十
九
項
目
を
、
一
項
ず
つ
、

こ
れ
は
理
念
だ
と
か
、
日
本
は
具
体
的
に
も

う
実
現
し
て
い
る
と
か
各
省
も
委
員
も
考
え
、
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項
目
別
に
問
題
を
出
し
、
行
動
計
画
に
も
し

矛
盾
点
が
あ
れ
ば
出
し
合
う
と
い
う
形
で
や

っ
て
い
く
べ
き
だ
。
一
か
ら
二
百
十
九
ま
で

逐
条
審
議
す
べ
き
で
、
グ
ル
ー
プ
の
分
け
方

も
、
一
か
ら
十
五
ま
で
第
一
グ
ル
ー
プ
と
い

う
ぐ
あ
い
に
分
け
る
と
よ
い
。

縫
田
私
の
意
見
は
八
項
目
を
全
部
ご
破
算

に
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
二
百
十
九
を

割
り
振
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
入
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
優
先
順
位
を
ど
う
す
る
か
を
や
ら
な
い

と
、
時
間
が
か
か
る
と
思
う
。

藤
田
四
月
ま
で
に
八
回
し
か
で
き
な
い
の

に
八
項
目
も
あ
る
。
こ
れ
を
も
う
少
し
少
な

く
す
る
か
、
福
武
案
の
よ
う
に

ωと
mを
同

じ
グ
ル
ー
プ
に
;
:
:
と
い
う
こ
と
で
、
結
局
影

山
案
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

江
上

ωと
mを
全
部
の
グ
ル
ー
プ
の
頭
に

割
り
振
る
と
よ
い
と
思
う
。

福
武
グ
ル
ー
プ
別
に
一
応
リ
ス
ト
す
る
が
通

知
は
全
員
に
出
す
。
し
か
し
ど
ん
な
に
討
論

し
て
も
細
か
い
と
こ
ろ
で
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
が

あ
っ
て
ど
う
に
も
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て

ωと
mは
ひ
っ
く
る
め
て
考
え
て
い
い

の
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
言
っ
た
わ
け
で
す
。

渡
辺
参
与
江
上
案
に
賛
成
。

渡
多
野
遅
れ
て
来
た
の
で
違
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
す
る
の
が
い
い
か

と
い
う
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
キ
ャ
ッ
プ
で

実
行
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
自
分
の
と
こ

ろ
で
は
こ
う
い
う
こ
と
に
努
力
し
、
こ
こ
に
成

功
し
た
、
ネ
ッ
ク
が
あ
っ
た
、
と
い
っ
た
も
う

少
し
現
実
の
こ
と
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
思

、つ。福
武
優
先
順
位
を
決
め
る
の
は
重
要
。
縫

田
説
の
よ
う
に
全
体
で
討
議
す
べ
き
か
、
各

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
討
議
す
べ
き
か
と
い
う
問
題

は
あ
る
が
。

山
本
(
松
)
大
別
す
る
と
中
心
思
想
で
あ
る

ω

仰
の
と
、
具
体
論
で
あ
る
そ
の
他
の
二
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
る
と
思
う
。
ま
ず

ω仰
の
を
小
グ

ル
ー
プ
で
討
論
し
た
の
ち
総
会
に
か
け
、

m仰

の
の
基
本
線
を
出
し
て
か
ら
小
グ
ル
ー
プ
に
分

け
る
ほ
う
が
能
率
的
で
は
。

江
上
自
説
を
再
度
主
張
。

西
イ
ロ
ハ
の
質
問
に
な
る
が
、
世
界
行
動

計
画
に
賛
成
し
が
た
い
よ
う
な
議
論
が
あ
っ

た
場
合
、
世
界
行
動
計
画
は
日
本
の
政
府
が

採
択
し
た
の
だ
か
ら
、
と
錦
の
旗
を
振
れ
る

も
の
か
ど
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
江
上
さ
ん
の
心

配
は
な
く
な
る
が
。

藤
田
方
向
の
上
で
反
対
す
べ
き
も
の
は
な

い
と
思
う
。
旗
振
ら
な
く
て
も
黙
っ
て
い
れ
ば

山
本
(
ま
)
江
上
説
は
、

ωと
の
に
つ
い
て
は

認
識
の
相
違
が
あ
る
の
で
各
項
で
先
議
す
べ

き
だ
と
い
う
意
味
か
。

江
上
男
女
の
役
割
等
に
つ
い
て
は
意
見
が

分
れ
る
と
思
う
。
そ
れ
だ
け
議
論
す
る
と
抽

象
的
に
な
る
の
で
、

ω印
刷
等
各
論
を
ふ
ま
え

て
討
論
す
る
と
ょ
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

山
本
(
ま

)ω
と
の
を
総
論
と
し
て
ま
ず
討
議

す
る
の
な
ら
わ
か
る
が
、
各
論
の
頭
に
つ
け
る

べ
き
だ
と
い
う
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

縫
田
基
本
的
な
認
識
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

ま
ず
重
要
だ
と
思
う
が
、
こ
の
場
で
何
回
や

っ
て
も
進
ま
な
い
だ
ろ
う
。
江
上
説
の
よ
う
に

各
項
目
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
あ
と
、
各
チ

ー
フ
が
共
同
の
も
の
さ
し
と
し
て
常
に
頭
に
入

れ
て
お
け
ば
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る
か
も
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し
れ
な
い
。

福
武

ωー
の
は

ωを
基
本
と
す
る
。
ま
た
の

は
何
を
優
先
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
常
に

出
る
。
し
た
が
っ
て

ωの
は
他
と
次
元
が
違

う
。
討
論
は
月
二
回
程
度
、
四
月
ま
で
計
八

回
と
い
う
こ
と
だ
が
テ
l
マ
に
よ
り
軽
重
を
つ

け
る
と
よ
い
の
で
は
。

藤

田

例

え

ば

mwは
簡
単
に
す
む
。

ωの
よ

う
に
二
回
で
は
す
ま
な
い
も
の
も
あ
る
ο

そ
れ

を
整
理
す
る
と
よ
い
。

植
木
長
官
と
り
ま
と
め
の
き
っ
か
け
に
な
る

か
と
思
っ
て
発
言
す
る
。
世
界
行
動
計
画
に

は
す
で
に
済
ん
で
い
る
も
の
、
い
ま
計
画
し
つ

つ
あ
る
も
の
、
実
践
中
の
も
の
、
検
討
中
の

も
の
と
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
ま
た
、
ま
ず
基
本
的

理
念
が
あ
り
、
政
府
の
責
任
、
立
法
す
べ
き

も
の
、
婦
人
関
係
の
機
構
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

労
働
、
教
育
、
社
会
保
障
、
家
庭
、
住
居
地

域
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
、
国
際
関
係
に
ま
で

及
ん
で
い
る
。
事
務
局
案
は
そ
れ
を

ω
I仰
に

整
理
し
た
わ
け
だ
が
、
具
体
的
に
は
大
き
な

問
題
と
し
て
生
涯
設
計
と
教
育
、
家
庭
生
活

の
評
価
と
寄
与
、
労
働
等
が
あ
る
。
そ
こ
で

生
涯
設
計
と
教
育
に
関
心
の
あ
る
方
は
す
ぐ

グ
ル
ー
プ
を
編
成
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
具
体

的
に
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
頂
き
た
い
。

藤
田
世
界
行
動
計
画
の
重
要
性
と
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
こ
の
会
議
を
す
る
こ
と
は
ご
諒
承

頂
い
た
と
思
う
。
第
二
に
、
全
体
会
議
だ
け
で

や
る
の
は
無
駄
が
多
い
の
で
、
討
議
は
グ
ル

ー
プ
別
に
行
な
い
、
決
定
は
全
体
で
行
な
う
。

グ
ル
ー
プ
討
議
に
は
、
そ
こ
に
属
さ
な
い
人
も

傍
聴
は
随
意
と
し
た
い
。
今
日
は
グ
ル
ー
プ

別
の
の
ち
、
仙
の
に
つ
い
て
全
体
討
論
し
た
い
。

中
鉢
藤
田
提
案
に
賛
成
。
自
分
の
属
す
る

部
会
以
外
に
も
顔
を
出
し
て
全
体
の
動
き
を

み
な
が
ら
討
論
し
た
い
。

ωの
は
抜
本
的
な
も

の
で
あ
り
、
当
面
討
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
あ
と
は
印
と
印
が
基
本
的
な
問
題

で
あ
り
、
こ
れ
が
少
し
で
も
変
わ
ら
な
い
限
り

ほ
か
は
勤
き
が
と
れ
な
い
。
て
二
年
の
目

標
を
つ
く
っ
て
具
体
化
し
て
い
き
、
そ
れ
を
ふ

ま
え
て
は
じ
め
て
生
涯
設
計
と
教
育
の
問
題

や
、
社
会
福
祉
に
お
け
る
婦
人
の
立
場
が
具

体
的
問
題
と
し
て
出
る
と
思
う
。
政
策
決
定

へ
の
婦
人
の
参
画
と
か
国
際
協
力
の
問
題
は
、

ωや
ωを
促
進
し
て
い
く
の
に
直
ち
に
必
要
だ

が
、
そ
れ
自
身
と
し
て
は
最
も
長
期
の
大
き

な
問
題
で
は
な
い
か
。
そ
の
へ
ん
で
優
先
順

位
が
決
ま
る
か
と
思
う
。

推
進
会
議
も
が
ん
ば
っ
て
る
と
い
う
P
Rを

西
と
こ
ろ
で
十
一
月
二
十
二
日
の
国
際
婦

人
年
日
本
大
会
に
四
十
一
団
体
か
ら
出
さ
れ

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
今
や
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
要
求
項
目
が
非
常
に
た
く
さ

ん
出
て
い
る
。
民
間
側
の
重
要
な
資
料
と
し

て
お
揃
え
頂
き
た
い
。

藤
田
あ
れ
は
非
常
に
い
い
参
考
資
料
。
ぜ

ひ
各
委
員
に
配
布
を
。

上
坂
遅
れ
て
来
て
す
み
ま
せ
ん
。
中
鉢
説

に
賛
成
で
す
が
、
前
回
に
も
言
っ
た
通
り
、
何

か
目
玉
商
品
み
た
い
な
も
の
を
、
一
番
最
初

に
滑
り
出
し
よ
く
:
:
:
。
最
初
な
の
で
変
な

記
事
を
書
か
れ
た
り
す
る
と
困
る
の
で
、
本

部
が
で
き
た

P
R
の
意
味
で
も
、
影
山
さ
ん

の
"
駈
け
込
み
寺
"
み
た
い
な
、
や
っ
て
お
る

ぞ
と
い
う
も
の
を
ひ
と
つ
:
:
:
。

藤
田
議
長
と
し
て
で
は
な
く
、
メ
ン
バ
ー
と
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し
て
の
発
言
だ
が
、
思
い
つ
き
で
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
が
、
四
月
ま
で
に
何
か
具
体
案

が
出
る
こ
と
は
よ
い
と
思
う
。

上
坂
看
護
婦
さ
ん
に
へ
き
地
手
当
て
を
、
と

か
い
う
こ
と
で
も
い
い
、
一
っ
か
二
つ
:
:
:
。

日
本
大
会
で
は
委
員
会
み
た
い
な
も
の
を
作

っ
た
と
の
こ
と
。
へ
た
を
す
る
と
、
政
府
は
何

を
や
っ
て
る
の
か
つ
て
こ
と
に
:
:
:
。
あ
ち
ら

の
ほ
う
が
い
い
ア
イ
デ
ア
を
ど
ん
ど
ん
出
す

と
、
ま
す
ま
す
世
評
が
悪
く
な
る
。

藤
田
会
議
の
ほ
う
で
な
く
本
部
の
ほ
う
で

ど
ん
ど
ん
し
て
頂
き
た
い
。
本
部
と
会
議
は

一
心
同
体
な
の
で
。

田
村
上
坂
説
に
ち
ょ
っ
と
続
く
が
、
委
員

に
な
っ
て
こ
の
聞
か
ら
こ
の
間
題
を
考
え
て
い

る
が
、
男
で
あ
る
が
ゆ
え
に
ご
婦
人
の
考
え
方

は
わ
か
ら
な
い
。
法
律
を
つ
く
っ
た
り
勧
告
を

し
て
も
基
本
は
意
識
だ
。
女
の
人
は
ど
ん
な

こ
と
を
さ
れ
て
も
被
害
者
だ
と
い
う
。
こ
の
間

T
V
で
天
皇
訪
米
を
見
た
が
、
皇
后
は
一
歩

下
が
っ
て
い
て
、
絶
対
天
皇
に
は
な
れ
な
い
。

三
笠
宮
の
子
息
が
自
分
は
何
番
目
の
何
と
か

と
言
う
が
、
そ
れ
な
ら
皇
后
に
せ
よ
美
智
子

さ
ん
に
せ
よ
お
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
重
し
を
パ

ツ
と
は
ず
せ
ば
、
ほ
ん
と
う
に
自
由
に
女
の
人

は
伸
び
ら
れ
る
と
思
う
。
男
だ
っ
て
だ
ら
し
の

な
い
や
つ
は
多
い
し
、
女
だ
っ
て
甘
っ
た
れ
た

の
も
多
い
。
ほ
ん
と
う
に
能
力
の
あ
る
人
が
み

ん
な
自
由
に
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会

に
、
と
は
、
口
に
は
出
さ
ね
ど
も
み
ん
な
心
の

底
に
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
先
ほ
ど
の

目
玉
に
な
る
ん
だ
っ
た
ら
、
皇
太
子
、
皇
孫

も
お
ら
れ
る
ん
だ
か
ら
、
次
の
段
階
で
そ
う
い

う
こ
と
が
で
き
る
道
を
聞
い
た
ら
女
の
人
も
よ

く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
(
笑
}
。
イ
ン
テ
リ
の

言
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
ら
程
度
の
悪
い
こ
と
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
な
く
な
れ

ば
気
分
が
違
っ
て
く
る
と
思
う
。
「
私
は
被
害

者
だ
」
と
い
う
気
分
の
問
題
に
メ
ス
を
入
れ

ん
か
っ
た
ら
だ
め
だ
。

藤
田
そ
の
意
識
の
問
題
は
世
界
行
動
計
画

の
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
あ
る
う
え
、
社
会
生

活
の
変
容
と
男
女
の
役
割
の
変
化
な
ど
と
い

う
項
は
全
く
そ
の
こ
と
な
の
で
、
残
っ
て
い
る

時
間
に
討
論
し
た
い
。
こ
こ
で
確
認
し
た
い

が、

ω
l
mと
仰
を
加
え
て
セ
ッ
ト
し
て
グ
ル

ー
プ
を
つ
く
り
、
仰
の
は
必
ず
頭
に
置
く
こ
と

に
し
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
は
事
務
局
一
任
で
よ

L
カ
田
村
先
生
、
私
の
今
申
し
上
げ
た
こ
と
は

荒
唐
無
け
い
か
。

藤
田
い
い
え
。
だ
か
ら
こ
れ
を
き
め
て
か
ら

さ
せ
て
ほ
し
い
。
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討
議
時
間
は
十
分
か

福
武
こ
の
前
の
お
申
し
出
で
は
、

ωと
の
が

何
人
か
お
ら
れ
ま
す
。
印
と
由
は
二
回
ぐ
ら
い

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
あ
と
は
一
回
、
と

い
う
こ
と
で
い
か
が
か
。

波
多
野
印
は
財
産
権
と
か
そ
う
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
寄
与
と
評
価
に
つ
い
て
は
具
体
的

に
ど
う
い
う
評
価
に
な
る
の
か
、
印
は
一
回
だ

が
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
一
回
で
す
む
の
か
。

福
武
四
月
ま
で
一
二
三
時
間
の
討
議
が
計

八
固
な
の
で
一
応
そ
う
割
り
振
っ
た
が
、

ωの

ほ
う
が
重
要
と
い
う
こ
と
な
ら
そ
れ
で
も
よ
い
。

滝
沢
時
間
的
に
全
然
不
十
分
だ
。

藤
田
必
要
な
ら
一
度
ふ
や
す
と
か
、
そ
ん

な
見
当
で
お
願
い
し
た
い
。
で
は
残
り
時
間



で
、
田
村
発
言
の
関
連
そ
の
他
フ
リ
l
ト
l

キ
ン
グ
し
た
い
。

山
本
(
ま

)
m
mは
、
二
回
で
も
と
て
も
た
り

な
い
。
事
務
局
か
ら
み
る
と
四
月
ま
で
に
八

回
と
い
う
こ
と
だ
が
、
問
題
別
に
す
れ
ば
わ
ず

か
て
二
回
に
す
ぎ
な
い
。
意
見
が
ま
と
ま

ら
な
か
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

久
保
田
参
事
官
ま
と
ま
ら
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
な
り
の
意
見
を
出
し
て
頂
い
て
、

そ
の
後
討
議
を
続
け
て
頂
く
こ
と
も
可
能
。

江
上
機
械
的
に
月
二
回
で
は
、
う
し
ろ
の

ほ
う
の
一
回
に
当
た
っ
た
人
は
ま
と
ま
ら
な
い

う
ち
に
期
限
切
れ
に
な
る
。
一
テ
l
マ
に
つ
き

少
な
く
と
も
月
二
回
必
要
。

藤
田
一
回
で
も
、
三
時
間
で
な
く
五
時
間

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

影
山
参
与
婦
人
問
題
担
当
室
と
し
て
物
理

的
に
無
理
だ
と
は
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
。

七
人
も
職
員
が
い
て
月
二
回
し
か
会
を
し
な

い
と
い
う
の
は
ど
う
考
え
て
も
少
な
す
ぎ
る
。

五
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
月
五

l
六
回
持
つ

べ
き
。
予
算
が
な
い
の
か
。
「
政
府
は
本
気
で

や
る
気
が
な
い
か
ら
三
木
さ
ん
を
本
部
長
に

し
て
:
:
:
」
と
言
わ
れ
で
も
反
論
の
余
地
が

な
L
久
保
田
参
事
官
八
回
と
い
う
の
は
、
八
回

の
グ
ル
ー
プ
会
議
の
ほ
か
に
総
会
が
二
回
、

三
、
四
月
段
階
で
総
会
が
さ
ら
に
二
回
ぐ
ら

い
予
定
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
本
部
で
月
平

均
二
回
の
会
議
、
さ
ら
に
本
部
会
議
が
こ
ち

ら
の
会
議
と
並
行
し
て
あ
る
。
そ
れ
に
必
要

な
資
料
等
も
作
成
す
る
の
で
、
グ
ル
ー
プ
討

論
を
八
回
程
度
と
提
案
し
た
。
不
足
な
ら
、
ど

の
程
度
が
最
も
能
率
的
で
内
容
あ
る
も
の
と

な
る
か
、
検
討
し
て
ほ
し
い
。

滝
沢
回
数
の
多
い
ほ
う
が
望
ま
し
い
が
、
説

明
を
聞
い
て
な
っ
と
く
し
た
。
し
か
し
、
三
時

間
で
は
な
く
、
朝
か
ら
一
自
適
し
た
ぐ
ら
い

で
な
い
と
不
満
足
が
残
る
。

鑓
田
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
グ
ル
ー
プ
別
に
問
題
を
掘
下
げ
る
こ
と

と
思
っ
た
の
で
時
間
不
足
だ
と
思
っ
た
が
、
優

先
順
位
を
決
め
る
の
な
ら
て
二
回
で
い
い
。

ま
た
四
月
ま
で
待
つ
の
で
は
遅
す
ぎ
る
。

江
上
十
二
月
ま
で
に
優
先
順
位
を
決
め
、
一

月
か
ら
パ
ツ
と
分
か
れ
て
や
る
。
十
二
月
は

休
み
に
し
て
も
一
月
は
二
回
じ
ゃ
な
く
三
回

ゃ
る
よ
う
に
す
れ
ば
効
率
的
。

蕗
田
四
月
以
降
に
延
び
る
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
聞
に
大
事
な
こ
と
だ
け

は
本
部
で
採
択
し
て
頂
い
て
、
何
も
し
て
な

い
ん
だ
と
い
う
思
い
だ
け
は
持
ち
た
く
な
い
と

思
う
。
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
と
運
営
方
法
は
事
務

局
一
任
に
さ
せ
て
ほ
し
い
。

大
蒜
本
部
の
ほ
う
で
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る

の
で
は
。
例
え
ば
昨
日
、
行
政
管
理
庁
が
保

育
所
問
題
の
検
討
を
出
さ
れ
た
が
。

植
木
長
官
前
述
し
た
よ
う
に
、
現
在
進
行

中
の
も
の
が
あ
り
、
五
十
一
年
度
予
算
案
で

各
省
が
要
求
し
て
い
る
も
の
、
財
政
困
難
で

も
こ
れ
だ
け
は
採
択
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
困

る
と
力
を
入
れ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、

こ
こ
に
出
る
意
見
を
反
映
さ
せ
、
本
部
で
も

協
議
し
な
が
ら
各
省
が
協
力
し
て
予
算
的
措

置
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
会
議
の
意
見

を
聞
く
と
と
も
に
行
政
は
行
政
と
し
て
独
自

に
進
め
る
が
、

E
い
に
協
力
し
た
い
。
八
回

以
上
と
い
う
こ
と
は
事
務
局
の
限
界
も
あ
る

の
で
、
三
グ
ル
ー
プ
に
し
て
三
回
ず
つ
九
回
、
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あ
る
い
は
四
回
や
る
、
一
回
で
す
む
も
の
も
あ

る
と
い
う
ふ
う
に
、
も
う
少
し
弾
力
性
を
持

た
せ
た
ら
ど
う
か
。

石
原
参
与

ωω
は
一
緒
に
な
る
が
。

藤
田
仰
は
み
ん
な
に
関
連
す
る
。
こ
れ
が
目

玉
商
品
。

江
上
私
も
こ
れ
が
目
玉
だ
と
思
う
。
目
玉

つ
く
ろ
う
と
思
え
ば
な
る
べ
く
早
く
こ
の
会
議

の
総
意
に
よ
っ
て
出
す
。

田
中
す
み
ま
せ
ん
、
遅
れ
て
来
て
。
こ
の

会
議
は
非
常
に
具
体
的
に
実
行
に
移
る
よ
う

な
形
で
推
進
し
て
頂
き
た
い
と
思
う
。
さ
っ

き
田
村
氏
か
ら
女
の
被
害
者
意
識
の
問
題
が

出
た
が
、
私
は
非
常
に
被
害
者
だ
と
思
っ
て

い
る
。
六
十
何
年
生
き
て
き
て
。
そ
れ
で
男

の
委
員
、
参
与
の
先
生
方
の
、
婦
人
問
題
に

関
す
る
意
見
と
い
う
よ
り
は
実
際
の
生
活
を

聞
き
た
い
(
笑
)
。
口
先
の
意
見
と
実
生
活
と

ど
う
違
う
か
:
:
:
こ
の
間
か
ら
日
本
の
方
々

で
、
男
が
家
事
を
す
る
割
合
を
聞
い
て
い
る

が
、
中
央
線
沿
線
、
神
奈
川
、
北
陸
三
県
か

ら
関
西
に
か
け
て
ほ
と
ん
ど
向
上
だ
。
東
京

の
真
ン
中
で
男
が
台
所
に
立
つ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
教
育
を
受
け
て
い
る
人
が
四
分
の

三
い
る
。
た
ま
た
ま
私
は
男
が
家
事
を
す
る

家
に
育
っ
て
、
家
庭
を
つ
く
っ
て
き
て
、
ま

た
こ
ん
な
こ
と
が
問
題
に
な
る
の
に
驚
く
。
日

本
に
儒
教
が
入
っ
て
き
て
か
ら
男
女
の
扱
い

が
違
っ
て
き
た
と
思
う
。
具
体
的
な
生
活
の

中
で
女
が
闘
う
べ
き
と
思
う
。

山
本
(
ま
)
長
官
の
三
グ
ル
ー
プ
説
に
賛
成
、

印
と

ω、
ωと
刷
、
仰
と
仰
の
三
グ
ル
ー
プ
に

し
た
ら
・
・
・
:
・
。

植
木
長
官
賛
成
。
そ
う
す
れ
ば
印
と
印
、
仰

と
仰
に
時
間
を
か
け
ら
れ
る
。
(
一
同
異
議
な

く
可
決
)
臨
時
の
問
題
も
取
入
れ
て
。

藤
田
で
は
少
し
時
聞
が
あ
る
の
で
、
そ
の

他
の
意
見
を
。

上
坂
日
本
大
会
で
、
今
後
家
庭
科
男
女
共

修
を
推
進
す
る
よ
う
提
案
す
る
と
言
っ
て
い

た
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
ど
う
考
え
る
か
、
ま

た
、
「
つ
く
る
人
、
食
べ
る
人
」
の
C
M
問
題

を
ど
う
考
え
る
か
と
か
、
臨
機
応
変
に
そ
の

時
点
の
婦
人
問
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
機

会
を
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
ほ
し
い
。
-
|
グ
ル
ー

プ
に
し
て
も
い
い
し
:
:
:
。

藤
田
機
会
が
あ
る
よ
う
に
お
願
い
す
る
。

上
坂
わ
り
と
あ
っ
さ
り
と
O
K
が
出
た
が
、

い
い
の
か
そ
れ
は
。

醸
田
グ
ル
ー
プ
は
つ
く
ら
な
い
、
一
つ
ふ
え

る
か
ら
。
機
会
を
つ
く
る
と
よ
い
。
グ
ル
ー
プ

会
議
で
で
も
総
会
で
で
も
問
題
提
起
す
れ
ば

よ
い
。

上
板
会
議
と
し
て
は
整
っ
て
い
る
の
か
。
対

外
的
に
意
見
を
発
表
し
な
い
の
か
。

藤
田
総
意
が
ま
と
ま
れ
ば
発
表
す
る
。
一

部
の
人
の
意
見
が
会
議
の
意
見
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
は
危
険
。

植
木
長
官
対
外
的
に
発
表
す
べ
き
問
題
か

ど
う
か
、
参
与
と
相
談
し
て
発
表
す
る
。
会

議
に
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
会
議

に
か
け
る
。

上
坂
本
部
に
見
解
発
表
し
て
も
ら
い
た
い

と
き
は
ど
う
す
る
の
か
。

植
木
長
官
担
当
室
の
ほ
う
へ
出
し
て
頂
い

た
ら
、
本
部
で
判
断
す
る
。

大
友
農
村
婦
人
の
し
あ
わ
せ
が
な
け
れ
ば

日
本
の
し
あ
わ
せ
は
な
い
が
、
農
村
問
題
は

ど
こ
に
入
る
の
か
。
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藤
田
労
働
に
入
る
。

大
友
消
費
者
権
利
意
識
が
大
変
低
い
が
、
そ

う
い
う
も
の
を
高
め
る
た
め
の
政
策
は
ど
こ
に

入
る
の
か
。

江
上
そ
う
言
い
始
め
た
ら
部
会
を
百
つ
く

っ
て
も
だ
め
だ
と
思
う
。
あ
な
た
が
好
き
な
と

こ
ろ
に
入
っ
て
自
分
で
判
断
し
て
:
:
:
。

植
木
長
官
消
費
問
題
に
つ
い
て
は
経
企
庁

に
審
議
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
や
る
。
婦
人
問

題
を
考
え
る
の
に
消
費
者
問
題
を
考
え
な
き

ゃ
い
か
ぬ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
随
時
討
議
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
一
応
こ
れ
で
始
め
た
い
。

蕗
田
で
は
、
三
グ
ル
ー
プ
で
発
足
さ
せ
た

い
。
な
お
公
開
問
題
だ
が
、
婦
人
議
員
な
ど

で
非
常
に
関
心
が
あ
り
、
こ
ち
ら
で
も
そ
う
認

め
ら
れ
る
方
で
傍
聴
希
望
者
が
い
た
ら
、
非

公
式
に
ど
う
ぞ
:
:
:
と
言
っ
て
も
よ
い
か
。

上
坂
他
意
の
あ
る
方
は
困
る
。

藤
田
婦
人
議
員
は
非
常
に
少
数
だ
が
。

佐
藤
少
な
い
多
い
の
問
題
じ
ゃ
な
い
。

藤
田
こ
こ
に
婦
人
議
員
が
入
っ
て
く
る
と

す
る
。
そ
の
人
に
ど
う
し
て
も
だ
め
だ
と
言
っ

て
出
て
頂
く
か
。

上
坂
あ
な
た
は
他
意
が
あ
り
そ
う
だ
と
い
う

こ
と
は
言
え
な
い
も
の
ね
。

山
本
(
ま
)
国
会
議
員
は
み
ん
な
が
選
ん
だ
わ

れ
わ
れ
の
代
表
。
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
い
ら
っ
し

ゃ
い
、
と
い
う
必
要
は
な
い
が
、
善
意
の
立

場
で
来
ら
れ
る
方
は
意
識
的
に
認
め
て
い
か

な
い
と
お
か
し
い
。
他
意
が
あ
る
と
か
な
い
と

か
、
最
初
か
ら
人
を
疑
う
の
は
お
か
し
い
。

佐
藤
疑
う
疑
わ
な
い
で
な
く
、
婦
人
問
題

だ
か
ら
婦
人
議
員
だ
け
と
い
う
考
え
方
は
お

か
し
い
。

上
板
疑
っ
た
わ
付
で
は
な
い
。
た
だ
迷
惑

を
受
け
た
場
合
の
こ
と
を
予
想
し
た
わ
け
で
。

高
田
賛
否
両
論
と
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
必
要
。
知
ら
さ
れ
な
い
た
め
に
お
く
れ
を
と

っ
て
い
る
問
題
が
必
ず
討
議
さ
れ
る
と
思
う

が
、
そ
れ
が
閉
鎖
的
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
天

に
ツ
パ
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。
男
女
を
問
わ
ず

議
員
に
公
開
す
べ
き
だ
。

福
武
論
議
は
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
こ
の

よ
う
に
速
記
を
と
っ
て
い
る
。
秘
密
に
は
し
な

い
。
審
議
会
の
中
に
は
、
ま
と
ま
る
ま
で
黙

っ
て
い
て
く
れ
と
い
う
よ
う
な
も
の
も
あ
る
が
、

こ
の
会
議
は
そ
う
で
は
な
く
、
こ
う
い
う
問
題

が
出
た
と
い
う
こ
と
を
す
ぐ
話
し
て
も
一
向
に

さ
し
っ
か
え
な
い
。
た
だ
一
般
公
開
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
線
の
引
き
方
に
困
る
の
で
、
議

員
さ
ん
あ
た
り
で
線
を
引
き
、
精
神
と
し
て

は
全
く
の
公
開
と
し
た
い
。
た
だ
、
グ
ル
ー
プ

討
論
の
場
合
は
、
議
事
録
に
名
前
を
入
れ
る

か、

A
、
B
表
記
に
す
る
か
、
決
め
た
い
。

江
上
公
開
と
い
う
こ
と
が
原
則
な
ら
、
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
も
公
開
に
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
名
前
は
、
私
は
入

れ
て
も
よ
い
。
(
一
同
諒
承
)

波
多
野
性
教
育
は
教
育
に
入
る
の
か
、
家

庭
に
入
る
の
か
。

久
保
田
参
事
官
世
界
行
動
計
画
で
は
家
庭

の
と
こ
ろ
に
入
っ
て
い
る
。

波
多
野
婦
人
の
生
活
設
計
と
教
育
の
中
の

「
家
庭
」
と
、
家
庭
生
活
へ
の
寄
与
と
評
価
の

「
家
庭
」
と
ち
ょ
っ
と
ズ
レ
が
あ
る
が
、

ωω

の
ほ
う
に
含
め
て
よ
い
の
か
。

久
保
田
参
事
官
関
連
の
教
育
は
こ
こ
に
含

ま
れ
る
。

藤
田
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第
一
部
会
第
一
回
会
合

回
和
五
十
年
一
月
二
十
一
日

総
理
府
特
別
会
議
室
で

出
席
委
員
江
上
、
大
森
、
上
坂
、
佐
藤
、

塩
、
多
田
、
滝
沢
、

山
本
(
ま
き
子
)
、

傍
聴
委
員
高
田

久
保
田
参
事
官
ま
ず
座
長
一
名
、
副
座
長

二
名
を
選
出
し
た
い
。
選
出
方
法
に
つ
い
て

意
見
を
。

塩
婦
人
に
関
す
る
諸
問
題
調
査
会
議
当
時

か
ら
参
加
の
事
情
通
の
方
に
願
い
た
い
。

渡
多
野
で
は
具
体
的
に
江
上
、
西
氏
を
推
す
。

大
蒜
波
多
野
氏
も
。

久
保
田
参
事
官
以
上
い
ず
れ
も
調
査
会
議

の
先
生
方
だ
が
よ
い
か
。

波
多
野
勝
手
に
し
ゃ
べ
り
た
い
の
で
座
長

に
は
な
り
た
く
な
い
。

江
上
私
も
:
・
。

波
多
野
都
留
先
生
に
お
願
い
し
た
い
。

都
留
発
言
を
封
じ
ら
れ
る
し
、
毎
回
出
ら

れ
な
い
。

久
保
田
参
事
官
で
は
発
言
で
き
る
座
長
と

い
う
こ
と
で
、
前
記
三
人
の
先
生
で
司
会
を

回
り
も
ち
に
し
た
い
。

上
坂
そ
う
す
る
と
都
留
先
生
は
何
も
な
さ

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
心
細
い
。

都
留
大
い
に
発
言
す
る
か
ら
:
・
。

上
坂
外
に
い
ろ
い
ろ
文
書
が
出
る
と
き
、
都

留
先
生
が
大
き
く
名
前
が
出
る
と
格
好
が
い

い
。
男
の
方
が
少
な
い
し
、
都
留
先
生
が
や

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
と
パ
ン
チ
が
き
く

(
西
委
員
、
座
長
席
に
つ
く
)

久
保
田
参
事
官
{
配
布
資
料
説
明
)

〔
業
務
予
定
表
〕
三
月
ま
で
に
三
回
会
を
持
ち
、

四
月
上
旬
総
会
で
重
点
事
項
を
ま
と
め
る
。
そ

の
問
に
、
こ
の
よ
う
に
各
省
庁
が
出
席
し
て

お
り
、
ご
意
見
を
持
帰
っ
て
作
業
の
中
に
反

映
さ
せ
る
。

「
検
討
課
題
」
は
、
①
現
在
の
婦
人
の
問
題
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
①
政
府
の
行
な

う
施
策
の
基
本
的
な
方
向
①
民
間
行
動
へ
の

期
待
だ
が
、
政
府
側
だ
け
で
構
想
を
打
出
す

こ
と
は
よ
く
な
い
の
で
、
十
分
意
見
を
頂
き

た
い
〔
資
料
3
〕
は
行
動
計
画
中
、
日
本
に
関
連
深

い
も
の
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、

〔
資
料
4
〕
は
、
婦
人
に
関
す
る
諸
問
題
の
総

合
調
査
報
告
書
の
要
約
と
提
言
。
膨
大
な
の

で
ポ
イ
ン
ト
を
一
覧
表
に
し
た
。
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文
部
省
の
婦
人
教
育
方
針

志
熊
婦
人
教
青
課
長
(
文
部
省
}
教
育
に
つ
い

て
①
①
①
の
資
料
を
お
届
け
し
た
。
第
一
点

は
、
教
育
の
機
会
均
等
、
義
務
教
育
の
無
償
、

男
女
平
等
に
か
か
わ
る
教
育
に
関
す
る
研
究
、

第
二
点
は
、
家
庭
教
育
、
特
に
母
親
教
育
お

よ
び
婦
人
の
生
涯
教
育
の
重
要
性
で
あ
る
。
資

料
①
に
生
涯
教
育
を
一
表
に
ま
と
め
た
。
乳

幼
児
・
少
年
少
女
期
、
青
年
期
、
成
人
期
、

高
齢
者
・
:
と
、
生
涯
の
各
時
期
に
お
け
る
教

育
の
施
策
を
示
し
た
。
乳
幼
児
の
女
子
人
口

五
百
七
十
七
万
、
こ
れ
に
対
し
幼
稚
園
百
十

一
万
、
就
園
率
六
三
・
九
%
、
小
中
校
生
は

七
百
三
十
万
、
就
学
率
九
九
・
九
%
、
高
校



二
百
十
五
万
、
九
三
%
で
、
高
校
は
男
子
を

若
干
上
回
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
短
大
二
一
物
、

四
年
制
大
学
一
二
%
、
大
学
院
二
・
一
M

初
で

あ
る
。
以
上
を
前
提
に
し
て
二
十
才
以
降
の

婦
人
に
焦
点
を
あ
て
る
と
、
有
権
者
人
口
三

千
九
百
万
中
、
就
労
婦
人
千
九
百
万
、
う
ち

雇
用
者
約
一
千
万
、
農
林
業
三
百
万
、
自
営

五
百
万
、
家
事
専
業
千
五
百
万
。
十
八
才
未

満
の
子
を
持
つ
母
は
千
六
百
万
、
六
十
五
才

以
上
の
高
齢
者
約
五
百
万
で
あ
る
。
文
部
省

は
こ
れ
に
対
し
、
四
項
目
に
分
け
て
直
轄
事

業
と
補
助
事
業
の
形
で
施
策
を
立
て
て
い
る
。

ω成
人
婦
人
に
対
す
る
学
習
の
機
会
の
提
供

ω

学
習
情
報
提
供
と
学
習
の
相
談

ω社
会
教
育
の

整
備
仰
団
体
行
動
の
促
進
で
あ
る
。

ωと
し
て
は
直
轄
事
業
と
し
て
大
学
公
開
講

座
、
い
ま
立
案
中
の
放
送
大
学
、
ま
た
補
助

事
業
と
し
て
は
、
婦
人
教
育
、
家
庭
教
育
等

の
学
習
指
導
者
の
研
修
、
婦
人
の
国
内
研
修

事
業
に
補
助
を
す
る
。
い
ま
百
八
十
九
万
の

婦
人
が
婦
人
学
扱
に
参
加
し
て
い
る
が
、
こ

れ
に
県
賀
補
助
を
。
さ
ら
に
五
十
年
度
に
新

し
く
創
設
さ
れ
た
乳
幼
児
学
級
{
乳
幼
児
を

持
つ
母
親
の
学
級
)
と
青
年
期
を
中
心
と
し

た
家
庭
教
育
学
級
に
約
九
十
二
万
人
が
参
加

し
て
い
る
。
新
た
に
五
十
一
年
度
政
府
原
案

と
し
て
、
母
と
子
の
公
民
館
活
動
と
い
う
こ

と
で
、
地
区
の
公
民
館
を
中
心
に
し
た
母
と

子
の
交
流
事
業
、
特
に
読
書
活
動
を
中
心
と

し
た
活
動
を
予
算
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
婦

人
の
社
会
参
加
の
観
点
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
促
進
事
業
が
五
十
一
年
度
政
府
原
案
と

し
て
六
千
万
。
十
万
以
上
の
市
に
対
し
、
一

事
業
百
四
十
万
の
二
分
の
一
補
助
と
い
う
こ

と
で
新
た
に
補
助
事
業
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
社
会
通
信
教
育
十
八
万
、
そ
れ
ぞ
れ

の
コ

l
ス
に
応
じ
て
技
能
審
査
が
か
か
っ
て
い

る
。
ま
た
各
種
学
校
に
は
成
人
婦
人
三
十
五

万
人
が
参
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
四
月
か
ら
、

各
種
学
校
中
、
一
定
の
規
模
を
整
備
し
た
も

の
は
専
修
学
校
と
い
う
規
定
で
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
。
市
町
村
の
補
助
事
業
と
し
て
は
高

齢
者
教
室
。
約
七
万
人
の
婦
人
が
参
加
し
て

い
る
。ωの
直
轄
事
業
と
し
て
は
乳
幼
児
期
の
家
庭

教
育
に
関
す
る
各
種
資
料
の
配
布
、

T
V
番

組
「
親
の
目
子
の
目
」
の
放
送
、
婦
人
教
育

資
料
の
作
成
、
配
布
、
さ
ら
に
各
地
の
婦
人

会
館
を
拠
点
と
し
た
婦
人
の
学
習
の
相
談
事

業
、
直
轄
事
業
と
し
て
の
方
策
の
研
究
委
嘱

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
都
道
府
県
の
補
助
事

業
と
し
て
は
、
幼
児
期
の
子
を
持
つ
親
に
ハ

ガ
キ
通
信
と
T
V
放
送
、
巡
回
相
談
を
行
な

っ
て
い
る
。

ωと
し
て
は
国
立
婦
人
教
育
会
館
(
仮
称
)

の
建
設
が
あ
る
。
昭
和
四
十
六
年
以
来
、
調

査
会
等
の
意
見
を
積
上
げ
つ
つ
、
第
二
期
工

事
の
五
十
一
年
度
政
府
原
案
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
同
時
に
婦
人
教
育
の
施
設
研
究
協
議

を
直
轄
事
業
と
し
て
実
施
中
。
県
市
町
村
で

は
、
日
常
的
な
学
習
の
場
と
し
て
の
図
書
館
・

博
物
館
・
公
民
館
・
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
整
備
拡
充
が
婦
人
の
生
涯
教
育
施
設
の
重

要
な
柱
に
な
っ
て
い
る
。

ωと
し
て
は
全
国
の
婦
人
団
体
研
究
集
会
と

全
国
組
織
の
婦
人
団
体
を
対
象
と
し
て
、
婦

人
団
体
懇
談
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
全
国
組

織
の
婦
人
団
体
、
家
庭
教
育
団
体
に
対
し
、
実

態
調
査
、
指
導
者
研
修
、
教
育
婦
人
指
導
者
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の
海
外
派
遣
、
家
庭
教
育
事
業
等
に
つ
い
て

団
体
補
助
を
行
な
う
よ
う
施
策
を
進
め
て
い

る。
以
上
に
つ
き
、
資
料
①
で
婦
人
教
育
振
興
、

②
で
家
庭
教
育
振
興
と
、
二
つ
の
柱
で
、
社

会
教
育
行
政
の
役
割
、
当
面
の
重
点
目
標
、

振
興
施
策
、
特
に
五
十
一
年
度
政
府
原
案
に

つ
い
て
の
直
轄
事
業
、
都
道
府
県
に
対
す
る

補
助
事
業
、
団
体
に
対
す
る
助
成
と
い
う
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
数
字
を
あ
げ
て
い
る
。
前

者
が
二
十
二
億
九
千
四
百
二
十
八
万
円
、
後

者
が
十
三
億
一
千
五
百
三
十
九
万
円
で
あ
る
。

労
働
省
の
婦
人
労
働
対
策

高
橋
婦
人
労
働
課
長
(
労
働
省
)
資
料
と
し
て

勤
労
婦
人
福
祉
法
、
勤
労
婦
人
福
祉
対
策
基

本
方
針
、
婦
人
労
働
行
政
の
重
点
項
目
を
配

布
し
た
。
婦
人
労
働
行
政
は
四
つ
の
柱
が
あ

る
。
第
一
は
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
対
策

の
推
進
で
、
こ
れ
を
最
重
点
に
し
て
い
る
。
昨

年
、
婦
人
少
年
問
題
審
議
会
で
審
議
、
九
月

に
労
働
大
臣
あ
て
建
議
が
出
さ
れ
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
行
政
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
内

容
を
簡
単
に
説
明
す
る
。

ωわ
が
国
社
会
に
残
る
女
子
に
対
す
る
偏

見
、
不
合
理
な
社
会
通
念
慣
行
を
是
正
し
、
特

に
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
に
つ
き
労
使
お

よ
び
社
会
一
般
に
啓
発
活
動
を
行
な
う
。

ω関
係
労
働
団
体
に
不
合
理
な
慣
行
は
改
善

す
る
よ
う
指
導
を
行
な
い
資
料
を
提
供
す
る
。

ω賃
金
・
退
職
規
定
・
昇
進
・
昇
格
・
教
育

訓
練
等
に
差
別
的
扱
い
が
あ
る
場
合
は
事
業

主
に
対
し
適
切
な
行
政
指
導
を
行
な
う
。
ま

た
平
等
の
た
め
に
は
女
子
の
能
力
向
上
も
重

要
な
の
で
、
適
切
な
職
業
指
導
・
職
業
講
習

を
充
実
、
勤
労
婦
人
の
職
業
意
識
向
上
の
セ

ミ
ナ
ー
も
開
催
し
て
い
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
継

続
的
調
査
研
究
が
必
要
な
の
で
労
働
省
内
に

「
就
業
に
お
け
る
男
女
平
等
専
門
家
会
議
を
設

け
検
討
し
て
い
る
。

昨
年
は
「
働
く
婦
人
の
福
祉
運
動
」
を
進

め
、
集
中
的
に
行
政
を
展
開
、
そ
の
環
と
し

て
国
家
公
務
員
の
男
女
平
等
の
門
戸
開
放
を

人
事
院
に
申
し
入
れ
た
。

男
女
平
等
問
題
を
進
め
る
に
当
た
り
保
護

法
の
再
検
討
が
行
動
計
画
に
も
I
L
O
行
動

計
画
に
も
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
「
職
場
に

お
け
る
平
等
専
門
家
会
議
」
と
、
労
基
法
を

検
討
す
る
「
基
準
法
研
究
会
」
で
検
討
を
進

め
て
い
る
。

第
二
は
、
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
調
和

対
策
の
推
進
で
あ
る
。
大
き
い
の
は
育
児
休

業
の
普
及
促
進
で
、
勤
労
婦
人
福
祉
法
第
十

一
条
に
事
業
主
の
協
力
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
育
休
導
入
事
業
主
に
は
奨
励
金
を
交

付
し
て
い
る
。
昨
年
の
国
会
で
育
休
法
が
成

立
、
国
家
公
務
員
の
教
員
、
保
母
・
看
護
婦

に
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
。
民
間
に
対
す
る

助
成
措
置
も
具
体
的
に
検
討
す
る
。

第
三
に
は
勤
労
婦
人
の
母
性
の
健
康
管
理

対
策
推
進
が
あ
る
。
最
近
婦
人
労
働
者
の
五

O
%
は
有
配
偶
女
子
で
あ
り
、
妊
娠
・
出
産

が
ふ
え
て
い
る
。
こ
の
母
性
に
対
し
事
業
主

が
配
慮
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
勤
婦
福
祉
法

九
、
十
条
お
よ
び
労
基
法
に
あ
る
規
定
の
完

全
実
施
の
た
め
行
政
指
導
を
進
め
て
い
る
。

第
四
は
勤
労
婦
人
福
祉
施
設
の
整
備
、
充

実
で
あ
る
。
勤
労
福
祉
婦
人
法
の
中
に
「
働

く
婦
人
の
家
」
と
い
う
形
で
規
定
が
あ
る
。
学
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童
保
育
等
の
事
業
も
こ
の
中
で
行
な
っ
て
い
る
。

西
座
長
以
上
の
ご
説
明
に
対
す
る
質
問
を
。

ま
ず
文
部
省
関
係
か
ら
。

波
多
野
婦
人
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
考
え

る
と
、
例
え
ば
学
校
教
育
で
家
庭
科
の
問
題

な
ど
が
入
っ
て
く
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
、
一
般
の
教
育
の
こ
と
も
一
緒
に
し
て
い

、か。

志
熊
課
長
婦
人
と
い
う
と
、
文
部
省
で
は

成
人
婦
人
と
い
う
と
ら
え
方
で
あ
る
。
そ
の

生
涯
教
育
の
前
提
と
な
る
の
が
乳
幼
児
期
・

青
年
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

浪
多
野
乳
幼
児
期
の
項
は
ど
う
な
る
の
か
。

生
涯
教
育
と
な
る
と
、
婦
人
で
あ
る
親
が
教

育
す
る
子
ど
も
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
親

に
な
っ
て
い
く
か
と
か
、
不
満
足
な
教
育
を

受
け
た
婦
人
に
な
ら
な
い
た
め
に
ど
う
す
る
か

は
ど
こ
で
や
る
の
か
。

志
熊
課
長
成
人
に
な
る
ま
で
の
教
育
の
機

会
の
問
題
と
、
新
婚
期
か
ら
育
児
期
、
子
孫
、

学
校
教
育
と
い
う
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
時
点
で

の
家
庭
教
育
と
し
て
子
ど
も
を
ど
う
考
え
る

か
と
二
つ
あ
る
。

波
多
野
で
は
家
庭
科
の
教
育
問
題
を
ど
う

取
上
げ
る
べ
き
か
。

志
熊
課
長
行
動
計
画
の
中
で
は
男
女
の
教

育
の
機
会
均
等
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
日

本
は
世
界
一
で
あ
る
。
ご
指
摘
の
よ
う
な
学

習
内
容
の
均
等
は
教
育
課
程
審
議
会
で
検
討

中
だ
。

江
上
こ
こ
で
婦
人
と
女
子
と
、
二
つ
こ
と

ば
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
生
ま
れ
落
ち

る
と
き
か
ら
女
の
子
は
女
の
子
で
、
そ
れ
が
婦

人
に
な
る
わ
け
だ
。
こ
こ
で
取
扱
う
場
合
は

そ
れ
を
含
め
る
の
か
。
教
育
も
義
務
教
育
の

時
代
で
と
ら
え
て
い
か
な
け
れ
ば
婦
人
の
問
題

は
解
決
し
な
い
と
思
う
が
。

滝
沢
各
種
学
校
の
助
成
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
文
部
省
の
全
体
教
育
、
私
学
助
成
等
の

中
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
。

志
熊
課
長
単
に
婦
人
教
育
課
の
社
会
教
育

事
業
だ
け
で
な
く
、
広
く
文
部
省
の
施
策
と

し
て
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
出
し
た
。
私

学
助
成
は
小
・
中
・
高
・
大
学
で
な
さ
れ
て

い
る
。

西

で
は
一
人
五
分
ず
つ
程
度
問
題
提
起
を
。

山
本
(
ま
)
そ
の
前
に
運
営
に
関
し
て
。
昨
年

の
日
本
大
会
で
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
婦
人
が
話

し
合
っ
た
決
議
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
と
関
連

さ
せ
な
が
ら
話
し
合
い
を
進
め
た
ら
ど
う
か
。

看
護
婦
対
策
・
幼
保
一
元
化
な
ど
を

西
資
料
の
一
つ
と
し
て
結
構
だ
と
思
う
。
で

は
問
題
提
起
を
。

大
森
看
護
職
を
代
表
し
て
発
言
す
る
。
看

護
婦
不
足
の
最
大
の
原
因
は
夜
勤
だ
。
特
別

な
労
働
条
件
を
持
つ
者
の
保
育
所
問
題
も
考

え
て
頂
き
た
い
。
そ
の
場
合
は
夜
勤
す
る
保

母
の
問
題
も
出
て
く
る
が
。

上
坂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
と
、
母

と
子
の
公
民
館
活
動
の
二
つ
が
関
連
し
た
こ

と
を
提
案
し
よ
う
と
思
っ
て
来
た
が
、
文
部

省
資
料
に
す
で
に
あ
り
、
さ
す
が
わ
が
国
の
文

部
省
だ
と
感
心
し
た
。
そ
の
他
と
し
て
は
、
日

本
大
会
の
結
論
と
し
て
家
庭
科
の
男
女
共
修

を
進
め
る
と
い
う
一
項
が
あ
る
が
、
一
本
、
柱

と
し
て
考
え
て
み
た
い
。
今
、
全
国
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
、
一
声
で
五
百
人
く
ら
い
奥

様
が
集
ま
る
。
そ
れ
が
地
婦
連
や
婦
人
学
級
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に
収
容
さ
れ
て
い
れ
ば
い
い
が
、
そ
う
で
な
い

自
由
な
グ
ル
ー
プ
活
動
も
多
い
。
全
国
の
婦

人
会
活
動
、
婦
人
活
動
の
一
覧
表
が
で
き
資

料
交
換
な
ど
し
た
と
こ
ろ
で
婦
人
教
育
会
館

が
で
き
上
が
っ
て
く
る
と
ち
ょ
う
ど
よ
い
と
思

う
。
ま
た
全
国
の
保
母
さ
ん
の
集
ま
り
な
ど

に
行
く
と
、
幼
稚
園
教
諭
と
保
母
が
別
わ
く

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
ず
い
ぶ
ん
不
満
が
あ

る
。
幼
児
教
育
の
一
本
化
を
考
え
て
ほ
し
い
。

こ
の
前
松
江
に
行
っ
た
ら
、
公
債
を
発
行
し

て
自
分
た
ち
で
婦
人
会
館
を
つ
く
っ
て
い
た
。

あ
あ
い
う
婦
人
会
館
の
つ
く
り
方
の
手
引
き

や
助
成
が
で
き
る
と
よ
い
。
働
く
婦
人
で
一

番
底
上
げ
が
必
要
な
の
は
、
保
母
さ
ん
、
看

護
婦
さ
ん
だ
と
思
う
。
看
護
婦
さ
ん
の
へ
き

地
手
当
て
な
ど
打
出
し
た
い
。

西
問
題
提
起
に
際
し
、
婦
人
問
題
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
を
出
し
な
が
ら
進
め
て

頂
き
た
い
。

塩
戦
後
の
社
会
の
変
動
の
中
で
教
育
が
果

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
生
ま
れ
た
し
、

婦
人
自
身
が
ど
う
い
う
生
涯
を
選
ぶ
か
と
い

う
時
代
に
な
り
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
教
育

が
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
す
べ
き
か
と
い
う

問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
志
熊
課
長
の
説
明

は
こ
れ
に
対
し
非
常
に
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
っ

た
。
こ
れ
に
加
え
る
だ
け
で
い
い
の
か
、
抜
本

的
に
考
え
直
す
の
が
い
い
の
か
と
い
う
問
題
は

困
難
な
の
で
、
い
ま
感
じ
て
い
る
こ
と
を
話

す。
戦
時
中
十
分
学
校
教
育
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
婦
人
が
四
十
代
、
五
十
代
に
な
り
、
学

習
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
。
専
門
教
育
を
受

け
る
機
会
を
開
放
し
て
ほ
し
い
。

婦
人
の
半
分
以
上
が
職
業
に
つ
い
て
い
る

今
、
婦
人
の
職
域
を
無
視
で
き
な
い
と
思
う
。

職
域
に
属
す
る
婦
人
の
学
習
を
ど
の
よ
う
に

も
っ
て
い
く
か
、
託
児
施
設
と
保
護
す
る
担

当
者
を
準
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。
ま
た

週
休
二
日
制
に
よ
る
余
暇
の
サ
ー
ビ
ス
も
考

え
る
必
-
要
が
あ
る
。
今
は
公
民
館
や
教
育
委

員
会
・
婦
人
団
体
等
で
学
習
の
機
会
を
つ
く

れ
ば
集
ま
っ
て
く
る
面
が
大
き
い
が
、
十
人

で
も
十
五
人
で
も
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
人
た

ち
が
相
談
に
来
た
ら
、
そ
れ
を
援
助
す
る
仕

組
み
を
全
国
的
に
拡
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
か
。

世
界
行
動
計
画
の
趣
旨
に
沿
っ
た
視
点
を

持
つ
指
導
者
を
養
成
す
る
こ
と
も
重
要
。
各

府
県
、
市
町
村
に
お
け
る
学
習
施
設
の
整
備
、

公
民
館
、
婦
人
会
館
そ
の
他
の
学
習
施
設
を

重
視
し
、
み
ん
な
が
進
ん
で
学
習
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。

婦
人
団
体
活
動
が
低
調
と
い
わ
れ
る
が
、
長

年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
徹
し
て
き
た
人
た
ち

が
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
地
域
社
会
で
活
発

に
活
動
で
き
る
よ
う
援
助
助
成
が
必
要
。
気

の
長
い
啓
蒙
活
動
に
よ
る
意
識
改
造
が
大
切
。
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平
等
の
た
め
の
具
体
的
指
導
を

多
国
週
休
二
日
が
進
み
、
労
組
で
共
同
講

座
や
婦
人
セ
ミ
ナ
ー
を
や
っ
て
い
る
が
、
参
加

す
る
人
が
限
ら
れ
て
い
る
。
自
分
の
生
活
す

石
地
域
の
近
く
で
働
い
て
い
な
い
婦
人
と
交

流
で
き
る
よ
う
な
社
会
教
育
の
場
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。
そ
う
い
う
場
を
つ
く
っ
て
も
果
し
て

交
流
で
き
る
か
問
題
だ
が
、
一
つ
に
は
そ
の

内
容
が
関
係
し
て
い
る
。
国
際
婦
人
年
を
き

っ
か
け
に
、
男
女
の
役
割
の
固
定
化
が
世
界



の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
推
進
会
議

の
中
で
も
一
つ
の
大
き
な
項
目
と
し
て
取
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
婦
人
へ
の
偏

見
を
な
く
す
、
婦
人
自
身
を
含
め
て
態
度
を

変
え
て
い
く
こ
と
を
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
教
育

内
容
に
取
入
れ
て
い
く
か
。
平
た
く
い
う
と

職
場
な
ど
で
も
二
十
才
く
ら
い
に
な
る
と
、
そ

ろ
そ
ろ
お
嫁
の
口
が
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ

と
が
い
わ
れ
る
が
、
そ
う
い
う
些
細
な
こ
と
が

意
外
に
根
強
く
意
識
を
形
づ
く
っ
て
い
く
。
家

族
制
度
的
発
想
を
な
く
さ
な
い
限
り
勤
労
婦

人
の
問
題
も
根
強
い
も
の
が
残
る
。
ど
の
へ

ん
を
問
題
に
す
る
か
考
え
て
ほ
し
い
。

勤
労
婦
人
に
つ
い
て
は
、
婦
人
の
職
業
訓

練
が
重
要
だ
。
賃
金
の
格
差
を
な
く
す
と
か
、

男
女
差
別
撤
廃
と
か
い
っ
て
も
、
年
功
序
列

賃
金
と
生
涯
雇
用
と
い
う
日
本
独
特
の
形
で

き
ち
っ
と
き
ま
っ
て
い
る
。

I
L
O
の
報
告

で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
と
で
は
男
の
仕
事
と

一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
仕
事
に
女
の
人
を
採

用
す
る
企
業
に
対
し
、
奨
励
金
を
出
す
。
そ

の
逆
の
場
合
も
出
す
と
い
う
。
西
独
で
は
男

女
の
仕
事
の
質
と
量
の
差
を
研
究
し
て
い
る

と
い
う
。
例
え
ば
紡
績
の
仕
事
と
、
男
の
人

が
や
る
化
学
繊
維
の
仕
込
み
の
仕
事
と
質
的

に
ど
う
違
う
か
比
較
し
て
賃
金
を
は
か
る
も
の

さ
し
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
が
、
こ
う
い
う

具
体
的
な
こ
と
が
な
け
れ
ば
実
際
面
で
の
平

等
は
進
ま
な
い
。
婦
人
が
進
出
で
き
る
職
業

へ
の
行
政
面
で
の
指
導
強
化
も
必
要
。

最
後
に
育
児
休
業
採
用
企
業
に
八
万
円
の

奨
励
金
が
出
て
い
る
が
非
常
に
利
用
者
が
少

な
い
。
も
う
少
し
P
R
し
て
民
間
に
拡
げ
る

行
政
指
導
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

都
留
婦
人
問
題
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
は
結
局

二
面
作
戦
で
あ
る
。
第
一
は
経
済
的
自
立
な

く
し
て
人
格
的
自
立
な
し
と
い
う
基
本
的
立

場
に
立
っ
て
婦
人
の
社
会
経
済
へ
の
進
出
を

拡
大
し
、
そ
の
障
害
を
取
除
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
よ
う
具
体
的

に
条
件
を
整
え
る
こ
と
、
こ
れ
は
教
え
き
れ
な

い
ほ
ど
あ
る
と
思
う
。
第
二
は
、
女
性
が
母

性
と
職
業
を
自
由
に
選
ん
で
両
立
さ
せ
た
い

と
思
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
可
能
に
な
る
よ
う

な
女
性
擁
護
の
態
勢
が
社
会
的
に
確
立
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

経
済
的
自
立
は
真
空
の
中
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
日
本
と
い
う
資
本
主
義
社
会
、
社
会

経
済
体
制
を
持
っ
た
中
で
や
る
の
だ
か
ら
、
そ

の
制
約
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

の
制
約
下
で
は
い
ろ
い
ろ
な
障
害
が
あ
る
。
ど

こ
か
ら
か
突
破
口
を
見
つ
け
る
ほ
か
な
い
。
私

は
ま
ず
民
法
七
六
二
条
の
根
本
的
改
正
だ
と

思
う
。
家
事
労
働
の
評
価
は
市
場
経
済
の
網

に
は
か
か
ら
な
い
が
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
を
社
会
的
に
評
価
す
る
こ
と
な
く

し
て
は
、
婦
人
の
経
済
的
自
立
推
進
に
障
害

が
あ
る
。
こ
れ
を
突
破
口
に
で
き
れ
ば
、
非

常
に
多
く
の
こ
と
が
波
及
す
る
。

こ
れ
は
別
に
し
て
、
一
つ
だ
け
労
働
に
関

し
て
い
う
と
、
看
護
婦
・
准
看
護
婦
の
問
題

が
あ
る
。
日
本
で
は
人
口
十
万
当
た
り
三
百

十
二
人
の
看
護
婦
お
よ
び
准
着
が
い
る
。
ア

メ
リ
カ
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
五
百
人
以
上
だ

が
、
西
独
は
二
百
八
十
九
人
で
日
本
よ
り
少

な
い
。
日
本
の
総
数
は
五
十
一
万
人
だ
が
平

均
就
労
期
間
は
五
年
に
す
ぎ
な
い
。
毎
年
六

万
二
千
五
百
人
入
学
し
て
い
る
の
に
三
十
一

万
人
と
い
う
の
は
回
転
率
が
非
常
に
早
い
。
医
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師
は
十
万
当
た
り
百
二
十
八
人
で
、
総
数
十

三
万
人
だ
が
、
毎
年
四
千
人
ず
つ
出
て
三
十

二
年
間
就
労
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
夜
勤
、
保

育
所
、
育
児
休
業
等
の
問
題
も
あ
る
が
、
私

は
や
は
り
地
位
の
問
題
だ
と
思
う
。
自
衛
隊

の
総
婦
長
は
佐
官
だ
が
、
病
院
で
は
総
婦
長

は
佐
官
待
遇
を
受
け
て
い
な
い
。
自
衛
隊
で

さ
え
佐
官
で
あ
る
の
に
ど
う
し
て
看
護
婦
の
地

位
を
高
め
得
な
い
か
、
こ
の
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
、
現
在
月
十
二
回
の
夜
勤
を
週

二
回
に
軽
減
す
る
と
か
、
ソ
連
の
よ
う
に
男

の
看
護
夫
を
採
用
す
る
こ
と
、
結
婚
後
も
ご

主
人
と
一
緒
に
住
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ

の
他
き
め
細
か
い
方
針
を
採
用
し
て
打
開
す

る
の
が
労
働
問
題
の
一
つ
の
突
破
口
で
は
な

い
か
と
思
う
。

女
自
身
の
意
識
変
革
を

波
多
野
ま
ず
男
女
平
等
で
あ
る
た
め
に
は
、

女
性
の
中
に
ひ
そ
む
差
別
意
識
を
な
く
す
こ

と
だ
と
思
う
。
こ
の
前
、
自
分
の
孫
に
「
泣

か
な
い
で
え
ら
い
ね
、
男
だ
か
ら
」
と
思
わ
ず

言
っ
て
ハ
ツ
と
し
た
が
、
私
ど
も
に
進
学
相

談
に
見
え
る
方
々
も
、
男
の
子
は
有
名
校
志

向
型
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
勉
強
勉

強
で
お
母
さ
ん
が
過
剰
サ
ー
ビ
ス
す
る
。
女

性
に
か
し
ず
か
れ
る
男
を
育
て
て
い
る
。
そ
の

へ
ん
か
ら
考
え
直
す
べ
き
だ
と
思
う
。

第
二
に
は
家
庭
科
の
問
題
だ
が
、
将
来
家

庭
を
持
っ
た
と
き
に
男
女
と
も
役
立
つ
も
の

と
し
、
同
時
に
男
女
が
知
り
あ
え
る
楽
し
い

時
間
に
で
き
な
い
も
の
か
と
思
う
。

ま
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
軸
に
考
え
る
と
、

子
ど
も
を
育
て
あ
げ
た
あ
と
の
婦
人
の
生
活

は
非
常
に
長
い
の
で
、
で
き
れ
ば
結
婚
す
る

前
に
一
度
社
会
に
出
て
経
験
す
る
と
よ
い
と

思
う
。
自
分
の
職
場
で
も
な
る
べ
く
中
年
婦

人
を
入
れ
た
い
と
努
力
し
て
い
る
が
、
中
年

に
な
っ
て
は
じ
め
て
就
職
し
た
人
を
慣
ら
す
の

は
大
変
な
努
力
だ
。
二
年
で
も
三
年
で
も
い

い
か
ら
就
職
し
て
結
婚
す
る
と
よ
い
。
主
婦

と
い
う
も
の
は
、
「
仕
事
中
に
余
計
な
お
し
ゃ

べ
り
を
し
な
い
」
と
い
っ
た
つ
ま
ら
な
い
こ
と

も
で
き
な
い
。
そ
れ
を
適
応
さ
せ
る
の
は
大
変

だ
。
し
か
し
結
婚
ま
で
と
い
う
腰
掛
ム

i
ド
の

就
職
も
困
る
。
い
つ
や
め
る
の
か
わ
か
ら
な
い

の
で
は
責
任
の
あ
る
仕
事
は
与
え
ら
れ
な
い

し
、
あ
と
に
続
く
婦
人
も
企
業
は
信
頼
し
な

く
な
る
。
幼
稚
園
で
も
先
生
が
や
め
る
と
子

ど
も
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
。
「
自
分
の
大
好

き
な
先
生
が
パ
ツ
と
や
め
て
以
来
、
女
な
ん

て
あ
て
に
な
ら
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」

と
告
白
し
た
男
性
も
い
る
。
私
た
ち
が
う
っ

か
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
不
信
を
育
て
て
い

る。
婦
人
は
職
場
内
の
変
更
を
好
ま
な
い
傾
向

が
あ
る
が
、
自
分
の
能
力
が
ど
こ
に
あ
る
か
わ

か
ら
な
い
場
合
も
多
い
。
も
っ
と
大
ら
か
に
与

え
ら
れ
た
仕
事
に
精
を
出
す
よ
う
、
み
ず
か
ら

つ
く
り
あ
げ
る
差
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
た

中
高
年
婦
人
の
生
活
の
安
定
と
生
き
が
い

は
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
問
題
だ
。
そ
れ
以

前
の
生
活
、
子
ど
も
の
教
育
、
子
ど
も
に
対

す
る
責
任
な
ど
も
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
独
身
貴
族
の
女
は
多
く
、

何
万
円
も
す
る
ブ
ラ
ウ
ス
を
買
っ
た
り
、
親

が
三
年
に
一
度
入
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な

レ
ス
ト
ラ
ン
に
出
入
り
し
た
り
す
る
。
子
ど
も
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に
収
入
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
子
に
か
か
る
費
用

を
親
が
取
上
げ
る
の
は
当
然
で
、
浮
い
た
お

金
を
中
高
年
の
た
め
に
生
か
す
工
夫
を
す
べ

き
だ
。
日
本
で
は
子
の
面
倒
を
み
る
こ
と
を

親
の
愛
情
と
思
い
が
ち
だ
が
、
日
本
人
の
甘

え
の
心
理
を
清
算
す
る
こ
と
が
子
の
た
め
に
も

社
会
の
た
め
に
も
重
要
だ
。

保
育
施
設
も
重
要
だ
が
、
一
昨
年
か
ら
生

ま
れ
た
短
期
里
親
み
た
い
な
も
の
を
活
用
し

て
、
近
く
に
気
心
の
わ
か
っ
た
方
が
い
た
ら
そ

の
方
に
お
願
い
す
る
と
、
親
類
が
で
き
た
よ
う

に
な
っ
て
大
変
う
ま
く
い
く
と
思
う
。

母
性
保
護
の
重
要
性
を
基
本
的
に
認
識
し
て

滝
沢
他
部
会
の
資
料
も
全
員
に
配
布
す
る

こ
と
を
最
初
に
お
願
い
し
た
い
。

基
本
的
に
は
経
済
自
立
の
た
め
の
教
育
を

提
言
し
た
い
。
女
性
が
自
信
の
あ
る
資
格
・

技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
男
女
平
等
を
進

め
、
経
済
自
立
を
進
め
る
一
つ
の
方
法
で
あ

る
。
例
え
ば
斜
視
の
子
を
訓
練
す
る
視
能
訓

練
士
の
資
格
を
得
る
に
は
、
高
卒
後
三
年
ま

た
は
短
大
卒
一
年
の
養
成
期
聞
を
経
て
国
家

試
験
を
受
け
る
わ
け
だ
が
、
短
大
以
上
の
卒

業
者
が
さ
ら
に
医
療
関
係
の
知
識
・
技
能
を

身
に
つ
け
る
く
ら
い
で
な
い
と
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
。
都
留
提
言
の
看
護
婦
問
題
と
も

関
連
す
る
が
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

の
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て

職
場
を
離
れ
な
い
基
本
的
条
件
に
な
る
。
女

性
だ
け
に
限
ら
な
い
が
、
大
学
卒
業
者
に
さ

ら
に
技
術
・
資
格
を
与
え
る
専
門
コ

l
ス
が

あ
る
と
、
問
題
解
決
の
役
割
を
果
た
す
の
で

は
な
い
か
。

母
性
保
護
は
女
性
差
別
の
も
と
に
な
る
と

い
う
提
案
が
行
動
計
画
の
中
に
も
あ
る
が
、
わ

が
国
の
現
状
で
は
母
性
保
護
は
決
し
て
平
等

を
損
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
基
本
理
念
は
、

こ
の
推
進
会
議
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て

持
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

育
児
休
業
が
実
施
さ
れ
る
と
、
上
の
子
を

保
育
所
か
ら
引
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ケ
l
ス

が
出
る
と
い
う
が
、
重
要
な
問
題
と
し
て
考

え
て
頂
く
と
同
時
に
、
育
休
が
進
む
か
ら
と

い
っ
て
産
前
産
後
休
暇
の
延
長
や
保
育
所
が

不
要
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
産

休
延
長
は
会
議
の
具
体
的
問
題
と
し
た
い
。

短
期
里
親
は
ベ
タ
ー
で
は
あ
る
が
、
固
と

し
て
こ
の
制
度
を
推
進
す
べ
き
か
、
基
本
的

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
育
所
に
は
一

般
保
育
所
の
ほ
か
季
節
保
育
所
、
障
害
児
保

育
所
が
あ
り
、
職
場
保
育
所
へ
の
助
成
も
あ

る
が
、
児
童
福
祉
法
を
直
し
て
職
場
保
育
所

ま
で
認
め
る
と
い
う
の
は
困
難
な
面
が
思
想

的
に
も
あ
る
と
思
う
。
職
場
の
保
育
と
い
う

こ
と
を
労
働
問
題
と
し
て
法
的
に
認
知
し
て

い
く
。
基
本
的
に
児
童
の
福
祉
と
い
う
理
念

は
失
つ
て
な
ら
な
い
が
、
労
働
問
題
と
し
て

検
討
願
え
な
い
か
と
思
う
。
具
体
的
に
は
職

場
保
育
を
予
算
措
置
化
し
て
い
る
が
、
労
働

法
規
か
何
か
の
中
で
認
知
し
て
、
安
全
性
や

基
準
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
思
う
。

看
護
婦
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
高
め
る
た
め
に

は
、
大
学
卒
を
入
学
資
格
と
す
る
看
護
婦
の

学
校
あ
る
い
は
栄
養
士
と
看
護
婦
の
資
格
を

合
わ
せ
も
つ
姿
な
と
を
検
討
す
べ
き
だ
。
根

本
的
に
男
女
の
職
業
の
適
性
を
肯
定
し
て
職

業
問
題
、
労
基
法
の
問
題
を
や
る
か
。
私
は

少
な
く
と
も
適
性
を
否
定
し
な
い
こ
と
を
基
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本
に
置
い
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
う
。

山
本
(
ま
)
時
聞
が
な
い
の
で
他
委
員
と
重
複

す
る
部
分
は
省
略
す
る
。
都
留
説
ど
お
り
、
経

済
的
自
立
な
し
に
は
真
の
意
味
の
人
格
の
自

立
は
な
い
と
思
う
。
婦
人
問
題
が
多
数
あ
る

中
で
婦
人
労
働
者
の
部
分
に
男
女
差
別
が
一

番
た
く
さ
ん
あ
る
。
基
本
的
問
題
と
し
て
大

ぎ
く
取
上
げ
て
ほ
し
い
。

母
性
保
護
に
つ
い
て
労
基
法
が
非
常
に
立

ち
お
く
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

I
L
O
一
O
三
号
条
約
と
九
五
号
勧
告
の
批

准
が
好
ま
し
い
と
い
う
結
論
が
こ
の
会
議
と

し
て
出
せ
る
の
か
、
ぜ
ひ
重
視
し
て
ほ
し
い
。

日
本
は
I
L
O
一
O
O
号
を
批
准
し
た
が
、

現
実
に
は
初
任
給
か
ら
男
女
差
が
あ
る
。

I

L
O
一
一
一
号
と
勧
告
一
一
一
号
を
具
体
的

な
男
女
平
等
実
現
に
向
け
て
の
一
つ
の
方
法

と
し
て
論
議
す
べ
き
と
思
う
。

職
業
訓
練
の
問
題
も
国
際
的
に
非
常
に
重

視
さ
れ
て
い
る
の
で
取
上
げ
て
は
し
い
。

幼
小
児
期
の
教
青
に
重
点
を

江
上

変
容
す
る
社
会
に
対
応
す
る
基
礎
的

な
力
は
、
生
ま
れ
落
ち
る
と
き
か
ら
の
教
育
、

地
域
社
会
、
近
隣
社
会
や
幼
稚
園
・
学
校
に

お
け
る
遊
び
友
だ
ち
が
基
本
に
な
る
。
変
容

す
る
社
会
に
対
応
す
る
基
礎
的
な
も
の
が
ま

ず
そ
こ
に
で
き
て
い
な
け
れ
ば
生
涯
教
育
の
つ

ま
ず
き
に
な
る
と
思
う
。

私
は
男
女
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
違

う
と
思
う
。
子
を
生
む
こ
と
は
男
に
は
絶
対

に
で
き
な
い
。
そ
の
根
本
に
家
庭
が
あ
る
。
そ

の
先
に
職
業
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
都
留
説

の
よ
う
に
"
選
ぶ
力
"
が
あ
れ
ば
生
涯
設
計

の
中
で
両
立
で
き
る
職
業
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
社
会
は
こ
れ
に
対
し
で
き
る
だ
け
の
援

助
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
基
礎

教
育
に
は
男
女
の
差
を
つ
け
て
は
い
け
な
い
。

こ
と
に
家
庭
科
別
修
は
お
か
し
い
。
生
涯
に

わ
た
る
教
育
の
ど
の
部
分
を
と
っ
て
も
、
人

聞
が
自
分
が
教
育
を
受
け
る
権
利
を
持
ち
、
場

所
を
提
供
さ
れ
て
お
り
、
誰
で
も
教
育
者
に

も
な
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
死
ぬ
ま
で
の
生
涯

教
育
の
一
連
の
体
系
づ
け
を
考
え
て
み
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

四
十
七
年
の
婦
人
に
関
す
る
諸
問
題
調
査

で
は
、
日
曜
日
に
家
事
労
働
の
時
聞
が
減
ら

な
い
と
い
う
の
が
日
本
の
特
質
だ
っ
た
。
五

十
年
の

N
H
K
調
査
で
は
ア
メ
リ
カ
型
に
な

り
減
っ
て
い
る
。
社
会
の
変
転
に
よ
っ
て
あ

り
ょ
う
が
変
わ
っ
て
く
る
。
あ
り
ょ
う
が
変
わ

っ
た
と
き
婦
人
の
問
題
を
ど
う
と
ら
え
て
い
く

か
を
基
礎
に
置
き
つ
つ
考
え
て
い
き
た
い
。

妊
娠
と
出
産
に
は
国
家
と
し
て
十
分
な
手

当
て
を
。
た
だ
し
三
人
目
か
ら
育
児
手
当
が

出
る
の
は
人
口
問
題
と
関
連
し
て
ふ
し
ぎ
に

思
っ
て
い
る
。
ま
た
専
門
職
で
あ
り
働
き
始

め
た
と
き
か
ら
仕
事
の
で
き
る
人
な
ら
三
年
働

い
て
も
腰
か
け
で
は
な
い
。
三
年
間
教
え
て

や
れ
や
れ
と
思
っ
た
ら
い
な
く
な
っ
た
の
で
は

困
る
。
職
業
の
選
び
方
に
よ
っ
て
は
か
し
こ

い
職
業
婦
人
と
し
て
死
ぬ
ま
で
働
け
る
と
思

、っ。
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婦
人
労
働
に
対
す
る
援
助
を
か
ち
と
る
た

め
に
は
大
き
な
努
力
が
必
要
な
過
程
が
あ
る
。

私
自
身
も
人
の
三
倍
ぐ
ら
い
働
か
な
い
と
具

合
が
悪
い
。
男
の
よ
う
に
く
わ
え
煙
草
で
い

か
な
い
面
が
あ
る
。
女
の
人
は
ス
ク
ラ
ム
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
裏
返
し
と
し
て
男
の
人
の



協
力
を
ど
う
や
っ
て
求
め
て
い
く
か
は
重
大
な

問
題
だ
と
思
う
。

西
経
涜
的
自
立
を
は
か
る
べ
き
と
か
、
役

割
分
担
を
考
え
直
す
と
か
、
基
本
線
は
一
致

し
た
と
思
う
。
そ
の
実
現
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
提
案
が
あ
っ
た
。
な
お
漏
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
加
え
て
、
次
の
機
会
に
で
も
具
体
的

な
案
を
練
り
た
い
。

大
蒜
看
護
婦
の
地
位
に
関
連
し
、
日
本
に

は
二
十
万
を
超
え
る
准
看
護
婦
が
い
る
こ
と

が
一
番
の
問
題
だ
と
思
う
。
中
学
を
卒
業
し

て
二
年
入
る
准
看
護
婦
学
校
を
ま
ず
廃
止
し

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
千
葉
大
な
ど
に
男
子

が
入
学
し
た
が
、
今
の
法
律
で
は
保
健
婦
・

助
産
婦
に
な
れ
な
い
。
こ
の
問
題
も
考
え
て

頂
き
た
い
。

江
上
医
療
技
術
の
進
歩
で
、
二
年
も
職
場

を
離
れ
て
い
る
と
、
再
教
育
し
な
け
れ
ば
勤

ま
ら
な
い
と
い
う
。
有
給
で
再
教
育
す
る
シ

ス
テ
ム
や
、
夫
の
勤
務
地
で
も
就
職
で
き
る

シ
ス
テ
ム
な
ど
本
腰
を
入
れ
て
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
。
教
師
に
は
共
働
き
が
多
い
が
看
護

婦
に
は
少
な
い
。
同
業
に
男
が
い
な
い
か
ら

で
は
な
い
か
。

大
森
も
う
一
つ
、
開
業
医
が
看
護
婦
を
使

用
人
視
す
る
習
慣
な
ど
も
根
が
深
い
。

波
多
野
看
護
婦
の
質
の
向
上
と
い
う
こ
と

で
東
大
に
衛
生
看
護
学
科
が
で
き
た
が
、
先

細
り
し
て
希
望
者
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
廃
止

さ
れ
た
。
卒
業
生
は
仲
間
と
融
和
し
な
い
な

ど
、
問
題
が
あ
る
よ
う
だ
。

影
山
参
与
行
動
計
画
一

O
二
に
、
婦
人
の

み
対
象
の
保
護
立
法
は
、
必
要
に
応
じ
改
定

廃
棄
す
べ
き
と
あ
る
。
滝
沢
委
員
は
矛
盾
す

る
と
い
わ
れ
た
が
理
解
で
き
な
い
。
-
今
後
こ
の

間
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

江
上

N
H
K
の
課
長
時
代
、
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
深
夜
勤
務
の
わ
く
を

拡
大
し
て
も
ら
っ
た
。
現
在
は
そ
れ
は
悪
の

よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
が
、

N
H
K
で
は
今
は

男
も
深
夜
業
を
し
な
い
。
世
の
中
が
よ
く
な

れ
ば
女
子
も
よ
く
な
る
。

山
本
(
ま
)
保
護
と
平
等
の
問
題
に
つ
い
て
は

I
L
O
で
一
番
細
か
く
論
議
し
て
い
る
。
三

週
間
に
わ
た
る
討
論
で
、
保
護
の
維
持
と
い

う
一
頃
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に

置
い
て
頂
き
た
い
。

江
上
今
後
の
討
論
の
時
間
が
不
十
分
で
は

な
い
か
と
心
配
。

久
保
田
参
事
官
四
月
段
階
は
骨
子
。
考
え

方
と
方
向
を
最
重
点
に
出
し
て
頂
く
。

影
山
参
与
婦
人
担
当
室
で
作
業
し
、
各
項

目
ご
と
に
問
題
点
を
出
し
合
っ
て
い
る
。
希

望
が
あ
れ
ば
本
部
の
ほ
う
に
は
メ
モ
と
し
て
次

官
会
議
に
出
す
予
定
で
あ
る
。

西
本
部
と
会
議
の
両
方
で
や
る
こ
と
が
必

要
。
一
方
交
通
で
は
い
け
な
い
。
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第
一
部
会
第
二
回
会
合

昭

和

五

十

一

年

二

月

九

日

全
共
運
ビ
ル
・
階
第
三
会
議
室
で

出
席
委
員
江
上
、
大
森
、
上
坂
、
久
保
田

小
菅
、
塩
、
多
国
、
滝
沢
、
都
留
、
西
、

波
多
野
、
山
本
{
ま
き
子
)
、

傍
聴
委
員
高
田

(
江
上
委
員
、
座
長
席
に
着
く
)

久
保
田
参
事
官
(
配
布
資
料
説
明
)

資
料

4
、
本
部
会
議
で
の
確
認
事
項
て

「
行
政
機
関
に
お
け
る
婦
人
の
登
用
に
つ
い
て
」

①
現
在
婦
人
が
含
ま
れ
て
い
な
い
審
議
会
は

約
七
割
、
婦
人
委
員
は
全
体
の
二
・
四
怖
の

状
態
の
た
め
、
審
議
会
等
へ
の
婦
人
の
登
用

に
配
慮
す
る
。
①
国
家
公
務
員
法
第
二
十
七

条
「
平
等
取
扱
い
の
原
則
」
に
基
づ
き
、
女

子
の
公
務
員
の
採
用
、
登
用
を
配
慮
し
、
か

っ
能
力
開
発
、
有
効
発
揮
に
努
力
す
る
。

二
、
婦
人
関
係
施
策
に
つ
い
て
は
郵
送
済

み
。
資
料
①
は
第
一
部
会
一
回
会
合
か
ら
の

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
⑦
世
界
行
動
計
画
の
う
ち

わ
が
国
に
関
係
深
い
も
の
、
①
婦
人
労
働
に

つ
い
て
の
I
L
O
行
動
計
画
、
①
、
@
は
、
女

子
公
務
員
の
受
験
制
限
職
種
に
つ
い
て
の
検

討
事
項
、
人
事
院
規
則
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。

家
庭
科
の
内
容

文
部
省
初
中
局
金
原
視
学
官

庭
科
に
関
す
る
教
科
の
外
枠
。

ω教
科
、
科
目
の
組
織
・
授
業
時
数
・
履

修
状
況
小
学
校
は
家
庭
、
五
、
六
学
年
に
二
年
間

七
l
十
時
間
、
中
学
校
、
技
術
家
庭
一
、
二
、

三
学
年
各
年
間
百
五
時
間
必
修
、
家
庭
は
三

学
年
に
七
十
時
間
だ
が
選
択
の
た
め
、
ほ
ぽ

皆
無
の
状
況
。
高
等
学
校
、
家
庭
一
般

4
単

位
女
子
に
必
修
、
以
下
家
庭
科
に
関
す
る
科

目
二
十
四
。

。
そ
の
目
標

小
学
校
で
は
、
生
活
に
関
す
る
知
識
・
技

能
の
修
得
か
ら
家
庭
生
活
の
意
義
を
理
解
さ

せ
、
中
学
校
で
は
、
同
様
に
し
て
家
庭
を
明

る
く
豊
か
に
す
る
能
力
と
態
度
を
養
い
、
官
同

小
中
高
の
家

等
学
校
で
は
、
家
庭
経
営
の
立
場
か
ら
総
合

的
に
、
自
他
の
家
庭
生
活
の
充
実
向
上
を
図

る
能
力
と
実
践
的
態
度
を
養
う
こ
と
を
狙
っ

て
い
る
。
位
指
導
の
内
容

小
学
校
は
、
五
学
年
、
六
学
年
と
も
、
被
服
、

食
物
、
す
ま
い
、
家
庭
と
い
う
領
域
に
分
け

て
指
導
、
中
学
校
で
は
、
男
女
生
徒
の
現
在
、

将
来
の
生
活
の
相
違
、
生
徒
の
興
味
、
関
心

の
分
化
か
ら
、
男
子
向
き
と
女
子
向
き
に
分

か
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
大
き
く
重
な
っ
て
い

る
。
高
等
学
校
で
は
、
家
庭
経
営
と
い
う
こ

と
か
ら
、
総
合
的
に
、
関
連
し
合
っ
た
も
の

を
学
習
。
女
子
が
現
実
に
お
い
て
家
庭
生
活

上
独
特
の
役
割
を
荷
な
う
と
こ
ろ
か
ら
、
女

子
に
必
修
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
小
中
高

過
し
て
、
他
の
教
科
と
の
関
連
は
十
分
考
え

ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
教
育
課
程
審
議
会
の
審
議
の
経
過

と
中
間
報
告
に
つ
い
て
。
昭
和
特
年
日
月
に

文
部
大
臣
か
ら
「
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高

等
学
校
の
教
育
課
程
の
改
善
に
つ
い
て
」
話

聞
が
出
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
叩
年
叩
月
間
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日
に
中
間
ま
と
め
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
教

育
課
程
の
基
準
の
改
善
の
基
本
方
向
と
し
て

は
、
家
庭
、
技
術
・
家
庭
、
家
庭
一
般
は

小
・
中
・
高
校
を
通
じ
て
、
実
践
的
・
体
験

的
な
学
習
を
行
う
教
科
と
し
て
の
性
格
を
一

層
明
確
に
す
る
と
あ
る
。
中
学
校
の
技
術
・

家
庭
に
つ
い
て
は
、
男
女
相
互
の
協
力
と
理

解
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
「
男
子
向
き
」
と

「
女
子
向
き
」
の
学
習
系
列
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
履
修
方
法
の
関
連
を
一
層
密
接
に
図

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
改
善
の
方
向
を
検

討
。
高
校
の
家
庭
一
般
に
つ
い
て
は
、
学
校

や
地
域
の
実
態
及
び
生
徒
の
必
要
に
応
じ
て

弾
力
的
な
取
扱
い
が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る

と
と
も
に
内
容
の
精
選
を
図
る
。

江
上
座
長
家
庭
科
の
問
題
に
つ
い
て
質
問

は

?

多
国
外
国
の
場
合
、
家
庭
科
の
教
科
内
容

な
ど
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
?

文
部
省
(
金
原
)
フ
ラ
ン
ス
の
中
学
校
で
は
、

女
子
に
家
政
、
衣
食
住
、
保
育
、
高
校
で
は

女
子
に
室
内
装
飾
、
保
育
。
男
子
に
は
工
作

と
か
技
術
科
な
ど
。
西
ド
イ
ツ
の
中
学
で
は

女
子
に
し
し
ゅ
う
、
保
育
、
家
政
、
経
済
。
男

子
は
産
業
活
動
、
裁
縫
も
週
二
回
く
ら
い
。
家

政
は
高
学
年
に
な
る
と
週
四
、
五
時
間
。
ソ

連
で
は
労
働
教
育
の
一
環
と
し
て
、
は
じ
め

は
男
女
同
じ
こ
と
を
し
た
が
、
そ
の
後
女
子

に
裁
縫
、
料
理
、
住
居
、
保
育
な
ど
を
。
イ

ギ
リ
ス
で
は
、
初
等
教
育
で
女
子
は
裁
縫
、
男

子
は
工
作
。
中
等
教
育
で
女
子
は
料
理
、
手

芸
、
家
庭
技
術
が
加
わ
り
、
男
子
は
技
術
工

作
。
ア
メ
リ
カ
で
は
州
に
よ
っ
て
必
修
、
選

択
ま
ち
ま
ち
。

日
本
の
現
段
階
で
は
、
学
習
指
導
要
領
で

は
別
修
、
共
修
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
各
学
校
の

創
意
工
夫
に
待
っ
て
い
る
。
協
力
者
会
で
具

体
的
に
内
容
検
討
し
た
結
果
は
審
議
会
に
回

す。塩
国
際
婦
人
年
世
界
行
動
計
画
を
み
る
と

「
伝
統
的
に
男
と
女
に
割
当
て
ら
れ
た
機
能
役

割
を
再
検
討
す
る
」
と
あ
る
が
、
今
後
十
年

間
を
考
え
る
上
で
家
庭
科
だ
け
で
な
く
、
社

会
の
諸
制
度
全
体
に
影
響
す
る
問
題
と
思
う
。

上
板
〈
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
〉

は
、
か
な
り
思
想
的
に
問
題
を
と
ら
え
て
い

れ江る
仲上
聞
でそ
もれ
亨は
え、

て文
み部
た省
勺と
は
別

わ
れ
わ

看
護
婦
の
問
題
点

江
上
次
に
看
護
婦
と
保
母
に
つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
脇
み
ち
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い

て
、
清
水
さ
ん
の
ご
説
明
を
伺
い
た
い
。

厚
生
省
医
務
局
看
護
課
清
水
課
長
補
佐

一
、
看
護
職
員
教
育
制
度

看
護
婦
は
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
、
看
護

婦
養
成
所
三
年
(
定
時
制
は
四
年
)
大
学
な

ら
四
年
を
出
て
国
家
試
験
を
受
け
る
。
さ
ら

に
保
健
婦
、
助
産
婦
に
な
る
人
は
、
法
律
上

は
六
か
月
だ
が
、
さ
ら
に
一
年
の
保
健
婦
・
学

校
、
助
産
婦
学
校
を
出
て
国
家
試
験
を
受
け

る
。
准
看
護
婦
と
い
う
の
は
中
学
卒
業
後
准

看
護
婦
養
成
所
二
年
、
高
等
学
校
に
衛
生
看

護
科
が
あ
る
と
こ
ろ
は
三
年
の
教
育
を
受
け

て
都
道
府
県
知
事
の
行
な
う
試
験
を
受
け
る
。

准
看
護
婦
に
な
っ
て
三
年
以
上
の
業
務
経
験

が
あ
れ
ば
、
看
護
婦
養
成
所
の
二
年
課
程
を

経
て
看
護
婦
の
国
家
試
験
を
受
け
ら
れ
る
。
官
両

197 



等
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
准
看
護
婦
は
た
だ

ち
に
進
学
で
き
る
。

二
、
設
置
主
体
別
看
護
婦
養
成
所
数
及
び

定
員

五
十
年
四
月
現
在
の
総
数
は
千
五
百
八
十

八
校
。
総
定
員
十
五
万
八
千
名
。
保
健
婦
、

助
産
婦
の
学
校
は
五
十
八
校
。
看
護
婦
養
成

所
は
、
三
年
課
程
三
百
二
十
九
校
、
二
年
課

程
三
百
八
十
九
校
、
定
員
一
万
四
千
六
百
名
。

准
看
護
婦
養
成
所
は
七
百
五
十
四
校
、
定
員

三
万
三
千
八
十
余
名
。

今
ま
で
は
学
校
増
、
定
員
増
が
あ
っ
た
が
、

五
十
年
四
月
は
看
護
婦
充
足
度
が
八
七
・

五
%
と
悪
く
な
っ
た
(
二
年
コ

l
ス
は
九
七
・

八
%
)
。一
般
に
高
校
進
学
率
が
多
く
な
っ
た
の
に

従
い
、
准
看
護
婦
養
成
所
入
学
者
の
四
六
%

は
高
校
卒
と
い
う
実
態
に
な
っ
た
。

三
、
施
設
別
就
業
者
数
の
年
次
推
移

四
十
九
年
末
の
看
護
職
総
計
は
約
四
十
五

万
人
。
看
護
婦
の
ほ
と
ん
ど
は
病
院
と
診
療

所
へ
就
職
。
看
護
婦
は
二
十
四
時
間
勤
務
な

の
で
、
八
時
間
ず
つ
三
交
替
と
し
、
夜
勤
は

複
数
勤
務
で
月
四
回
以
下
に
す
る
と
、
ま
だ

看
護
婦
の
実
数
は
足
り
な
い
。

最
近
の
傾
向
で
、
公
的
な
と
こ
ろ
で
は
、
勤

務
条
件
が
よ
く
充
足
も
よ
く
で
き
る
が
、
民

間
に
は
人
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
格
差
が
あ

る
。
退
職
原
因
は
、
結
婚
・
育
児
が
多
い
。
こ

れ
に
対
し
て
保
育
所
設
置
、
育
児
休
業
制
度

(
今
年
四
月
か
ら
実
施
)
、
夜
問
看
護
手
当
一

回
千
七
百
円
の
支
給
な
と
で
、
看
護
婦
の
定

着
を
考
え
て
い
る
。

看
護
婦
免
許
所
有
者
の
実
態
調
査
を
し
て
、

都
道
府
県
に
ナ
l
ス
パ
ン
ク
を
置
く
こ
と
も
近

く
実
現
す
る
。

看
護
婦
と
准
看
護
婦
は
実
際
の
業
務
の
中

で
仕
事
を
は
っ
き
り
わ
け
ら
れ
な
い
実
態
も
あ

る
の
で
、
准
看
護
婦
の
中
か
ら
は
、
な
る
べ

く
早
く
看
護
婦
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
多
い
。

山
本
(
ま
)
平
均
勤
続
年
数
は
ど
の
く
ら
い

か
?
退
職
の
比
率
は
?
人
事
院
勧
告
で

は
二
人
組
み
、
夜
勤
八
回
を
ニ
ツ
パ
チ
と
言

う
が
、
現
実
は
十
回
か
ら
十
四
、
五
回
と
い

う
所
も
あ
る
と
聞
く
。

厚
生
省
(
清
水
)
四
十
八
年
の
調
査
だ
が
、

平
均
勤
続
年
数
は
看
護
婦
八
・
二
年
、
准
看

護
婦
四
・
二
年
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
ニ

ッ
パ
チ
は
国
立
施
設
の
人
員
配
置
で
、
こ
れ

を
目
標
に
看
護
婦
の
増
員
を
要
求
し
て
い
る
。

都
留
看
護
士
、
男
性
の
方
の
割
合
は
?

厚
生
省
(
清
水
)
看
護
夫
、
准
看
護
夫
を
含

め
て
約
六
千
人
。

滝
沢
養
成
所
の
最
終
入
学
者
が
八
O
%
代

と
い
う
の
は
残
念
な
問
題
だ
。
養
成
所
へ
の

推
薦
入
学
制
度
を
実
験
的
に
や
っ
て
い
る
例

も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
本
人
の
適
性
も
教
育

関
係
者
が
み
て
い
る
し
、
本
人
の
希
望
も
強

い
の
で
、
よ
い
面
が
あ
る
。

久
保
田
医
師
と
看
護
婦
の
職
務
は
?
若

い
医
師
の
訓
練
の
た
め
経
験
あ
る
看
護
婦
の

手
が
割
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
聞
く
が
・
・
・
。

滝
沢
日
本
の
医
学
教
育
の
欠
点
だ
と
思
う
。

ド
イ
ツ
あ
た
り
で
は
医
師
の
教
育
コ

l
ス
の
中

で
一
定
期
間
病
棟
実
習
で
看
護
業
務
も
す
る
。

看
護
業
務
は
患
者
の
療
養
の
世
話
と
、
医
師

の
診
療
の
補
助
を
す
る
こ
と
と
、
法
律
的
な

表
現
が
あ
る
。
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上
坂
准
看
か
ら
正
看
へ
の
一
本
化
は
ど
う

い
う
形
で
進
め
ら
れ
る
か
?
僻
地
の
医
者
に

は
手
当
が
つ
く
が
、
看
護
婦
に
は
つ
か
な
い

と
い
う
実
態
に
つ
い
て
:
:
:
。

厚
生
省
(
清
水
)
准
看
か
ら
正
看
へ
の
一
本

化
は
、
要
望
が
高
い
と
い
う
こ
と
。
僻
地
問

題
は
保
健
婦
の
手
当
は
医
師
に
比
べ
て
低
い
。

大
森
無
い
に
ひ
と
し
い
。
保
健
婦
は
公
的

に
義
務
づ
け
ら
れ
、
手
当
の
額
も
き
ま
っ
て

い
る
が
、
医
師
に
は
国
と
し
て
の
強
制
力
も

な
い
し
、
相
場
も
あ
っ
て
な
い
よ
う
な
も
の
。

保
母
の
問
題
点

江
上
次
に
保
母
の
問
題
を
。

厚
生
省
(
鈴
木
専
門
官
)
保
母
の
養
成
に
は

二
つ
の
コ

l
ス
が
あ
る
。

一
、
厚
生
大
臣
指
定
の
保
母
を
養
成
す
る

学
校
、
そ
の
他
の
施
設
を
卒
業
し
た
者
。
都

道
府
県
で
保
母
を
専
門
に
養
成
す
る
学
校
は
、

国
庫
扶
助
が
出
る
。
社
会
福
祉
法
人
で
保
母

の
養
成
だ
け
し
て
い
る
の
も
あ
る
。
そ
の
他
、

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
、
短
期
大
学
、
一

部
各
種
学
校
も
あ
る
。

二
、
都
道
府
県
知
事
が
毎
年
一
回
以
上
行

な
う
保
母
試
験
に
合
格
し
た
者
。
国
庫
補
助

の
対
象
校
は
現
在
三
十
七
校
。
二
年
修
業
で

学
生
定
員
六
千
八
百
人
。
就
職
率
九
O
%
。

他
の
養
成
校
は
二
七
五
校
。
定
員
四
万
七
千

九
百
九
人
。
卒
業
し
て
資
格
を
取
る
者
は
二

万
四
千
弱
。
こ
れ
は
大
部
分
が
幼
稚
園
教
員

の
免
許
、
普
通
二
級
免
許
を
併
せ
取
る
の
で
、

約
四
O
%
が
児
童
福
祉
施
設
に
就
職
す
る
。
保

母
試
験
受
験
者
は
年
間
約
六
万
八
千
人
、
そ

の
う
ち
八
科
目
全
部
に
合
格
す
る
の
は
一
万

一
千
人
。

就
職
者
数
は
把
握
し
に
く
い
が
東
京
都
で

は
一
五
%
程
度
。
学
校
卒
業
に
よ
る
資
格
取

得
者
と
試
験
合
格
に
よ
る
者
の
比
は
七
O
%

対
三
O
%
、
大
学
卒
が
ふ
え
る
傾
向
に
あ
る
。

資
格
取
得
者
が
全
部
就
職
に
は
結
び
つ
か

な
い
。
こ
の
対
策
と
し
て
は
、
保
母
養
成
校

の
摺
設
、
現
に
就
業
し
て
い
る
保
母
の
待
遇

の
改
善
、
幼
稚
園
教
員
等
の
給
与
と
の
バ
ラ

ン
ス
、
休
憩
時
間
や
夜
勤
の
問
題
、
産
休
、
病

-
休
の
場
合
の
代
替
、
保
母
養
成
校
の
在
学
生

に
対
す
る
保
母
修
学
資
金
の
貸
与
金
額
ア
ツ

プ
な
ど
、
施
策
の
充
実
に
つ
と
め
て
い
る
。

久
保
田
委
員
奨
学
資
金
の
貸
付
は
ど
の
く

ら
い
で
、
返
却
は
?

厚
生
省
(
鈴
木
)
五
十
年
度
予
算
は
一
億
九

千
万
ぐ
ら
い
、
五
十
一
年
に
は
二
億
一
千
万

に
ふ
や
す
予
定
。
貸
与
人
員
は
四
千
八
百
人
、

貸
与
月
額
七
千
円
。
五
十
一
年
に
は
八
千
円

に
ア
ッ
プ
す
る
。
卒
業
後
三
年
間
勤
務
す
る

と
返
還
が
免
除
さ
れ
る
。

江
上
厚
生
省
の
方
で
特
別
問
題
点
は
?

厚
生
省
(
鈴
木
)
看
護
婦
と
同
じ
よ
う
に
、

資
格
を
も
っ
て
い
る
方
が
か
な
り
い
る
わ
け
だ

が
、
地
域
的
事
情
な
ど
で
需
要
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
が
む
ず
か
し
い
。
児
童
福
祉
施
設
の
増

加
が
著
し
く
、
新
陳
代
謝
も
非
常
に
激
し
い

の
で
人
員
不
足
に
な
る
。
地
方
で
は
か
な
り

過
剰
ぎ
み
な
所
も
あ
り
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
と
改

善
が
今
後
の
問
題
。

江
上
社
会
福
祉
施
設
の
保
母
と
幼
稚
園
の

関
係
で
す
ね
。
労
働
、
教
育
の
密
度
の
違
い
、

保
育
時
間
の
違
い
な
ど
で
保
母
の
就
職
率
が

少
な
く
な
る
の
だ
と
思
う
。

厚
生
省
(
鈴
木
)
社
会
福
祉
施
設
、
児
童
福
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祉
施
設
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
通
園
施
設
と

収
容
施
設
で
保
母
の
業
務
内
容
に
も
差
が
あ

る
。
専
門
職
と
し
て
確
立
す
る
に
は
と
う
す

る
か
が
問
題
に
な
る
。

大
森
男
の
方
の
養
成
は
今
後
ど
う
な
る
か
?

厚
生
省
(
鈴
木
)
保
育
所
以
外
の
施
設
に
つ

い
て
は
児
童
指
導
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、

現
状
で
は
そ
の
多
く
は
男
性
だ
。

農
村
揖
人
の
問
題
点

江
上
農
林
省
で
は
教
育
上
、
訓
練
上
、
男
女

の
格
差
を
つ
け
て
い
る
か
ど
う
か
ご
説
明
を
。

農
林
省
(
木
村
)
現
在
、
主
と
し
て
農
業
に

従
事
し
て
い
る
人
約
六
百
万
人
の
う
ち
婦
人

は
五
六
%
、
農
業
専
従
者
(
農
業
に
一
五
O

日
以
上
従
事
し
た
者
)
約
三
百
八
十
五
万
人

の
う
ち
、
婦
人
は
五
一
%
と
い
う
実
態
。

農
業
生
産
に
従
事
し
て
い
る
婦
人
に
対
す

る
教
育
と
し
て
は
農
業
高
校
が
あ
る
。
ま
た

各
県
と
団
体
で
設
置
し
て
い
る
農
業
者
教
育

施
設
に
よ
る
研
修
は
、
四
十
九
年
度
で
五
十

六
か
所
あ
り
、
中
学
卒
一
年
、
高
校
卒
一
年

の
人
を
対
象
に
し
て
い
る
。
研
修
生
総
数
二

千
五
百
人
の
う
ち
婦
人
は
一
八
%
ぐ
ら
い
。
そ

の
ほ
か
農
村
少
年
に
対
す
る
短
期
研
修
で
は

婦
人
参
加
一
O
%
程
度
。
普
及
員
が
、
農
家

の
主
人
・
主
婦
を
含
め
て
現
地
指
導
も
し
て

い
る
。

塩
農
業
生
産
基
幹
労
働
に
従
事
し
て
い
る

婦
人
の
う
ち
、
研
修
生
の
占
め
る
率
が
少
な

い
の
は
?

農
林
省
(
木
村
)
門
戸
は
一
般
に
聞
い
て
い

る
が
、
応
募
が
少
な
い
と
い
う
の
が
実
態
だ
。

若
い
世
代
は
女
性
も
出
や
す
い
。

江
上
だ
ん
な
が
よ
そ
に
出
て
、
奥
さ
ん
が
農

業
を
や
る
の
は
い
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
?

農
林
省
(
木
村
)
男
子
が
中
心
に
な
っ
て
進

め
る
の
が
ほ
ん
と
う
の
姿
だ
と
思
う
。
規
模
拡

大
で
施
設
が
多
く
な
る
と
婦
人
の
カ
を
借
り

ざ
る
を
得
な
い
。

江
上
ハ
ウ
ス
は
女
性
向
き
と
思
っ
た
ら
大

間
違
い
で
大
の
男
で
も
消
耗
度
が
激
し
い
。
研

修
だ
け
で
突
っ
走
る
と
質
の
問
題
で
違
っ
た

方
向
に
走
ら
な
い
か
?

大
森
生
活
改
善
専
門
技
術
員
、
生
活
改
善

普
及
員
の
中
で
男
女
の
数
は
?

農
林
省
(
木
村
)
全
部
女
子
で
、
そ
の
ほ
か

に
農
業
改
良
普
及
員
約
一
万
人
が
お
り
ま
す
。

兼
業
農
家
が
非
常
に
多
く
、
婦
人
が
後
を
引

き
受
け
る
場
合
が
多
い
。
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女
子
の
保
護
規
定
は

江
上
前
回
、
平
等
か
保
護
か
の
問
題
が
あ

り
ま
し
た
が
、
高
橋
婦
人
労
働
課
長
に
ご
説

明
い
た
だ
き
た
い
。

労
働
省
婦
人
少
年
局
高
橋
婦
人
労
働
課
長
わ

が
国
に
お
け
る
女
子
の
保
護
規
定
に
つ
い
て

ご
説
明
申
し
あ
げ
る
。
女
子
労
働
者
に
関
係

す
る
保
護
規
定
の
う
ち
、
第
一
は
平
等
に
関

す
る
規
定
で
、
労
働
基
準
法
の
第
四
条
に
男

女
同
一
賃
金
の
原
則
が
あ
り
、
賃
金
で
男
女

差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
が
あ
る
。

第
三
条
は
労
働
条
件
一
般
に
つ
い
て
、
差
別

的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
あ
る
が
、
性

別
が
な
い
の
は
不
十
分
だ
と
い
う
指
摘
が
さ

れ
て
い
る
。
第
二
は
労
働
基
準
法
第
六
十
五

条
、
母
性
保
護
に
関
す
る
規
定
。
産
前
六
週

間
の
休
業
は
女
子
労
働
者
の
請
求
に
基
づ
き
、

ま
た
産
後
六
週
間
は
請
求
の
有
無
に
か
か
わ



ら
ず
就
職
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
形
に
な

っ
て
い
る
。
た
だ
し
五
週
間
を
経
過
し
た
女

子
が
請
求
し
た
と
き
は
、
医
師
が
支
障
な
い

と
認
め
た
業
務
に
つ
か
せ
る
こ
と
は
差
支
え
な

い
。
さ
ら
に
、
妊
娠
中
の
女
子
が
請
求
し
た

場
合
は
、
他
の
軽
易
な
業
務
に
転
換
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
同
法

第
六
十
六
条
に
は
、
満
一
才
に
達
し
な
い
生

児
を
育
て
る
女
子
は
、
三
十
四
条
に
い
う
一

般
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
休
憩
時
間
の
ほ
か

一
日
二
回
、
少
な
く
と
も
三
十
分
育
児
時
聞

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
産
前
産
後
の

休
業
期
間
中
、
あ
る
い
は
そ
の
後
三
十
日
間

の
解
雇
制
限
で
あ
る
と
か
、
賃
金
の
非
常
時

払
(
女
子
に
限
ら
な
い
が
、
出
産
等
の
費
用

に
当
て
る
た
め
、
賃
金
の
支
払
い
期
日
前
で

も
、
既
往
の
労
働
に
対
す
る
賃
金
を
払
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
い
う
規
定
}
も
あ
る
。

第
三
、
第
六
十
一
条
に
労
働
時
間
、
休
日

等
の
規
定
が
あ
り
、
十
八
才
以
上
の
女
子
に

つ
い
て
は
三
六
条
の
協
定
に
よ
る
場
合
で
も
、

一
日
に
つ
き
二
時
間
、
一
週
に
六
時
間
、
一

年
に
百
五
十
時
間
を
こ
え
て
時
間
外
労
働
を

さ
せ
、
休
日
に
労
働
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
男

子
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
制
限
規
定
は
な

く
、
協
定
に
よ
っ
て
時
間
外
労
働
を
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

六
十
二
条
は
深
夜
業
に
関
し
て
、
午
後
十

時
か
ら
午
前
五
時
ま
で
女
子
の
労
働
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
天
災
地
変
の
湯
合
、
農
林
水

産
、
保
健
衛
生
の
場
で
は
別
に
規
定
が
あ
る
。

旅
館
、
料
理
、
飲
良
底
、
接
客
、
娯
楽
場
、

電
話
の
事
業
は
深
夜
業
が
は
ず
さ
れ
て
い
る
。

ス
チ
ユ
ア
デ
ス
、
女
子
を
収
容
す
る
寄
宿
舎

の
管
理
人
の
業
務
、
映
画
製
作
の
演
技
者
、
ス

ク
リ
プ
タ
ー
及
び
結
髪
業
、
放
送
事
業
に
お

け
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
及
び
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

業
務
、
耀
詰
事
業
に
お
け
る
第
一
次
加
工
の

業
務
は
適
用
除
外
に
な
っ
て
い
る
。

危
険
有
害
業
務
の
就
業
制
限
は
六
十
三
条

で
、
安
全
、
衛
生
面
で
危
険
有
害
と
考
え
ら

れ
る
業
務
に
つ
い
て
は
女
子
の
就
業
が
制
限

さ
れ
て
い
る
。
女
子
年
少
者
規
則
第
八
条
に

は
十
八
才
未
満
の
者
に
つ
い
て
細
か
い
就
業

制
限
が
あ
る
。
労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
危

険
有
害
な
業
務
に
就
職
す
る
場
合
免
許
の
習

得
が
必
要
だ
が
、
女
子
で
あ
る
こ
と
が
免
許

取
得
の
欠
格
理
由
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
坑

内
労
働
も
女
子
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

生
理
休
暇
は
六
十
七
条
で
規
定
さ
れ
、
生

理
に
有
害
な
業
務
に
従
事
す
る
女
子
、
ま
た

は
生
理
日
の
就
業
が
著
し
く
困
難
な
女
子
が

生
理
休
暇
を
請
求
し
た
と
き
は
、
就
業
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
、
と
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
女
子
が
そ
の
責
に
帰
す
べ
き
事

由
で
な
い
と
き
に
解
雇
さ
れ
て
帰
郷
す
る
場

合
、
使
用
者
は
帰
郷
旅
費
を
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
か
あ
る
。

以
上
が
基
準
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
女
子

の
保
護
規
定
だ
が
、
こ
の
ほ
か
勤
労
婦
人
福

祉
法
で
、
女
子
の
妊
娠
中
・
出
産
後
の
健
康

に
関
す
る
配
慮
及
び
措
置
、
育
児
に
関
す
る

便
宜
の
供
与
等
が
事
業
主
の
努
力
義
務
と
し

て
規
定
さ
れ
て
川
る
。
最
近
の
事
情
か
ら
、
母

性
保
護
に
つ
い
て
こ
れ
で
足
り
る
の
か
、
あ
る

い
は
女
子
が
男
子
と
平
等
に
そ
の
職
場
で
地

位
を
確
保
し
て
い
く
上
に
障
害
と
な
る
部
分

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
指
摘
が
あ
り
、

労
働
省
で
も
検
討
し
て
い
る
。
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保
護
と
労
働
を
め
ぐ
っ
て

小
菅
最
後
に
言
わ
れ
た
問
題
、
保
護
規
定

と
男
女
同
様
、
機
会
均
等
の
接
点
に
つ
い
て
、

ご
く
大
ざ
っ
ぱ
で
も
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば

労
働
省
(
高
橋
)
基
準
法
研
究
会
で
こ
れ
ま

で
に
、
女
子
に
つ
い
て
は
母
性
保
護
の
規
定

と
危
険
・
有
害
業
務
の
就
業
制
限
に
つ
い
て

一
応
ゃ
っ
た
。
労
働
時
間
の
点
に
つ
い
て
は

こ
れ
か
ら
検
討
す
る
。

安
全
衛
生
法
で
免
許
も
受
け
ら
れ
な
い
、
試

験
も
受
け
さ
せ
な
い
と
い
う
の
は
、
女
子
の
保

護
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
平
等
と
い
う
面
か
ら
み

る
と
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
論

議
さ
れ
て
い
る
。

時
間
外
労
働
の
点
で
は
、
専
門
的
、
技
術

的
な
仕
事
に
携
っ
て
い
る
女
子
に
つ
い
て
規

制
が
あ
る
と
、
職
場
で
責
任
の
あ
る
中
核
的

な
仕
事
を
任
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
基
準
法
研
究
会
で
の

検
討
で
は
な
い
の
で
お
含
み
お
き
い
た
だ
き
た

山
本
(
ま
)
外
国
で
は
男
女
と
も
法
的
に
時
間

外
労
働
を
規
制
し
て
い
る
。
日
本
で
は
、
男

は
一
か
月
に
七

l
八
十
時
間
の
残
業
を
す
る
。

女
は
一
日
二
時
間
し
か
で
き
な
い
か
ら
や
は

り
一
人
前
で
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
本

末
転
倒
で
は
な
い
か
。

多
国
一
月
二
十
九
日
に
労
働
基
準
審
議
会

に
対
し
て
、
労
働
者
側
か
ら
深
夜
業
も
残
業

制
度
も
、
現
状
で
は
男
子
は
野
放
し
な
の
で
、

む
し
ろ
男
子
を
制
限
す
べ
き
た
と
い
う
意
見

書
を
出
し
た
。
労
働
省
は
ど
う
受
け
と
め
て

お
ら
れ
る
か
。

労
勧
省
(
高
橋
)
一
般
女
子
の
保
護
、
妊

娠
・
出
産
期
の
保
護
は
ど
の
程
度
が
適
正
か
。

ま
た
男
女
平
等
と
い
う
観
点
か
ら
基
本
法
一

般
の
規
定
の
中
で
ど
う
考
え
て
い
く
べ
き
か
、

た
い
へ
ん
む
ず
か
し
い
問
題
だ
。
多
く
の
方
々

の
意
見
を
聞
き
、
現
状
を
踏
ま
え
、
慎
重
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

滝
沢
産
前
産
後
の
問
題
だ
が
、
母
乳
推
進

の
立
場
か
ら
理
想
的
に
は
三
か
月
は
母
乳
で

育
て
た
い
。
今
後
の
改
正
で
は
、
国
際
的
に

み
れ
ば
十
週
間
は
ほ
し
い
が
、
少
な
く
と
も
八

週
間
く
ら
い
確
保
し
た
い
。
産
前
は
六
週
間

で
据
置
い
て
も
産
後
を
十
分
保
護
す
る
よ
う

に
し
た
い
。
母
乳
に
よ
る
育
児
を
重
点
に
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

山
本
(
ま
)
産
前
は
前
日
ま
で
働
い
て
も
現
行

の
労
基
法
で
は
違
反
に
な
ら
な
い
。
だ
か
ら

力
関
係
に
よ
っ
て
産
前
は
ま
っ
た
く
休
め
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
こ
を
理
解
し
て
ほ
し

江
土
産
前
産
後
通
算
し
て
と
い
う
職
場
が

多
い
の
で
は
な
い
か
。

山
本
(
ま
)
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
少
な
い
。

江
上
私
の
ま
わ
り
の
女
性
は
、
足
が
む
く

ん
だ
り
し
て
も
産
後
に
多
く
休
み
た
い
の
で
、

産
前
は
無
理
を
し
て
し
ま
う
ケ

l
ス
が
多
い
。

こ
れ
は
し
っ
か
り
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
母

性
保
護
は
や
は
り
あ
る
程
度
、
外
か
ら
手
助

け
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

こ
こ
で
は
男
女
平
等
の
問
題
と
保
護
の
問

題
を
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
女
性
の
問
題

だ
け
で
な
く
、
相
手
、
男
性
が
い
る
こ
と
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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「
女
子
向
き
」
「
男
子
向
き
」
は
あ
る
か

江
上
前
回
の
発
言
メ
モ
(
次
ぺ

i
ジ
に
掲

載
)
が
手
元
に
あ
る
が
、
こ
の
順
番
は
重
要

な
も
の
か
ら
つ
い
て
い
る
の
か
。

久
保
田
参
事
官
そ
う
で
は
な
い
。
前
回
の

発
言
を
ま
と
め
た
だ
け
だ
。

江
上

ωsω
は
意
識
の
問
題
だ
と
思
う
の

で
、
こ
れ
を
念
頭
に
お
い
て
印
以
下
を
考
え
た

L
4
M
L
カ
・
刀
カ

大
森
異
議
な
し
。

江
上
印
は
家
庭
科
の
問
題
だ
が
、
そ
れ
と
男

女
平
等
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
ま
と

め
て
座
長
会
議
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

久
保
田
参
事
官
男
女
共
学
の
学
生
を
み
て

い
る
と
、
合
宿
な
と
で
ご
飯
を
た
り
な
い
な
ど

な
に
も
で
き
な
い
の
は
女
子
の
方
に
多
い
。
こ

れ
は
学
校
教
育
以
前
の
家
庭
教
育
の
問
題
だ

》
』
聞
を
つ
。

江
上
学
校
で
教
え
る
べ
き
家
庭
科
と
は
何

か
、
非
常
に
疑
問
だ
。
高
橋
課
長
か
ら
こ
う

い
う
時
代
に
「
男
子
向
き
」
「
女
子
向
き
」
と
、

小
、
中
学
校
か
ら
分
け
る
と
い
う
の
は
い
か

が
な
も
の
か
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
教
育
の

問
題
と
、
主
婦
も
職
業
の
一
つ
と
み
る
か
と

い
う
問
題
な
ど
か
ら
め
て
、
も
う
一
度
見
直

し
て
ほ
し
い
。

多
国
私
の
と
こ
ろ
は
職
場
自
体
が
男
の
職

場
、
女
の
職
場
と
伝
統
的
に
分
か
れ
て
い
る

が
、
組
合
で
は
基
礎
的
学
習
を
男
女
一
緒
に

勉
強
し
よ
う
と
い
う
段
階
に
き
て
い
る
。
し
か

し
学
校
で
ず
っ
と
分
け
ら
れ
て
き
て
し
ま
っ
た

と
い
う
と
こ
ろ
が
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
家

庭
科
が
「
女
子
向
き
」
「
男
子
向
き
」
と
分
け

て
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。

江
上
別
に
分
け
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
に
「
向
き
」
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
と
、
不
思
議
な
気
が
す
る
。

塩
女
性
が
男
性
に
追
い
つ
こ
う
と
し
て
、
家

の
こ
と
を
や
っ
た
う
え
に
男
性
と
同
じ
に
働
く

と
い
う
中
か
ら
、
家
庭
生
活
の
ひ
ず
み
、
男

性
に
対
す
る
劣
等
感
が
生
ま
れ
て
き
た
。
家

庭
教
育
の
振
興
、
家
庭
科
教
育
の
重
視
、
道

徳
教
育
の
重
視
な
ど
は
そ
れ
へ
の
反
省
を
含

ん
で
い
る
。
男
も
女
も
家
庭
生
活
の
知
識
や

運
営
能
力
は
要
求
さ
れ
る
。
そ
の
上
に
男
と

女
の
差
が
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
、
見
直
す

べ
き
だ
。
日
本
人
の
も
の
の
見
方
、
考
え
方

と
に
関
連
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
意
識

を
高
め
、
自
分
自
身
の
人
生
を
選
択
す
る
能

力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
な
成
人
教
育
が
必
要

と
思
う
。

江
上
妻
が
仕
し
い
と
き
は
夫
が
定
事
の
用

意
を
す
る
こ
と
が
、
決
し
て
お
か
し
い
こ
と
で

は
な
い
こ
と
を
、
学
校
で
も
家
庭
で
も
教
え

る
べ
き
だ
。
塩
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
の
と
は
逆

行
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

渡
多
野
知
人
に
聞
い
て
み
る
の
だ
が
、
男

の
子
は
女
の
子
と
一
緒
に
か
な
り
楽
し
ん
で

家
庭
科
な
ど
や
る
が
、
親
や
先
生
が
受
験
が

あ
る
か
ら
や
め
ろ
と
い
う
。

江
上
そ
れ
は
家
庭
教
育
の
問
題
で
、
私
は

家
庭
科
と
は
家
庭
の
中
で
そ
の
技
術
を
教
え

る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
小
、
中
学
校
時

代
は
共
修
で
も
い
い
の
に
、
中
学
で
す
で
に

「
女
子
向
き
」
「
男
子
向
き
」
と
分
け
、
高
校

で
は
女
子
の
み
必
須
に
な
っ
て
い
る
。
大
学

受
験
と
も
関
係
あ
る
。

西
基
礎
教
育
の
中
で
男
女
平
等
の
意
識
が
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婦
人
問
題
企
画
推
進
会
議
第
一
部
会
第
一
回
会
合
発
言
要
約

。)(2) m 
男
女
の
人
間
的
平
等
の
再
確
認

男
女
の
役
割
の
固
定
化
の
撤
廃

婦
人
自
身
に
ひ
そ
む
男
女
差
別

意
識
の
撤
廃

幼
児
教
育
は
生
涯
設
計
の
基
礎

と
な
る
の
で
、
家
庭
教
育
で
男

女
平
等
の
怠
識
を
注
入
せ
よ

教
育
内
容
の
男
女
差
の
撤
廃

家
庭
科
は
、
男
女
が
共
修
し
て

お
互
い
を
知
り
合
え
る
楽
し
い

課
目
に

経
済
的
独
立
な
く
し
て
は
人
格

の
独
立
は
な
い

家
事
労
働
に
対
し
て
社
会
的
経

済
的
評
価
を

職
業
に
お
け
る
男
女
の
適
性
分

野
と
い
う
も
の
は
や
は
り
存
在

す
る
従
来
、
男
子
む
き
、
女
子
む
き

と
考
え
ら
れ
て
き
た
職
業
分
野

の
固
定
化
を
廃
せ
よ

職
場
に
お
け
る
家
族
制
度
的
考

え
方
を
廃
せ
よ

(4) (6) (5) (乃(8) (9) (10) )
 
-l
 
(
 

(3) (2) 

職
業
訓
練
を
男
女
平
等
に

職
業
訓
練
に
よ
り
、
第
二
次
産

業
に
婦
人
が
ち
っ
と
進
出
で
き

る
よ
う
に

中
年
か
ら
の
就
職
の
た
め
に
も

婦
人
は
、
結
婚
前
に
一
度
職

業
経
験
を
も
っ
と
よ
い

婦
人
自
身
が
職
業
に
対
し
て
も

っ
と
責
任
を
も
っ

こ
れ
か
ら
は
婦
人
が
生
涯
に
わ

た
る
自
分
の
生
き
方
を
自
ら
選

択
す
る
時
代
で
あ
る

婦
人
が
職
業
と
家
庭
と
を
自
由

に
選
択
ま
た
は
両
立
さ
せ
る
こ

と
の
で
き
る
カ
を
つ
け
る

婦
人
が
専
門
的
知
識
・
技
能
を

身
に
つ
け
る
よ
う
、
婦
人
自
身

も
努
力
し
、
社
会
も
そ
れ
を
可

(4) (15) (6) (17) (8) 

能
な
ら
し
め
る
よ
う
に
後
援
す

る
こ
と

(19) 

母
性
の
保
護
は
男
女
平
等
を
損

う
も
の
で
は
な
い

母
性
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
我

が
闘
の
立
法
は
非
常
に
立
ち
遅

れ
て
い
る

婦
人
の
職
業
活
動
を
保
護
法
規

で
し
ば
っ
て
い
る
点
が
あ
る

男
女
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お

い
て
、
出
産
の
み
は
婦
人
に
特

(20) (21) (22) (23) 

有
の
も
の
で
あ
る

育
児
休
業
に
つ
い
て
、
利
用
率

が
低
い
の
で
も
っ
と
P
R
を

勤
労
婦
人
と
・
家
庭
婦
人
が
共
に

学
ぶ
機
会
を
つ
く
る

婦
人
の
た
め
の
学
習
の
施
設
の

笠
備
、
指
導
者
の
養
成
、
個

人
学
習
や
小
グ
ル
ー
プ
へ
の
援

助
、
託
児
機
能
を
充
実
せ
よ

保
育
所
の
充
実
、
特
に
職
場
保

育
所
、
夜
間
勤
務
の
者
の
た

(24) (25) (26) 

め
の
保
育
所
を
、
児
主
福
祉

の
商
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
労
働

問
題
と
し
て
と
ら
え
て
推
進
せ

よ

αη 

肴
議
婦
、
保
母
の
地
位
向
上
を

図
れ

(28) 

看
護
婦
、
保
母
、
保
健
婦
、
助

産
婦
を
男
子
に
も
開
放
せ
よ

中
高
年
婦
人
の
生
活
の
安
定
の

た
め
、
同
居
し
て
い
る
成
人
し

た
子
ど
も
に
ち
っ
と
生
活
の
責

任
を
ち
た
せ
よ

中
年
婦
人
に
も
っ
と
専
門
職
業

教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
よ

婦
人
問
題
に
は
男
子
の
協
力
を

得
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る

α9) (30) (31) 
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徹
底
す
る
よ
う
な
方
法
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て

も
共
修
で
な
け
れ
ば
と
は
思
わ
な
い
。

江
上
問
題
は
高
校
だ
が
、
中
学
で
は
同
じ

よ
う
に
教
え
た
方
が
い
い
。

西
電
気
に
つ
い
て
は
ど
の
程
度
習
う
の
か
。

久
保
田
今
ま
で
女
は
ヒ
ュ
ー
ズ
の
修
理
も

で
き
な
か
っ
た
。

江
上
そ
れ
が
「
男
の
子
向
き
」
に
な
っ
て

い
る
。
家
庭
科
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
義
務

教
育
に
お
け
る
家
庭
科
の
問
題
は
、
男
女
平

等
の
問
題
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
い
い
か
。

次
に
の
を
ど
う
す
る
か
。

家
事
労
働
の
評
価
な
ど

上
坂
こ
れ
は
都
留
先
生
が

ωの
前
提
と
し
て

言
っ
た
も
の
だ
。

江
上
家
事
労
働
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
こ
こ

で
や
る
か
、
そ
れ
と
も
家
庭
部
会
か
。

西
家
庭
部
会
で
は
な
い
か
。

江
上
一
応
、
家
庭
部
会
と
相
談
し
て
み
る
。

家
庭
部
会
で
相
続
法
と
身
分
法
と
い
う
点
か

ら
家
事
労
働
を
ど
う
評
価
す
る
か
と
い
う
問

題
で
あ
ろ
う
。

次
に

ωだ
が
、
こ
れ
も

ωか
ら
仰
の
理
念
と

同
列
に
扱
え
る
と
思
う
。
む
し
ろ
仰
の
看
護
婦

の
問
題
な
ど
を
具
体
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

滝
沢
看
護
婦
と
か
坑
内
労
働
の
よ
う
に
、

女
、
男
に
代
表
さ
れ
る
も
の
と
、
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
女
性
が
進
出
し
て
い

る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
あ
ま
り
き
め
つ
け
る
よ

う
な
理
念
は
ど
う
か
と
思
う
。

江
上
山
は
ど
う
か
。

多
国
私
が
発
言
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
も

理
念
の
う
ち
に
入
っ
て
し
ま
う
。
日
本
の
賃

金
体
系
は
年
功
序
列
、
生
涯
雇
用
、
機
能
別

に
な
っ
て
お
り
、
女
は
家
計
補
助
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
職
場
内
で
も
女
は
補
助
的
な
仕

事
に
ま
わ
さ
れ
、
さ
ら
に
お
茶
汲
み
な
ど
は
当

然
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
か
思
わ
れ
て
い
な
い
。

江
上
仰
は
当
然
の
こ
と
だ
。
農
業
の
分
野
で

は
特
別
に
考
え
る
べ
き
だ
と
の
こ
と
だ
が
。

塩
職
業
訓
練
の
内
容
だ
が
、
当
然
、
そ
の

な
か
に
教
育
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
印
と
関
連

さ
せ
て
考
え
た
い
。

女
子
の
教
育
に
つ
い
て

江
上
仰
は
い
か
が
か
。

滝
沢
職
業
訓
練
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
教

育
内
容
を
表
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
工
専
に

女
子
が
入
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
。

江
上
伝
統
的
な
男
女
観
が
災
い
し
て
い
る

》
」
聞
を
フ
。

塩
家
庭
に
い
る
婦
人
が
再
教
育
を
受
け
て
、

技
能
的
職
業
分
野
へ
進
出
す
る
の
は
、
首
切

り
を
防
ぐ
方
法
だ
と
思
ラ
。
再
教
育
の
機
会

を
十
分
提
供
す
る
と
い
う
表
現
が
い
い
と
思

、つ。江
上

mが
関
連
が
あ
る
。

西
宮
同
校
を
卒
業
し
た
若
い
人
た
ち
に
「
職

業
観
な
ど
の
教
育
を
受
け
た
か
」
と
い
う
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
ら
、
男
の
子
も
女
の
子
も

そ
う
い
う
学
校
教
育
を
受
け
て
な
い
。

江
上
仰
は
も
う
少
し
ふ
く
ら
ま
せ
て
、
「
婦

人
教
育
の
中
に
職
業
観
を
も
っ
と
徹
底
的
に

盛
込
む
」
と
い
う
こ
と
に
・
。

久
保
田
参
事
官
側
も
教
育
の
問
題
だ
。
男
女

共
学
の
女
子
学
生
と
女
子
大
の
女
子
学
生
と
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で
は
、
共
学
の
子
の
方
が
依
存
的
で
、
女
子

大
の
子
の
方
が
積
極
的
だ
。
こ
れ
も
恐
ろ
し

い
気
が
す
る
。

多
国
労
働
組
合
で
も
同
じ
。

山
本
大
学
に
入
学
し
て
も
女
性
の
方
が
男

性
よ
り
能
力
が
高
い
と
い
う
資
料
も
あ
る
が
。

久
保
田
参
事
官
た
し
か
に
女
子
学
生
の
方

は
試
験
の
成
績
は
い
い
が
、
修
士
、
博
士
の

論
文
を
書
く
段
階
に
入
る
と
、
格
差
が
で
て

く
る
。
そ
の
へ
ん
が
問
題
だ
。

西
朝
日
新
聞
に
載
っ
た
丸
ノ
内
で
働
く
O

L
の
調
査
で
は
、
共
学
高
校
出
身
の
方
が
女

子
高
出
身
よ
り
定
着
率
、
働
き
ぶ
り
が
い
い

そ
う
だ
。

波
多
野
男
の
子
は
自
分
よ
り
す
ぐ
れ
た
意

見
を
い
う
女
の
子
よ
り
、
か
わ
い
い
女
の
子

が
い
い
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
る
。
そ
れ
を
女

の
子
も
意
識
し
て
い
る
。
こ
の
へ
ん
を
依
存

度
と
い
う
点
だ
け
で
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
。

江
上
婦
人
課
が
で
き
た
頃
は
、
女
ば
か
り

で
何
で
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
世

の
中
が
落
着
い
て
く
る
と
、
男
女
両
方
が
女

ら
し
い
女
を
要
求
し
て
く
る
。
非
常
に
ま
ず

い
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
出
て
き
て
い
る
。
女

性
の
職
業
意
識
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
は
、
教

育
と
非
常
に
関
係
が
あ
る
。
学
習
施
設
の
整

備
、
こ
れ
は
い
ま
文
部
省
で
相
当
や
っ
て
お

ら
れ
る
よ
う
だ
。

文
部
省
志
熊
婦
人
教
育
課
長

進
行
中
だ
。

庵
聞
の
機
会
均
等
と
待
遇
の
平
等
を

多
国
賃
金
の
問
題
は
機
会
均
等
に
関
連
し

て
く
る
が
、
発
言
メ
モ
に
全
然
出
て
い
な
い
。

繊
維
産
業
の
実
態
は
、
男
女
の
格
差
が
す
ご

く
聞
い
て
い
る
。

江
上
と
く
に
苦
労
し
て
い
る
の
は
未
亡
人

だ
。
男
が
や
っ
て
も
い
い
こ
と
を
、
女
だ
か
ら

や
ら
せ
る
式
の
考
え
方
が
伝
統
的
に
残
っ
て

い
る
。

西

一

九

五

O
年
六
月
の
I
L
O
第
六
十
回

総
会
の
行
動
計
画
や
宣
言
、
決
議
に
あ
る
よ

う
に
、
雇
用
機
会
の
平
等
を
入
れ
な
い
と
、
徹

底
し
な
い
と
思
う
。

山
本
機
会
均
等
と
待
遇
の
問
題
は
基
本
だ
。

江
上
発
言
メ
モ
に
仰
の
項
目
を
立
て
て
は
ど

、っか。

波
多
野
基
準
法
と
平
等
の
問
題
は
、
も
う

少
し
議
論
し
で
み
る
必
要
が
あ
る
。
男
性
で

も
、
現
在
の
よ
う
に
烏
ガ
ラ
の
よ
う
に
に
な
る

ほ
ど
働
く
の
が
い
い
か
、
女
性
保
護
が
ネ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ど
う
処
理
す
れ

ば
よ
い
か
。

江
上
母
性
保
護
の
基
準
法
と
男
性
の
労
働

条
件
改
善
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
一
緒

に
や
ら
な
い
と
、
女
ば
か
り
す
る
か
ら
目
立
っ

て
し
ま
う
。

波
多
野
そ
れ
は
私
も
賛
成
。
い
ま
不
景
気

で
E
那
が
早
く
家
に
帰
る
の
を
不
満
と
す
る

奥
さ
ん
が
ふ
え
て
い
る
。
残
業
が
少
な
く
な
っ

て
収
入
は
減
る
、

E
那
は
帰
っ
て
夕
食
を
す

る
、
今
ま
で
い
な
か
っ
た
人
が
い
る
と
目
ざ
わ

り
だ
、
と
い
う
の
で
は
:
:
:
。
男
の
労
働
超

過
を
制
限
し
て
も
日
本
の
家
庭
意
識
を
変
え

な
け
れ
ば
。

山
本
賃
金
と
か
社
会
的
通
念
の
問
題
が
あ
る
。

江
上
お
父
さ
ん
が
い
る
家
庭
が
ノ
ー
マ
ル

で
、
超
勤
は
労
働
者
の
保
護
に
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
小
さ
い
時
か
ら
家
庭
教
育
で
教
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え
る
の
で
す
ね
。
こ
の
ま
ま
週
休
二
日
制
に

な
っ
た
ら
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
る
。

久
保
田
ア
メ
リ
カ
で
は
十
年
前
に
出
て
い

る
。
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ュ
ー
も
言
い
つ
く
し
て
ペ

ン
キ
塗
り
で
も
や
ろ
う
か
と
・
・
・
・
・
・
。

江
上
家
庭
と
い
う
の
は
暖
炉
の
前
で
父
親

が
聖
書
を
読
み
、
母
親
が
本
を
読
む
そ
ば
で

子
ど
も
が
遊
ん
で
い
る
、
と
い
う
の
は
昔
の

話
。
日
一
那
さ
ん
は
ゴ
ル
フ
、
奥
さ
ん
は
婦
人

会
、
娘
や
息
子
は
ボ
l
イ
フ
レ
ン
ド
、
ガ
ー
ル

フ
レ
ン
ド
と
ド
ラ
イ
ブ
に
。
教
育
委
員
会
に
行

け
ば
ま
っ
先
に
そ
の
話
と
麻
薬
の
話
が
出
る
。

新
し
い
家
庭
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
い
か
ん
。

多
国
繊
維
産
業
は
深
夜
業
が
で
き
る
の
で

困
る
。
機
械
を
と
め
る
と
糸
に
つ
い
て
い
る
糊

が
か
わ
い
て
変
な
製
品
に
な
る
の
で
、
男
は
二

十
四
時
間
勤
務
、
女
は
二
交
代
。
子
供
と
親

が
一
緒
に
い
る
日
を
つ
く
る
た
め
に
、
月
一

回
だ
け
無
理
し
て
い
っ
せ
い
に
休
む
。

労
働
側
か
ら
の
低
賃
金
長
時
間
労
働
と
家

庭
の
側
か
ら
と
、
い
ろ
い
ろ
問
題
を
提
起
す

る
必
要
が
あ
る
。

江
上
さ
っ
き
の
I
L
O
の
雇
用
の
機
会
均

等
に
関
す
る
諸
問
題
、
賃
金
の
問
題
、
そ
れ

に
今
出
た
問
題
は
加
え
る
か
。

大
森
深
夜
業
が
許
さ
れ
て
い
る
中
で
、
看

護
婦
に
つ
い
て
は
全
然
制
限
が
な
い
の
で
、
反

対
の
現
象
と
し
て
、
夜
勤
ば
か
り
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
う
看
護
婦
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
専

門
職
に
も
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
。

塩
農
林
の
基
幹
労
働
に
従
事
す
る
五
O
数

%

の
人
は
働
く
の
に
忙
し
く
て
研
修
に
も
出
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
農
村
の
大
部
分

の
力
に
な
っ
て
い
る
婦
人
の
問
題
も
、
生
活

調
査
、
広
報
活
動
を
活
発
に
や
っ
て
、
社
会

の
意
識
と
し
て
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
み
ん
な
に

宣
伝
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。

江
上
で
は
こ
の
辺
で
・
:
。

(
「
あ
ご
ら
」

U
号
よ
り
転
載
)
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国

コU==ロ申受
J
J』集編

。
温
故
知
新
(
古
き
を
た
ず
ね
て
新

し
き
を
知
る
)
と
言
い
ま
す
が
、
古

'
い
記
事
を
読
み
返
し
読
み
返
し
て
、

い
ま
「
普
通
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
、
た
く
さ
ん
の
先
輩
の
ご
苦
労
の

結
果
だ
っ
た
と
知
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
「
活
動
」
に
し

て
も
「
意
見
」
に
し
て
も
、
今
よ
り

は
ず
っ
と
元
気
が
あ
ふ
れ
で
い
て
、

こ
の
頃
は
、
明
治
維
新
直
後
の
よ
う

な
雰
囲
気
だ
っ
た
の
か
な
、
な
ど
と

想
像
し
て
い
ま
す
。
(
小
)

.
一
九
七
六
年
は
、
派
手
な
動
き
の

な
い
年
か
も
知
れ
な
い
。
が
、
一
歩

ず
つ
確
か
な
歩
み
を
続
け
る
女
た
ち

の
視
線
を
感
じ
る
。
同
時
に
、
当
時

(
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
}
も
今
も
変
わ

ら
ず
に
新
聞
記
事
か
ら
漂
う
〈
腐
敗

臭
〉
に
ゾ
ツ
と
す
る
想
い
だ
。

「
こ
の
変
わ
ら
な
さ
に
キ
チ
ン
と

対
時
で
き
る
強
さ
を
持
ち
た
い
」
と

痛

感

。

(

石

)

。
日
付
と
新
聞
名
を
も
う
一
度
縮
刷

版
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
「
ぁ
、
朝
日

な
の
に
朝
日
に
は
記
事
が
な
い
」
な

ど
と
大
騒
ぎ
。
そ
の
頃
切
り
抜
き
を

し
て
い
た
方
に
、
「
そ
れ
は
朝
日
の

北
海
道
版
で
し
ょ
う
」
な
ど
と
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。
花
年
頃
は
、
北
海

道
か
ら
九
州
ま
で
、
全
国
か
ら
航
空

便
で
ワ
ツ
と
切
り
抜
き
が
届
い
て
い

た
そ
う
で
す
。
有
給
休
暇
を
と
っ
て

切
り
抜
い
て
下
さ
っ
た
、
た
く
さ
ん

の
〈
あ
ご
ら
メ
イ
ト
〉
さ
ん
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
(
伊
)

.
私
が
参
加
し
た
の
は
一
昨
年
。
欲

張
っ
た
私
は
三
年
、
五
年
単
位
で
流

れ
を
見
た
い
と
整
理
を
進
め
た
が
、

完
成
し
た
の
は
一
九
七
五
年
の
み
。

実
際
の
編
集
作
業
と
資
料
の
読
み

解
き
の
同
時
進
行
は
む
ず
か
し
い
、

そ
の
欲
求
不
満
が
よ
み
が
え
る
。
後

者
は
読
者
に
お
任
せ
し
た
ほ
う
が
よ

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
思
い
で
し
た
作
業
が
今
回

少
し
で
も
お
役
に
た
っ
た
な
ら
幸
い

で

す

。

(

丸

)

・
男
女
個
人
の
月
収
も
、
世
帯
収

入
も
、
今
の
約
半
分
。
二
十
年
前
は

貧
し
か
っ
た
ん
だ
な
ア
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
女
た
ち
の
発
言
や
行
動
に

あ
ふ
れ
で
い
る
熱
気
は
ス
ゴ

l
イ
!

物
質
的
な
豊
か
さ
を
得
た
報
酬
と

し
て
、
と
て
も
大
切
な
も
の
を
失
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
(
は
)

。
リ
ス
ト
ラ
で
他
聡
種
に
就
い
た
知

人
の
男
性
が
、
過
去
を
ふ
り
払
う
に

は
体
を
動
か
す
こ
と
が
一
番
、
と
五

十
歳
の
慣
れ
な
い
冬
を
越
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
企
業
本
位
に
過
ご
し
た

時
間
へ
の
思
い
、
喪
失
感
を
胸
に
、

や
り
場
の
な
い
「
異
議
申
し
立
て
」

を
呑
み
こ
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

か
わ
い
そ
う
だ
け
ど
、
男
本
位
の

社
会
の
中
で
女
性
が
か
つ
て
、
い
や

今
も
味
わ
っ
て
い
る
苦
渋
だ
。

ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
抜
け
た
時
、

共
に
同
じ
平
場
に
立
っ
て
い
る
か
も
。

少
し
先
に
あ
る
ほ
の
明
る
い
も
の
、

愛
?
や
さ
し
さ
?
豊
か
な
想
像
力
?

小
さ
く
て
も
声
を
あ
げ
続
け
て
き

た
女
性
、
そ
の
異
議
申
し
立
て
が
時

代
を
き
り
拓
い
て
き
た
こ
と
を
実
感
。

(

一

一

一

)

.
編
集
を
し
て
い
て
一
番
心
が
摘
ん

だ
の
は
母
子
心
中
の
多
さ
で
す
。
今

の
世
の
中
は
、
二
十
年
前
よ
り
進
歩

し
た
の
か
後
退
し
た
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
、
ま
ア
待
て

よ
、
な
ん
と
か
生
き
ら
れ
る
か
も
:
・

と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
、
と
、
す
こ
し
救
わ
れ
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
そ
の
反
面
、
近
頃
の
犯
罪
の

残
虐
性
。
あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
時
代
は

慈
く
な
っ
た
の
か
な
あ
:
:
:
。
(
山
)

.
資
料
3
「
婦
人
問
題
企
画
推
進

会
議
議
事
録
」
が
お
も
し
ろ
い
の
で

す
。
発
足
当
時
の
混
と
ん
の
中
か
ら

何
か
を
つ
く
り
出
そ
う
と
す
る
模

索
。
ベ
タ
i
ホ
l
ム
協
会
の
田
村
氏

な
ど
、
委
員
の
顔
ぶ
れ
も
お
も
し
ろ

い
。
?
の
ご
ら
』
凶
号
に
掲
載
当
時
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
人
か
ら
、
よ
く
こ

の
議
事
録
を
手
に
入
れ
た
、
と
言
わ

れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
(
ま
)
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